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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, xxxvii ページ

• 表記法, xxxvii ページ

• Cisco UCS の関連ドキュメント, xxxix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xxxix ページ

対象読者
このガイドは、次の 1 つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象

にしています。

• サーバ管理

• ストレージ管理

• ネットワーク管理

• ネットワーク セキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素] のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ン タイトルは、[メインタイトル] のように示しています。

GUI 要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザ インターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courier フォントで示しています。

TUI 要素

システムが表示するターミナル セッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLI コマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLI コマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLI コマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲

み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦

棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。

引用符を使用すると、その引用符も含めて string とみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システム プロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ

メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要な注意事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

警告の各国語版は、各注意事項の番号を基に、装置に付属の「TranslatedSafetyWarnings」を参

照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-doc で入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ

い。

すべての C シリーズ マニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-doc で入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ

い。

管理用の UCS Manager と統合されたラック サーバでサポートされるファームウェア バージョン

とサポートされる UCS Manager バージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitter をフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバック フォーム

よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

この章は、次の項で構成されています。

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するマニュアルでの主な変更点の概要を示したものです。ただ

し、このリリースに関するコンフィギュレーション ガイドの変更点や新機能の中には一部、この

表に記載されていないものもあります。このリリースで新しくサポートされるハードウェアにつ

いては、URL で『http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc で入手可能な『Cisco UCS
B-Series Servers Documentation Roadmap』』を参照してください。

表 1：Cisco UCSリリース 2.2(1) の新機能と変更された動作

参照先説明機能

この機能は、『Cisco UCS
C-Series Server Integration
with Cisco UCS Manager
2.2』に記載されています。

C シリーズ統合ガイドは次

のURLから確認できます。
http://www.cisco.com/en/US/
partner/products/ps11736/
products_installation_and_
configuration_guides_list.html

FEXを使用せずにファブリック イ

ンターコネクトに Cisco UCS C シ

リーズ ラック サーバを接続するこ

とができます。

直接接続によるCisco UCSCシ

リーズ サーバ統合
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参照先説明機能

この機能は、次の設定ガイ

ドで説明されています。

• 『Cisco UCS B-Series
GUI Firmware
Management
Configuration Guide』

• 『Cisco UCS B-Series
CLI Firmware
Management
Configuration Guide』

ファームウェアの設定ガイ

ドは次のURLから確認でき

ます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10281/
products_installation_and_
configuration_guides_list.html

Cisco UCS C シリーズ M3 ラック

サーバは、eUSBや I/Oコネクタな

どの多くのサーバ機能を制御する

ボード コントローラ ファームウェ

アを搭載しています。これらのラッ

ク サーバのボード コントローラ

ファームウェアをアクティブにで

きます。

Cisco UCS C シリーズ M3 ラッ

ク サーバでのボード コント

ローラ ファームウェアのアク

ティブ化

この機能は、次の設定ガイ

ドで説明されています。

• 『Cisco UCS B-Series
GUI Firmware
Management
Configuration Guide』

• 『Cisco UCS B-Series
CLI Firmware
Management
Configuration Guide』

ファームウェアの設定ガイ

ドは次のURLから確認でき

ます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10281/
products_installation_and_
configuration_guides_list.html

最近検出されたサーバのファーム

ウェア バージョンをいつ、どのよ

うにアップグレードするかを決定

できます。このポリシーを使用す

ると、最近検出された関連付けら

れていないサーバのファームウェ

ア バージョンをアップグレードし

て、デフォルトのホスト ファーム

ウェア パックで指定されたファー

ムウェア バージョンと一致させる

ことができます。また、ファーム

ウェアのアップグレード プロセス

をサーバが検出された直後または

一定時間後に実行する必要がある

場合にも指定できます。

ファームウェア 自動同期サー

バ ポリシー

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
2

新機能および変更された機能に関する情報

このリリースの新規情報および変更情報

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html


参照先説明機能

IPv6 への準拠, （20 ペー

ジ）

IPv6 アドレスで以下を設定できま

す。

• アクセス サービス

• Fabric Interconnects

• 外部クライアント

• SNMP トラップ

• 証明書要求

• IPプールとアドレスブロック

• VLAN グループ

• LDAP、RADIUS、および

TACACS+ プロバイダー グ

ループ

• ブレードおよびラックサーバ

のスタティック IP

• サービスプロファイルとサー

ビスプロファイルテンプレー

ト

• バックアップおよび復元処理

IPv6 アドレス指定

インバンド管理サポート,
（29 ページ）

各 CIMC に対し、インバンド アド

レス、2 つの IPv4 および 2 つの

IPv6 を設定できます。インバンド

VLAN グループ、サービス プロ

ファイルおよびサービス プロファ

イル テンプレートを設定できま

す。

インバンド管理サポート

サーバ ブートの設定, （595
ページ）

レガシーまたは UEFI ブート モー

ドのどちらかを選択できます。

CiscoUCSM3ブレード サーバおよ

びラック サーバで UEFI ブート

モードを使用すると、第 2 レベル

のデバイスをブート順序に追加し、

セキュア ブートをイネーブルにで

きます。

ブート順序の拡張
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参照先説明機能

この機能は、次の設定ガイ

ドで説明されています。

• Cisco UCS B-Series GUI
System Monitoring Guide

• Cisco UCS B-Series CLI
System Monitoring Guide

システムモニタリングガイ

ドは次のURLから確認でき

ます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10281/
products_installation_and_
configuration_guides_list.html

ブレードまたはラック サーバに物

理的に接続されているローカル ス

トレージに関するステータス情報

をモニタできます。これには、

RAIDコントローラ、物理ドライブ

およびドライブ グループ、仮想ド

ライブ、RAID コントローラ バッ

テリ（BBU）、Transportable Flash
Modules（TFM）およびスーパー

キャパシタ、FlexFlash コントロー

ラおよびSDカードが含まれます。

ローカル ストレージのモニタ

リング

FlexFlashのサポート, （543
ページ）

内部のセキュアデジタル（SD）メ

モリ カードのサポートが可能にな

ります。ローカル ディスク ポリ

シーに FlexFlashをイネーブルにし

て、FlexFlashスクラブ ポリシーを

持つRAIDペアに新しいSDカード

を設定し、SD カードの HV パー

ティションから起動することがで

きます。

ローカル SDカードのモニタリ

ングおよび FlexFlash サポート

この機能は、次の設定ガイ

ドで説明されています。

• Cisco UCS B-Series GUI
System Monitoring Guide

• Cisco UCS B-Series CLI
System Monitoring Guide

システムモニタリングガイ

ドは次のURLから確認でき

ます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10281/
products_installation_and_
configuration_guides_list.html

トラステッド プラットフォーム モ

ジュール（TPM）のモニタリング

（TPM が存在するか、イネーブル

か、またはアクティブかなど）が

可能になります。

TPM インベントリ

UDLD の概要, （356 ペー

ジ）

ケーブルの物理設定をモニタし単

方向リンクの存在を検出する、単

方向リンク検出（UDLD）がイネー

ブルになります。

UDLD のサポート
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参照先説明機能

VMQ 接続ポリシー, （361
ページ）

vNIC に対し VMQ 接続ポリシーを

設定することができます。VMQに

より、管理オペレーティング シス

テム全体のネットワーク パフォー

マンスが向上します。

VMQ 接続ポリシー

DIMMのブラックリスト化,
（551 ページ）

メモリ テスト実行メッセージをモ

ニタし、DIMM SPD データ内でメ

モリ エラーに遭遇したDIMMをブ

ラックリストに載せます。これに

より、ホストは修正不可能な ECC
エラーに遭遇した DIMM をマップ

から外すことができます。

DIMMのブラックリスト化のサ

ポート

DIMM の修正可能なエラー

処理, （550 ページ）

サーバ内のすべての DIMM での修

正可能および修正不可能なメモリ

エラーをリセットすることができ

ます。

DIMMの修正可能なエラー処理

二要素認証, （164ページ）サードパーティ認証ソフトウェア

と組み合わせて、RADIUS および

TACACS+ プロバイダー グループ

にパスワード + トークン ログイン

方式を実行することにより、Cisco
UCS Manager へのよりセキュアな

アクセスを設定することができま

す。

二要素認証

KVMダイレクト アクセス,
（819 ページ）

Web ブラウザを使用してブレード

およびラック サーバに直接アクセ

スすることができます。アウトオ

ブバンド IPv4管理インターフェイ

ス アドレスのみが KVM ダイレク

ト アクセスに対しサポートされま

す。

KVM ダイレクト アクセス
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参照先説明機能

この機能は、次の設定ガイ

ドで説明されています。

• 『Cisco UCS Manager
VM-FEX for Hyper-V
GUI Configuration
Guide』

• 『Cisco UCS Manager
VM-FEX for Hyper-V
CLI Configuration
Guide』

VM-FEX の設定ガイドは次

のURLから確認できます。
http://www.cisco.com/en/US/
products/ps10281/products_
installation_and_
configuration_guides_list.html

Cisco UCS Manager と Microsoft
SCVMM の統合により、VM-FEX
テクノロジーがMicrosoft仮想化プ

ラットフォームに拡張されます。

このアーキテクチャにより、Cisco
UCS Manager は Microsoft SCVMM
がネットワーキング スタックを

セットアップするために使用する

ネットワーキング オブジェクトを

設定することができます。Microsoft
SCVMMは、CiscoUCSMによって

作成されたネットワーク オブジェ

クトを受け入れ、VM をホストす

る Microsoft Hyper-V ホストにそれ

らを展開します。

Hyper-Vは、SR-IOVテクノロジー

を使用して仮想接続を展開します。

リリース 2.2での SR-IOVサポート

により、Microsoft SCVMM との管

理プレーン統合が強化され、

Hyper-Vホストに一元化されたVM
ネットワーク管理が提供されます。

この導入では、CiscoUCSVICアダ

プタで使用可能な SR-IOV テクノ

ロジーを活用し、ファブリック イ

ンターコネクトを VM 対応にする

ことができます。

Hyper-V SRIOV 用 VM-FEX 統

合
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表 2：Cisco UCSリリース 2.2(2) の新機能と変更された動作

参照先説明機能

この機能は、次の設定ガイ

ドで説明されています。

• Cisco UCS B-Series GUI
System Monitoring Guide

• Cisco UCS B-Series CLI
System Monitoring Guide

システムモニタリングガイ

ドは次のURLから確認でき

ます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10281/
products_installation_and_
configuration_guides_list.html

netflow 対応ルータから IP トラ

フィック データを収集できます。

NetFlow のモニタリング

LACPポリシー, （354ペー

ジ）

Link Aggregation Control Protocol
（LACP）ポリシーを使用して、リ

ンク集約グループをさらに制御で

きます。

LACP

この機能は、次の設定ガイ

ドで説明されています。

• Cisco UCS B-Series GUI
System Monitoring Guide

• Cisco UCS B-Series CLI
System Monitoring Guide

システムモニタリングガイ

ドは次のURLから確認でき

ます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10281/
products_installation_and_
configuration_guides_list.html

特定の Cisco UCS ブレード サーバ

で、ソリッド ステート ドライブの

寿命をモニタリングできます。

消耗レベルのモニタリング

CIMC セキュリティ ポリ

シー, （531 ページ）

リモート接続を制限し、vMedia 暗

号化を使用できます。

CIMCセキュリティの機能拡張
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参照先説明機能

この機能は、次の設定ガイ

ドで説明されています。

• Cisco UCS B-Series GUI
System Monitoring Guide

• Cisco UCS B-Series CLI
System Monitoring Guide

システムモニタリングガイ

ドは次のURLから確認でき

ます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10281/
products_installation_and_
configuration_guides_list.html

特定の Cisco UCS ラック サーバ

で、グラフィックス カードとコン

トローラのプロパティを表示でき

ます。

グラフィックス カードのモニ

タリング

この機能は、次の設定ガイ

ドで説明されています。

• 『Cisco UCS Manager
VM-FEX for Hyper-V
GUI Configuration
Guide』

• 『Cisco UCS Manager
VM-FEX for Hyper-V
CLI Configuration
Guide』

VM-FEX の設定ガイドは次

のURLから確認できます。
http://www.cisco.com/en/US/
products/ps10281/products_
installation_and_
configuration_guides_list.html

アップグレードする前に、警告と

潜在的な問題のリストを表示でき

ます。

自動インストールファームウェ

アの機能拡張

仮想 KVM コンソール , （

814 ページ）

仮想 KVM コンソールの再設計に

より、仮想メディアを含むすべて

の機能にメニューからアクセスで

きます。

KVM の機能拡張
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参照先説明機能

CIMC マウント vMedia, （

585 ページ）

リモート ファイルの場所から仮想

メディアをマウントできます。CLI
およびWebGUICIMCインターフェ

イスを通じて使用できます。この

機能は、NFS、CIFS、HTTP、

HTTPS などの、複数の共有タイプ

に対応しています。

スクリプト可能な vMedia のサ

ポート

コミュニティVLAN, （282
ページ）

ファブリック インターコネクトで

コミュニティ VLAN を作成でき、

特定のプライマリ VLAN で複数の

コミュニティ VLAN を維持できま

す。また、サーバvNICのコミュニ

ティ アクセスと共に、無差別アク

セスとトランク モードもサポート

します。

コミュニティ VLAN のサポー

ト

表 3：Cisco UCSリリース 2.2(3) の新機能と変更された動作

参照先説明機能

この機能は、次の設定ガイ

ドで説明されています。

• Cisco UCS B-Series GUI
System Monitoring Guide

• Cisco UCS B-Series CLI
System Monitoring Guide

システムモニタリングガイ

ドは次のURLから確認でき

ます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10281/
products_installation_and_
configuration_guides_list.html

SMTP サーバから匿名レポートを

取得できます。この機能は、Call
Homeがディセーブルである場合で

もイネーブルにできます。

匿名レポート

DIMMのブラックリスト化,
（551 ページ）

Cisco UCS C シリーズ ラック サー

バがサポートされるようになりま

した。

DIMMのブラックリスト化のサ

ポート

Cダイレクト ラックのライ

センスのサポート, （241
ページ）

Cダイレクト ラック ライセンスは

ラック サーバに接続されたポート

でサポートされます。

C ダイレクト ラック ライセン

ス
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参照先説明機能

CIMC セキュア ブート, （

598 ページ）

Ciscoの署名付きファームウェアイ

メージのみが、Cisco C シリーズ

ラック サーバ上でインストールお

よび実行できます。

CIMC セキュア ブート

サーバ ブートの設定, （595
ページ）

Cisco UCS C シリーズ ラック サー

バがサポートされるようになりま

した。

UEFI セキュア ブート

FlexFlash FX3Sのサポート,
（544 ページ）

SDカードで更新したコントローラ

により、コントローラのリセット、

SDカードのフォーマット、ペアの

SDカードの自動同期の有効化を行

うことができます。

FX3S コントローラ

NVGRE によるステートレ

スオフロードを有効化する

ためのイーサネットアダプ

タ ポリシーの設定, （338
ページ）

NVGRE を使用してチェックサム

オフロードのイーサネット アダプ

タ ポリシーを作成できます。

オーバーレイ ネットワークの

ステートレス オフロード

（NVGRE）

VXLAN によるステートレ

スオフロードを有効化する

ためのイーサネットアダプ

タ ポリシーの設定, （339
ページ）

VXLAN を使用してチェックサム

オフロードのイーサネット アダプ

タ ポリシーを作成できます。

オーバーレイ ネットワークの

ステートレス オフロード

（VXLAN）
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表 4：Cisco UCSリリース 2.2(4) の新機能と変更された動作

参照先説明機能

SMB ダイレクト用 RDMA Over
Converged Ethernet, （332 ページ）

同じイーサネット ブロード

キャスト ドメインの 2 つのホ

スト間で通信できるようにし

ます。RoCE は、低遅延、低

CPU 使用率、およびネット

ワーク帯域幅使用率の高さに

よって、従来のネットワーク

ソケット実装と比較して優れ

たパフォーマンスを提供しま

す。RoCE を搭載した

Microsoft SMB ダイレクトは

Windows2012R2でのみサポー

トされています。

Microsoft SMBダイレクト用
RDMA over Converged
Ethernet（RoCE）サポート

ファブリック インターコネクト

vEthernet インターフェイスの Link
Layer Discovery Protocol の設定, （

350 ページ）

Cisco ACI を使用する場合、

LANアップリンクはACIリー

フ ノードに接続されます。
Cisco UCS Manager Release
2.2.4では、vEthernetインター

フェイスで LLDP を有効化お

よび無効化できます。

ファブリック インターコネ

クトの vEthernet インター

フェイスの LLDP サポート

ポリシーベースのポート エラー処

理, （125 ページ）

CiscoUCSManagerがアクティ

ブなNIポートでエラーを検出

し、エラー ディセーブル機能

がイネーブルの場合、Cisco
UCS Manager はエラーが発生

したNIポートに接続されてい

るそれぞれのFIポートを自動

的にディセーブルにします。

ポリシーベースのポート エ

ラー処理

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
11

新機能および変更された機能に関する情報

このリリースの新規情報および変更情報



参照先説明機能

ストレージ プロファイル, （703
ページ）

この機能を使用すると、次の

作業を行うことができます。

• 複数の仮想ドライブを設

定します。

• ストレージプロファイル

を作成して使用すること

で、ストレージディスク

の数、これらのディスク

のロールと用途、および

その他のストレージパラ

メータを柔軟に定義でき

ます。

• ストレージコントローラ

のプライマリ ブート デ

バイスとしてローカル

LUNまたは JBODディス

クを指定します。

• 複数のコントローラで

ローカルストレージを設

定します。

• アウトオブバンドローカ

ルストレージを設定しま

す。

高度なローカル ストレージ

設定

この機能は、次の設定ガイドで説明

されています。

• 『Cisco UCS B-Series CLI
Firmware Management
Configuration Guide』

ファームウェアの設定ガイドは次の

URL から確認できます。 http://
www.cisco.com/c/en/us/support/
servers-unified-computing/ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

インフラストラクチャ ファー

ムウェアのアップグレード中

に、自動、完全状態、内部の

バックアップ ファイルを作成

します。

自動内部バックアップ
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参照先説明機能

ファブリックの退避, （82ページ）アップグレード中に、IOM ま

たはFEXを介してファブリッ

ク インターコネクトに接続さ

れたすべてのサーバからファ

ブリック インターコネクトを

通過するトラフィックがない

ように、ファブリック イン

ターコネクトを退避できるよ

うにします。

ファブリック インターコネ

クト トラフィックの待避

IO モジュールの認識, （831 ペー

ジ）

シャーシの特定の IOMを確認

できるようにします。

IOM の確認

トラステッド プラットフォーム モ

ジュール, （525 ページ）

TPM と TXT を有効および無

効にできます。Cisco UCS M4
ブレードおよびラックマウン

トサーバは、TPMおよびTXT
をサポートします。

トラステッド プラット

フォーム モジュール

（TPM）サポート

一貫したデバイスの命名, （527ペー

ジ）

一貫した方法でイーサネット

インターフェイスに名前を付

けることができます。一貫し

たデバイスの命名（CDN）は

Windows2012R2でのみサポー

トされます。

Consistent Device Naming
（CDN）サポート

vMediaポリシーの作成, （586ペー

ジ）

変数がマッピングされたファ

イル名：vMedia マウント イ

メージのファイル名を手動で

指定するか、vMediaポリシー

が割り当てられたサービス プ

ロファイルの名前が自動的に

割り当てられます。

CIFS 認証プロトコル サポー

ト：リモート サーバと通信す

るためのプロトコルとして

CIFSを使用する場合、認証に

使用するプロトコルを選択で

きます。

スクリプト可能なvMediaの

機能拡張
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参照先説明機能

SNMP トラップの作成, （156 ペー

ジ）

SNMP トラップの作成中、

SNMPホスト名として IPv4ア

ドレスの完全修飾ドメイン名

を使用できるようになりま

す。

SNMP ホスト名の機能拡張

サーバ プール ポリシーの資格情報

の作成, （563 ページ）

サーバプールポリシー資格情

報を作成する場合、HDD、

SSD、または未指定としてス

トレージディスクタイプを指

定できるようになります。

サーバプールポリシー資格

情報の機能拡張

UEFIブート パラメータ, （640ペー

ジ）

サービス プロファイルがある

サーバから別のサーバに移行

されても、宛先サーバのBIOS
は、ブート ローダー情報を

ロードし、UEFI ブート モー

ドでブートし続けます。

UEFI ブートモードによる

サービス プロファイルの移

行のサポート

同じ vNIC の VMQ および NVGRE
オフロードのイネーブル化, （364
ページ）

同じ vNIC 上で VMQ および

NVGREオフロードを有効にで

きるようにします。

IPv6 および VMQ に対応す

る NVGRE
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参照先説明機能

この機能は、次の設定ガイドで説明

されています。

• Cisco UCS B シリーズ ブレード

サーバの Cisco usNIC 展開ガイ

ド

• Cisco UCS C シリーズ ラックマ

ウント スタンドアロン サーバ

の Cisco usNIC 導入ガイド

usNIC 導入ガイドは次の URL から

確認できます。

• http://www.cisco.com/c/en/us/
support/
servers-unified-computing/
ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

• http://www.cisco.com/c/en/us/
support/
servers-unified-computing/
ucs-c-series-rack-mount-standalone-server-software/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

Openおよび Intel®MPI技術を

備えたCisco usNICを使用する

ための、環境セットアップと

インストール ガイダンスを提

供します。

Intel MPI による usNIC サ

ポート
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第 2 章

Cisco Unified Computing System の概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Unified Computing System について , 17 ページ

• ユニファイド ファブリック, 19 ページ

• IPv6 への準拠, 20 ページ

• サーバのアーキテクチャおよび接続性, 22 ページ

• CIMC インバンド管理, 28 ページ

• トラフィック管理, 30 ページ

• オプトイン機能, 35 ページ

• Cisco UCS の仮想化, 38 ページ

Cisco Unified Computing Systemについて
Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）は、アクセス レイヤ ネットワーキングとサーバを融

合します。この高性能次世代サーバ システムは、作業負荷に対する敏捷性およびスケーラビリ

ティの高いデータセンターを実現します。

ハードウェア コンポーネントおよびソフトウェア コンポーネントは、1つの統合ネットワーク ア

ダプタ上に複数のタイプのデータセンタートラフィックを通過させる、シスコユニファイドファ

ブリックをサポートします。

アーキテクチャの単純化

CiscoUCSの簡素化されたアーキテクチャは、必要なデバイスの数を削減し、スイッチングリソー

スを中央に集中させることができます。シャーシ内部でのスイッチングを止めると、ネットワー

ク アクセス レイヤのフラグメンテーションが大きく減少します。
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Cisco UCS は、ラック、またはラックのグループでシスコ ユニファイド ファブリックを実装し、

10ギガビットシスコデータセンターイーサネットリンクおよびFibreChanneloverEthernet（FCoE）

リンク経由でイーサネットおよびファイバ チャネル プロトコルをサポートします。

この徹底的な単純化により、スイッチ、ケーブル、アダプタ、および管理ポイントの最高 3 分の

2 が削減されます。Cisco UCS ドメイン内のデバイスはすべて、1 つの管理ドメイン下にとどま

り、冗長コンポーネントの使用中、ハイ アベイラビリティを保ちます。

ハイアベイラビリティ

CiscoUCSの管理およびデータ プレーンはハイ アベイラビリティおよび冗長アクセス レイヤ ファ

ブリック インターコネクトのために設計されています。さらに、Cisco UCS は、データ レプリ

ケーションやアプリケーション レベルのクラスタ処理テクノロジーなど、データセンターに対す

る既存のハイ アベイラビリティおよびディザスタ リカバリ ソリューションをサポートします。

拡張性

単一の Cisco UCS ドメインは、複数のシャーシおよびそれらのサーバをサポートします。それら

はすべて、1 つの Cisco UCS Manager を介して管理されます。スケーラビリティの詳細について

は、シスコの担当者にお問い合わせください。

柔軟性

Cisco UCS ドメインは、データセンターのコンピューティング リソースを、急速に変化するビジ

ネス要件にすばやく合せることができます。この柔軟性を組み込むかどうかは、ステートレス コ

ンピューティング機能の完全な実装が選択されているかどうかによって決定されます。

必要に応じて、サーバやその他のシステム リソースのプールを適用し、作業負荷の変動への対

応、新しいアプリケーションのサポート、既存のソフトウェアおよびビジネス サービスの拡張、

スケジュール済みのダウンタイムおよび予定されていないダウンタイムの両方への適応を行うこ

とができます。サーバの IDは、最小のダウンタイムで、追加のネットワーク設定を行わずにサー

バからサーバへ移動できるモバイル サービス プロファイルに抽象化することができます。

このレベルの柔軟性により、サーバの ID を変更したり、サーバ、ローカル エリア ネットワーク

（LAN）、または Storage Area Network（SAN）を再設定したりせずに、すばやく、簡単にサーバ

の容量を拡張することができます。メンテナンス ウィンドウでは、次の操作をすばやく行うこと

ができます。

• 予測していなかった作業負荷要求に対応し、リソースとトラフィックのバランスを取り戻す

ために新しいサーバを導入します。

• あるサーバでデータベース管理システムなどのアプリケーションをシャットダウンし、I/O
容量とメモリ リソースを拡張した別のサーバでこれを再度起動します。

サーババーチャライゼーションに向けた最適化

Cisco UCS は、VM-FEX テクノロジーを実装するために最適化されています。このテクノロジー

は、より優れたポリシーベースの設定とセキュリティ、会社の運用モデルとの適合、VMware の

VMotion への順応など、サーバ バーチャライゼーションに対してより優れたサポートを実現しま

す。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
18

Cisco Unified Computing System の概要
Cisco Unified Computing Systemについて



ユニファイドファブリック
ユニファイド ファブリックを使用すると、単一のデータセンター イーサネット（DCE）ネット

ワーク上で複数の種類のデータセンター トラフィックを行き来させることができます。さまざま

な一連のホスト バス アダプタ（HBA）およびネットワーク インターフェイス カード（NIC）を

サーバに搭載させる代わりに、ユニファイドファブリックは統合された単一のネットワークアダ

プタを使用します。このタイプのアダプタは、LAN および SAN のトラフィックを同一のケーブ

ルで運ぶことができます。

CiscoUCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）を使用して、ファブリック インターコネクトと

サーバ間をつなぐ同一の物理イーサネット接続でファイバ チャネルおよびイーサネットのトラ

フィックを運びます。この接続はサーバ上の統合されたネットワーク アダプタで終端し、ユニ

ファイド ファブリックはファブリック インターコネクトのアップリンク ポートで終端します。

コア ネットワークでは、LANおよびSANのトラフィックは分かれたままです。CiscoUCSでは、

データセンター全体でユニファイド ファブリックを実装する必要はありません。

統合されたネットワークアダプタは、オペレーティングシステムに対してイーサネットインター

フェイスおよびファイバチャネルインターフェイスを提示します。サーバ側では、標準のファイ

バ チャネル HBA を確認しているため、オペレーティング システムは FCoE のカプセル化を認識

していません。

ファブリックインターコネクトでは、サーバ側イーサネットポートでイーサネットおよびファイ

バ チャネルのトラフィックを受信します。（フレームを区別する Ethertype を使用する）ファブ

リック インターコネクトは、2 つのトラフィックの種類に分かれます。イーサネット フレームお

よびファイバ チャネル フレームは、それぞれのアップリンク インターフェイスにスイッチされ

ます。

Fibre Channel over Ethernet
CiscoUCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）標準プロトコルを使用して、ファイバ チャネル

を提供します。上部のファイバ チャネル レイヤは同じであるため、ファイバ チャネル動作モデ

ルが維持されます。FCoEネットワーク管理と設定は、ネイティブのファイバチャネルネットワー

クと同様です。

FCoE は、物理イーサネット リンク上のファイバ チャネル トラフィックをカプセル化します。

FCoEは専用のイーサタイプ 0x8906を使用して、イーサネット上でカプセル化されるため、FCoE
トラフィックと標準イーサネット トラフィックは同じリンク上で処理できます。FCoE は ANSI
T11 標準委員会によって標準化されています。

ファイバ チャネル トラフィックには、ロスレス トランスポート層が必要です。ネイティブ ファ

イバ チャネルが使用するバッファ間クレジット システムの代わりに、FCoEはイーサネット リン

クを使用して、ロスレス サービスを実装します。

ファブリックインターコネクト上のイーサネットリンクは、2つのメカニズムを使用して、FCoE
トラフィックのロスレス トランスポートを保証します。

• リンクレベル フロー制御
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• プライオリティ フロー制御

リンクレベルフロー制御

IEEE802.3xリンクレベルフロー制御では、輻輳の発生している受信側からエンドポイントに対し

て、少しの間、データの送信を一時停止するように信号を送ることができます。このリンクレベ

ル フロー制御では、リンク上のすべてのトラフィックが一時停止します。

送受信方向は個別に設定できます。デフォルトでは、リンクレベル フロー制御は両方向でディ

セーブルです。

各イーサネットインターフェイスで、ファブリックインターコネクトは、プライオリティフロー

制御、またはリンクレベル フロー制御のいずれかをイネーブルにできます。両方をイネーブルに

はできません。

プライオリティフロー制御

プライオリティ フロー制御（PFC）機能は、イーサネット リンク上の特定のトラフィック クラス

にポーズ機能を適用します。たとえば、PFC は FCoE トラフィックにロスレス サービスを、標準

イーサネット トラフィックにベストエフォート サービスを提供します。PFC は、（IEEE 802.1p
トラフィック クラスを使用して）特定のイーサネット トラフィック クラスに、さまざまなレベ

ルのサービスを提供することができます。

PFCは、IEEE802.1pのCoS値に基づき、ポーズを適用するかどうかを判断します。ファブリック

インターコネクトは、PFC をイネーブルにするときに、特定の CoS 値を持つパケットにポーズ機

能を適用するように、接続されたアダプタを設定します。

デフォルトでは、ファブリック インターコネクトは、PFC機能をイネーブルにするかどうかのネ

ゴシエーションを行います。ネゴシエーションに成功すると、PFC がイネーブルにされますが、

リンクレベル フロー制御は（設定値に関係なく）ディセーブルのままです。PFCネゴシエーショ

ンに失敗した場合は、PFC をインターフェイスで強制的にイネーブルにするか、IEEE 802.x リン

クレベル フロー制御をイネーブルにできます。

IPv6 への準拠
CiscoUCSManagerは、IPv6アドレッシングをサポートします。このことは、次の理由により重要

です。

• IPv4 アドレスは、IPv6 アドレスよりアドレス空間が小さい。

• 一意の IPv4アドレスの数は有限であり、インターネットのアドレス資源管理団体が使用する

アドレス指定方式が使用可能なアドレスの減少に拍車をかけている。

• IPv6 アドレスには大きなアドレス空間があり、使用可能な IPv6 アドレスのプールは、IPv4
アドレスのプールよりもはるかに多い。

• 顧客によっては、購入するすべてのネットワーキング ソフトウェアが IPv6 規格に準拠して

いることが求められる。
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IPv4 アドレッシングをサポートしている Cisco UCS Manager の機能はすべて、IPv6 もサポートし

ます。

グローバル ユニキャスト IPv6 パブリック アドレスのみがサポートされます。（注）

IPv6アドレスは、管理インターフェイス、Cisco Cisco UCSManager GUI、KVMコンソール、およ

び SSH over SoL へのインバンド アクセスの設定に使用できます。

IPv6 アドレスは、CIMC へのアウトオブバンド アクセスではサポートされません。（注）

サポートされるサービス

IPv6 アドレスをサポートするサービスは次のとおりです。

• HTTP と HTTPS

• SSH

• Telnet

• CIM XML

• SNMP

• フラッシュ ポリシー サーバ

クライアントのサポート

IPv6 アドレスをサポートする外部クライアントは次のとおりです。

• NTP

• DNS

• DHCP

• LDAP

• RADIUS

• TACACS+

• SSH

• Syslog

• vCenter

• Call Home

• NFS
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Fabric Interconnects

ファブリック インターコネクトの初期設定は、管理 IP アドレス、デフォルト ゲートウェイ、お

よび DNS サーバに対する IPv6 アドレスの使用をサポートしています。

クラスタ セットアップでは、ファブリック A が IPv6 アドレスを使用して設定され、クラスタ設

定が有効になっている場合に、続いてファブリックBが設定されると、セットアップ プロセスは

ファブリックAからアドレスタイプを取得し、IPv6アドレスを使用するようユーザに促します。

初期セットアップの完了後、アウトオブバンド（OOB）アクセス用に、両方のファブリックイン

ターコネクトに IPv4 アドレスを設定する必要があります。

Cisco UCS Manager およびファブリック インターコネクトは、IPv4 と IPv6 の両方のアドレスで

OOB アクセス アドレスをサポートします。

IPv6 アドレッシングをサポートする設定

IIPv6 アドレスを使用して、キー リング証明書の要求、SNMP トラップ、管理 IP プールとアドレ

ス ブロック、サービス プロファイル、サービス プロファイル テンプレート、VLAN グループ、

バックアップと復元操作、コアファイルエクスポータ、CiscoUCSManagerSyslog、NTPサーバ、

管理インターフェイスモニタリングポリシーのARPターゲット、システムイベントログ（SEL）

管理、ライセンス管理、ファームウェアのダウンロード、Call Home、および vCenter を設定でき

ます。

LDAP、RADIUS および TACACS+ 認証サービス プロバイダーの設定はすべて、IPv6 アドレッシ

ングをサポートします。

サーバ

Cisco UCSブレード サーバおよびラック サーバは、スタティック IPv6アドレスを使用するように

設定できます。サーバ Cisco Integrated Management Controller（CIMC）へのインバンド アクセス

は、IPv6 アドレスを使用して行うことができます。管理トラフィックがより広い帯域幅のアップ

リンク ポートを使用してファブリック インターコネクトとサーバ間を流れるため、インバンド

アクセスの方が高速です。

Cisco UCSM3 および M4 サーバのみが IPv6 アドレスをサポートします。Cisco UCSM1 および

M2 サーバでは IPv6 アドレッシングはサポートされません。

（注）

サーバのアーキテクチャおよび接続性

サービスプロファイルの概要

サービス プロファイルはCisco UCSの中心コンセプトです。各サービス プロファイルには特定の

目的があります。つまり、関連するサーバ ハードウェアでホストされるアプリケーションをサ

ポートするために必要な設定を、そのサーバ ハードウェアに確実に設定することです。
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サービスプロファイルには、サーバハードウェア、インターフェイス、ファブリック接続、およ

びサーバとネットワークの IDに関する設定情報が保持されます。この情報は、CiscoUCSManager
を使って管理できる形式で保存されています。すべてのサービス プロファイルは一元的に管理さ

れ、ファブリック インターコネクト上のデータベースに格納されます。

各サーバは、サービス プロファイルと関連付ける必要があります。

各サーバは、いつの時点においても 1 つのサービス プロファイルだけに関連付けることがで

きます。同様に、各サービス プロファイルは 1 度に 1 つのサーバだけに関連付けることがで

きます。

重要

サービスプロファイルをサーバに関連付けると、サーバではオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをインストールする準備が整います。サーバの設定はサービス プロファイルで確認す

ることができます。サービス プロファイルに関連付けられたサーバで不具合が発生した場合で

も、サービス プロファイルが別のサーバに自動的にフェールオーバーすることはありません。

サービス プロファイルとの関連付けが解除されると、サーバの ID および接続情報は工場出荷時

のデフォルトにリセットされます。

サービスプロファイルによるネットワーク接続

各サービス プロファイルは、サーバに対して、Cisco UCS インフラストラクチャを経由して外部

ネットワークに接続する LAN および SAN ネットワーク接続を指定します。Cisco UCS サーバお

よびその他のコンポーネントについて、ネットワーク接続を手動で設定する必要はありません。

すべてのネットワーク設定は、サービス プロファイルを通じて行われます。

サービス プロファイルをサーバに関連付けると、そのサービス プロファイルの情報を使用して

Cisco UCS の内部ファブリックが設定されます。このプロファイルが以前に別のサーバと関連付

けられていた場合、ネットワーク インフラストラクチャが再構成され、新しいサーバに対して同

じネットワーク接続がサポートされます。

サービスプロファイルによる設定

サービス プロファイルはリソース プールとポリシーを利用して、サーバと接続設定を操作しま

す。

サービスプロファイルで設定されたハードウェアコンポーネント

サービス プロファイルがサーバに関連付けられているときには、プロファイルのデータに応じて

次のコンポーネントが設定されます。

• BIOS および CIMC を含むサーバ

• アダプタ

• ファブリック インターコネクト

これらのコンポーネントを直接設定する必要はありません。
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サービスプロファイルによるサーバ ID 管理

製造元がサーバ ハードウェアに記録したネットワーク ID およびデバイス ID を使用できます。あ

るいは、関連付けられたサービス プロファイルで指定した IDを直接またはMAC、WWN、UUID
などの ID プール経由で使用できます。

次の例は、サービス プロファイルに含めることができる設定情報の方法を示しています。

• プロファイル名と説明

• 一意のサーバ ID（UUID）

• MAC アドレスなどの LAN 接続属性

• WWN などの SAN 接続属性

サービスプロファイルで設定した操作面

次のように、サービス プロファイルで設定できるサーバ操作機能があります。

• ファームウェア パッケージとバージョン

• オペレーティング システム ブート順序と設定

• IPMI と KVM アクセス

サービスプロファイルによる vNIC 設定

vNIC は物理ネットワーク アダプタで設定される仮想化されたネットワーク インターフェイスで

あり、サーバのオペレーティング システムに物理NICとして表示されます。システムのアダプタ

の種類によって、作成できる vNIC の数は異なります。たとえば、統合ネットワーク アダプタに

は NIC が 2 つあります。つまり、アダプタごとに最大 2 つの vNIC を作成できます。

vNICはイーサネット上で通信し、LANトラフィックを処理します。少なくとも、各 vNICには名

前、ファブリック接続、ネットワーク接続を設定する必要があります。

サービスプロファイルによる vHBA 設定

vHBAとは、物理ネットワーク アダプタ上に設定される仮想化されたホスト バス アダプタのこと

で、サーバのオペレーティング システムには物理 HBA に見えます。システムのアダプタの種類

に応じて作成できる vHBA の数が決まります。たとえば、統合ネットワーク アダプタには HBA
が 2 つあります。つまり、アダプタごとに最大 2 つの vHBA を作成できます。他方、ネットワー

ク インターフェイス カードには HBA がありません。これは、アダプタで vHBA を作成できない

ことを意味します。

vHBA は FCoE 上で通信し、SAN トラフィックを処理します。少なくとも、各 vHBA には名前と

ファブリック接続を設定する必要があります。
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サーバ ID を上書きするサービスプロファイル
このタイプのサービス プロファイルにより、柔軟性と制御性が最大化されます。このプロファイ

ルを使用すると、アソシエーション時にサーバに設定された ID値を上書きし、CiscoUCSManager
で設定されたリソース プールとポリシーを使用して一部の管理タスクを自動化できます。

このサービス プロファイルは、あるサーバとの関連付けを解除して、別のサーバに関連付けるこ

とができます。この再アソシエーションは手動で行うこともできますし、自動サーバプールポリ

シーを通じて行うこともできます。UUIDやMACアドレスなど、新しいサーバの工場出荷時の設

定は、サービス プロファイルでの設定で上書きされます。その結果、サーバでの変更はネット

ワークに対して透過的です。新しいサーバの使用を開始するために、ネットワークでコンポーネ

ントやアプリケーションを再設定する必要はありません。

このプロファイルにより、次のようなリソースプールやポリシーを通じて、システムリソースを

利用し、管理できるようになります。

• MAC アドレスのプール、WWN アドレス、UUID などの仮想 ID 情報

• イーサネットおよびファイバ チャネル アダプタ プロファイル ポリシー

• ファームウェア パッケージ ポリシー

• オペレーティング システム ブート順序ポリシー

サービスプロファイルに電源管理ポリシー、サーバプール資格情報ポリシー、または特定のハー

ドウェア設定が必要な別のポリシーが含まれていない場合は、そのサービスプロファイルをCisco
UCS ドメインのどのタイプのサーバにも使用できます。

これらのサービス プロファイルは、ラックマウント サーバまたはブレード サーバのどちらかに

関連付けることができます。サービスプロファイルの移行の可否は、サービスプロファイルの移

行制限を選択するかどうかによって決まります。

移行を制限しない場合、既存のサービス プロファイルを移行する前に、Cisco UCS Manager に

よる新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない

場合、関連付けが失敗することがあります。

（注）

サーバ ID を継承するサービスプロファイル
このハードウェアベースのサービス プロファイルは使用も作成も簡単です。このプロファイル

は、サーバのデフォルト値を使用して、ラックマウント型サーバの管理を模倣します。これは特

定のサーバに関連付けられているため、別のサーバへの移動や移行はできません。

このサービス プロファイルを使用するために、プールや設定ポリシーを作成する必要はありませ

ん。

このサービス プロファイルは、アソシエーション時に存在する次のような ID 情報および設定情

報を継承し、適用します。
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• 2 つの NIC の MAC アドレス

• 統合ネットワーク アダプタまたは仮想インターフェイス カードについては、2 つの HBA の

WWN アドレス

• BIOS バージョン

• サーバの UUID

このプロファイルをサーバに関連付ける前に、製造元でサーバのハードウェアに設定された値

が変更された場合、このサービス プロファイルを通じて継承されたサーバの IDおよび設定情

報は、この値とは異なる可能性があります。

重要

Service Profile Templates
サービス プロファイル テンプレートを使用して、vNIC や vHBA の個数などの同じ基本パラメー

タ、および同じプールから取得された ID 情報を使ってすばやく複数のサービス プロファイルを

作成できます。

既存のサービス プロファイルに類似した値を持つ 1 つのサービス プロファイルだけが必要な

場合は、Cisco UCS Manager GUI でサービス プロファイルを複製できます。

ヒント

たとえば、データベース ソフトウェアをホストするサーバの設定に、類似した値を持つ数個の

サービスプロファイルが必要である場合、手動、または既存のサービスプロファイルから、サー

ビスプロファイルテンプレートを作成できます。その後、このテンプレートを使用して、サービ

ス プロファイルを作成します。

Cisco UCS は、次のタイプのサービス プロファイル テンプレートをサポートしています。

初期テンプレート

初期テンプレートから作成されたサービス プロファイルはテンプレートのプロパティをす

べて継承します。初期のサービス プロファイル テンプレートから作成されたサービス プロ

ファイルはテンプレートにバインドされます。ただし、初期のテンプレートに対して行われ

た変更は、バインドされたサービス プロファイルに自動的に伝播されません。バインドさ

れたサービス プロファイルに変更を伝播したい場合は、そのサービス プロファイルをアン

バインドしてから、再び初期テンプレートにバインドします。

アップデートテンプレート

アップデート テンプレートから作成されたサービス プロファイルはテンプレートのプロパ

ティをすべて継承し、そのテンプレートへの接続をそのまま保持します。アップデート テ

ンプレートを変更すると、このテンプレートから作成されたサービス プロファイルが自動

的にアップデートされます。
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初期テンプレートと標準のサービス プロファイルから作成されたサービス プロファイルは、

[Reset] がクリックされると、順次プール内で使用可能な最小の ID を取得します。

アップデート テンプレートから作成されたサービス プロファイルは、[Reset] がクリックされ

ると、順次プール内のより小さい ID が未使用の場合でも、同じ ID を保持します。

（注）

ポリシー

ポリシーは、ある特定の状況で、Cisco UCS コンポーネントがどのように動作するかを決定しま

す。大半のポリシーで複数のインスタンスを作成することができます。たとえば、サーバに応じ

て、PXEブート、SANブート、ローカルストレージからのブートを使い分けられるように、異な

るブート ポリシーが必要になる場合があります。

ポリシーにより、システム内で機能を区別することができます。対象に関する専門家は、その対

象に関する専門知識を持たない他者により作成されたサービス プロファイルで使用されるポリ

シーを定義できます。たとえば、LANアドミニストレータは、そのシステムのアダプタポリシー、

および Quality of Service ポリシーを作成できます。その後、これらのポリシーは、LAN 管理に関

する専門的な知識を持たない、または知識が限定されている他者によって作成されたサービス プ

ロファイルで使用できます。

Cisco UCS Manager では、次の 2 つのタイプのポリシーを作成して使用できます。

• サーバおよびその他のコンポーネントを設定する設定ポリシー

• 特定の管理、モニタリング、およびアクセス コントロール機能を制御する操作ポリシー

Pools
プールは、システムで使用できる IDのコレクション、物理リソース、または論理リソースです。

すべてのプールは、サービスプロファイルの柔軟性を高め、ユーザがシステムリソースを中央で

集中管理できるようにするものです。

プールを使用して、未設定のサーバや、使用可能なサーバ ID 情報の範囲を、データセンターに

とって意味のあるグループに分割することができます。たとえば、特性が似ている未設定のサー

バのプールを作成し、そのプールをサービス プロファイルに含めると、ポリシーを使用して、

サービス プロファイルと使用可能な未設定のサーバを関連付けることができます。

MAC アドレスなどの ID 情報をプールすると、特定のアプリケーションをホストするサーバに事

前に範囲を割り当てることができます。たとえば、すべてのデータベース サーバに同じ範囲の

MAC アドレス、UUID、WWN を設定できます。

Domain Pools

[Domain Pools] は、Cisco UCS ドメインでローカルに定義され、そのCisco UCS ドメインでのみ使

用できます。
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Global Pools

[Global Pools] は、Cisco UCS Central で定義され、Cisco UCS ドメイン間で共有できます。Cisco
UCS ドメインが Cisco UCS Central に登録されている場合は、Cisco UCS Manager で [Global Pools]
を割り当てることができます。

CIMC インバンド管理
マルチテナント、パブリックまたはプライベート サービス プロバイダー クラウド展開において

プロバイダー トラフィックからテナント トラフィックを分割したいという要望に応える形で、

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）へのインバンド管理アクセスの提供が推し進めら

れました。アウトオブバンド（OOB）管理トラフィックは、ファブリックインターコネクト内外

を移動し、管理ポート経由で管理プレーンを通過します。これにより、ボトルネックを引き起し、

管理ポートで CPU の帯域幅に影響を及ぼす可能性があります。

インバンド管理によって、CIMC トラフィックはデータ トラフィックと同じパスを使用してアッ

プリンクポート経由でファブリックインターコネクトに入退出することができます。アップリン

クポートに使用可能な高帯域幅は、インバンドアクセスが管理トラフィックを大幅に加速し、ト

ラフィック ボトルネックと CPU 負荷のリスクを軽減することを意味します。アウトオブバンド

（OOB）およびインバンド アドレス プールの両方を、Cisco UCS Manager の管理アクセス用に設

定できます。アウトオブバンド アクセスは IPv4 アドレスのみをサポートします。インバンド ア

クセスは、IPv4 および IPv6 アドレス両方をサポートし、シングルまたはデュアル スタック管理

が可能です。

Cisco UCS Manager ブレードおよびラック サーバで設定できる 2 つの OOB 管理インターフェイス

アドレスは以下になります。

• グローバル ext-mgmt プール経由で物理サーバに割り当てられた OOB IPv4 アドレス

• 物理サーバに関連付けられたサービス プロファイルから取得した OOB IPv4 アドレス

さらに、最大 4 つのインバンド管理インターフェイス アドレスを設定できます。

• 物理サーバに割り当てられたインバンド IPv4 アドレス

• 物理サーバに関連付けられたサービス プロファイルから取得したインバンド IPv4 アドレス

• 物理サーバに割り当てられたインバンド IPv6 アドレス

• 物理サーバに関連付けられたサービス プロファイルから取得したインバンド IPv6 アドレス

各サーバの複数のインバンド管理 IPアドレスは追加のCIMCセッションをサポートします。OOB
アドレスとインバンド アドレスの両方を設定すると、ユーザがサーバ、SSH to SoL、サービス プ

ロファイル、KVM Launch Manager、または Cisco UCS Manager GUI web URL から KVM を開始す

るときに、[KVM Console] ダイアログボックスにあるこれらのアドレスのリストから選択するこ

とができます。

CIMC インバンド アクセスは次のサービスをサポートします。

• KVM コンソール
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• SoL 用の CIMC への SSH

• ISO 準拠の vMedia、仮想 CD/DVD、リムーバブル ディスク、およびフロッピー

インバンド CIMC アクセスは、Cisco UCS M3 および M4 サーバのみがサポートしています。

Cisco UCS M1 および M2 サーバ用のインバンド CIMC アクセスはサポートされません。

（注）

IPv4 または IPv6 アドレスのインバンド IP プールを設定し、それらを使用してサーバにアドレス

を割り当てることができます。インバンドVLANグループを設定し、サービス プロファイルを使

用してサーバに割り当てることができます。

サービス プロファイルおよびサービス プロファイル テンプレートでインバンド ネットワーク

（VLAN）を選択するためには、インバンド VLANグループでインバンド プロファイルを設定す

る必要があります。

インバンド CIMC アドレスを Cisco UCS M3 および M4 サーバに割り当てるには、インバンド プ

ロファイルでネットワークおよび IP プール名を設定します。

Cisco UCS Managerリリース 2.2 からのダウングレードに関する考慮事項

Cisco UCSManagerリリース 2.2からリリース 2.1以前にダウングレードする前に、以下を含む

すべてのインバンド設定を削除する必要があります。

注意

• インバンドと設定されたサービス プロファイルからのインバンド設定

• インバンドと設定されたサービス プロファイル テンプレートからのインバンド設定

• インバンドアクセス用に設定されたサーバ CIMC の IP アドレス

• IPv6 アドレスに設定されたアドレス ブロックと IP プール

• インバンドVLANグループ、ネットワーク、IPプール名を含むLANクラウドに関連付け

られたグローバル ポリシーのインバンド プロファイル

ダウングレードの前にすべてのインバンド設定を削除しない場合、インバンド管理および IPv6
アドレッシングがCiscoUCSManagerリリース2.1でサポートされていないため、ダウングレー

ド処理が失敗します。

インバンド管理サポート

CiscoUCSManagerでは、以下の外部サービスに対してインバンド管理アクセスがサポートされま

す。

• KVM

• ISO 準拠の vMedia、仮想 CD/DVD、リムーバブル ディスク、およびフロッピー
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• SSH to SoL

IPv4 または IPv6 アドレスのインバンド IP プールを設定し、それらを使用してサーバにアドレス

を割り当てることができます。インバンドVLANグループを設定し、サービス プロファイルを使

用してサーバに割り当てることができます。

トラフィック管理

オーバーサブスクリプション

オーバーサブスクリプションは、同じファブリックインターコネクトポートに複数のネットワー

ク デバイスが接続されているときに発生します。ポートが短時間でも最高速度で実行されること

はほとんどないため、これにより、ファブリック インターコネクトの使用が最適化されます。そ

の結果、オーバーサブスクリプションが正しく設定されていれば、使用されていない帯域幅を活

用できるようになります。しかし、オーバーサブスクリプションの設定に間違いがあると、帯域

幅のコンテンションが起こり、オーバーサブスクライブ ポートを使用しているすべてのサービス

で Quality of Service が低下します。

たとえば、4つのサーバが1つのアップリンクポートを共有していて、これらのサーバがすべて、

このアップリンク ポートで使用できる帯域幅よりも大きい累積率でデータを送信しようとした場

合に、オーバーサブスクリプションが発生します。

オーバーサブスクリプションにおける検討事項

以下の要因は、Cisco UCS ドメインでのオーバーサブスクリプションの設定方法に影響を与える

可能性があります。

アップリンクポートに対するサーバに面したポートの比率

この比率はパフォーマンスに影響を与えるため、システム内のサーバに面したポートの数と、アッ

プリンク ポートの数を知っている必要があります。たとえば、使用しているシステムに、サーバ

と通信できるポートが 20個あるときに、ネットワークと通信できるポートが 2つだけの場合、こ

のアップリンク ポートはオーバーサブスクライブされます。この状況では、サーバにより作成さ

れるトラフィックの量もパフォーマンスに影響を与えます。

ファブリックインターコネクトからネットワークへのアップリンクポートの数

Cisco UCS ファブリック インターコネクトと LAN の上位層の間にさらにアップリンク ポートを

追加して、帯域幅を増やすことができます。Cisco UCS では、すべてのサーバと NIC が確実に

LANにアクセスできるようにするために、ファブリック インターコネクトごとに少なくとも 1つ

のアップリンク ポートが必要です。LANアップリンクの数は、すべてのCisco UCSサーバで使用

される帯域幅の合計により決定されます。

6100シリーズ ファブリック インターコネクトでは、ファイバ チャネル アップリンク ポートは拡

張スロットでのみ使用できます。使用可能なファイバチャネルアップリンクの数を増やすには、
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拡張スロットを追加する必要があります。イーサネットアップリンクポートは、固定スロットと

拡張スロットに存在できます。

Cisco UCS Manager のバージョン 2.0 以降を実行している 6200 シリーズ ファブリック インターコ

ネクトの場合、イーサネット アップリンク ポートとファイバ チャネル アップリンク ポートは、

ベース モジュールと拡張モジュールの両方で設定可能です。

たとえば、2 つの Cisco UCS 5100 シリーズ シャーシにハーフ幅の Cisco UCS B200-M1 サーバを満

載した場合、サーバの数は 16 台になります。ファブリック インターコネクト 1 つあたり LAN
アップリンクが 1 つのクラスタ設定では、これら 16 台のサーバは 20GbE の LAN 帯域幅を共有し

ます。より大きい容量が必要である場合、ファブリック インターコネクトからさらにアップリン

クを追加する必要があります。クラスタ設定では、アップリンクを対称設定にすることを推奨し

ます。この例で、ファブリック インターコネクト 1 つにつき使用されるアップリンクの数が 4 つ

である場合、16 台のサーバが 80GB の帯域幅を共有することになるため、各サーバの容量は約

5GB になります。Cisco UCS ファブリック インターコネクトで複数のアップリンクが使用されて

いる場合、ネットワーク設計チームは、この容量を最大限に活用するために、ポート チャネルの

使用を検討する必要があります。

I/O モジュールからファブリックインターコネクトへのアップリンクポートの数

使用するアップリンク ポートの数とケーブルの本数を増やすことにより、I/O モジュールとファ

ブリック インターコネクトの間の帯域幅を増やすことができます。CiscoUCSでは、I/Oモジュー

ルと Cisco UCS 6100 シリーズ ファブリック インターコネクトを接続するために、ケーブルを 1
本、2 本、または 4 本使用できます。2208 I/O モジュールと 6248 ファブリック インターコネクト

を接続すると、最大 8 本のケーブルを使用できます。ケーブルの本数により、アクティブ アップ

リンク ポートの数、およびオーバーサブスクリプションの比率が決定されます。

サーバからファブリックインターコネクトへのアクティブリンクの数

各サーバで使用可能なオーバーサブスクライブされていない帯域幅の量は、使用する I/Oモジュー

ル数と、それらの I/Oモジュールをファブリックインターコネクトに接続するために使用するケー

ブル数によって異なります。別の I/O モジュールを設置すると、サーバに追加の帯域幅と冗長性

が提供されます。設計のこのレベルの柔軟性により、80 Gbps（それぞれ 4 つのリンクを持つ 2 つ

の I/O モジュール）から 10 Gbps（1 つのリンクを持つ 1 つの I/O）までの任意の帯域幅をシャー

シに提供できます。

シャーシに 80Gbpsを提供した場合、CiscoUCSドメインの各ハーフ幅サーバは、オーバーサブス

クライブされていない設定で最大 10 Gbps、2:1 オーバーサブスクリプションで最大 20 Gbps を使

用できます。

オーバーサブスクリプションの概算に関するガイドライン

ファブリックインターコネクトポートに対する最適なオーバーサブスクリプション率を概算する

場合は、次のガイドラインを考慮してください。
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コスト/パフォーマンススライダ

コストとパフォーマンスの優先順位付けは、データセンターによってそれぞれ異なり、オーバー

サブスクリプションの設定に直接影響します。オーバーサブスクリプションにおけるハードウェ

アの使用方法を計画する場合は、このスライダでデータセンターが位置する場所を知る必要があ

ります。たとえば、データセンターでコストよりもパフォーマンスを重視する場合は、オーバー

サブスクリプションを最小限に抑えることができます。しかし、ほとんどのデータセンターでは、

コストは大きい影響を与える要因であるため、オーバーサブスクリプションは慎重に計画する必

要があります。

帯域幅の使用

各サーバで実際に使用されると予想される帯域幅の概算値は、ファブリック インターコネクト

ポートへの各サーバの割り当て、およびその結果からポートのオーバーサブスクリプション率を

決定するときに重要です。オーバーサブスクリプションでは、サーバにより消費されるトラフィッ

クの平均値（単位はGB）、設定された帯域幅に対する使用された帯域幅の比率、および帯域幅の

使用が上昇する時間を考慮する必要があります。

ネットワークタイプ

ネットワーク タイプはアップリンク ポート上のトラフィックにのみ関係します。これは、Cisco
UCSの外部には FCoEが存在しないからです。その他のデータセンター ネットワークは、LANと

SAN トラフィックを区別するだけです。したがって、ファブリック インターコネクト ポートの

オーバーサブスクリプションの概算を行う場合、ネットワーク タイプを考慮する必要はありませ

ん。

ピン接続

Cisco UCS でのピン接続は、アップリンク ポートだけに関係します。イーサネット トラフィッ

ク、または FCoEトラフィックをあるサーバから、特定のアップリンク イーサネット ポート、ま

たはアップリンク FC ポートにピン接続することができます。

物理サーバと仮想サーバの両方の NIC および HBA をアップリンク ポートにピン接続する場合、

ファブリックインターコネクトからユニファイドファブリックを制御できるようにします。この

制御により、アップリンク ポートの帯域幅の利用がさらに最適化されます。

Cisco UCS は、ピン グループを使用して、どの NIC、vNIC、HBA、vHBA をアップリンク ポート

にピン接続するかを管理します。サーバにピン接続を設定するには、直接ピン グループを割り当

てるか、ピン グループを vNIC ポリシーに含めてから、サーバに割り当てられているサービス プ

ロファイルにその vNICポリシーを追加します。サーバ上の vNICまたは vHBAからのトラフィッ

クはすべて、I/O モジュールを経由して同じアップリンク ポートに流れます。

ピン接続に関するガイドライン

ピングループおよびアップリンクポートに対するピン接続における最適な設定を判断する場合、

サーバについて予想される帯域幅使用状況を考慮します。システムに含まれるサーバの一部が大
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量の帯域幅を使用することがわかっている場合は、必ず、これらのサーバを別のアップリンク

ポートにピン接続してください。

QoS
Cisco UCS は、Quality of Service を実装するために、次の方法を提供しています。

• システム全体にわたって、特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定を指定する

ためのシステム クラス

• 個々の vNIC にシステム クラスを割り当てる QoS ポリシー

• アップリンク イーサネット ポートによるポーズ フレームの扱い方法を決定するフロー制御

ポリシー

QoSシステム クラスに加えられたグローバルQoSの変更によって、すべてのトラフィックにデー

タプレーンでの中断が短時間発生する可能性があります。このような変更の例を次に示します。

• 有効になっているクラスの MTU サイズの変更

• 有効になっているクラスのパケット ドロップの変更

• 有効になっているクラスの CoS 値の変更

システムクラス

Cisco UCS はデータセンター イーサネット（DCE）を使用して Cisco UCS ドメイン内のすべての

トラフィックを処理します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサネット

パイプの帯域幅が 8 つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に

2 つの仮想レーンが予約されています。それ以外の 6 つの仮想レーンの Quality of Service（QoS）

を設定できます。Cisco UCS ドメイン全体にわたり、これら 6 つの仮想レーンで DCE 帯域幅がど

のように割り当てられるかは、システム クラスによって決定されます。

各システム クラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約します。

これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されます。た

とえば、ファイバ チャネル プライオリティ システム クラスを設定して、FCoEトラフィックに割

り当てられる DCE 帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステム クラスをまとめたものです。
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表 5：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoS ポリシーに含めることができる設定可

能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィックレー

ンを 1 つ管理します。

これらのシステム クラスのプロパティはすべて、カスタム 設定やポ

リシーを割り当てるために使用できます。

Platinum

Gold

Silver

Bronze

ベーシック イーサネット トラフィックのために予約されたレーンに

対する QoS を設定するシステム クラス。

このシステム クラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じて、データ パケットのドロップを許可するドロップ ポリシー

があります。このシステム クラスをディセーブルにはできません。

ベスト エフォート

Fibre Channel over Ethernet トラフィックのために予約されたレーンに

対する Quality of Service を設定するシステム クラス。

このシステム クラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用

できない、予約されたQoSシステム クラスがあります。他

のタイプのトラフィックに FCoE で使用される CoS 値があ

る場合、その値は 0 にリマークされます。

（注）

ファイバ チャネル

Quality of Service ポリシー
Quality of Service（QoS）ポリシーは、vNIC または vHBA に向けた発信トラフィックにシステム

クラスを割り当てます。このシステム クラスにより、このトラフィックに対するQuality of Service
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー

をサービス プロファイルにインクルードして、vNIC または vHBA を設定する必要があります。

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCS ドメイン

のアップリンク イーサネット ポートが IEEE 802.3xポーズ フレームを送信および受信するかどう
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かを決定します。これらのポーズ フレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信

側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LAN ポートとアップリンク イーサネット ポートの間でフロー制御が行われるようにするには、

両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要があり

ます。Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケット レートが高くなりすぎたときに、アップリンク

イーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効に

なった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アップリンク

イーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワーク

ポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンク ポートで

停止します。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

オプトイン機能
各 Cisco UCS ドメインは、すべての機能を使用する許可を得ています。システムの設定方法に応

じて、既存の環境への統合を簡単にするために、一部の機能をオプトインするか、これらをオプ

トアウトするかを決定することができます。プロセスの変化が起こった場合、システム設定を変

更して、オプトイン機能の 1 つまたは両方を加えることができます。

オプトイン機能は次のとおりです。

• ステートレス コンピューティング。この機能で利用されるモバイル サービス プロファイル

には、各コンポーネント（サーバ、アダプタなど）がステートレスであるプールとポリシー

が含まれています。

• 組織およびロールベースのアクセスコントロールを使用して、システムを複数の小さな論理

セグメントに分割するマルチテナント機能

ステートレスコンピューティング

ステートレスコンピューティングにより、サービスプロファイルを使用して、あるサーバの固有

情報を同じ Cisco UCS ドメイン内の別のサーバに適用できます。サーバの固有情報には、サーバ

を識別し Cisco UCS ドメイン内で一意のものにするための要素が含まれます。これらの要素のい

ずれかを変更すると、サーバはブート ステータスのアクセス、使用、実現ができなくなります。

サーバの固有情報を構成する要素は次のとおりです。

• ファームウェア バージョン

• UUID（サーバの識別に使用される）

• MAC アドレス（LAN 接続に使用される）

• ワールド ワイド名（SAN 接続に使用される）
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• ブート設定

ステートレス コンピューティングは、高度に柔軟なサーバを使ったダイナミックなサーバ環境を

作成します。Cisco UCS ドメイン内の物理サーバはすべて、サービス プロファイルとの関連付け

が形成されるまで匿名のままです。その後、サービス プロファイルでこのサーバの ID が設定さ

れます。このサーバでビジネス サービスが不要になった場合は、サーバをシャットダウンし、

サービスプロファイルの関連付けを解除してから、別のサービスプロファイルを関連付け、同じ

物理サーバ用に別の ID を作成します。この「新しい」サーバは、別のビジネス サービスをホス

トできます。

ステートレス状態の柔軟性をフルに活用するためには、サーバのオプションローカルディスクは

スワップ用スペースまたは一時スペースだけに使用し、オペレーティング システムやアプリケー

ション データの保存には使用しないでください。

Cisco UCS ドメインのすべての物理サーバに対して、ステートレス コンピューティングを完全実

装することもできますし、ステートレス サーバを使用しないことをもできます。また、これら 2
種類を混在させることも可能です。

ステートレスコンピューティングをオプトインする場合

Cisco UCS ドメイン内の各物理サーバはサービス プロファイルで定義されます。どのようなサー

バでも、あるアプリケーションのセットをホストするために使用しているときに、データセンター

の必要に応じて、別のアプリケーションやビジネス サービスのセットに割り当てなおすことがで

きます。

Cisco UCS ドメインで定義されているポリシーやリソースのプールを指し示すサービス プロファ

イルを作成します。サーバ プール、WWN プール、および MAC プールにより、未割り当てのリ

ソースはすべて、必要に応じて使用できることが保証されます。たとえば、物理サーバで不具合

が発生した場合は、ただちにサービス プロファイルを別のサーバに割り当てることができます。

サービス プロファイルは、WWNやMACアドレスなど、オリジナルのサーバと同じ IDを新しい

サーバに与えるので、データセンター インフラストラクチャの残りの部分では、この新しいサー

バとオリジナルのサーバは同じものと認識されます。LAN や SAN で設定を変更する必要はあり

ません。

ステートレスコンピューティングからオプトアウトする場合

Cisco UCS ドメイン内の各サーバは、従来のラックマウント型サーバとして扱われます。

ハードウェアに書き込まれた ID 情報を継承するサービス プロファイルを作成し、それらを使用

してサーバの LAN または SAN 接続を設定します。ただし、サーバ ハードウェアに不具合が発生

した場合は、サービス プロファイルを新しいサーバに割り当てることはできません。

マルチテナント機能

マルチテナント機能を使用すると、Cisco UCS ドメインの大きな物理的インフラストラクチャを

組織と呼ばれる論理的なエンティティに分割することができます。その結果、各組織に専用の物

理インフラストラクチャを設けなくても各組織を論理的に分離できます。
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マルチテナント環境では、関連する組織を通じて、各テナントに一意のリソースを割り当てられ

ます。これらのリソースには、各種のポリシー、プール、および Quality of Service 定義などがあ

ります。また、すべてのユーザがすべての組織にアクセスできるようにする必要がない場合は、

ロケールを実装して、組織ごとにユーザ権限やロールを割り当てたり、制限したりすることもで

きます。

マルチテナント環境をセットアップすると、すべての組織が階層的になります。最上位の組織は

常にルートです。ルートに作成したポリシーおよびプールはシステム全体にわたるもので、この

システムに含まれるすべての組織で使用できます。しかし、他の組織で作成されたポリシーやプー

ルが使用できるのは、同じ階層でそれより上にある組織だけです。たとえば、あるシステムに

Finance と HR という組織があり、これらは同じ階層に存在しないとします。この場合、Finance
は HR 組織にあるポリシーは一切使用できず、また、HR は Finance 組織にあるポリシーには一切

アクセスできません。しかし、Financeと HR は両方とも、ルート組織にあるポリシーやプールを

使用できます。

マルチテナント環境に組織を作成する場合、各組織、または同じ階層のサブ組織に対して、次の

うちの 1 つ以上をセットアップすることもできます。

• リソース プール

• ポリシー

• サービス プロファイル

• サービス プロファイル テンプレート

マルチテナント機能を選択する場合

各 Cisco UCS ドメインは複数の異なる組織に分割されます。マルチテナント機能の実装で作成さ

れる組織のタイプは、企業のビジネス ニーズによって異なります。たとえば、次の単位を表す組

織があげられます。

• マーケティング、財務、エンジニアリング、人事など、企業内のエンタープライズグループ

または部門

• サービス プロバイダーに対するさまざまなカスタマー、またはネーム サービス ドメイン

管理が認可されている組織だけにユーザがアクセスできるように、ロケールを作成することがで

きます。

マルチテナント機能を選択しない場合

Cisco UCS ドメインは、ルート組織にすべてのデータが入った 1 つの論理エンティティのままで

す。すべてのポリシーおよびリソース プールは、この Cisco UCS ドメイン内のどのサーバにでも

割り当てることができます。
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Cisco UCSの仮想化

バーチャライゼーションの概要

仮想化により、同一の物理マシン上で隣り合いながら分離して実行する複数の仮想マシン（VM）

を作成できます。

各仮想マシンは、仮想ハードウェア（メモリ、CPU、NIC）の独自のセットを持ち、その上でオペ

レーティング システムと十分に設定されたアプリケーションがロードされます。オペレーティン

グシステムは、実際の物理ハードウェアコンポーネントに関係なく、一貫性があり正常なハード

ウェア一式を認識します。

仮想マシンでは、物理サーバ間でのプロビジョニングや移動を迅速に行うために、ハードウェア

とソフトウェアの両方が単一のファイルにカプセル化されます。仮想マシンは 1 つの物理サーバ

から別のサーバへ数秒で移動することができ、メンテナンスのためのダウンタイムを必要とせず、

途切れることのない作業負荷を集約します。

仮想ハードウェアは、多数のサーバ（それぞれのサーバは独立した仮想マシン内で実行する）を

単一の物理サーバ上で実行できるようにします。バーチャライゼーションの利点は、コンピュー

ティング リソースをより適切に使用でき、サーバ密度を高め、サーバの移行をスムーズに行える

ことです。

Cisco Virtual Machine ファブリックエクステンダの概要
仮想サーバの実装は、1 つの物理サーバのゲストとして実行される 1 つまたは複数の VM で構成

されます。ゲスト VM は、ハイパーバイザまたは仮想マシン マネージャ（VMM）と呼ばれるソ

フトウェア レイヤによってホストされ管理されます。通常、ハイパーバイザは各VMで仮想ネッ

トワーク インターフェイスを示し、VM から他のローカル VM または外部ネットワークに繋がる

別のインターフェイスへのトラフィックのレイヤ 2 スイッチングを実行します。

Cisco仮想インターフェイス カード（VIC）アダプタと連携して、CiscoVirtualMachineファブリッ

クエクステンダ（VM-FEX）はファブリックインターコネクトの外部ハードウェアベーススイッ

チング用のハイパーバイザによって、VM トラフィックのソフトウェア ベースのスイッチングを

バイパスします。この方法により、サーバのCPU負荷を軽減し、高速スイッチングを行い、ロー

カルおよびリモート トラフィックに豊富なネットワーク管理機能セットを適用することができま

す。

VM-FEX は IEEE 802.1Qbh ポート エクステンダ アーキテクチャを VM に拡張するために、各 VM
インターフェイスに仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デバイスとスイッチ上

の仮想ポートを提供します。このソリューションにより、VMインターフェイス上で、正確なレー

ト制限と QoS（Quality of Service）保証が可能になります。
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ネットワークインターフェイスカードと統合ネットワークアダプタ

を使用したバーチャライゼーション

ネットワーク インターフェイス カード（NIC）と統合ネットワーク アダプタによって、標準的な

VMware のサーバにインストールされた ESX との統合による仮想環境と、VC から実行されるす

べての仮想マシンの管理がサポートされます。

仮想マシンのポータビリティ

サービス プロファイルを実装すると、1 つのサーバから別のサーバに、サーバの識別情報を簡単

に移動できるようになります。新規サーバをイメージ化すると、ESX はそのサーバを元のサーバ

のように扱います。

同一サーバ上の仮想マシン間の通信

これらのアダプタは、同一サーバ上の仮想マシン間における標準の通信手段を実装します。ESX
ホストが複数の仮想マシンを含む場合、すべての通信はサーバ上の仮想スイッチを通過させる必

要があります。

システムでネイティブな VMware ドライバを使用する場合、仮想スイッチはネットワーク管理者

のドメインには参加せず、どのネットワーク ポリシーの制約も受けません。結果として、たとえ

ば、ネットワークのQoSポリシーは、仮想スイッチを通ってVM1からVM2に流れるどのデータ

パケットにも適用されません。

Nexus 1000 などの別の仮想スイッチがシステムに含まれている場合、その仮想スイッチは、ネッ

トワーク管理者がそのスイッチ上で設定したネットワーク ポリシーに従います。

仮想インターフェイスカードアダプタでのバーチャライゼーション

Cisco VIC アダプタは、単一 OS の導入と VM ベースの導入の両方に対応するように設計された統

合型ネットワーク アダプタ（CNA）です。VICアダプタは、最大 128個の仮想ネットワーク イン

ターフェイスカード（vNIC）を含む、静的または動的な仮想化インターフェイスをサポートしま

す。

VIC アダプタは、VM-FEXをサポートし、仮想マシン インターフェイスとの間の、トラフィック

のハードウェアベースのスイッチング機能を提供します。
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第 3 章

Cisco UCS Manager の概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Manager の概要 , 41 ページ

• Cisco UCS Manager で実行可能なタスク , 43 ページ

• Cisco UCS Manager で実行できないタスク, 44 ページ

• ハイ アベイラビリティ環境の Cisco UCS Manager, 45 ページ

Cisco UCS Managerの概要
Cisco UCS Manager は、Cisco UCS ドメイン内のすべてのコンポーネントを管理するシステムで

す。Cisco UCS Manager はファブリック インターコネクト内で実行されます。この管理サービス

で使用できるインターフェイスのいずれかを使用して、ファブリック インターコネクトに接続さ

れたシャーシすべてのネットワークおよびサーバ リソースにアクセスしたり、これらを設定、管

理、およびモニタしたりすることができます。

複数の管理インターフェイス

Cisco UCSManagerは Cisco UCSドメインを管理するためにユーザが使用できる次のインターフェ

イスを含みます。

• Cisco UCS Manager GUI

• Cisco UCS Manager CLI

• XML API

• KVM

• IPMI

ほとんどすべてのタスクは、これらのインターフェイスのいずれでも実行できます。また、ある

インターフェイスで実行されたタスクの結果は、他のタスクにも自動的に表示されます。
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ただし、次の操作はできません。

• Cisco UCS Manager GUI を使用して Cisco UCS Manager CLI を呼び出す。

• Cisco UCS Manager GUI の Cisco UCS Manager CLI を介して実行されたコマンドの結果を参照

する。

• Cisco UCS Manager GUI から CLI 出力を生成する。

集中管理

CiscoUCSManagerは、複数の管理ポイントを使用するのではなく、リソースおよびデバイスの管

理を一元化します。この集中管理には、Cisco UCS ドメイン内の次のデバイスの管理が含まれま

す。

• ファブリック インターコネクト。

• 仮想サーバ用ソフトウェア スイッチ。

• シャーシおよびサーバにおける電源および環境管理。

• サーバ ネットワーク インターフェイスの設定とファームウェアの更新（イーサネット NIC
および統合型ネットワーク アダプタ）。

• サーバに対するファームウェアおよび BIOS 設定。

仮想サーバおよび物理サーバのサポート

CiscoUCSManagerは、サーバの ID、I/Oの設定、MACアドレスおよびワールド ワイド名、ファー

ムウェアのリビジョン、ネットワークプロファイルなどのサーバ状態情報をサービスプロファイ

ルに要約します。サービス プロファイルをシステム内のサーバ リソースに適用して、VICアダプ

タの提供する仮想デバイスに接続されている物理サーバ、仮想サーバ、および仮想マシンに同様

の柔軟性とサポートを提供することができます。

ロールベース管理とマルチテナント機能のサポート

Cisco UCS Manager は、Cisco UCS ドメインを動作させるために個別のサーバ、ストレージ、ネッ

トワークを管理する場合と同じベスト プラクティスをデータセンターが使用できるように、定義

済みロールを柔軟にサポートします。データセンターでのユーザ責任を反映した権限を持つユー

ザ ロールを作成できます。たとえば、次のロールを作成できます。

• サーバ関連設定を制御できるサーバ アドミニストレータ ロール

• StorageAreaNetwork（SAN）に関連するタスクを制御できるストレージ アドミニストレータ

ロール

• ローカル エリア ネットワーク（LAN）に関連するタスクを制御できるネットワーク アドミ

ニストレータ ロール

Cisco UCS はマルチテナント対応で、システムの管理ソフトウェアが API を使用して Cisco UCS
リソースへ制御されたアクセスを行えるようにするプリミティブを公開します。マルチテナント
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環境では、Cisco UCS Manager により、ユーザの範囲を特定の組織に制限できるユーザ ロールの

ロケールを作成することができます。

Cisco UCS Managerで実行可能なタスク
Cisco UCS Manager を使用して、Cisco UCS ドメイン内のすべての物理的デバイスおよび仮想デバ

イスに対する管理タスクを実行できます。

Cisco UCSハードウェア管理

Cisco UCSManagerを使用して、以下のような Cisco UCSドメイン内のすべてのハードウェアを管

理できます。

• シャーシ

• サーバ

• ファブリック インターコネクト

• ファン

• ポート

• インターフェイス カード

• I/O モジュール

Cisco UCSリソース管理

Cisco UCSManagerを使用して、以下のような Cisco UCSドメイン内のすべてのリソースを作成お

よび管理できます。

• サーバ

• WWN アドレス

• MAC アドレス

• UUID

• 帯域幅

サーバ管理

サーバ管理者は Cisco UCS Manager を使用して、以下のような Cisco UCS ドメイン内のサーバ管

理タスクを実行できます。

• サーバ プール、および資格ポリシーなどこれらのプールに関係するポリシーの作成

• ディスカバリ ポリシー、スクラブ ポリシー、IPMI ポリシーなど、サーバで使用されるポリ

シーの作成

• サービス プロファイル、および必要に応じてサービス プロファイル テンプレートの作成
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• サーバへのサービス プロファイルの適用

• 障害、アラーム、および機器のステータスのモニタ

ネットワーク管理

ネットワーク管理者は Cisco UCS Manager を使用して、以下のような Cisco UCS ドメインの LAN
設定を作成するのに必要なタスクを実行できます。

• アップリンク ポート、ポート チャネル、および LAN PIN グループの設定

• VLAN の作成

• Quality of Service クラスおよび定義の設定

• MACアドレス プール、イーサネット アダプタ プロファイルなど、ネットワーク設定に関連

したプールおよびポリシーの作成

ストレージ管理

ストレージ管理者は Cisco UCS Manager を使用して、以下のような Cisco UCS ドメインの SAN 設

定を作成するのに必要なタスクを実行できます。

• ポート、ポート チャネル、および SAN PIN グループの設定

• VSAN の作成

• Quality of Service クラスおよび定義の設定

• WWN アドレス プール、ファイバ チャネル アダプタ プロファイルなど、ネットワーク設定

に関連したプールおよびポリシーの作成

Cisco UCS Managerで実行できないタスク
Cisco UCS ドメイン内のデバイス マネジメントに特に関連していないシステム管理タスクを実行

するために、Cisco UCS Manager を使用できません。

システムを超えた管理はできない

Cisco UCSManagerがある Cisco UCSドメインの外部にあるシステムやデバイスを管理するために

Cisco UCSManagerを使用できません。たとえば、Cisco UCS以外の x86システム、SPARCシステ

ム、PowerPC システムなどの異機種環境は管理できません。

オペレーティングシステムやアプリケーションのプロビジョニングや管理はできない

Cisco UCS Manager はサーバのプロビジョニングを行うため、サーバのオペレーティング システ

ムの下に存在します。したがって、サーバでオペレーティング システムやアプリケーションのプ

ロビジョニングや管理を行うためにこれを使用することはできません。たとえば、次の操作を実

行することはできません。
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• Windows や Linux などの OS の展開

• OS やアプリケーションなどのソフトウェアに対するパッチの展開

• アンチウイルス ソフトウェア、モニタリング エージェント、バックアップ クライアントな

どのベース ソフトウェア コンポーネントのインストール

• データベース、アプリケーション サーバ ソフトウェア、Web サーバなどのソフトウェア ア

プリケーションのインストール

• Oracleデータベースの再起動、プリンタ キューの再起動、またはCisco UCS以外のユーザ ア

カウントの処理を含むオペレータ処理の実行

• SAN や NAS ストレージ上の外部ストレージの設定または管理

ハイアベイラビリティ環境の Cisco UCS Manager
2 つのファブリック インターコネクトを持つハイ アベイラビリティ環境では、それぞれのファブ

リック インターコネクトで、別々のCiscoUCSManagerインスタンスを実行することができます。

プライマリ ファブリック インターコネクトの Cisco UCS Manager はプライマリ管理インスタンス

として動作し、もう 1 つのファブリック インターコネクトの Cisco UCS Manager は従属管理イン

スタンスとなります。

Cisco UCS Manager の 2 つのインスタンスは、これらのファブリック インターコネクト上の L1 お

よび L2 イーサネット ポートの間にあるプライベート ネットワーク上で通信します。設定および

ステータスに関する情報は、このプライベート ネットワーク経由でやりとりされ、すべての管理

情報が確実に複製されます。この継続的な通信により、プライマリファブリックインターコネク

トに不具合が起きた場合でも、Cisco UCS に対する管理情報がそのまま持続されることが保証さ

れます。さらに、プライマリCiscoUCSManager上で実行される「浮動」管理 IPアドレスにより、

フェールオーバーが発生したときに、従属ファブリック インターコネクトへのスムーズな移行が

確実に行われるようになります。
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第 4 章

Cisco UCS Manager GUI の概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Manager GUI の概要, 47 ページ

• HTTPS を使用した Cisco UCS Manager GUI へのログイン, 56 ページ

• HTTP を使用した Cisco UCS Manager GUI へのログイン, 57 ページ

• Cisco UCS Manager GUI からのログアウト, 57 ページ

• Web セッション制限, 58 ページ

• ログイン前バナー, 58 ページ

• Cisco UCS Manager GUI のプロパティ, 60 ページ

• フィールド値の許容範囲の決定, 62 ページ

• ポリシーの使用場所の決定, 62 ページ

• プールの使用場所の決定, 62 ページ

• プール、ポリシー、その他のオブジェクトの削除, 63 ページ

• XML のコピー, 63 ページ

• Cisco UCS Manager の HTML5 GUI, 64 ページ

Cisco UCS Manager GUIの概要
Cisco UCSManager GUIは、Cisco UCSManagerとのGUIインターフェイスを提供する Javaアプリ

ケーションです。Cisco UCSManager GUI は、『Cisco UCS Software Release Notes（Cisco UCS ソフ

トウェア リリース ノート）』の「System Requirements（システム要件）」の項に記載されている

要件を満たすコンピュータから起動してアクセスすることができます。

Cisco UCSManager GUI が起動されるたびに、Cisco UCSManager は Java Web Start テクノロジーを

使用して、コンピュータの現在のアプリケーション バージョンをキャッシュします。その結果、
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ログインするたびにアプリケーションをダウンロードする必要はありません。システム上でCisco
UCSManagerソフトウェアを更新したら、コンピュータで初めてログインするときだけアプリケー

ションをダウンロードする必要があります。

タイトル バーには、接続先の Cisco UCS ドメインの名前が表示されます。ヒント

[Fault Summary]領域
[Fault Summary]領域は、CiscoUCSManagerGUIの左上に表示されます。この領域には、CiscoUCS
ドメインで発生したすべての障害の要約が表示されます。

それぞれの種類の障害は異なるアイコンで表されます。各アイコンの下にある数字は、システム

で発生したその種類の障害の数を示しています。アイコンをクリックすると、Cisco UCSManager
GUI によって [Work] 領域に [Faults] タブが開かれ、その種類の全障害について詳細が表示されま

す。

次の表に、[Fault Summary] 領域の各アイコンが表す障害の種類について説明します。

説明障害の種類

1 つ以上のコンポーネントに緊急の問題が存在します。他のタスクに進む

前に問題が解決されていることを確認します。

緊急アラーム

1 つ以上のコンポーネントに重大な問題が存在します。他のタスクに進む

前に問題が解決されていることを確認します。

メジャー アラーム

システムのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性のある問題が1つ以上

のコンポーネントに存在します。これらの問題を調査し、重大な問題や緊

急の問題に発展する前にできるだけ早く修正する必要があります。

マイナー アラーム

問題が解決されない場合は、システムのパフォーマンスに悪影響を及ぼす

可能性のある潜在的な問題が1つ以上のコンポーネントに残っています。

他のタスクに進む前に問題が解決されていることを確認します。

警告アラーム

コンポーネント上のフォールト抑制タスクの状態。[アクション] 領域の

[抑制タスクのプロパティ]をクリックすると、すべてのフォールト抑制タ

スクが表示されます。

このフィールドは、コンポーネントが障害抑制をサポートして

いる場合にのみ表示されます。

（注）

Suppression Status
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特定のオブジェクトの障害だけを確認する場合は、そのオブジェクトに移動して、そのオブ

ジェクトの [Faults] タブを確認します。

ヒント

[Navigation]ペイン
[Navigation]ペインは、CiscoUCSManagerGUIの左側、[Fault Summary]領域の下に表示されます。

このペインには、Cisco UCS ドメイン内のすべての機器とその他のコンポーネントに対する操作

が集約されています。[Navigation] ペインでコンポーネントを選択すると、そのオブジェクトが

[Work] 領域に表示されます。

[Navigation] ペインには 5 つのタブが存在します。各タブの構成要素は次のとおりです。

• ナビゲーション ツリーをフィルタ処理し、すべてのノードまたは 1つのノードだけを表示す

るために使用できる [Filter] コンボ ボックス。

• 該当するタブのすべてのコンポーネントにアクセスするために使用できる展開可能なナビ

ゲーションツリー。ノードまたはフォルダにサブコンポーネントがあることを示すフォルダ

の隣のアイコン。

[Equipment]タブ

このタブには、Cisco UCS ドメイン内の機器の基本的なコンポーネントが含まれています。シス

テム管理者またはサーバ管理者は、このタブを使用してシャーシ、ファブリック インターコネク

ト、サーバ、および他のハードウェアにアクセスしてこれらを管理できます。デバイス名の周り

に表示された赤色、オレンジ色、または黄色の長方形は、デバイスで障害が発生したことを示し

ます。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [Equipment]：アクティブで動作していないハードウェア、ファームウェア管理、機器関連ポ

リシー、電源グループ、障害の集約リストを含む、Cisco UCS ドメイン全体の概要。

• [Chassis]：CiscoUCSドメインの各シャーシのファン、I/Oモジュール、電源ユニット（PSU）、

および Cisco UCS B シリーズ ブレード サーバ。

• [Rack-Mounts]：Cisco UCS ドメインと統合された FEX と Cisco UCS C シリーズ ラック サー

バ。

• [Fabric Interconnects]：Cisco UCS ドメインのファブリック インターコネクトに関連付けられ

た固定および拡張モジュール、ファン、PSU。

[Servers]タブ

このタブには、サービス プロファイル、ポリシー、プールなどのサーバ関連のコンポーネントが

含まれます。通常、サーバ管理者はこのタブでコンポーネントにアクセスし、コンポーネントを

管理します。
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このタブの [Servers] ノード以下の主要なノードは次のとおりです。

• [Server]：サービス プロファイルおよび定義された組織とサービス プロファイル間のリレー

ションシップ。

• [ServiceProfiles]：組織別に分割された、システムで定義されているサービス プロファイル。

• [Service Profile Templates]：組織別に分割された、システムで定義されているサービス プロ

ファイル テンプレート。

• [Policies]：アダプタ、BIOS、ファームウェア、IPMI アクセス、ローカル ディスク設定、保

守、電源、ディスク スクラビング、Serial overLAN、サーバ プール、iSCSI認証、vNIC/vHBA
配置、および障害しきい値に関するサーバ関連ポリシー。

• [Pools]：サーバ プールおよび UUID 接尾辞プール。

• [Schedules]：メンテナンスとエラー抑制のスケジュール。

[LAN]タブ

このタブには、LAN ピン グループ、Quality of Service クラス、VLAN、ポリシー、プール、内部

ドメインなどの、LAN設定に関連するコンポーネントが含まれます。通常、ネットワーク管理者

はこのタブでコンポーネントにアクセスし、コンポーネントを管理します。

このタブの [LAN] ノード以下の主要なノードは次のとおりです。

• [LAN Cloud]：Quality of Serviceの設定、ポート チャネル、ピン グループ、VLAN、VLAN最

適化セット、しきい値ポリシー。

• [Appliances]：インターフェイス、ポート チャネル、VLAN。

• [Internal LAN]：内部ファブリックに関連付けられたポートおよびしきい値ポリシー。

• [Policies]：フロー制御、アダプタ、vNIC、vNICテンプレート、QoS、および障害しきい値を

制御するポリシー。

• [Pools]：システムで定義されている IP プールと MAC プール。

• [Traffic Monitoring Sessions]：システムで定義されたポート トラフィック モニタリング セッ

ション。

• [Netflow Monitoring]：フロー レコード定義、フロー エクスポータ、フロー モニタ、フロー

モニタ セッション。

[SAN]タブ

このタブには、ピン グループ、VSAN、ポリシー、プールなどのSANに関連するコンポーネント

が含まれます。通常、ストレージ管理者はこのタブでコンポーネントにアクセスし、コンポーネ

ントを管理します。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [SAN]：SAN アップリンク、ファイバ チャネル アドレス割り当て、SAN 関連プール、およ

び VSAN。
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• [SANCloud]：SANアップリンク、ファイバ チャネル アドレス割り当て、SAN関連プール、

および VSAN。

• [Storage Cloud]：ストレージ ポートおよび VSAN。

• [Policie]：ファイバ チャネル アダプタ ポリシー、デフォルトの vHBA 動作、SAN 接続ポリ

シー、ストレージ接続ポリシー、vHBA テンプレート、および障害しきい値。

• [Pools]：システムで定義された iSCSI 修飾名（IQN）プールと WWN プール。

• [Traffic Monitoring Sessions]：システムで定義されたポート トラフィック モニタリング セッ

ション。

[VM]タブ

このタブには、VICアダプタを備えたサーバに VM-FEXを設定するために必要なコンポーネント

が含まれています。たとえば、このタブのコンポーネントを使用して、Cisco UCS Manager と

VMware vCenter間の接続を設定したり、分散仮想スイッチやポート プロファイルを設定したり、

Cisco UCS ドメイン内のサーバにホストされている仮想マシンを表示したりできます。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [All]：ポートプロファイル、仮想マシン、仮想スイッチ、証明書、ライフサイクルポリシー、

VM 関連イベント、FSM タスク。

• [Clusters]：関連付けられている仮想マシンとポート プロファイルを含む、クラスタ。

• [Fabric Network Sets]：ファブリック ネットワークの定義

• [Port Profiles]：ポート プロファイル

• [VM Networks]：仮想ネットワーク

• [Mcrosoft]：Microsoft ネットワーク コンポーネント

• [VMware]：フォルダ、データセンター、仮想マシン、仮想スイッチなどを含む vCenter

[Admin]タブ

このタブには、ユーザ マネージャや通信サービスなどのシステム全体の設定と障害やイベントな

どのトラブルシューティング コンポーネントが含まれます。通常、システム管理者はこのタブで

コンポーネントにアクセスし、コンポーネントを管理します。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [All]：管理インターフェイス、バックアップおよびインポートの設定、テクニカルサポート

ファイルの作成、Full Stateバックアップ ポリシー、およびAll Configurationエクスポート ポ

リシー。

• [Faults]、[Events]、[Audit Log]：システム全体のエラー、イベント、監査ログ、Syslogエント

リ、コア ファイル、テクニカル サポート ファイル、およびグローバルな障害ポリシー。

• [UserManagement]：認証方式、リモートアクセス方法、ローカル ユーザ、ロケール、および

ユーザ ロール。
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• [Key Management]：SSH キーとトラストポイントの設定。

• [CommunicationManagement]：SSH、Telnet、HTTP、HTTPS、SNMP、web session limits、Call
Homeの設定、DNS管理、管理インターフェイスのための通信サービスの設定、およびCisco
UCS Central の構成。

• [StatsManagement]：システムによって障害が発行されるタイミングを制御する統計情報のし

きい値設定。

• [Time Zone Management]：タイムゾーンの同期を確立する NTP サーバの設定。

• [CapabilityCatalog]：調整可能なパラメータ、文字列、およびルールのセットである機能カタ

ログ。

• [Management Extension]：管理の拡張。Cisco UCS Manager でサポートされていなかったサー

バおよび他のハードウェアに対するサポートを追加できます。

• [LicenseManagement]：このシステムにインストールされている機能およびポートのライセン

ス。

ツールバー

ツールバーは、Cisco UCS Manager GUI の右側、[Work] ペインの上に表示されます。ツールバー

のメニュー ボタンを使用して、次のような一般的な処理を実行できます。

• [Work] ペインで以前表示した項目間を移動する

• Cisco UCS ドメインのエレメントを作成する

• Cisco UCS Manager GUI のオプションを設定する

• Cisco UCS Manager GUI のオンライン ヘルプにアクセスする

[Work]ペイン
[Work] ペインは、Cisco UCS Manager GUI の右側に表示されます。このペインには、[Navigation]
ペインで選択したコンポーネントに関する詳細が表示されます。

[Work] ペインは、次の要素で構成されます。

• [Navigation] ペインのタブのメイン ノードから選択したエレメントまでのパスが表示される

ナビゲーションバー。このパスの任意のコンポーネントをクリックして、[Work]ペインにこ

のコンポーネントを表示できます。

• [Navigation]ペインで選択したコンポーネントに関連する情報を示すタブが表示されるコンテ

ンツ領域。コンテンツ領域に表示されるタブは、選択したコンポーネントによって異なりま

す。これらのタブを使用して、コンポーネントに関する情報の表示、コンポーネントの作

成、コンポーネントのプロパティの変更、および選択したオブジェクトの確認を実行できま

す。
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ステータスバー

ステータスバーは、CiscoUCSManagerGUIの下に沿って表示されます。ステータスバーは、アプ

リケーションの状態に関する情報を提供します。

ステータスバーの左側には、CiscoUCSManagerGUIの現在のセッションに関する次の情報が表示

されます。

• ログインに使用したプロトコルを示すロックアイコン。アイコンがロックされると、HTTPS
に接続され、アイコンがロック解除されると、HTTP に接続されます。

• ログインに使用したユーザ名。

• ログインしたサーバの IP アドレス。

CiscoUCSドメインがCiscoUCSCentralとして登録されると、ステータス バーに次の情報も表示さ

れます。

• セキュアな接続を示すロック アイコン。

• Cisco UCS Central用のサーバの IP アドレス。

ステータスバーの右側には、システムの時刻が表示されます。

テーブルのカスタマイズ

CiscoUCSManagerGUIでは、各タブのテーブルをカスタマイズできます。表示するコンテンツの

タイプを変更し、コンテンツのフィルタリングを実行できます。

[Table Customization] メニューボタン

各テーブルの右上にあるこのメニュー ボタンでは、テーブルのビューを制御し、カスタマイズで

きます。このボタンのドロップダウン メニューには、次のオプションが含まれます。

説明メニュー項目

メニューには、テーブルの各カラムのエントリが含まれます。

カラム名をクリックしてカラムを表示したり、非表示にしたり

します。

カラム名

選択されている場合、水平スクロール バーがテーブルに追加

されます。選択されていない場合、いずれかのカラムの幅を拡

大したときに右側のすべてのカラムの幅が縮小され、スクロー

ルしません。

Horizontal Scroll

すべてのカラムをデフォルトの幅に変更します。Pack All Columns

選択されたカラムだけをデフォルトの幅に変更します。Pack Selected Column
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テーブルコンテンツのフィルタリング

各テーブルの上にある [Filter] ボタンでは、[Filter] ダイアログボックスで設定した基準に従って

テーブルのコンテンツをフィルタリングできます。このダイアログボックスには、次のフィルタ

リング オプションが含まれています。

説明名前

このカラムの内容に対してフィルタリング基準を使用しません。

これがデフォルト設定です。

[Disable] オプション

指定した値と厳密に一致するカラム内容だけを表示します。[Equal] オプション

指定した値と一致しないカラム内容だけを表示します。[Not Equal] オプション

入力する基準に、次のワイルドカードのいずれかを含められま

す。

• _（アンダースコア）または ?（疑問符）：1つの文字と置

き換わります。

• %（パーセント記号）または *（アスタリスク）：任意の

連続した文字と置き換わります。

[Wildcard] オプション

指定した値より小さいカラム内容だけを表示します。[Less Than] オプション

指定した値以下のカラム内容だけを表示します。[Less Than Or Equal]オプション

指定した値より大きいカラム内容だけを表示します。[Greater Than] オプション

指定した値以上のカラム内容だけを表示します。[Greater ThanOr Equal]オプショ

ン

LAN アップリンクマネージャ
LAN Uplinks Manager は、Cisco UCS と LAN 間の接続を設定できる単一のインターフェイスを備

えています。LAN アップリンク マネージャを使用して次のものを作成および設定できます。

• イーサネット スイッチング モード

• アップリンクのイーサネット ポート

• ポート チャネル

• LAN ピン グループ
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• ネームド VLAN

• サーバ ポート

• QoS システム クラス

LAN アップリンク マネージャで行うことができる設定の一部は、[Equipment] タブまたは [LAN]
タブなどの他のタブのノードでも行うことができます。

Internal Fabric Manager
Internal Fabric Manager は、Cisco UCS ドメインのファブリック インターコネクトにサーバ ポート

を設定できる単一のインターフェイスを備えています。Internal Fabric Manager には、そのファブ

リック インターコネクトの [General] タブからアクセスできます。

Internal Fabric Manager で行うことができる設定の一部は、[Equipment] タブ、[LAN] タブ、または

LAN アップリンク マネージャのノードでも行うことができます。

ハイブリッド表示

Cisco UCSManager GUIでは、Cisco UCSドメインのシャーシごとに、シャーシとファブリック イ

ンターコネクト間の物理コンポーネントと接続の両方がハイブリッド表示されます。

このタブには、選択されたシャーシまたはラックサーバとファブリックインターコネクト間の接

続に関する詳細情報が表示されます。タブには次のものを示すアイコンがあります。

• システムの各ファブリック インターコネクト。

• 選択されたコンポーネント内の I/O モジュール（IOM）。接続パスを見やすくするために独

立したユニットとして表示されます。

• サーバと PSU を示すために選択されたシャーシ、または選択されたラック サーバ。

アイコン間の線は次のものの接続関係を表します。

• 各サーバの DCE インターフェイスと I/O モジュール上の関連付けられたサーバ ポート。こ

れらの接続はシスコによって作成され、変更することはできません。

• I/O モジュール上のサーバ ポートとファブリック インターコネクト上の関連付けられたポー

ト。必要に応じてこれらの接続は変更できます。

アイコンと線の上にマウスを移動すると、各コンポーネントや接続に関するヒントが表示されま

す。いずれかのコンポーネントをダブルクリックすると、そのコンポーネントのプロパティが表

示されます。

コンポーネントまたはそのサブコンポーネントに関連付けられた障害が存在する場合、CiscoUCS
ManagerGUIは適切なコンポーネントの上部に障害のアイコンを表示します。複数の障害メッセー

ジが存在する場合、CiscoUCSManagerGUIはシステムの最も重大な障害メッセージに関連付けら

れたアイコンを表示します。
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HTTPS を使用した Cisco UCS Manager GUIへのログイン
Cisco UCS Manager GUIのデフォルトの HTTP Web リンクは、http://UCSManager_IPv4 また

は http://UCSManager_IPv6です。この UCSManager_IPv4 と UCSManager_IPv6 はそれぞれ、

Cisco UCSManager に割り当てられた IPv4 アドレスおよび IPv6 アドレスを表しています。この IP
アドレスは、次のいずれかです。

• クラスタ設定：UCSManager_IPv4 または UCSManager_IPv6 はそれぞれ、Cisco UCS
Managerに割り当てられた仮想またはクラスタの IPv4アドレスと IPv6アドレスを表します。

ファブリック インターコネクト上の管理ポートに割り当てられた IP アドレスを使用しない

でください。

• スタンドアロン設定：UCSManager_IPv4 または UCSManager_IPv6 はそれぞれ、ファブ

リック インターコネクトの管理ポートの IPv4 アドレスと IPv6 アドレスを表します

一部のブラウザは、IPv6 アドレスを使用した HTTPS アクセスをサポートしていません。（注）

手順

ステップ 1 Web ブラウザで、Cisco UCS Manager GUI Web リンクを入力するか、ブラウザでブックマークを

選択します。

ステップ 2 [Security Alert] ダイアログボックスが表示された場合は、[Yes] をクリックしてセキュリティ証明

書を受け入れ、続行します。

ステップ 3 Cisco UCS Manager の起動ページで、[Launch UCS Manager] をクリックします。

ログインに使用する Web ブラウザによっては、.JNLP ファイルのダウンロードまたは保存が要求

される場合があります。

ステップ 4 Cisco UCS Manager にログイン前のバナーが表示される場合は、メッセージを確認し、[OK] をク

リックしてダイアログボックスを閉じます。

ステップ 5 [Security] ダイアログボックスが表示された場合、次の手順を実行します。

a) （任意） チェックボックスをオンにして、シスコからのすべてのコンテンツを受け入れます。

b) [Yes] をクリックして証明書を受け入れ、続行します。

ステップ 6 [Login] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ユーザ名とパスワードを入力します。

b) CiscoUCS実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain]ドロップダウン リストから

適切なドメインを選択します。

c) [Login] をクリックします。
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HTTP を使用した Cisco UCS Manager GUIへのログイン
Cisco UCS Manager GUIのデフォルトの HTTP Web リンクは、http://UCSManager_IPv4 また

は http://UCSManager_IPv6です。この UCSManager_IPv4 と UCSManager_IPv6 はそれぞれ、

Cisco UCSManager に割り当てられた IPv4 アドレスおよび IPv6 アドレスを表しています。この IP
アドレスは、次のいずれかです。

• クラスタ設定：UCSManager_IPv4 または UCSManager_IPv6 はそれぞれ、Cisco UCS
Managerに割り当てられた仮想またはクラスタの IPv4アドレスと IPv6アドレスを表します。

ファブリック インターコネクト上の管理ポートに割り当てられた IP アドレスを使用しない

でください。

• スタンドアロン設定：UCSManager_IPv4 または UCSManager_IPv6 はそれぞれ、ファブ

リック インターコネクトの管理ポートの IPv4 アドレスと IPv6 アドレスを表します

手順

ステップ 1 Web ブラウザで、Cisco UCS Manager GUI Web リンクを入力するか、ブラウザでブックマークを

選択します。

ステップ 2 Cisco UCS Manager にログイン前のバナーが表示される場合は、メッセージを確認し、[OK] をク

リックしてダイアログボックスを閉じます。

ステップ 3 Cisco UCS Manager の起動ページで、[Launch UCS Manager] をクリックします。

ログインに使用する Web ブラウザによっては、.JNLP ファイルのダウンロードまたは保存が要求

される場合があります。

ステップ 4 [Login] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ユーザ名とパスワードを入力します。

b) CiscoUCS実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain]ドロップダウン リストから

適切なドメインを選択します。

c) [Login] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIからのログアウト

手順

ステップ 1 Cisco UCS Manager GUI で、右上の [Exit] をクリックします。

使用できないことを示すために Cisco UCSManager GUI が画面上で不鮮明になり、[Exit] ダイアロ

グボックスが表示されます。
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ステップ 2 ドロップダウン リストから、次のいずれかを選択します。

• ログアウトして Cisco UCS Manager GUI をシャットダウンするには、[Exit] を選択します。

• Cisco UCS Manager GUI からログアウトし、別のユーザがログインする場合は、[Log Off] を

選択します。

ステップ 3 [OK] をクリックします。

Web セッション制限
Webセッション制限は、ある時点における、システムにアクセス可能なWebセッション（GUIと

XML の両方）の数を制限するために Cisco UCS Manager によって使用されます。

デフォルトでは、Cisco UCS Manager が許可する同時 Web セッション数は、最大値の 256 に設定

されています。

Cisco UCS Managerの Web セッション制限の設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Communication Services] タブをクリックします。

ステップ 4 [Web Session Limits] 領域で、必須フィールドに入力します。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

ログイン前バナー
ログイン前バナーを使用すると、ユーザが Cisco UCS Manager GUI にログインする場合、Cisco
UCSManagerは [Create Pre-Login Banner]ダイアログボックスにバナー テキストを表示し、ユーザ

がダイアログボックスを閉じてからユーザ名とパスワードの入力を求めます。ユーザがCiscoUCS
Manager CLIにログインする場合、Cisco UCSManagerはダイアログボックスにバナー テキストを

表示し、ユーザがダイアログボックスを閉じてからユーザ名とパスワードの入力を求めます。そ

の後は、ユーザに表示するコピーライト ブロックの上にバナーテキストを繰り返します。
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ログイン前バナーの作成

[Pre-Login Banner] 領域が [Banners] タブに表示されないと、ユーザがログインするときに Cisco
UCSManager にプリログイン バナーが表示されません。[Pre-Login Banner] 領域が表示されなくて

も、2 つ目のプリログイン バナーを作成することはできません。既存のバナーの削除または変更

だけができます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] を展開します。

ステップ 3 [User Services] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Banners] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、 をクリックします。

ステップ 6 [Create Pre-Login Banner] ダイアログボックスでテキスト フィールドをクリックして、ユーザが

Cisco UCS Manager にログインするときに表示するメッセージを入力します。

このフィールドには、標準の ASCII 文字を入力できます。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

ログイン前バナーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] を展開します。

ステップ 3 [User Services] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Banners] タブをクリックします。

ステップ 5 [Pre-Login Banner]領域のテキスト フィールド内をクリックして、テキストに必要な変更を加えま

す。

このフィールドには、標準の ASCII 文字を入力できます。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。
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ログイン前バナーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] を展開します。

ステップ 3 [User Services] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Banners] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Delete] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI のプロパティ

Cisco UCS Manager GUIのセッションおよびログのプロパティの設定
これらのプロパティは、セッションの中断または非アクティブの状態に Cisco UCS Manager GUI
がどのように応答するかを決定し、Cisco UCS Manager GUI Java メッセージ ロギングを設定しま

す。

手順

ステップ 1 ツールバーで [Option] をクリックして、[Properties] ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[Session] をクリックします。

ステップ 3 [Session] タブで、必要に応じてフィールドを更新します。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

確認メッセージのプロパティの設定

これらのプロパティは、設定変更およびその他の操作の後に Cisco UCS Manager GUI が確認メッ

セージを表示するかどうかを決定します。
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手順

ステップ 1 ツールバーで [Option] をクリックして、[Properties] ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[Confirmation Messages] をクリックします。

ステップ 3 [Confirmation Messages] タブで、必要に応じてフィールドを更新します。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

外部アプリケーションのプロパティの設定

Cisco UCS Manager GUI は、これらのプロパティを SSH などの外部アプリケーションとの接続に

使用します。

手順

ステップ 1 ツールバーで [Option] をクリックして、[Properties] ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[External Applications] をクリックします。

ステップ 3 [External Applications] タブで、[SSH] および [SSH Parameters] フィールドに値を指定します。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIの表示のカスタマイズ
これらのプロパティでは、CiscoUCSManagerGUIの一部の表示プロパティをカスタマイズできま

す。

手順

ステップ 1 ツールバーで [Option] をクリックして、[Properties] ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[Visual Enhancements] をクリックします。

ステップ 3 [Visual Enhancements] タブで、必要に応じてフィールドを更新します。

ステップ 4 [OK] をクリックします。
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フィールド値の許容範囲の決定
あるプロパティには、入力できる値の範囲があります。この手順によって、ダイアログボックス、

ウィンドウ、またはタブのフィールドに対して許容範囲を決定することができます。テーブルま

たはツリーにリストされているプロパティの値の範囲の決定には、この手順を使用できません。

手順

ステップ 1 範囲を確認するフィールドにカーソルを置いて、フィールドにフォーカスを与えます。

ステップ 2 Alt+Shift+R を押します。

CiscoUCSManagerGUIが値の許容範囲を数秒間表示します。範囲の表示は、画面上の任意の場所

をクリックすると消えます。

ポリシーの使用場所の決定
この手順を実行すれば、選択したポリシーに関連付けられたサービスプロファイルとサービスプ

ロファイル テンプレートを決定することができます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインで、使用状況を表示するポリシーをクリックします。

ステップ 2 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions] 領域の [Show Policy Usage] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI が、関連付けられたサービス プロファイルとサービス プロファイル テン

プレートを [Service Profiles/Templates] ダイアログボックスに表示します。

プールの使用場所の決定
この手順を実行すれば、選択したプールに関連付けられサービス プロファイルとサービス プロ

ファイル テンプレートを決定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインで、使用状況を参照するプールをクリックします。

ステップ 2 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions] 領域で、[Show Pool Usage] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI が、関連付けられたサービス プロファイルとサービス プロファイル テン

プレートを [Service Profiles/Templates] ダイアログボックスに表示します。

プール、ポリシー、その他のオブジェクトの削除
プール、ポリシー、またはVLANなどの他のオブジェクトを削除するために使用する方法は、す

べてのオブジェクトで同じです。

オブジェクトを削除する前に、それらがシステム内の他のオブジェクトによって使用または参

照されていないことを確認してください。たとえば、ネットワークポリシーを削除する前に、

サービス プロファイルがそのポリシーを参照していないことを確認します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインで、オブジェクトを表示するポッドを展開します。

ステップ 2 [Work] ペインで、適切なタブをクリックし、オブジェクトが置かれている場所に移動します。

たとえば、VLAN を削除する場合は、[VLANs] タブをクリックします。

ステップ 3 削除するオブジェクトを選択し、[Delete] をクリックします。

ステップ 4 [Delete] をクリックします。

XML のコピー
Cisco UCS 向けの XML API を使用したスクリプトの開発やアプリケーションの作成を支援するた

めに、Cisco UCS Manager GUI にはCisco UCS Manager でオブジェクトを作成するために使用され

た XML をコピーするオプションが含まれます。このオプションは、[Navigation] ペインのほとん

どのオブジェクト ノード（[Port Profiles] ノードまたは特定の サービス プロファイル のノードな

ど）の右クリック メニューで利用できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインで、XML をコピーするオブジェクトに移動します。

ステップ 2 このオブジェクトを右クリックして、[Copy XML] を選択します。

ステップ 3 XML を XML エディタ、Notepad、または他のアプリケーションに貼り付けます。

Cisco UCS Manager の HTML5 GUI

Cisco UCS Managerの HTML5 GUI の概要
リリース 3.0(2) 以降、ブラウザベースの GUI インターフェイスを使用して Cisco UCS Manager に

アクセスすることができます。このため、Java を使用しなくても、サポート対象の HTML5 Web
ブラウザから Cisco UCS Manager を実行することもできます。HTML5 GUI と Java ベース GUI の

外観と操作性は似ています。説明については、次の項を参照してください。

• [Fault Summary] 領域, （48 ページ）

• [Navigation] ペイン, （49 ページ）

• ツールバー, （52 ページ）

• [Work] ペイン, （52 ページ）

• ステータスバー , （53 ページ）

• テーブルのカスタマイズ, （53 ページ）

• LAN アップリンク マネージャ, （54 ページ）

• Internal Fabric Manager, （55 ページ）

• ハイブリッド表示, （55 ページ）

Web セッション制限, （58 ページ）およびログイン前バナー, （58 ページ）のタスクは同じよう

に実行されます。ただし、外部アプリケーションのプロパティの設定, （61 ページ）はサポート

されません。

KVM クライアントを起動するには Java も必要です。（注）
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HTTPS を使用した Cisco UCS Manager HTML5 GUI へのログイン
Cisco UCS Manager GUIのデフォルトの HTTP Web リンクは、http://UCSManager_IPv4 また

は http://UCSManager_IPv6です。この UCSManager_IPv4 と UCSManager_IPv6 はそれぞれ、

Cisco UCSManager に割り当てられた IPv4 アドレスおよび IPv6 アドレスを表しています。この IP
アドレスは、次のいずれかです。

• クラスタ設定：UCSManager_IPv4 または UCSManager_IPv6 はそれぞれ、Cisco UCS
Managerに割り当てられた仮想またはクラスタの IPv4アドレスと IPv6アドレスを表します。

ファブリック インターコネクト上の管理ポートに割り当てられた IP アドレスを使用しない

でください。

• スタンドアロン設定：UCSManager_IPv4 または UCSManager_IPv6 はそれぞれ、ファブ

リック インターコネクトの管理ポートの IPv4 アドレスと IPv6 アドレスを表します

一部のブラウザは、IPv6 アドレスを使用した HTTPS アクセスをサポートしていません。（注）

手順

ステップ 1 Web ブラウザで、Cisco UCS Manager GUI Web リンクを入力するか、ブラウザでブックマークを

選択します。

ステップ 2 [Security Alert] ダイアログボックスが表示された場合は、[Yes] をクリックしてセキュリティ証明

書を受け入れ、続行します。

ステップ 3 Cisco UCS Manager の起動ページの HTML 領域で、[Launch UCS Manager] をクリックします。

ステップ 4 Cisco UCS Manager にログイン前のバナーが表示される場合は、メッセージを確認し、[OK] をク

リックしてダイアログボックスを閉じます。

ステップ 5 [Security] ダイアログボックスが表示された場合、次の手順を実行します。

a) （任意） チェックボックスをオンにして、シスコからのすべてのコンテンツを受け入れます。

b) [Yes] をクリックして証明書を受け入れ、続行します。

ステップ 6 [Login] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ユーザ名とパスワードを入力します。

b) CiscoUCS実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain]ドロップダウン リストから

適切なドメインを選択します。

c) [Login] をクリックします。
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HTTP を使用した Cisco UCS Manager HTML5 GUI へのログイン
Cisco UCS Manager GUIのデフォルトの HTTP Web リンクは、http://UCSManager_IPv4 また

は http://UCSManager_IPv6です。この UCSManager_IPv4 と UCSManager_IPv6 はそれぞれ、

Cisco UCSManager に割り当てられた IPv4 アドレスおよび IPv6 アドレスを表しています。この IP
アドレスは、次のいずれかです。

• クラスタ設定：UCSManager_IPv4 または UCSManager_IPv6 はそれぞれ、Cisco UCS
Managerに割り当てられた仮想またはクラスタの IPv4アドレスと IPv6アドレスを表します。

ファブリック インターコネクト上の管理ポートに割り当てられた IP アドレスを使用しない

でください。

• スタンドアロン設定：UCSManager_IPv4 または UCSManager_IPv6 はそれぞれ、ファブ

リック インターコネクトの管理ポートの IPv4 アドレスと IPv6 アドレスを表します

手順

ステップ 1 Web ブラウザで、Cisco UCS Manager GUI Web リンクを入力するか、ブラウザでブックマークを

選択します。

ステップ 2 Cisco UCS Manager にログイン前のバナーが表示される場合は、メッセージを確認し、[OK] をク

リックしてダイアログボックスを閉じます。

ステップ 3 Cisco UCS Manager の起動ページの HTML 領域で、[Launch UCS Manager] をクリックします。

ステップ 4 [Login] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ユーザ名とパスワードを入力します。

b) CiscoUCS実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain]ドロップダウン リストから

適切なドメインを選択します。

c) [Login] をクリックします。

Cisco UCS Manager HTML5 GUI からのログアウト

手順

ステップ 1 Cisco UCS Manager GUI で、右上の [Exit] をクリックします。

ステップ 2 ドロップダウン リストから、次のいずれかを選択します。

• ログアウトするには [Yes]。

ログアウト後、Cisco UCS Manager の起動ページが表示されます。
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• Cisco UCS Manager GUI の使用を続けるには [No]。

HTML5 GUI の動作の変化
CiscoUCSManagerのHTML5GUIは、既存の Javaベースのアプリケーションのルックアンドフィー

ルに一致するように設計されています。次のような変更があります。

• Show Navigator コマンドは、[Navigation] ペインのツリー ビューでは使用できません。ただ

し、すべての情報は [Work] ペインに表示されます。

• HTML5 GUI は単一ページの Web アプリケーションで、複数のウィンドウを使用できませ

ん。たとえば、子ウィンドウを起動するWebページで作業しており、子ウィンドウのタスク

を完了する必要がある場合、子ウィンドウを閉じてから、元のウィンドウを使用します。こ

の動作は次のページに影響します。

◦ LAN アップリンク マネージャ

◦ SAN アップリンク マネージャ

◦ NAS アプライアンス マネージャ

◦ SAN ストレージ マネージャ

◦ Internal Fabric Manager

• オンライン ヘルプの [?] ボタンをクリックすると、現在アクティブなタブのオンライン ヘル

プがすぐに開きます。

• 多くの場合、テーブル内の行操作がすぐに適用されます。ただし、vNIC、vHBA、および

iSCSI vNIC を作成するには、[Save Changes] ボタンをクリックする必要があります。

• 確認ボックスのデフォルト値は [No] または [Cancel] です。

• ダウンロードするファイルはすべて、ローカル ブラウザの設定によって決まります。

HTML5 サポートブラウザ
次の Web ブラウザは、Cisco UCS Manager HTML5 GUI でサポートされています。

• Microsoft Internet Explorer バージョン 10 以降

• Mozilla Firefox バージョン 26 以降

• Google Chrome バージョン 30 以降

• Apple Safari バージョン 7 以降
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Safariブラウザから初めてログインしたときに証明書の承認が必要な場合があ

ります。

（注）

• Opera バージョン 19 以降
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第 5 章

ファブリックインターコネクトの設定

この章は、次の項で構成されています。

• 初期システム セットアップ, 69 ページ

• スタンドアロン設定用の初期システム セットアップの実行, 71 ページ

• クラスタ設定の初期システム セットアップ, 74 ページ

• スタンドアロン ファブリック インターコネクトに対するクラスタ設定のイネーブル化, 79
ページ

• ファブリック インターコネクトの情報ポリシーの設定, 80 ページ

• ファブリックの退避, 82 ページ

• イーサネット スイッチング モード, 84 ページ

• イーサネット スイッチング モードの設定, 85 ページ

• ファイバ チャネル スイッチング モード, 86 ページ

• ファイバ チャネル スイッチング モードの設定, 87 ページ

• ファブリック インターコネクトのプロパティの変更, 88 ページ

• ファブリック インターコネクトのリーダーシップ ロールの決定, 89 ページ

初期システムセットアップ
CiscoUCSドメイン内のファブリックインターコネクトに初めてアクセスしたときは、セットアッ

プ ウィザードで、システム設定に必要な次の情報を設定する必要があります。

• インストール方法（GUI または CLI）

• セットアップ モード（フル システム バックアップからの復元または初期セットアップ）

• システム設定タイプ（スタンドアロンまたはクラスタ設定）
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• システム名

• admin パスワード

• 管理ポートの IPv4 アドレスとサブネット マスク、または IPv6 アドレスとプレフィックス

• デフォルトのゲートウェイの IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス

• DNS サーバの IPv4 または IPv6 アドレス

• デフォルトのドメイン名

セットアップモード

システム設定を既存のバックアップファイルから復元するか、セットアップウィザードを実行し

てシステムを手動でセットアップするか、選択できます。システムを復元する場合は、バックアッ

プ ファイルが、管理ネットワークから到達可能な場所に存在する必要があります。

システム設定タイプ

Cisco UCS ドメインは、スタンドアロン構成で単一のファブリック インターコネクトを使用する

ように設定することもできますし、クラスタ構成でファブリック インターコネクトの冗長ペアを

使用するように設定することもできます。

クラスタ設定では、ハイアベイラビリティが提供されます。一方のファブリックインターコネク

トが使用不可能になっても、もう一方が代わりを務めます。クラスタ設定をサポートするには、

管理ポート（Mgmt0）接続が 1 つだけあれば十分です。しかし、リンクレベルの冗長性を実現す

るには、両方の Mgmt0 ポートを接続する必要があります。

さらに、クラスタ構成では、冗長仮想インターフェイス（VIF）接続のフェールオーバー リカバ

リ時間が大幅に向上します。アダプタに、あるファブリック インターコネクトへのアクティブな

VIF 接続と別の（第 2 の）ファブリック インターコネクトへのスタンバイ VIF 接続が存在する場

合、アクティブなVIFの学習済みMACアドレスは複製されますが、第2のファブリックインター

コネクトにはインストールされません。アクティブな VIF に障害が発生した場合、第 2 のファブ

リック インターコネクトは複製された MAC アドレスをインストールし、それを Gratuitous ARP
メッセージを介してネットワークにブロードキャストして、切り替え時間を短縮します。

クラスタ構成では、管理プレーンに対してのみ冗長性が提供されます。データの冗長性はユー

ザの設定に依存するので、データの冗長性をサポートするにはサードパーティ製のツールが必

要なこともあります。

（注）

クラスタ構成を使用するには、L1（L1 から L1）と L2（L2 から L2）のハイ アベイラビリティ

ポート間で、イーサネット ケーブルを使用して 2つのファブリック インターコネクトを直接接続

し、その間に他のファブリック インターコネクトが含まれないようにする必要があります。ま

た、パッチパネルを介してファブリックインターコネクトを直接接続すると、それらは互いの状

態を継続的にモニタして、一方で故障が発生した場合に即座にそれを検知できるようになります。
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クラスタ設定内の両方のファブリックインターコネクトに対して初期セットアッププロセスを実

行する必要があります。クラスタ構成用に設定した 1 番目のファブリック インターコネクトをイ

ネーブルにする必要があります。2番目のファブリックインターコネクトを設定すると、そのファ

ブリック インターコネクトはクラスタ内のピア ファブリック インターコネクトとして 1 番目の

ファブリック インターコネクトを検出します。

詳細については、『Cisco UCS 6100 Series Fabric Interconnect Hardware Installation Guide』 を参照

してください。

管理ポートの IP アドレス
スタンドアロン設定では、ファブリックインターコネクトの単一の管理ポートに対して IPv4アド

レス、ゲートウェイ、サブネット マスクを 1つだけ、または IPv6アドレス、ゲートウェイ、ネッ

トワーク プレフィックスを 1つだけ指定する必要があります。管理ポートの IPアドレスに対して

IPv4 または IPv6 アドレスのいずれかを設定できます。

クラスタ構成では、同一のサブネットに以下の 3つの IPv4アドレスを指定するか、プレフィック

スが同じ 3 つの IPv6 アドレスを指定する必要があります。

• ファブリック インターコネクト A の管理ポートの IP アドレス

• ファブリック インターコネクト B の管理ポートの IP アドレス

• クラスタの IP アドレス

クラスタ構成では、両方のファブリック インターコネクトの管理ポートに同じアドレス タイ

プ（IPv4 または IPv6）を設定する必要があります。最初の FI に IPv4 アドレスを設定し、2 番

目の FI に IPv6 アドレスを設定すると、その構成は機能しません。

（注）

スタンドアロン設定用の初期システムセットアップの実

行

はじめる前に

1 ファブリック インターコネクトにおける次の物理接続を確認します。

• コンソール ポートがコンピュータ端末またはコンソール サーバに物理的に接続されてい

る。

• 管理イーサネット ポート（mgmt0）が外部のハブ、スイッチ、またはルータに接続され

ている。

詳細については、お使いのファブリック インターコネクトに関する『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。
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2 コンソール ポートに接続しているコンピュータ端末（またはコンソール サーバ）でコンソー

ル ポート パラメータが次のとおりであることを確認します。

• 9600 ボー

• 8 データ ビット

• パリティなし

• 1 ストップ ビット

3 初期設定で入力する必要がある次の情報を収集します。

• システム名

• admin アカウントのパスワード。Cisco UCS Manager のパスワードのガイドラインに適合

する強力なパスワードを選択します。このパスワードは空にできません。

• 管理ポート IPv4 およびサブネット マスク、または IPv6 アドレスとプレフィックス。

• デフォルト ゲートウェイ IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス。

• DNS サーバの IPv4 または IPv6 アドレス（任意）。

• システムのドメイン名（任意）。

手順

ステップ 1 ファブリック インターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 2 システムがリースを取得したら、手順 6 に進みます。それ以外の場合は次の手順に進みます。

ステップ 3 コンソール ポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに gui と入力します。

ステップ 5 システムが DHCP サーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

• ファブリック インターコネクトの管理ポートの IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス

• ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィッ

クス

• ファブリック インターコネクトに割り当てられたデフォルト ゲートウェイの IPv4 アドレス

または IPv6 アドレス

Cisco UCSManagerは、IPv6 DHCPサーバまたは IPv6ルータ アドバタイズメントからの

自動設定をサポートしません。

（注）
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ステップ 6 プロンプトから、サポートされるWebブラウザにWebリンクをコピーし、CiscoUCSManagerGUI
起動ページに移動します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI 起動ページで [Express Setup] を選択します。

ステップ 8 [Express Setup] ページで [Initial Setup] を選択し、[Submit] をクリックします。

ステップ 9 [Cluster and Fabric Setup] 領域で、[Standalone Mode] オプションを選択します。

ステップ 10 [System Setup] 領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco UCS ドメインに割り当てられる名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」が追

加されます。クラスタ設定では、ファブリック A に

割り当てられたファブリック インターコネクトに

「-A」が、ファブリック B に割り当てられたファブ

リック インターコネクトに「-B」が追加されます。

[System Name] フィールド

ファブリック インターコネクト上のAdminアカウン

トに使用されるパスワード。

Cisco UCSManagerのパスワードのガイドラインに適

合する強力なパスワードを選択します。このパスワー

ドは空にできません。

[Admin Password] フィールド

ファブリック インターコネクト上のAdminアカウン

トに使用されるパスワード。

[Confirm Admin Password] フィールド

ファブリック インターコネクトの管理ポートのスタ

ティック IPv4 または IPv6 アドレス。

[Mgmt IP Address] フィールド

ファブリック インターコネクトの管理ポートの IPv4
サブネット マスクまたは IPv6 プレフィクス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力された

アドレス タイプに基づく、[Mgmt IP
Netmask] または [Mgmt IP Prefix] 用のシス

テム プロンプト。

（注）

[Mgmt IP Netmask] フィールドまたは

[Mgmt IP Prefix] フィールド

ファブリック インターコネクト上の管理ポートに割

り当てられるデフォルト ゲートウェイの IPv4または

IPv6 アドレス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力された

アドレスタイプに基づく、[DefaultGateway]
用のシステム プロンプト。

（注）

[Default Gateway] フィールド

ファブリック インターコネクトに割り当てられる

DNS サーバの IPv4 または IPv6 アドレス。

[DNS Server IP] フィールド
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説明フィールド

ファブリック インターコネクトが存在するドメイン

の名前。

[Domain Name] フィールド

ステップ 11 [Submit] をクリックします。

セットアップ操作の結果がページに表示されます。

クラスタ設定の初期システムセットアップ

第 1 ファブリックインターコネクトで初期システムセットアップを実
行する

はじめる前に

1 ファブリック インターコネクトにおける次の物理接続を確認します。

• 第 1 のファブリック インターコネクトのコンソール ポートが、コンピュータ端末または

コンソール サーバに物理的に接続されている。

• 管理イーサネット ポート（mgmt0）が外部のハブ、スイッチ、またはルータに接続され

ている。

• 両方のファブリック インターコネクトの L1 ポートが互いに直接接続されている。

• 両方のファブリック インターコネクトの L2 ポートが互いに直接接続されている。

詳細については、お使いのファブリック インターコネクトに関する『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

2 コンソール ポートに接続しているコンピュータ端末（またはコンソール サーバ）でコンソー

ル ポート パラメータが次のとおりであることを確認します。

• 9600 ボー

• 8 データ ビット

• パリティなし

• 1 ストップ ビット

3 初期設定で入力する必要がある次の情報を収集します。

• システム名。
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• admin アカウントのパスワード。Cisco UCS Manager のパスワードのガイドラインに適合

する強力なパスワードを選択します。このパスワードは空にできません。

• 3つのスタティック IPv4または IPv6アドレス：両方のファブリック インターコネクトの

管理ポートに 2 つ（各ファブリック インターコネクトに 1 つずつ）、および Cisco UCS
Manager によって使用されるクラスタ IP アドレスに 1 つ。

• 3 つのスタティック IPv4 アドレスのサブネット マスク、または 3 つのスタティック IPv6
アドレスのネットワーク プレフィックス。

• デフォルト ゲートウェイ IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス。

• DNS サーバの IPv4 または IPv6 アドレス（任意）。

• システムのドメイン名（任意）。

手順

ステップ 1 ファブリック インターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 2 システムがリースを取得したら、手順 6 に進みます。それ以外の場合は次の手順に進みます。

ステップ 3 コンソール ポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに gui と入力します。

ステップ 5 システムが DHCP サーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

• ファブリック インターコネクトの管理ポートの IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス

• ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィッ

クス

• ファブリック インターコネクトに割り当てられたデフォルト ゲートウェイの IPv4 アドレス

または IPv6 アドレス

クラスタ設定では、設定時に両方のファブリックインターコネクトに同じ管理インター

フェイスのアドレス タイプを割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 6 プロンプトから、Web ブラウザに Web リンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI 起動ページに

移動します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI 起動ページで [Express Setup] を選択します。

ステップ 8 [Express Setup] ページで [Initial Setup] を選択し、[Submit] をクリックします。

ステップ 9 [Cluster and Fabric Setup] 領域

a) [Enable Clustering] オプションをクリックします。

b) [Fabric Setup] オプションの場合、Fabric Aを選択します。
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c) [Cluster IP Address] フィールドに、Cisco UCS Manager が使用する IPv4 アドレスまたは IPv6 ア

ドレスを入力します。

ステップ 10 [System Setup] 領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco UCS ドメインに割り当てられる名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」が追

加されます。クラスタ設定では、ファブリック A に

割り当てられたファブリック インターコネクトに

「-A」が、ファブリック B に割り当てられたファブ

リック インターコネクトに「-B」が追加されます。

[System Name] フィールド

ファブリック インターコネクト上のAdminアカウン

トに使用されるパスワード。

Cisco UCSManagerのパスワードのガイドラインに適

合する強力なパスワードを選択します。このパスワー

ドは空にできません。

[Admin Password] フィールド

ファブリック インターコネクト上のAdminアカウン

トに使用されるパスワード。

[Confirm Admin Password] フィールド

ファブリック インターコネクトの管理ポートのスタ

ティック IPv4 または IPv6 アドレス。

[Mgmt IP Address] フィールド

ファブリック インターコネクトの管理ポートの IPv4
サブネット マスクまたは IPv6 プレフィクス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力された

アドレス タイプに基づく、[Mgmt IP
Netmask] または [Mgmt IP Prefix] 用のシス

テム プロンプト。

（注）

[Mgmt IP Netmask] フィールドまたは

[Mgmt IP Prefix] フィールド

ファブリック インターコネクト上の管理ポートに割

り当てられるデフォルト ゲートウェイの IPv4または

IPv6 アドレス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力された

アドレスタイプに基づく、[DefaultGateway]
用のシステム プロンプト。

（注）

[Default Gateway] フィールド

ファブリック インターコネクトに割り当てられる

DNS サーバの IPv4 または IPv6 アドレス。

[DNS Server IP] フィールド

ファブリック インターコネクトが存在するドメイン

の名前。

[Domain Name] フィールド
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ステップ 11 [Submit] をクリックします。

セットアップ操作の結果がページに表示されます。

第 2 ファブリックインターコネクトで初期システムセットアップを実
行する

はじめる前に

次の項目を確認しておく必要があります。

• 第 2 のファブリック インターコネクトのコンソール ポートが、コンピュータ端末またはコ

ンソール サーバに物理的に接続されている。

• 設定した第 1ファブリック インターコネクトでの adminアカウントのパスワードを知ってい

る。

手順

ステップ 1 ファブリック インターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 2 システムがリースを取得したら、手順 6 に進みます。それ以外の場合は次の手順に進みます。

ステップ 3 コンソール ポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに gui と入力します。

ステップ 5 システムが DHCP サーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

• ファブリック インターコネクトの管理ポートの IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス

• ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィッ

クス

• ファブリック インターコネクトに割り当てられたデフォルト ゲートウェイの IPv4 アドレス

または IPv6 アドレス

クラスタ設定では、設定時に両方のファブリックインターコネクトに同じ管理インター

フェイスのアドレス タイプを割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 6 プロンプトから、Web ブラウザに Web リンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI 起動ページに

移動します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI 起動ページで [Express Setup] を選択します。

ステップ 8 [Express Setup] ページで [Initial Setup] を選択し、[Submit] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
77

ファブリックインターコネクトの設定

第 2 ファブリックインターコネクトで初期システムセットアップを実行する



ファブリック インターコネクトは、第 1 ファブリック インターコネクトの設定情報を検出しま

す。

ステップ 9 [Cluster and Fabric Setup] 領域

a) [Enable Clustering] オプション

b) [Fabric Setup] オプションに対して Fabric B が選択されていることを確認します。

ステップ 10 [System Setup]領域で、[Admin Password of Master]フィールドにAdminアカウントのパスワードを

入力します。

[Manager Initial Setup] 領域が表示されます。

ステップ 11 [Manager Initial Setup]領域で表示されるフィールドは、第 1ファブリック インターコネクトを IPv4
または IPv6のどちらの管理アドレスで設定したかによって異なります。次のように、設定に適し

たフィールドに入力します。

説明フィールド

ローカル ファブリック インターコネクトの

Mgmt0 インターフェイスの IPv4 アドレスを入

力します。

[Peer FI is IPv4 Cluster enabled.Please Provide Local
Fabric InterconnectMgmt0 IPv4Address]フィール

ド

ローカル ファブリック インターコネクトの

Mgmt0 インターフェイスの IPv6 アドレスを入

力します。

[Peer FI is IPv6 Cluster Enabled.Please Provide Local
Fabric InterconnectMgmt0 IPv6Address]フィール

ド

ステップ 12 [Submit] をクリックします。

セットアップ操作の結果がページに表示されます。

ファブリックインターコネクトへのアウトオブバンド IPv4 アドレスの
追加

すべてのファブリック インターコネクトでは、OOB IPv4 アドレス、ネットワーク マスク、およ

びゲートウェイが必要です。この手順では、スタティック IPv6アドレスで設定されたファブリッ

ク インターコネクトに OOB IPv4 アドレスを設定する方法について説明します。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトに割り当てるアウトオブバンド（OOB）IPv4アドレスを収集しま

す。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリック A のファブリック コンフィギュ

レーション モードを開始します。

UCS-A # scope fabric interconnect
a

ステップ 1   

OOB IPv4 アドレス、ネットワーク マスク、お

よびゲートウェイ アドレスを設定します。

UCS-A/fabric-interconnect # set
out-of-band ip ip-addr netmask
ip-addrgw ip-addr

ステップ 2   

システムは変更がコミットされると、コンソー

ルセッションの変更が切断される可能性を警告

します。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A/fabric-interconnect #
commit-buffer

ステップ 3   

次に、ファブリック インターコネクト A の OOB IPv4 アドレスを設定する例を示します。

UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric-interconnect # set out-of-band ip 10.105.214.107 netmask 255.255.255.0 gw
10.105.214.1
Warning: When committed, this change may disconnect the current CLI session
UCS-A /fabric-interconnect* # commit-buffer

スタンドアロンファブリックインターコネクトに対する

クラスタ設定のイネーブル化
1 つのスタンドアロン ファブリック インターコネクトを使用する既存の Cisco UCS ドメインに、

2番目のファブリック インターコネクトを追加できます。これを行うには、クラスタの仮想 IPま

たは IPv6 アドレスを使用して設定することでスタンドアロン ファブリック インターコネクトの

クラスタ動作をイネーブルにし、その後、クラスタに 2 番目のファブリック インターコネクトを

追加します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ローカル管理モードを開始します。UCS-A# connect local-mgmtステップ 1   

指定の IPv4 または IPv6 アドレスを持つスタンドアロ

ン ファブリック インターコネクトでクラスタ動作を

UCS-A(local-mgmt) # enable
cluster
{virtual-ip-addr|virtual-ip6-addr}

ステップ 2   

イネーブルにします。このコマンドを入力すると、ク

ラスタ動作をイネーブルにすることを確認するプロン

プトが表示されます。確認のために yes と入力しま

す。
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目的コマンドまたはアクション

IP アドレスは、クラスタに追加するファブリック イ

ンターコネクトに割り当てられた IP アドレスではな

く、クラスタ設定用の仮想 IPv4 または IPv6 アドレス

である必要があります。

次に、仮想 IPv4 アドレス 192.168.1.101 を使用して、スタンドアロン ファブリック インターコネ

クトのクラスタ動作をイネーブルにする例を示します。

UCS-A# connect local-mgmt
UCS-A(local-mgmt)# enable cluster 192.168.1.101
This command will enable cluster mode on this setup. You cannot change it
back to stand-alone. Also, any GUI or KVM sessions may be terminated. Are you sure you want
to continue? (yes/no): yes
UCS-A(local-mgmt)#

次に、仮想 IPv6 アドレス 192.168.1.101 を使用して、スタンドアロン ファブリック インターコネ

クトのクラスタ動作をイネーブルにする例を示します。

UCS-A# connect local-mgmt
UCS-A(local-mgmt)# enable cluster ipv6 2001::109
This command will enable IPv6 cluster mode on this setup. You cannot change it
back to stand-alone. Also, any GUI or KVM sessions may be terminated. Are you sure you want
to continue? (yes/no): yes
UCS-A(local-mgmt)#

次の作業

クラスタに第 2 のファブリック インターコネクトを追加します。

ファブリックインターコネクトの情報ポリシーの設定
Cisco UCS サーバに接続されているアップリンク スイッチを表示する情報ポリシーを設定する必

要があります。

ファブリック インターコネクトの SAN、LAN および LLDP ネイバーを表示するには、ファブ

リック インターコネクトの情報ポリシーを有効にする必要があります。

重要
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ファブリックインターコネクトの情報ポリシーの有効化または無効化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Info Policy] 領域で、次のいずれかを選択します。

説明オプション

情報ポリシーを無効にしますディセーブル

情報ポリシーを有効にしますイネーブル

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ファブリックインターコネクトの LAN ネイバーの表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] を展開します。

ステップ 3 LAN ネイバーを表示するファブリック インターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Neighbors] タブをクリックします。

ステップ 5 [LAN] サブタブをクリックします。

このサブタブは指定したファブリック インターコネクトの LAN ネイバーをリストします。
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ファブリックインターコネクトの SAN ネイバーの表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] を展開します。

ステップ 3 SAN ネイバーを表示するファブリック インターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Neighbors] タブをクリックします。

ステップ 5 [SAN] サブタブをクリックします。

このサブタブは指定したファブリック インターコネクトの SAN ネイバーをリストします。

ファブリックインターコネクトの LLDP ネイバーの表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] を展開します。

ステップ 3 LLDP ネイバーを表示するファブリック インターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Neighbors] タブをクリックします。

ステップ 5 [LLDP] サブタブをクリックします。

このサブタブは指定したファブリック インターコネクトの LLDP ネイバーをリストします。

ファブリックの退避
Cisco UCS Manager 2.2(4) ではファブリックの退避が導入されています。これは、システムをアッ

プグレードしている間、IOM または FEX を介して接続されているサーバからファブリック イン

ターコネクトを通過していくすべてのトラフィックを退避させる機能です。

システムのセカンダリ ファブリック インターコネクトをアップグレードすると、ファブリック

インターコネクト上でアクティブであるトラフィックは中断されます。このトラフィックは、プ

ライマリ ファブリック インターコネクトにフェールオーバーします。アップグレード プロセス

中にファブリックを退避させるには、次の手順を実行します。

1 ファブリックインターコネクトを通過するアクティブなすべてのトラフィックを停止します。
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2 フェールオーバーが設定されている vNIC の場合は、Cisco UCS Manager または vCenter などの

ツールを使用してトラフィックがフェールオーバーしたことを確認します。

3 セカンダリ ファブリック インターコネクトをアップグレードします。

4 停止したすべてのトラフィック フローを再開します。

5 クラスタ リードをセカンダリ ファブリック インターコネクトに変更します。

6 ステップ 1 ～ 4 を繰り返し、他のファブリック インターコネクトをアップグレードします。

ファブリックの退避は、次でのみサポートされます。（注）

• 手動インストール

• クラスタ構成

ファブリックの退避の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリック

します。

ステップ 1   

[Equipment] タブの [Equipment] > [Fabric
Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開

します。

ステップ 2   

[Work] ペインで、[General] タブをクリックしま

す。

ステップ 3   

[Configure Evacuation]ダイア

ログボックスが表示されま

す。

[General] タブの [Actions] 領域で、[Configure
Evacuation] をクリックします。

ステップ 4   

指定したファブリック インターコネクトのファブ

リックの退避を設定するには、[Admin EvacMode]
ステップ 5   

フィールドで、次のオプション ボタンの 1 つをク

リックします。

• [On]：指定したファブリックインターコネク

トを通過するアクティブなすべてのトラ

フィックを停止します。
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目的コマンドまたはアクション

• [Off]：指定したファブリックインターコネク

トを通過するトラフィックを再開します。

（任意）現在の退避状態に関係なくファブリック インター

コネクトを退避するには、[Force] チェックボック

スをオンにします。

ステップ 6   

警告ダイアログボックスが表

示されます。
Enabling fabric evacuation
will stop all traffic

[Apply] をクリックします。ステップ 7   

through this Fabric
Interconnect from servers
attached through IOM/FEX.
The traffic will fail over
to the Primary Fabric
Interconnect for fail over
vnics.
Are you sure you want to
continue?

[OK] をクリックしてファブリックの退避を確認

し、続行します。

ステップ 8   

イーサネットスイッチングモード
イーサネットスイッチングモードにより、サーバとネットワークの間のスイッチング装置として

ファブリックインターコネクトがどのように動作するかが決定されます。ファブリックインター

コネクトは、次のイーサネット スイッチング モードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホスト モードでは、ファブリック インターコネクトが、vNIC を介して接続されているす

べてのサーバ（ホスト）に代わって、ネットワークに対するエンド ホストとして動作できます。

この動作は、vNIC をアップリンク ポートにピン接続することにより実現されます（動的なピン

接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ネットワークに対して冗長性が提供され、

これらのアップリンクポートはファブリックの残りの部分に対してサーバポートとなります。エ

ンドホストモードの場合、ファブリックインターコネクトでスパニングツリープロトコル（STP）

は実行されません。しかし、ループは、アップリンク ポートがトラフィックを相互に転送するの

を拒否すること、および同時に複数のアップリンクポート上に存在する出力サーバトラフィック

を拒否することにより回避されます。エンドホストモードは、デフォルトのイーサネットスイッ

チング モードであり、次のいずれかがアップストリームで使用される場合に使用する必要があり

ます。

• レイヤ 2 集約のための レイヤ 2 スイッチング
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• Virtual Switching System（VSS）集約レイヤ

エンドホスト モードを有効にした場合、vNICがアップリンク ポートに固定ピン接続されてい

て、このアップリンク ポートがダウンすると、システムはその vNICをピン接続し直すことは

できず、その vNIC はダウンしたままになります。

（注）

スイッチモード

スイッチ モードは従来のイーサネット スイッチング モードです。ループを回避するためにファ

ブリック インターコネクトで STP が実行され、ブロードキャスト パケットとマルチキャスト パ

ケットは従来の方法で処理されます。スイッチモードは、デフォルトのイーサネットスイッチン

グモードではありません。ファブリックインターコネクトをルータに直接接続する場合、または

次のいずれかがアップストリームで使用される場合に限り使用する必要があります。

• レイヤ 3 集約

• ボックス内の VLAN

どちらのイーサネット スイッチング モードの場合でも、サーバ アレイ内のすべてのサーバ間

ユニキャスト トラフィックは、ファブリック インターコネクトを介してだけ送信され、アッ

プリンク ポートを介して送信されることはありません。vNICがアップリンク ポートに固定ピ

ン接続されていたとしても同様です。サーバ間のマルチキャストトラフィックとブロードキャ

スト トラフィックは、同じ VLAN 内のすべてのアップリンク ポートを介して送信されます。

（注）

イーサネットスイッチングモードの設定

イーサネット スイッチング モードを変更すると、Cisco UCSManagerにより自動的にログアウ

トとファブリック インターコネクトの再起動が実行されます。 クラスタ設定では、CiscoUCS
Managerにより両方のファブリック インターコネクトが再起動されます。 2つめのファブリッ

ク インターコネクトでイーサネット スイッチング モードの変更が完了し、システムで使用で

きるようになるまで数分間かかります。 設定は保持されます。

ファブリック インターコネクトがリブートされるときに、すべてのブレード サーバがすべて

の LAN および SAN 接続を失い、そのためにブレード上のすべてのサーバが完全に停止しま

す。 これにより、オペレーティング システムがクラッシュする場合があります。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [General] タブの [Actions] 領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• [Set Ethernet Switching Mode]

• [Set Ethernet End-Host Mode]

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes] をクリックします。

Cisco UCS Manager はファブリック インターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager GUI との接続を解除します。

ファイバチャネルスイッチングモード
ファイバ チャネル スイッチング モードは、サーバとストレージ デバイス間のスイッチング装置

としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリックイン

ターコネクトは、次のファイバ チャネル スイッチング モードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホスト モードを使用すると、ファブリック インターコネクトは、仮想ホスト バス アダプ

タ（vHBA）を介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されているファ

イバチャネルネットワークに対するエンドホストとして動作することができます。この動作は、

vHBAをファイバ チャネル ポート アダプタにピン接続することにより実現されます（動的なピン

接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ファイバチャネルポートはファブリック

の残りの部分に対してサーバ ポート（Nポート）となります。エンドホスト モードの場合、ファ

ブリックインターコネクトは、アップリンクポートがトラフィックを相互に転送するのを拒否す

ることでループを回避します。

エンドホスト モードはNポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォルトの

ファイバ チャネル スイッチング モードです。

エンドホスト モードを有効にした場合、vHBA がアップリンク ファイバ チャネル ポートに固

定ピン接続されていて、このアップリンク ポートがダウンすると、システムはその vHBA を

ピン接続し直すことはできず、その vHBA はダウンしたままになります。

（注）
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スイッチモード

スイッチ モードは従来のファイバ チャネル スイッチング モードです。スイッチ モードを使用し

て、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続することができます。ファ

イバ チャネル スイッチ モードの有効化は、SAN が存在しない（たとえば、ストレージに直接接

続された 1 つの Cisco UCS ドメイン）ポッド モデル、または SAN が存在する（アップストリー

ム MDS を使用）ポッド モデルで役に立ちます。

スイッチ モードはデフォルトのファイバ チャネル スイッチング モードではありません。

ファイバ チャネル スイッチ モードでは、SAN ピン グループは不適切です。既存の SAN ピン

グループはすべて無視されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバ チャネル スイッチング モードを変更すると、Cisco UCS Manager により自動的にロ

グアウトとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ設定では、Cisco
UCS Manager が両方のファブリック インターコネクトを同時に再起動します。 2 つめのファ

ブリック インターコネクトがファイバ チャネル スイッチング モードに変更され、システムが

使用できるようになるまでには数分間かかります。

重要

ファイバ チャネル スイッチング モードを変更すると、両方の UCS ファブリック インターコ

ネクトが同時にリロードします。ファブリック インターコネクトがリロードすると、約 10 ～

15 分のダウンタイムがシステム全体で発生します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [General] タブの [Actions] 領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• [Set Fibre Channel Switching Mode]

• [Set Fibre Channel End-Host Mode]

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes] をクリックします。
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Cisco UCS Manager はファブリック インターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager GUI との接続を解除します。

ファブリックインターコネクトのプロパティの変更

CiscoUCSドメインのサブネットまたはネットワーク プレフィックスを変更するには、すべて

のサブネットまたはプレフィックス、Cisco UCS Manager へのアクセスに使用する仮想の IPv4
または IPv6 アドレス、両方のファブリック インターコネクトの IPv4 または IPv6 アドレスを

同時に変更する必要があります。

両方のファブリック インターコネクトは IPv4 か IPv6 の同じ管理アドレス タイプを維持する

必要があります。ファブリック B の管理アドレス タイプを変更しない場合、ファブリック A
の管理アドレス タイプは変更できません。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで [ALL] をクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域で [Management Interfaces] をクリックして、[Management Interfaces] ダイアログボッ

クスを開きます。

ステップ 5 [Management Interfaces] ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 6 Cisco UCSManagerにアクセスする際に使用する仮想 IPアドレスのみを変更するには、[Virtual IP]
領域の [IPv4 Address]フィールドまたは [IPv6 Address]フィールドに、目的の IPアドレスを入力し

ます。

ステップ 7 Cisco UCS ドメインに割り当てられた名前だけを変更するには、[Virtual IP] 領域の [Virtual IP
Name][Name] フィールドフィールドに必要な名前を入力します。

ステップ 8 サブネットと IPv4アドレス、または、ネットワークプレフィックスと IPv6アドレス、およびファ

ブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイを変更するには、次のフィー

ルドを更新します。

a) [Virtual IP] 領域の [IPv4 Address] フィールドまたは [IPv6 Address] フィールドで、Cisco UCS
Manager にアクセスする際に使用する IP アドレスを変更します。

b) 各ファブリック インターコネクトの [Fabric Interconnect]領域で、[IPv4]または [IPv6]のタブを

クリックします。

c) [IPv4] タブで、IP アドレス、サブネット マスク、およびデフォルト ゲートウェイを更新しま

す。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
88

ファブリックインターコネクトの設定

ファブリックインターコネクトのプロパティの変更



d) [IPv6]タブで、IPアドレス、プレフィックス、およびデフォルトゲートウェイを更新します。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

ステップ 10 Cisco UCS Manager GUI からログアウトし、再びログインして変更を確認します。

ファブリックインターコネクトのリーダーシップロール

の決定

管理者パスワードがわからなくなった場合にクラスタ内のファブリック インターコネクトの

権限を判別するには、両方のファブリック インターコネクトの IP アドレスから Cisco UCS
ManagerGUIを開きます。従属ファブリックインターコネクトは失敗し、次のメッセージが表

示されます。

UCSM GUI is not available on secondary node.

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] を展開します。

ステップ 3 ロールを識別するファブリック インターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [General] タブで、[High Availability Details] バーの下矢印をクリックしてこの領域を展開します。

ステップ 6 [Leadership]フィールドを表示して、このファブリックインターコネクトがプライマリファブリッ

ク インターコネクトか、従属ファブリック インターコネクトかを決定します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
89

ファブリックインターコネクトの設定

ファブリックインターコネクトのリーダーシップロールの決定



   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
90

ファブリックインターコネクトの設定

ファブリックインターコネクトのリーダーシップロールの決定



第 6 章

ポートおよびポートチャネルの設定

この章は、次の項で構成されています。

• 6100シリーズ ファブリック インターコネクト上のサーバ ポートとアップリンク ポート, 92
ページ

• Cisco UCS 6200 シリーズ Fabric Interconnect のユニファイド ポート, 93 ページ

• サーバ ポート, 104 ページ

• アップリンク イーサネット ポート, 105 ページ

• ファブリック インターコネクトのポートの再設定, 106 ページ

• ファブリック インターコネクトのポートのイネーブル化またはディセーブル化, 107 ページ

• ファブリック インターコネクトのポート設定解除, 108 ページ

• アプライアンス ポート, 108 ページ

• FCoE およびファイバ チャネル ストレージ ポート, 110 ページ

• FC アップリンク ポートの設定, 112 ページ

• FCoE アップリンク ポート, 113 ページ

• ユニファイド ストレージ ポート, 114 ページ

• ユニファイド アップリンク ポート, 116 ページ

• アップリンク イーサネット ポート チャネル, 118 ページ

• アプライアンス ポート チャネル, 121 ページ

• しきい値条件の作成, 124 ページ

• ポリシーベースのポート エラー処理, 125 ページ

• ファイバ チャネル ポート チャネル, 126 ページ

• FCoE ポート チャネル, 130 ページ

• ユニファイド アップリンク ポート チャネル, 131 ページ
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• アダプタ ポート チャネル, 132 ページ

• ファブリック ポート チャネル, 132 ページ

• Internal Fabric Manager を使用したサーバ ポートの設定, 136 ページ

6100 シリーズファブリックインターコネクト上のサーバ
ポートとアップリンクポート

各CiscoUCS6100シリーズFabric Interconnectには、サーバ ポートまたはアップリンク イーサネッ

トポートとして設定できるポートの集合が固定ポートモジュール内に存在します。これらのポー

トは予約されていません。設定するまでは Cisco UCS ドメインで使用できません。拡張モジュー

ルを追加して、ファブリックインターコネクト上のアップリンクポートの数を増やしたり、ファ

ブリック インターコネクトにアップリンク ファイバ チャネル ポートを追加したりできます。

ファブリック インターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設

定されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中

断されることがあります。ポートは設定後にディセーブルにできます。

（注）

LAN ピン グループと SAN ピン グループを作成して、サーバからのトラフィックをアップリンク

ポートにピン接続する必要があります。

Cisco UCS 6100 シリーズ Fabric Interconnect のポートは統合されません。ユニファイド ポート

の詳細については、「Cisco UCS 6200 シリーズ Fabric Interconnect のユニファイド ポート」を

参照してください。

（注）

各ファブリック インターコネクトには、次のポート タイプを含めることができます。

サーバポート

サーバ ポートは、ファブリック インターコネクトとサーバ上のアダプタ カードとの間の

データ トラフィックを処理します。

設定できるのは固定ポート モジュールのサーバ ポートだけです。 拡張モジュールにはサー

バ ポートは含まれません。
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アップリンクイーサネットポート

アップリンク イーサネット ポートは、ファブリック インターコネクトと次のレイヤのネッ

トワークとの間のイーサネット トラフィックを処理します。すべてのネットワーク行きの

イーサネット トラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

デフォルトでは、イーサネット ポートは未設定です。ただし、次のようにして機能するよ

う設定できます。

• アップリンク

• FCoE

• アプライアンス

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

アップリンクファイバチャネルポート

アップリンク ファイバ チャネル ポートは、ファブリック インターコネクトとストレージ

エリアネットワークの次のレイヤとの間のFCoEトラフィックを処理します。すべてのネッ

トワーク行きの FCoE トラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

デフォルトでは、ファイバ チャネル ポートがアップリンクです。ただし、ファイバ チャネ

ル ストレージ ポートとして動作するよう設定できます。これは、Cisco UCS に直接接続ス

トレージ（DAS）デバイスとの接続が必要な場合に役立ちます。

設定できるのは拡張モジュールのアップリンク ファイバ チャネル ポートだけです。 固定モ

ジュールには、アップリンク ファイバ チャネル ポートは含まれません。

Cisco UCS 6200 シリーズ Fabric Interconnectのユニファイ
ドポート

ユニファイド ポートはCiscoUCS 6200シリーズ Fabric Interconnect上のポートであり、イーサネッ

トまたはファイバチャネルトラフィックを伝送するように設定できます。これらのポートは予約

されていません。ポートを設定するまで、Cisco UCS ドメインでそれらのポートを使用すること

はできません。

ファブリック インターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設

定されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中

断されることがあります。ポートは設定後にディセーブルにできます。

（注）

設定可能なビーコン LED は、選択したポート モードに設定されているユニファイド ポートを示

します。
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ポートモード

ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファイ

バ チャネル トラフィックを転送するかどうかを決定します。ポート モードは、ファブリック イ

ンターコネクトによって自動的に検出されません。これは Cisco UCS Manager で設定されます。

ポート モードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLAN や VSAN など、そのポートの設定に関連付けられているオブジェクトはすべて削除さ

れます。ユニファイド ポートのポート モードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ

ポート タイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

リストされている全ポート タイプは、固定および拡張モジュールの両方で設定できます。これに

は、6100 シリーズ ファブリック インターコネクトの拡張モジュールでは設定できないものの、

6200 シリーズ ファブリック インターコネクトの拡張モジュールでは設定できるサーバ ポートを

含みます。

デフォルトでは、イーサネット ポート モードに変更された統合ポートは、イーサネット アップ

リンク ポート タイプに設定されます。ファイバ チャネル ポート モードに変更された統合ポート

は、ファイバ チャネル アップリンク ポート タイプに設定されます。ファイバ チャネル ポートの

設定を解除することはできません。

ポート タイプ変更時のリブートは不要です。

ポート モードがイーサネットに設定されたときには、次のポート タイプを設定できます。

• サーバ ポート

• イーサネット アップリンク ポート

• イーサネット ポート チャネル メンバ

• FCoE ポート

• アプライアンス ポート

• アプライアンス ポート チャネル メンバ

• SPAN 宛先ポート

• SPAN 送信元ポート

SPAN 送信元ポートは、ポート タイプのいずれかを設定してから、そのポー

トを SPAN 送信元として設定します。

（注）

ポート モードがファイバ チャネルに設定されたときには、次のポート タイプを設定できます。
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• ファイバ チャネル アップリンク ポート

• ファイバ チャネル ポート チャネル メンバ

• ファイバ チャネル ストレージ ポート

• FCoE アップリンク ポート

• SPAN 宛先ポート

• SPAN 送信元ポート

SPAN 送信元ポートは、ポート タイプのいずれかを設定してから、そのポー

トを SPAN 送信元として設定します。

（注）

TCP ポートおよび UDP ポート
次の表に、管理アクセスのために Cisco UCS で使用される TCP と UDP の着信および発信ポート

を示します。

表 6：着信ポート

使用法トラフィック

タイプ

Protocolインターフェ

イス

Port

Cisco UCS Manager CLI アクセスTCPTelnetCLI23

Cisco UCS Manager CLI アクセスTCPSSHCLI22

Cisco UCSManagerログイン ペー

ジ アクセス

TCPHTTPS静的 HTML443

クライアント ダウンロードTCPHTTP静的 HTML80

Cisco UCSManager XMLAPIアク

セス

TCPHTTPSXML443

Cisco UCS Manager GUI および

サードパーティ管理ステーション

で使用されるポート。

TCPHTTPXML80

指定したサーバの COM1 ポート

アクセス

TCPTelnetSerial-over-LAN23

指定したサーバの COM1 ポート

アクセス

TCPSSHSerial-over-LAN22
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使用法トラフィック

タイプ

Protocolインターフェ

イス

Port

モニタリング用に公開された
SNMP MIB

UDPSNMPSNMP161

BMC への IPMI アクセスUDPRMCPIPMI-over-LAN623

BMC のデータ パスTCPAvocent ビデオ

セッション

KVM2068

KVM ランチャで使用される

Adobe ポート

TCPxmlPolicy843

HTTP を介した CIM メッセージ

の送信

TCPCIM XML5988

表 7：発信ポート

使用法トラフィックタイププロトコルサービスPort

AAA サーバ認証

要求

UDPRADIUSAAA1812

AAA サーバ認証

要求

UDPRADIUSAAA1813

AAA サーバ認証

要求

TCPTACACSAAA49

UDPLDAPAAA389

グローバル タイ

ム サーバとの時

刻の同期

UDPNTP時刻の同期123

リモート ネット

ワーク管理シス

テムへのトラッ

プの送信。

UDPSNMPSNMP トラップ162
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使用法トラフィックタイププロトコルサービスPort

重要なシステム

イベントに関す

る電子メール

ベースと Web
ベースの通知

TCPSMTPCall Home25

Cisco UCS
Managerによって

生成される

Syslog メッセー

ジ

UDPSYSLOGSyslog514

DNS クエリーUDPDNS名前解決53

ファイル転送UDPTFTPTFTP69

ファイル転送TCPSFTPSFTP115

ファイル転送TCPFTPFTP20-21

ファイル転送TCPSCPSCP21

ユニファイドポートのビーコン LED
6200 シリーズ ファブリック インターコネクトの各ポートには、対応するビーコン LED がありま

す。ビーコンLEDプロパティが設定されている場合、ビーコンLEDは点滅し、指定のポートモー

ドでどのポートが設定されたかを表示します。

ビーコン LEDプロパティは、どのポートが 1つのポートモードにグループ化されたかを示すよう

に設定できます。イーサネットまたはファイバ チャネルのいずれかです。デフォルトでは、ビー

コン LED プロパティは Off に設定されます。

拡張モジュールのユニファイド ポートの場合、ビーコン LEDプロパティは拡張モジュール リ

ブートの間デフォルト値の Off にリセットされます。

（注）

ユニファイドポートの設定に関するガイドライン

ユニファイド ポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。
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ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ユニファイド ポートは、Cisco UCS Manager バージョン 2.0 を搭載した 6200 シリーズ ファブリッ

ク インターコネクトでサポートされます。

ユニファイド ポートは、CiscoUCSManagerバージョン 2.0が動作している場合でも、6100シリー

ズ ファブリック インターコネクトではサポートされていません。

ポートモードの配置

Cisco UCS Manager GUI インターフェイスは、スライダを使用して固定モジュールまたは拡張モ

ジュールにおけるユニファイド ポートのポート モードを設定するので、ユニファイド ポートへ

のポート モードの割り当て方法を制限する次の制約事項が自動的に適用されます。Cisco UCS
ManagerCLIインターフェイスを使用する場合は、トランザクションをシステム設定にコミットす

るときに次の制約事項が適用されます。ポート モードの設定が次の制約事項のいずれかに違反す

る場合、Cisco UCS Manager CLI はエラーを表示します。

• イーサネット ポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールについて

（固定または拡張）、イーサネット ポート ブロックは最初のポートから開始し、偶数ポー

トで終了する必要があります。

• ファイバ チャネル ポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールにつ

いて（固定または拡張）、ファイバチャネルポートブロック内の最初のポートは最後のイー

サネットポートの後に続き、モジュール内の残りのポートを含むよう拡張する必要がありま

す。ファイバ チャネル ポートだけを含む設定では、ファイバ チャネル ブロックは、固定ま

たは拡張モジュールの 1 番目のポートから開始する必要があります。

• イーサネット ポートとファイバ チャネル ポートの交替は、単一モジュール上ではサポート

されない。

有効な設定例：イーサネット ポート モードに設定された固定モジュールにユニファイド ポート

1～ 16を含み、ファイバ チャネル ポート モードにポート 17～ 32を含む。拡張モジュールでは、

ポート 1 ～ 4 をイーサネット ポート モードに設定し、ポート 5 ～ 16 をファイバ チャネル モード

に設定できます。このポート割り当ては各個別モジュールの規則に準拠しているため、ポート タ

イプ（イーサネット ポートとファイバ チャネル ポート）の交替に関する規則に違反していませ

ん。

無効な設定例：ポート 16 から始まるファイバ チャネル ポートのブロックが含まれている。ポー

トの各ブロックは奇数ポートから開始する必要があるため、ポート17からブロックを開始しなけ

ればなりません。

各ファブリック インターコネクトで設定可能なアップリンク イーサネット ポートおよびアッ

プリンク イーサネット ポート チャネル メンバの総数は、最大 31 に制限されています。この

制限には、拡張モジュールで設定されるアップリンク イーサネット ポートおよびアップリン

ク イーサネット ポート チャネル メンバも含まれます。

（注）
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ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トに関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイド アップリンク ポートとユニファイド ストレージ ポートを使用する際に従

うべき注意事項とガイドラインです。

• ユニファイド アップリンク ポートでは、SPAN送信元として 1つのコンポーネントを有効に

すると、他のコンポーネントが自動的に SPAN 送信元になります。

イーサネット アップリンク ポートで SPAN 送信元を作成または削除すると、

Cisco UCS Manager は FCoE アップリンク ポートで自動的に SPAN 送信元を作

成または削除します。FCoEアップリンク ポートで SPAN送信元を作成する場

合も同じことが起こります。

（注）

• FCoEおよびユニファイド アップリンク ポートでデフォルトでないネイティブVLANを設定

する必要があります。このVLANは、トラフィックには使用されません。CiscoUCSManager
はこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlan を再利用します。この

fcoe-storage-native-vlanは、FCoE およびユニファイド アップリンクでネイティブ VLAN とし

て使用されます。

• ユニファイド アップリンク ポートでは、イーサネット アップリンク ポートにデフォルトで

ない VLAN を設定しないと、fcoe-storage-native-vlan がユニファイド アップリンク ポートの

ネイティブ VLAN として割り当てられます。イーサネット ポートにネイティブ VLAN とし

て指定されているデフォルトでないネイティブ VLAN がある場合、ユニファイド アップリ

ンク ポートのネイティブ VLAN としてこれが割り当てられます。

• イーサネットポートチャネル下でメンバポートを作成または削除すると、CiscoUCSManager
は FCoE ポート チャネル下で自動的にメンバ ポートを作成または削除します。FCoE ポート

チャネルでメンバ ポートを作成または削除する場合も同じことが起こります。

• サーバ ポート、イーサネット アップリンク、FCoE アップリンクまたは FCoE ストレージな

どのスタンドアロン ポートとしてイーサネット ポートを設定し、それをイーサネットまた

は FCOE ポート チャネルのメンバ ポートにしたことで、Cisco UCS Manager により自動的に

このポートがイーサネットと FCoE ポート チャネルの一部となります。

• サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたはFCoEストレー

ジのメンバからメンバ ポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Manager はイーサ

ネット ポート チャネルと FCoE ポート チャネルから対応するメンバ ポートを削除し、新し

いスタンドアロン ポートを作成します。

• Cisco UCSManagerをリリース 2.1から以前のリリースにダウングレードする場合は、ダウン

グレードが完了するとすべてのユニファイドアップリンクポートおよびポートチャネルが、

イーサネット ポートおよびイーサネット ポート チャネルに変換されます。同様に、すべて

のユニファイド ストレージ ポートが、アプライアンス ポートに変換されます。
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• ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのインター

フェイスを作成するときは、1 つだけライセンスがチェックされます。どちらかのインター

フェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のインターフェ

イスがユニファイド アップリンク ポートまたはユニファイド ストレージ ポートでディセー

ブルの場合にのみライセンスが解放されます。

• CiscoUCS6100シリーズファブリックインターコネクトスイッチは、同一のダウンストリー

ム NPV スイッチ側の 1VF または 1VF-PO のみをサポートできます。

ポートモードの変更のデータトラフィックへの影響

ポート モードの変更は、Cisco UCS ドメインのデータ トラフィックへの割り込みを引き起こす場

合があります。割り込みの長さや影響を受けるトラフィックは、Cisco UCS ドメインの設定およ

びポート モード変更を行ったモジュールに依存します。

システム変更中のトラフィックの中断を最小限にするには、固定と拡張モジュールにファイバ

チャネル アップリンク ポートチャネルを形成します。

ヒント

ポートモード変更の拡張モジュールへの影響

拡張モジュールのポート モードの変更後、モジュールを再起動します。拡張モジュールのポート

を通過するすべてのトラフィックは、モジュールのリブート中に約 1 分間中断します。

ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には 2 個のファブリック インターコネクトがあります。固定モジュールへのポート

変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィックの影響

は、1 つのファブリック インターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェールオーバー

するようサーバ vNIC を設定したかどうかに左右されます。

1 つのファブリック インターコネクトの拡張モジュール上のポート モードを変更し、第 2 のファ

ブリックインターコネクトのポートモードを変更する前のリブートを待つ場合、次のことが発生

します。

• サーバ vNIC のフェールオーバーでは、トラフィックは他のファブリック インターコネクト

にフェールオーバーし、中断は発生しません。

• サーバ vNIC のフェールオーバーがない場合、ポート モードを変更したファブリック イン

ターコネクトを通過するすべてのデータ トラフィックは、ファブリック インターコネクト

がリブートする約 8 分間中断されます。

両方のファブリック インターコネクトの固定モジュールのポート モードを同時に変更すると、

ファブリック インターコネクトによるすべてのデータ トラフィックが、ファブリック インター

コネクトがリブートする約 8 分間中断されます。
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ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリック インターコネクトが 1 つだけあります。固定モジュールへ

のポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリックイン

ターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトがリブート

する約 8 分間中断されます。

6248 ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポート モードを変更すると、データ トラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリック インターコネクトのリブー

トが必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインに、ハイ アベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー

ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データ トラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [General] タブの [Actions] 領域で、[Configure Unified Ports] をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポート モードの設定を続行します。

• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンス ウィンドウを待ちます。

ステップ 6 ポート モードを設定するモジュールを選択するには、次のボタンの 1 つをクリックします。

• [Configure Fixed Module]

• [Configure Expansion Module]

ステップ 7 マウスを使用して、モジュールに必要なポート モード設定が表示されるまで、バーに沿ってスラ

イダをドラッグします。

以前設定されたポートのポート モードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 8 他のモジュールのポート モードを設定する必要がある場合は、ステップ 6 と 7 を繰り返します。

ステップ 9 ポート モードの設定を保存するには、[Finish] をクリックします。
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ポート モードを設定したモジュールに応じて、Cisco UCS ドメインのデータ トラフィックは次の

ように中断されます。

• 固定モジュール：ファブリック インターコネクトがリブートします。 そのファブリック イ

ンターコネクトを経由するすべてのデータ トラフィックが中断されます。 ハイ アベイラビ

リティが提供され、フェールオーバー用に設定された vNIC があるサーバが含まれるクラス

タ構成では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中

断は発生しません。

固定モジュールがリブートするまで約 8 分かかります。

• 拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを経由するすべて

のデータ トラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまでに約 1 分かかります。

次の作業

ポートのポート タイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで右

クリックして、そのポートに使用可能なポート タイプを設定できます。

6296 ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポート モードを変更すると、データ トラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリック インターコネクトのリブー

トが必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインに、ハイ アベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー

ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データ トラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [General] タブの [Actions] 領域で、[Configure Unified Ports] をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：[Configure Unified Ports] ウィザードを開いてポート モードの設定を続行します。
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• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンス ウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [Configure Fixed Module Ports] ページで、次の手順を実行します。

a) マウスを使用して、固定モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまで、バーに沿っ

てスライダをドラッグします。

b) ポートのポートタイプを設定する場合は、スライダの上のモジュール表示の任意のポートで右

クリックして、そのポートに使用可能なポート タイプを設定します。

c) 次のいずれかを実行します。

• 拡張モジュール 1 のポートのポート モードを設定するには、[Next] をクリックします。

• 拡張モジュールのポートのポート モードを設定しない場合は、ステップ 9 に進みます。

以前設定されたポートのポート モードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 [Configure Expansion Module 1 Ports] ページで、次の手順を実行します。

a) マウスを使用して、拡張モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまでバーに沿って

スライダをドラッグします。

b) ポートのポートタイプを設定する場合は、スライダの上のモジュール表示の任意のポートで右

クリックして、そのポートに使用可能なポート タイプを設定します。

c) 次のいずれかを実行します。

• 拡張モジュール 2 のポートのポート モードを設定するには、[Next] をクリックします。

• 残りの拡張モジュールのポートのポート モードを設定しない場合は、ステップ 9 に進み

ます。

以前設定されたポートのポート モードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 8 拡張モジュール 3 のポートのポート モードを設定する必要がある場合は、ステップ 7 を繰り返し

ます。

ステップ 9 ポート モードの設定を保存するには、[Finish] をクリックします。

ポート モードを設定したモジュールに応じて、Cisco UCS ドメインのデータ トラフィックは次の

ように中断されます。

• 固定モジュール：ファブリック インターコネクトがリブートします。 そのファブリック イ

ンターコネクトを経由するすべてのデータ トラフィックが中断されます。 ハイ アベイラビ

リティが提供され、フェールオーバー用に設定された vNIC があるサーバが含まれるクラス

タ構成では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中

断は発生しません。

固定モジュールがリブートするまで約 8 分かかります。

• 拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを経由するすべて

のデータ トラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまでに約 1 分かかります。
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ユニファイドポートのビーコン LED の設定
ビーコン LED を設定する各モジュールについて次のタスクを実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 ビーコンLEDを設定するユニファイドポートの場所に応じて、次のいずれかをクリックします。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties] 領域で、[Beacon LED] フィールドの次のオプション ボタンの 1 つをクリックします。

• [Off]：すべての物理 LED が消灯。

• [Eth]：すべてのイーサネット ポートの横にある物理 LED が点灯。

• [Fc]：すべてのファイバ チャネル ポートの横にある物理 LED が点灯。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

サーバポート

サーバポートの設定

リストされている全ポート タイプは、固定および拡張モジュールの両方で設定できます。これに

は、6100 シリーズ ファブリック インターコネクトの拡張モジュールでは設定できないものの、

6200 シリーズ ファブリック インターコネクトの拡張モジュールでは設定できるサーバ ポートを

含みます。

このタスクでは、ポートの設定方法を 1 つだけ説明します。右クリック メニューから、または

LAN アップリンク マネージャでも設定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet
Ports] を展開します。

ステップ 3 [Ethernet Ports] ノード下のポートをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Reconfigure] をクリックします。

ステップ 6 ドロップダウン リストから [Configure as Server Port] を選択します。

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートの設定

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンク イーサネット ポートを設定できます。

このタスクでは、アップリンク イーサネット ポートの設定方法を 1つだけ説明します。右クリッ

ク メニューからもアップリンク イーサネット ポートを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノード下のポートの 1 つをクリックします。

サーバ ポート、アプライアンスのポート、または FCoEストレージ ポートを再設定する場合は、

適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Reconfigure] をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウン リストから [Configure as Uplink Port] を選択します。

次の作業

必要に応じて、アップリンク イーサネット ポートのデフォルト フロー制御ポリシーおよび管理

速度のプロパティを変更します。
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アップリンクイーサネットポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノードで、変更するアップリンク イーサネット ポートをクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Show Interface] をクリックします。

ステップ 7 [Properties] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

a) （任意） [User Label] フィールドに、ポートを識別するためのラベルを入力します。

b) [Flow Control Policy] ドロップダウン リストからフロー制御ポリシーを選択し、受信バッファ

がいっぱいになった場合にポートが IEEE 802.3x ポーズ フレームを送受信する方法を決定しま

す。

c) [Admin Speed] フィールドで、次のオプション ボタンの 1 つをクリックします。

• 1Gbps

• 10 Gbps

ステップ 8 [OK] をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポートの再設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 再設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 再設定するポートを 1 つ以上クリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Reconfigure] をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウン リストからポートの再設定方法を選択します。
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例：アップリンクイーサネットポートをサーバポートとして再設定する

1 [Ethernet Ports] ノードを展開し、再設定するポートを選択します。

2 上記のステップ 5 および 6 を実行します。

3 ドロップダウン リストから [Configure as Server Port] を選択します。

ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化

またはディセーブル化
ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってからシャー

シを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバトラフィッ

クのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されないことがあり

ます。

ポートが設定されている場合にのみ、イネーブルまたはディセーブルにできます。ポートが設定

解除された場合、イネーブルとディセーブルのオプションはアクティブではありません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 イネーブルまたはディセーブルにするポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Enable Port] または [Disable Port] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [OK] をクリックします。
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ファブリックインターコネクトのポート設定解除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Unconfigure] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

アプライアンスポート
アプライアンスのポートは、直接接続されたNFSストレージをファブリックインターコネクトに

接続するためだけに使用されます。

新しいアプライアンス VLAN を作成すると、IEEE VLAN ID は LAN クラウドに追加されませ

ん。したがって、新しい VLAN に設定されたアプライアンスのポートは、ピン接続障害が原

因でデフォルトでダウンしたままになります。これらのアプライアンスのポートを起動するに

は、同じ IEEE VLAN ID を使用して LAN クラウドで VLAN を設定する必要があります。

（注）

Cisco UCSManagerリリース 2.2(4)では、ファブリック インターコネクトあたり最大 4つのアプラ

イアンス ポートをサポートします。

アプライアンスポートの設定

アプライアンス ポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、アプライアンス ポートの設定方法を 1 つだけ説明します。[General]タブからア

プライアンス ポートを設定することもできます。
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アップリンク ポートがダウンしているときにアプライアンス ポートを設定すると、アプライ

アンス ポートに障害が発生したことを示すエラー メッセージが Cisco UCS Manager に表示さ

れる場合があります。このメッセージは、関連するネットワーク制御ポリシーの [Action on
UplinkFail]オプションで制御されます。このオプションの詳細については、ネットワーク制御

ポリシー, （349 ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノードで、ポートを選択します。

サーバ ポート、アップリンク イーサネット ポート、または FCoE ストレージ ポートを再設定す

る場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Reconfigure] をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウン リストから、[Configure as Appliance Port] をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 9 [Configure as Appliance Port] ダイアログ ボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 10 [VLANs] 領域で、次の手順を実行します。

a) フィールドで、次のオプションボタンの1つをクリックして、ポートチャネルで使用するモー

ドを選択します。

• [Trunk]：Cisco UCS Manager GUI に VLAN テーブルが表示され、使用する VLAN を選択

することができます。

• [Access]：Cisco UCSManager GUIに [Select VLAN]ドロップダウン リストが表示され、こ

のポートまたはポート チャネルに関連付ける VLAN を選択できます。

いずれかのモードで、[Create VLAN] リンクをクリックして、新しい VLAN を作成できます。

アプリケーション ポートでアップリンク ポートをトラバースする必要がある場合、

LAN クラウドでこのポートによって使用される各 VLAN も定義する必要がありま

す。 たとえば、ストレージが他のサーバでも使用される場合や、プライマリ ファブ

リック インターコネクトのストレージ コントローラに障害が発生したときにトラ

フィックがセカンダリ ファブリック インターコネクトに確実にフェールオーバーさ

れるようにする必要がある場合は、トラフィックでアップリンク ポートをトラバー

スする必要があります。

（注）

b) [Trunk] オプション ボタンをクリックした場合は、VLAN テーブルの必須フィールドに入力し

ます。
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c) [Access]オプション ボタンをクリックした場合は、 ドロップダウン リスト から VLANを選択

します。

ステップ 11 （任意） エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに

し、名前と MAC アドレスを指定します。

ステップ 12 [OK] をクリックします。

アプライアンスポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 変更するアプライアンス ポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports] を展開します。

ステップ 5 プロパティを変更するアプライアンス ポートをクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions] 領域で、[Show Interface] をクリックします。

すべてのフィールドを表示するには、[Properties]ダイアログ ボックスのスクロール バーの展開ま

たは使用が必要になる場合があります。

ステップ 8 [Properties] ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

FCoE およびファイバチャネルストレージポート

FCoE ストレージポートの設定
FCoE ストレージ ポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、FCoEストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。ポートの[General]
タブから FCoE ストレージ ポートを設定することもできます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバ チャネル スイッチング モードが [Switching] に

設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノード以下の 1 つ以上のポートをクリックします。

アップリンク イーサネット ポート、サーバ ポート、またはアプライアンス ポートを再設定する

場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FCoE Storage Port] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

ファイバチャネルストレージポートの設定

このタスクでは、FCストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。そのポートの [General]
タブから FC ストレージ ポートを設定することもできます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバ チャネル スイッチング モードが [Switching] に

設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 [Expansion Module] ノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports] ノード以下の 1 つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FC Storage Port] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックします。
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アップリンクファイバチャネルポートの復元

このタスクでは、アップリンクFCポートとして動作するFCストレージ ポートを復元する方法を

1 つだけ説明します。そのポートの [General] タブから FC ストレージ ポートを再設定することも

できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 [Expansion Module] ノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports] ノード以下の 1 つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択した 1 つ以上のポートを右クリックし、[Configure as Uplink Port] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

FC アップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールのいずれかに FC アップリンク ポートを設定できます。

このタスクでは、FC アップリンク ポートの設定方法を 1 つだけ説明します。FC アップリンク

ポートは、ポートの右クリック メニューから設定することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports] ノードの下の、[Storage] ポートを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域から、[Configure as Uplink Port] を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUI が成功のメッセージを表示します。

[Actions] 領域で、[Configure as Uplink Port] がグレーアウトして、[Configure as FC Storage Port] が

アクティブになります。
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FCoE アップリンクポート
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインターコ

ネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイスです。

このサポートにより、同じ物理イーサネット ポートで、イーサネット トラフィックとファイバ

チャネル トラフィックの両方を伝送できます。

FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィック用のFCoEプロトコルを使用してアッ

プストリームイーサネットスイッチに接続します。これにより、ファイバチャネルとイーサネッ

ト トラフィックの両方が同じ物理イーサネット リンクに流れることができます。

FCoEアップリンクとユニファイドアップリンクは、ユニファイドファブリックをディストリ

ビューション レイヤ スイッチまで拡張することによりマルチホップ FCoE 機能を有効にしま

す。

（注）

次のいずれかと同じイーサネット ポートを設定できます。

• FCoEアップリンクポート：ファイバ チャネル トラフィック専用のFCoEアップリンク ポー

トとして。

•アップリンクポート：イーサネット トラフィック専用のイーサネット ポートとして。

•ユニファイドアップリンクポート：イーサネットとファイバ チャネル両方のトラフィック

を伝送するユニファイド アップリンク ポートとして。

FCoE アップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールに FCoE アップリンク ポートを設定できます。

このタスクでは、FCoEアップリンクポートの設定方法を1つだけ説明します。アップリンクイー

サネットポートは、右クリックメニュー、またはポートの [General]タブから設定することもでき

ます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノードの下の、[Unconfigured] ポートを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Reconfigure] をクリックします。

ステップ 7 ドロップ ダウン オプションから、[Configure as FCoE Uplink Port] を選択します。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUI が成功のメッセージを表示します。

[Properties] 領域で、[Role] が [FCoE Uplink] に変わります。

ユニファイドストレージポート
ユニファイド ストレージは、イーサネット ストレージ インターフェイスおよび FCoEストレージ

インターフェイスと同じ物理ポートを構成しています。アプライアンス ポートまたは FCoE スト

レージ ポートを固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイド ストレージ ポートとして

設定できます。ユニファイド ストレージ ポートを設定するには、ファブリック インターコネク

トをファイバ チャネル スイッチング モードにする必要があります。

ユニファイド ストレージ ポートでは、個々の FCoE ストレージまたはアプライアンス インター

フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

• ユニファイド ストレージ ポートでは、アプライアンス ポートに対してデフォルト以外の

VLAN が指定されていない場合、fcoe-storage-native-vlan がユニファイド ストレージ ポート

のネイティブ VLAN として割り当てられます。アプライアンス ポートにデフォルト以外の

ネイティブ VLAN がネイティブ VLAN として指定されている場合、それがユニファイド ス

トレージ ポートのネイティブ VLAN として割り当てられます。

• アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理

ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ

でアプライアンス インターフェイスをディセーブルにすると、FCoE ストレージが物理ポー

トとともにダウン状態となります。これは、FCoE ストレージがイネーブルになっている場

合でも同様です。

• FCoE ストレージ インターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する

VFC がイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイド ストレージ

ポートでFCoEストレージ インターフェイスをディセーブルにした場合、アプライアンス イ

ンターフェイスは正常に動作し続けます。
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アプライアンスポートのユニファイドストレージポートとしての設

定

アプライアンス ポートまたは FCoE ストレージ ポートからユニファイド ストレージ ポートを設

定できます。未設定のポートからユニファイドストレージポートを設定することもできます。未

設定ポートから開始する場合、アプライアンスまたは FCoE ストレージ設定をポートに割り当て

たあと、ユニファイドストレージポートとしてイネーブルにするための別の設定を追加します。

FI が FC スイッチング モードであることを確認します。重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノード下の、すでにアプライアンス ポートとして設定されているポートを選択し

ます。

[Work] ペインの [General] タブの [Properties] 領域で、[Role] が [Appliance Storage] として表示され

ます。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Reconfigure] をクリックします。

ステップ 6 ポップアップ メニューから、[Configure as FCoE Storage Port] を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUI に成功メッセージが表示されます。[Properties] 領域で、[Role] の表示が

[Storage Unified] に変わります。

ユニファイドストレージポートの設定解除

ユニファイド接続ポートから両方の設定を解除して削除できます。または、設定のいずれか一方

を設定解除し、もう一方をポートに保持することができます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノードで、設定を解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Unconfigure] をクリックします。次のオプションが表示されます。

• Unconfigure FCoE Storage Port

• Unconfigure Appliance Port

• Unconfigure both

ステップ 7 設定解除オプションのいずれか 1 つを選択します。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 9 CiscoUCSManagerGUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基づい

て、[Properties] 領域の [Role] が変更されます。

ユニファイドアップリンクポート
同じ物理イーサネット ポート上にイーサネット アップリンクと FCoEアップリンクを設定した場

合、それらはユニファイド アップリンク ポートと呼ばれます。FCoE またはイーサネット イン

ターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoE アップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する VFC がイネーブル

またはディセーブルになります。

• イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポート

がイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成している

物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoE アップリンクもダウンします（FCoE
アップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクをディ

セーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクがイネーブルであ

れば、FCoE アップリンクは引き続きユニファイド アップリンク ポートで正常に動作することが

できます。

ユニファイドアップリンクポートの設定

次のいずれかから、ユニファイド アップリンク ポートを設定できます。
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• 既存の FCoE アップリンクまたはイーサネット アップリンクのポートから

• 未設定のアップリンク ポートから

この手順では、既存の FCoEアップリンク ポートからユニファイド アップリンク ポートを設定す

る 1 つの方法について説明します。固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイド アップ

リンク ポートを設定できます。suppress ucs-mini

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties] 領域で、[Role] が [FCoE Uplink] として表示されていることを確認します。

ステップ 7 [Actions] 領域で、[Reconfigure] をクリックします。

ステップ 8 ドロップダウン オプションから、[Configure as Uplink Port] を選択します。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 10 Cisco UCS Manager GUI が成功のメッセージを表示します。

[Properties] 領域で、[Role] が [Unified Uplink] に変わります。

ステップ 11 （任意）[Properties] 領域で、[VSAN] フィールドに [VSAN] を指定します。

ユニファイドアップリンクポートの設定解除

ユニファイド アップリンク ポートから両方の設定を解除して削除できます。または、FCoE ポー

ト設定またはイーサネット ポート設定のいずれか一方を設定解除し、もう一方をポートに保持す

ることができます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports] ノードで、設定を解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Unconfigure] をクリックします。次のオプションのいずれかを選択します。

• Unconfigure FCoE Uplink Port

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
117

ポートおよびポートチャネルの設定

ユニファイドアップリンクポートの設定解除



• Unconfigure Uplink Port

• Unconfigure both

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 CiscoUCSManagerGUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基づい

て、[Properties] 領域の [Role] が変更されます。

ステップ 9 [Save Changes] をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネル
アップリンク イーサネット ポート チャネルを使用すると、複数の物理アップリンク イーサネッ

ト ポートをグループ化して（リンク集約）、1 つの論理イーサネット リンクを作成し、耐障害性

と高速接続を実現できます。Cisco UCS Manager で、先にポート チャネルを作成してから、その

ポート チャネルにアップリンク イーサネット ポートを追加します。1つのポート チャネルには、

最大で 16 個のアップリンク イーサネット ポートを追加できます。

設定されたポートの状態は、次のシナリオで未設定に変更されます。重要

• ポートはポート チャネルから削除されるか除去されます。ポート チャネルが、アップリ

ンク、ストレージなど任意のタイプになります。

• ポート チャネルが削除されます。

Cisco UCS では、Port Aggregation Protocol（PAgP）ではなく、Link Aggregation Control Protocol
（LACP）を使用して、アップリンク イーサネット ポートがポート チャネルにグループ化さ

れます。アップストリーム スイッチのポートが LACP に設定されていない場合、ファブリッ

ク インターコネクトはアップリンク イーサネット ポート チャネルの全ポートを個別のポート

として扱い、パケットを転送します。

（注）
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アップリンクイーサネットポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 ポート チャネルを追加するファブリック インターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels] ノードを右クリックし、[Create Port Channel] を選択します。

ステップ 5 [Set Port Channel Name] パネルで、ID と名前を指定し、[Next] をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports] パネルで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Manager では、サーバ ポートとして設定済みのポートを選択した場合、警告

が表示されます。ダイアログボックスの [Yes] をクリックして、このポートをアップリ

ンク イーサネット ポートとして再設定し、ポート チャネルに含めることができます。

（注）

ステップ 7 [Finish] をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels] ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポート チャネルを右クリックし、[Enable Port Channel] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開し

ます。

ステップ 4 [Port Channels] ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポート チャネルを右クリックし、[Enable Port Channel] を選択します。

アップリンクイーサネットポートチャネルのポートの追加および削

除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Port Channels] を展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポート チャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Add Ports] をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• ポートを追加するには、[Ports]テーブル で 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタン をクリッ

クして [Ports in the port channel] テーブル にポートを追加します。

• ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブル で 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに追加します。

ステップ 7 [OK] をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 ポート チャネルを削除するファブリック インターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels] ノードをクリックします。

ステップ 5 [Port Channels] ノードの [General] タブで、削除するポート チャネルを選択します。

ステップ 6 ポート チャネルを右クリックし、[Delete] を選択します。

アプライアンスポートチャネル
アプライアンス ポート チャネルを使用すると、複数の物理的なアプライアンス ポートをグルー

プ化して 1つの論理的なイーサネット ストレージ リンクを作成し、耐障害性と高速接続を実現で

きます。Cisco UCS Manager において、先にポート チャネルを作成してから、そのポート チャネ

ルにアプライアンス ポートを追加します。1 つのポート チャネルには、最大で 8 個のアプライア

ンス ポートを追加できます。

アプライアンスポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Appliances] を展開します。

ステップ 3 ポート チャネルを追加するファブリック インターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels] ノードを右クリックし、[Create Port Channel] を選択します。

ステップ 5 [Create Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで、必須フィールドにポート チャ

ネルのアイデンティティ、およびその他のプロパティを指定します。

このパネルから LAN ピン グループ、ネットワーク制御ポリシーとフロー制御ポリシーを作成で

きます。

ステップ 6 [VLANs] 領域で、VLAN の [Port Mode] およびその他の情報を指定します。

このパネルから VLAN を作成できます。
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ステップ 7 （任意） エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに

して名前と MAC アドレスを指定します。

ステップ 8 [Next] をクリックします。

ステップ 9 [Create Port Channel] ウィザードの [Add Ports] パネルで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Manager では、設定によってサービス プロファイルまたはポート設定に問題

が起こる可能性がある場合に、警告が表示されます。これらの問題が発生する可能性が

あってもポート チャネルを作成する場合は、ダイアログボックスで [Yes]をクリックで

きます。

（注）

ステップ 10 [Finish] をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Appliances] を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels] ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポート チャネルを右クリックし、[Enable Port Channel] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Appliances] を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開し

ます。

ステップ 4 [Port Channels] ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポート チャネルを右クリックし、[Disable Port Channel] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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アプライアンスポートチャネルへのポートの追加と削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Port Channels] を展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポート チャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Add Ports] をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• ポートを追加するには、[Ports]テーブル で 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタン をクリッ

クして [Ports in the port channel] テーブル にポートを追加します。

• ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブル で 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに追加します。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

アプライアンスポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Appliances] を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels] ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポート チャネルを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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しきい値条件の作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] > [Stats Management] > [fabric] > [Internal LAN] > [thr-policy-default] の順に展

開します。

ステップ 3 [Create Threshold Class] をクリックします。

ステップ 4 [Create Threshold Class]ウィザードの [Choose Statistics Class]画面で、カスタムしきい値を設定する

ネットワーク インターフェイス ポートを監視するために、[Stat Class]ドロップダウン リストから

[NI Ether Error Stats] 統計情報クラスを選択します。

ステップ 5 [Next] をクリックします。

ステップ 6 [Create Threshold Class] ウィザードの [Threshold Definitions] 画面で、[Add] をクリックします。

[Create Threshold Definition] ダイアログボックスが開きます。

a) [Property Type] フィールドから、クラスに定義するしきい値のプロパティを選択します。

b) [Normal Value] フィールドに、そのプロパティ タイプに対して必要な値を入力します。

c) [Alarm Triggers (Above Normal Value)] のフィールドで、次のチェックボックスの 1 つまたは複

数をオンにします。

• Critical

• Major

• Minor

• 警告

• Condition

• Info

d) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームをトリガーする値の範囲を入力します。

e) [Alarm Triggers (Below Normal Value)] のフィールドで、次のチェックボックスの 1 つまたは複

数をオンにします。

• Critical

• Major

• Minor

• 警告

• Condition

• Info

f) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームをトリガーする値の範囲を入力します。
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g) [OK] をクリックします。

ファブリックポートのモニタリング

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Chassis] > [IO Modules] > [IO Module 1] > [Fabric Ports] を展開します。

ステップ 3 モニタするファブリック ポートをクリックします。

ステップ 4 次のタブのいずれかをクリックして、ファブリックのステータスを表示します。

説明オプション

障害の概要、ファブリック プロパティの概要、ファブリックとそのコン

ポーネントの物理表示など、ファブリックのステータスの概要が示され

ます。

General

ファブリックで発生した障害の詳細が表示されます。障害

ファブリックで発生したイベントの詳細が表示されます。Event

ファブリックとそのコンポーネントに関する統計情報が表示されます。

これらの統計情報は図表形式で表示できます。

統計情報

ポリシーベースのポートエラー処理
Cisco UCS Manager がアクティブな NI ポートでエラーを検出し、エラー ディセーブル機能がイ

ネーブルの場合、Cisco UCS Manager はエラーが発生した NI ポートに接続されているそれぞれの

FIポートを自動的にディセーブルにします。FIポートがエラー ディセーブルになっているときは

事実上シャットダウンし、トラフィックはポートで送受信されません。

エラー ディセーブル機能は、次の 2 つの目的で使用されます。

• どの FI ポートが error-disabled になっているかということと、接続されている NI ポートでエ

ラーが発生したことを通知します。

• このポートが原因で同じシャーシ/FEXに接続された他のポートに障害が発生する可能性を削

除します。このような障害は、NIポートのエラーによって発生する可能性があり、最終的に
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重大なネットワーク上の問題を引き起こす可能性があります。エラーディセーブル機能は、

この状況を回避するのに役立ちます。

エラーベースアクションの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] > [Stats Management] > [fabric] > [Internal LAN] > [thr-policy-default] >
[etherNiErrStats] を展開します。

ステップ 3 デルタ プロパティを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 FIポートでエラー ディセーブルをイネーブルにするには、[Disable FI portwhen fault is raised]チェッ

クボックスをオンにします。

ステップ 6 自動リカバリをイネーブルにするには、[Enable Auto Recovery] フィールドで、[Enable] を選択し

ます。

ステップ 7 ポートを自動的に再度イネーブルにできるようになるまでの時間を指定するには、[Time(inminutes)]
フィールドに時間を分単位で入力します。

ステップ 8 [Save Changes] をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネル
ファイバ チャネル ポート チャネルを使用すると、複数の物理ファイバ チャネル ポートをグルー

プ化して（リンク集約）、1 つの論理ファイバ チャネル リンクを作成し、耐障害性と高速接続性

を実現できます。CiscoUCSManagerでは、先にポート チャネルを作成してから、そのポート チャ

ネルにファイバ チャネル ポートを追加します。

各 Cisco UCS ドメインに最大 4 つのファイバ チャネル ポート チャネルを作成できます。各ファ

イバ チャネル ポート チャネルには、最大 16 のアップリンク ファイバ チャネル ポートを含める

ことができます。

アップストリーム NPIV スイッチ上のファイバ チャネル ポート チャネルのチャネル モードがア

クティブに設定されていることを確認してください。メンバポートとピアポートに同じチャネル

モードが設定されていない場合、ポートチャネルはアップ状態になりません。チャネルモードが

アクティブに設定されている場合、ピア ポートのチャネル グループ モードに関係なく、メンバ

ポートはピア ポートとのポート チャネル プロトコル ネゴシエーションを開始します。チャネル

グループで設定されているピアポートがポートチャネルプロトコルをサポートしていない場合、

またはネゴシエーション不可能なステータスを返す場合、デフォルトでオン モードの動作に設定

されます。アクティブポート チャネル モードでは、各端でポート チャネル メンバ ポートを明示

的にイネーブルおよびディセーブルに設定することなく自動リカバリが可能です。
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この例は、チャネル モードをアクティブに設定する方法を示しています。

switch(config)# int po114
switch(config-if)# channel mode active

ファイバチャネルポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 ポート チャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Port Channels] ノードを右クリックし、[Create Port Channel] を選択します。

ステップ 5 [Set Port Channel Name] パネルで、ID と名前を指定し、[Next] をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]パネルで、ポート チャネルの管理速度を指定し、ポート チャネルにポートを追加しま

す。

ステップ 7 [Finish] をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels] を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポート チャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Enable Port Channel] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels] を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポート チャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Disable Port Channel] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのポートの追加および削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels] を展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポート チャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Add Ports] をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• ポートを追加するには、[Ports]テーブル で 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタン をクリッ

クして [Ports in the port channel] テーブル にポートを追加します。

• ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブル で 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに追加します。

ステップ 7 [OK] をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルのプロパティの変更

2 つのファイバ チャネル ポート チャネルに接続する場合、両方のポート チャネルの管理速度

が、使用するリンクに一致している必要があります。 いずれかまたは両方のファイバ チャネ

ル ポート チャネルの管理速度が auto に設定されている場合、Cisco UCS が管理速度を自動的

に調整します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels] を展開します。

ステップ 3 変更するポート チャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties] 領域で、次の 1 つ以上のフィールドの値を変更します。

説明名前

ポートチャネルに対して指定されたユーザ定義

名。この名前には、1～16文字の英数字を使用

できます。

[Name] フィールド

ポート チャネルに関連付けられた VSAN。[VSAN] ドロップダウン リスト

ポートチャネルの管理スピード。ここに表示さ

れる値は次のとおりです。

• 1 Gbps

• 2 Gbps

• 4 Gbps

• 8 Gbps

• auto

[Port Channel Admin Speed]ドロップダウン リス

ト

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels] を展開します。

ステップ 3 削除するポート チャネルを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

FCoE ポートチャネル
FCoE ポート チャネルでは、複数の物理 FCoE ポートをグループ化し、1 つの論理的な FCoE ポー

ト チャネルを作成することができます。物理レベルでは、FCoE ポート チャネルは FCoE トラ

フィックをイーサネットポートチャネル経由で転送します。したがって、一連のメンバから構成

される FCoEポート チャネルは基本的に同じメンバから構成されるイーサネット ポート チャネル

です。このイーサネット ポート チャネルは、FCoE トラフィック用の物理的トランスポートとし

て使用されます。

各 FCoE ポート チャネルに対し、Cisco UCS Manager は VFC を内部的に作成し、イーサネット

ポートチャネルにバインドします。ホストから受信したFCoEトラフィックは、FCoEトラフィッ

クが FC アップリンクに送信されるのと同じ方法で VFC に送信されます。

FCoE ポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 ポート チャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FCoE Port Channels] ノードを右クリックし、[Create FCoE Port Channel] を選択します。

ステップ 5 [Create FCoE Port Channel] ウィザードの [Set Port Channel Name] パネルで、ID と名前を指定し、

[Next] をクリックします。

ステップ 6 [Create FCoE Port Channel] ウィザードの [Add Ports] パネルで、追加するポートを指定します。

ステップ 7 [Finish] をクリックします。
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FCoE ポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [ Fabric] > [FCoE Port Channels] を展開します。

ステップ 3 削除するポート チャネルを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ユニファイドアップリンクポートチャネル
同じ ID でイーサネット ポート チャネルと FCoE ポート チャネルを作成した場合、それらはユニ

ファイド ポート チャネルと呼ばれます。ユニファイド ポート チャネルが作成されると、指定さ

れたメンバを持つファブリック インターコネクトで物理イーサネット ポート チャネルと VFC が

作成されます。物理イーサネット ポート チャネルは、イーサネット トラフィックと FCoE トラ

フィックの両方を伝送するために使用されます。VFCは、FCoEトラフィックをイーサネットポー

ト チャネルにバインドします。

次のルールは、ユニファイド アップリンク ポート チャネルのメンバ ポート セットに適用されま

す。

• ユニファイド ポート チャネルとして設定されている、同じ ID のイーサネット ポート チャ

ネルと FCoE ポート チャネルは、同じメンバ ポートのセットを持つ必要があります。

• イーサネット ポート チャネルにメンバ ポート チャネルを追加すると、Cisco UCS Manager
は、FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポートチャ

ネルにメンバを追加すると、イーサネット ポート チャネルにそのメンバ ポートが追加され

ます。

• ポート チャネルの 1 つからメンバ ポートを削除すると、Cisco UCS Manager は他のポート

チャネルから自動的にそのメンバー ポートを削除します。

イーサネット アップリンク ポート チャネルをディセーブルにすると、ユニファイド アップリン

クポートチャネルを構成している物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがって、

FCoEアップリンクポートチャネルもダウンします（FCoEアップリンクがイネーブルになってい

る場合でも同様です）。しかし、FCoE アップリンク ポート チャネルをディセーブルにした場合

は、VFC だけがダウンします。イーサネット アップリンク ポート チャネルがイネーブルであれ

ば、FCoE アップリンク ポート チャネルは引き続きユニファイド アップリンク ポート チャネル

で正常に動作することができます。
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アダプタポートチャネル
アダプタ ポート チャネルは、Cisco UCS 仮想インターフェイス カード（VIC）から I/O モジュー

ルへのすべての物理リンクを 1 つの論理リンクにグループ化します。

アダプタ ポート チャネルは、正しいハードウェアの存在を検出したときに Cisco UCS Manager に

よって内部的に作成また管理されます。アダプタポートチャネルの手動設定はできません。アダ

プタ ポート チャネルは、Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIを使用して参照で

きます

アダプタポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis_Number] > [Servers] > [Server_Number] >
[Interface Cards] の順に展開します

ステップ 3 アダプタ ポート チャネルを表示するアダプタをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [DCE Interfaces] タブをクリックします。

ステップ 5 アダプタ ポート チャネルの詳細を表示するには、[Port Channel] 列のリンクをクリックします。

ファブリックポートチャネル
ファブリック ポート チャネルは、冗長性と帯域幅共有のため、IOM からファブリック インター

コネクトへの複数の物理リンクを 1 個の論理リンクにグループ化できます。ファブリック ポート

チャネル内の 1個のリンクがアクティブである限り、ファブリック ポート チャネルは動作し続け

ます。

正しいハードウェアが接続されている場合、ファブリック ポート チャネルは Cisco UCS Manager
で次のように作成されます。

• シャーシディスカバリポリシーで定義した設定に従って、シャーシを検出している最中に。

• 特定のシャーシのシャーシ接続ポリシーに設定された内容に従って、シャーシを検出した後

に。

IOM のそれぞれに単一のファブリック ポート チャネルがあります。ファブリック インターコネ

クトに IOMを接続する各アップリンクは、個別リンクとして設定することもポートチャネルに含

めることもできますが、1 つのアップリンクが複数のファブリック ポート チャネルに属すること

はできません。たとえば、2つの IOMを持つシャーシが検出され、ファブリック ポート チャネル
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を作成するようにシャーシ ディスカバリ ポリシーが設定されている場合、Cisco UCS Manager は

2 つの独立したファブリック ポート チャネルを作成します。IOM-1 を接続するアップリンク用

と、IOM-2を接続するアップリンク用です。別のシャーシはこれらのファブリック ポート チャネ

ルに加入できません。同様に、IOM-1のファブリック ポート チャネルに属するアップリンクは、

IOM-2 のファブリック ポート チャネルに加入できません。

ポート間のロードバランシング

IOMとファブリックインターコネクトの間にあるポート間のトラフィックに対するロードバラン

シングでは、ハッシュに次の基準を使用します。

• イーサネット トラフィックの場合：

レイヤ 2 送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 3 送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 4 送信元ポートおよび宛先ポート

• FCoE トラフィックの場合：

レイヤ 2 送信元アドレスおよび宛先アドレス

送信元と宛先の ID（SID と DID）および Originator eXchange ID（OXID）

この例では、2200 シリーズ IOM モジュールは iom X（X はシャーシ番号）の接続によって確認さ

れます。

show platform software fwmctrl nifport
(....)
Hash Parameters:
l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
l3_da: 1 l3_sa: 1
l4_da: 1 l4_sa: 1
FCoE l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
FCoE l3_did: 1 l3_sid: 1 l3_oxid: 1

ファブリックポートチャネルのケーブル接続の考慮事項

Cisco UCS 2200 シリーズ FEX と Cisco UCS 6200 シリーズ ファブリック インターコネクト間のリ

ンクをファブリック ポート チャネル モードで設定する際、アダプタ上の使用可能な VIF ネーム

スペースはその FEX のアップリンクがファブリック インターコネクト ポートに接続されている

場所によって異なります。

6248 ファブリック インターコネクト内には、8 個の連続ポートが 6 セットあり、ポートのセット

のそれぞれがシングル チップによって管理されます。アップリンクが接続されて、FEXからのす

べてのアップリンクが 1つのチップによって管理される一連のポートに接続されると、CiscoUCS
Manager はシャーシ内のブレードで展開されているサービス プロファイルで使用する VIF の数を
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最大化します。IOM からのアップリンク接続が別々のチップで管理されるポート間に分散された

場合、VIF カウントは減少します。

図 1：ファブリックポートチャネルのポートグループ

ファブリック ポート チャネルのポート グループに 2 番目のリンクを追加すると、混乱が生

じ、VIF名前空間の使用可能な容量が、63から 118まで自動的に増加します。ただし、さらに

リンクを追加しても混乱は生じないため、VIF 名前空間は 118 のままになります。

注意

2 つのファブリック ポート チャネル ポート グループにシャーシをリンクすると中断が発生

し、VIF ネームスペースは、手動で確認されないかぎり影響を受けません。その結果、VIF
ネームスペースは 2 つのグループのうち、より小さいサイズのファブリック ポート チャネル

ポート グループを使用するように自動的に設定されます（63 または 118 の VIF）。

注意

ハイ アベイラビリティのクラスタ モード アプリケーションの場合、対称なケーブル設定を強く

推奨します。ケーブル接続が非対称の場合、使用可能な VIF の最大数は 2 つのケーブル設定より

小さくなります。

Cisco UCS 環境の VIF の最大数については、ご使用のハードウェアおよびソフトウェア設定用の

設定制限についてのマニュアルを参照してください。

ファブリックポートチャネルの設定

手順

ステップ 1 シャーシ ディスカバリの実行中に IOM からファブリック インターコネクトへのすべてのリンク

をファブリック ポート チャネルに含めるには、シャーシ ディスカバリ ポリシーのリンク グルー

プ化プリファレンスをポート チャネルに設定します。

シャーシ/FEX ディスカバリ ポリシーの設定, （235 ページ）

ステップ 2 シャーシ ディスカバリの実行中に個々のシャーシからのリンクをファブリック ポート チャネル

に含めるには、シャーシ接続ポリシーのリンクグループ化プリファレンスをポートチャネルに設

定します。

シャーシ接続ポリシーの設定, （236 ページ）
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ステップ 3 シャーシ検出後、追加ファブリック ポート チャネル メンバ ポートをイネーブルまたはディセー

ブルにします。

ファブリック ポート チャネル メンバ ポートのイネーブル化またはディセーブル化, （135 ペー

ジ）

次の作業

シャーシディスカバリポリシーまたはシャーシ接続ポリシーの変更後、ファブリックポートチャ

ネルに対しリンクを追加または削除するには、シャーシを再認識します。ファブリック ポート

チャネルからシャーシのメンバー ポートをイネーブルまたはディセーブルにする場合、シャーシ

の再認識は必要はありません。

ファブリックポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules] を展開します。

ステップ 3 ファブリック ポート チャネルを表示する IOM をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Fabric Ports] タブをクリックします。

ステップ 5 ファブリック ポート チャネルの詳細を表示するには、[Port Channel] 列のリンクをクリックしま

す。

ファブリックポートチャネルメンバポートのイネーブル化またはディ

セーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Internal LAN] > [Fabric] > [Port Channels] を展開します。

ステップ 3 メンバ ポートをイネーブルまたはディセーブルにするポート チャネルを展開します。

ステップ 4 イネーブルまたはディセーブルにするメンバポートのイーサネットインターフェイスをクリック

します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、次のいずれかをクリックします。
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• Enable Interface

• Disable Interface

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定

Internal Fabric Manager
Internal Fabric Manager は、Cisco UCS ドメインのファブリック インターコネクトにサーバ ポート

を設定できる単一のインターフェイスを備えています。Internal Fabric Manager には、そのファブ

リック インターコネクトの [General] タブからアクセスできます。

Internal Fabric Manager で行うことができる設定の一部は、[Equipment] タブ、[LAN] タブ、または

LAN アップリンク マネージャのノードでも行うことができます。

Internal Fabric Manager の起動

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 3 [Fixed Module] をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[Actions] 領域の [Internal Fabric Manager] をクリックします。

別のウィンドウで Internal Fabric Manager が開きます。
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Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定

手順

ステップ 1 Internal Fabric Manager で、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports] 領域を展開します。

ステップ 2 設定するポートを右クリックし、[Configure as Server Port] を選択します。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Manager ですべてのタスクが完了したら、[OK] をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定解除

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager] で、[Server Ports] テーブルのサーバ ポートをクリックします。

ステップ 2 [Unconfigure Port] をクリックします。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Manager ですべてのタスクが完了したら、[OK] をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager] で、[Server Ports] テーブルのサーバ ポートをクリックします。

ステップ 2 [Enable Port] をクリックします。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Manager ですべてのタスクが完了したら、[OK] をクリックします。
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Internal Fabric Manager を使用したサーバポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager] で、[Server Ports] テーブルのサーバ ポートをクリックします。

ステップ 2 [Disable Port] をクリックします。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Manager ですべてのタスクが完了したら、[OK] をクリックします。
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第 7 章

コミュニケーションサービスの設定

この章は、次の項で構成されています。

• セキュアおよび非セキュアなブラウザの UCS Manager, 139 ページ

• CIM-XML の設定, 141 ページ

• HTTP の設定, 142 ページ

• HTTPS の設定, 142 ページ

• SNMP の設定, 150 ページ

• Telnet のイネーブル化, 159 ページ

• CIMC Web サービスのイネーブル化, 159 ページ

• 通信サービスのディセーブル化, 160 ページ

セキュアおよび非セキュアなブラウザの UCS Manager
以下に定義する通信サービスを使用してサードパーティ アプリケーションを Cisco UCS に接続で

きます。

Cisco UCSManagerは、次のサービスに対する IPv4および IPv6アドレス アクセスの両方をサポー

トします。

• CIM XML

• HTTP

• HTTPS

• SNMP

• SSH

• Telnet
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Cisco UCSManagerでは、Webブラウザから [Cisco UCS KVMDirect]起動ページへのアウトオブバ

ンド IPv4アドレスアクセスをサポートしています。このアクセスを提供するには、次のサービス

をイネーブルにする必要があります。

• CIMC Web サービス

説明通信サービス

Common Information Model（CIM XML）サービスはデフォルトはディ

セーブルであり、読み取り専用モードでのみ利用できます。デフォルト

のポートは 5988 です。

CIM XML は、Distributed Management Task Force によって定義された

CIM 情報を交換するための標準ベースのプロトコルです。

CIM XML

このサービスは、デフォルトでディセーブルになります。

このサービスをイネーブルにすると、ユーザは直接サーバに割り当てら

れるか、またはサービス プロファイルを介しサーバに関連付けられた

アウトオブバンドの管理 IPアドレスの1つを使用して直接サーバCIMC
にアクセスできます。

CIMC Web サービスは全体的にイネーブルまたはディセーブ

ルにすることのみが可能です。個別の CIMC IPアドレスに対

し KVM ダイレクト アクセスを設定できません。

（注）

CIMC Web サービス

デフォルトでは、HTTP はポート 80 でイネーブルになっています。

Cisco UCS Manager GUI は HTTP または HTTPS のブラウザで実行でき

ます。HTTP を選択した場合、すべてのデータはクリア テキスト モー

ドで交換されます。

セキュアなブラウザ セッションを確立するため、HTTPS をイネーブル

にし、HTTP をディセーブルにすることを推奨します。

デフォルトでは、Cisco UCS では同等の HTTPS にリダイレクトするブ

ラウザ リダイレクトを実装しています。この動作は変更しないことを

推奨します。

CiscoUCSバージョン 1.4(1)にアップグレードすると、セキュ

アなブラウザへのブラウザのリダイレクトはデフォルトでは

発生しなくなります。HTTPブラウザからの同等のHTTPSブ

ラウザへリダイレクトするには、Cisco UCS Manager で

[Redirect HTTP to HTTPS] をイネーブルにします。

（注）

HTTP
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説明通信サービス

デフォルトでは、HTTPS はポートでイネーブルになっています。

HTTPS を使用すると、すべてのデータはセキュアなサーバを介して暗

号化モードで交換されます。

セキュアなブラウザ セッションを確立するため、HTTPS だけを使用す

るようにし、HTTP通信はディセーブルにするかリダイレクトすること

を推奨します。

HTTPS

このサービスは読み取り専用アクセスに対してイネーブルになり、show
コマンドなど、プロトコルの一部のサブセットをサポートします。これ

をディセーブルにすることはできません。

このシェル サービスは、Distributed Management Task Force によって定

義された標準の 1 つです。

SMASH CLP

デフォルトでは、このサービスはディセーブルになっています。イネー

ブルの場合、デフォルトのポートは161です。コミュニティと少なくと

も 1 つの SNMP トラップを設定する必要があります。

システムに SNMP サーバとの統合が含まれる場合にだけこのサービス

をイネーブルにします。

SNMP

このサービスは、ポート 22 でイネーブルになります。これはディセー

ブルにできず、デフォルトのポートを変更することもできません。

このサービスは Cisco UCS Manager CLI へのアクセスを提供します。

SSH

デフォルトでは、このサービスはディセーブルになっています。

このサービスは Cisco UCS Manager CLI へのアクセスを提供します。

Telnet

CIM-XML の設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブを選択します。

ステップ 4 [CIM-XML] 領域で、[Enabled] オプション ボタンをクリックします。
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[CIM-XML]領域が展開して、デフォルトの [Port]番号 5988を表示します。このポート番号は変更

できません。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

HTTP の設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブをクリックします。

ステップ 4 [HTTP] 領域で、[Enabled] オプション ボタンをクリックします。

[HTTP] 領域が展開され、利用可能な設定オプションが表示されます。

ステップ 5 （任意） [Port] フィールドで、 Cisco UCS Manager GUI が HTTP に使用するデフォルトのポート

を変更します。

デフォルトのポートは 80 です。

ステップ 6 （任意） [Redirect HTTP to HTTPS] フィールドで、[Enabled] オプション ボタンをクリックしま

す。

HTTPログインのHTTPSログインへのリダイレクションをイネーブルにするには、HTTPSも設定

して有効にする必要があります。いったんイネーブルにすると、HTTPSをディセーブルにするま

ではリダイレクションをディセーブルにできません。

HTTPをHTTPSにリダイレクトする場合、CiscoUCSManagerGUIへのアクセスにHTTP
は使用できません。リダイレクションは、HTTPをディセーブルにして、自動的にHTTPS
にリダイレクトします。

（注）

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。

HTTPS の設定

証明書、キーリング、トラストポイント

HTTPS では、公開キー インフラストラクチャ（PKI）のコンポーネントを使用して、クライアン

トのブラウザと Cisco UCS Manager などの 2 つのデバイス間でセキュアな通信を確立します。
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暗号キーとキーリング

各PKIデバイスは、内部キー リングに非対称のRivest-Shamir-Adleman（RSA）暗号キーのペア（1
つはプライベート、もう 1 つはパブリック）を保持します。いずれかのキーで暗号化されたメッ

セージは、もう一方のキーで復号化できます。暗号化されたメッセージを送信する場合、送信者

は受信者の公開キーで暗号化し、受信者は独自の秘密キーを使用してメッセージを復号化します。

送信者は、独自の秘密キーで既知のメッセージを暗号化（「署名」とも呼ばれます）して公開キー

の所有者を証明することもできます。受信者が該当する公開キーを使用してメッセージを正常に

復号化できる場合は、送信者が対応する秘密キーを所有していることが証明されます。暗号キー

の長さはさまざまであり、通常の長さは 512 ビット ～ 2048 ビットです。一般的に、短いキーよ

りも長いキーの方がセキュアになります。Cisco UCS Manager では、最初に 1024 ビットのキー ペ

アを含むデフォルトのキーリングが提供されます。その後、追加のキーリングを作成できるよう

になります。

クラスタ名が変更されたり、証明書が期限切れになったりした場合は、デフォルトのキー リング

証明書を手動で再生成する必要があります。

この操作は、UCS Manager CLI のみで使用できます。

証明書

セキュアな通信を準備するには、まず2つのデバイスがそれぞれのデジタル証明書を交換します。

証明書は、デバイスの ID に関する署名済み情報とともにデバイスの公開キーを含むファイルで

す。暗号化された通信をサポートするために、デバイスは独自のキー ペアと独自の自己署名証明

書を生成できます。リモート ユーザが自己署名証明書を提示するデバイスに接続する場合、ユー

ザはデバイスの IDを簡単に検証することができず、ユーザのブラウザは最初に認証に関する警告

を表示します。デフォルトでは、CiscoUCSManagerにはデフォルトのキー リングからの公開キー

を含む組み込み用自己署名証明書が含まれます。

トラストポイント

Cisco UCS Manager に強力な認証を提供するために、デバイスの ID を証明する信頼できるソース

（つまり、トラスト ポイント）からサードパーティ証明書を取得し、インストールできます。

サードパーティ証明書は、発行元トラスト ポイント（ルート認証局（CA）、中間 CA、または

ルート CAにつながるトラスト チェーンの一部となるトラスト アンカーのいずれか）によって署

名されます。新しい証明書を取得するには、CiscoUCSManagerで証明書要求を生成し、トラスト

ポイントに要求を送信する必要があります。

証明書は、Base64 エンコード X.509（CER）フォーマットである必要があります。重要

キーリングの作成

Cisco UCS Manager は、デフォルト キー リングを含め、最大 8 個のキー リングをサポートしま

す。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Key Management] を展開します。

ステップ 3 [Key Management] を右クリックし、[Create Key Ring] を選択します。

ステップ 4 [Create Key Ring] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Name] フィールド で、キー リングの一意の名前を入力します。

b) [Modulus]フィールド で、次のいずれかのオプション ボタンを選択し、SSLキー長をビット単

位で指定します。

• Mod512

• Mod1024

• Mod1536

• Mod2048

• Mod2560

• Mod3072

• Mod3584

• Mod4096

c) [OK] をクリックします。

次の作業

このキー リングの証明書要求を作成します。

キーリングの証明書要求の作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Key Management] を展開します。

ステップ 3 証明書要求を作成するキー リングをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [General] タブで [Create Certificate Request] をクリックします。

ステップ 6 [Create Certificate Request] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ネットワークに割り当てられたドメイン名（すべてのホストに

共通）。

[DNS] フィールド

証明書を要求している会社の本社が存在する市または町。

最大64文字まで入力できます。任意の文字、数字、スペース、

および次の特殊文字を使用できます：,（カンマ）、.（ピリオ

ド）、@（アットマーク）、^（キャラット）、(（開き括弧）、)
（閉じ括弧）、-（ダッシュ）、_（アンダースコア）、+（プラ

ス記号）、:（コロン）、/（スラッシュ）。

[Locality] フィールド

証明書を要求している会社の本社が存在する州または行政区分。

最大64文字まで入力できます。任意の文字、数字、スペース、

および次の特殊文字を使用できます：,（カンマ）、.（ピリオ

ド）、@（アットマーク）、^（キャラット）、(（開き括弧）、)
（閉じ括弧）、-（ダッシュ）、_（アンダースコア）、+（プラ

ス記号）、:（コロン）、/（スラッシュ）。

[State] フィールド

会社所在国の国コード。

2 文字のアルファベットを入力します。

[Country] フィールド

証明書を要求している組織。

最大64文字まで入力できます。任意の文字、数字、スペース、

および次の特殊文字を使用できます：,（カンマ）、.（ピリオ

ド）、@（アットマーク）、^（キャラット）、(（開き括弧）、)
（閉じ括弧）、-（ダッシュ）、_（アンダースコア）、+（プラ

ス記号）、:（コロン）、/（スラッシュ）。

[Organization Name]フィールド

組織ユニット

最大64文字まで入力できます。任意の文字、数字、スペース、

および次の特殊文字を使用できます：,（カンマ）、.（ピリオ

ド）、@（アットマーク）、^（キャラット）、(（開き括弧）、)
（閉じ括弧）、-（ダッシュ）、_（アンダースコア）、+（プラ

ス記号）、:（コロン）、/（スラッシュ）。

[Organization Unit Name]フィー

ルド

要求に関連付けられている電子メール アドレス。[Email] フィールド

この要求に対するオプションのパスワード。[Password] フィールド

パスワードを指定した場合は、確認のためにそのパスワードを

再入力します。

[Confirm Password] フィールド

ファブリック インターコネクトの完全修飾ドメイン名。[Subject] フィールド
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ステップ 7 IP アドレスを割り当てるには、[IPv4] または [IPv6] のタブをクリックします。この選択は、Cisco
UCS Manager をセットアップするときのファブリック インターコネクトの設定に応じて行いま

す。

• [IPv4] タブをクリックし、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Cisco UCS ドメインの IPv4 アドレス。[IP Address] フィールド

ファブリック インターコネクト A の IPv4 アド

レス。

[FI-A IP] フィールド

ファブリック インターコネクト B の IPv4 アド

レス。

[FI-B IP] フィールド

• [IPv6] タブをクリックし、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Cisco UCS ドメインの IPv6 アドレス。[IP Address] フィールド

ファブリック インターコネクト A の IPv6 アド

レス。

[FI-A IP] フィールド

ファブリック インターコネクト B の IPv6 アド

レス。

[FI-B IP] フィールド

ステップ 8 [OK] をクリックします。

ステップ 9 [Request] フィールドから証明書要求のテキストをコピーし、ファイルに保存します。

ステップ 10 証明書要求を含むファイルをトラスト アンカーまたは認証局に送信します。

次の作業

トラストポイントを作成し、トラストアンカーから受け取ったトラストの証明書の証明書チェー

ンを設定します。
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トラストポイントの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Key Management] を展開します。

ステップ 3 [Key Management] を右クリックし、[Create Trusted Point] を選択します。

ステップ 4 [Create Trusted Point] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

トラスト ポイントの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

このトラスト ポイントの証明書情報。

証明書は、Base64エンコードX.509（CER）フォーマッ

トである必要があります。

重要

[Certificate Chain] フィールド

ステップ 5 [OK] をクリックします。

次の作業

トラスト アンカーまたは認証局から証明書を受信したら、キー リングにインポートします。

キーリングへの証明書のインポート

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Key Management] を展開します。

ステップ 3 証明書のインポート先となるキー リングをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Certificate] 領域で、次のフィールドに値を入力します。
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a) [Trusted Point] ドロップダウン リストから、この証明書を付与したトラスト アンカーのトラス

ト ポイントを選択します。

b) [Certificate] フィールドに、トラスト アンカーまたは認証局から受け取った証明書のテキスト

を貼り付けます。

証明書は、Base64 エンコード X.509（CER）フォーマットである必要がありま

す。

重要

この領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の展開アイコンをクリック

します。

ヒント

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

次の作業

キー リングを使用して HTTPS サービスを設定します。

HTTPS の設定

HTTPSで使用するポートとキー リングの変更を含め、HTTPSの設定を完了した後、トランザ

クションを保存またはコミットするとすぐに、現在のすべての HTTP および HTTPS セッショ

ンは警告なく閉じられます。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブを選択します。

ステップ 4 [HTTPS] 領域で、[Enabled] オプション ボタンをクリックします。

[HTTPS] 領域が展開され、利用可能な設定オプションが表示されます。

ステップ 5 次のフィールドに入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• イネーブル

• ディセーブル

[Admin State] がイネーブルの場合は、Cisco UCS Manager GUI
に、このセクションの残りのフィールドが表示されます。

[Admin State] フィールド
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説明名前

HTTPS 接続に使用するポート。

1～65535の整数を入力します。デフォルトでは、HTTPSはポー

トでイネーブルになっています。

[Port] フィールド

Cisco UCSManagerがシステム レベルのHTTPS通信を行うため

に必要なポート。

このポートは変更できません。

[Operational Port] フィールド

HTTPS 接続のキー リング。[KeyRing]ドロップダウン リス

ト

Cisco UCS ドメインで使用される暗号スイート セキュリティの

レベル。次のいずれかになります。

• High Strength

• Medium Strength

• Low Strength

• [Custom]：ユーザ定義の暗号スイート仕様の文字列を指定

できます。

[Cipher Suite Mode] フィールド

[Cipher Suite Mode] フィールドで [Custom] を選択した場合は、

このフィールドでユーザ定義の暗号スイート仕様の文字列を指

定します。

暗号スイート仕様の文字列は最大256文字まで使用できますが、

OpenSSL暗号スイート仕様に準拠する必要があります。次を除

き、スペースや特殊文字は使用できません。!（感嘆符）、+（プ

ラス記号）、-（ハイフン）、および :（コロン）。詳細につい

ては、http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/mod_ssl.html#sslciphersuite
を参照してください。

たとえば、CiscoUCSManagerがデフォルトとして使用する中強

度仕様の文字列は次のようになります。
ALL:!ADH:!EXPORT56:!LOW:RC4+RSA:+HIGH:+MEDIUM:+EXP:+eNULL

[Cipher Suite] フィールド

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。
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キーリングの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Key Management] を展開します。

ステップ 3 削除するキー リングを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

トラストポイントの削除

はじめる前に

トラスト ポイントがキー リングによって使用されていないことを確認してください。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Key Management] を展開します。

ステップ 3 削除するトラスト ポイントを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 5 [OK] をクリックします。

SNMP の設定

SNMP の概要
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）は、SNMPマネージャとエージェント間の通信用メッ

セージ フォーマットを提供する、アプリケーションレイヤ プロトコルです。SNMPでは、ネット

ワーク内のデバイスのモニタリングと管理に使用する標準フレームワークと共通言語が提供され

ます。
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SNMP 機能の概要
SNMP フレームワークは 3 つの部分で構成されます。

• SNMPマネージャ：SNMPを使用してネットワーク デバイスのアクティビティを制御し、モ

ニタリングするシステム

• SNMP エージェント：Cisco UCS 内のソフトウェア コンポーネントです。Cisco UCS のデー

タを維持し、必要に応じて SNMP マネージャにレポートします。Cisco UCS にはエージェン

トとMIBのコレクションが含まれます。SNMPエージェントをイネーブルにしてマネージャ

とエージェント間のリレーションシップを作成するには、Cisco UCS Manager で SNMP をイ

ネーブルにして設定します。

• Managed InformationBase（MIB）：SNMPエージェントの管理対象オブジェクトの集合。Cisco
UCSリリース1.4(1)以降では、それ以前のリリースより大量のMIBをサポートしています。

CiscoUCSは、SNMPv1、SNMPv2c、およびSNMPv3をサポートします。SNMPv1およびSNMPv2c
はどちらも、コミュニティベース形式のセキュリティを使用します。SNMP は次のように定義さ

れています。

• RFC 3410（http://tools.ietf.org/html/rfc3410）

• RFC 3411（http://tools.ietf.org/html/rfc3411）

• RFC 3412（http://tools.ietf.org/html/rfc3412）

• RFC 3413（http://tools.ietf.org/html/rfc3413）

• RFC 3414（http://tools.ietf.org/html/rfc3414）

• RFC 3415（http://tools.ietf.org/html/rfc3415）

• RFC 3416（http://tools.ietf.org/html/rfc3416）

• RFC 3417（http://tools.ietf.org/html/rfc3417）

• RFC 3418（http://tools.ietf.org/html/rfc3418）

• RFC 3584（http://tools.ietf.org/html/rfc3584）

SNMP 通知
SNMP の重要な機能の 1 つは、SNMP エージェントから通知を生成できることです。これらの通

知では、要求を SNMP マネージャから送信する必要はありません。通知は、不正なユーザ認証、

再起動、接続の切断、隣接ルータとの接続の切断、その他の重要なイベントを表示します。

Cisco UCS Manager は、トラップまたはインフォームとして SNMP 通知を生成します。SNMP マ

ネージャはトラップ受信時に確認応答を送信せず、CiscoUCSManagerはトラップが受信されたか

どうかを確認できないため、トラップの信頼性はインフォームよりも低くなります。インフォー

ム要求を受信する SNMP マネージャは、SNMP 応答プロトコル データ ユニット（PDU）でメッ
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セージの受信を確認応答します。Cisco UCS Manager が PDU を受信しない場合、インフォーム要

求を再送できます。

SNMP セキュリティレベルおよび権限
SNMPv1、SNMPv2c、および SNMPv3はそれぞれ別のセキュリティ モデルを表します。セキュリ

ティ モデルは、選択したセキュリティ レベルと結合され、SNMPメッセージの処理中に適用され

るセキュリティ メカニズムを決定します。

セキュリティ レベルは、SNMP トラップに関連付けられているメッセージを表示するために必要

な特権を決定します。権限のレベルによって、メッセージが情報開示の保護を必要とするか、ま

たはメッセージが認証されるかが決定されます。サポートされるセキュリティ レベルは、実装さ

れているセキュリティ モデルによって異なります。SNMP セキュリティ レベルは、次の権限の 1
つ以上をサポートします。

• noAuthNoPriv：認証なし、暗号化なし

• authNoPriv：認証あり、暗号化なし

• authPriv：認証あり、暗号化あり

SNMPv3では、セキュリティ モデルとセキュリティ レベルの両方が提供されています。セキュリ

ティモデルは、ユーザおよびユーザが属するロールを設定する認証方式です。セキュリティレベ

ルとは、セキュリティモデル内で許可されるセキュリティのレベルです。セキュリティモデルと

セキュリティ レベルの組み合わせにより、SNMPパケット処理中に採用されるセキュリティ メカ

ニズムが決まります。

SNMP セキュリティモデルとレベルのサポートされている組み合わせ
次の表に、セキュリティ モデルとレベルの組み合わせを示します。

表 8： SNMP セキュリティモデルおよびセキュリティレベル

結果暗号化認証レベルモデル

コミュニティスト

リングの照合を使

用して認証しま

す。

Noコミュニティスト

リング

noAuthNoPrivv1

コミュニティスト

リングの照合を使

用して認証しま

す。

Noコミュニティスト

リング

noAuthNoPrivv2c
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結果暗号化認証レベルモデル

ユーザ名の照合を

使用して認証しま

す。

NoUsernamenoAuthNoPrivv3

Hash-Based
Message
AuthenticationCode
（HMAC）メッ

セージダイジェス

ト 5（MD5）アル

ゴリズムまたは
HMACSecureHash
Algorithm（SHA）

アルゴリズムに基

づいて認証しま

す。

NoHMAC-MD5 また

は HMAC-SHA
authNoPrivv3

HMAC-MD5 アル

ゴリズムまたは

HMAC-SHA アル

ゴリズムに基づい

て認証します。

データ暗号規格

（DES）の 56
ビット暗号化、お

よび暗号ブロック

連鎖（CBC）DES
（DES-56）標準に

基づいた認証を提

供します。

DESHMAC-MD5 また

は HMAC-SHA
authPrivv3

SNMPv3 セキュリティ機能
SNMPv3 は、ネットワーク経由のフレームの認証と暗号化を組み合わせることによって、デバイ

スへのセキュア アクセスを実現します。SNMPv3 は、設定済みユーザによる管理動作のみを許可

し、SNMP メッセージを暗号化します。SNMPv3 ユーザベース セキュリティ モデル（USM） は

SNMP メッセージレベル セキュリティを参照し、次のサービスを提供します。

• メッセージの完全性：メッセージが不正な方法で変更または破壊されていないこと、データ

シーケンスが悪意なく起こり得る範囲を超えて変更されていないことを保証します。

• メッセージの発信元の認証：メッセージ送信者の ID を確認できることを保証します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
153

コミュニケーションサービスの設定

SNMP の概要



• メッセージの機密性および暗号化：不正なユーザ、エンティティ、プロセスに対して情報を

利用不可にしたり開示しないようにします。

Cisco UCSでの SNMP サポート
Cisco UCS は、SNMP に対して以下のサポートを提供します。

MIB のサポート

Cisco UCS は、MIB への読み取り専用アクセスをサポートします。

Cisco UCSで使用可能な特定のMIBおよびその入手先について、Bシリーズ サーバの場合は http:/
/www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/mib/b-series/b_UCS_MIBRef.html を、C シリー

ズ サーバの場合は http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/mib/c-series/b_UCS_
Standalone_C-Series_MIBRef.html を参照してください。

SNMPv3 ユーザの認証プロトコル

Cisco UCS は、SNMPv3 ユーザに次の認証プロトコルをサポートします。

• HMAC-MD5-96（MD5）

• HMAC-SHA-96（SHA）

SNMPv3 ユーザの AES プライバシープロトコル

Cisco UCS は、SNMPv3 メッセージ暗号化用のプライバシー プロトコルの 1 つとして Advanced
Encryption Standard（AES）を使用し、RFC 3826 に準拠しています。

プライバシー パスワード（privオプション）では、SNMPセキュリティ暗号化方式としてDESま

たは 128 ビット AES を選択できます。AES-128 の設定を有効にして、SNMPv3 ユーザ用のプライ

バシー パスワードを含めると、CiscoUCSManagerはそのプライバシー パスワードを使用して 128
ビット AES キーを生成します。AES プライバシー パスワードは最小で 8 文字です。パスフレー

ズをクリア テキストで指定する場合、最大 64 文字を指定できます。

SNMP のイネーブル化および SNMP プロパティの設定
Cisco UCS ドメインからの SNMP メッセージには、システム名ではなくファブリック インターコ

ネクト名が表示されます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP] 領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• イネーブル

• ディセーブル

システムに SNMP サーバとの統合が含まれる場合にだけこの

サービスをイネーブルにします。

[Admin State] がイネーブルの場合は、Cisco UCS Manager GUI
に、このセクションの残りのフィールドが表示されます。

[Admin State] フィールド

Cisco UCS Manager が SNMP ホストと通信するポート。デフォ

ルト ポートは変更できません。

[Port] フィールド

CiscoUCSManagerがSNMPホストに送信するトラップ メッセー

ジに含まれるデフォルトの SNMP v1または v2cコミュニティ名

あるいは SNMP v3 ユーザ名。

1～32文字の英数字文字列を入力します。@（アットマーク）、

\（バックスラッシュ）、"（二重引用符）、?（疑問符）または

空欄スペースは使用しないでください。デフォルトは public で

す。

[Community/Username]フィール

ド

SNMP の実装を担当するシステムの連絡先。

電子メール アドレス、名前、電話番号など、255 文字までの文

字列を入力します。

[System Contact] フィールド

SNMP エージェント（サーバ）が実行するホストの場所。

最大 510 文字の英数字を入力します。

[System Location] フィールド

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。
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次の作業

SNMP トラップおよびユーザを作成します。

SNMP トラップの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Traps] 領域で、[+] をクリックします。

ステップ 5 [Create SNMP Trap] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Cisco UCS Manager がトラップを送信する必要のある SNMP ホ

ストのホスト名または IP アドレス。

SNMP ホストには IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスを使用で

きます。ホスト名は IPv4アドレスの完全修飾ドメイン名にする

こともできます。

[Hostname]（または [IP
Address]）フィールド

Cisco UCS Manager がトラップを SNMP ホストに送信するとき

に含める SNMP v1/v2c コミュニティ名または SNMP v3 ユーザ

名。これは、SNMP サービスに設定されたコミュニティまたは

ユーザ名と同じである必要があります。

1～32文字の英数字文字列を入力します。@（アットマーク）、

\（バックスラッシュ）、"（二重引用符）、?（疑問符）または

空欄スペースは使用しないでください。

[Community/Username]フィール

ド

Cisco UCS Manager がトラップの SNMP ホストと通信するポー

ト。

1～65535の整数を入力します。デフォルトポートは162です。

[Port] フィールド

トラップに使用される SNMPバージョンおよびモデル。次のい

ずれかになります。

• V1

• V2c

• V3

[Version] フィールド
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説明名前

送信するトラップのタイプ。次のいずれかになります。

• バージョンとして [V2c] または [V3] を選択した場合は

[Traps]。

• バージョンとして [V2c] を選択した場合は [informs]。

バージョンとして [v2c]を選択した場合にのみイ

ンフォーム通知を送信できます。

（注）

[Type] フィールド

バージョンとして [V3]を選択した場合に、トラップに関連付け

る権限。次のいずれかになります。

• [Auth]：認証あり、暗号化なし

• [Noauth]：認証なし、暗号化なし

• [Priv]：認証あり、暗号化あり

[v3 Privilege] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。

SNMP トラップの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Traps] 領域で、削除するユーザに対応するテーブルの行をクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側の [Delete] アイコンをクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。
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SNMPv3 ユーザの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Users] 領域で、[+] をクリックします。

ステップ 5 [Create SNMP User] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

SNMP ユーザに割り当てられるユーザ名。

32文字までの文字または数字を入力します。名前は文字で始ま

る必要があり、_（アンダースコア）、.（ピリオド）、@（アッ

ト マーク）、-（ハイフン）も指定できます。

ローカル側で認証されたユーザ名と同一のSNMPユー

ザ名を作成することはできません。

（注）

[Name] フィールド

許可タイプ。次のいずれかになります。

• MD5

• SHA

[Auth Type] フィールド

オンにすると、このユーザにAES-128暗号化が使用されます。[Use AES-128] チェックボック

ス

このユーザのパスワード。[Password] フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password] フィールド

このユーザのプライバシー パスワード。[Privacy Password] フィールド

確認のためのプライバシー パスワードの再入力。[Confirm Privacy Password]
フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。
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SNMPv3 ユーザの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Users] 領域で、削除するユーザに対応するテーブルの行をクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側の [Delete] アイコンをクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。

Telnet のイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブをクリックします。

ステップ 4 [Telnet] 領域で、[Enabled] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

CIMC Web サービスのイネーブル化
CIMCWebサービスはデフォルトでイネーブルとなっています。ディセーブルにしている場合は、

次の手順を行ってサービスをイネーブルにします。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブを選択します。

ステップ 4 [CIMC Web Service] 領域で、[Enabled] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

通信サービスのディセーブル化

他のネットワーク アプリケーションとのインターフェイスに必要ない通信サービスは、すべ

てディセーブルにすることを推奨します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブで、ディセーブルにする各サービスの [disable] オプション ボタンを

クリックします。

ステップ 4 [Save Changes] をクリックします。
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第 8 章

認証の設定

この章は、次の項で構成されています。

• 認証プロトコルと方法, 161 ページ

• リモート認証プロバイダーに関するガイドラインおよび推奨事項, 162 ページ

• リモート認証プロバイダーにおけるユーザ属性, 162 ページ

• 二要素認証, 164 ページ

• LDAP グループ ルール, 165 ページ

• ネストされた LDAP グループ, 165 ページ

• LDAP プロバイダーの設定, 166 ページ

• RADIUS プロバイダーの設定, 178 ページ

• TACACS+ プロバイダーの設定, 180 ページ

• マルチ認証サービスの設定, 182 ページ

• プライマリ認証サービスの選択, 189 ページ

認証プロトコルと方法
Cisco UCS では、ユーザ ログインを認証するための次の方法をサポートしています。

• ローカル ユーザ認証：ローカルの Cisco UCSManagerに存在するユーザ アカウントを使用し

ます。

• リモート ユーザ認証：次のプロトコルのいずれかを使用します。

◦ LDAP

◦ RADIUS

◦ TACACS+
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リモート認証プロバイダーに関するガイドラインおよび

推奨事項
システムを、サポートされているリモート認証サービスのいずれかに設定する場合は、そのサー

ビス用のプロバイダーを作成して、CiscoUCSManagerがそのシステムと通信できるようにする必

要があります。ユーザ認証に影響する注意事項は次のとおりです。

リモート認証サービスのユーザアカウント

ユーザ アカウントは、Cisco UCS Manager にローカルに存在するか、またはリモート認証サーバ

に存在することができます。

リモート認証サービスを介してログインしているユーザの一時的なセッションは、Cisco UCS
Manager GUI と Cisco UCS Manager CLI で表示できます。

リモート認証サービスのユーザロール

リモート認証サーバでユーザ アカウントを作成する場合は、ユーザが Cisco UCS Manager で作業

するために必要なロールをそれらのアカウントに含めること、およびそれらのロールの名前を

CiscoUCSManagerで使用される名前と一致させることが必要です。ロール ポリシーによっては、

ユーザがログインできない場合や読み取り専用権限しか付与されない場合があります。

リモート認証プロバイダーにおけるユーザ属性
RADIUS および TACACS+ 構成では、ユーザが Cisco UCS Manager へのログインに使用する各リ

モート認証プロバイダーに Cisco UCS 用のユーザ属性を設定する必要があります。このユーザ属

性には、各ユーザに割り当てられたロールとロケールが含まれています。

この手順は、LDAP グループ マッピングを使用してロールとロケールを割り当てる LDAP 設

定では必要ありません。

（注）

ユーザがログインすると、Cisco UCS Manager は次を実行します。

1 リモート認証サービスに問い合わせます。

2 ユーザを検証します。

3 ユーザが検証されると、そのユーザに割り当てられているロールとロケールをチェックしま

す。

次の表に、Cisco UCS によってサポートされるリモート認証プロバイダーのユーザ属性要件の比

較を示します。
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表 9：リモート認証プロバイダーによるユーザ属性の比較

属性 ID 要件スキーマの拡張カスタム属性認証プロバイ

ダー

シスコの LDAP の実装では、

Unicode タイプの属性が必要で

す。

CiscoAVPair カスタム属性を作

成する場合は、属性 ID として

1.3.6.1.4.1.9.287247.1を使用しま

す

サンプルのOIDが次のセクショ

ンに示されています。

オプション。次のいずれかを

実行するよう選択できます。

• LDAP スキーマを拡張せ

ず、要件を満たす既存の

未使用の属性を設定しま

す。

• LDAP スキーマを拡張し

て、CiscoAVPairなどの一

意の名前でカスタム属性

を作成します。

グループ マッ

ピング使用時

は不要

グループ マッ

ピング不使用

時は任意

LDAP

シスコによるRADIUSの実装の

ベンダー ID は 009 であり、属

性のベンダー ID は 001 です。

次の構文例は、cisco-avpair属性

を作成する場合に複数のユーザ

ロールとロケールを指定する方

法を示しています。
shell:roles="admin,aaa"

shell:locales="L1,abc"。 複数

の値を区切るには、区切り文字

としてカンマ「,」を使用しま

す。

オプション。次のいずれかを

実行するよう選択できます。

• RADIUS スキーマを拡張

せず、要件を満たす既存

の未使用属性を使用す

る。

• RADIUS スキーマを拡張

して、cisco-avpair などの

一意の名前でカスタム属

性を作成する。

任意RADIUS
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属性 ID 要件スキーマの拡張カスタム属性認証プロバイ

ダー

cisco-av-pair名は、TACACS+プ

ロバイダーの属性 ID を提供す

る文字列です。

次の構文例は、cisco-av-pair属性

を作成するときに複数のユーザ

ロールとロケールを指定する方

法を示しています。
cisco-av-pair=shell:roles="admin

aaa" shell:locales*"L1 abc"。

cisco-av-pair属性構文でアスタリ

スク（*）を使用すると、ロケー

ルがオプションとして指定さ

れ、同じ認可プロファイルを使

用する他のシスコデバイスで認

証の失敗を防ぐことができま

す。複数の値を区切るには、区

切り文字としてスペースを使用

します。

必須です。スキーマを拡張し、

cisco-av-pairという名前のカス

タム属性を作成する必要があ

ります。

必須TACACS+

LDAP ユーザ属性のサンプル OID

カスタム CiscoAVPair 属性のサンプル OID は、次のとおりです。

CN=CiscoAVPair,CN=Schema,
CN=Configuration,CN=X
objectClass: top
objectClass: attributeSchema
cn: CiscoAVPair
distinguishedName: CN=CiscoAVPair,CN=Schema,CN=Configuration,CN=X
instanceType: 0x4
uSNCreated: 26318654
attributeID: 1.3.6.1.4.1.9.287247.1
attributeSyntax: 2.5.5.12
isSingleValued: TRUE
showInAdvancedViewOnly: TRUE
adminDisplayName: CiscoAVPair
adminDescription: UCS User Authorization Field
oMSyntax: 64
lDAPDisplayName: CiscoAVPair
name: CiscoAVPair
objectCategory: CN=Attribute-Schema,CN=Schema,CN=Configuration,CN=X

二要素認証
Cisco UCS Manager では、リモート ユーザのログインに二要素認証を使用して、アカウントのロ

グインのセキュリティレベルを高めています。二要素認証のログインでは、パスワードフィール
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ドでユーザ名、トークン、パスワードの組み合わせが必要です。PIN、証明書、またはトークンを

指定できます。

二要素認証では、認証アプリケーションを使用します。このアプリケーションはトークン サーバ

を保持して、ログインプロセス中にユーザ用のワンタイムトークンを生成し、パスワードをAAA
サーバに保存します。ベンダー固有の属性を取得するために、リクエストがトークン サーバに送

信されます。Cisco UCSManagerは、トークン サーバがリクエストをAAAサーバに転送できるよ

うに、トークン サーバを AAA サーバと統合することを要求します。パスワードとトークンは、

AAA サーバによって同時に検証されます。ユーザは、AAA サーバで設定されているのと同じ順

序で、トークンとパスワードを入力する必要があります。

二要素認証は、RADIUS または TACACS+ プロバイダー グループを指定認証ドメインに関連付

け、それらのドメインで二要素認証を有効にすることによってサポートされます。二要素認証で

は IPMをサポートしておらず、また認証レルムが LDAP、local、または noneに設定されている場

合はサポートされません。

Web セッションの更新および Web セッションのタイムアウト期限

[Web Session Refresh Period] は、Cisco UCS Manager GUI の Web セッションに対する更新要求間隔

に許容される最大時間です。[Web Session Timeout] は、最後の更新要求後から Cisco UCS Manager
GUI の Web セッションが非アクティブになるまでの最大経過時間です。

[Web Session Refresh Period] を 60 秒より長く、最大で 172800 秒まで長くすると、トークンとパス

ワードを繰り返し生成および再入力する必要があるセッション タイムアウトが頻繁に起きるのを

避けることができます。デフォルト値は、二要素認証がイネーブルの場合は7200秒、二要素認証

がイネーブルでない場合は 600 秒です。

[Web Session Timeout Period] には 300 から 172800 の間の値を指定できます。デフォルト値は、二

要素認証がイネーブルの場合は 8000 秒、二要素認証がイネーブルでない場合は 7200 秒です。

LDAP グループルール
LDAPグループ ルールによって、ユーザ ロールおよびロケールをリモート ユーザに割り当てると

きに Cisco UCS が LDAP グループを使用するかどうかが決まります。

ネストされた LDAP グループ
LDAPグループを他のグループおよびネスト グループのメンバーとして追加し、メンバー アカウ

ントを統合してトラフィックの重複を減らすことができます。CiscoUCSManagerのリリース2.1(2)
以降では、LDAP グループ マップで定義された他のグループ内にネストされた LDAP グループを

検索できます。
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ネストされた LDAP の検索サポートは Microsoft Active Directory サーバに対してのみサポート

されます。サポートされているバージョンは Microsoft Windows 2003 SP3、Microsoft Windows
2008 R2、および Microsoft Windows 2012 です。

（注）

デフォルトでは、LDAP グループを別のグループ内にネストするときにユーザ権限が継承されま

す。たとえば、Group_2のメンバーとしてGroup_1を作成する場合、Group_1のユーザはGroup_2
のメンバーと同じ権限が与えられます。その結果、Group_1 のメンバーであるユーザを検索する

ときは、LDAP グループ マップで Group_2 だけを選択します。Group_1 と Group_2 を別々に検索

する必要はありません。

Cisco UCS Manager のグループ マップでサブグループを常に作成する必要がなくなります。

LDAP プロバイダーの設定

LDAP プロバイダーのプロパティの設定
このタスクで設定するプロパティは、CiscoUCSManagerで定義されたこのタイプのすべてのプロ

バイダー接続のデフォルト設定です。 個々のプロバイダーにこれらのうちいずれかのプロパティ

の設定が含まれている場合、CiscoUCSでその設定が使用され、デフォルト設定は無視されます。

はじめる前に

Active Directory を LDAP サーバとして使用している場合は、Active Directory サーバで Cisco UCS
にバインドするユーザアカウントを作成します。このアカウントには、期限切れにならないパス

ワードを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [LDAP] を展開します。

ステップ 3 [Properties] 領域で、すべてのフィールドに入力します。

説明名前

LDAPデータベースへの問い合わせがタイムア

ウトするまでの秒数。

1～60秒の整数を入力します。デフォルト値は

30 秒です。

このプロパティは必須です。

[Timeout] フィールド
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説明名前

この選択により、LDAP プロバイダーやサーバ

の詳細を提供するベンダーが識別されます。

LDAPプロバイダーがMicrosoft Active Directory
の場合は、[MS-AD] を選択します。

LDAPプロバイダーがMicrosoft Active Directory
でない場合は、[Open Ldap] を選択します。

デフォルトは [Open Ldap] です。

ベンダーが [MS-AD] で、

ldap-group-rule が有効かつ再帰検索に

設定されている場合、Cisco UCS
ManagerはネストしたLDAPグループ

を検索できます。ネストしたLDAPの

検索は Active Directory でのみサポー

トされます。サポートされているバー

ジョンはWindows 2003 Sp2、Windows
2008 R2、およびWindows 2012です。

（注）

[Vendor] フィールド

ユーザロールとロケールの値を保管するLDAP
属性。このプロパティは、常に、名前と値のペ

アで指定されます。システムは、ユーザレコー

ドで、この属性名と一致する値を検索します。

LDAP スキーマを拡張しない場合は、既存の使

用されていない LDAP属性を Cisco UCSロール

とスケールに設定できます。あるいは、属性 ID
「1.3.6.1.4.1.9.287247.1」を持つ、CiscoAVPair
という名前の属性をリモート認証サービスに作

成できます。

[Attribute] フィールド

リモートユーザがログインし、システムがその

ユーザ名に基づいてユーザのDNの取得を試み

るときに、サーバが検索を開始するLDAP階層

内の特定の識別名。ベース DN は、最大 255 文

字から CN= ユーザ名の長さを差し引いた長さ

に設定することができます。ユーザ名は、LDAP
認証により Cisco UCS Manager へのアクセスを

試みているリモートユーザの識別に使用されま

す。

このプロパティは必須です。このタブにベース

DN を指定しない場合は、この Cisco UCS ドメ

インで定義されている各LDAPプロバイダーの

[General]タブに値を指定する必要があります。

[Base DN] フィールド
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説明名前

LDAP検索は、定義したフィルタと一致するユー

ザ名に限定されます。

このプロパティは必須です。このタブにフィル

タを指定しない場合は、この Cisco UCS ドメイ

ンで定義されている各 LDAP プロバイダーの

[General]タブに値を指定する必要があります。

[Filter] フィールド

ユーザ ログインは LDAP ユーザの userDn が 255 文字を超えると失敗しま

す。

（注）

ステップ 4 [Save Changes] をクリックします。

次の作業

LDAP プロバイダーを作成します。

LDAP プロバイダーの作成
Cisco UCS Manager では、最大 16 の LDAP プロバイダーがサポートされます。

はじめる前に

Active Directory を LDAP サーバとして使用している場合は、Active Directory サーバで Cisco UCS
にバインドするユーザアカウントを作成します。このアカウントには、期限切れにならないパス

ワードを設定します。

• LDAP サーバで、次のいずれかの設定を行います。

◦ LDAPグループを設定します。LDAPグループには、ユーザのロールとロケール情報が

含まれています。

◦ Cisco UCS Manager のユーザ ロールとロケール情報を保持する属性をユーザに対して設

定します。 この属性について LDAP スキーマを拡張するかどうかを選択できます。 ス

キーマを拡張しない場合は、既存の LDAP 属性を使用して Cisco UCS ユーザ ロールと

ロケールを保持します。 スキーマを拡張する場合は、CiscoAVPair 属性などのカスタム

属性を作成します。

シスコの LDAP の実装では、Unicode タイプの属性が必要です。

CiscoAVPair カスタム属性を作成する場合は、属性 ID として 1.3.6.1.4.1.9.287247.1 を使

用します

◦ クラスタ設定では、両方のファブリック インターコネクトに対する管理ポートの IPv4
または IPv6 アドレスを追加します。 この設定では、1 つめのファブリック インターコ

ネクトで障害が発生し、システムが2つめのファブリックインターコネクトにフェール
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オーバーしても、リモート ユーザは引き続きログインできることが保証されます。 ロ

グイン要求はすべて、これらの IP アドレスから送信されます。Cisco UCSManager によ

り使用されている仮想 IPv4 または IPv6 アドレスではありません。

• セキュアな通信を使用する場合は、LDAPサーバのルート認証局（CA）の証明書が格納され

たトラスト ポイントを Cisco UCS Manager で作成します。

• LDAP プロバイダーを変更したり、追加または削除したりする必要がある場合は、ドメイン

認証レルムをローカルに変更し、プロバイダーに変更を加えた後、ドメイン認証レルムを

LDAP に戻します。

• Active Directory バインド識別名の属性を定義する際に次の表にある特殊文字を使用する場

合、対応する文字の16進数値の後にバックスラッシュ（\）を使用して、特殊文字をエスケー

プ文字で置き換える必要があります。

16 進数値説明特殊文字

0x2Cカンマ,

0x2Bプラス記号+

0x22二重引用符"

0x5Cバックスラッシュ\

0x3C左角ブラケット<

0x3E右角ブラケット>

0x3Bセミコロン;

0x0A改行LF

0x0D復帰CR

0x3D等号=

0x2Fスラッシュ/

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa366101特殊文字をエスケープ文字と 16 進数値に置き換え

る方法について説明します。
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特殊文字が含まれる LDAP リモート ユーザ名では、バージョン 2.2(3a) 以降を実行しているシ

ステムにログインできません。ユーザがログインできない理由は、Nexus OS では特殊文字

!、%、^ をユーザ名に対してサポートしていないという制限があるためです。

注目

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [LDAP] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] エリアで、[Create LDAP Provider] をクリックします。

ステップ 5 ウィザードの [Create LDAP Provider]ページで、すべてのフィールドに適切な LDAPサービス情報

を入力します。

a) 使用する LDAP サービスに関する情報を使用して、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

LDAPプロバイダー存在するホスト名または IPアドレス（IPv4
または IPv6）。SSLがイネーブルの場合、このフィールドは、

LDAPデータベースのセキュリティ証明書内の通常名（CN）

と正確に一致している必要があります。

IPv4 または IPv6 アドレスではなくホスト名を使用

する場合、 で DNS サーバを設定する必要がありま

す。Cisco UCSドメインがCisco UCS Centralに登録

されていないか、DNS 管理が [Local] に設定されて

いる場合は、Cisco UCSManagerでDNSサーバを設

定します。Cisco UCSドメインCisco UCS Centralに
登録されていないか、DNS管理が [Global]に設定さ

れている場合は、Cisco UCS Central で DNS サーバ

を設定します。

（注）

[Hostname/FDQN (or IP
Address)] フィールド

Cisco UCS でこのプロバイダーをユーザの認証に使用する順

序。

1 ～ 16 の範囲の整数を入力します。または、この Cisco UCS
ドメインで定義されている他のプロバイダーに基づいて、次

に使用できる順序を Cisco UCS で自動的に割り当てるには、

lowest-available または 0（ゼロ）を入力します。

[Order] フィールド
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説明名前

ベース DN のすべてのオブジェクトに対する読み取り権限と

検索権限を持つ、LDAP データベース アカウントの識別名

（DN）。

サポートされるストリングの最大長は 255 文字（ASCII）で

す。

[Bind DN] フィールド

リモートユーザがログインし、システムがそのユーザ名に基

づいてユーザの DN の取得を試みるときに、サーバが検索を

開始する LDAP 階層内の特定の識別名。ベース DN は、最大

255 文字から CN= ユーザ名の長さを差し引いた長さに設定す

ることができます。ユーザ名は、LDAP認証によりCiscoUCS
Manager へのアクセスを試みているリモート ユーザの識別に

使用されます。

デフォルトのベースDNが LDAPの [General]タブで設定され

ていない場合は、この値が必要です。

[Base DN] フィールド

Cisco UCS が LDAP データベースと通信するために使用する

ポート。標準ポート番号は 389 です。

[Port] フィールド

このチェックボックスをオンにすると、LDAP データベース

との通信に暗号化が必要になります。このチェックボックス

をオフにすると、認証情報はクリア テキストで送信されま

す。

LDAPでは STARTTLSが使用されます。 これにより、ポート

389 を使用した暗号化通信が可能になります。

[EnableSSL]チェックボックス

LDAP 検索は、定義したフィルタと一致するユーザ名に限定

されます。

デフォルトのフィルタがLDAPの [General]タブで設定されて

いない場合は、この値が必要です。

[Filter] フィールド
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説明名前

ユーザ ロールとロケールの値を保管するLDAP属性。このプ

ロパティは、常に、名前と値のペアで指定されます。システ

ムは、ユーザレコードで、この属性名と一致する値を検索し

ます。

LDAP スキーマを拡張しない場合は、既存の使用されていな

いLDAP属性をCiscoUCSロールとスケールに設定できます。

あるいは、属性 ID「1.3.6.1.4.1.9.287247.1」を持つ、

CiscoAVPairという名前の属性をリモート認証サービスに作成

できます。

デフォルトの属性がLDAPの [General]タブで設定されていな

い場合は、この値が必要です。

[Attribute] フィールド

[Bind DN] フィールドで指定した LDAP データベース アカウ

ントのパスワード。標準ASCII文字を入力できます。ただし、

「§」（セクション記号）、「?」（疑問符）、「=」（等号）

は除きます。

[Password] フィールド

確認のための LDAP データベース パスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

LDAP データベースへの問い合わせがタイム アウトするまで

の秒数。

1 ～ 60 秒の整数を入力するか、0（ゼロ）を入力して LDAP
の [General]で指定したタイムアウト値を使用します。デフォ

ルトは 30 秒です。

[Timeout] フィールド

ユーザが使用するLDAPベンダー。次のいずれかになります。

• [OpenLdap]：LDAPプロトコルのオープンソース実装。

• [MS AD]：Microsoft Active Directory。

[Vendor] オプション ボタン

b) [Next] をクリックします。

ステップ 6 ウィザードの [LDAP Group Rule] ページで、すべてのフィールドに適切な LDAP グループ ルール

情報を入力します。

a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

Cisco UCS が、ユーザ ロールとロケールを認証してリモート

ユーザに割り当てるときに、LDAP グループも検索するかど

うか。次のいずれかになります。

• [Disable]：Cisco UCS UCS は LDAP グループにアクセス

しません。

• [Enable]：Cisco UCSは、この Cisco UCSドメインにマッ

ピングされたすべてのLDAPグループを検索します。リ

モート ユーザが検出されると、Cisco UCS は、関連する

LDAPグループ マップでそのLDAPグループに対して定

義されているユーザロールとロケールを割り当てます。

ロールとロケールの割り当ては累積されます。ユー

ザが複数のグループに属している場合やLDAP属性

で指定されたロールまたはロケールを持っている場

合、Cisco UCS は、それらのグループまたは属性の

いずれかにマップされているすべてのロールとロ

ケールをそのユーザに割り当てます。

（注）

[Group Authorization]フィール

ド

CiscoUCSが、マッピングされたグループとそれらの親グルー

プの両方を検索するかどうか。次のいずれかになります。

• [Non Recursive]：Cisco UCSは、このCisco UCSドメイン

でマッピングされたグループだけを検索します。ユーザ

が属するいずれのグループでもユーザの認証プロパティ

が明示的に設定されていない場合、Cisco UCS はデフォ

ルトの設定を使用します。

• [Recursive]：CiscoUCSは、マップされた各グループおよ

びそのすべての親グループでユーザの認証プロパティを

検索します。これらのプロパティは累積的であるため、

Cisco UCS は、明示的な認証プロパティ設定を備えたグ

ループを検出すると、それらの設定を現在のユーザに適

用します。それ以外の場合は、デフォルト設定が使用さ

れます。

[Group Recursion] フィールド

Cisco UCS が LDAP データベース内のグループ メンバーシッ

プを判別するために使用する属性。

サポートされるストリングの長さは63文字です。デフォルト

の文字列は「memberOf」です。

[Target Attribute] フィールド
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説明名前

メンバーシップの確認のためのLDAPグループ マップとして

プライマリ グループを設定できるかどうかを判断するため

に、Cisco UCS で使用される属性。このオプションを使用す

ると、Cisco UCS Manager はユーザのプライマリグループ メ

ンバーシップをダウンロードして検証できます。

[Use Primary Group] フィール

ド

b) [Finish] をクリックします。

次の作業

単一の LDAP データベースが関係する実装の場合は、認証サービスとして LDAP を選択します。

複数の LDAP データベースが関係する実装の場合は、LDAP プロバイダー グループを設定しま

す。

LDAP プロバイダーの LDAP グループルールの変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [LDAP] を展開します。

ステップ 3 [LDAP Providers] を展開し、グループ ルールを変更する LDAP プロバイダーを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [LDAP Group Rules] 領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

Cisco UCS が、ユーザ ロールとロケールを認証してリモート

ユーザに割り当てるときに、LDAP グループも検索するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disable]：Cisco UCS UCS は LDAP グループにアクセスし

ません。

• [Enable]：Cisco UCSは、このCisco UCSドメインにマッピ

ングされたすべてのLDAPグループを検索します。リモー

ト ユーザが検出されると、Cisco UCS は、関連する LDAP
グループ マップでその LDAP グループに対して定義され

ているユーザ ロールとロケールを割り当てます。

ロールとロケールの割り当ては累積されます。ユーザ

が複数のグループに属している場合やLDAP属性で指

定されたロールまたはロケールを持っている場合、

Cisco UCSは、それらのグループまたは属性のいずれ

かにマップされているすべてのロールとロケールをそ

のユーザに割り当てます。

（注）

[Group Authorization] フィール

ド

Cisco UCS が、マッピングされたグループとそれらの親グルー

プの両方を検索するかどうか。次のいずれかになります。

• [NonRecursive]：CiscoUCSは、このCiscoUCSドメインで

マッピングされたグループだけを検索します。ユーザが属

するいずれのグループでもユーザの認証プロパティが明示

的に設定されていない場合、Cisco UCS はデフォルトの設

定を使用します。

• [Recursive]：Cisco UCS は、マップされた各グループおよ

びそのすべての親グループでユーザの認証プロパティを検

索します。これらのプロパティは累積的であるため、Cisco
UCSは、明示的な認証プロパティ設定を備えたグループを

検出すると、それらの設定を現在のユーザに適用します。

それ以外の場合は、デフォルト設定が使用されます。

[Group Recursion] フィールド

Cisco UCS が LDAP データベース内のグループ メンバーシップ

を判別するために使用する属性。

サポートされるストリングの長さは63文字です。デフォルトの

文字列は「memberOf」です。

[Target Attribute] フィールド
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説明名前

メンバーシップの確認のためのLDAPグループ マップとしてプ

ライマリ グループを設定できるかどうかを判断するために、

Cisco UCS で使用される属性。このオプションを使用すると、

CiscoUCSManagerはユーザのプライマリグループ メンバーシッ

プをダウンロードして検証できます。

[Use Primary Group] フィールド

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

LDAP プロバイダーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [LDAP] を展開します。

ステップ 3 [LDAP Providers] を展開します。

ステップ 4 削除する LDAP プロバイダーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

LDAP グループマッピング
LDAP グループ マッピングにより、LDAP ユーザ オブジェクトのロールまたはロケール情報を定

義する必要がなくなります。LDAP データベースへのアクセスを制限する LDAP グループを使用

している組織にログインする際、UCSM はグループ メンバーシップ情報を使用してロールとロ

ケールを LDAP ユーザに割り当てます。

ユーザがCiscoUCSManagerにログインする際、LDAPグループマップはユーザのロールとロケー

ルに関する情報を取り出します。ロールとロケールの基準がポリシーの情報と一致する場合、ア

クセスが許可されます。Cisco UCS Manager は、リリース バージョンに応じて、最大 28 個、128
個、または 160 個の LDAP グループ マップをサポートしています。

Cisco UCSManagerでローカルに設定したロールとロケール定義に対しては、LDAPディレクトリ

に対する変更に基づいた自動更新は行われません。LDAP ディレクトリ内の LDAP グループの削

除や名前変更を行う場合は、その変更に合わせてCiscoUCSManagerも更新する必要があります。

LDAP グループ マップは、次のロールとロケールのいずれかの組み合わせを含むように設定でき

ます。
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• ロールのみ

• ロケールのみ

• ロールとロケールの両方

たとえば、特定の場所のサーバ管理者グループを表す LDAP グループがあるとします。LDAP グ

ループ マップには、サーバ プロファイルやサーバ機器などのユーザ ロールが含まれていること

もあります。特定の場所のサーバ管理者へのアクセスを制限するために、ロケールに特定のサイ

ト名を設定することができます。

Cisco UCS Manager にはすぐに使用できるユーザ ロールが含まれていますが、ロケールは含ま

れていません。LDAP プロバイダー グループをロケールにマッピングするには、カスタム ロ

ケールを作成する必要があります。

（注）

LDAP グループマップの作成

はじめる前に

• LDAP サーバで LDAP グループを作成します。

• LDAP サーバで LDAP グループの識別名を設定します。

• Cisco UCS Manager でロケールを作成します（任意）。

• Cisco UCS Manager でカスタム ロールを作成します（任意）。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [LDAP] を展開します。

ステップ 3 [LDAP Group Maps] を右クリックし、[Create LDAP Group Map] を選択します。

ステップ 4 [Create LDAPGroupMap]ダイアログボックスで、必要に応じてすべての LDAPグループ マップ情

報を指定します。

[LDAP Group DN][LDAP Group DN] フィールドフィールドで指定する名前は、LDAP デー

タベース内の名前と一致させる必要があります。

重要

[LDAPGroupDN]フィールドに特殊文字を使用する場合は、特殊文字の前にエスケープ

文字 \（シングル バックスラッシュ）を付ける必要があります。

（注）

次の作業

LDAP グループ ルールを設定します。
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LDAP グループマップの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [LDAP] を展開します。

ステップ 3 [LDAP Group Maps] を展開します。

ステップ 4 削除する LDAP グループ マップを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

RADIUS プロバイダーの設定

RADIUS プロバイダーのプロパティの設定
このタスクで設定するプロパティは、CiscoUCSManagerで定義されたこのタイプのすべてのプロ

バイダー接続のデフォルト設定です。 個々のプロバイダーにこれらのうちいずれかのプロパティ

の設定が含まれている場合、CiscoUCSでその設定が使用され、デフォルト設定は無視されます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[User Management] > [RADIUS] を展開します。

ステップ 3 [Properties] 領域で、すべてのフィールドに入力します。

ステップ 4 [Save Changes] をクリックします。

次の作業

RADIUS プロバイダーを作成します。

RADIUS プロバイダーの作成
Cisco UCS Manager では、最大 16 の RADIUS プロバイダーがサポートされます。

はじめる前に

RADIUS サーバで、次の設定を行います。
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• Cisco UCS Manager のユーザ ロールとロケール情報を保持する属性をユーザに対して設定し

ます。 この属性について RADIUS スキーマを拡張するかどうかを選択できます。 スキーマ

を拡張しない場合は、既存のRADIUS属性を使用してCiscoUCSユーザ ロールとロケールを

保持します。 スキーマを拡張する場合は、cisco-avpair 属性などのカスタム属性を作成しま

す。

シスコによる RADIUSの実装のベンダー IDは 009であり、属性のベンダー IDは 001です。

次の構文例は、cisco-avpair属性を作成する場合に複数のユーザ ロールとロケールを指定する

方法を示しています。shell:roles="admin,aaa" shell:locales="L1,abc"。 複数の値を区切る

には、区切り文字としてカンマ「,」を使用します。

• クラスタ設定では、両方のファブリック インターコネクトに対する管理ポートの IPv4 また

は IPv6 アドレスを追加します。 この設定では、1 つめのファブリック インターコネクトで

障害が発生し、システムが 2つめのファブリック インターコネクトにフェールオーバーして

も、リモート ユーザは引き続きログインできることが保証されます。 ログイン要求はすべ

て、これらの IP アドレスから送信されます。Cisco UCS Manager により使用されている仮想

IP アドレスではありません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [RADIUS] を展開します。

ステップ 3 [Create RADIUS Provider]ダイアログボックスで、該当するすべての RADIUSサービス情報を指定

します。

IPv4 または IPv6 のアドレスの代わりにホスト名を使用する場合、DNS サーバにはホス

ト名が必ず設定されているようにする必要があります。

（注）

ステップ 4 [Save Changes] をクリックします。

次の作業

単一の RADIUS データベースが関係する実装の場合は、RADIUS をプライマリ認証サービスとし

て選択します。

複数のRADIUSデータベースが関係する実装の場合は、RADIUSプロバイダー グループを設定し

ます。
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RADIUS プロバイダーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[User Management] > [RADIUS] を展開します。

ステップ 3 削除する RADIUS プロバイダーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

TACACS+ プロバイダーの設定

TACACS+ プロバイダーのプロパティの設定
このタスクで設定するプロパティは、CiscoUCSManagerで定義されたこのタイプのすべてのプロ

バイダー接続のデフォルト設定です。 個々のプロバイダーにこれらのうちいずれかのプロパティ

の設定が含まれている場合、CiscoUCSでその設定が使用され、デフォルト設定は無視されます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[User Management] > [TACACS+] を展開します。

ステップ 3 [Properties] 領域で、[Timeout] フィールド に値を入力します。

ステップ 4 [Save Changes] をクリックします。

次の作業

TACACS+ プロバイダーを作成します。

TACACS+ プロバイダーの作成
Cisco UCS Manager では、最大 16 の TACACS+ プロバイダーがサポートされます。

はじめる前に

TACACS+ サーバで、次の設定を行います。

• cisco-av-pair 属性を作成します。 既存の TACACS+ 属性は使用できません。
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cisco-av-pair 名は、TACACS+ プロバイダーの属性 ID を提供する文字列です。

次の構文例は、cisco-av-pair 属性を作成するときに複数のユーザ ロールとロケールを指定す

る方法を示しています。cisco-av-pair=shell:roles="admin aaa" shell:locales*"L1 abc"。

cisco-av-pair 属性構文でアスタリスク（*）を使用すると、ロケールがオプションとして指定

され、同じ認可プロファイルを使用する他のシスコデバイスで認証の失敗を防ぐことができ

ます。 複数の値を区切るには、区切り文字としてスペースを使用します。

• クラスタ設定では、両方のファブリック インターコネクトに対する管理ポートの IPv4 また

は IPv6 アドレスを追加します。 この設定では、1 つめのファブリック インターコネクトで

障害が発生し、システムが 2つめのファブリック インターコネクトにフェールオーバーして

も、リモート ユーザは引き続きログインできることが保証されます。 ログイン要求はすべ

て、これらの IP アドレスから送信されます。Cisco UCS Manager により使用されている仮想

IP アドレスではありません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [TACACS+] を展開します。

ステップ 3 [General] タブの [Actions] 領域で、[Create TACACS+ Provider] をクリックします。

ステップ 4 [Create TACACS+ Provider] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 必要に応じてすべてのフィールドに TACACS+ サービス情報を入力します。

IPv4または IPv6のアドレスの代わりにホスト名を使用する場合、DNSサーバにはホ

スト名が必ず設定されているようにする必要があります。

（注）

b) [OK] をクリックします。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

次の作業

単一の TACACS+ データベースが関係する実装の場合は、TACACS+ をプライマリ認証サービス

として選択します。

複数の TACACS+ データベースが関係する実装の場合は、TACACS+ プロバイダー グループを設

定します。
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TACACS+ プロバイダーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[User Management] > [TACACS+] を展開します。

ステップ 3 削除する TACACS+ プロバイダーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

マルチ認証サービスの設定

マルチ認証サービス

次の機能を実装して、CiscoUCSが複数の認証サービスを使用するよう設定することができます。

• プロバイダー グループ

• 認証ドメイン

プロバイダーグループ

プロバイダー グループは、認証プロセス中に Cisco UCS がアクセスするプロバイダーのセットで

す。プロバイダー グループ内のすべてのプロバイダーが、ユーザの認証に Cisco UCS プロバイ

ダーが使用する順にアクセスされます。設定されたすべてのサーバが使用できない、または到達

不能な場合、Cisco UCS Manager は、ローカル ユーザ名とパスワードを使用して自動的にローカ

ル認証方式にフォールバックします。

Cisco UCS Manager では、最大 16 のプロバイダー グループを作成でき、グループごとに最大 8 つ

のプロバイダーを含めることができます。

LDAP プロバイダーグループの作成
LDAP プロバイダー グループを作成すると、複数の LDAP データベースを使用して認証できま

す。
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単一の LDAP データベースを使用した認証では、LDAP プロバイダー グループを設定する必

要はありません。

（注）

はじめる前に

1 つ以上の LDAP プロバイダーを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [LDAP] を展開します。

ステップ 3 [LDAP Provider Groups] を右クリックし、[Create LDAP Provider Group] を選択します。

IPv4 または IPv6 のアドレスの代わりにホスト名を使用する場合、DNS サーバにはホス

ト名が必ず設定されているようにする必要があります。

（注）

ステップ 4 [Create LDAP Provider Group] ダイアログボックスで、適切なすべての LDAP プロバイダー グルー

プ情報を指定します。

次の作業

認証ドメインを設定するか、デフォルト認証サービスを選択します。

LDAP プロバイダーグループの削除

はじめる前に

認証設定からプロバイダー グループを削除します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [LDAP] を展開します。

ステップ 3 [LDAP Provider Groups] を展開します。

ステップ 4 削除する LDAP プロバイダー グループを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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RADIUS プロバイダーグループの作成
RADIUSプロバイダー グループを作成すると、複数のRADIUSデータベースを使用して認証でき

ます。

単一の RADIUS データベースを使用した認証では、RADIUS プロバイダー グループを設定す

る必要はありません。

（注）

はじめる前に

1 つ以上の RADIUS プロバイダーを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [RADIUS] を展開します。

ステップ 3 [RADIUS Provider Groups] を右クリックし、[Create RADIUS Provider Group] を選択します。

ステップ 4 [Create RADIUS Provider Group] ダイアログボックスで、次を実行します。

a) [Name] フィールドに、グループの一意の名前を入力します。

この名前には、1 ～ 127 の ASCII 文字を使用できます。

b) [RADIUS Providers] テーブル で、グループに含める 1 つ以上のプロバイダーを選択します。

c) [>>] ボタン をクリックして、[Included Providers] テーブル にプロバイダーを追加します。

[<<] ボタン を使用して、グループからプロバイダーを削除できます。

d) （任意）RADIUS プロバイダーがプロバイダーを認証する順序を変更するには、[Included
Providers] リストの [Move Up] または [Move Down] の矢印を使用します。

e) 必要なすべてのプロバイダーをプロバイダーグループに追加した後、[OK]をクリックします。

次の作業

認証ドメインを設定するか、デフォルト認証サービスを選択します。

RADIUS プロバイダーグループの削除
認証設定で使用されているプロバイダー グループは削除できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [RADIUS] を展開します。

ステップ 3 [RADIUS Provider Groups] を展開します。

ステップ 4 削除する RADIUS プロバイダー グループを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

TACACS+ プロバイダーグループの作成
TACACS+ プロバイダー グループを作成すると、複数の TACACS+ データベースを使用して認証

できます。

単一の TACACS+データベースを使用した認証では、TACACS+プロバイダー グループを設定

する必要はありません。

（注）

はじめる前に

1 つ以上の TACACS+ プロバイダーを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [TACACS+] を展開します。

ステップ 3 [TACACS+ Provider Groups] を右クリックし、[Create TACACS+ Provider Group] を選択します。

ステップ 4 [Create TACACS+ Provider Group] ダイアログボックスで、必要に応じてすべての TACACS+ プロ

バイダーのグループ情報を指定します。

TACACS+ プロバイダーグループの削除
認証設定で使用されているプロバイダー グループは削除できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [TACACS+] を展開します。

ステップ 3 [TACACS+ Provider Groups] を展開します。

ステップ 4 削除する TACACS+ プロバイダー グループを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

認証ドメイン

CiscoUCSManagerでは、複数の認証システムを活用するために認証ドメインを使用しています。

各認証ドメインはログイン時に指定および設定できます。これを行わない場合、CiscoUCSManager
はデフォルトの認証サービス設定を使用します。

最大 8 個の認証ドメインを作成できます。各認証ドメインは、Cisco UCS Manager 内のプロバイ

ダーグループと領域に関連付けられています。プロバイダーグループを指定しないと、CiscoUCS
Manager では領域内のすべてのサーバを使用します。

認証ドメインの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [Authentication] を展開します。

ステップ 3 [Authentication Domains] を右クリックし、[Create a Domain] を選択します。

ステップ 4 [Create a Domain] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ドメインの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。

-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、

および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特

殊文字とスペースは使用できません。また、オブジェ

クトが保存された後にこの名前を変更することはでき

ません。

リモート認証プロトコルを使用するシステム

の場合、認証ドメイン名はユーザ名の一部と

見なされ、ローカルに作成されたユーザ名に

対して 32文字の制限が適用されます。Cisco
UCS はフォーマットに 5 文字を挿入するた

め、ドメイン名とユーザ名を合わせた合計が

27 文字を超えると、認証は失敗します。

（注）

名前

Cisco UCS Manager に接続している場合、Web クライ

アントは、Web セッションをアクティブに保つため

に、CiscoUCSManagerに更新要求を送信する必要があ

ります。このオプションを使用して、このドメインの

ユーザに許可する更新要求間隔の最大時間数を指定し

ます。

この時間制限を超えると、Cisco UCS Manager は Web
セッションを非アクティブであると見なしますが、セッ

ションの終了は行いません。

60 ～ 172800 の整数を指定します。デフォルト値は、

二要素認証がイネーブルでない場合は 600 秒、二要素

認証がイネーブルの場合は 7200 秒です。

[Web Session Refresh Period] に設定する秒数

は、[Web Session Timeout] に設定する秒数未

満である必要があります。[Web Session
Refresh Period] に [Web Session Timeout] と同

じ値を設定しないでください。

（注）

Web Session Refresh Period (sec)

最後の更新要求から Cisco UCS Manager が Web セッ

ションが非アクティブであると見なすまでの最大経過

時間。この時間制限を超えると、CiscoUCSManagerは
自動的に Web セッションを終了させます。

300～ 172800の整数を指定します。デフォルト値は、

二要素認証がイネーブルでない場合は7200秒、二要素

認証がイネーブルの場合は 8000 秒です。

Web Session Timeout (sec)
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説明名前

このドメインのユーザに適用される認証プロトコル。

次のいずれかになります。

• [Local]：ユーザ アカウントは、このCiscoUCSド

メインでローカルに定義する必要があります。

• [Radius]：ユーザは、この Cisco UCS ドメインに

対して指定されたRADIUSサーバで定義する必要

があります。

• [Tacacs]：ユーザは、この Cisco UCS ドメインに

対して指定された TACACS+ サーバで定義する必

要があります。

• [Ldap]：ユーザは、この Cisco UCS ドメインに対

して指定されたLDAPサーバで定義する必要があ

ります。

レルム

リモートログイン中にユーザを認証するために使用す

るデフォルト プロバイダー グループ。

[Provider Group] ドロップダウン リストは、

ユーザを認証する方法として [Ldap]、
[Radius]、または [Tacacs] を選択した場合に

表示されます。

（注）

Provider Group

二要素認証は、[Realm]が [Radius]または [Tacacs]に設

定されている場合にのみ使用できます。このチェック

ボックスを選択すると、Cisco UCS Manager と KVM
Launch Manager では、アカウントが RADIUS または

TACACS サーバによって認証されるユーザにトークン

とパスワードを入力してログインするよう求めます。

[Web SessionRefresh Period]が期限切れになるまでに 60
秒ある場合は、ユーザは新しいトークンを生成し、そ

のトークンとパスワードを入力してセッションを続行

する必要があります。

二要素認証

ステップ 5 [OK] をクリックします。
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プライマリ認証サービスの選択

コンソール認証サービスの選択

はじめる前に

システムでリモート認証サービスが使用されている場合は、その認証サービスに対するプロバイ

ダーを作成します。CiscoUCSを通じたローカル認証のみを使用する場合は、最初にプロバイダー

を作成する必要はありません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [Authentication] を展開します。

ステップ 3 [Native Authentication] をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Console Authentication] 領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

コンソールにログインするユーザが認証される

方法。次のいずれかになります。

• [Local]：ユーザ アカウントは、この Cisco
UCS ドメインでローカルに定義する必要

があります。

• [Radius]：ユーザは、この Cisco UCS ドメ

インに対して指定された RADIUS サーバ

で定義する必要があります。

• [Tacacs]：ユーザは、この Cisco UCS ドメ

インに対して指定されたTACACS+サーバ

で定義する必要があります。

• [Ldap]：ユーザは、この Cisco UCS ドメイ

ンに対して指定されたLDAPサーバで定義

する必要があります。

• [None]：ユーザ アカウントがこの Cisco
UCS ドメインに対してローカルである場

合は、ユーザがコンソールにログインする

ときにパスワードは必要ありません。

[Realm] フィールド
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説明名前

ユーザがコンソールにログインするときに認証

に使用するプロバイダー グループ。

[Provider Group] ドロップダウン リス

ト は、ユーザを認証する方法として

[Ldap]、[Radius]、または [Tacacs] を

選択した場合に表示されます。

（注）

[Provider Group] ドロップダウン リスト

二要素認証は、[Realm] が [Radius] または

[Tacacs] に設定されている場合にのみ使用でき

ます。このチェックボックスをオンにすると、

コンソールは、アカウントが RADIUS または

TACACS サーバによって認証されるユーザに

トークンとパスワードを入力してログインする

ように求めます。

二要素認証

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

デフォルト認証サービスの選択

はじめる前に

システムでリモート認証サービスが使用されている場合は、その認証サービスに対するプロバイ

ダーを作成します。CiscoUCSを通じたローカル認証のみを使用する場合は、最初にプロバイダー

を作成する必要はありません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [Authentication] を展開します。

ステップ 3 [Native Authentication] をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Default Authentication] 領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

リモートログイン中にユーザが認証されるデフォルトの方

法。次のいずれかになります。

• [Local]：ユーザ アカウントは、このCisco UCSドメイ

ンでローカルに定義する必要があります。

• [Radius]：ユーザ アカウントは、この Cisco UCS ドメ

インに対して指定されたRADIUSサーバで定義する必

要があります。

• [Tacacs]：ユーザ アカウントは、この Cisco UCS ドメ

インに対して指定された TACACS+ サーバで定義する

必要があります。

• [Ldap]：ユーザ アカウントは、この Cisco UCS ドメイ

ンに対して指定されたLDAPサーバで定義する必要が

あります。

• [None]：ユーザ アカウントがこの Cisco UCSドメイン

に対してローカルである場合は、ユーザがリモートロ

グインするときにパスワードは必要ありません。

[Realm] ドロップダウン リスト

リモートログイン中にユーザを認証するために使用するデ

フォルト プロバイダー グループ。

[Provider Group] ドロップダウンは、ユーザを認

証する方法として [Ldap]、[Radius]、または

[Tacacs] を選択した場合に表示されます。

（注）

[Provider Group] ドロップダウン リ

スト

Cisco UCS Manager に接続している場合、Web クライアン

トは、Web セッションをアクティブに保つために、Cisco
UCS Manager に更新要求を送信する必要があります。この

オプションを使用して、このドメインのユーザに許可する

更新要求間隔の最大時間数を指定します。

この時間制限を超えると、Cisco UCS Manager は Web セッ

ションを非アクティブであると見なしますが、セッション

の終了は行いません。

60 ～ 172800 の整数を指定します。デフォルト値は、二要

素認証がイネーブルでない場合は 600 秒、二要素認証がイ

ネーブルの場合は 7200 秒です。

Web Session Refresh Period (sec)
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説明名前

最後の更新要求から Cisco UCS Manager が Web セッション

が非アクティブであると見なすまでの最大経過時間。この

時間制限を超えると、Cisco UCS Manager は自動的に Web
セッションを終了させます。

300～ 172800の整数を指定します。デフォルト値は、二要

素認証がイネーブルでない場合は7200秒、二要素認証がイ

ネーブルの場合は 8000 秒です。

Web Session Timeout (sec)

二要素認証は、[Realm]が [Radius]または [Tacacs]に設定さ

れている場合にのみ使用できます。このチェックボックス

を選択すると、Cisco UCS Manager と KVM Launch Manager
では、アカウントがRADIUSまたはTACACSサーバによっ

て認証されるユーザにトークンとパスワードを入力してロ

グインするよう求めます。[Web Session Refresh Period]が期

限切れになるまでに60秒ある場合は、ユーザは新しいトー

クンを生成し、そのトークンとパスワードを入力してセッ

ションを続行する必要があります。

二要素認証をイネーブルにして設定を保存した

後、デフォルトの Web Session Refresh Period (sec)
は 7200 に、デフォルトの Web Session Timeout
(sec)は 8000 に変わります。

（注）

[Two Factor Authentication] チェック

ボックス

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

リモートユーザのロールポリシー

デフォルトでは、CiscoUCSManagerでユーザロールが設定されていない場合は、LDAP、RADIUS、

または TACACS プロトコルを使用してリモート サーバから Cisco UCS Manager にログインしてい

るすべてのユーザに読み取り専用アクセス権が付与されます。セキュリティ上の理由から、Cisco
UCS Manager で確立されたユーザ ロールに一致するユーザへのアクセスを制限するのが望ましい

場合があります。

リモート ユーザのロール ポリシーは、次の方法で設定できます。

assign-default-role

ユーザ ロールに基づいて、CiscoUCSManagerへのユーザ アクセスを制限しません。その他

のユーザ ロールがCiscoUCSManagerで定義されていない限り、読み取り専用アクセス権が

すべてのユーザに付与されます。

これはデフォルトの動作です。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
192

認証の設定

リモートユーザのロールポリシー



no-login

ユーザ ロールに基づいて、CiscoUCSManagerへのユーザ アクセスを制限します。リモート

認証システムにユーザ ロールが割り当てられていない場合、アクセスは拒否されます。

リモートユーザのロールポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [Authentication] を展開します。

ステップ 3 [Native Authentication] をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Role Policy for Remote Users] フィールド では、ユーザがログインを試行した際に、リモート認証

プロバイダーが認証情報を伴うユーザ ロールを提供しない場合にどのように処理するかを決定す

るために、次のオプション ボタンのいずれかをクリックします。

• [No Login]：ユーザ名とパスワードが正しい場合でも、ユーザはシステムにログインできま

せん。

• [Assign Default Role]：ユーザは、読み取り専用ユーザ ロールでログインできます。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。
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第 9 章

組織の設定

この章は、次の項で構成されています。

• マルチテナント環境の組織, 195 ページ

• マルチテナント環境における階層的な名前解決, 196 ページ

• ルート組織下の組織の作成, 198 ページ

• サブ組織下の組織の作成, 198 ページ

• 組織の削除, 199 ページ

マルチテナント環境の組織
マルチテナント機能を使用すると、Cisco UCS ドメインの大きな物理的インフラストラクチャを

組織と呼ばれる論理的なエンティティに分割することができます。その結果、各組織に専用の物

理インフラストラクチャを設けなくても各組織を論理的に分離できます。

マルチテナント環境では、関連する組織を通じて、各テナントに一意のリソースを割り当てられ

ます。これらのリソースには、各種のポリシー、プール、および Quality of Service 定義などがあ

ります。また、すべてのユーザがすべての組織にアクセスできるようにする必要がない場合は、

ロケールを実装して、組織ごとにユーザ権限やロールを割り当てたり、制限したりすることもで

きます。

マルチテナント環境をセットアップすると、すべての組織が階層的になります。最上位の組織は

常にルートです。ルートに作成したポリシーおよびプールはシステム全体にわたるもので、この

システムに含まれるすべての組織で使用できます。しかし、他の組織で作成されたポリシーやプー

ルが使用できるのは、同じ階層でそれより上にある組織だけです。たとえば、あるシステムに

Finance と HR という組織があり、これらは同じ階層に存在しないとします。この場合、Finance
は HR 組織にあるポリシーは一切使用できず、また、HR は Finance 組織にあるポリシーには一切

アクセスできません。しかし、Financeと HR は両方とも、ルート組織にあるポリシーやプールを

使用できます。
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マルチテナント環境に組織を作成する場合、各組織、または同じ階層のサブ組織に対して、次の

うちの 1 つ以上をセットアップすることもできます。

• リソース プール

• ポリシー

• サービス プロファイル

• サービス プロファイル テンプレート

ルート組織は、常にトップ レベルの組織です。

マルチテナント環境における階層的な名前解決
マルチテナント環境では、Cisco UCS は組織の階層を使用して、ポリシーおよびリソース プール

の名前を解決します。CiscoUCSManagerは、プールに割り当てられているポリシーまたはリソー

スの詳細を検索する際に、以下の操作を実行します。

1 CiscoUCSManagerは、サービスプロファイルまたはポリシーに割り当てられている組織内で、

指定された名前のポリシーとプールの有無を調べます。

2 ポリシーを検出したか、使用可能なリソースがプール内にある場合、Cisco UCS Manager はこ

のポリシーまたはリソースを使用します。ローカルレベルで使用可能なリソースがプール内に

存在しない場合、Cisco UCS Manager は上位階層の親組織に移動し、同じ名前のプールを検索

します。Cisco UCS Manager では検索がルート組織に到達するまでこの手順を繰り返します。

3 ルート組織まで検索し、使用可能なリソースまたはポリシーを検出できない場合、Cisco UCS
Manager はローカル組織に戻り、デフォルト プール内でデフォルト ポリシーまたは使用可能

なリソースの検出を開始します。

4 デフォルト プール内で適用可能なデフォルト ポリシーまたは使用可能なリソースを検出した

場合、Cisco UCS Manager はこのポリシーまたはリソースを使用します。使用可能なリソース

がプール内に存在しない場合、Cisco UCS Manager は上位階層の親組織に移動し、デフォルト

のプールを検索します。Cisco UCS Manager は検索がルート組織に到達するまでこの手順を繰

り返します。

5 Cisco UCS Manager は、適用可能なポリシーまたは使用可能なリソースを階層内で検出できな

い場合、割り当てエラーを返します。

例：単一階層でのサーバプール名の解決

この例では、すべての組織がルート組織下の同一レベルにあります。たとえば、サービス プロバ

イダーは、各顧客に対して個別の組織を作成します。この構成では、組織は、自身の組織および

ルート組織に割り当てられたポリシーおよびリソースだけにアクセスできます。

この例では、XYZcustomer組織のサービス プロファイルは、XYZcustomerサーバ プールのサーバ

を使用するように設定されています。リソースプールとポリシーがサービスプロファイルに割り

当てられると、以下の動作が発生します。
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1 Cisco UCS Manager は、XYZcustomer サーバ プール内で使用可能なサーバを調べます。

2 使用可能なサーバが XYZcustomer サーバ プールに存在する場合、Cisco UCS Manager はこの

サーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。プール内に使用可能なサーバ

が存在しない場合、Cisco UCS Manager はルート組織で同じ名前のサーバ プールを調べます。

3 ルート組織に XYZcustomer サーバ プールが含まれており、そのプールに使用可能なサーバが

存在する場合、Cisco UCS Manager はこのサーバとサービス プロファイルを関連付け、検索を

終了します。プール内に使用可能なサーバが存在しない場合、CiscoUCSManagerはXYZcustomer
組織に戻り、デフォルト サーバ プールを調べます。

4 XYZcustomer組織内のデフォルトプールに使用可能なサーバが存在する場合、CiscoUCSManager
はこのサーバとサービス プロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト プールに

使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Manager はルート組織内でデフォルト サーバ

プールを調べます。

5 ルート組織内のデフォルト サーバ プールに使用可能なサーバが存在する場合、Cisco UCS
Manager はこのサーバとサービス プロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト

プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Manager は割り当てエラーを返しま

す。

例：多階層でのサーバプール名の解決

この例では、各組織に少なくとも 1 つのサブ組織が含まれています。たとえば、企業は、企業内

の各主要部門に対しておよびこれらの部門のサブ部門に対して組織を作成できます。この構成で

は、各組織が、自身のローカル ポリシーとリソース プール、および親階層内のリソース プール

にアクセスできます。

この例では、Finance 組織に 2 つのサブ組織（AccountsPayable および AccountsReceivable）が含ま

れています。AccountsPayable（AP）組織のサービス プロファイルは、AP サーバ プールのサーバ

を使用するように設定されています。リソースプールとポリシーがサービスプロファイルに割り

当てられると、以下の動作が発生します。

1 Cisco UCS Manager は、サービス プロファイルに定義されている AP サーバ プールで使用可能

なサーバを調べます。

2 使用可能なサーバがAPサーバ プールに存在する場合、CiscoUCSManagerはこのサーバとサー

ビスプロファイルを関連付け、検索を終了します。プールに使用可能なサーバが存在しない場

合、Cisco UCS Manager は 1 階層上位に移動し、Finance 組織で同じ名前のプールの有無を調べ

ます。

3 Finance 組織に同じ名前のプールが含まれており、このプールに使用可能なサーバが存在する

場合、Cisco UCS Manager はこのサーバとサービス プロファイルを関連付け、検索を終了しま

す。プールに使用可能なサーバが存在しない場合、CiscoUCSManagerは1階層上位に移動し、

ルート組織で同じ名前のプールの有無を調べます。

4 ルート組織に同じ名前のプールが含まれており、このプールに使用可能なサーバが存在する場

合、CiscoUCSManagerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。

プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCSManagerはAccountsPayable組織に戻

り、デフォルトのサーバ プールを調べます。
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5 AccountsPayable 組織内のデフォルト プールに使用可能なサーバが存在する場合、Cisco UCS
Manager はこのサーバとサービス プロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト

プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Manager は 1 階層上位に移動し、

Finance 組織のデフォルト サーバ プールを調べます。

6 Finance組織内のデフォルト プールに使用可能なサーバが存在する場合、CiscoUCSManagerは

このサーバとサービス プロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト プールに使

用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Manager は 1 階層上位に移動し、ルート組織の

デフォルト サーバ プールを調べます。

7 ルート組織内のデフォルト サーバ プールに使用可能なサーバが存在する場合、Cisco UCS
Manager はこのサーバとサービス プロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト

プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Manager は割り当てエラーを返しま

す。

ルート組織下の組織の作成

手順

ステップ 1 ツールバーで、[New] > [Create Organization] を選択します。

ステップ 2 [Create Organization] ダイアログボックスの [Name] フィールドに、組織の一意の名前を入力しま

す。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 3 [Description] フィールドに、組織の説明を入力します。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

サブ組織下の組織の作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Service Profiles] > [root] を展開します。

[Policies] ノードまたは [Pools] ノードの下の [Sub-Organizations] ノードにもアクセスできます。

ステップ 3 [Sub-Organizations] ノードを展開し、次のいずれかの手順を実行します。
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• ルート直下に組織を作成するには、[Sub-Organizations]を右クリックし、[Create Organization]
を選択します。

• より低いレベルのサブ組織の下に組織を作成するには、階層内のサブ組織ノードを展開して

から、新しい組織を作成するサブ組織を右クリックし、[Create Organization] を選択します。

ステップ 4 [Create Organization] ダイアログボックスの [Name] フィールドに、組織の一意の名前を入力しま

す。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 5 [Description] フィールドに、組織の説明を入力します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

組織の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 削除する組織に移動します。

ステップ 3 組織を右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 10 章

ロールベースアクセスコントロールの設定

この章は、次の項で構成されています。

• ロールベース アクセス コントロールの概要, 201 ページ

• Cisco UCS のユーザ アカウント, 202 ページ

• UCS Manager のユーザ ロール, 205 ページ

• ユーザ ロケール, 210 ページ

• ユーザ ロールの設定, 211 ページ

• ロケールの設定, 213 ページ

• ローカル認証されたユーザ アカウントの設定, 215 ページ

• ローカル認証されたユーザのパスワード プロファイル, 223 ページ

• GUI からのユーザ セッションのモニタリング, 226 ページ

ロールベースアクセスコントロールの概要
ロールベース アクセス コントロール（RBAC）は、ユーザのロールとロケールに基づいてユーザ

のシステム アクセスを制限または許可する方法です。ロールによってシステム内でのユーザの権

限が定義され、ロケールによってユーザがアクセス可能な組織（ドメイン）が定義されます。権

限がユーザに直接割り当てられることはないため、適切なロールとロケールを割り当てることに

よって個々のユーザ権限を管理できます。

必要なシステム リソースへの書き込みアクセス権限がユーザに与えられるのは、割り当てられた

ロールによりアクセス権限が与えられ、割り当てられたロケールによりアクセスが許可されてい

る場合に限ります。たとえば、エンジニアリング組織内のサーバ管理者ロールを持つユーザは、

エンジニアリング組織内のサーバ設定を更新できますが、そのユーザに割り当てられたロケール

に財務組織が含まれていなければ、財務組織内のサーバ設定を更新できません。
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Cisco UCSのユーザアカウント
ユーザ アカウントを使用してシステムにアクセスします。各 Cisco UCS Managerドメインに、48
のローカル ユーザ アカウントを設定できます。各ユーザ アカウントには、一意のユーザ名とパ

スワードが必要です。

ユーザ アカウントは、SSH 公開キーを付けて設定できます。公開キーは、OpenSSH と SECSH の

いずれかの形式で設定できます。

管理者アカウント

管理者アカウントは、各 Cisco UCS ドメインに設定されています。管理者アカウントはデフォル

トユーザアカウントであり、変更や削除はできません。このアカウントはシステム管理者または

スーパーユーザ アカウントであり、すべての権限が与えられています。admin アカウントには、

デフォルトのパスワードは割り当てられません。初期システム セットアップ時にパスワードを選

択する必要があります。

管理者アカウントは常にアクティブで、有効期限がありません。管理者アカウントを非アクティ

ブに設定することはできません。

ローカル認証されたユーザアカウント

ローカル認証されたユーザアカウントは、ファブリックインターコネクトのを介して直接認証さ

れ、admin または aaa 権限の所有者によって有効または無効にできます。ローカル ユーザ アカウ

ントをディセーブルにすると、そのユーザはログインできなくなります。しかしディセーブルに

なったローカルユーザアカウントの構成の詳細はデータベースから削除されません。ディセーブ

ルにされたローカルユーザアカウントを再度イネーブルにすると、アカウントはユーザ名とパス

ワードを含め、既存の構成で再びアクティブになります。

リモート認証されたユーザアカウント

リモート認証されたユーザ アカウントとは、LDAP、RADIUS、または TACACS+ で認証された

ユーザ アカウントです。

ユーザがローカルユーザアカウントとリモートユーザアカウントを同時に保持している場合は、

ローカル ユーザ アカウントで定義されたロールによってリモート ユーザ アカウントのロールが

上書きされます。

ユーザアカウントの有効期限

ユーザ アカウントは、事前に定義した時間に有効期限が切れるように設定できます。有効期限の

時間になると、ユーザ アカウントはディセーブルになります。

デフォルトでは、ユーザ アカウントの有効期限はありません。
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ユーザ アカウントに有効期限日付を設定した後は、アカウントの有効期限をなくすよう再設

定できません。ただし、使用できる最新の有効期限の日付でアカウントを設定することは可能

です。

（注）

Cisco UCSユーザ名に関する注意事項
ユーザ名は、Cisco UCS Manager のログイン ID としても使用されます。Cisco UCS ユーザ アカウ

ントにログイン ID を割り当てるときは、次の注意事項および制約事項を考慮してください。

• ログイン ID には、次を含む 1 ～ 32 の文字を含めることができます。

◦ 任意の英字

◦ 任意の数字

◦ _（アンダースコア）

◦ -（ダッシュ）

◦ .（ドット）

• ログイン ID は、Cisco UCS Manager 内で一意である必要があります。

• ログイン ID は、英文字で開始する必要があります。数字やアンダースコアなどの特殊文字

からは開始できません。

• ログイン ID では、大文字と小文字が区別されます。

• すべて数字のログイン ID は作成できません。

• ユーザ アカウントの作成後は、ログイン ID を変更できません。ユーザ アカウントを削除

し、新しいユーザ アカウントを作成する必要があります。

予約語：ローカル認証されたユーザアカウント

次の語は Cisco UCS でローカル ユーザ アカウントを作成するときに使用できません。

• root

• bin

• daemon

• adm

• lp

• sync

• shutdown
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• halt

• news

• uucp

• operator

• games

• gopher

• nobody

• nscd

• mailnull

• mail

• rpcuser

• rpc

• mtsuser

• ftpuser

• ftp

• man

• sys

• samdme

• debug

Cisco UCSパスワードの注意事項
それぞれのローカル認証されたユーザ アカウントにはパスワードが必要です。admin または aaa
の権限を持つユーザは、CiscoUCSManagerを設定して、ユーザのパスワードの強度の確認を実行

できます。

強いパスワードを使用することをお勧めします。そうしないと、ローカル認証されたユーザに対

してパスワード強度の確認をしたときに、CiscoUCSManagerは、次の要件を満たさないパスワー

ドを拒否します。

• 8 ～ 80 文字を含む。

• 次の少なくとも 3 種類を含む。

◦ 小文字

◦ 大文字

◦ 数字

◦ 特殊文字
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• aaabbb など連続して 3 回を超えて繰り返す文字を含まない。

• ユーザ名と同一、またはユーザ名を逆にしたものではない。

• パスワード ディクショナリ チェックに合格する。たとえば、パスワードには辞書に記載さ

れている標準的な単語に基づいたものを指定することはできません。

• 次の記号を含まない。$（ドル記号）、? （疑問符）、=（等号）。

• ローカル ユーザ アカウントおよび admin アカウントのパスワードは空白にしない。

ユーザアカウントの Web セッション制限
Cisco UCS Manager では、Web セッション制限を使用して、あるユーザ アカウントに対してある

時点で許容される Web セッション数（GUI と XML の両方）を制限します。

各 Cisco UCS Manager ドメインは、ユーザ 1 人につき同時 Web セッションを最大 32 件、合計 256
件のユーザ セッションをサポートします。デフォルトでは、Cisco UCS Manager が許容する同時

Webセッションはユーザ 1人あたり 32に設定されます。ただし、この値は最大でシステム上限で

ある 256 まで設定できます。

UCS Manager のユーザロール
ユーザ ロールには、ユーザに許可される操作を定義する 1 つ以上の権限が含まれます。ユーザご

とに 1 つ以上のロールを割り当てることができます。複数のロールを持つユーザは、割り当てら

れたすべてのロールを組み合わせた権限を持ちます。たとえば、Role1にストレージ関連の権限が

含まれ、Role2 にサーバ関連の権限が含まれている場合、Role1 と Role2 の両方を持つユーザは、

ストレージ関連の権限とサーバ関連の権限を持つことになります。

Cisco UCS ドメインは、デフォルトのユーザ ロールを含めて、最大 48 個のユーザ ロールを持つ

ことができます。最初の48個の後に設定されたユーザロールは受け入れられますが、非アクティ

ブなために、障害が発生します。

すべてのロールには、Cisco UCS ドメイン内のすべての設定に対する読み取りアクセスが含まれ

ています。読み取り専用ロールを持つユーザは、システム状態を変更できません。

新しい権限を作成したり、既存の権限を変更または削除したり、ロールを削除したりできます。

ロールを変更すると、そのロールを持つすべてのユーザに新しい権限が適用されます。権限の割

り当ては、デフォルト ロールに定義されている権限に限定されません。つまり、カスタムの権限

の組み合わせを使用して、独自のロールを作成できます。たとえば、デフォルトのサーバ管理者

ロールとストレージ管理者ロールの権限のセットは異なりますが、両方のロールの権限を組み合

わせたサーバおよびストレージ管理者ロールを作成することができます。

ロールがユーザへの割り当て後に削除されると、それらのユーザ アカウントからも削除されま

す。

AAA サーバ（RADIUS または TACACS+）上のユーザ プロファイルを、そのユーザに付与される

権限に対応したロールを追加するように変更します。属性にロール情報が保存されます。AAA
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サーバでは、要求とともにこの属性が返され、それを解析してロールが得られます。LDAP サー

バでは、ユーザ プロファイル属性内のロールが返されます。

ローカル ユーザ アカウントとリモート ユーザ アカウントに同じユーザ名がある場合、リモー

ト ユーザに割り当てられたすべての役割は、ローカル ユーザに割り当てられた内容で上書き

されます。

（注）

デフォルトユーザロール

システムには、次のデフォルトのユーザ ロールが用意されています。

AAAアドミニストレータ

ユーザ、ロール、および AAA 設定に対する読み取りと書き込みのアクセス権。その他のシ

ステムに対する読み取りアクセス。

アドミニストレータ

システム全体に対する完全な読み取りと書き込みのアクセス権。デフォルトのadminアカウ

ントは、デフォルトでこのロールが割り当てられ、変更はできません。

ファシリティマネージャ

power-mgmt 権限による、電源管理操作に対する読み取りと書き込みのアクセス。その他の

システムに対する読み取りアクセス。

ネットワークアドミニストレータ

ファブリック インターコネクト インフラストラクチャとネットワーク セキュリティ操作に

対する読み取りと書き込みのアクセス権。その他のシステムに対する読み取りアクセス。

動作

システムのログ（syslogサーバを含む）と障害に対する読み取りと書き込みのアクセス権。

その他のシステムに対する読み取りアクセス。

読み取り専用

システム設定に対する読み取り専用アクセス権。システム状態を変更する権限はありませ

ん。

サーバ計算

サービス プロファイルのほとんどの側面に対する読み取りと書き込みのアクセス権。ただ

し、ユーザは vNIC または vHBA を作成、変更、または削除できません。
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サーバ機器アドミニストレータ

物理サーバ関連の操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。その他のシステムに対す

る読み取りアクセス。

サーバプロファイルアドミニストレータ

論理サーバ関連の操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。その他のシステムに対す

る読み取りアクセス。

サーバセキュリティアドミニストレータ

サーバ セキュリティ関連の操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。その他のシス

テムに対する読み取りアクセス。

ストレージアドミニストレータ

ストレージ操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。その他のシステムに対する読み

取りアクセス。

予約語：ユーザロール

次の単語は、Cisco UCS でカスタム ロールを作成するときに使用できません。

• network-admin

• network-operator

• vdc-admin

• vdc-operator

• server-admin

権限

ユーザロールを割り当てられたユーザは、権限により、特定のシステムリソースへアクセスした

り、特定のタスクを実行したりできるようになります。次の表に、各権限と、その権限がデフォ

ルトで与えられるユーザ ロールのリストを示します。

これらの権限および権限によってユーザが実行できるようになるタスクの詳細情報は、

『Privileges in Cisco UCS』は、次のURLで入手可能です。 http://www.cisco.com/en/US/products/
ps10281/prod_technical_reference_list.html で利用可能です。

ヒント
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表 10：ユーザの権限

デフォルトのロール割り当て説明特権

AAA アドミニストレータシステム セキュリティおよび
AAA

aaa

アドミニストレータシステム管理admin

ネットワーク アドミニストレー

タ

外部 LAN 設定ext-lan-config

ネットワーク アドミニストレー

タ

外部 LAN ポリシーext-lan-policy

ネットワーク アドミニストレー

タ

外部 LAN QoSext-lan-qos

ネットワーク アドミニストレー

タ

外部 LAN セキュリティext-lan-security

ストレージ アドミニストレータ外部 SAN 設定ext-san-config

ストレージ アドミニストレータ外部 SAN ポリシーext-san-policy

ストレージ アドミニストレータ外部 SAN QoSext-san-qos

ストレージ アドミニストレータ外部 SAN セキュリティext-san-security

動作アラームおよびアラーム ポリ

シー

fault

動作ログおよび Smart Call Homeoperations

動作組織管理org-management

ネットワーク アドミニストレー

タ

ポッド設定pod-config

ネットワーク アドミニストレー

タ

ポッド ポリシーpod-policy

ネットワーク アドミニストレー

タ

ポッド QoSpod-qos

ネットワーク アドミニストレー

タ

ポッド セキュリティpod-security
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デフォルトのロール割り当て説明特権

ファシリティ マネージャ電源管理操作に対する読み取り

と書き込みのアクセス

power-mgmt

読み取り専用読み取り専用アクセス権

読み取り専用は、権限として選

択できません。この権限は、す

べてのユーザロールに割り当て

られます。

read-only

サーバ機器アドミニストレータサーバ ハードウェア管理server-equipment

サーバ機器アドミニストレータサーバ メンテナンスserver-maintenance

サーバ機器アドミニストレータサーバ ポリシーserver-policy

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サーバ セキュリティserver-security

サーバ計算アドミニストレータサービス プロファイルの計算service-profile-compute

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービス プロファイル設定service-profile-config

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイル設定ポリ

シー

service-profile-config-policy

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービス プロファイル エンド

ポイント アクセス

service-profile-ext-access

ネットワーク アドミニストレー

タ

サービス プロファイル ネット

ワーク

service-profile-network

ネットワーク アドミニストレー

タ

サービス プロファイル ネット

ワーク ポリシー

service-profile-network-policy

ネットワーク アドミニストレー

タ

サービス プロファイル QoSservice-profile-qos

ネットワーク アドミニストレー

タ

サービス プロファイル QoS ポ

リシー

service-profile-qos-policy

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サービス プロファイル セキュ

リティ

service-profile-security
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デフォルトのロール割り当て説明特権

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サービス プロファイル セキュ

リティ ポリシー

service-profile-security-policy

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービス プロファイル サーバ

管理

service-profile-server

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービス プロファイル コン

シューマ

service-profile-server-oper

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サービス プロファイル プール

ポリシー

service-profile-server-policy

ストレージ アドミニストレータサービスプロファイルストレー

ジ

service-profile-storage

ストレージ アドミニストレータサービスプロファイルストレー

ジ ポリシー

service-profile-storage-policy

ユーザロケール
ユーザは 1 つ以上のロケールに割り当てることができます。各ロケールでは、ユーザがアクセス

できる 1 つ以上の組織（ドメイン）を定義します。アクセスはロケールで指定されている組織に

限定されますが、例外として組織が指定されていないロケールがあります。この場合はすべての

組織内のシステム リソースに無制限にアクセスできます。

Cisco UCS ドメインは、最大 48 個のユーザ ロケールを持つことができます。最初の 48 個の後に

設定されたユーザ ロケールは受け入れられますが、非アクティブなために、障害が発生します。

adminまたはaaaの権限を持つユーザは、組織をその他のユーザのロケールに割り当てることがで

きます。組織の割り当ては、それを行うユーザのロケール内の組織だけに制限されます。たとえ

ば、ロケールにエンジニアリング組織しか含まれていない場合、そのロケールを割り当てられた

ユーザは、他のユーザにエンジニアリング組織のみを割り当てることできます。

ロケールを次の権限の 1 つ以上を持つユーザに割り当てることはできません。（注）

• aaa

• admin

• fault

• operations
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組織は階層的に管理できます。トップ レベルの組織に割り当てられたユーザは、自動的にその下

にあるすべての組織にアクセスできます。たとえば、エンジニアリング組織が、ソフトウェア エ

ンジニアリング組織とハードウェア エンジニアリング組織で構成されているとします。ソフト

ウェアエンジニアリング組織のみを含むロケールでは、その組織内のシステムリソースにしかア

クセスできません。一方、エンジニアリング組織が含まれるロケールでは、ソフトウェア エンジ

ニアリング組織とハードウェア エンジニアリング組織の両方のリソースにアクセスできます。

ユーザロールの設定

ユーザロールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [User Services] を右クリックし、[Create Role] を選択します。

また、[Roles] を右クリックして、そのオプションにアクセスすることもできます。

ステップ 4 [Create Role] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このユーザ ロールのユーザ定義名。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

システムに定義されている権限のリスト。

その権限の説明を表示するには、権限をクリックします。チェッ

クボックスをオンにすると、選択したユーザにその権限が割り

当てられます。

[Privileges] リスト ボックス

[Help] セクション

[Privileges] リスト ボックス内で最後にクリックした権限の説

明。

[Description] フィールド

ステップ 5 [OK] をクリックします。
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ユーザロールへの権限の追加

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Roles] ノードを展開します。

ステップ 4 権限を追加するロールを選択します。

ステップ 5 [General] タブで、ロールに追加する権限に対応するチェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ユーザロールからの権限の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Roles] ノードを展開します。

ステップ 4 権限を削除するロールを選択します。

ステップ 5 [General] タブで、ロールから削除する権限に対応するボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ユーザロールの削除

あるユーザ ロールを削除すると、Cisco UCS Manager により、このロールは割り当て先のすべて

のユーザ アカウントから削除されます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Roles] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するロールを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 [Delete] ダイアログボックスで、[Yes] をクリックします。

ロケールの設定

ロケールの作成

はじめる前に

ロケールを作成するには、1 つ以上の組織が存在する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Locales] を右クリックし、[Create a Locale] を選択します。

ステップ 4 [Create Locale] ページで、次の手順を実行します。

a) [Name] フィールドに、ロケールの一意の名前を入力します。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

b) [Next] をクリックします。

ステップ 5 [Assign Organizations] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Organizations] 領域を展開して、Cisco UCS ドメイン内の組織を表示します。

b) [root] ノードを展開して、サブ組織を表示します。

c) ロケールを割り当てる組織をクリックします。

d) [Organizations] 領域の組織を右側のペインの設計領域にドラッグ アンド ドロップします。

e) すべての適切な組織をロケールに割り当てるまで、ステップ b および c を繰り返します。

ステップ 6 [Finish] をクリックします。
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次の作業

ロケールを 1 つまたは複数のユーザ アカウントに追加します。詳細については、ローカル認証さ

れたユーザ アカウントに割り当てられたロケールの変更, （220 ページ）を参照してください。

ロケールへの組織の割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Locales] ノードを展開し、組織を追加するロケールをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Organizations] 領域のテーブル アイコン バーで [+] をクリックします。

ステップ 6 [Assign Organizations] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Organizations] 領域を展開して、Cisco UCS ドメイン内の組織を表示します。

b) [root] ノードを展開して、サブ組織を表示します。

c) ロケールを割り当てる組織をクリックします。

d) [Organizations] 領域の組織を右側のペインの設計領域にドラッグ アンド ドロップします。

e) すべての適切な組織をロケールに割り当てるまで、ステップ b および c を繰り返します。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

ロケールからの組織の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Locales] ノードを展開し、組織を削除するロケールをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Organizations] 領域で、ロケールから削除する組織を右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。
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ロケールの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Locales] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するロケールを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ローカル認証されたユーザアカウントの設定

ユーザアカウントの作成

少なくとも、次のユーザを作成することを推奨します。

• サーバ アドミニストレータ アカウント

• ネットワーク アドミニストレータ アカウント

• ストレージ アドミニストレータ

ユーザ アカウントの作成後、Cisco UCSManager GUIからユーザ アカウントのフィールドのい

ずれかを変更する場合は、パスワードをもう一度入力する必要があります。

（注）

はじめる前に

システムに次のいずれかがある場合は、該当するタスクを実行します。

• リモート認証サービス：ユーザがリモート認証サーバに存在すること、および適切なロール

と権限を持っていることを確認します。

• 組織のマルチテナント機能：1 つ以上のロケールを作成します。 ロケールが 1 つもない場

合、すべてのユーザはルートに作成され、すべての組織のロールと権限が割り当てられま

す。

• SSH 認証。SSH キーを取得します。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [User Services]を右クリックし、[Create User]を選択して [User Properties]ダイアログボックスを開

きます。

[Locally Authenticated Users] の右クリックでもそのオプションにアクセスできます。

ステップ 4 ユーザに関して要求される情報を使用して、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このアカウントにログインするときに使用されるアカウント名。

このアカウントは一意のものであるとともに、CiscoUCSManager
ユーザアカウントに関する次のガイドラインと制約事項を満た

している必要があります。

• ログイン ID には、次を含む 1 ～ 32 の文字を含めることが

できます。

◦ 任意の英字

◦ 任意の数字

◦ _（アンダースコア）

◦ -（ダッシュ）

◦ .（ドット）

• ログイン IDは、Cisco UCSManager内で一意である必要が

あります。

• ログイン ID は、英文字で開始する必要があります。数字

やアンダースコアなどの特殊文字からは開始できません。

• ログイン ID では、大文字と小文字が区別されます。

• すべて数字のログイン ID は作成できません。

• ユーザ アカウントの作成後は、ログイン ID を変更できま

せん。ユーザ アカウントを削除し、新しいユーザ アカウ

ントを作成する必要があります。

ユーザを保存した後は、ログイン IDを変更できません。ユーザ

アカウントを削除し、新しいユーザアカウントを作成する必要

があります。

[Login ID] フィールド

ユーザの名。このフィールドには、32文字までの値を入力でき

ます。

[First Name] フィールド
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説明名前

ユーザの姓。このフィールドには、32文字までの値を入力でき

ます。

[Last Name] フィールド

ユーザの電子メール アドレス。[Email] フィールド

ユーザの電話番号。[Phone] フィールド

このアカウントに関連付けられているパスワード。パスワード

強度チェックを有効にした場合は、ユーザパスワードを強固な

ものにする必要があります。CiscoUCSManagerは次の要件を満

たしていないパスワードを拒否します。

• 8 ～ 80 文字を含む。

• 次の少なくとも 3 種類を含む。

◦ 小文字

◦ 大文字

◦ 数字

◦ 特殊文字

• aaabbb など連続して 3 回を超えて繰り返す文字を含まな

い。

• ユーザ名と同一、またはユーザ名を逆にしたものではな

い。

• パスワード ディクショナリ チェックに合格する。たとえ

ば、パスワードには辞書に記載されている標準的な単語に

基づいたものを指定することはできません。

• 次の記号を含まない。$（ドル記号）、?（疑問符）、=（等

号）。

• ローカル ユーザ アカウントおよび admin アカウントのパ

スワードは空白にしない。

[Password] フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password] フィールド

ステータスが [Active] に設定されている場合、ユーザはこのロ

グイン IDとパスワードを使用して Cisco UCSManagerにログイ

ンできます。

[Account Status] フィールド
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説明名前

オンにすると、このアカウントは [ExpirationDate]フィールドで

指定した日付に期限切れになり、それ以降は使用できなくなり

ます。

ユーザ アカウントに有効期限日付を設定した後は、

アカウントの有効期限をなくすよう再設定できませ

ん。ただし、使用できる最新の有効期限の日付でアカ

ウントを設定することは可能です。

（注）

[Account Expires] チェックボッ

クス

アカウントが期限切れになる日付。日付の形式は yyyy-mm-dd
です。

このフィールドの終端にある下矢印をクリックするとカレンダー

が表示されるので、それを使用して期限日を選択できます。

[Account Expires] チェックボックスをオンにすると、

Cisco UCS Manager GUI にこのフィールドが表示され

ます。

（注）

[Expiration Date] フィールド

ステップ 5 [Roles]領域で 1つ以上のボックスをオンにして、ユーザ アカウントにロールと権限を割り当てま

す。

admin または aaa ロールを持つユーザにロケールを割り当てないでくださ

い。

（注）

ステップ 6 （任意） システムに組織が含まれる場合、[Locales]領域の 1つ以上のチェックボックスをオンに

して、適切なロケールをユーザに割り当てます。

ステップ 7 [SSH] 領域で、次のフィールドに値を入力します。

a) [Type] フィールドで、次をクリックします。

• [PasswordRequired]：ユーザはログインするときにパスワードを入力する必要があります。

• [Key]：このユーザがログインするときに、SSH 暗号化が使用されます。

b) [Key] を選択する場合、[SSH data] フィールドに SSH キーを入力します。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

ローカル認証されたユーザへのパスワード強度チェックのイネーブル

化

パスワードの強度の確認を有効にするには、ユーザが admin または aaa 権限を持っている必要が

あります。 パスワードの強度の確認が有効になっている場合、Cisco UCS Manager では、強力な

パスワードのガイドラインを満たしていないパスワードを選択できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Properties]領域の [Password Strength Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIユーザの Web セッション制限の設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [Communication Management] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [Communication Services] タブをクリックします。

ステップ 4 [Web Session Limits] 領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

各ユーザに許可されるHTTPおよびHTTPSの同時セッションの

最大数。

1 ～ 256 の整数を入力します。

[Maximum Sessions Per User]
フィールド

システム内のすべてのユーザに許可されるHTTPおよびHTTPS
の同時セッションの最大数。

1 ～ 256 の整数を入力します。

[Maximum Sessions]フィールド

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。
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ローカル認証されたユーザアカウントに割り当てられたロケールの変

更

admin または aaa ロールを持つユーザにロケールを割り当てないでください。（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users] を展開しま

す。

ステップ 3 修正するユーザ アカウントをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Locales] 領域で、次の手順を実行します。

• ユーザアカウントに新しいロケールを割り当てるには、適切なチェックボックスをオンにし

ます。

• ユーザアカウントからロケールを削除するには、適切なチェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ローカル認証されたユーザアカウントに割り当てられたロールの変更

ユーザ ロールと権限の変更は、次回ユーザがログインするまで有効になりません。 ユーザ アカ

ウントへの新しいロールの割り当てや既存のロールの削除を行うときにユーザがログインしてい

る場合、アクティブなセッションは以前のロールや権限を引き続き使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users] を展開しま

す。

ステップ 3 修正するユーザ アカウントをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Roles] 領域で、次の手順を実行します。
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• ユーザアカウントに新しいロールを割り当てるには、適切なチェックボックスをオンにしま

す。

• ユーザ アカウントからロールを削除するには、適切なチェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ユーザアカウントの有効化

ローカル ユーザ アカウントを有効または無効にするには、ユーザが admin または aaa 権限を持っ

ている必要があります。

はじめる前に

ローカル ユーザ アカウントを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users] を展開しま

す。

ステップ 3 有効にするユーザをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Account Status] フィールドで、[active] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ユーザアカウントの無効化

ローカル ユーザ アカウントを有効または無効にするには、ユーザが admin または aaa 権限を持っ

ている必要があります。

Cisco UCS Manager GUI を介して無効化されたアカウントのパスワードを変更した場合、アカ

ウントを有効化してアクティブ化した後、ユーザはこの変更されたパスワードを使用できませ

ん。アカウントをイネーブル化してアクティブ化した後に、必要なパスワードを再び入力する

必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users] を展開しま

す。

ステップ 3 無効にするユーザをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Account Status] フィールドで、[inactive] オプション ボタンをクリックします。

admin ユーザ アカウントは常にアクティブに設定されます。 変更はできません。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ローカル認証されたユーザのパスワード履歴のクリア

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users] を展開しま

す。

ステップ 3 パスワード履歴をクリアするユーザをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域で、[Clear Password History] をクリックします。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ローカルに認証されたユーザアカウントの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するユーザ アカウントを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 [Delete] ダイアログボックスで、[Yes] をクリックします。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
222

ロールベースアクセスコントロールの設定

ローカル認証されたユーザのパスワード履歴のクリア



ローカル認証されたユーザのパスワードプロファイル
パスワード プロファイルには、Cisco UCS Manager のローカル認証されたすべてのユーザのパス

ワード履歴やパスワード変更間隔プロパティが含まれます。ローカル認証されたユーザに異なる

パスワード プロファイルを指定することはできません。

パスワード プロファイル プロパティを変更するには、adminまたは aaa権限を持っている必要

があります。 パスワード履歴を除き、これらのプロパティは、admin または aaa 権限を持つ

ユーザに適用されません。

（注）

パスワード履歴カウント

パスワード履歴のカウントにより、ローカル認証されたユーザが同じパスワードを再利用しない

ようにすることができます。パスワード履歴カウントを設定すると、CiscoUCSManagerで以前に

使用されたパスワードが最大 15 個保存されます。パスワード履歴カウントでは最も新しいパス

ワードを先頭に時系列とは逆の順番で保存しているため、履歴カウントがしきい値に到達すると、

最も古いパスワードのみが再使用可能になります。

あるパスワードが再使用可能になるまでに、ユーザはパスワード履歴カウントで設定された数の

パスワードを作成して使用することができます。たとえば、パスワード履歴カウントを 8 に設定

した場合、ユーザは最初のパスワードを 9 番目のパスワードが期限切れになる後まで再使用でき

ません。

デフォルトでは、パスワード履歴は 0 に設定されます。この値は、履歴のカウントをディセーブ

ルにし、ユーザはいつでも前のパスワードを使用できます。

ローカル認証されたユーザについてパスワード履歴カウントをクリアし、以前のパスワードの再

使用をイネーブルにできます。

パスワード変更間隔

パスワード変更間隔は、ローカル認証されたユーザが特定の時間内に行えるパスワード変更回数

を制限することができます。次の表で、パスワード変更間隔の 2 つの間隔設定オプションについ

て説明します。

例説明間隔の設定

たとえば、パスワードの変更後、48
時間はパスワードを変更できないよ

うにするには、次のように設定しま

す。

• [Change During Interval] をディ

セーブルに

• [No Change Interval] を 48 に

パスワードの変更後、指定された

時間の間は、ローカル認証された

ユーザのパスワードを変更するこ

とはできません。

1～745時間の変更禁止間隔を指定

できます。デフォルトでは、変更

禁止間隔は 24 時間です。

パスワード変更不許可
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例説明間隔の設定

たとえば、パスワードを変更した後

24 時間以内に最大 1 回の変更を許

可する場合、次のように設定しま

す。

• [Change During Interval] をイ

ネーブルに

• [Change Count] を 1 に

• [Change Interval] を 24 に

ローカル認証されたユーザのパス

ワードを事前に定義された時間内

に変更できる最大回数を指定しま

す。

変更間隔を 1 ～ 745 時間で、パス

ワード変更の最大回数を 0～ 10で

指定できます。デフォルトでは、

ローカル認証されたユーザに対し

て、48 時間間隔内で最大 2 回のパ

スワード変更が許可されます。

変更間隔内のパスワー

ド変更許可

変更間隔のパスワード変更の最大数の設定

パスワード プロファイル プロパティを変更するには、admin または aaa 権限を持っている必要が

あります。 パスワード履歴を除き、これらのプロパティは、admin または aaa 権限を持つユーザ

に適用されません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Password Profile] 領域で、次の手順を実行します。

a) [Change During Interval] フィールド で、 をクリックします。

b) [ChangeCount]フィールド で、ローカル認証されたユーザが、[Change Interval]の間に自分のパ

スワードを変更できる最大回数 を入力します。

この値は、0 ～ 10 から自由に設定できます。

c) [Change Interval]フィールド で、[ChangeCount]フィールドで指定したパスワード変更回数が有

効になる時間の最大数 を入力します。

この値は、1 ～ 745 時間から自由に設定できます。

たとえば、このフィールドが 48に設定され、[Change Count]フィールドが 2に設定されている

場合、ローカル認証されたユーザは 48 時間以内に 2 回を超えるパスワード変更を実行するこ

とはできません。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。
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パスワードの変更禁止間隔の設定

パスワード プロファイル プロパティを変更するには、admin または aaa 権限を持っている必要が

あります。 パスワード履歴を除き、これらのプロパティは、admin または aaa 権限を持つユーザ

に適用されません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Password Profile] 領域で、次の手順を実行します。

a) [Change During Interval] フィールド で、 をクリックします。

b) [No Change Interval]フィールド で、ローカル認証されたユーザが、新しく作成されたパスワー

ドを変更する前に待機する時間の最小数 を入力します。

この値は、1 ～ 745 時間から自由に設定できます。

この間隔は、[Change During Interval] プロパティが [Disable] に設定されている場合、無視され

ます。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

パスワード履歴カウントの設定

パスワード プロファイル プロパティを変更するには、admin または aaa 権限を持っている必要が

あります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [User Management] > [User Services] を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Password Profile] 領域で、ローカル認証されたユーザが、以前 [History Count] フィールド で使用

したパスワードを再使用できるようになる前に、作成する必要がある一意のパスワードの数を入

力します。

この値は、0 ～ 15 から自由に設定できます。

デフォルトでは、[History Count] フィールドは 0 に設定されます。これは、履歴カウントをディ

セーブルにし、ユーザはいつでも前に使用されたパスワードを再使用できます。
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ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

GUI からのユーザセッションのモニタリング
CLI と GUI のどちらでログインしているかに関係なく、ローカル認証されたユーザとリモート認

証されたユーザの両方について、Cisco UCS Manager セッションをモニタできます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] > [User Management] を展開します。

ステップ 3 [User Services] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで [Sessions] タブをクリックします。

このタブには、ユーザ セッションに関する次の詳細情報が表示されます。

説明名前

セッションの名前。[Name] カラム

セッションに参加しているユーザ名。[User] カラム

このセッションのためにユーザがログインしているファブリッ

ク インターコネクト。

[Fabric ID] カラム

セッションが開始された日時。[Login Time] カラム

CiscoUCSManagerに接続している場合、Webクライアントは、

Webセッションをアクティブに保つために、CiscoUCSManager
に更新要求を送信する必要があります。このオプションを使用

して、このドメインのユーザに許可する更新要求間隔の最大時

間数を指定します。

この時間制限を超えると、Cisco UCS Manager は Web セッショ

ンを非アクティブであると見なしますが、セッションの終了は

行いません。

[Refresh Period] カラム

最後の更新要求から Cisco UCS Manager が Web セッションが非

アクティブであると見なすまでの最大経過時間。この時間制限

を超えると、Cisco UCS Manager は自動的に Web セッションを

終了させます。

[Session Timeout] カラム

ユーザがログインするときに使用する端末の種類。[Terminal Type] カラム
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説明名前

ユーザのログイン元である IP アドレス。[Host] カラム

このカラムに [Y] が表示された場合は、関連するユーザ セッ

ションが現在アクティブです。

[Current Session] カラム
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第 11 章

DNS サーバの設定

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS の DNS サーバ, 229 ページ

• DNS サーバの追加, 230 ページ

• DNS サーバの削除, 230 ページ

Cisco UCSの DNS サーバ
システムがホスト名の名前解決を必要とする場合、使用する外部 DNS サーバを各Cisco UCS ドメ

インに指定する必要があります。たとえば、DNSサーバを設定していないと、ファブリックイン

ターコネクトに関する設定を行うときに、www.cisco.comなどの名前を使用できません。サーバの

IPアドレスを使用する必要があり、IPv4または IPv6アドレスのいずれかを使用できます。各Cisco
UCS ドメインに対し最大 4 台の DNS サーバを設定できます。

複数の DNS サーバを設定する場合、システムによるサーバの検索順はランダムになります。

ローカル管理コマンドが DNS サーバの検索を必要とする場合、3 台の DNS サーバのみをラン

ダムに検索します。

（注）
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DNS サーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [DNS Management] をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [DNS Server] 領域で、[+] をクリックします。

ステップ 6 [Specify DNS Server] ダイアログ ボックスで、DNS サーバの IPv4 または IPv6 アドレスを入力しま

す。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

DNS サーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] > [Communication Services] を展開します。

ステップ 3 [DNS Management] をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [DNS Server] 領域で、削除する DNS サーバを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。
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第 12 章

システム関連ポリシーの設定

この章は、次の項で構成されています。

• シャーシ/FEX ディスカバリ ポリシーの設定, 231 ページ

• シャーシ接続ポリシーの設定, 236 ページ

• ラック サーバ ディスカバリ ポリシーの設定, 237 ページ

• MAC アドレス テーブルのエージング タイムの設定, 238 ページ

シャーシ/FEX ディスカバリポリシーの設定

シャーシ/FEX ディスカバリポリシー
シャーシ/FEX ディスカバリ ポリシーは、新しいシャーシまたは FEX を追加したときのシステム

の対処方法を決定します。Cisco UCS Manager はシャーシ/FEX ディスカバリ ポリシーの設定を使

用して、シャーシまたはFEXとファブリックインターコネクト間のリンク数の最小しきい値を決

定し、IOM からファブリック インターコネクトへのリンクをファブリック ポート チャネルにグ

ループ化するかどうかを決定します。

シャーシリンク

Cisco UCS ドメインのシャーシの配線リンク数が 1、2、4、および 8 である場合は、Cisco UCS
Managerがすべてのシャーシを検出できるように、シャーシ/FEXディスカバリ ポリシーにドメイ

ンの最小リンク数を設定することを推奨します。
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Cisco UCS ドメインのファブリック インターコネクトがさまざまなタイプの I/O モジュールに

接続しており、それぞれの I/Oモジュールが異なる最大アップリンク数に対応している場合、

そのドメインで最大限のシャーシ接続を確立するには、プラットフォームの最大値を選択しま

す。プラットフォームの最大値を設定することで、サポートされる最大数の IOM アップリン

クが I/O モジュールごとに接続されている場合にのみ、Cisco UCS Manager がシャーシ（接続

とサーバを含む）を検出するようになります。

ヒント

初回の検出後、設定よりも配線されるリンク数が多いシャーシを再認識させると、すべての使用

可能なリンクを使用できるように、シャーシが Cisco UCS Manager によって設定されます。

Cisco UCS Manager は、シャーシ/FEX ディスカバリ ポリシーで設定されているリンク数よりも配

線リンク数が少ないシャーシを検出できません。たとえば、シャーシ/FEXディスカバリポリシー

で 4つのリンクが設定されている場合、Cisco UCSManagerは 1つまたは 2つのリンクに配線され

たシャーシを検出できません。この問題を解決するには、シャーシを再認識させます。

次の表は、複数のシャーシから成るCiscoUCSドメインにおける、シャーシ/FEXディスカバリ ポ

リシーの動作の概要を示しています。

表 11：シャーシ/FEX ディスカバリポリシーとシャーシのリンク数

プラットフォー

ム最大のディス

カバリポリシー

8 リンクのディス
カバリポリシー

4 リンクの
ディスカバリ

ポリシー

2 リンクの
ディスカバリ

ポリシー

1 リンクの
ディスカバリ

ポリシー

シャーシで配

線されるリン

ク数

シャーシの接続

とサーバは Cisco
UCS Manager に

よって検出でき

ないため、Cisco
UCS ドメインに

追加されませ

ん。

シャーシの接続

とサーバは Cisco
UCS Manager に

よって検出でき

ないため、Cisco
UCS ドメインに

追加されませ

ん。

シャーシの接

続とサーバは
Cisco UCS
Manager に

よって検出で

きないため、

Cisco UCS ド

メインに追加

されません。

シャーシの接

続とサーバは
Cisco UCS
Manager に

よって検出で

きないため、

Cisco UCS ド

メインに追加

されません。

シャーシは
Cisco UCS
Manager によ

り検出され、

1 つのリンク

が配線された

シャーシとし

て Cisco UCS
ドメインに追

加されます。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 1つの
リンクが存在
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プラットフォー

ム最大のディス

カバリポリシー

8 リンクのディス
カバリポリシー

4 リンクの
ディスカバリ

ポリシー

2 リンクの
ディスカバリ

ポリシー

1 リンクの
ディスカバリ

ポリシー

シャーシで配

線されるリン

ク数

シャーシの接続

とサーバは Cisco
UCS Manager に

よって検出でき

ないため、Cisco
UCS ドメインに

追加されませ

ん。

シャーシの接続

とサーバは Cisco
UCS Manager に

よって検出でき

ないため、Cisco
UCS ドメインに

追加されませ

ん。

シャーシの接

続とサーバは
Cisco UCS
Manager に

よって検出で

きないため、

Cisco UCS ド

メインに追加

されません。

シャーシは
Cisco UCS
Manager によ

り検出され、

2 つのリンク

が配線された

シャーシとし

て Cisco UCS
ドメインに追

加されます。

シャーシは
Cisco UCS
Manager によ

り検出され、

1 つのリンク

が配線された

シャーシとし

て Cisco UCS
ドメインに追

加されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で認識され、

追加のリンク

が使用されま

す。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 2つの
リンクが存在

IOM に 4 つのリ

ンクがある場

合、シャーシは
Cisco UCS
Managerにより検

出され、4つのリ

ンクが配線され

たシャーシとし

て Cisco UCS ド

メインに追加さ

れます。

IOM に 8 つのリ

ンクがある場

合、シャーシは
Cisco UCS
Managerによって

十分に検出され

ません。

シャーシの接続

とサーバは Cisco
UCS Manager に

よって検出でき

ないため、Cisco
UCS ドメインに

追加されませ

ん。

シャーシは
Cisco UCS
Manager によ

り検出され、

4 つのリンク

が配線された

シャーシとし

て Cisco UCS
ドメインに追

加されます。

シャーシは
Cisco UCS
Manager によ

り検出され、

2 つのリンク

が配線された

シャーシとし

て Cisco UCS
ドメインに追

加されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で認識され、

追加のリンク

が使用されま

す。

シャーシは
Cisco UCS
Manager によ

り検出され、

1 つのリンク

が配線された

シャーシとし

て Cisco UCS
ドメインに追

加されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で認識され、

追加のリンク

が使用されま

す。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 4つの
リンクが存在
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プラットフォー

ム最大のディス

カバリポリシー

8 リンクのディス
カバリポリシー

4 リンクの
ディスカバリ

ポリシー

2 リンクの
ディスカバリ

ポリシー

1 リンクの
ディスカバリ

ポリシー

シャーシで配

線されるリン

ク数

シャーシは Cisco
UCS Manager に

より検出され、8
つのリンクが配

線されたシャー

シとして Cisco
UCS ドメインに

追加されます。

シャーシは Cisco
UCS Manager に

より検出され、8
つのリンクが配

線されたシャー

シとして Cisco
UCS ドメインに

追加されます。

シャーシは
Cisco UCS
Manager によ

り検出され、

4 つのリンク

が配線された

シャーシとし

て Cisco UCS
ドメインに追

加されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で認識され、

追加のリンク

が使用されま

す。

シャーシは
Cisco UCS
Manager によ

り検出され、

2 つのリンク

が配線された

シャーシとし

て Cisco UCS
ドメインに追

加されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で認識され、

追加のリンク

が使用されま

す。

シャーシは
Cisco UCS
Manager によ

り検出され、

1 つのリンク

が配線された

シャーシとし

て Cisco UCS
ドメインに追

加されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で認識され、

追加のリンク

が使用されま

す。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 8つの
リンクが存在

リンクのグループ化

ファブリックポートチャネルをサポートするハードウェア構成の場合、リンクをグループ化する

と、シャーシディスカバリの実行中に、IOMからファブリックインターコネクトへのすべてのリ

ンクをファブリックポートチャネルにグループ化するかどうかが決まります。リンクのグループ

化プリファレンスが [port channel]に設定されている場合、IOMからファブリック インターコネク

トへのすべてのリンクがファブリック ポート チャネルにグループ化されます。[no group] に設定

すると、IOM からファブリック インターコネクトへのリンクはファブリック ポート チャネルに

グループ化されません。

ファブリックポートチャネルを作成した後、リンクの追加または削除を行うには、リンクグルー

プのプリファレンスを変更してシャーシを再認識させるか、またはポート チャネルからシャーシ

を有効または無効にします。

リンク グループ化のプリファレンスは、IOMまたは FEXとファブリック インターコネクト間

のリンクの両サイドがファブリック ポート チャネルをサポートしている場合にのみ有効にな

ります。リンクの一方がファブリック ポート チャネルをサポートしていない場合は、このプ

リファレンスは無視され、リンクはポート チャネルにグループ化されません。

（注）
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マルチキャストハードウェアハッシュ

ポート チャネルにおいて、デフォルトでは、ファブリック インターコネクト（FI）内のポートに

ある入力マルチキャストトラフィックは、IOMとトラフィックを出力するファブリックインター

コネクト間の特定のリンクを選択します。帯域幅での潜在的な問題を抑制し、入力マルチキャス

ト トラフィックに効率的なロード バランシングを提供する場合、マルチキャスト トラフィック

に対してハードウェア ハッシュが使用されます。マルチキャスト ハードウェア ハッシュを有効

にすると、IOMとポートチャネル内のファブリックインターコネクト間のすべてのリンクがマル

チキャスト トラフィックに使用できます。

シャーシ/FEX ディスカバリポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Chassis/FEX Discovery Policy] 領域で、アクションとリンクのグループ化のプリファレンスを指定

します。

a) [Action]フィールドで、シャーシまたはFEXとファブリックインターコネクト間のリンク数の

最小しきい値を指定します。

b) [Link Grouping Preference]フィールドで、IOMまたは FEXからファブリック インターコネクト

へのリンクを 1 つのポート チャネルにグループ化するかどうかを指定します。

c) [Multicast Hardware Hash] フィールドで、IOM または FEX から 1 つのポート チャネル内のファ

ブリック インターコネクトへのすべてのリンクをマルチキャスト トラフィックに使用できる

かどうを指定します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

次の作業

特性のシャーシのファブリックポートチャネルの接続をカスタマイズするには、シャーシ接続ポ

リシーを設定します。
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シャーシ接続ポリシーの設定

シャーシ接続ポリシー

シャーシ接続ポリシーは、特定のシャーシがシャーシディスカバリ後にファブリックポートチャ

ネルに含められるかどうかを決定します。このポリシーは、グローバル シャーシ ディスカバリ

ポリシーで指定したのとは異なる方法で1つ以上のシャーシを設定する場合に役立ちます。シャー

シ接続ポリシーは、ファブリック インターコネクトごとに異なる接続モードを許容し、シャーシ

接続に関して提供される制御レベルをさらに拡張します。

デフォルトでは、シャーシ接続ポリシーはグローバルに設定されます。これはつまり、接続制御

はシャーシが新しく検出されたときに、シャーシディスカバリポリシーに設定された内容を使用

して設定されることを意味しています。シャーシが検出されると、接続制御が「なし」と「ポー

ト チャネル」のどちらに設定されるかを、シャーシ接続ポリシーが制御します。

シャーシ接続ポリシーは、Cisco UCS Manager によって、ハードウェア設定がファブリック

ポート チャネルをサポートする場合にだけ作成されます。現時点では、6200 シリーズ ファブ

リック インターコネクトおよび 2200シリーズの IOMだけがこの機能をサポートしています。

他のすべてのハードウェアの組み合わせについて、CiscoUCSManagerはシャーシ接続ポリシー

を作成しません。

（注）

シャーシ接続ポリシーの設定

シャーシの接続モードを変更すると、VIF 名前空間が減少することがあります。

シャーシの接続モードを変更すると、シャーシが再認識されます。 その間トラフィックが中

断されます。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] を展開します。

ステップ 3 IOM とファブリック インターコネクト間の接続を設定するシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[Connectivity Policy] タブをクリックします。

ステップ 5 シャーシの各 IOM について、シャーシとファブリック接続のために [Admin State] フィールド で

次のいずれかの値を選択します。

• [None]：リンクをポート チャネルにグループ化しません
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• [Port Channel]：IOM からファブリック インターコネクトへのすべてのリンクがポート チャ

ネルにグループ化されます。

• [Global]：シャーシはこの設定をシャーシ ディスカバリ ポリシーから継承します。これはデ

フォルト値です。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ラックサーバディスカバリポリシーの設定

ラックサーバディスカバリポリシー

ラック サーバ ディスカバリ ポリシーは、新しいラックマウント サーバを追加したときのシステ

ムの対処方法を決定します。Cisco UCS Manager は、ラック サーバ ディスカバリ ポリシーの設定

を使用して、ハード ディスク上のデータをスクラビングするかどうか、サーバ検出をただちに開

始するかどうか、またはユーザの明示的な確認応答を待つ必要があるかどうかを決定します。

Cisco UCS Manager では、正しく配線されておらず、ファブリック インターコネクトに接続され

ていないラックマウント サーバは検出できません。サポート対象の Cisco UCS ラックマウント

サーバをCiscoUCSManagerに統合する方法については、適切な『rack-mount server integration guide
（ラックマウント サーバのインストール ガイド）』を参照してください。

ラックサーバディスカバリポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Rack Server Discovery Policy] 領域で、新しいラック サーバが追加されたときに実行させるアク

ションとスクラブ ポリシーを指定します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。
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MAC アドレステーブルのエージングタイムの設定

MAC アドレステーブルのエージングタイム
ポート間でパケットを効率的に切り替えるために、ファブリック インターコネクトは MAC アド

レス テーブルを保持しています。ファブリック インターコネクトは、受信したパケットの MAC
ソース アドレスと、パケットが読み取られた関連ポートを使用して、MAC アドレス テーブルを

動的に構築します。ファブリックインターコネクトは、設定可能なエージングタイマーで定義さ

れたエージング メカニズムを使用して、エントリが MAC アドレス テーブル内にとどまる期間を

判断します。アドレスの非アクティブ状態が所定の秒数続くと、そのアドレスは MAC アドレス

テーブルから削除されます。

MAC アドレス エントリ（MAC アドレスとその関連ポート）が MAC アドレス テーブルにとどま

る時間（エージ）はユーザが設定できます。

MAC アドレステーブルのエージングタイムの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [MAC Address Table Aging] 領域で、エージング タイムと期間を指定します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。
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第 13 章

ライセンスの管理

この章は、次の項で構成されています。

• ライセンス, 239 ページ

• C ダイレクト ラックのライセンスのサポート, 241 ページ

• ファブリック インターコネクトのホスト ID の入手方法, 242 ページ

• ライセンスの取得, 243 ページ

• ローカルファイルシステムからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー

ド, 243 ページ

• リモート ロケーションからファブリック インターコネクトへのライセンスのダウンロード,
245 ページ

• ライセンスのインストール, 246 ページ

• ファブリック インターコネクトにインストールされているライセンスの表示, 246 ページ

• ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定, 247 ページ

• ライセンスの失効日の決定, 247 ページ

• ライセンスのアンインストール, 247 ページ

ライセンス
各 Cisco UCS ファブリック インターコネクトにはいくつかのポート ライセンスが付属していま

す。これらはプレインストールされ、ハードウェアとともに出荷されます。ファブリック イン

ターコネクトは、完全ライセンスまたは部分ライセンスで購入できます。納入後に追加ライセン

スを購入することもできます。

各ファブリック インターコネクトは、少なくとも次のカウントされたライセンスがプリインス

トールされた状態で出荷されます。
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• Cisco UCS 6120XP ファブリック インターコネクト：Cisco UCS Manager でイネーブルにされ

る最初の8つのイーサネットポートと、拡張モジュール上のすべてのファイバチャネルポー

ト用のプリインストール ライセンス

• Cisco UCS 6140XP ファブリック インターコネクト：Cisco UCS Manager でイネーブルにされ

る最初の 16のイーサネット ポートと、拡張モジュール上のすべてのファイバ チャネル ポー

ト用のプリインストール ライセンス

• Cisco UCS 6248 ファブリック インターコネクト：Cisco UCS Manager でイネーブルにされる

最初の 12 のユニファイド ポート用のプリインストール ライセンス。拡張モジュールには拡

張モジュールまたはベース モジュールで使用できる 8 つのライセンスが付属しています。

• Cisco UCS 6296 ファブリック インターコネクト：Cisco UCS Manager でイネーブルにされる

最初の 18 のユニファイド ポート用のプリインストール ライセンス。拡張モジュールには拡

張モジュールまたはベース モジュールで使用できる 8 つのライセンスが付属しています。

6200 シリーズのファブリック インターコネクト拡張モジュールに付属する 8 つのデフォルト

ライセンスは、ベース モジュールのポートをイネーブルにするために使用できますが、拡張

モジュールを取り外した場合はその拡張モジュールと共に移動します。拡張モジュールを取り

外した場合、ベース モジュールで使用されていたデフォルトの拡張モジュール ライセンスは

ベースモジュールのポートからすべて削除され、その結果、ライセンス許可されていないポー

トが生じます。

（注）

ポート ライセンスの使用

ポート ライセンスは物理ポートにバインドされません。ライセンスされているポートをディセー

ブルにすると、そのライセンスは次にイネーブルになるポートで使用するために保持されます。

追加の固定ポートを使用する場合は、それらのポート用のライセンスを購入し、インストールす

る必要があります。タイプ（ファイバ、イーサネット）に関係なく、ポートがイネーブルの場合

は、すべてのポートがライセンスを使用します。

ポートの初期設定でそれをイネーブルにし、ライセンスを使用します。（注）

製品の世代間でライセンスを移動させることはできません。6100 シリーズ ファブリック イン

ターコネクト用に購入したライセンスを使用して 6200シリーズ ファブリック インターコネク

トのポートをイネーブルにすることはできません。その逆も同様です。

重要

猶予期間

ライセンスがインストールされていないポートを使用しようとすると、Cisco UCS は 120 日間の

猶予期間を開始します。猶予期間は、最初にライセンスなしでポートを使用した時点から測定さ

れ、有効なライセンス ファイルがインストールされると一時停止されます。猶予期間中に使用さ

れた時間数はシステムに保存されます。
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各物理ポートには固有の猶予期間があります。1つのポートで猶予期間を開始しても、すべて

のポートの猶予期間が開始するわけではありません。

（注）

ライセンスされているポートの設定を解除すると、そのライセンスは、猶予期間内で機能してい

るポートに移行されます。複数のポートが猶予期間内で動作している場合、ライセンスは猶予期

間の終了が最も近いポートに移動されます。

High Availability コンフィギュレーション

フェールオーバー中の不整合を避けるため、クラスタ内の両方のファブリック インターコネクト

に同数のライセンスされたポートを用意することを推奨します。均衡が保たれていない状態で

フェールオーバーが発生すると、CiscoUCSは欠けているライセンスを有効化して、フェールオー

バー ノードで使用される各ポートに対して猶予期間を開始します。

C ダイレクトラックのライセンスのサポート
各Cisco UCSファブリック インターコネクトは、デフォルトの数のポート ライセンスが工場で付

与され、ハードウェアと一緒に出荷されます。Cダイレクト サポートは、ラック サーバに接続さ

れたポートにのみ適用可能です。C ダイレクト機能の実装には、新しいライセンスをインストー

ルして、40 GB ライセンスを現在使用している別のポートを追加する必要がありますが、ラック

サーバにのみ接続されたポートに対して適用されます。

C ダイレクト ラック ライセンス サポートの一環として、新しいライセンスである

ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG が、既存のライセンス パッケージに追加され、既存のライセ

ンス機能とすべて同じプロパティが設定されます。新しいプロパティ [Subordinate Quantity] が、

ETH_PORT_ACTIVATION_PKGライセンスを使用してラック サーバを記録するライセンスに追加

されます。

新しいライセンスおよびライセンスの [Subordinate Quantity]は Cisco UCSManager GUIの [License]
タブに表示されます。CLI の scope license の下で show feature および show usage を使用して、ラ

イセンス機能、ベンダー バージョン タイプ、各ライセンスの猶予期間を表示することもできま

す。

ラック サーバが使用可能または未使用の場合は、既存の ETH_PORT_ACTIVATION_PKG にラッ

ク サーバを接続できます。それ以外の場合は、別の ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG を購入し

て、機能が猶予期間にならないようにします。

設定と制約事項

• Cダイレクト ラック ライセンス機能は、CIMCポートではなく、FIに直接接続されたラック

サーバ ポートを構成します。ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG のデフォルト数量は常に 0
です。ETH_PORT_ACTIVATION_PKG の下位ポート数量は、接続された C ダイレクト ラッ

ク ユニット数を記録します。
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• サーバ管理者として接続せずにポートを有効にすると、フルライセンスを使用していると見

なされ、ETH_PORT_ACTIVATION_PKG 下の使用数量が増加します。ラック サーバが同じ

ポートに後で接続する場合、ETH_PORT_ACTIVATION_PKG 下の使用数量は減り、ラック

サーバの使用カウント数は増加します。

• ポートを有効にして、インストールした ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG ライセンス ファ

イルを使用してラック サーバに接続すると、ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG のライセン

スで利用可能な場合、使用カウント数は増えます。ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKGのポー

トが使用できない場合、システムは ETH_PORT_ACTIVATION_PKG のポートが利用可能か

どうかをチェックします。利用可能な場合は、ETH_PORT_ACTIVATION_PKGの [Subordinate
Quantity] が増加します。いずれのパッケージでも使用できない場合は、

ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG の使用カウント数は増加し、機能全体が猶予期間に入り

ます。

• ポートを有効にしてラックを接続したのに、ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG ライセンス

ファイルがインストールされていない場合、ETH_PORT_ACTIVATION_PKGのライセンスが

利用可能でも、下位使用カウント数は増加します。ETH_PORT_ACTIVATION_PKGのポート

が使用できない場合、ETH_PORT_ACTIVATION_PKG機能下の使用数量が増加し、機能全体

が猶予期間に入ります。

ファブリックインターコネクトのホスト ID の入手方法
ホスト ID はシリアル番号とも呼ばれます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] を展開します。

ステップ 3 ホスト ID を取得するファブリック インターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties] 領域の [Serial Number (SN)] フィールドにホスト ID が表示されます。

次の作業

シスコから必要なライセンスを入手します。
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ライセンスの取得

このプロセスは、このマニュアルのリリース後に変更される場合があります。このマニュアル

の手順が 1 つ以上当てはまらない場合は、シスコの担当者にライセンス ファイルの入手方法

をお問い合わせください。

（注）

はじめる前に

次を入手します。

• ファブリック インターコネクトのホスト ID またはシリアル番号

• ファブリックインターコネクトまたは拡張モジュールの権利証明書またはその他の購入証明

書

手順

ステップ 1 権利証明書またはその他の購入証明書から、製品認証キー（PAK）を取得します。

ステップ 2 権利証明書またはその他の購入証明書で Web サイトの URL を確認します。

ステップ 3 ファブリック インターコネクトのWebサイトURLにアクセスし、シリアル番号と PAKを入力し

ます。

シスコからライセンスファイルが電子メールで送信されます。ライセンスファイルは、要求され

たファブリック インターコネクトでの使用だけを許可するようにデジタル署名されています。

CiscoUCSManagerがライセンス ファイルにアクセスすると、要求された機能も有効になります。

次の作業

ファブリック インターコネクトにライセンスをインストールします。

ローカルファイルシステムからファブリックインター

コネクトへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチング ペアの両方のファブリック インターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリック インターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）
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はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [License Management] を展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリック インターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Download Tasks] タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License] をクリックします。

ステップ 6 [Download License] ダイアログボックスで、[Location of the Image File] フィールドの [Local File
System] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 7 [Filename] フィールドに、ライセンス ファイルのフル パスと名前を入力します。

パス名またはファイル名ではスペースは使用できません。たとえば、

c:\Path\Folder_Name\License.lic は有効なパスですが、c:\Path\Folder
Name\License.lic は「Folder Name」内にスペースがあるため無効です。

ライセンス ファイルが配置されているフォルダへの正確なパスがわからない場合は、[Browse] を

クリックしてファイルに移動します。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI によってファブリック インターコネクトへのライセンスのダウンロード

が開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks] タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。

Cisco UCS Manager によって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され

た場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブートフラッ

シュの空き領域を表示するには、[Equipment] タブのファブリック インターコネクトに

ナビゲートし、[General] タブの [Local Storage Information] 領域を展開します。

（注）

ステップ 10 必要なライセンスがすべてファブリック インターコネクトにダウンロードされるまで、このタス

クを繰り返します。

次の作業

すべてのダウンロード タスクが完了した後、ライセンスをインストールします。
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リモートロケーションからファブリックインターコネク

トへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチング ペアの両方のファブリック インターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリック インターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [License Management] を展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリック インターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Download Tasks] タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License] をクリックします。

ステップ 6 [Download License] ダイアログボックスで、[Location of the Image File] フィールドの [Remote File
System] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 7 プロトコルを指定し、必要な情報を入力します。

パス名またはファイル名にスペースを含めることはできません。たとえば、

c:\Path\Folder_Name\License.lic は有効なパスですが、c:\Path\Folder
Name\License.lic は「Folder Name」内にスペースがあるため無効です。

IPv4 または IPv6 アドレスではなくホスト名を使用する場合、 で DNS サーバを設定す

る必要があります。 Cisco UCS ドメインが Cisco UCS Central に登録されていないか、

DNS 管理が [Local] に設定されている場合は、Cisco UCS Manager で DNS サーバを設定

します。 Cisco UCS ドメイン Cisco UCS Central に登録されていないか、DNS 管理が

[Global] に設定されている場合は、Cisco UCS Central で DNS サーバを設定します。

（注）

ステップ 8 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI によってファブリック インターコネクトへのライセンスのダウンロード

が開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks] タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。

Cisco UCS Manager によって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され

た場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブートフラッ

シュの空き領域を表示するには、[Equipment] タブのファブリック インターコネクトに

ナビゲートし、[General] タブの [Local Storage Information] 領域を展開します。

（注）
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ステップ 10 必要なライセンスがすべてファブリック インターコネクトにダウンロードされるまで、このタス

クを繰り返します。

次の作業

すべてのダウンロード タスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

ライセンスのインストール

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [License Management] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Downloaded License Files] タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからインストールするライセンスを選択します。

ステップ 5 [Install License] ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Install License] ダイアログボックスで、[Yes] をクリックします。

Cisco UCSManager GUIによってライセンスがインストールされ、未ライセンスのポートまたは機

能がアクティブ化されます。

ファブリックインターコネクトにインストールされてい

るライセンスの表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [License Management] を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Installed Licenses]タブをクリックし、ファブリック インターコネクトにインス

トールされているすべてのライセンスの詳細を表示します。

ステップ 4 表内のライセンスをクリックし、[Contents] タブにライセンスの詳細を表示します。

ファイル内の個々のライセンスの詳細を表示するには、ライセンス ファイルを展開する必要があ

ります。
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ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [License Management] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 動作状態、適用された猶予期間など機能の詳細を表示するには、テーブル中でその機能をクリッ

クします。

ライセンスの失効日の決定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [License Management] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [Installed Licenses] タブをクリックします。

ステップ 4 テーブル内のライセンスをクリックして、ライセンスの詳細を下の [Contents]タブに表示します。

ステップ 5 [Contents] タブでライセンス ファイルを展開して、ファイル内のすべてのライセンスを表示しま

す。

ステップ 6 [Expiry] 列でライセンスの失効日を参照します。

ライセンスのアンインストール

使用中の永続ライセンスはアンインストールできません。 未使用の永久ライセンスだけをア

ンインストールできます。使用中の永続ライセンスを削除しようとすると、CiscoUCSManager
はその要求を拒否し、エラー メッセージを表示します。

（注）
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はじめる前に

Cisco UCS Manager の設定をバックアップします。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [All] > [License Management] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [Installed Licenses] タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからアンインストールするライセンスを選択します。

ステップ 5 [Clear License] ボタンをクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

CiscoUCSManagerはライセンスを非アクティブ化し、ライセンスのリストからそのライセンスを

削除し、ファブリックインターコネクトからライセンスを削除します。ポートは、ライセンスな

しモードに移行します。クラスタ構成の場合は、他のファブリックインターコネクトからもライ

センスをアンインストールする必要があります。
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第 14 章

仮想インターフェイスの管理

この章は、次の項で構成されています。

• 仮想インターフェイス, 249 ページ

• 仮想インターフェイスの予約管理とエラー処理, 250 ページ

仮想インターフェイス
ブレード サーバ環境では、サービス プロファイルに対して設定可能な vNIC と vHBA の数は、ア

ダプタの機能と、アダプタで利用できる仮想インターフェイス（VIF）のネームスペースの量で決

まります。Cisco UCS では、VIF ネームスペースの各部分は VIF という固まりで割り当てられま

す。ハードウェアによっては、VIF の最大数が定義済みのポート単位で割り当てられます。

VIFの最大数は、ハードウェア機能とポート接続によって異なります。設定された各vNICまたは

vHBA には、1 つまたは 2 つの VIF が割り当てられます。スタンドアロン vNIC および vHBA は 1
つの VIF を使用し、フェールオーバー vNIC および vHBA は 2 つを使用します。

次の変数はブレード サーバで利用可能なVIFの数に影響するため、サービス プロファイルに設定

可能な vNIC と vHBA の数にも影響します。

• ファブリック インターコネクトでサポートされる VIF の最大数

• ファブリック インターコネクトがどのように接続されているか

• ファブリック インターコネクトと IOMがファブリック ポート チャネル モードで設定されて

いるかどうか

ご使用のハードウェア設定でサポートされるVIFの最大数について詳しくは、該当するソフトウェ

ア リリースの『Cisco UCS Configuration Limits for Cisco UCS Manager』を参照してください。
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仮想インターフェイスの予約管理とエラー処理
ポートチャネルでグループ化されたファブリック インターコネクトの場合、I/O モジュールへの

ファブリック インターコネクトの接続方法を変更すると、ブレード サーバで使用可能なVIFの数

が大幅に変化します。変更の影響を追跡できるように、CiscoUCSManagerには次のメトリックが

保持されます。

• ハードウェアがサポートする VIF の最大数

• 接続タイプ

ブレードで使用可能な VIF の数を削減するように設定を変更すると、UCS Manager は警告を表示

し、続行するかどうか確認を求めます。これには、接続の追加または変更によって VIF の数を削

減する場合など、いくつかの状況があります。
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第 15 章

Cisco UCS Central への Cisco UCS ドメインの
登録

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS ドメインの登録, 251 ページ

• Cisco UCS Manager と Cisco UCS Central 間のポリシー解決, 252 ページ

• Cisco UCS Central への Cisco UCS ドメインの登録, 253 ページ

• Cisco UCS Manager と Cisco UCS Central 間のポリシー解決の変更, 254 ページ

• Cisco UCS Central での Cisco UCS Manager 登録プロパティの設定, 255 ページ

• Cisco UCS Central からの Cisco UCS ドメインの登録解除, 256 ページ

Cisco UCS ドメインの登録
データセンター内の Cisco UCS ドメイン の一部またはすべてをCisco UCS Centralが管理するよう

設定できます。

Cisco UCS Central に Cisco UCS ドメイン を管理させる場合、そのドメインを登録する必要があり

ます。登録するときに、Cisco UCS Central と Cisco UCS Manager でそれぞれ管理するポリシー タ

イプやその他の設定（バックアップやファームウェアなど）を選択する必要があります。Cisco
UCSCentralによって、登録されたすべてのCisco UCSドメイン で同じタイプのポリシーおよび設

定を管理するか、または登録された各 Cisco UCS ドメイン に異なる設定を行うこともできます。

Cisco UCS Central に Cisco UCS ドメインを登録する前に、以下を実行します。

• Cisco UCSManagerと Cisco UCS Centralの両方において NTP サーバおよび正しいタイム ゾー

ンを設定し、それらが同期していることを確認します。Cisco UCS ドメインと Cisco UCS
Central の日時が同期していないと、登録に失敗する可能性があります。

• Cisco UCS Central のホスト名または IP アドレスの入手

• Cisco UCS Central を導入したときに設定した共有秘密の取得
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Cisco UCS Central で登録されているドメインにおいて、Cisco UCS Manager で使用される IP ア

ドレスの変更または交換はできません。その IP アドレスを変更または交換する必要がある場

合、まず Cisco UCS Central からドメインを登録解除する必要があります。IP アドレスを変更

または交換した後で、Cisco UCS ドメイン を再登録できます。

（注）

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決
Cisco UCS Central で登録する各 Cisco UCS ドメイン では、特定のポリシーおよび設定を管理する

アプリケーションを選択できます。このポリシー解決は、同じ Cisco UCS Central に登録したすべ

ての Cisco UCS ドメイン で同じである必要はありません。

これらのポリシーおよび設定を解決するには、次のオプションを使用します。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Manager によって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Central によって決定および管理されます。

次のテーブルには、Cisco UCSManagerまたはCisco UCSCentralのいずれかで管理するように選択

できるポリシーと設定のリストを示します。

説明名前

機能カタログとインフラストラクチャファームウェアポリシー

が、ローカルで定義されるかまたは Cisco UCS Central から取得

されるかを決定します。

[Infrastructure & Catalog
Firmware]

日付と時刻がローカルで定義されるかまたは Cisco UCS Central
から取得されるかを決定します。

[Time Zone Management]

HTTP、CIM XML、Telnet、SNMP、Web セッション制限、管理

インターフェイスモニタリングポリシー設定を、ローカルまた

は Cisco UCS Central のどちらで定義するかを決定します。

[Communication Services]

グローバル障害ポリシーがローカルまたは Cisco UCS Central の

どちらで定義されるかを決定します。

[Global Fault Policy]

認証およびネイティブドメイン、LDAP、RADIUS、TACACS+、

トラストポイント、ロケールおよびユーザロールをローカルま

たは Cisco UCS Central のどちらで定義するかを決定します。

[User Management]

DNSサーバがローカルまたはCisco UCSCentralのどちらで定義

されるかを決定します。

[DNS Management]
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説明名前

Full State バックアップ ポリシーおよび All Configuration エクス

ポート ポリシーが、ローカルまたはCisco UCSCentralのどちら

で定義されるかを決定します。

[Backup & Export Policies]

Call Home、Syslog、TFTP Core Exporter 設定が、ローカルまた

は Cisco UCS Central のどちらで定義されるかを決定します。

[Monitoring]

管理対象エンドポイントがローカルまたは Cisco UCS Central の

どちらで定義されるかを決定します。

[SEL Policy]

電源管理がローカルまたは Cisco UCS Central のどちらで定義さ

れるかを決定します。

[Power Management]

電源装置がローカルまたは Cisco UCS Central のどちらで定義さ

れるかを決定します。

[Power Supply Unit]

Cisco UCS Centralへの Cisco UCS ドメインの登録

Cisco UCS Central で登録されているドメインにおいて、Cisco UCS Manager で使用される IP ア

ドレスの変更または交換はできません。その IP アドレスを変更または交換する必要がある場

合、まず Cisco UCS Central からドメインを登録解除する必要があります。IP アドレスを変更

または交換した後で、Cisco UCS ドメイン を再登録できます。

（注）

はじめる前に

Cisco UCS Manager と Cisco UCS Central の両方において NTP サーバおよび正しいタイム ゾーンを

設定し、それらが同期していることを確認します。Cisco UCS ドメインと Cisco UCS Central の日

時が同期していないと、登録に失敗する可能性があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] > [Communication Management] を展開します。

ステップ 3 [UCS Central] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域の、[UCS Central] をクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Register With UCS Central] をクリックします。

ステップ 6 [Register with UCS Central] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

Cisco UCS Central が展開されている仮想マシンのホスト名ま

たは IP アドレス。

IPv4 または IPv6 アドレスではなくホスト名を使用

する場合、 で DNS サーバを設定する必要がありま

す。Cisco UCSドメインがCisco UCS Centralに登録

されていないか、DNS 管理が [Local] に設定されて

いる場合は、Cisco UCSManagerでDNSサーバを設

定します。Cisco UCSドメインCisco UCS Centralに
登録されていないか、DNS管理が [Global]に設定さ

れている場合は、Cisco UCS Central で DNS サーバ

を設定します。

（注）

[Hostname/IPAddress]フィール

ド

Cisco UCS Central を導入したときに設定された共有秘密（ま

たはパスワード）

[Shared Secret] フィールド

b) [Policy Resolution Control] 領域の各フィールドで、次のいずれかのオプション ボタンをクリッ

クします。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Manager によって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Central によって決定および管理されます。

c) [OK] をクリックします。

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決
の変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] > [Communication Management] を展開します。

ステップ 3 [UCS Central] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域の、[UCS Central] をクリックします。

ステップ 5 [PolicyResolutionControl]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプション ボタンをクリックし

ます。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Manager によって決定および管理されます。
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• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Central によって決定および管理されます。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

Cisco UCS Centralでの Cisco UCS Manager登録プロパティ
の設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] > [Communication Management] を展開します。

ステップ 3 [UCS Central] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域の、[UCS Central] をクリックします。

ステップ 5 [Status] 領域で、必要に応じて次を実行します。

a) 使用する [Cleanup Mode] のラジオ ボタンをクリックします。

次のいずれかになります。

• [Localize Global]：Cisco UCS ドメインが登録解除されると、Cisco UCS ドメインのすべて

のグローバル ポリシーが Cisco UCS Manager にローカライズされます。ポリシーは Cisco
UCSドメインにとどまり、ポリシーの所有権はCiscoUCSManagerに対してローカルにな

り、Cisco UCS Manager の管理ユーザは変更を行えます。

Cisco UCS ドメインを Cisco UCS Central に再登録する場合、Cisco UCS Central
と Cisco UCS Manager の両方に存在するポリシーにより、ポリシーが不一致と

なる可能性があります。グローバルサービスプロファイルを作成し、関連付け

る前に、ローカルポリシーを削除するか、ローカルポリシーをグローバルに設

定します。

（注）

• [DeepRemoveGlobal]：このオプションは、慎重に検討してから使用してください。Cisco
UCS ドメインが登録解除されると、Cisco UCS ドメインのすべてのグローバル ポリシー

は削除されます。グローバルサービスプロファイルが存在する場合、これらはCiscoUCS
Manager のローカル デフォルト ポリシーを参照し、次のいずれかの状況になります。

◦ ローカル デフォルト ポリシーが存在する場合、サーバは再起動します。

◦ ローカルデフォルトポリシーがない場合、サービスプロファイル関連付けは設定エ

ラーで失敗します。

Cisco UCS Central から登録解除すると、deep remove global のクリーンアップ

モードはグローバルなVSANとVLANを削除しません。これらは、必要に応じ

て手動で削除する必要があります。

（注）
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b) （任意）[Suspend State] チェックボックスをオンにします。

オンにすると、Cisco UCS ドメインが Cisco UCS Central から一時的に削除され、すべてのグ

ローバル ポリシーはローカルの同等のものに戻ります。すべてのサービス プロファイルは、

現在の IDが維持します。ただし、グローバル プールは表示されなくなり、新しいサービス プ

ロファイルからアクセスできません。

c) （任意）[Acknowledge State] チェックボックスをオンにします。

Cisco UCS Manager と Cisco UCS Central 間の時間と整合性を表すイベント ID ストリームがス

キューされるまたは不一致となる場合、CiscoUCSManagerは中断状態となり、CiscoUCSCentral
から切断します。

このチェックボックスをオンにすると、Cisco UCS Manager および Cisco UCS Central 間の不整

合を認知し、Cisco UCS ドメインと Cisco UCS Central を再接続できるようになります。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

Cisco UCS Centralからの Cisco UCS ドメインの登録解除
Cisco UCS ドメイン から Cisco UCS Central を登録解除すると、それ以降 Cisco UCS Manager はグ

ローバル ポリシーの更新を受信しません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] > [Communication Management] を展開します。

ステップ 3 [UCS Central] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域の、[UCS Central] をクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Unregister From UCS Central] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Central を使用して Cisco UCS ドメインを登録解除および登録した場合の影響の詳細に

ついては、Policy Resolution between Cisco UCS Manager and Cisco UCS Central [英語] を参照してく

ださい。
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第 16 章

LAN アップリンクマネージャの使用

この章は、次の項で構成されています。

• LAN アップリンク マネージャ, 257 ページ

• LAN アップリンク マネージャの起動, 258 ページ

• LAN アップリンク マネージャでのイーサネット スイッチング モードの変更, 258 ページ

• LAN アップリンク マネージャでのポートの設定, 259 ページ

• サーバ ポートの設定, 259 ページ

• アップリンク イーサネット ポートの設定, 260 ページ

• アップリンク イーサネット ポート チャネルの設定, 262 ページ

• LAN ピン グループの設定, 264 ページ

• ネームド VLAN の設定, 266 ページ

• LAN アップリンク マネージャでの QoS システム クラスの設定, 267 ページ

LAN アップリンクマネージャ
LAN Uplinks Manager は、Cisco UCS と LAN 間の接続を設定できる単一のインターフェイスを備

えています。LAN アップリンク マネージャを使用して次のものを作成および設定できます。

• イーサネット スイッチング モード

• アップリンクのイーサネット ポート

• ポート チャネル

• LAN ピン グループ

• ネームド VLAN

• サーバ ポート
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• QoS システム クラス

LAN アップリンク マネージャで行うことができる設定の一部は、[Equipment] タブまたは [LAN]
タブなどの他のタブのノードでも行うことができます。

LAN アップリンクマネージャの起動

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [LAN Uplinks] タブの [LAN Uplinks Manager] リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager] が開きます。

LAN アップリンクマネージャでのイーサネットスイッチ
ングモードの変更

イーサネット スイッチング モードを変更すると、Cisco UCSManagerにより自動的にログアウ

トとファブリック インターコネクトの再起動が実行されます。 クラスタ設定では、CiscoUCS
Managerにより両方のファブリック インターコネクトが再起動されます。 2つめのファブリッ

ク インターコネクトでイーサネット スイッチング モードの変更が完了し、システムで使用で

きるようになるまで数分間かかります。 設定は保持されます。

ファブリック インターコネクトがリブートされるときに、すべてのブレード サーバがすべて

の LAN および SAN 接続を失い、そのためにブレード上のすべてのサーバが完全に停止しま

す。 これにより、オペレーティング システムがクラッシュする場合があります。

重要

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Uplink Mode] 領域で、次のいずれかのボタンをクリックします。

• [Set Ethernet Switching Mode]

• [Set Ethernet End-Host Mode]

現在のスイッチング モードのボタンはグレー表示されています。
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ステップ 3 ダイアログボックスで、[Yes] をクリックします。

Cisco UCS Manager はファブリック インターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager GUI との接続を解除します。

LAN アップリンクマネージャでのポートの設定
リストされている全ポート タイプは、固定および拡張モジュールの両方で設定できます。これに

は、6100 シリーズ ファブリック インターコネクトの拡張モジュールでは設定できないものの、

6200 シリーズ ファブリック インターコネクトの拡張モジュールでは設定できるサーバ ポートを

含みます。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports] 領域で、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports] セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 4 ポートを設定するノードを展開します。

展開したノード以下にポートがリストされていない場合は、そのモジュールのすべてのポートが

すでに設定されています。

ステップ 5 設定するポートを右クリックし、次のいずれかを選択します。

• Configure as Server Port

• Configure as Uplink Port

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバポートの設定

LAN アップリンクマネージャを使用したサーバポートのイネーブル化
この手順は、ポートがサーバ ポートとして設定されているものの、ディセーブルになっているこ

とを前提としています。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports] 領域で、下矢印をクリックして [Server Ports] セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 4 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable] を選択します。

LAN アップリンクマネージャを使用したサーバポートのディセーブル
化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports] 領域で、下矢印をクリックして [Server Ports] セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] を展開します。

ステップ 4 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

アップリンクイーサネットポートの設定

LAN アップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネット
ポートのイネーブル化

この手順は、ポートがアップリンクイーサネットポートとして設定されているものの、ディセー

ブルになっていることを前提としています。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks] 領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable Interface] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネット
ポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks] 領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable Interfaces] を選択します。

複数のアップリンクイーサネットポートをディセーブルにする場合は、複数のポートを選択でき

ます。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ディセーブルにされたポートは、イネーブルのインターフェイスのリストから削除され、

[Unconfigured Ports] リストに戻されます。
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アップリンクイーサネットポートチャネルの設定

LAN アップリンクマネージャでのポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks] 領域で、[Create Port Channel] をクリックします。

ステップ 3 ポップアップ メニューから、ポート チャネルを作成する次のいずれかのファブリック インター

コネクトを選択します。

• Fabric Interconnect A

• Fabric Interconnect B

ステップ 4 [Set Port Channel Name] パネルで、ID と名前を指定し、[Next] をクリックします。

ステップ 5 [Add Ports] パネルで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Manager では、サーバ ポートとして設定済みのポートを選択した場合、警告

が表示されます。ダイアログボックスの [Yes] をクリックして、このポートをアップリ

ンク イーサネット ポートとして再設定し、ポート チャネルに含めることができます。

（注）

ステップ 6 [Finish] をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルのイネーブル
化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポート チャネルを右クリックし、[Enable Port Channel] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルのディセーブ
ル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポート チャネルを右クリックし、[Disable Port Channel] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルへのポートの
追加

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ポートを追加するポート チャネルを右クリックして、[Add Ports] を選択します。

ステップ 4 [Add Ports] ダイアログ ボックスで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Manager では、サーバ ポートとして設定済みのポートを選択した場合、警告

が表示されます。ダイアログボックスの [Yes] をクリックして、このポートをアップリ

ンク イーサネット ポートとして再設定し、ポート チャネルに含めることができます。

（注）

ステップ 5 [OK] をクリックします。
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LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルからのポート
の削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ポートを削除するポート チャネルを展開します。

ステップ 4 ポート チャネルから削除するポートを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 削除するポート チャネルを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

LAN ピングループの設定

LAN アップリンクマネージャでのピングループの作成
2 つのファブリック インターコネクトを持つシステムでピン グループとの関連付けができるのは

のは、1 つのファブリック インターコネクト、または両方のファブリック インターコネクトだけ

です。
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はじめる前に

ピン グループの設定に使用するポートおよびポート チャネルを設定します。 使用できるのは、

LAN ピン グループでアップリンク ポートとして設定されているポートおよびポート チャネルだ

けです。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks] 領域で、[Create Pin Group] をクリックします。

ステップ 3 [Create LAN Pin Group]ダイアログボックスで、ピン グループの一意の名前と説明を入力します。

ステップ 4 ファブリック インターコネクト A のトラフィックをピン接続するには、[Targets] 領域で次の手順

を実行します。

a) [Fabric Interconnect A] チェックボックスをオンにします。

b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、

ピン グループに関連付けるポートまたはポート チャネルを選択します。

ステップ 5 ファブリック インターコネクト B のトラフィックをピン接続するには、[Targets] 領域で次の手順

を実行します。

a) [Fabric Interconnect B] チェックボックスをオンにします。

b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、

ピン グループに関連付けるポートまたはポート チャネルを選択します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

ピン グループを vNIC テンプレートに含めます。

LAN アップリンクマネージャを使用したピングループの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [LAN Uplinks] タブをクリックします。

ステップ 2 [Pin Groups] 領域で、削除するピン グループを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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ネームド VLAN の設定

LAN アップリンクマネージャを使用したネームド VLAN の作成
2 つのスイッチを持つ Cisco UCS ドメインでは、両方のスイッチまたは 1 つのスイッチのみから

アクセスできるネームド VLAN を作成できます。

ID が 3968 ～ 4047 の VLAN は作成できません。 この範囲の VLAN ID は予約されています。

LAN クラウドの VLAN と SAN クラウドの FCoE VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の VLAN と FCoE VLAN で同じ ID を使用すると、その VLAN を使用しているすべて

の vNIC とアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN ID と重なる ID が設定されたすべての VLAN 上でイーサネット トラフィックがドロッ

プされます。

重要

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [VLANs] タブをクリックします。

ステップ 2 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 3 [Create VLANs] ダイアログ ボックスで、必須フィールドを指定し、[OK] をクリックします。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager は、VLAN を次の [VLAN] ノードのいずれかに追加します。

• 両方のファブリック インターコネクトにアクセス可能な VLAN の場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs] ノード。

• 1 つのファブリック インターコネクトだけにアクセス可能な VLAN の場合は、

[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs] ノード。

LAN アップリンクマネージャを使用したネームド VLAN の削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場

合、この ID を持つネームド VLAN がすべて削除されるまで、この VLAN はファブリック イン

ターコネクト設定から削除されません。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager] で [VLANs] タブをクリックします。

ステップ 2 削除する VLAN に基づいて、次のいずれかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCS ドメインのすべての VLAN を表示します。すべて（All）

両方のファブリック インターコネクトにアクセス可能な VLAN を

表示します。

Dual Mode

ファブリック インターコネクト A にのみアクセス可能な VLAN を

表示します。

Fabric A

ファブリック インターコネクト B にのみアクセス可能な VLAN を

表示します。

Fabric B

ステップ 3 テーブルで、削除する VLAN をクリックします。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 4 強調表示された 1 つまたは複数の VLAN を右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

LAN アップリンクマネージャでの QoS システムクラスの
設定

サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされる MTU の最大値が制限される場合があ

ります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットがドロッ

プする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNA アダプタ：サポートされる MTU の最大値は 9216 です。

• Cisco UCS 82598KR-CI アダプタ：サポートされる MTU の最大値は 14000 です。

手順

ステップ 1 LAN アップリンク マネージャで、[QoS] タブをクリックします。

ステップ 2 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステム クラスの次のプロパティを

更新します。
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一部のプロパティはすべてのシステム クラスに対して設定できない場合がありま

す。

（注）

説明名前

このチェックボックスをオンにすると、対応するQoSクラスが

ファブリック インターコネクト上で設定され、QoSポリシーに

割り当て可能になります。

このチェックボックスをオフにすると、このクラスはファブリッ

クインターコネクト上で設定されず、このクラスに関連付けら

れた QoS ポリシーはデフォルトの [Best Effort] になるか、（シ

ステム クラスが 0 の Cos で設定されている場合は）Cos 0 シス

テム クラスになります。

このフィールドは、[Best Effort] と [Fibre Channel] の

場合は常にオンです。

（注）

[Enabled] チェックボックス

サービス クラス。0 ～ 6 の整数を入力できます。0 は最低プラ

イオリティを表し、6 は最高プライオリティを表します。QoS
ポリシーが削除されるか、割り当てられたシステム クラスが

ディセーブルになったときに、システムクラスをトラフィック

のデフォルトシステムクラスにする必要がある場合を除き、こ

の値を 0 に設定することは推奨しません。

このフィールドは、内部トラフィックの場合は7に、

[Best Effort]の場合は [any]に設定されます。これらの

値は両方とも予約されており、他のプライオリティに

割り当てることはできません。

（注）

[Cos] フィールド

このチェックボックスをオンにすると、このクラスに対してパ

ケットの破棄が許可されます。このチェックボックスをオフに

すると、送信時にパケットを破棄できません。

このフィールドは、[Fibre Channel] クラスの場合は常にオフで

あり（破棄パケットは決して許可されない）、[BestEffort]の場

合は常にオンです（破棄パケットは常に許可される）。

パケットの破棄の変更を保存すると、次の警告メッ

セージが表示されます。

QoS システム クラスを変更しようとしています。こ

れによりトラフィック転送に一時的な中断が生じる可

能性があります。この変更を適用してもよろしいです

か?

（注）

[Packet Drop]チェックボックス
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説明名前

次のいずれかになります。

• 1 ～ 10 の整数。整数を入力すると、[Weight (%)] フィール

ドの説明に従って、このプライオリティレベルに割り当て

られるネットワーク帯域幅の割合が Cisco UCSによって決

定されます。

• [best-effort]。

• [none]。

[Weight]ドロップダウン リスト

チャネルに割り当てられる帯域幅を決定するために、CiscoUCS
によって次の作業が実行されます。

1 すべてのチャネルの重みを加算します。

2 チャネルの重みをすべての重みの和で割って、割合を求めま

す。

3 その割合の帯域幅をチャネルに割り当てます。

[Weight (%)] フィールド

チャネルの最大伝送単位。次のいずれかになります。

• 1500～ 9216の整数。この値は最大パケット サイズに対応

します。

MTUの変更を保存すると、次の警告メッセージ

が表示されます。

QoSシステムクラスを変更しようとしています。

これによりトラフィック転送に一時的な中断が

生じる可能性があります。この変更を適用して

もよろしいですか?

（注）

• [fc]：事前に定義されている 2240 のパケット サイズ。

• [normal]：事前に定義されている 1500のパケット サイズ。

このフィールドは、[Fibre Channel] の場合は常に [fc]
に設定されます。

（注）

[MTU] ドロップダウン リスト

このチェックボックスをオンにすると、パケットを複数の宛先

に同時に送信するように、クラスが最適化されます。

このオプションは、[Fibre Channel] には適用されませ

ん。

（注）

[Multicast Optimized] チェック

ボックス

ステップ 3 次のいずれかを実行します。
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• [OK] をクリックして変更を保存し、LAN アップリンク マネージャを終了します。

• [Apply] をクリックし、LAN アップリンク マネージャを終了せずに変更を保存します。
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第 17 章

VLAN の設定

この章は、次の項で構成されています。

• VLAN について, 271 ページ

• VLAN の作成、削除、変更のガイドライン, 272 ページ

• ネイティブ VLAN について, 273 ページ

• アクセス ポートおよびトランク ポートについて, 273 ページ

• ネームド VLAN, 274 ページ

• プライベート VLAN, 275 ページ

• VLAN ポートの制限, 277 ページ

• ネームド VLAN の設定, 278 ページ

• プライベート VLAN の設定, 280 ページ

• コミュニティ VLAN, 282 ページ

• VLAN ポート数の表示, 293 ページ

• VLAN ポート カウント最適化, 294 ページ

• VLAN グループ, 296 ページ

• VLAN 権限, 299 ページ

VLAN について
VLAN は、ユーザの物理的な位置に関係なく、機能、プロジェクト チーム、またはアプリケー

ションなどで論理的に分割されたスイッチド ネットワークです。VLAN は、物理 LAN と同じ属

性をすべて備えていますが、同じLANセグメントに物理的に配置されていないエンドステーショ

ンもグループ化できます。
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どのようなスイッチ ポートでもVLANに属することができます。ユニキャスト、ブロードキャス

ト、マルチキャストのパケットは、そのVLAN内のエンド ステーションだけに転送またはフラッ

ディングされます。各 VLAN は 1 つの論理ネットワークであると見なされます。VLAN に属して

いないステーション宛てのパケットは、ルータまたはブリッジを経由して転送する必要がありま

す。

VLANは通常、IPサブネットワークに関連付けられます。たとえば、特定の IPサブネットに含ま

れるすべてのエンド ステーションを同じVLANに所属させる場合などです。VLAN間で通信する

には、トラフィックをルーティングする必要があります。新規作成されたVLANは、デフォルト

では動作可能な状態にあります。また、トラフィックを通過させるアクティブ ステート、または

パケットを通過させない一時停止ステートに、VLAN を設定することもできます。デフォルトで

は、VLAN はアクティブ ステートでトラフィックを通過させます。

Cisco UCS Manager を使用して VLAN を管理できます。次を実行できます。

• ネームド VLAN およびプライベート VLAN（PVLAN）を設定します。

• VLAN をアクセス ポートまたはトランク ポートに割り当てます。

• VLAN を作成、削除、変更します。

VLAN の作成、削除、変更のガイドライン
VLANには 1～ 4094の番号が付けられます。スイッチを初めて起動したとき、すべての設定済み

ポートはデフォルトVLANに属します。デフォルトVLAN（VLAN1）では、デフォルト値のみ使

用されます。デフォルトVLANでは、アクティビティの作成、削除、および一時停止は行えませ

ん。

それに番号を割り当てることによって、VLAN を設定します。VLAN の削除、またはアクティブ

動作ステートから一時停止動作ステートへの移行ができます。既存の VLAN ID で VLAN を作成

しようとすると、スイッチはVLANサブモードになりますが、同一のVLANは再作成しません。

新しく作成したVLANは、そのVLANにポートを割り当てるまで使用されません。すべてのポー

トはデフォルトで VLAN1 に割り当てられます。VLAN の範囲により、次のパラメータを VLAN
用に設定できます（デフォルト VLAN を除く）。

• VLAN 名

• シャットダウンまたは非シャットダウン

特定のVLANを削除すると、そのVLANに関連するポートはシャットダウンされ、トラフィック

は流れなくなります。ただし、システムはその VLAN の VLAN/ポート マッピングをすべて維持

します。該当する VLAN を再有効化または再作成すると、元のすべてのポートが自動的にその

VLAN に戻されます。
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ネイティブ VLAN について
ネイティブ VLAN とデフォルト VLAN は同じではありません。ネイティブとは 802.1q ヘッダー

のないVLANトラフィックであることを指し、割り当ては任意です。ネイティブVLANはトラン

クでタグ付けされない唯一の VLAN で、フレームは変更なしに送信されます。

すべてにタグ付けし、ネットワーク全体でネイティブVLANを使用しないようにすることができ

ます。スイッチはデフォルトで VLAN 1 をネイティブとして使用するため、VLAN やデバイスは

到達可能です。

UCS Manager LAN Uplinks Manager を使用すると、VLAN を設定し、ネイティブ VLAN 設定を変

更することができます。ネイティブVLAN設定の変更では、変更を有効にするためにはポート フ

ラップが必要です。そうでない場合、ポート フラップが連続的に発生します。ネイティブVLAN
を変更すると、約 20 ～ 40 秒間接続が失われます。

ネイティブ VLAN のガイドライン

• ネイティブ VLAN はトランク ポートにだけ設定できます。

• UCS vNIC のネイティブ VLAN は変更できます。ただし、ポート フラップが行われ、トラ

フィックの中断の原因となることがあります。

• Cisco Nexus 1000v スイッチを使用する場合は、トラフィックの中断を防ぐためにネイティブ

VLAN 1 設定を使用することをお勧めします。ネイティブ VLAN は、Nexus 1000v ポート プ

ロファイルと UCS vNIC 定義で同じである必要があります。

• ネイティブ VLAN 1 が設定されている場合に、トラフィックが不正なインターフェイスに経

路指定されたり、トラフィックが停止したり、スイッチインターフェイスが連続的にフラッ

プしたりするときは、分離レイヤ2ネットワーク構成の設定に誤りがあるおそれがあります。

• すべてのデバイスへの管理アクセス用にネイティブ VLAN 1 を使用すると、管理デバイスと

同じ VLAN の別のスイッチに接続するユーザがある場合に、問題が生じる可能性がありま

す。

アクセスポートおよびトランクポートについて
Access Ports on a Cisco Switch

アクセス ポートは、タグなしフレームだけを送信し、1 つの VLAN だけに属し、1 つの VLAN だ

けのトラフィックを伝送します。トラフィックは、VLAN タグが付いていないネイティブ形式で

送受信されます。アクセスポートに着信したすべての情報は、ポートに割り当てられているVLAN
に所属すると見なされます。

アクセス モードでポートを設定してそのインターフェイスのトラフィックを伝送するVLANを指

定できます。アクセス モードのポート（アクセス ポート）用に VLAN を設定しないと、そのイ

ンターフェイスはデフォルトのVLAN（VLAN1）のトラフィックだけを伝送します。VLANのア

クセス ポート メンバーシップを変更するには、VLAN を構成します。VLAN をアクセス ポート

のアクセス VLAN として割り当てるには、まず、VLAN を作成する必要があります。アクセス
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ポート上のアクセスVLANを、まだ作成されていないVLANに変更すると、UCSManagerはその

アクセス ポートをシャット ダウンします。

アクセス ポートは、アクセス VLAN 値の他に 802.1Q タグがヘッダーに設定されたパケットを受

信すると、送信元の MAC アドレスを学習せずにドロップします。アクセス VLAN を割り当て、

プライベート VLAN のプライマリ VLAN としても動作させると、そのアクセス VLAN に対応す

るすべてのアクセス ポートが、プライベート VLAN モードのプライマリ VLAN 向けのすべての

ブロードキャスト トラフィックを受信します。

Trunk Ports on a Cisco Switch

トランク ポートは、複数の VLAN がこのトランク リンクを経由してスイッチ間で伝送を行うこ

とを可能にします。トランク ポートは、タグなしのパケットと 802.1Q タグ付きのパケットを同

時に伝送できます。デフォルトのポート VLAN ID をトランク ポートに割り当てると、すべての

タグなしトラフィックが、そのトランク ポートのデフォルトのポート VLAN ID で伝送され、タ

グなしトラフィックはすべてこのVLANに属するものと見なされます。このVLANのことを、ト

ランク ポートのネイティブVLAN IDといいます。ネイティブVLAN IDとは、トランク ポート上

でタグなしトラフィックを伝送する VLAN のことです。

トランク ポートは、デフォルトのポート VLAN ID と同じ VLAN が設定された出力パケットをタ

グなしで送信します。他のすべての出力パケットは、トランク ポートによってタグ付けされま

す。ネイティブ VLAN ID を設定しないと、トランク ポートはデフォルト VLAN を使用します。

トランク ポートのネイティブ VLAN、またはアクセス ポートのアクセス VLAN を変更する

と、スイッチ インターフェイスがフラップされます。

（注）

ネームド VLAN
ネームド VLAN は、所定の外部 LAN への接続を作成します。VLAN は、ブロードキャスト トラ

フィックを含む、その外部 LAN へのトラフィックを切り離します。

VLANIDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これにより、ネームドVLANを使

用するサービス プロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグローバルにアップデートする

ことができます。外部LANとの通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必要はありま

せん。

同じVLANIDを使用して、複数のネームドVLANを作成できます。たとえば、HRおよびFinance
のビジネス サービスをホストするサーバが同一の外部 LAN にアクセスする必要がある場合、同

じ VLAN ID を使用して HR と Finance という名前の VLAN を作成できます。その後でネットワー

クが再設定され、Financeが別のLANに割り当てられた場合、変更する必要があるのはFinanceの

ネームド VLAN の VLAN ID だけです。

クラスタ設定では、ネームドVLANが 1つのファブリック インターコネクトだけにアクセスでき

るようにすることも、両方のファブリック インターコネクトにアクセスできるように設定するこ

とも可能です。
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VLAN ID に関するガイドライン

ID が 3968 ～ 4047 の VLAN は作成できません。 この範囲の VLAN ID は予約されています。

LAN クラウドの VLAN と SAN クラウドの FCoE VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の VLAN と FCoE VLAN で同じ ID を使用すると、その VLAN を使用しているすべて

の vNIC とアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN ID と重なる ID が設定されたすべての VLAN 上でイーサネット トラフィックがドロッ

プされます。

重要

VLAN 4048 はユーザが設定可能です。 ただし、Cisco UCS Manager では、VLAN 4048 が次のデ

フォルト値に使用されます。 4048 を VLAN に割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要

があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージ ポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048 を使用します。 デフォルト FCoE VSAN が、アップグレード

前に VLAN 1 を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
ID に変更する必要があります。 たとえば、デフォルトを 4049 に変更することを検討します

（その VLAN ID が使用されていない場合）。

• Cisco UCS リリース 2.0 の新規インストール後：デフォルト VSAN 用の FCoE VLAN は、デ

フォルトで VLAN 4048 を使用します。 FCoE ストレージ ポート ネイティブ VLAN は VLAN
4049 を使用します。

VLAN 名の大文字と小文字は区別されます。

プライベート VLAN
プライベート VLAN（PVLAN）は、VLAN のイーサネット ブロードキャスト ドメインをサブド

メインに分割する機能で、これを使用して一部のポートを分離することができます。PVLANの各

サブドメインには、1つのプライマリVLANと1つ以上のセカンダリVLANが含まれます。PVLAN
のすべてのセカンダリVLANは、同じプライマリVLANを共有する必要があります。セカンダリ

VLAN ID は、各サブドメインの区別に使用されます。

独立 VLAN とコミュニティ VLAN

Cisco UCSドメイン内のすべてのセカンダリVLANは、独立VLANまたはコミュニティVLANに

なることができます。

独立 VLAN を標準 VLAN と共に使用するよう設定することはできません。（注）
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独立 VLAN のポート

独立 VLAN の通信では、プライマリ VLAN 内の関連するポートだけを使用できます。これらの

ポートは独立ポートであり、Cisco UCS Manager では設定できません。プライマリ VLAN では 1
つの独立VLANのみを持つことができますが、同じ独立VLANには複数の独立ポートは許可され

ません。これらの独立ポートは相互に通信できません。独立ポートは、独立VLANを許可してい

る標準トランク ポートまたは無差別ポートとのみ通信できます。

独立セカンダリ VLAN に属するホスト ポート。このポートは、同じプライベート VLAN ドメイ

ン内の他のポートから完全に独立しています。PVLANは、無差別ポートからのトラフィックを除

き、独立ポート宛のトラフィックをすべてブロックします。独立ポートから受信されたトラフィッ

クは、無差別ポートにだけ転送されます。指定した独立VLANには、複数の独立ポートを含める

ことができます。各ポートは、独立VLANにある他のすべてのポートから、完全に隔離されてい

ます。

アップリンクポートに関するガイドライン

PVLAN を作成する場合は、次のガイドラインに従ってください。

• アップリンク イーサネット ポート チャネルを無差別モードにすることはできません。

• 各プライマリ VLAN には、独立 VLAN が 1 つだけ存在できます。

• VNTAG アダプタの VIF には、独立 VLAN が 1 つだけ存在できます。

VLAN ID に関するガイドライン

ID が 3968 ～ 4047 の VLAN は作成できません。 この範囲の VLAN ID は予約されています。

LAN クラウドの VLAN と SAN クラウドの FCoE VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の VLAN と FCoE VLAN で同じ ID を使用すると、その VLAN を使用しているすべて

の vNIC とアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN ID と重なる ID が設定されたすべての VLAN 上でイーサネット トラフィックがドロッ

プされます。

重要

VLAN 4048 はユーザが設定可能です。 ただし、Cisco UCS Manager では、VLAN 4048 が次のデ

フォルト値に使用されます。 4048 を VLAN に割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要

があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージ ポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048 を使用します。 デフォルト FCoE VSAN が、アップグレード

前に VLAN 1 を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
ID に変更する必要があります。 たとえば、デフォルトを 4049 に変更することを検討します

（その VLAN ID が使用されていない場合）。

• Cisco UCS リリース 2.0 の新規インストール後：デフォルト VSAN 用の FCoE VLAN は、デ

フォルトで VLAN 4048 を使用します。 FCoE ストレージ ポート ネイティブ VLAN は VLAN
4049 を使用します。
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VLAN 名の大文字と小文字は区別されます。

VLAN ポートの制限
Cisco UCS Manager では、1 つのファブリック インターコネクト上の境界ドメインとサーバ ドメ

インで設定可能な VLAN ポート インスタンスの数は、6000 に制限されます。

VLAN ポート数に含まれるポートのタイプ

次のタイプのポートが VLAN ポートの計算でカウントされます。

• ボーダー アップリンク イーサネット ポート

• ボーダー アップリンク イーサチャネル メンバ ポート

• SAN クラウドの FCoE ポート

• NAS クラウドのイーサネット ポート

• サービス プロファイルによって作成されたスタティックおよびダイナミック vNIC

• ハイパーバイザ ドメイン内のハイパーバイザのポート プロファイルの一部として作成され

た VM vNIC

これらのポートに設定されている VLAN の数に基づいて、Cisco UCS Manager は VLAN ポート イ

ンスタンスの累積数を追跡し、検証中に VLAN ポート制限を実行します。Cisco UCS Manager で

は制御トラフィック用に一部の事前定義されたVLANポート リソースを予約します。これには、

HIF および NIF ポートに設定された管理 VLAN が含まれます。

VLAN ポートの制限の実行

Cisco UCS Manager は、次の操作中に VLAN ポートのアベイラビリティを検証します。

• 境界ポートおよび境界ポート チャネルの設定および設定解除

• クラウドへの VLAN の追加またはクラウドからの VLAN の削除

• SAN または NAS ポートの設定または設定解除

• 設定の変更を含むサービス プロファイルの関連付けまたは関連付け解除

• vNIC または vHBA での VLAN の設定または設定解除

• VMWare vNIC からおよび ESX ハイパーバイザから作成通知または削除通知を受け取ったと

き

これは、Cisco UCS Manager の制御外です（注）

• ファブリック インターコネクトのリブート

• Cisco UCS Manager のアップグレードまたはダウングレード
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Cisco UCS Manager は、サービス プロファイルの動作に対し、厳密な VLAN ポート制限を実施し

ます。VLANポート制限を超過したことをCiscoUCSManagerが検出した場合、サービス プロファ

イル設定は展開時に失敗します。

境界ドメインでの VLAN ポート数の超過は、それほど混乱をもたらしません。境界ドメインで

VLAN ポート数が超過した場合、Cisco UCS Manager は割り当てステータスを Exceeded に変更し

ます。ステータスを Available に戻すには、次のいずれかのアクションを実行します。

• 1 つ以上の境界ポートを設定解除する

• LAN クラウドから VLAN を削除する

• 1 つ以上の vNIC または vHBA を設定解除する

ネームド VLAN の設定

ネームド VLAN の作成
ハイ アベイラビリティが設定されている Cisco UCSドメインでは、ネームドVLANを作成して、

両方のファブリック インターコネクトからアクセスできるように設定することも、1 つのファブ

リック インターコネクトだけにアクセスできるようにすることも可能です。

ID が 3968 ～ 4047 の VLAN は作成できません。 この範囲の VLAN ID は予約されています。

LAN クラウドの VLAN と SAN クラウドの FCoE VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の VLAN と FCoE VLAN で同じ ID を使用すると、その VLAN を使用しているすべて

の vNIC とアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN ID と重なる ID が設定されたすべての VLAN 上でイーサネット トラフィックがドロッ

プされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [VLANs] タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs] ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [Check Overlap] ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。

a) [Overlapping VLANs] タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN ID が既存の VLAN に割

り当てられた ID と重複していないことを確認します。
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b) [Overlapping VSANs] タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN ID が既存の VSAN に割

り当てられた FCoE VLAN ID と重複していないことを確認します。

c) [OK] をクリックします。

d) Cisco UCS Manager が重複している VLAN ID または FCoE VLAN ID を確認した場合は、VLAN
ID を既存の VLAN と重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager は、VLAN を次の [VLAN] ノードのいずれかに追加します。

• 両方のファブリック インターコネクトにアクセス可能な VLAN の場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs] ノード。

• 1 つのファブリック インターコネクトだけにアクセス可能な VLAN の場合は、

[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs] ノード。

ネームド VLANの削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場

合、この ID を持つネームド VLAN がすべて削除されるまで、この VLAN はファブリック イン

ターコネクト設定から削除されません。

プライベート プライマリ VLAN を削除する場合は、セカンダリ VLAN を動作している別のプラ

イマリ VLAN に必ず再割り当てします。

はじめる前に

ファブリック インターコネクトからVLANを削除する前に、そのVLANがすべての vNICと vNIC
テンプレートから削除されていることを確認します。

vNIC または vNIC テンプレートに割り当てられている VLAN を削除すると、vNIC によって

VLAN がフラップする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [VLANs] タブをクリックします。

ステップ 4 削除する VLAN に基づいて、次のいずれかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCS ドメインのすべての VLAN を表示します。すべて（All）
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説明サブタブ

両方のファブリック インターコネクトにアクセス可能な VLAN を

表示します。

Dual Mode

ファブリック インターコネクト A にのみアクセス可能な VLAN を

表示します。

Fabric A

ファブリック インターコネクト B にのみアクセス可能な VLAN を

表示します。

Fabric B

ステップ 5 テーブルで、削除する VLAN をクリックします。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示された 1 つ以上の VLAN を右クリックし、[Delete] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

プライベート VLAN の設定

プライベート VLAN のプライマリ VLAN の作成
ハイ アベイラビリティが設定されている Cisco UCS ドメインでは、プライマリ VLAN を作成し

て、両方のファブリックインターコネクトからアクセスできるように設定することも、1つのファ

ブリック インターコネクトだけにアクセスできるようにすることも可能です。

ID が 3968 ～ 4047 の VLAN は作成できません。 この範囲の VLAN ID は予約されています。

LAN クラウドの VLAN と SAN クラウドの FCoE VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の VLAN と FCoE VLAN で同じ ID を使用すると、その VLAN を使用しているすべて

の vNIC とアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN ID と重なる ID が設定されたすべての VLAN 上でイーサネット トラフィックがドロッ

プされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [VLANs] タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。
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[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs] ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [Check Overlap] ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。

a) [Overlapping VLANs] タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN ID が既存の VLAN に割

り当てられた ID と重複していないことを確認します。

b) [Overlapping VSANs] タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN ID が既存の VSAN に割

り当てられた FCoE VLAN ID と重複していないことを確認します。

c) [OK] をクリックします。

d) Cisco UCS Manager が重複している VLAN ID または FCoE VLAN ID を確認した場合は、VLAN
ID を既存の VLAN と重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager は、プライマリ VLAN を次の [VLAN] ノードのいずれかに追加します。

• 両方のファブリック インターコネクトにアクセス可能なプライマリ VLAN の場合は、[LAN
Cloud] > [VLANs] ノード。

• 1 つのファブリック インターコネクトだけにアクセス可能なプライマリ VLAN の場合は、

[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs] ノード。

プライベート VLAN のセカンダリ VLAN の作成
ハイ アベイラビリティが設定されている Cisco UCS ドメインでは、セカンダリ VLAN を作成し

て、両方のファブリックインターコネクトからアクセスできるように設定することも、1つのファ

ブリック インターコネクトだけにアクセスできるようにすることも可能です。

ID が 3968 ～ 4047 の VLAN は作成できません。 この範囲の VLAN ID は予約されています。

LAN クラウドの VLAN と SAN クラウドの FCoE VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の VLAN と FCoE VLAN で同じ ID を使用すると、その VLAN を使用しているすべて

の vNIC とアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN ID と重なる ID が設定されたすべての VLAN 上でイーサネット トラフィックがドロッ

プされます。

重要

はじめる前に

プライマリ VLAN を作成します。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [VLANs] タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs] ダイアログボックスで、必須フィールドに値を指定します。

マルチキャスト ポリシーは、セカンダリ VLAN にではなく、プライマリ VLAN に関連

付けられます。

（注）

ステップ 6 [Check Overlap] ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。

a) [Overlapping VLANs] タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN ID が既存の VLAN に割

り当てられた ID と重複していないことを確認します。

b) [Overlapping VSANs] タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN ID が既存の VSAN に割

り当てられた FCoE VLAN ID と重複していないことを確認します。

c) [OK] をクリックします。

d) Cisco UCS Manager が重複している VLAN ID または FCoE VLAN ID を確認した場合は、VLAN
ID を既存の VLAN と重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager は、プライマリ VLAN を次の [VLAN] ノードのいずれかに追加します。

• 両方のファブリック インターコネクトにアクセス可能なプライマリ VLAN の場合は、[LAN
Cloud] > [VLANs] ノード。

• 1 つのファブリック インターコネクトだけにアクセス可能なプライマリ VLAN の場合は、

[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs] ノード。

コミュニティ VLAN
Cisco UCS Manager は、UCS ファブリック インターコネクトのコミュニティ VLAN をサポートし

ます。コミュニティポートは、コミュニティポート同士、および無差別ポートと通信します。コ

ミュニティ ポートは、他のコミュニティの他のすべてのポート、または PVLAN 内の独立ポート

からレイヤ2分離されています。ブロードキャストはPVLANだけに関連付けられたコミュニティ

ポートと他の無差別ポート間で送信されます。無差別ポートは、PVLAN内の独立ポート、コミュ

ニティ ポートなどのすべてのインターフェイスと通信できます。
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コミュニティ VLAN の作成
ハイ アベイラビリティが設定されているCisco UCSドメインには、両方のファブリック インター

コネクトまたは1台のファブリックインターコネクトだけからアクセス可能なコミュニティVLAN
を作成できます。

ID が 3968 ～ 4047 の VLAN は作成できません。 この範囲の VLAN ID は予約されています。

LAN クラウドの VLAN と SAN クラウドの FCoE VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の VLAN と FCoE VLAN で同じ ID を使用すると、その VLAN を使用しているすべて

の vNIC とアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN ID と重なる ID が設定されたすべての VLAN 上でイーサネット トラフィックがドロッ

プされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [VLANs] タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

単一のVLANの場合、VLAN名を指定します。VLANの範囲の

場合、各 VLAN 名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN 名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLAN に関連付けられているマルチキャスト ポリシー。[Multicast Policy] ドロップダウ

ン リスト

すべてのVLANで使用可能な新しいマルチキャストポリシーを

作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy] リンク
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説明名前

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLAN は両方のファブリック

に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLAN は、ファブリック A だけに適

用されます。

• [Fabric B]：指定した VLAN は、ファブリック B だけに適

用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLAN は、

両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN ID を指定できます。

アップストリーム分離L2ネットワークの場合、[Common/Global]
を選択して両方のファブリックに適用するVLANを作成するこ

とを推奨します。

設定オプション

1 つの VLAN を作成するには、単一の数値 ID を入力します。

複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ

で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1 ～ 3967

• 4048 ～ 4093

• システム上ですでに定義されている他の VLAN ID と重複

する値

たとえば、ID が 4、22、40、41、42、43 の 6 つの VLAN を作

成するには、4, 22, 40-43 を入力します。

IDが 3968～ 4047のVLANは作成できません。 この範

囲の VLAN ID は予約されています。

LAN クラウドの VLAN と SAN クラウドの FCoE VLAN
の IDが同じであってはなりません。VSAN内のVLAN
と FCoE VLAN で同じ ID を使用すると、その VLAN を

使用しているすべてのvNICとアップリンクポートで重

大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN ID と重なる ID が設定されたすべての VLAN 上

でイーサネット トラフィックがドロップされます。

重要

[VLAN IDs] フィールド
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説明名前

このVLANが、プライベートまたはセカンダリVLANに分割さ

れるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：このVLANにセカンダリまたはプライベートVLAN
はありません。

• [Primary]：この VLAN には、[Secondary VLANs] 領域に示

すように1つまたは複数のセカンダリVLANを設定できま

す。

• [Isolated]：これはプライベートVLANです。関連付けられ

たプライマリ VLAN は [Primary VLAN] ドロップダウン リ

ストに表示されます。

• [Community]：この VLAN は、無差別ポートおよび同じ

PVLAN 内の他のポートと通信できます。コミュニティ

VLANを作成するには、共有の種類を [Community]に設定

する必要があります。

[Sharing Type] フィールド

[Sharing Type] フィールドが [Isolated] または [Community] に設

定されている場合、これは独立 VLAN またはコミュニティ

VLAN に関連付けられたプライマリ VLAN です。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン

リスト

リストからVLANの組織を選択します。このVLANは、選択す

る組織で利用可能になります。

VLAN を許可された組織

このボタンをクリックして、VLAN ID がシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap] ボタン

ステップ 6 [Check Overlap] ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。

a) [Overlapping VLANs]タブをクリックし次のフィールドを確認しVLAN IDが既存のVLANに割

り当てられた ID と重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター

コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リック インターコネクト レベルとは対照的に、システ

ム レベルで作成された仮想LANおよび SANネットワー

クに適用されます。

[Fabric ID] カラム
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説明名前

VLAN の名前。[Name] カラム

VLAN の数値 ID。[VLAN] カラム

VLAN へのフル パス。このカラムのリンクをクリックする

と、VLAN のプロパティが表示されます。

[DN] カラム

b) [Overlapping VSANs] タブをクリックし、次のフィールドを確認して VLAN ID が既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN ID と重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター

コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リック インターコネクト レベルとは対照的に、システ

ム レベルで作成された仮想LANおよび SANネットワー

クに適用されます。

[Fabric ID] カラム

VSAN の名前。[Name] カラム

VSAN の数値 ID。[ID] カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた

固有識別情報。

[FCoE VLAN ID] カラム

VSAN へのフル パス。このカラムのリンクをクリックする

と、VSAN のプロパティが表示されます。

[DN] カラム

c) [OK] をクリックします。

d) Cisco UCS Manager が重複している VLAN ID または FCoE VLAN ID を確認した場合は、VLAN
ID を既存の VLAN と重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager は、コミュニティ VLAN を次の [VLAN] ノードのいずれかに追加します。

• 両方のファブリック インターコネクトにアクセス可能な VLAN の場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs] ノード。
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• 1 つのファブリック インターコネクトだけにアクセス可能な VLAN の場合は、

[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs] ノード。

アプライアンスポートに対する無差別アクセスの作成

Cisco UCS Manager ではアプライアンス ポートでの無差別アクセスをサポートしています。次

に、具体的な設定手順を説明します。

はじめる前に

アプライアンス クラウドに PVLAN を作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces] を展開します。

[Interfaces] ペインが表示されます。

ステップ 3 テーブル右側のアイコン バーにある [Interfaces] ペインで、[+] をクリックします。

[Appliance Links] ペインが表示されます。

ステップ 4 [Appliance Links]ペインで、[Unconfigured Ethernet Ports]をクリックして [Unconfigured Ethernet Ports]
を展開します。

使用可能なすべての未設定イーサネット ポートが表示されます。

ステップ 5 アプライアンス ポートを作成する [Unconfigured Ethernet Ports] をクリックします。

ステップ 6 [Make Appliance Port] をクリックします。

[Configure as Appliance Port] 確認ボックスが表示されます。

ステップ 7 アプライアンス ポートを設定するには、[Yes] をクリックします。

[Configure Appliance Port] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 8 [LAN] タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces] を展開します。

ステップ 9 [Appliance Ports] を展開します。

ステップ 10 プロパティを変更するアプライアンス ポートをクリックします。

ステップ 11 テーブル右側のアイコン バーの[Interfaces] ペインで、[Modify] アイコンをクリックします。

[Properties for Appliance Interface] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [VLANs] ペインで、[Access] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 13 アプライアンス ポートに割り当てるため、[Select VLAN] ドロップダウン リストからプライマリ

VLAN を選択します。

プライマリ VLAN に関連付けられたセカンダリ VLAN のリストが表示されます。

ステップ 14 ポートに許可する一連のセカンダリ VLAN を選択します。
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[Isolated] または [Community] の VLAN を選択すると、その [VLAN] は [Promiscuous Port] に変わり

ます。[Select VLAN] ドロップダウン リストからプライマリ VLAN を選択した場合は、必要なセ

カンダリ VLAN を選択する必要があります。

ステップ 15 [Apply] をクリックしてアプライアンスポートの無差別アクセスを設定します。

アプライアンスポートに対する無差別トランクの作成

Cisco UCS Manager は、アプライアンス ポートで無差別トランクをサポートします。次に、具体

的な設定手順を説明します。

はじめる前に

アプライアンス クラウドにプライベート VLAN を作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces] を展開します。

[Interfaces] ペインが表示されます。

ステップ 3 テーブル右側のアイコン バーにある [Interfaces] ペインで、[+] をクリックします。

[Appliance Links] ペインが表示されます。

ステップ 4 [Appliance Links]ペインで、[Unconfigured Ethernet Ports]をクリックして [Unconfigured Ethernet Ports]
を展開します。

使用可能なすべての未設定イーサネット ポートが表示されます。

ステップ 5 アプライアンス ポートを作成する [Unconfigured Ethernet Ports] をクリックします。

ステップ 6 [Make Appliance Port] をクリックします。

[Configure as Appliance Port] 確認ボックスが表示されます。

ステップ 7 アプライアンス ポートを設定するには、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [LAN] タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces] を展開します。

ステップ 9 [Appliance Ports] を展開します。

ステップ 10 プロパティを変更するアプライアンス ポートをクリックします。

ステップ 11 テーブル右側のアイコン バーの [Interfaces] ペインで、[Modify] アイコンをクリックします。

[Properties for Appliance Interface] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [VLANs] ペインで、[Trunk] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 13 使用可能な VLAN から [VLAN] を選択します。

VLANのリストから複数の [Isolated]、[Community]、[Primary]、[Regular] VLANを選択してポート

に適用し、無差別トランク ポートにすることができます。

ステップ 14 [Apply] をクリックして、[Promiscuous on Trunk on Appliance Port] を設定します。
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vNIC 上のプライベート VLAN の許可：コミュニティアクセスモード
ハイ アベイラビリティ用に設定されたCisco UCSドメインでは、両方のファブリック インターコ

ネクトにアクセスできるプライマリ VLAN を作成することも、1 つのファブリック インターコネ

クトだけにアクセスできるプライマリ VLAN を作成することも可能です。

ID が 3968 ～ 4047 の VLAN は作成できません。 この範囲の VLAN ID は予約されています。

LAN クラウドの VLAN と SAN クラウドの FCoE VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の VLAN と FCoE VLAN で同じ ID を使用すると、その VLAN を使用しているすべて

の vNIC とアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN ID と重なる ID が設定されたすべての VLAN 上でイーサネット トラフィックがドロッ

プされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [VLANs] タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

単一のVLANの場合、VLAN名を指定します。VLANの範囲の

場合、各 VLAN 名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN 名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLAN に関連付けられているマルチキャスト ポリシー。[Multicast Policy] ドロップダウ

ン リスト

すべてのVLANで使用可能な新しいマルチキャストポリシーを

作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy] リンク
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説明名前

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLAN は両方のファブリック

に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLAN は、ファブリック A だけに適

用されます。

• [Fabric B]：指定した VLAN は、ファブリック B だけに適

用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLAN は、

両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN ID を指定できます。

アップストリーム分離L2ネットワークの場合、[Common/Global]
を選択して両方のファブリックに適用するVLANを作成するこ

とを推奨します。

[Configuration] オプション

1 つの VLAN を作成するには、単一の数値 ID を入力します。

複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ

で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1 ～ 3967

• 4048 ～ 4093

• システム上ですでに定義されている他の VLAN ID と重複

する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43 を入力します。

IDが 3968～ 4047のVLANは作成できません。 この範

囲の VLAN ID は予約されています。

LAN クラウドの VLAN と SAN クラウドの FCoE VLAN
の IDが同じであってはなりません。VSAN内のVLAN
と FCoE VLAN で同じ ID を使用すると、その VLAN を

使用しているすべてのvNICとアップリンクポートで重

大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN ID と重なる ID が設定されたすべての VLAN 上

でイーサネット トラフィックがドロップされます。

重要

[VLAN IDs] フィールド

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
290

VLAN の設定
vNIC 上のプライベート VLAN の許可：コミュニティアクセスモード



説明名前

このVLANが、プライベートまたはセカンダリVLANに分割さ

れるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：このVLANにセカンダリまたはプライベートVLAN
はありません。これは通常の VLAN であって、PVLAN で

はありません。

• [Primary]：この VLAN には、[Secondary VLANs] 領域に示

すように1つまたは複数のセカンダリVLANを設定できま

す。

• [Isolated]：これはプライベートVLANです。関連付けられ

たプライマリ VLAN は [Primary VLAN] ドロップダウン リ

ストに表示されます。

• [Community]：この VLAN は、無差別ポートおよび同じ

PVLAN 内の他のポートと通信できます。コミュニティ

VLAN を設定するには、この共有タイプを選択します。

[Sharing Type] フィールド

[Sharing Type] フィールドが [Isolated] または [Community] に設

定されている場合、これは独立 VLAN またはコミュニティ

VLAN に関連付けられたプライマリ VLAN です。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン

リスト

リストからVLANの組織を選択します。このVLANは、ここで

選択する組織で利用可能です。

VLAN を許可された組織

このボタンをクリックして、VLAN ID がシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap] ボタン

ステップ 6 [Check Overlap] ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。

a) [Overlapping VLANs]タブをクリックし次のフィールドを確認しVLAN IDが既存のVLANに割

り当てられた ID と重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター

コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リック インターコネクト レベルとは対照的に、システ

ム レベルで作成された仮想LANおよび SANネットワー

クに適用されます。

[Fabric ID] カラム
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説明名前

VLAN の名前。[Name] カラム

VLAN の数値 ID。[VLAN] カラム

VLAN へのフル パス。このカラムのリンクをクリックする

と、VLAN のプロパティが表示されます。

[DN] カラム

b) [Overlapping VSANs] タブをクリックし、次のフィールドを確認して VLAN ID が既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN ID と重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター

コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リック インターコネクト レベルとは対照的に、システ

ム レベルで作成された仮想LANおよび SANネットワー

クに適用されます。

[Fabric ID] カラム

VSAN の名前。[Name] カラム

VSAN の数値 ID。[ID] カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた

固有識別情報。

[FCoE VLAN ID] カラム

VSAN へのフル パス。このカラムのリンクをクリックする

と、VSAN のプロパティが表示されます。

[DN] カラム

c) [OK] をクリックします。

d) Cisco UCS Manager が重複している VLAN ID または FCoE VLAN ID を確認した場合は、VLAN
ID を既存の VLAN と重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager は、コミュニティ VLAN を次の [VLAN] ノードのいずれかに追加します。

• 両方のファブリック インターコネクトにアクセス可能な VLAN の場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs] ノード。
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• 1 つのファブリック インターコネクトだけにアクセス可能な VLAN の場合は、

[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs] ノード。

コミュニティサーバのアクセスモードの設定

Cisco UCS ドメインは vNIC 上のプライベート VLAN をサポートします。vNIC 上の VLAN にアク

セス モードを設定すると、サーバがコミュニティ アクセス サーバとして動作できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name] を展開します。

ステップ 3 [Service Profile] で、制御する [vNIC] を選択します。

[vNIC Property] ページが表示され、[VLANS] を変更できます。

ステップ 4 [Modify VLANs] リンクをクリックします。

使用可能な [VLANS] のリストが表示されます。

ステップ 5 以前に作成したコミュニティ [VLANs] のうちの 1 つをクリックします。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

これで、コミュニティ [VLAN] が [vNIC] に関連付けられました。コミュニティ VLAN を vNIC に

適用すると、サーバは Community Access Server として動作します。

VLAN ポート数の表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] を展開します。

ステップ 3 VLAN ポート数を表示するファブリック インターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [General] タブで、[VLAN Port Count] バーの下矢印をクリックして領域を展開します。

Cisco UCS Manager GUI に次の詳細が表示されます。

説明名前

このファブリック インターコネクトの最大許容 VLAN ポート

数。

[Port VLAN Limit] フィールド

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
293

VLAN の設定
VLAN ポート数の表示



説明名前

使用可能な VLAN アクセス ポートの数。[Access VLAN Port Count]
フィールド

使用可能な VLAN ボーダー ポートの数。[BorderVLANPort Count]フィー

ルド

VLAN ポートの割り当て状態。[Allocation Status] フィールド

VLAN ポートカウント最適化
VLANポート数の最適化を使用すると、複数の VLANの状態を単一の内部状態にマッピングでき

ます。VLAN ポート数の最適化を有効にすると、Cisco UCS Manager は、ポート VLAN メンバー

シップに基づいてVLANを論理的にグループ化します。このグループ化により、ポートVLAN数

の制限が増加します。VLANポート数の最適化によりさらに VLAN状態が圧縮され、ファブリッ

ク インターコネクトの CPU の負荷が減少します。この CPU の負荷の軽減により、より多くの

VLANをより多くのvNICに展開できるようになります。VLANのポート数を最適化しても、vNIC
上の既存の VLAN 設定は変更されません。

VLAN ポート数の最適化は、デフォルトで無効になっています。このオプションは、必要に応じ

て有効または無効にできます。

重要 • VLAN ポート数の最適化を有効にすると、使用可能な VLAN ポートの数が増加します。

最適化されていない状態でポート VLAN 数が VLAN の最大数を超えた場合、VLAN ポー

ト数の最適化を無効にすることはできません。

• VLAN ポート数の最適化は、Cisco UCS 6100 シリーズ ファブリック インターコネクトで

はサポートされていません。

ポート VLAN 数の最適化のイネーブル化
デフォルトでは、ポート VLAN 数最適化は無効です。ポート VLAN 数の最適化を有効にして、

CPU 使用率を最適化し、ポート VLAN 数を増やすことができます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [Global Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Port, VLAN Count Optimization] セクションで、[Enabled] を選択します。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

ステップ 6 [Port, VLAN Count Optimization] オプションが正常に有効化された場合、確認メッセージが表示さ

れます。[OK] をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

ポート VLAN 数最適化のディセーブル化
デフォルトでは、ポートVLAN数最適化は無効です。ポートVLAN数の最適化オプションを有効

にした場合は、これを無効にすることでポートVLAN数を増やすことができ、CPU使用率を最適

化できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [Global Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Port, VLAN Count Optimization] セクションの [Disabled] を選択します。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

ステップ 6 [Port, VLAN Count Optimization] オプションが正常に無効化された場合、確認メッセージが表示さ

れます。[OK] をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN 最適化セットの表示
VLANポート数の最適化グループは、システムのVLANIDに基づき、システムによって自動的に

作成されます。 グループ内のすべてのVLANは、同じ IGMPポリシーを共有します。 次のVLAN
は、VLAN ポート数の最適化グループには含まれません。

• FCoE VLAN

• プライマリ PVLAN とセカンダリ PVLAN

• SPAN ソースとして指定された VLAN
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• インターフェイス上で唯一許可されているVLANとして設定されたVLANと、単独のVLAN
を持つポート プロファイルの VLAN

Cisco UCS Manager GUI は最適化された VLAN を自動的にグループ化します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [Navigation] ペインで、[Fabric A] または [Fabric B] をクリックしてリストを展開します。

ステップ 4 [VLAN Optimization Sets] をクリックします。

[Work] ペインに、[Name] と [Size] を含む、VLAN 最適化グループのリストが表示されます。

VLAN グループ
VLAN グループでは、イーサネット アップリンク ポートの VLAN を機能別または特定のネット

ワークに属する VLAN別にグループ化できます。VLANメンバーシップを定義し、そのメンバー

シップをファブリック インターコネクト上の複数のイーサネット アップリンク ポートに適用す

ることができます。

CiscoUCSManagerでは、最大 200個のVLANグループをサポートします。200を超えるVLAN
グループを作成していると Cisco UCS Manager で判別すると、VLAN の圧縮をディセーブルに

します。

（注）

インバンドおよびアウトオブバンド（OOB）VLAN グループを設定し、それを使用してブレード

およびラック サーバの Cisco Integrated Management Interface（CIMC）にアクセスすることができ

ます。Cisco UCS Manager は、アップリンク インターフェイスまたはアップリンク ポート チャネ

ルでの OOB IPv4 およびインバンド IPv4/IPv6 VLAN グループの使用をサポートします。

VLANをVLANグループに割り当てた後、VLANグループに対する変更はVLANグループで設定

されたすべてのイーサネット アップリンク ポートに適用されます。また、VLANグループによっ

て、分離 VLAN 間での VLAN の重複を識別することができます。

VLANグループ下にアップリンク ポートを設定できます。VLANグループ用にアップリンク ポー

トを設定すると、そのアップリンク ポートは関連付けられたVLANグループの一部であるすべて

の VLAN と LAN Uplinks Manager を使用するアップリンクに関連付けられた個々の VLAN（存在

する場合）をサポートします。さらに、そのVLANグループとの関連付けが選択されていないす

べてのアップリンクは、VLAN グループの一部である VLAN のサポートを停止します。

[LAN Cloud] または [LAN Uplinks Manager] から VLAN グループを作成できます。
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VLAN グループの作成
[VLANCloud]または[LANUplinksManager]から、[VLANGroup]を作成できます。この手順では、

[LAN Cloud] から VLAN グループを作成する方法について説明します。サービス プロファイルを

使用したインバンドおよびアウトオブバンド アクセスに使用する別のVLANグループを作成でき

ます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [LAN Cloud] を右クリックし、ドロップダウン リストから [Create VLAN Group] を選択します。

[Create VLAN Group] ウィザードが起動します。

ステップ 4 [Select VLANs] ダイアログボックスで、名前および VLAN を指定し、[Next] をクリックします。

ステップ 5 （任意）[Add Uplink Ports] ダイアログボックスで、リストから [Uplink Ports] を選択して [Selected
Uplink Ports] にこのポートを追加し、[Next] をクリックします。

ステップ 6 （任意）[Add Port Channels] ダイアログボックスで、[Port Channels] を選択して [Selected Port
Channels] にこのポート チャネルを追加し、[Next] をクリックします。

ステップ 7 （任意）[Org Permissions]ダイアログボックスで、リストから適切なグループを選択し、[Next]を

クリックします。

作成するグループに属する VLAN は、選択するグループにのみアクセスできます。

ステップ 8 [Finish] をクリックします。

この VLAN グループは、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Groups] の下の [VLAN Groups] のリストに

追加されます。

VLAN グループのメンバーの編集

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [Navigation] ペインで、[VLAN Groups] をクリックして VLAN グループのリストを展開します。

ステップ 4 VLAN グループのリストから、グループ メンバである VLAN を編集する VLAN グループの名前

を選択します。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された VLAN グループを右クリックして、[Edit VLAN Group Members] を選択します。
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[Modify VLAN Group VLAN Group Name] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 6 [Modify VLAN Group VLAN Group Name] ダイアログボックスで、追加または削除する VLAN をリ

ストから選択して [Next] をクリックします。

ステップ 7 （任意）[Add Port Channels] ペインで、[Port Channels] を選択してそれらを [Selected Port Channels]
に追加します。

ステップ 8 （任意）[Org Permissions] ペインで、リストから適切なグループを選択します。

作成するグループに属する VLAN は、選択するグループにのみアクセスできます。

ステップ 9 [Finish] をクリックします。

ステップ 10 この VLAN グループがユーザの選択にしたがって変更されます。

VLAN グループに対する組織のアクセス権限の変更
VLANグループに対する組織のアクセス権限を変更すると、権限の変更がその VLANグループ内

のすべての VLAN に適用されます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Group] を展開して、[VLAN group name] を選択しま

す。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] の [Modify VLAN Groups Org Permissions] をクリックします。

[Modify VLAN Groups Org Permissions] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Org Permissions] で、次の手順を実行します。

• 組織を追加するには、組織を選択します。

• 組織からアクセス権限を削除するには、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。
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VLAN グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [Navigation] ペインで、[VLAN Groups] をクリックして VLAN グループのリストを展開します。

ステップ 4 表示された VLAN グループのリストから、削除する VLAN グループ名を選択します。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された VLAN グループを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

VLAN 権限
VLAN権限は、指定した組織およびVLANが属するサービス プロファイル組織に基づいてVLAN
へのアクセスを制限します。VLAN 権限により、サービス プロファイルの vNIC に割り当てるこ

とができる VLANのセットも制限されます。VLAN権限はオプションの機能であり、デフォルト

では無効になっています。この機能は、要件に応じて有効または無効にできます。この機能を無

効にすると、すべてのVLANにすべての組織からグローバルでアクセスできるようになります。

[LAN] > [LAN Cloud] > [Global Policies] > [Org Permissions] の順で組織権限を有効にすると、

VLAN の作成時に、[Create VLANs] ダイアログボックスに [Permitted Orgs for VLAN(s)] オプ

ションが表示されます。[Org Permissions]を有効にしない場合、[Permitted Orgs for VLAN(s)]オ

プションは表示されません。

（注）

組織の権限を有効にすると、VLANの組織を指定できます。組織を指定すると、その VLANは特

定の組織とその構造下にあるすべてのサブ組織で利用可能になります。他の組織のユーザは、こ

のVLANにアクセスできません。また、VLANアクセス要件の変更に基づいてVLANの権限を随

時変更できます。

VLAN の組織権限をルート レベルで組織に割り当てると、すべてのサブ組織が VLAN にアク

セスできるようになります。ルート レベルで組織権限を割り当てた後で、サブ組織に属する

VLANの権限を変更した場合は、そのVLANはルートレベルの組織で使用できなくなります。

注意
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VLAN 権限のイネーブル化
デフォルトでは、VLAN の権限は無効になっています。異なる組織ごとに権限を作成して VLAN
アクセスを制限する場合は、組織の権限オプションを有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [Global Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions] セクションで、[Enabled] を選択します。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

ステップ 6 [Org Permissions] オプションが正常に有効化された場合、確認メッセージが表示されます。[OK]
をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN 権限のディセーブル化
デフォルトでは、VLAN の権限は無効になっています。VLAN 権限を有効にし、別のネットワー

ク グループまたは組織にVLANを割り当てることができます。VLAN権限をグローバルに無効に

することもできます。ただし、VLAN に割り当てた権限は引き続きシステム上に存在し、適用さ

れないだけです。組織の権限を後で使用する必要が生じた場合は、この機能を有効にして、割り

当てられている権限を使用することができます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [Global Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions] セクションの [Disabled] を選択します。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックします。

ステップ 6 [Org Permissions] オプションが正常に無効化された場合、確認メッセージが表示されます。[OK]
をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN 権限の追加または変更
VLAN を許可された組織を追加または削除できます。
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VLAN の許可された組織として組織を追加すると、すべての下位組織が VLAN にアクセスで

きます。組織から VLAN へのアクセス権を削除すると、子組織は VLAN にアクセスできなく

なります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLANs] を展開して、[VLAN name] を選択をします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] で、[Modify VLAN Org Permissions] をクリックします。

[Modify VLAN Org Permissions] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Permitted Orgs for VLAN(s)] で、

• 組織を追加するには、組織を選択します。

• 組織からアクセス権限を削除するには、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。
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第 18 章

LAN ピングループの設定

この章は、次の項で構成されています。

• LAN ピン グループ, 303 ページ

• LAN ピン グループの作成, 304 ページ

• LAN ピン グループの削除, 305 ページ

LAN ピングループ
Cisco UCSは LANピン グループを使用して、サーバ上の vNICから、ファブリック インターコネ

クトのアップリンク イーサネット ポートまたはポート チャネルに、イーサネット トラフィック

をピン接続します。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。

サーバにピン接続を設定するには、LAN ピン グループを vNIC ポリシーにインクルードする必要

があります。その後、vNIC ポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービス プロファイルに

取り込まれます。vNIC からのすべてのトラフィックは、I/O モジュールを経由して所定のアップ

リンク イーサネット ポートに進みます。

vNICポリシーを使用してピン グループがサーバ インターフェイスに割り当てられていない場

合、Cisco UCS Manager はそのサーバ インターフェイスからのトラフィック用としてアップリ

ンク イーサネット ポートまたはポート チャネルを動的に選択します。この選択は永続的では

ありません。インターフェイスフラップまたはサーバのリブートの後は、そのサーバインター

フェイスからのトラフィックに対して別のアップリンク イーサネット ポートまたはポート

チャネルが使用される可能性があります。

アップリンクが LANピン グループに属している場合、そのアップリンクは所属グループ専用

に予約されているわけではありません。LAN ピン グループを指定していない他の vNIC ポリ

シーは、動的なアップリンクとしてそのアップリンクを使用できます。

（注）
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LAN ピングループの作成
2 つのファブリック インターコネクトを持つシステムでピン グループとの関連付けができるのは

のは、1 つのファブリック インターコネクト、または両方のファブリック インターコネクトだけ

です。

はじめる前に

ピン グループの設定に使用するポートおよびポート チャネルを設定します。 使用できるのは、

LAN ピン グループでアップリンク ポートとして設定されているポートおよびポート チャネルだ

けです。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [LAN Pin Groups] を右クリックし、[Create LAN Pin Group] を選択します。

ステップ 4 [Create LAN Pin Group]ダイアログボックスで、ピン グループの一意の名前と説明を入力します。

ステップ 5 ファブリック インターコネクト A のトラフィックをピン接続するには、[Targets] 領域で次の手順

を実行します。

a) [Fabric Interconnect A] チェックボックスをオンにします。

b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、

ピン グループに関連付けるポートまたはポート チャネルを選択します。

ステップ 6 ファブリック インターコネクト B のトラフィックをピン接続するには、[Targets] 領域で次の手順

を実行します。

a) [Fabric Interconnect B] チェックボックスをオンにします。

b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、

ピン グループに関連付けるポートまたはポート チャネルを選択します。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

次の作業

ピン グループを vNIC テンプレートに含めます。
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LAN ピングループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [LAN Pin Groups] を展開します。

ステップ 3 削除する LAN ピン グルーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 19 章

MAC プールの設定

この章は、次の項で構成されています。

• MAC プール, 307 ページ

• MAC プールの作成, 308 ページ

• MAC プールの削除, 309 ページ

MAC プール
MAC プールは、ネットワーク ID（MAC アドレス）の集合です。MAC アドレスはレイヤ 2 環境

では一意で、サーバの vNIC に割り当てることができます。サービス プロファイルで MAC プー

ルを使用する場合は、サービス プロファイルに関連付けられたサーバで使用できるように MAC
アドレスを手動で設定する必要はありません。

マルチテナント機能を実装しているシステムでは、組織階層を使用して、この MAC プールが特

定のアプリケーション、またはビジネス サービスだけで使用されるようにすることができます。

Cisco UCS はプールから MAC アドレスを割り当てるために名前解決ポリシーを使用します。

サーバに MAC アドレスを割り当てるには、vNIC ポリシーに MAC プールをインクルードする必

要があります。その後、この vNIC ポリシーは、このサーバに割り当てられたサービス プロファ

イルに含められます。

独自のMACアドレスを指定することもできますし、シスコにより提供されたMACアドレスのグ

ループを使用することもできます。
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MAC プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [MAC Pools] を右クリックし、[Create MAC Pool] を選択します。

ステップ 5 [Create MAC Pool] ウィザードの [Define Name and Description] ページで、次のフィールドを入力し

ます。

説明名前

MAC プールの名前。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name] フィールド

MAC プールの説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Manager はプールからランダム ID を

選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Manager はプールから最も小さい

使用可能 ID を選択します。

[Assignment Order] フィールド

ステップ 6 [Next] をクリックします。

ステップ 7 [Create MAC Pool] ウィザードの [Add MAC Addresses] ページで、[Add] をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of MAC Addresses] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ブロック内の最初の MAC アドレス。[First MACAddress]フィールド

ブロック内の MAC アドレス数。[Size] フィールド

ステップ 9 [OK] をクリックします。

ステップ 10 [Finish] をクリックします。

次の作業

MAC プールを vNIC テンプレートに含めます。

MAC プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、 でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら

れたアドレスを再割り当てしません。 削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残ります。

• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [MAC Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 削除する MAC プールを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 20 章

Quality of Service の設定

この章は、次の項で構成されています。

• QoS, 311 ページ

• システム クラスの設定, 312 ページ

• Quality of Service ポリシーの設定, 315 ページ

• フロー制御ポリシーの設定, 316 ページ

QoS
Cisco UCS は、Quality of Service を実装するために、次の方法を提供しています。

• システム全体にわたって、特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定を指定する

ためのシステム クラス

• 個々の vNIC にシステム クラスを割り当てる QoS ポリシー

• アップリンク イーサネット ポートによるポーズ フレームの扱い方法を決定するフロー制御

ポリシー

QoSシステム クラスに加えられたグローバルQoSの変更によって、すべてのトラフィックにデー

タプレーンでの中断が短時間発生する可能性があります。このような変更の例を次に示します。

• 有効になっているクラスの MTU サイズの変更

• 有効になっているクラスのパケット ドロップの変更

• 有効になっているクラスの CoS 値の変更
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システムクラスの設定

システムクラス

Cisco UCS はデータセンター イーサネット（DCE）を使用して Cisco UCS ドメイン内のすべての

トラフィックを処理します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサネット

パイプの帯域幅が 8 つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に

2 つの仮想レーンが予約されています。それ以外の 6 つの仮想レーンの Quality of Service（QoS）

を設定できます。Cisco UCS ドメイン全体にわたり、これら 6 つの仮想レーンで DCE 帯域幅がど

のように割り当てられるかは、システム クラスによって決定されます。

各システム クラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約します。

これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されます。た

とえば、ファイバ チャネル プライオリティ システム クラスを設定して、FCoEトラフィックに割

り当てられる DCE 帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステム クラスをまとめたものです。

表 12：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoS ポリシーに含めることができる設定可

能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィックレー

ンを 1 つ管理します。

これらのシステム クラスのプロパティはすべて、カスタム 設定やポ

リシーを割り当てるために使用できます。

Platinum

Gold

Silver

Bronze

ベーシック イーサネット トラフィックのために予約されたレーンに

対する QoS を設定するシステム クラス。

このシステム クラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じて、データ パケットのドロップを許可するドロップ ポリシー

があります。このシステム クラスをディセーブルにはできません。

ベスト エフォート
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernet トラフィックのために予約されたレーンに

対する Quality of Service を設定するシステム クラス。

このシステム クラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用

できない、予約されたQoSシステム クラスがあります。他

のタイプのトラフィックに FCoE で使用される CoS 値があ

る場合、その値は 0 にリマークされます。

（注）

ファイバ チャネル

QoS システムクラスの設定
サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされる MTU の最大値が制限される場合があ

ります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットがドロッ

プする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNA アダプタ：サポートされる MTU の最大値は 9216 です。

• Cisco UCS 82598KR-CI アダプタ：サポートされる MTU の最大値は 14000 です。

すべての破棄なしポリシーで UCS および N5K に同じ CoS（サービス クラス）値を使用しま

す。エンドツーエンド PFC が正常に動作することを保証するには、すべての中間スイッチで

同じ QoS ポリシーを設定します。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class] ノードを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステム クラスの次のプロパティを

更新します。
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一部のプロパティはすべてのシステム クラスに対して設定できない場合があります。（注）

• MTU の最大値は 9216 です。

• ドロップに変更を保存すると、次の警告メッセージが表示されます。「Warning:
The operation will cause momentary disruption to traffic forwarding」

• MTU に変更を保存すると、次の警告メッセージが表示されます。「Warning: The
operation will cause momentary disruption to traffic forwarding」

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

QoS システムクラスのイネーブル化
デフォルトでは、Best Effort システム クラスまたは Fibre Channel システム クラスはイネーブルに

なっています。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class] ノードを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 イネーブルにする QoS システム クラスの [Enabled] チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

QoS システムクラスのディセーブル化
ベスト エフォート システム クラスやファイバ チャネル システム クラスはディセーブルにできま

せん。

ディセーブルにされたシステム クラスに関連付けられているすべてのQoSポリシーのデフォルト

は、Best Effort です。ディセーブルにされたシステムのクラス オブ サービス（CoS）が 0 に設定

されている場合のデフォルトは、Cos 0 システム クラスになります。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class] ノードを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 ディセーブルにする QoS システムの [Enabled] チェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

Quality of Service ポリシーの設定

Quality of Service ポリシー
Quality of Service（QoS）ポリシーは、vNIC または vHBA に向けた発信トラフィックにシステム

クラスを割り当てます。このシステム クラスにより、このトラフィックに対するQuality of Service
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー

をサービス プロファイルにインクルードして、vNIC または vHBA を設定する必要があります。

QoS ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [QoS Policy] を右クリックし、[Create QoS Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create QoS Policy] ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。
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次の作業

QoS ポリシーを vNIC または vHBA テンプレートに含めます。

QoS ポリシーの削除
使用中の QoS ポリシーを削除した場合、または QoS ポリシーで使用されているシステム クラス

を無効にした場合、この QoS ポリシーを使用している vNIC と vHBA はすべて、ベスト エフォー

ト システム クラスまたは CoS が 0 のシステム クラスに割り当てられます。 マルチテナント機能

を実装しているシステムでは、Cisco UCS Manager はまず、組織階層から一致する QoS ポリシー

を見つけようとします。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [QoS Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除する QoS ポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

フロー制御ポリシーの設定

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCS ドメイン

のアップリンク イーサネット ポートが IEEE 802.3xポーズ フレームを送信および受信するかどう

かを決定します。これらのポーズ フレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信

側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LAN ポートとアップリンク イーサネット ポートの間でフロー制御が行われるようにするには、

両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要があり

ます。Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケット レートが高くなりすぎたときに、アップリンク

イーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効に

なった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アップリンク

イーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワーク

ポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンク ポートで

停止します。
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ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの作成

はじめる前に

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、ポ

リシーのフロー制御ポーズ フレームに対する送信設定を有効にした場合は、必ず、ネットワーク

ポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。CiscoUCSポートでフロー制御フレー

ムを受信する場合は、ネットワーク ポートの送信パラメータが on または desired に設定されてい

ることを確認します。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネットワークポートの受信パラ

メータと送信パラメータを off に設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 [root] ノードを展開します。

ルート組織内のフロー制御ポリシーだけを作成できます。サブ組織内のフロー制御ポリシーは、

作成できません。

ステップ 4 [Flow Control Policies] ノードを右クリックし、[Create Flow Control Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Flow Control Policy] ウィザードで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

フロー制御ポリシーと、アップリンク イーサネット ポート、またはポート チャネルを関連付け

ます。
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フロー制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Flow Control Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 21 章

ネットワーク関連ポリシーの設定

この章は、次の項で構成されています。

• vNIC テンプレートの設定, 319 ページ

• イーサネット アダプタ ポリシーの設定, 328 ページ

• デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定, 340 ページ

• LAN 接続ポリシーの設定, 341 ページ

• ネットワーク制御ポリシーの設定, 349 ページ

• マルチキャスト ポリシーの設定, 352 ページ

• LACP ポリシーの設定, 354 ページ

• UDLD リンク ポリシーの設定, 356 ページ

• VMQ 接続ポリシーの設定, 361 ページ

• NetQueue, 367 ページ

vNIC テンプレートの設定

vNIC テンプレート
このポリシーは、サーバ上の vNICがLANに接続する方法を定義します。このポリシーは、vNIC
LAN 接続ポリシーとも呼ばれます。

Cisco UCSManagerは、vNICテンプレートを作成する際に正しい設定でVM-FEXポート プロファ

イル自動的には作成しません。VM-FEX ポート プロファイルを作成するには、vNIC テンプレー

トのターゲットを VM として設定する必要があります。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービス プロファイルに含める必要がありま

す。
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サーバに 2 つの Emulex NIC または QLogic NIC（ Cisco UCS CNA M71KR-E または Cisco UCS
CNA M71KR-Q）がある場合は、両方の NIC にユーザ定義の MAC アドレスが取得されるよう

に、サービス プロファイルで両方のアダプタの vNICポリシーを設定する必要があります。両

方の NIC のポリシーを設定しない場合でも、Windows は PCI バスで両方の NIC を引き続き検

出します。ただし、2 番目のイーサネット インターフェイスがサービス プロファイルに含ま

れていないため、Windows はそれにハードウェア MAC アドレスを割り当てます。その後で

サービス プロファイルを異なるサーバに移動すると、Windows によって追加の NIC が検出さ

れますが、これは 1 つの NIC でユーザ定義の MAC アドレスが取得されなかったためです。

（注）

vNIC テンプレートの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1 つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい

ます。

• ネームド VLAN

• MAC プール

• QoS ポリシー

• LAN ピン グループ

• 統計情報しきい値ポリシー

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC Templates] ノードを右クリックし、[Create vNIC Template] を選択します。

ステップ 5 [Create vNIC Template] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [General] 領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

仮想ネットワーク インターフェイス カード（vNIC）テンプ

レートの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ

オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name] フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、このテンプレートから作成された vNIC から第 2 の

ファブリックインターコネクトにアクセスできるようにする

には、[Enable Failover] チェックボックスをオンにします。

次の状況下では、vNIC ファブリック フェールオー

バーを有効化しないでください。

（注）

• CiscoUCSドメインイーサネット スイッチ モー

ドで動作している場合。 vNIC ファブリック

フェールオーバーは、そのモードではサポート

されません。 1 つのファブリック インターコ

ネクト上のすべてのイーサネット アップリン

クが障害になった場合、vNICは他のイーサネッ

トアップリンクにフェールオーバーしません。

• ファブリック フェールオーバーをサポートし

ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapter）があるサーバに、このテンプ

レートから作成された 1 つ以上の vNIC を関連

付ける予定がある場合。 これを行った場合、

Cisco UCS Manager により、サービス プロファ

イルとサーバを関連付けたときに設定エラーが

生成されます。

[Fabric ID] フィールド
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説明名前

選択した [Redundancy Type] は、vNIC/HBAの冗長性ペアを使

用して、ファブリック フェールオーバーを開始します。

[Redundancy Type] は次のいずれかです。

• [Primary]：セカンダリ テンプレートと共有可能な構成を

作成します。プライマリテンプレートでのその他の共有

される変更は、セカンダリテンプレートに自動的に同期

されます。

次に、共有される構成を示しま

す。

（注）

• ネットワーク制御ポリシー

• QoS ポリシー

• 統計しきい値ポリシー

• Template Type

• 接続ポリシー

• VLANS

• MTU

次に、共有されない構成を示します。

◦ [Fabric] ID

◦ CDN ソース

◦ MAC プール

◦ 説明

◦ ピン グループ ポリシー

• [Secondary]：

すべての共有される構成は、プライマリテンプレートか

ら継承されます。

• [None]：

レガシーvNIC/vNHBAテンプレートの動作です。冗長性

を使用しない場合、このオプションを選択します。

[Peer Redundancy Template]：ドロップダウン リストで、ペア

の別のメンバーを選択できます。たとえば、これがセカンダ

リ テンプレートである場合、対応するプライマリ vNIC テン

プレートの名前を選択します。

冗長性
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説明名前

このテンプレートから作成された vNIC に可能なターゲット

のリスト。選択したターゲットによって、CiscoUCSManager
が、vNIC テンプレートの適切な設定を使用して、自動的に

VM-FEXポート プロファイルを作成するかどうかが決まりま

す。次のいずれかになります。

• [Adapter]：vNICはすべてのアダプタに適用されます。こ

のオプションを選択した場合、VM-FEXポートプロファ

イルが作成されません。

• [VM]：vNIC はすべての仮想マシンに適用されます。こ

のオプションを選択した場合、VM-FEXポートプロファ

イルが作成されます。

[Target] リスト ボックス

次のいずれかになります。

• [Initial Template]：テンプレートが変更された場合、この

テンプレートから作成された vNIC はアップデートされ

ません。

• [UndatingTemplate]：テンプレートが変更された場合、こ

のテンプレートから作成された vNIC はアップデートさ

れます。

[Template Type] フィールド

b) [VLANs]領域で、このテンプレートから作成された vNICに割り当てるVLANをテーブルを使

用して選択します。テーブルには、次のカラムがあります。

説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオ

ンにします。

VLAN と PVLAN を同じ vNIC に割り当てることは

できません。

（注）

[Select] カラム

VLAN の名前。[Name] カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、

このカラムのオプション ボタンをクリックします。

[Native VLAN] カラム

VLAN を作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN] リンク

c) [Policies] 領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

次のいずれかのオプションになります。

• vNIC Name

：CDN 名として vNIC インスタンスの vNIC テンプレー

ト名を使用します。これがデフォルトのオプションで

す。

• User Defined

：vNICテンプレートのユーザ定義CDN名を入力するた

めの [CDN Name] フィールドが表示されます。

[CDN Source] フィールド

[CDN Source User Defined] オプションを選択すると表示され

て、ユーザ定義 CDN 名を追加できます。

[CDN Name] フィールド

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ

れる MAC アドレス プール。

[MACPool]ドロップダウン リ

スト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ

れるサービス ポリシーの品質。

[QoS Policy] ドロップダウン

リスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ

れるネットワーク制御ポリシー。

[Network Control Policy]ドロッ

プダウン リスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ

れる LAN ピン グループ。

[Pin Group]ドロップダウン リ

スト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ

れる統計情報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy] ドロッ

プダウン リスト

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

vNIC テンプレートをサービス プロファイルに含めます。
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vNIC テンプレートペアの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。[LAN] タブで、[LAN] > [Policies] の順に展開

します。

ステップ 2 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。システムにマルチテナント機能が備えられてい

ない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 3 [vNIC Templates] ノードを右クリックし、[Create vNIC Template] を選択します。[Create vNIC
Template]ダイアログボックスで、[Name]と [Description]を入力し、テンプレートの [Fabric ID] を

選択します。

ステップ 4 [Redundancy Type]で、[Primary]、[Secondary]、または [No Redundancy]を選択します。以下の冗長

タイプの説明を参照してください。

ステップ 5 [Peer Redundancy Template] を選択し、対応する [Primary] または [Secondary] の冗長性テンプレー

トの名前を入力し、[Primary] または [Secondary] の冗長性テンプレートからテンプレート ペアリ

ングを実行します。

• [Primary]：セカンダリテンプレートと共有可能な構成を作成します。プライマリテンプレー

トでのその他の共有される変更は、セカンダリ テンプレートに自動的に同期されます。

◦ VLANS

◦ Template Type

◦ MTU

◦ ネットワーク制御ポリシー

◦ 接続ポリシー

◦ QoS ポリシー

◦ 統計しきい値ポリシー

（注）

次に、共有されない構成を示します。

◦ ファブリック ID

ファブリック ID は相互に排他的である必要があります。プライマリ テンプ

レートをファブリックAに割り当てると、プライマリ テンプレートとの同期

の一環として、ファブリック Bがセカンダリ テンプレートに自動的に割り当

てられます。

（注）

◦ CDN ソース

◦ MAC プール
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◦ 説明

◦ ピン グループ ポリシー

• [Secondary]：

すべての共有される構成は、プライマリ テンプレートから継承されます。

• [No Redundancy]：

レガシー vNIC テンプレートの動作です。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

vNIC 冗長性テンプレート ペアを作成すると、この冗長性テンプレート ペアを使用して、同じ組

織または下部組織内のサービス プロファイルに冗長性 vNIC ペアを作成できます。

vNIC テンプレートペアの取り消し
[Primary] または [Secondary] テンプレートにピア テンプレートが設定されないように、[Peer
Redundancy Template] を変更して vNIC テンプレート ペアを取り消すことができます。vNIC テン

プレート ペアを取り消すと、対応する vNIC ペアも取り消されます。

手順

[Peer Redundancy Template] ドロップダウン リストから [not set] を選択し、テンプレート ペアリン

グの実行に使用される [Primary] または [Secondary] 冗長性テンプレート間のペアリングを取り消

します。また、[Redundancy Type] で [None] を選択し、ペアリングを取り消すこともできます。

ペアの1つのテンプレートを削除すると、そのペアのもう一方のテンプレートも削除す

るように要求されます。このペアのもう一方のテンプレートを削除しないと、そのテン

プレートはピア参照をリセットし、冗長性タイプを保持します。

（注）

vNIC テンプレートへの vNIC のバインディング
サービス プロファイルと関連付けられた vNICを vNICテンプレートにバインドすることができま

す。 vNIC を vNIC テンプレートにバインドした場合、Cisco UCS Manager により、vNIC テンプ

レートで定義された値を使って vNIC が設定されます。 既存の vNIC 設定が vNIC テンプレートと

一致しない場合、Cisco UCS Manager により vNIC が再設定されます。 バインドされた vNIC の設

定は、関連付けられた vNICテンプレートを使用してのみ変更できます。 vNICを含むサービス プ

ロファイルがすでにサービス プロファイル テンプレートにバインドされている場合、vNIC を

vNIC テンプレートにバインドできません。
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再設定されているvNICをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー

ビス プロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vNIC とバインドする サービス プロファイル が含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs] の順に展開します。

ステップ 5 テンプレートにバインドする vNIC をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions] 領域で、[Bind to a Template] をクリックします。

ステップ 8 [Bind to a vNIC Template] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [vNIC Template] ドロップダウン リストから、vNIC をバインドするテンプレートを選択しま

す。

b) [OK] をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスで [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vNICの再

設定が生じた場合に Cisco UCS Manager でサーバのリブートが必要になる場合があることを確認

します。

vNIC テンプレートからの vNIC のバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 バインドを解除する vNICを備えた サービス プロファイル が含まれている組織のノードを展開し

ます。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。
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ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs] の順に展開します。

ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vNIC をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions] 領域で [Unbind from a Template] をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

vNIC テンプレートの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [vNIC Templates] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

イーサネットアダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

• キュー

• 割り込み処理

• パフォーマンス拡張

• RSS ハッシュ

• 2 つのファブリック インターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバ チャネル アダプタ ポリシーの場合は、Cisco UCS Manager で表示される値が QLogic
SANsurfer などのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、

次の値は、SANsurfer と Cisco UCS Manager で明らかに異なる場合があります。

（注）

• ターゲットごとの最大 LUN：SANsurfer の最大 LUN は 256 であり、この数値を超える値

は表示されません。Cisco UCS Manager では、より大きな最大 LUN の値をサポートして

います。

• リンク ダウン タイムアウト：SANsurfer では、リンク ダウンのタイムアウトしきい値を

秒単位で設定します。Cisco UCS Manager では、この値をミリ秒単位で設定します。した

がって、Cisco UCS Manager で 5500 ミリ秒と設定された値は、SANsurfer では 5 秒として

表示されます。

• 最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可された最大値は512、1024、および2048
です。Cisco UCS Manager では、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Manager で 900 と設定された値は、SANsurfer では 512 として表示されます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCS には、イーサネット アダプタ ポリシーとファイバ チャネル アダプ

タ ポリシーのセットが用意されています。これらのポリシーには、サポートされている各サーバ

オペレーティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこ

れらのポリシーに影響されます。通常、ストレージ ベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を

要求します。ベンダーが提供しているサポート リストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティング システムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカル サポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトの Windows のアダプタ ポリシーを使用する代わりに）Windows OS の

イーサネット アダプタ ポリシーを作成する場合は、次の式を使用して Windows で動作する値

を計算します。

重要

完了キュー = 送信キュー + 受信キュー

割り込み回数 = (完了キュー + 2) 以上である 2 のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1 で受信キューが 8 の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2) 以上の 2 のべき乗の最小値 = 16
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Accelerated Receive Flow Steering
Accelerated Receive Flow Steering（ARFS）は、ハードウェアによる受信フロー ステアリングで、

CPUデータキャッシュヒット率を向上させることができます。これは、カーネルレベルのパケッ

ト処理を、そのパケットを消費するアプリケーションスレッドが動作しているCPUに誘導するこ

とによって行います。

ARFS を使用すると、CPU 効率の向上とトラフィック遅延の短縮が可能になります。CPU の各受

信キューには、割り込みが関連付けられています。割り込みサービス ルーチン（ISR）は、CPU
で実行するよう設定できます。ISR により、パケットは受信キューから現在のいずれかの CPU の

バックログに移動されます。パケットは、ここで後から処理されます。アプリケーションがこの

CPU で実行されていない場合、CPU はローカル以外のメモリにパケットをコピーする必要があ

り、これにより遅延が増加します。ARFS では、このパケットの流れをアプリケーションが実行

されている CPU の受信キューに移動することによって、この遅延を短縮できます。

ARFS はデフォルトでは無効であり、Cisco UCS Manager を使用して有効にできます。ARFS を設

定するには、次の手順を実行します。

1 ARFS を有効にしたアダプタ ポリシーを作成します。

2 アダプタ ポリシーをサービス プロファイルと関連付けます。

3 ホスト上で ARFS を有効にします。

1 Interrupt Request Queue（IRQ）のバランスをオフにします。

2 IRQ を別の CPU と関連付けます。

3 ethtool を使用して ntuple を有効にします。

Accelerated Receive Flow Steering のガイドラインと制約事項

• ARFS では vNIC ごとに 64 フィルタをサポート

• ARFS は次のアダプタでサポートされています。

• Cisco UCS VIC 1280、1240、1340、および 1380

• Cisco UCS VIC 1225、1225T、1285、1223、1227T、1385

• ARFS は次のオペレーティング システムでサポートされています。

• Red Hat Enterprise Linux 6.5 および 6.6

• Red Hat Enterprise Linux 7.0 以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2 および SP3

• SUSE Linux Enterprise Server 12 以上のバージョン

• Ubuntu 14.04.2
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割り込み調停

アダプタは、通常、ホストCPUが処理する必要のある割り込みを大量に生成します。割り込み調

停は、ホストCPUで処理される割り込みの数を削減します。これは、設定可能な調停間隔に同じ

イベントが複数発生した場合にホストの中断を 1 回だけにすることで実現されます。

受信動作の割り込み調停を有効にした場合、アダプタは引き続きパケットを受信しますが、ホス

トCPUは各パケットの割り込みをすぐには受信しません。調停タイマーは、アダプタが最初のパ

ケットを受信すると開始します。設定された調停間隔がタイムアウトすると、アダプタはその間

隔の中で受信した複数のパケットで 1 つの割り込みを生成します。ホストの NIC ドライバは、受

信した複数のパケットを処理します。生成される割り込み数が削減されるため、コンテキスト ス

イッチのホストCPUが消費する時間が短縮されます。つまり、CPUでパケットを処理する時間が

増加することになり、結果としてスループットと遅延が改善されます。

適応型割り込み調停

調停間隔が原因で、受信パケットの処理によって遅延が増加します。パケット レートの低い小さ

なパケットの場合は、この遅延が増加します。遅延のこの増加を避けるため、ドライバは通過す

るトラフィックのパターンに適応し、サーバからの応答が向上するよう割り込み調停間隔を調整

することができます。

適応型割り込み調停（AIC）は、電子メール サーバ、データベース サーバ、LDAP サーバなど、

コネクション型の低リンク使用率のシナリオで最も効果的です。ラインレート トラフィックには

適しません。

適応型割り込み調停のガイドラインと制約事項

• リンク使用率が80%を超えている場合、適応型割り込み調停（AIC）による遅延の低減効果

はありません。

• AIC を有効化すると静的調停は無効になります。

• AIC がサポートされるのは、次のオペレーティング システムだけです。

• Red Hat Enterprise Linux 6.4 以上のバージョン

• Red Hat Enterprise Linux 7.0 以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2 および SP3

• SUSE Linux Enterprise Server 12

• XenServer 6.5

• Ubuntu 14.04.2
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SMB ダイレクト用 RDMA Over Converged Ethernet
RDMAOver Converged Ethernet（RoCE）は、イーサネット ネットワーク越しのダイレクト メモリ

アクセスを実現します。RoCEはリンク層プロトコルであるため、同じイーサネットブロードキャ

スト ドメインにある任意の 2 ホスト間の通信を可能にします。RoCE は、低遅延、低 CPU 使用

率、およびネットワーク帯域幅使用率の高さによって、従来のネットワーク ソケット実装と比較

して優れたパフォーマンスを提供します。Windows2012以降のバージョンでは、SMBファイル共

有とライブ マイグレーションのパフォーマンスを高速化し、向上させるため RDMA を使用しま

す。

Cisco UCS Manager Release 2.2(4) では、Microsoft SMB ダイレクト用に RoCE をサポートしていま

す。イーサネットアダプタポリシーを作成または変更しながら追加の設定情報がアダプタに送信

されます。

RoCE を搭載した SMB ダイレクトのガイドラインと制約事項
• RoCE を搭載した Microsoft SMB ダイレクトは Windows 2012 R2 でのみサポートされていま

す。

• RoCE を搭載した Microsoft SMB ダイレクトは Cisco UCS VIC 1340 および 1380 アダプタでの

みサポートされています。

• CiscoUCSManagerでは、RoCE対応 vNICをアダプタごとに 4つまでしかサポートしません。

• Cisco UCS Manager では、NVGRE、VXLAN、NetFlow、VMQ、usNIC での RoCE をサポート

しません。

• アダプタごとのキュー ペアの最大数は 8192 個です。

• アダプタごとのメモリ領域の最大数は 524288 個です。

• リリース 2.2(4) から Cisco UCS Manager をダウングレードする前に RoCE をディセーブルに

しないと、ダウングレードは失敗します。

イーサネットアダプタポリシーの作成

この領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の展開アイコンをクリックしま

す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies] を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy] を選択します。

ステップ 5 ポリシーの [Name] とオプションの [Description] を入力します。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） [Resources] 領域で、次の値を調整します。

説明名前

割り当てる送信キュー リソースの数。

1 ～ 256 の整数を入力します。

[Transmit Queues] フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64 ～ 4096 の整数を入力します。

[Ring Size] フィールド

割り当てる受信キュー リソースの数。

1 ～ 256 の整数を入力します。

[Receive Queues] フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64 ～ 4096 の整数を入力します。

[Ring Size] フィールド

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キュー リソースの数を加えたものと等しくなります。

1 ～ 512 の整数を入力します。

[CompletionQueues]フィールド

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は、完了キュー

リソースの数と同じにします。

1 ～ 514 の整数を入力します。

[Interrupts] フィールド

ステップ 7 （任意） [Options] 領域で、次の値を調整します。
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPU ですべてのパケット チェックサムが計算

されます。

• [Enabled]：チェックサムを計算できるように、CPUからす

べてのパケットがハードウェアに送信されます。このオプ

ションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性

があります。

このオプションは、インターフェイスから送信される

パケットにのみ影響します。

（注）

[Transmit Checksum Offload]
フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPU ですべてのパケット チェックサムが検証

されます。

• [Enabled]：CPU からすべてのパケット チェックサムが検

証のためにハードウェアへ送信されます。このオプション

により、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性があり

ます。

このオプションは、インターフェイスが受信するパ

ケットにのみ影響します。

（注）

[Receive Checksum Offload]
フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：大きい TCPパケットは CPUで分割されます。

• [Enabled]：大きい TCP パケットは、CPU からハードウェ

アに送信されて分割されます。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上

する可能性があります。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼

ばれ、インターフェイスから送信されるパケットにの

み影響します。

（注）

[TCP Segmentation Offload]
フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPU ですべての大きいパケットが処理されま

す。

• [Enabled]：すべての分割パケットは、CPUに送信される前

にハードウェアによって再構築されます。このオプション

により、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスルー

プットが増加する可能性があります。

このオプションは、インターフェイスが受信するパ

ケットにのみ影響します。

（注）

[TCP Large Receive Offload]
フィールド

RSSにより、マルチプロセッサ システムにおいてネットワーク

の受信処理が複数のCPUに分散されます。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：ネットワーク受信処理は、別のプロセッサが使

用可能であっても、常に 1 つのプロセッサで処理されま

す。

• [Enabled]：ネットワーク受信処理は、可能な場合は常にプ

ロセッサ間で分担されます。

[Receive Side Scaling] フィール

ド

フローのパケット処理はローカルCPUで実行する必要がありま

す。これは Linux オペレーティング システムでのみサポートさ

れます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPU は指定されません。

• [Enabled]：パケット処理はローカルCPUで実行されます。

[Accelerated Receive Flow
Steering] フィールド

TSOおよびチェックサムのNVGREオーバーレイ ハードウェア

オフロードが有効かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：NVGRE オーバーレイ ハードウェア オフロー

ドは有効化されていません。

• [Enabled]：NVGREオーバーレイ ハードウェア オフロード

は有効化されています。

[Network Virtualization using
Generic Routing Encapsulation]
フィールド
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説明名前

TSOおよびチェックサムのVXLANオーバーレイ ハードウェア

オフロードが有効かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：VXLAN オーバーレイ ハードウェア オフロー

ドは有効化されていません。

• [Enabled]：VXLANオーバーレイ ハードウェア オフロード

は有効化されています。

[Virtual Extensible LAN] フィー

ルド

セカンダリ インターフェイスを使用して vNIC が始動した後、

その vNIC のプライマリ インターフェイスが再びシステムで使

用されるには、プライマリインターフェイスが一定時間使用可

能な状態になっている必要があり、その時間の長さをこの設定

で制御します。

0 ～ 600 の範囲の秒数を入力します。

[Failback Timeout] フィールド

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI X]：機能拡張された Message Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSI だけ。

• [INTx]：PCI INTx 割り込み。

[Interrupt Mode] フィールド

次のいずれかになります。

• [Min]：システムは、別の割り込みイベントを送信する前

に、[InterruptTimer]フィールドで指定された時間だけ待機

します。

• [Idle]：少なくとも [Interrupt Timer] フィールドで指定され

た時間の長さだけアクティビティがない状態が続くまで、

システムは割り込みを送信しません。

[Interrupt Coalescing Type]
フィールド

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～65535の値を入力します。割り込み調停をオフにするには、

このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[Interrupt Timer] フィールド
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説明名前

イーサネット ネットワーク上のリモート ダイレクト メモリ ア

クセスが有効化されているかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：イーサネット アダプタで RoCE は無効です。

• [Enabled]：イーサネット アダプタで RoCE は有効です。

[RoCE] フィールド

RoCE プロパティをリストします。この領域は RoCE を有効に

した場合にのみ使用できます。

[RoCE Properties] 領域

アダプタごとのキュー ペアの数。

1～ 8192の整数を入力します。この数値は 2のべき乗の整数に

することをお勧めします。

キュー ペア

アダプタあたりのメモリ領域の数。

1～ 524288の整数を入力します。この数値は 2のべき乗の整数

にすることをお勧めします。

メモリ領域

アダプタごとのリソース グループの数。

1 ～ 128 の整数を入力します。

最適なパフォーマンスを得るには、この数値は、システムの

CPU コアの数以上である、2 のべき乗の整数にすることをお勧

めします。

リソース グループ

ステップ 8 [OK] をクリックします。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

Linux オペレーティングシステムで MRQS 用の eNIC サポートをイネー
ブル化するためのイーサネットアダプタポリシーの設定

CiscoUCSManagerには、RedHat Enterprise Linuxバージョン 6.xおよび SUSELinux Enterprise Server
バージョン 11.x での Multiple Receive Queue Support（MRQS）機能向けの eNIC サポートが含まれ

ます。

手順

ステップ 1 イーサネット アダプタ ポリシーを作成します。
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イーサネット アダプタ ポリシーを作成する場合は、次のパラメータを使用します。

• 送信キュー = 1

• 受信キュー = n（最大 8）

• 完了キュー = 送信キューの数 + 受信キューの数

• 割り込み = 完了キューの数 + 2

• Receive Side Scaling（RSS）= Enabled

• 割り込みモード = Msi-X

イーサネット アダプタ ポリシーの作成, （332 ページ）を参照してください。

ステップ 2 eNIC ドライバ バージョン 2.1.1.35 以降をインストールします。

『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers for Linux Installation Guide（Linux 用 Cisco UCS 仮想イン

ターフェイス カード ドライバ インストレーション ガイド）』を参照してください。

ステップ 3 サーバをリブートします。

NVGRE によるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Manager では、Windows Server 2012 R2 オペレーティング システムが実行されている

サーバに設置された Cisco UCS VIC 1340 および Cisco UCS VIC 1380 アダプタでのみ NVGRE によ

るステートレス オフロードをサポートしています。NVGRE によるステートレス オフロードは

NetFlow、usNIC または VM-FEX では使用できません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies] を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy] を選択します。

a) [Resources] 領域で、次のオプションを設定します。

• 送信キュー = 1

• 受信キュー = n（最大 8）

• 完了キュー = 送信キューの数 + 受信キューの数

• 割り込み = 完了キューの数 + 2
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b) [Options] 領域で、次のオプションを設定します。

• Generic Routing Encapsulation（GRE）を使用したネットワーク仮想化 = 有効

• 割り込みモード = Msi-X

イーサネット アダプタ ポリシーの作成の詳細については、イーサネット アダプタ ポリシーの作

成, （332 ページ）を参照してください。

ステップ 5 [OK] をクリックしてイーサネット アダプタ ポリシーを作成します。

ステップ 6 eNIC ドライバ バージョン 3.0.0.8 以降をインストールします。

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/sw/vic_drivers/install/
Windows/b_Cisco_VIC_Drivers_for_Windows_Installation_Guide.htmlを参照してください。

ステップ 7 サーバをリブートします。

VXLAN によるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Manager では、VMWare ESXi Release 5.5 以降のリリースのオペレーティング システム

が実行されているサーバに設置された Cisco UCS VIC 1340 および Cisco UCS VIC 1380 アダプタで

のみ VXLAN によるステートレス オフロードをサポートしています。VXLAN によるステートレ

ス オフロードは NetFlow、usNIC または VM-FEX では使用できません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies] を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy] を選択します。

a) [Resources] 領域で、次のオプションを設定します。

• 送信キュー = 1

• 受信キュー = n（最大 8）

• 完了キュー = 送信キューの数 + 受信キューの数

• 割り込み = 完了キューの数 + 2

b) [Options] 領域で、次のオプションを設定します。

• [Virtual Extensible LAN] = 有効
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• 割り込みモード = Msi-X

イーサネット アダプタ ポリシーの作成の詳細については、イーサネット アダプタ ポリシーの作

成, （332 ページ）を参照してください。

ステップ 5 [OK] をクリックしてイーサネット アダプタ ポリシーを作成します。

ステップ 6 eNIC ドライバ バージョン 2.1.2.59 以降をインストールします。

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/sw/vic_drivers/install/ESX/
2-0/b_Cisco_VIC_Drivers_for_ESX_Installation_Guide.htmlを参照してください。

ステップ 7 サーバをリブートします。

イーサネットアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Adapter Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するイーサネット アダプタ ポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

デフォルトの vNIC 動作ポリシー
デフォルトの vNIC動作ポリシーにより、サービス プロファイルに対する vNICの作成方法を設定

できます。vNICS を手動で作成するか、自動的に作成されるようにするかを選択できます。

デフォルトの vNIC 動作ポリシーを設定して、vNIC の作成方法を定義することができます。次の

いずれかになります。

• [None]：サービス プロファイルにCiscoUCSManagerはデフォルトの vNICを作成しません。

すべての vNIC を明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービス プロファイルが vNICを必要とし、何も明示的に定義されていない場

合、Cisco UCS Manager はサービス プロファイルに関連付けられたサーバにインストールさ

れたアダプタに基づいて必要な vNIC を作成します。
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vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合、[HW Inherit]がデフォルトで使用されま

す。

（注）

デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 [root] ノードを展開します。

ルート組織内のデフォルトの vNIC 動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォルト

の vNIC 動作のポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vNIC Behavior] をクリックします。

ステップ 5 [General] タブの、[Properties] 領域で、[Action] フィールドにある次のオプション ボタンの内の 1
つをクリックします。

• [None]：サービス プロファイルにCiscoUCSManagerはデフォルトの vNICを作成しません。

すべての vNIC を明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービス プロファイルが vNICを必要とし、何も明示的に定義されていない場

合、Cisco UCS Manager はサービス プロファイルに関連付けられたサーバにインストールさ

れたアダプタに基づいて必要な vNIC を作成します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

LAN 接続ポリシーの設定

LAN および SAN 接続ポリシー
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LAN または SAN 間の接続およびネットワーク通信

リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、

およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別

します。
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これらの接続ポリシーは、サービス プロファイルおよびサービス プロファイル テンプレート

に含まれ、複数のサーバを設定するために使用できるので、静的 ID を接続ポリシーで使用す

ることはお勧めしません。

（注）

LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワークまたはストレージ権限のないユーザがネットワークおよびス

トレージ接続をしているサービス プロファイルおよびサービス プロファイル テンプレートを作

成および変更することが可能になります。ただし、ユーザは接続ポリシーを作成するための適切

なネットワークおよびストレージの権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークおよびストレージ構成と同じ権限を必要とします。たとえば、

接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも 1 つを有している必要があります。

• [admin]：LAN および SAN 接続ポリシーを作成できます

• [ls-server]：LAN および SAN 接続ポリシーを作成できます

• [ls-network]：LAN 接続ポリシーを作成できます

• [ls-storage]：SAN 接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute 権限を持つユーザは、そのポリシーをサービス プロファイル

またはサービス プロファイル テンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute 権限

しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービス プロファイルに LAN および SAN の接続を設定できます。

• サービス プロファイルで参照される LAN および SAN 接続ポリシー

• サービス プロファイルで作成されるローカル vNIC および vHBA

• ローカル vNIC および SAN 接続ポリシー

• ローカル vHBA および LAN 接続ポリシー

Cisco UCS では、サービス プロファイルのローカル vNIC および vHBA 設定と接続ポリシー間の

相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNIC または vHBA を組み合わ

せて使用することはできません。サービス プロファイルに LAN 接続ポリシーを含めると、既存
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の vNIC 設定がすべて消去されます。SAN 接続ポリシーを含めた場合は、そのサービス プロファ

イル内の既存の vHBA 設定がすべて消去されます。

LAN 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [LAN Connectivity Policies] を右クリックし、[Create LAN Connectivity Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create LAN Connectivity Policy] ダイアログボックスで、名前と説明（任意）を入力します。

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• LAN 接続ポリシーに vNIC を追加するには、ステップ 7 に進みます。

• LAN 接続ポリシーに iSCSI vNIC を追加し、サーバで iSCSI ブートを使用するには、ステッ

プ 8 に進みます。

ステップ 7 vNICを追加するには、プラス記号の横にある [Add] をクリックし、[Create vNIC] ダイアログボッ

クスで、次のフィールドに入力します。

a) [Create vNIC] ダイアログボックスで名前を入力し、[MAC Address Assignment] を選択して、既

存の vNIC テンプレートを使用するために [Use vNIC Template] チェックボックスをオンにしま

す。

この領域では MAC プールを作成することもできます。

b) [Fabric ID] を選択し、使用する [VLANs] を選択し、[MTU] を入力してから [Pin Group] を選択

します。

この領域から VLAN および LAN ピン グループを作成することもできます。

Cisco Nexus 1000Vシリーズ スイッチを使用する場合は、トラフィックの中断を防ぐ

ためにネイティブVLAN 1設定を使用することをお勧めします。これは、vNICでネ

イティブ VLAN 1 設定を変更するとポートがオン/オフされるためです。仮想プライ

ベート クラウド（VPC）のセカンダリ ポートのネイティブVLAN設定を変更してか

らのみ、VPC のプライマリ ポートを変更することができます。

（注）

c) [Operational Parameters] 領域で、[Stats Threshold Policy] を選択します。

d) [Adapter Performance Profile] 領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control
Policy] を選択します。

この領域では、イーサネット アダプタ ポリシー、QoS ポリシー、ネットワーク制御ポリシー

も作成できます。

e) [Connection Policy]領域で、[Dynamic vNIC]、[usNIC]または [VMQ] ラジオ ボタンを選択して、

対応するポリシーを選択します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
343

ネットワーク関連ポリシーの設定

LAN 接続ポリシーの作成



この領域では、ダイナミック vNIC、usNIC、または VMQ の接続ポリシーも作成できます。

f) [OK] をクリックします。

ステップ 8 サーバで iSCSI ブートを使用する場合は、下矢印をクリックして [Add iSCSI vNICs] バーを展開し

以下を行います。

a) テーブル アイコン バーで [Add] をクリックします。

b) [Create iSCSI vNIC] ダイアログボックスで、[Name] を入力し、[Overlay vNIC]、[iSCSI Adapter
Policy]、および [VLAN] を選択します。

この領域では iSCSI アダプタ ポリシーを作成することもできます。

Cisco UCSM81KR仮想インターフェイス カードおよびCisco UCSVIC-1240仮想イン

ターフェイス カードの場合、指定する VLAN はオーバーレイ vNIC のネイティブ

VLAN と同じである必要があります。

Cisco UCSM51KR-B Broadcom BCM57711の場合、指定したVLANは、オーバーレイ

vNIC に割り当てられたどの VLAN でも設定できます。

（注）

c) [iSCSI MAC Address] 領域の [MAC Address Assignment] ドロップダウン リストで、次のいずれ

かを選択します。

• MAC アドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)] を選択し

ます。このサービス プロファイルに関連付けられるサーバが Cisco UCSM81KR仮想イン

ターフェイス カード または Cisco UCS VIC-1240 仮想インターフェイス カードを含む場

合、このオプションを選択します。

このサービス プロファイルに関連付けられたサーバにCiscoUCSNICM51KR-Bが

含まれる場合、MAC アドレスを指定する必要があります。

重要

• 特定の MAC アドレスを使用する場合は、[0:25:B5:XX:XX:XX] を選択し、アドレスを

[MACAddress]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認する

には、対応するリンクをクリックします。

• プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プー

ル名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可

能な MAC アドレスの数であり、2 番めの数字はそのプール内の MAC アドレスの合計数

です。

この Cisco UCS ドメインが Cisco UCS Central に登録されている場合、プール カテゴリが

2つ存在することがあります。ドメイン プールはCiscoUCSドメインでローカルに定義さ

れ、グローバル プールは Cisco UCS Central で定義されます。

d) （任意） すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool] をクリックし、[Create MAC Pool] ウィザードでフィールドに値を入力します。

詳細については、MAC プールの作成, （308 ページ）を参照してください。

e) [OK] をクリックします。

ステップ 9 ポリシーに必要なすべての vNIC または iSCSI vNIC を作成したら、[OK] をクリックします。
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次の作業

ポリシーをサービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに含めます。

LAN 接続ポリシー用の vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 vNIC を追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [vNIC] テーブルのアイコン バーで、[Add] をクリックします。

ステップ 7 既存の vNIC テンプレートを使用するには、[Create vNIC] ダイアログボックスで名前を入力し、

[MAC Address Assignment] を選択して [Use vNIC Template] チェックボックスをオンにします。

この領域では MAC プールを作成することもできます。

ステップ 8 [Fabric ID]を選択し、使用する [VLANs]を選択し、[MTU]を入力してから [Pin Group]を選択しま

す。

この領域から VLAN および LAN ピン グループを作成することもできます。

ステップ 9 [Operational Parameters] 領域で、[Stats Threshold Policy] を選択します。

ステップ 10 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control Policy]
を選択します。

この領域では、イーサネット アダプタ ポリシー、QoSポリシー、ネットワーク制御ポリシーも作

成できます。

ステップ 11 [Connection Policy]領域で、[Dynamic vNIC]、[usNIC]または [VMQ] ラジオ ボタンを選択して、対

応するポリシーを選択します。

この領域では、ダイナミック vNIC、usNIC、または VMQ の接続ポリシーも作成できます。

ステップ 12 [OK] をクリックします。

ステップ 13 [Save Changes] をクリックします。
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LAN 接続ポリシーからの vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 vNIC を削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [vNICs] テーブルで、次の手順を実行します。

a) 削除する vNIC をクリックします。

b) アイコン バーで [Delete] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes] をクリックします。

LAN 接続ポリシー用の iSCSI vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNIC を追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Add iSCSI vNICs] テーブルのアイコン バーの、[Add] をクリックします。

ステップ 7 [Create iSCSI vNIC] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNIC の名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド
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説明名前

この iSCSIvNICと関連付けられたLANvNIC（存在する場合）。[Overlay vNIC] ドロップダウン

リスト

この iSCSI vNICと関連付けられた iSCSIアダプタ ポリシー（存

在する場合）。

[iSCSI Adapter Policy] ドロップ

ダウン リスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作成

するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy] リ

ンク

この iSCSI vNIC に関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの

VLAN は、default です。

Cisco UCS M81KR 仮想インターフェイス カードおよ

び Cisco UCS VIC-1240 仮想インターフェイス カード

の場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICのネイ

ティブ VLAN と同じである必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711の場合、指

定したVLANは、オーバーレイ vNICに割り当てられ

たどの VLAN でも設定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウン リスト

ステップ 8 [iSCSIMACAddress]領域の [MACAddress Assignment]ドロップダウン リストで、次のいずれかを

選択します。

• MAC アドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)] を選択しま

す。このサービス プロファイルに関連付けられるサーバが Cisco UCS M81KR 仮想インター

フェイス カード または Cisco UCS VIC-1240 仮想インターフェイス カードを含む場合、この

オプションを選択します。

このサービス プロファイルに関連付けられたサーバに Cisco UCS NIC M51KR-Bが含

まれる場合、MAC アドレスを指定する必要があります。

重要

• 特定の MAC アドレスを使用する場合は、[0:25:B5:XX:XX:XX] を選択し、アドレスを [MAC
Address] フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するには、対

応するリンクをクリックします。

• プール内の MAC アドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プール

名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能な

MAC アドレスの数であり、2 番めの数字はそのプール内の MAC アドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、プール カテゴリが 2つ

存在することがあります。ドメイン プールはCisco UCSドメインでローカルに定義され、グ

ローバル プールは Cisco UCS Central で定義されます。

ステップ 9 （任意） すべてのサービス プロファイルで使用できる MAC プールを作成する場合は、[Create
MAC Pool] をクリックし、[Create MAC Pool] ウィザードでフィールドに値を入力します。
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詳細については、MAC プールの作成, （308 ページ）を参照してください。

ステップ 10 [OK] をクリックします。

ステップ 11 [Save Changes] をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの iSCSI vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNIC を削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Add iSCSI vNICs] テーブルで、次の手順を実行します。

a) 削除する iSCSI vNIC をクリックします。

b) アイコン バーで [Delete] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes] をクリックします。

LAN 接続ポリシーの削除
サービス プロファイルに含まれる LAN 接続ポリシーを削除する場合、すべての vNIC と iSCSI
vNIC をそのサービス プロファイルから削除し、そのサービス プロファイルに関連付けられてい

るサーバの LAN データ トラフィックを中断します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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ネットワーク制御ポリシーの設定

ネットワーク制御ポリシー

このポリシーは Cisco UCS ドメインのネットワーク制御を設定するもので、次の設定も含まれま

す。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）がイネーブルか、ディセーブルか

• エンドホスト モードで使用できるアップリンク ポートが存在しない場合の、仮想インター

フェイス（VIF）の動作方法

• 関連付けられているボーダーポートの障害時に、リモートイーサネットインターフェイス、

vEthernet インターフェイス、または vFibre チャネル インターフェイスで Cisco UCS Manager
が実行するアクション

• ファブリック インターコネクトへのパケット送信時に複数の異なる MAC アドレスをサーバ

が使用できるかどうか

• MAC 登録を VNIC ごとに実行するか、またはすべての VLAN に対して実行するか

[アップリンクのアクションに失敗しました] プロパティ

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシー内の [アップリンクのアクションに失敗しました] プ

ロパティは、リンクダウンの値を使用して設定されます。Cisco UCS M81KR 仮想インターフェイ

スカードなどのアダプタの場合、このデフォルトの動作では、関連付けられたボーダポートに障

害が発生した場合に、Cisco UCS Manager に対して vEthernet または vFibre チャネル インターフェ

イスをダウンさせるように指示します。Cisco UCS CNAM72KR-Q や Cisco UCS CNAM72KR-E な

どの、イーサネットと FCoE トラフィックの両方をサポートする VM-FEX 非対応の統合型ネット

ワーク アダプタを使用する Cisco UCS システムの場合、このデフォルトの動作では、関連付けら

れたボーダ ポートに障害が発生した場合に、Cisco UCS Manager に対してリモート イーサネット

インターフェイスをダウンさせるように指示します。このシナリオでは、リモート イーサネット

インターフェイスにバインドされている vFibre チャネル インターフェイスもダウンします。

このセクションに記載されている VM-FEX 非対応の統合型ネットワーク アダプタのタイプが

実装に含まれ、そのアダプタがイーサネットと FCoEの両方のトラフィックを処理することが

予想される場合は、警告の値を使用して [アップリンクのアクションに失敗しました] プロパ

ティを設定することをお勧めします。ただし、この設定にすると、ボーダ ポートがダウンし

た場合に、イーサネット チーミング ドライバでリンク障害を検出できなくなる場合がありま

す。

（注）
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MAC 登録モード

MAC アドレスは、ネイティブ VLAN でのみデフォルトでインストールされます。これにより、

ほとんどの実装で VLAN ポート数が最大になります。

トランキング ドライバがホスト上で実行され、インターフェイスがプロミスキャス モードに

なっている場合、Mac 登録モードをすべての VLAN に設定することをお勧めします。

（注）

ファブリックインターコネクト vEthernet インターフェイスの Link Layer Discovery
Protocol の設定

Cisco UCS Manager Release 2.2.4 では、vEthernet インターフェイスで LLDP を有効化および無効化

できます。これらのLANアップリンクネイバーに関する情報も取得できます。この情報は、UCS
システムに接続されたLANのトポロジを学習するときと、ファブリックインターコネクト（FI）
からネットワークの接続性の問題を診断するときに便利です。UCS システムの FI は、LAN 接続

の場合は LANアップリンク スイッチに接続され、ストレージ接続の場合は SANアップリンク ス

イッチに接続されます。Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）で Cisco UCS を使用する場

合、FI の LAN アップリンクは ACI のリーフ ノードに接続されます。vEthernet インターフェイス

で LLDPを有効にすると、Application Policy Infrastructure Controller（APIC）が vCenterを使用して

FI に接続されたサーバを識別するために役立ちます。

ネットワーク内のデバイスのディスカバリを許可するために、IEEE 802.1ab 標準規格で定義され

ているベンダー ニュートラルなデバイス ディスカバリ プロトコルである Link Layer Discovery
Protocol（LLDP）がサポートされています。LLDP は、ネットワーク デバイスがネットワーク上

の他のデバイスに自分の情報をアドバタイズできるようにする単一方向のプロトコルです。LLDP
は、デバイスおよびそのインターフェイスの機能と現在のステータスに関する情報を送信します。

LLDP デバイスはこのプロトコルを使用して、他の LLDP デバイスからだけ情報を要求します。

vEthernet インターフェイスに対する LLDP は、サービス プロファイルの vNIC に適用されるネッ

トワーク制御ポリシー（NCP）に基づいて有効化または無効化できます。

ネットワーク制御ポリシーの作成

Emulex 統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）用の MAC アドレスベースのポート セキュ

リティはサポートされません。 MAC アドレスベースのポート セキュリティが有効になっている

場合、ファブリック インターコネクトにより、最初にそれが学習した MAC アドレスが含まれる

パケットにトラフィックが制限されます。 これは、FCoE Initialization Protocol パケットで使用さ

れる送信元 MAC アドレスか、イーサネット パケットの MAC アドレスのうち、アダプタによっ

て最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEパケットまたはイーサネットパケッ

トのいずれかがドロップされることがあります。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Network Control Policies] ノードを右クリックし、[Create Network Control Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Network Control Policy] ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [LLDP] 領域で、次の内容を実行します。

a) インターフェイス上での LLDP パケットの伝送を有効にするには、[Transmit] フィールドで

[Enabled] をクリックします。

b) インターフェイス上での LLDP パケットの受信を有効にするには、[Receive] フィールドで

[Enabled] をクリックします。

ステップ 7 [MAC Security] 領域で次の手順を実行して、ファブリック インターコネクトへのパケット送信時

に、サーバが異なる MAC アドレスを使用できるかどうかを決定します。

a) [Expand] アイコンをクリックして領域を展開し、オプション ボタンを表示します。

b) 次のオプション ボタンのいずれかをクリックして、サーバからファブリック インターコネク

トへのパケット送信時に偽の MAC アドレスが使用できるか、拒否されるかを決定します。

• [Allow]：パケットに関連付けられている MAC アドレスに関係なく、すべてのサーバ パ

ケットがファブリック インターコネクトで受け入れられます。

• [Deny]：最初のパケットがファブリック インターコネクトに送信された後、それ以降の

すべてのパケットでそれと同じMACアドレスを使用する必要があります。そうでないパ

ケットは、ファブリック インターコネクトからメッセージなしで拒否されます。実質的

に、このオプションによって、関連するvNICのポートセキュリティがイネーブルになり

ます。

関連付けられたサーバに VMware ESX をインストールする予定の場合は、デフォルトの vNIC
に適用されるネットワーク制御ポリシーの [MAC Security] を [allow] に設定する必要がありま

す。[MAC Security] を [allow] に設定しない場合、ESX のインストールは失敗します。インス

トール プロセスでは複数のMACアドレスが必要ですが、MACセキュリティでは 1つのMAC
アドレスだけが許可されるためです。

ステップ 8 [OK] をクリックします。
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ネットワーク制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Network Control Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

マルチキャストポリシーの設定

マルチキャストポリシー

このポリシーは、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）のスヌーピングおよび IGMP
クエリアの設定に使用されます。IGMP スヌーピングは、特定のマルチキャスト伝送に含まれる

べき VLAN のホストを動的に決定します。1 つ以上の VLAN に関連付けることができるマルチ

キャストポリシーを作成、変更、削除できます。マルチキャストポリシーが変更されると、その

マルチキャスト ポリシーに関連付けられたすべてのVLANが再処理され変更が適用されます。デ

フォルトでは、IGMPスヌーピングが有効になり、IGMPクエリアが無効になります。プライベー

トVLANの場合、プライマリVLANにはマルチキャストポリシーを設定できますが、CiscoNX-OS
転送の実装により、プライマリ VLAN に関連付けられている独立 VLAN には設定できません。

次のガイドラインおよび制限事項は、Cisco UCS 6100シリーズ ファブリック インターコネクトお

よび 6200 シリーズ ファブリック インターコネクトのマルチキャスト ポリシーに適用されます。

• Cisco UCS ドメインに 6100 シリーズ ファブリック インターコネクトだけが含まれている場

合、デフォルトのマルチキャスト ポリシーだけがローカル VLAN またはグローバル VLAN
で許可されます。

• Cisco UCS ドメインに 1 つの 6100 シリーズ ファブリック インターコネクトと 1 つの 6200 シ

リーズ ファブリック インターコネクトが含まれている場合は、次のようになります。

• デフォルトのマルチキャスト ポリシーだけが、6100シリーズ ファブリック インターコ

ネクトのローカル VLAN で許可されます。

• 6200シリーズ ファブリック インターコネクトでは、ユーザ定義のマルチキャスト ポリ

シーをデフォルトのマルチキャスト ポリシーとともに割り当てることができます。
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• デフォルトのマルチキャスト ポリシーだけがグローバル VLAN で許可されます（クラ

スタ内の 1つの 6100シリーズ ファブリック インターコネクトによって制限されている

ため）。

• ファブリック インターコネクトおよび関連付けられた LAN イッチで同じ IGMP スヌー

ピング状態を使用することを強くお勧めします。たとえば、ファブリックインターコネ

クトで IGMP スヌーピングが無効にされている場合は、関連付けられているすべての

LAN スイッチでも無効にする必要があります。

• Cisco UCS ドメインに 6200 シリーズ ファブリック インターコネクトだけが含まれている場

合、どのマルチキャスト ポリシーでも割り当てることができます。

マルチキャストポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 [root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Multicast Policies] ノードを右クリックし、[Create Multicast Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Multicast Policy] ダイアログボックスで、名前と IGMP スヌーピング情報を指定します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

マルチキャストポリシーの変更

この手順では、既存のマルチキャスト ポリシーの IGMP スヌーピング状態および IGMP スヌーピ

ング クエリア状態を変更する方法について説明します。

作成後にマルチキャスト ポリシーの名前を変更することはできません。（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 [root] ノードを展開します。

ステップ 4 変更するポリシーをクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、必要に応じてフィールドを編集します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

マルチキャストポリシーの削除

VLAN にデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャスト ポリシーを割り当て、そのマルチ

キャスト ポリシーを削除すると、関連付けられた VLAN は削除済みポリシーが再作成される

まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 [root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Multicast Policies] ノードを右クリックし、[Delete Multicast Policy] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

LACP ポリシーの設定

LACP ポリシー
リンク集約は、複数のネットワーク接続を並列に組み合わせて、スループットを向上させ、冗長

性を実現します。LinkAggregationControl Protocol（LACP）は、それらのリンク集約グループにさ

らに利点をもたらします。Cisco UCS Manager では、LACP ポリシーを使用して LACP のプロパ

ティを設定することができます。

LACP ポリシーには以下を設定できます。
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•個別一時停止：LACPでアップストリーム スイッチのポートを設定しない場合、ファブリッ

ク インターコネクトは、すべてのポートをアップリンク イーサネット ポートとして扱い、

パケットを転送します。ループを回避するために、LACP ポートを一時停止状態にすること

ができます。LACPを使用してポートチャネルに個別一時停止を設定すると、そのポートチャ

ネルの一部であるポートがピア ポートから PDU を受信しない場合、そのポートは一時停止

状態になります。

•タイマー値：rate-fast または rate-normal を設定できます。rate-fast 設定では、ポートはピア

ポートから 1 秒ごとに 1 PDU を受信します。このタイムアウトは 3 秒です。rate-normal 設定

では、ポートは 30 秒ごとに 1 PDU を受信します。このタイムアウトは 90 秒です。

システムの起動時に、デフォルトのLACPポリシーが作成されます。このポリシーを変更したり、

新規のポリシーを作成できます。また、複数のポートチャネルに 1 つの LACP ポリシーを適用す

ることもできます。

LACP ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[LACP Policies] タブをクリックし、[+] 記号をクリックします。

ステップ 5 [Create LACP Policy] ダイアログ ボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

LACP ポリシーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
355

ネットワーク関連ポリシーの設定

LACP ポリシーの作成



ステップ 4 [Work] ペインの [LACP Policies] タブで、編集するポリシーをクリックします。

ステップ 5 右側の [Properties] アイコンをクリックします。

ステップ 6 [Properties] ダイアログ ボックスで、必要な変更を行って [Apply] をクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

UDLD リンクポリシーの設定

UDLD の概要
UniDirectional LinkDetection（UDLD）は、光ファイバまたはツイストペア イーサネット ケーブル

を通して接続されたデバイスからケーブルの物理設定をモニタリングしたり、単一方向リンクの

存在を検出できるようにするためのレイヤ 2 プロトコルです。このプロトコルが単一方向リンク

を正常に識別してディセーブルにするには、接続されたすべてのデバイスでUDLDプロトコルが

サポートされている必要があります。UDLD は、単一方向リンクを検出するとそのリンクを単方

向としてマークします。単一方向リンクは、スパニングツリートポロジループをはじめ、さまざ

まな問題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、レイヤ1メカニズムと連動してリンクの物理ステータスを判断します。レイヤ1では、

物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションによって処理されます。UDLDは、

ネイバーの ID の検知、誤って接続されたインターフェイスのシャットダウンなど、自動ネゴシ

エーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションとUDLDの両方をイネー

ブルにすると、レイヤ 1 と 2 の検出機能が連動し、物理的および論理的な単一方向接続、および

他のプロトコルの誤動作を防止します。

ローカル デバイスが送信したトラフィックをネイバーが受信するにもかかわらず、ネイバーから

送信されたトラフィックをローカル デバイスが受信しない場合に、単一方向リンクが発生しま

す。

動作モード

UDLD は、2 つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブです。

通常モードのUDLDは、光ファイバ接続におけるインターフェイスの誤接続に起因する単一方向

リンクを検出します。アグレッシブ モードの UDLD は、光ファイバ リンクやツイストペア リン

ク上の片方向トラフィックに起因する単一方向リンク、および光ファイバ リンク上のインター

フェイスの誤接続に起因する単一方向リンクも検出できます。

通常モードのUDLDは、光ファイバ インターフェイスの光ファイバが誤接続されている場合に単

一方向リンクを検出しますが、レイヤ1メカニズムは、この誤接続を検出しません。インターフェ

イスが正しく接続されていてもトラフィックが片方向である場合は、単一方向リンクを検出する

はずのレイヤ 1 メカニズムがこの状況を検出できないため、UDLD は単一方向リンクを検出でき

ません。その場合、論理リンクは不明となり、UDLD はインターフェイスをディセーブルにしま

せん。UDLDが通常モードのときに、ペアの一方の光ファイバが切断されており、自動ネゴシエー

ションがアクティブであると、レイヤ 1 メカニズムはリンクの物理的な問題を検出しないため、
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リンクは稼働状態でなくなります。この場合は、UDLD は何のアクションも行わず、論理リンク

は不確定と見なされます。

デフォルトでは、UDLDアグレッシブ モードはディセーブルになっています。UDLDアグレッシ

ブモードは、そのモードをサポートするネットワークデバイス間のポイントツーポイントのリン

ク上に限って設定してください。UDLDアグレッシブ モードが有効になっている場合、UDLDネ

イバー関係が確立されている双方向リンク上のポートが UDLD パケットを受信しなくなると、

UDLD はネイバーとの接続の再確立を試み、影響を受けたポートを管理シャットダウンします。

アグレッシブ モードの UDLD は、2 つのデバイス間の障害発生が許されないポイントツーポイン

ト リンクの単一方向リンクも検出できます。また、次のいずれかの問題が発生している場合に、

単一方向リンクも検出できます。

• 光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方で、トラフィックの送受信

ができない場合。

• 光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方がダウン状態で、もう片方

がアップ状態の場合。

• ケーブルのうち 1 本の光ファイバが切断されている。

単一方向の検出方法

UDLD は 2 つのメカニズムを使用して動作します。

• ネイバー データベース メンテナンス

UDLD は、すべてのアクティブ インターフェイスで Hello パケット（別名アドバタイズメン

トまたはプローブ）を定期的に送信して、他のUDLD対応ネイバーについて学習し、各デバ

イスがネイバーに関しての最新情報を維持できるようにします。スイッチが hello メッセー

ジを受信すると、エージング タイム（ホールド タイムまたは存続可能時間）が経過するま

で、情報をキャッシュします。古いキャッシュエントリの期限が切れる前に、スイッチが新

しい hello メッセージを受信すると、古いエントリが新しいエントリで置き換えられます。

インターフェイスがディセーブルになりUDLDが実行中の場合、インターフェイスでUDLD
がディセーブルになった場合、またはスイッチがリセットされた場合、UDLDは、設定変更

によって影響を受けるインターフェイスの既存のキャッシュ エントリをすべてクリアしま

す。UDLDは、ステータス変更の影響を受けるキャッシュの一部をフラッシュするようにネ

イバーに通知するメッセージを 1 つまたは複数送信します。このメッセージは、キャッシュ

を継続的に同期するためのものです。

• イベントドリブン検出およびエコー

UDLDは検出メカニズムとしてエコーを利用します。UDLDデバイスが新しいネイバーを学

習するか、または同期していないネイバーから再同期要求を受信すると、接続のUDLDデバ

イス側の検出ウィンドウを再起動して、エコーメッセージを返送します。この動作はすべて

のUDLDネイバーに対して同様に行われるため、エコー送信側では返信エコーを受信するよ

うに待機します。

検出ウィンドウが終了し、有効な応答メッセージが受信されなかった場合、リンクは、UDLD
モードに応じてシャットダウンされることがあります。UDLDが通常モードにある場合、リ

ンクは不確定と見なされ、シャットダウンされない場合があります。UDLDがアグレッシブ
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モードのときは、リンクは単一方向であると見なされ、インターフェイスはシャットダウン

されます。

通常モードにある UDLD が、アドバタイズまたは検出段階にあり、すべてのネイバーのキャッ

シュ エントリが期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性

のあるネイバーとの再同期を行います。

アグレッシブ モードをイネーブルにしていて、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズまたは

検出段階で期限切れになると、UDLD はリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性のあ

るネイバーとの再同期を行います。高速な一連のメッセージの送受信後に、リンク ステートが不

確定のままの場合、UDLD はポートをシャットダウンします。

UDLD 設定時の注意事項
次のガイドラインと推奨事項は、UDLD を設定する場合に該当します。

• UDLD対応インターフェイスを別のスイッチのUDLD非対応ポートに接続すると、そのUDLD
対応インターフェイスも単方向リンクを検出できなくなります。

• モード（通常またはアグレッシブ）を設定する場合、リンクの両側に同じモードを設定しま

す。

• UDLDは、UDLD対応デバイスに接続されているインターフェイスでのみ有効にする必要が

あります。次のインターフェイス タイプがサポートされます。

◦ イーサネット アップリンク

◦ FCoE アップリンク

◦ イーサネット アップリンク ポート チャネル メンバ

◦ FCoE アップリンク ポート チャネル メンバ

リンクプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Policies] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [Link Profile] ノードを右クリックし、[Create Link Profile] を選択します。

ステップ 4 [Create Link Profile] ダイアログ ボックスで、名前と UDLD リンク ポリシーを指定します。

ステップ 5 [OK] をクリックします。
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UDLD リンクポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Policies] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [UDLD Link Policies] ノードを右クリックし、[Create UDLD Link Policy] を選択します。

ステップ 4 [Create UDLDLink Policy]ダイアログボックスで、名前、管理ステータスおよびモードを指定しま

す。

ステップ 5 [OK] をクリックします。

UDLD システム設定の変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Policies] > [LAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [LAN] タブで、[LAN] > [Policies] > [root] を展開します。

ステップ 4 [Link Protocol Policy] ノードを展開し、[UDLD System Settings] をクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties] 領域で、必要に応じてフィールドを変更します。

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
359

ネットワーク関連ポリシーの設定

UDLD リンクポリシーの作成



リンクプロファイルのポートチャネルイーサネットインターフェイ

スへの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Port Channels] を展開します。

ステップ 3 ポート チャネルのノードを展開し、リンク プロファイルを割り当てる [Eth Interface] をクリック

します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties] 領域で、割り当てるリンク プロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

リンクプロファイルのアップリンクイーサネットインターフェイス

への割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Uplink Eth Interface] を展開します

ステップ 3 リンク プロファイルを割り当てる [Eth Interface] をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties] 領域で、割り当てるリンク プロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。
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リンクプロファイルのポートチャネル FCoE インターフェイスへの割
り当て

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FCoE Port Channels] を展開します

ステップ 3 FCoE ポート チャネルのノードを展開し、リンク プロファイルを割り当てる FCoE インターフェ

イスをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties] 領域で、割り当てるリンク プロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

リンクプロファイルのアップリンク FCoE インターフェイスへの割り
当て

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [Uplink FC Interfaces] を展開します

ステップ 3 リンク プロファイルを割り当てる FC0E インターフェイスをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties] 領域で、割り当てるリンク プロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

VMQ 接続ポリシーの設定

VMQ 接続ポリシー
Cisco UCSManager では、vNIC に対し VMQ 接続ポリシーを設定することができます。VMQ によ

り、管理オペレーティングシステム全体のネットワークパフォーマンスが向上します。VMQvNIC
接続ポリシーを設定するには、次の作業を実行します。
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• VMQ 接続ポリシーの作成

• サービス プロファイルでのスタティック vNIC の作成

• vNIC への VMQ 接続ポリシーの適用

サーバのサービス プロファイルでVMQ vNICを設定する場合は、サーバ内の少なくとも 1つのア

ダプタがVMQをサポートしている必要があります。以下のアダプタのうち少なくとも1つがサー

バにインストールされていることを確認してください。

• UCS-VIC-M82-8P

• UCSB-MLOM-40G-01

• UCSC-PCIE-CSC-02

以下は VMQ でサポートされるオペレーティング システムです。

• Windows 2012

• Windows 2012 R2

サービス プロファイルで 1 度に適用できる vNIC 接続ポリシーは 1 つだけです。vNIC に対して 3
つのオプション（ダイナミック、usNIC、VMQ 接続ポリシー）のいずれか 1 つを選択してくださ

い。サービス プロファイルでVMQvNICが設定されている場合は、次のように設定されているこ

とを確認してください。

• BIOS ポリシーで [SRIOV] を選択する。

• アダプタ ポリシーで [Windows] を選択する。

VMQ 接続ポリシーの作成
VMQ 接続ポリシーを作成する前に、次のことを考慮してください。

• Windows Server での VMQ の有効化：アダプタが仮想スイッチに配置されている場合、

Get-NetAdapterVmq コマンドレットを実行すると、VMQに対して [True] が表示されます。

NIC チーミングの詳細については、『Performance Tuning for Hyper-V Servers』を参照してく

ださい。

• 仮想マシンのレベル：デフォルトでは、VMQは新しく展開されるすべてのVMで有効です。

VMQ は、既存の VM で有効または無効にできます。

• Microsoft SCVMM：VMQ はポート プロファイルで有効にする必要があります。そうでない

場合は、SCVMM で仮想スイッチを正常に作成できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [VMQ Connection Policies] ノードを右クリックし、[Create VMQ Connection Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create VMQ Connection Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMQ 接続ポリシー名。[Name] フィールド

VMQ 接続ポリシーの説明。[Description] フィールド

アダプタあたりの VMQ 数は VM NIC の最大数

+ 1 である必要があります。

VMにあるSyntheticNICの合計数が、

VM の数以上であることを確認しま

す。

（注）

[Number of VMQs] フィールド

サーバで使用可能な CPU スレッドまたは論理

プロセッサの数。

この値は、使用可能な CPU の最大数

よりも大きい値には設定できません。

（注）

[Number of Interrupts] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

vNIC への仮想化プリファレンスの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [target service profile] > [root] > [vNICs] を展開します。

ステップ 3 vNIC 名をクリックして [Work] ペインにプロパティを表示します。

ステップ 4 [Connection Policies] セクションで、[VMQ] のオプション ボタンを選択し、ドロップ ダウンから

[VMQ Connection Policy] を選択します。
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[Properties] 領域で、この vNIC の [Virtualization Preference] が [VMQ] に変わります。

同じ vNIC の VMQ および NVGRE オフロードのイネーブル化
同じ vNICのVMQおよびNVGREオフロードをイネーブルにするには、次の表に示す作業を実行

します。

現時点では、VMQ を VXLAN とともに同じ vNIC で使用することはできません。（注）

参照先説明タスク

NVGREによるステートレス オ

フロードを有効化するための

イーサネット アダプタ ポリ

シーの設定, （338 ページ）

vNIC への NVGRE アダプタ ポ

リシーの適用, （366 ページ）

対象となる vNIC に関連付けら

れるアダプタプロファイルに、

対応するフラグを設定します。

NVGREオフロードを

有効にするには、送

信チェックサム オフ

ロードと TSO をイ

ネーブルにする必要

があります。

（注）

通常のNVGREオフロードのイ

ネーブル化

VMQ 接続ポリシーの作成, （

362 ページ）

vNIC への仮想化プリファレン

スの割り当て, （363 ページ）

サービス プロファイルに vNIC
を追加するときに、適切な接続

ポリシーを設定します。

VMQ のイネーブル化

NVGRE によるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Manager では、Windows Server 2012 R2 オペレーティング システムが実行されている

サーバに設置された Cisco UCS VIC 1340 および Cisco UCS VIC 1380 アダプタでのみ NVGRE によ

るステートレス オフロードをサポートしています。NVGRE によるステートレス オフロードは

NetFlow、usNIC または VM-FEX では使用できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies] を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy] を選択します。

a) [Resources] 領域で、次のオプションを設定します。

• 送信キュー = 1

• 受信キュー = n（最大 8）

• 完了キュー = 送信キューの数 + 受信キューの数

• 割り込み = 完了キューの数 + 2

b) [Options] 領域で、次のオプションを設定します。

• Generic Routing Encapsulation（GRE）を使用したネットワーク仮想化 = 有効

• 割り込みモード = Msi-X

イーサネット アダプタ ポリシーの作成の詳細については、イーサネット アダプタ ポリシーの作

成, （332 ページ）を参照してください。

ステップ 5 [OK] をクリックしてイーサネット アダプタ ポリシーを作成します。

ステップ 6 eNIC ドライバ バージョン 3.0.0.8 以降をインストールします。

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/sw/vic_drivers/install/
Windows/b_Cisco_VIC_Drivers_for_Windows_Installation_Guide.htmlを参照してください。

ステップ 7 サーバをリブートします。
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vNIC への NVGRE アダプタポリシーの適用

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [Target Service Profile] > [root] > [vNICS] を展開します

ステップ 3 vNIC 名をクリックして作業ウィンドウにプロパティを表示します。

ステップ 4 [Policies] セクションで、[Adapter Policy] ドロップダウン リストから NVGRE ポリシーを選択しま

す。

ステップ 5 [Save Changes] をクリックして vNIC にポリシーを適用します。

VMQ 接続ポリシーの作成
VMQ 接続ポリシーを作成する前に、次のことを考慮してください。

• Windows Server での VMQ の有効化：アダプタが仮想スイッチに配置されている場合、

Get-NetAdapterVmq コマンドレットを実行すると、VMQに対して [True] が表示されます。

NIC チーミングの詳細については、『Performance Tuning for Hyper-V Servers』を参照してく

ださい。

• 仮想マシンのレベル：デフォルトでは、VMQは新しく展開されるすべてのVMで有効です。

VMQ は、既存の VM で有効または無効にできます。

• Microsoft SCVMM：VMQ はポート プロファイルで有効にする必要があります。そうでない

場合は、SCVMM で仮想スイッチを正常に作成できません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [VMQ Connection Policies] ノードを右クリックし、[Create VMQ Connection Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create VMQ Connection Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMQ 接続ポリシー名。[Name] フィールド
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説明名前

VMQ 接続ポリシーの説明。[Description] フィールド

アダプタあたりの VMQ 数は VM NIC の最大数

+ 1 である必要があります。

VMにあるSyntheticNICの合計数が、

VM の数以上であることを確認しま

す。

（注）

[Number of VMQs] フィールド

サーバで使用可能な CPU スレッドまたは論理

プロセッサの数。

この値は、使用可能な CPU の最大数

よりも大きい値には設定できません。

（注）

[Number of Interrupts] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

vNIC への仮想化プリファレンスの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [target service profile] > [root] > [vNICs] を展開します。

ステップ 3 vNIC 名をクリックして [Work] ペインにプロパティを表示します。

ステップ 4 [Connection Policies] セクションで、[VMQ] のオプション ボタンを選択し、ドロップ ダウンから

[VMQ Connection Policy] を選択します。

[Properties] 領域で、この vNIC の [Virtualization Preference] が [VMQ] に変わります。

NetQueue

NetQueue について
NetQueueは、ネットワークアダプタに複数の受信キューを提供することによってトラフィックの

パフォーマンスを向上します。これらのキューにより、グループ化される個々の仮想マシンに関

連付けられたデータ割り込み処理が可能になります。
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NetQueue は、VMware ESXi オペレーティング システムを実行しているサーバでサポートされ

ます。

（注）

NetQueue の設定

手順

ステップ 1 仮想マシン キュー（VMQ）接続ポリシーを作成します。

ステップ 2 VMQ 接続ポリシーを選択することにより、サービス プロファイルに NetQueue を設定します。

NetQueue を設定する場合は、次の事項を参考にしてください。

• デフォルトのリング サイズは受信 512、送信 256

• 各 VNIC の割り込み回数は VMQ 数 X 2 + 2

割り込みの数は有効化されている NetQueue の数によって決まりま

す。

（注）

• ドライバは標準フレーム構成の場合、ポートあたり最大 16 個の NetQueue をサポートしま

す。

VMware は標準フレーム構成の場合、ポートあたり最大 8 個の NetQueue を使用す

ることを推奨しています。

（注）

• NetQueue を有効にする必要があるのは MSIX システムでのみです。

• 1 GB NIC では NetQueue を無効にする必要があります。

ステップ 3 NetQueue のアダプタ ポリシーで MSIX モードを有効にします。

ステップ 4 サービス プロファイルをサーバに関連付けます。
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第 22 章

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワー
クの設定

この章は、次の項で構成されています。

• アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワーク, 369 ページ

• アップストリーム分離 L2 ネットワークの設定に関するガイドライン, 370 ページ

• アップストリーム分離 L2 ネットワークのピン接続に関する考慮事項, 372 ページ

• アップストリーム分離 L2 ネットワークに関する Cisco UCS の設定, 374 ページ

• アップストリーム分離 L2 ネットワークに VLAN を作成, 375 ページ

• VLAN へのポートおよびポート チャネルの割り当て, 376 ページ

• VLAN からのポートおよびポート チャネルの削除, 377 ページ

• VLAN に割り当てられたポートおよびポート チャネルの表示, 378 ページ

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワーク
接続していない 2 つ以上のイーサネット「クラウド」があり、それらに同一の Cisco UCS ドメイ

ン内に存在するサーバや仮想マシンがアクセスする必要がある場合は、レイヤ 2 ネットワークの

アップストリーム分離（分離L2ネットワーク）が必要です。たとえば、次のいずれかが必要な場

合、分離 L2 ネットワークを設定できます。

• パブリック ネットワークおよびバックアップ ネットワークにアクセスするサーバまたは仮

想マシン

• マルチテナントシステムでは、複数のカスタマー用のサーバまたは仮想マシンが同一のCisco
UCS ドメイン内に存在しており、それらは両方のカスタマーのために L2 ネットワークにア

クセスする必要があります。
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デフォルトでは、Cisco UCS 内のデータ トラフィックは相互包含の原則で動作します。VLAN
およびアップストリームネットワークへのトラフィックはすべて、すべてのアップリンクポー

トとポート チャネルで伝送されます。アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワークをサポー

トしていないリリースからアップグレードする場合は、VLANに適切なアップリンクインター

フェイスを割り当てる必要があります。これを行わないと、VLANへのトラフィックがすべて

のアップリンク ポートとポート チャネルに流れ続けます。

（注）

分離L2ネットワークのコンフィギュレーションは、選択的排除の原則で動作します。分離ネット

ワークの一部として指定されたVLANへのトラフィックは、そのVLANに特別に割り当てられた

ポート チャネルまたはアップリンク イーサネット ポートだけを移動でき、他のすべてのアップ

リンク ポートおよびポート チャネルから選択的に除外されます。ただし、アップリンク イーサ

ネットポートまたはポートチャネルが特別に割り当てられていないVLANへのトラフィックは、

分離 L2 ネットワークへのトラフィックを伝送するものを含め、すべてのアップリンク ポートま

たはポート チャネルを移動できます。

CiscoUCSでは、VLANはアップストリーム分離L2ネットワークを表します。分離L2ネットワー

ク向けのネットワーク トポロジを設計する際は、アップリンク インターフェイスを VLAN に割

り当て、逆にならないようにする必要があります。

サポートされているアップストリーム分離 L2 ネットワークの最大数については、『Cisco UCS
Configuration Limits for Cisco UCS Manager Guide（Cisco UCS Manager 向け Cisco UCS 設定制限ガイ

ド）』を参照してください。

アップストリーム分離 L2 ネットワークの設定に関するガ
イドライン

アップストリーム分離 L2 ネットワークの設定を計画する際は、次の事項を考慮してください。

イーサネットスイッチングモードはエンドホストモードでなければならない

Cisco UCSは、ファブリック インターコネクトのイーサネット スイッチング モードがエンドホス

ト モードに設定されている場合にのみ、分離 L2 ネットワークをサポートします。ファブリック

インターコネクトのイーサネット スイッチング モードがスイッチ モードの場合、分離 L2 ネット

ワークに接続できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCS ドメインが 2 つのファブリック インターコネクトによるハイ アベイラビリティ構成で

ある場合は、両方のファブリック インターコネクトに同一のVLANセットを設定することを推奨

します。
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VLAN の有効基準はアップリンクイーサネットポートとポートチャネルで同一

分離 L2 ネットワークで使用する VLAN は、アップリンク イーサネット ポートまたはアップリン

クイーサネットポートチャネル向けに設定して、割り当てる必要があります。ポートまたはポー

ト チャネルに VLAN が含まれていない場合、Cisco UCS Manager は VLAN を無効と見なし、次の

操作を実行します。

• サーバの [Status Details] 領域に設定に関する警告を表示します。

• ポートまたはポートチャネルの設定を無視し、そのVLANのすべてのトラフィックをドロッ

プします。

有効基準はアップリンク イーサネット ポートとアップリンク イーサネット ポート チャネル

で同一です。Cisco UCS Manager は 2 つを区別しません。

（注）

重複 VLAN はサポート対象外

Cisco UCSは、分離L2ネットワーク内の重複VLANをサポートしません。各VLANが 1つのアッ

プストリーム分離 L2 ドメインだけに接続するようにする必要があります。

各 vNIC は 1 つの分離 L2 ネットワークとのみ通信できる

1 つの vNIC は 1 つの分離 L2 ネットワークとのみ通信できます。サーバが複数の分離 L2 ネット

ワークと通信する必要がある場合は、それらのネットワークにそれぞれ vNIC を設定する必要が

あります。

複数の分離 L2 ネットワークと通信するには、2 つ以上の vNIC をサポートする Cisco VIC アダプ

タをサーバに搭載する必要があります。

アプライアンスポートにはアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルと同じ VLAN
を設定する必要がある

分離 L2 ネットワークと通信するアプライアンス ポートの場合は、最低 1 つのアップリンク イー

サネットポートまたはポートチャネルが同じネットワーク内にあり、それがアプライアンスポー

トで使用される VLAN に割り当てられていることを確認する必要があります。アプライアンス

ポートのトラフィックを伝送するすべての VLAN を含んでいるアップリンク イーサネット ポー

トやポート チャネルを Cisco UCS Manager が識別できないと、ピン接続障害が発生し、アプライ

アンス ポートはダウン状態になります。

たとえば、Cisco UCS ドメインには、ID が 500、名前が vlan500 のグローバル VLAN が含まれて

います。vlan500 はアップリンク イーサネット ポートでグローバル VLAN として作成されます。

ただし、Cisco UCSManagerはアプライアンス ポートにこのVLANを伝播しません。vlan500をア

プライアンス ポートに設定するには、IDが 500で vlan500という名前を持つ別のVLANをアプラ

イアンス ポートに作成する必要があります。この複製VLANは、CiscoUCSManager CLIの [LAN]
タブの [Appliances] ノード、または Cisco UCS Manager GUI 内の eth-storage スコープで作成でき

ます。VLANの重複チェックを求めるプロンプトが表示されたときに重複を受け入れると、Cisco
UCS Manager によってアプライアンス ポートの複製 VLAN が作成されます。
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デフォルトの VLAN 1 はアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルで明示的に設定
できない

Cisco UCS Manager は、すべてのアップリンク ポートとポート チャネルにデフォルトの VLAN 1
を暗黙的に割り当てます。他の VLAN が設定されていない場合でも、Cisco UCS はデフォルトの

VLAN 1を使用してすべてのアップリンク ポートとポート チャネルへのデータ トラフィックを扱

います。

Cisco UCSドメインにVLANが設定された後も、デフォルトのVLAN 1はすべてのアップリン

ク ポートとポート チャネルに暗黙的に残ります。デフォルトの VLAN 1 は、アップリンク

ポートやポート チャネルに明示的に割り当てることができず、それらから削除することもで

きません。

（注）

特定のポートまたはポート チャネルにデフォルトのVLAN1を割り当てようとすると、CiscoUCS
Manager は Update Failed 障害を生成します。

したがって、Cisco UCS ドメインに分離 L2 ネットワークを設定する場合は、そのサーバへのすべ

てのデータ トラフィックをすべてのアップリンク イーサネット ポートとポートチャネルで伝送

し、すべてのアップストリーム ネットワークに送信するのでない限り、どの vNIC にもデフォル

ト VLAN 1 を設定しないでください。

両方の FI の VLAN を同時に割り当てる必要がある

グローバル VLAN にポートを割り当てると、両方のファブリック インターコネクトの VLAN に

明示的に割り当てられていないすべてのポートからVLANが削除されます。両方のFIのポートを

同時に設定する必要があります。1番目のFIにのみポートを設定すると、2番目のFIのトラフィッ

クが中断されます。

アップストリーム分離 L2 ネットワークのピン接続に関す
る考慮事項

アップストリーム分離L2ネットワークと通信するには、ピン接続を適切に設定する必要がありま

す。ソフト ピン接続とハード ピン接続のどちらを実装しているかにかかわらず、VLANメンバー

シップの不一致によって、1 つ以上の VLAN のトラフィックがドロップされることになります。

ソフトピン接続

ソフト ピン接続はCisco UCSでのデフォルトの動作です。ソフト ピン接続の実装を計画する場合

は、LANピン グループを作成して vNICのピン ターゲットを指定する必要はありません。代わり

に、Cisco UCSManagerがVLANメンバーシップの条件に基づいて、vNICをアップリンク イーサ

ネット ポートまたはポート チャネルにピン接続します。

ソフト ピン接続の場合、Cisco UCS Manager は、すべてのアップリンク イーサネット ポートと

ポート チャネルの VLAN メンバーシップに対して、vNIC のデータ トラフィックを検証します。

分離 L2 ネットワークが設定されている場合は、vNIC 上のすべての VLAN に割り当てられている
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アップリンク イーサネット ポートやポート チャネルを Cisco UCSManagerが検出できる必要があ

ります。アップリンク イーサネット ポートやポート チャネルが vNIC のすべての VLAN に設定

されていない場合、Cisco UCS Manager は次の動作を実行します。

• リンクをダウンさせます。

• vNIC のすべての VLAN のトラフィックをドロップします。

• 次のエラーを発生させます。

◦ Link Down

◦ VIF Down

Cisco UCS Manager は、VLAN 設定に関するエラーや警告を発生させません。

たとえば、サーバ上の vNIC に VLAN 101、102、103 が設定されているとします。インターフェ

イス 1/3がVLAN 102にだけ割り当てられています。インターフェイス 1/1および 1/2はVLANに

明示的に割り当てられていないため、VLAN 101 と 103 のトラフィックで利用できます。この設

定の結果として、CiscoUCSドメインには、vNICが設定された3つのVLANすべてへのトラフィッ

クを伝送可能な境界ポート インターフェイスが含まれません。その結果、Cisco UCS Manager は

vNIC をダウンさせ、vNIC の 3 つの VLAN すべてのトラフィックをドロップし、Link Down およ

び VIF Down エラーを発生させます。

ハードピン接続

ハード ピン接続は、LANピン グループを使用して、分離 L2ネットワーク用のトラフィックにピ

ン接続ターゲットを指定すると発生します。また、ピン接続ターゲットであるアップリンク イー

サネット ポートやポート チャネルが、適切な分離 L2 ネットワークと通信できるように設定され

ている必要があります。

ハード ピン接続の場合、Cisco UCS Manager は、すべてのアップリンク イーサネット ポートと

ポート チャネルの VLAN メンバーシップに対して、vNIC のデータ トラフィックを検証します。

また、LAN ピン グループの設定を検証して、VLAN とアップリンク イーサネット ポートまたは

ポート チャネルが含まれていることを確認します。いずれかの点で検証に失敗した場合、Cisco
UCS Manager は次の動作を実行します。

• 重大度が「警告」の Pinning VLAN Mismatch エラーを発生させます。

• VLAN へのトラフィックをドロップします。

• 他の VLAN へのトラフィックが継続して流れるようにするため、リンクはダウンさせませ

ん。

たとえば、VLAN177を使用するアップストリーム分離L2ネットワークにハード ピン接続を設定

する場合は、次の手順を実行します。

• 分離 L2 ネットワークへのトラフィックを伝送するアップリンク イーサネット ポートまたは

ポート チャネルを持つ LAN ピン グループを作成します。

• サービス プロファイルで、VLAN 177 と LAN ピン グループを持つ少なくとも 1 つの vNIC
を設定します。
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• LAN ピン グループに含まれるアップリンク イーサネット ポートまたはポート チャネルに

VLAN 177 を割り当てます

この設定が前述の 3つのポイントのいずれかで失敗した場合、Cisco UCSManagerはVLAN 177へ

の VLAN ミスマッチについて警告し、その VLAN へのトラフィックだけをドロップします。

ソフト ピン接続の設定が変更され、その結果、vNIC VLAN が分離 L2 アップリンクで解決さ

れなくなった場合は、警告ダイアログボックスが表示されます。警告ダイアログボックスで

は、設定の続行または取り消しを選択できます。不適切な設定を続行すると、サーバのトラ

フィック パフォーマンスが低下します。

（注）

アップストリーム分離 L2 ネットワークに関するCisco UCS
の設定

アップストリーム分離L2ネットワークと接続するCiscoUCSドメインを設定する場合、次のすべ

てのステップを完了する必要があります。

はじめる前に

この設定を開始する前に、分離 L2 ネットワーク設定をサポートするために、ファブリック イン

ターコネクトのポートが適切にケーブル接続されていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUCSがアップストリーム分離L2ネットワー

クと通信できるようにするために、イーサネッ

イーサネット エンドホスト モード

の両方のファブリックインターコネ

ステッ

プ 1   
トスイッチングモードはエンドホストモードで

ある必要があります。

クトに対しイーサネットスイッチン

グ モードを設定します。

「イーサネット スイッチング モードの設定」を

参照してください。

ポートおよびポート チャネルの設定, （91 ペー

ジ）を参照してください。

分離 L2 ネットワークのトラフィッ

クを伝送するために必要なポートお

よびポートチャネルを設定します。

ステッ

プ 2   

（任意）

LANピン グループの設定, （303ページ）を参照

してください。

該当するアップリンクイーサネット

ポートまたはポートチャネルのトラ

フィックをピン接続するために必要

な LAN ピン グループを設定しま

す。

ステッ

プ 3   
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目的コマンドまたはアクション

これらはネームド VLAN またはプライベート

VLAN にすることができます。クラスタ設定で

1 つ以上の VLAN を作成します。ステッ

プ 4   
は、VLAN マネージャで VLAN を作成すること

を推奨します。また、それらの VLANがアップ

リンク イーサネット モードで両方のファブリッ

ク インターコネクトにアクセスできるようにす

るために、共通/グローバル コンフィギュレー

ションを使用することを推奨します。

アップストリーム分離L2ネットワークにVLAN
を作成, （375 ページ）を参照してください。

このステップが完了した場合、それらの VLAN
のトラフィックは、割り当てられたポート、ポー

分離 L2 ネットワークの VLAN に目

的のポートまたはポートチャネルを

割り当てます。

ステッ

プ 5   
ト チャネル、またはその両方のトランクを介し

てのみ送信できます。

VLAN へのポートおよびポート チャネルの割り

当て, （376 ページ）

1つ以上の vNICテンプレートを使用して、また

はサービス プロファイルのネットワーク オプ

vNIC が適切な VLAN にトラフィッ

クを送信できるようにするために、

ステッ

プ 6   
ションを設定するときに、この設定を完了でき

ます。

分離 L2 ネットワークと通信する必

要があるすべてのサーバのサービス

プロファイルに、正しい LAN 接続

設定を含める必要があります。
サービス プロファイルの設定, （669ページ）を

参照してください。

アップストリーム分離 L2 ネットワークに VLAN を作成
アップストリーム分離 L2 ネットワークの場合、VLAN マネージャで VLAN を作成することを推

奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [LAN Uplinks] タブの [LAN Uplinks Manager] リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager] が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Manager で、[VLANs] > [VLAN Manager] をクリックします。
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任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのすべ

ての VLAN をテーブルに表示できます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VLANs] ダイアログ ボックスで、必須フィールドを指定し、[OK] をクリックします。

ID が 3968 ～ 4047 の VLAN は作成できません。この範囲の VLAN ID は予約されています。

ステップ 7 さらに VLAN を作成するには、ステップ 6 および 7 を繰り返します。

次の作業

VLAN にポートおよびポート チャネルを割り当てます。

VLAN へのポートおよびポートチャネルの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [LAN Uplinks] タブの [LAN Uplinks Manager] リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager] が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Manager で、[VLANs] > [VLAN Manager] をクリックします。

任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのすべ

ての VLAN をテーブルに表示できます。

ステップ 5 そのファブリックインターコネクト上でポートとポートチャネルを設定するには、次のいずれか

のサブタブをクリックします。

説明サブタブ

ファブリック インターコネクト A にアクセス可能なポート、ポート

チャネル、および VLAN を表示します。

Fabric A

ファブリック インターコネクト B にアクセス可能なポート、ポート

チャネル、および VLAN を表示します。

Fabric B

ステップ 6 [Ports and Port Channels] テーブルで、次の手順を実行します。

• アップリンク イーサネット ポート チャネルをVLANに割り当てるには、[Port Channels]ノー

ドを展開し、VLAN に割り当てるポート チャネルをクリックします。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
376

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワークの設定
VLAN へのポートおよびポートチャネルの割り当て



• アップリンク イーサネット ポートを VLAN に割り当てるには、[Uplink Interfaces] ノードを

展開し、VLAN に割り当てるポートをクリックします。

Ctrl キーを押したまま複数のポートまたはポート チャネルをクリックすることで、それらを同じ

VLAN または VLAN セットに割り当てることができます。

ステップ 7 [VLANs]テーブルで、必要に応じて該当するノードを展開し、ポートまたはポート チャネルを割

り当てる VLAN をクリックします。

同じポート セット、ポート チャネル、またはその両方を複数の VLAN に割り当てる場合、Ctrl
キーを押したまま複数の VLAN をクリックできます。

ステップ 8 [Add to VLAN/VLAN Group] ボタンをクリックします。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 10 同じファブリックの VLAN に追加のポートまたはポート チャネルを割り当てるには、ステップ

6、7、および 8 を繰り返します。

ステップ 11 別のファブリックの VLAN に追加のポートまたはポート チャネルを割り当てるには、ステップ 5
～ 8 を繰り返します。

ハイ アベイラビリティのために Cisco UCSドメインに 2つのファブリック インターコネクトが設

定されている場合、両方のファブリック インターコネクトで同じVLANセットを作成することを

推奨します。

ステップ 12 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 13 VLANマネージャでの作業を継続する場合は、[Apply]をクリックします。ウィンドウを閉じるに

は、[OK] をクリックします。

ポートまたはポート チャネルを 1 つ以上の VLAN に割り当てると、他のすべての VLAN から削

除されます。

VLAN からのポートおよびポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [LAN Uplinks] タブの [LAN Uplinks Manager] リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager] が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Manager で、[VLANs] > [VLAN Manager] をクリックします。

任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのすべ

ての VLAN をテーブルに表示できます。
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ステップ 5 そのファブリックインターコネクト上でポートとポートチャネルを設定するには、次のいずれか

のサブタブをクリックします。

説明サブタブ

ファブリック インターコネクト A にアクセス可能なポート、ポート

チャネル、および VLAN を表示します。

Fabric A

ファブリック インターコネクト B にアクセス可能なポート、ポート

チャネル、および VLAN を表示します。

Fabric B

ステップ 6 [VLANs]テーブルで、該当するノードを展開し、ポートまたはポート チャネルを削除するVLAN
を展開します。

ステップ 7 VLAN から削除するポートまたはポート チャネルをクリックします。

Ctrl キーを押しながら、複数のポートまたはポート チャネルをクリックします。

ステップ 8 [Remove from VLAN/VLAN Group] ボタンをクリックします。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 10 VLANマネージャでの作業を継続する場合は、[Apply]をクリックします。ウィンドウを閉じるに

は、[OK] をクリックします。

すべてのポートまたはポートチャネルインターフェイスをVLANから削除すると、VLAN
はデフォルトの動作に戻り、その VLAN 上のデータ トラフィックはすべてのアップリン

クポートとポートチャネル上で伝送されます。このデフォルトの動作により、CiscoUCS
ドメインでの設定に応じて、Cisco UCSManager でその VLAN のトラフィックがドロップ

されることがあります。これを避けるには、少なくとも1つのインターフェイスをVLAN
に割り当てるか、VLAN を削除することをお勧めします。

重要

VLAN に割り当てられたポートおよびポートチャネルの
表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブの [LAN] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [LAN Uplinks] タブの [LAN Uplinks Manager] リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager] が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Manager で、[VLANs] > [VLAN Manager] をクリックします。

任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのすべ

ての VLAN をテーブルに表示できます。
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ステップ 5 そのファブリックインターコネクト上でポートとポートチャネルを設定するには、次のいずれか

のサブタブをクリックします。

説明サブタブ

ファブリック インターコネクト A にアクセス可能なポート、ポート

チャネル、および VLAN を表示します。

Fabric A

ファブリック インターコネクト B にアクセス可能なポート、ポート

チャネル、および VLAN を表示します。

Fabric B

ステップ 6 [VLANs]テーブルで、該当するノードを展開し、割り当て済みのポートまたはポート チャネルを

表示する VLAN を展開します。
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第 23 章

ネームド VSAN の設定

この章は、次の項で構成されています。

• ネームド VSAN, 381 ページ

• ネームド VSAN のファイバ チャネル アップリンク トランキング, 382 ページ

• VSAN に関するガイドラインおよび推奨事項, 382 ページ

• ネームド VSAN の作成, 384 ページ

• ストレージ VSAN の作成, 385 ページ

• VSAN の削除, 386 ページ

• ストレージ VSAN の FCoE VLAN の VLAN ID の変更, 386 ページ

• ファイバ チャネル アップリンク トランキングのイネーブル化, 387 ページ

• ファイバ チャネル アップリンク トランキングのディセーブル化, 388 ページ

ネームド VSAN
ネームド VSAN は、所定の外部 SAN への接続を作成します。VSAN は、ブロードキャスト トラ

フィックを含む、その外部 SANへのトラフィックを切り離します。1つのネームドVSANのトラ

フィックは、別のネームド VSAN にトラフィックが存在していることを認識しますが、そのトラ

フィックの読み取りまたはアクセスはできません。

ネームドVLANと同様、VSAN IDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これによ

り、ネームドVSANを使用するサービス プロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグロー

バルにアップデートすることができます。外部SANとの通信を維持するために、サーバを個別に

再設定する必要はありません。同じ VSAN ID を使用して、複数のネームド VSAN を作成できま

す。
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クラスタ構成内のネームド VSAN

クラスタ構成では、1つのファブリック インターコネクトのファイバ チャネル アップリンク ポー

ト、または両方のファブリック インターコネクトのファイバ チャネル アップリンク ポートにア

クセスできるように、ネームド VSAN を設定できます。

ネームド VSAN と FCoE VLAN ID

それぞれのネームド VSAN に FCoE VLAN ID を設定する必要があります。このプロパティによっ

て、VSAN とそのファイバ チャネル パケットの送信に使用する VLAN を指定します。

Cisco UCS CNAM72KR-Qや Cisco UCS CNAM72KR-Eなどの FIP対応統合型ネットワーク アダプ

タの場合は、FCoEVLANIDのネイティブVLANではないネームドVLANを使ってネームドVSAN
を設定する必要があります。この設定により、FCoEトラフィックが確実にこれらのアダプタを通

過できるようになります。

次の設定例では、ファブリック A にマッピングされた vHBA と vNIC を含むサービス プロファイ

ルが、FIP 対応の統合型ネットワーク アダプタに関連付けられます。

• vNIC は VLAN 10 を使用するように設定されています。

• VLAN 10 は、vNIC のネイティブ VLAN として指定されています。

• vHBA は VSAN 2 を使用するように設定されています。

• したがって、VLAN10をFCoEVLANIDとしてVSAN2に設定することはできません。VSAN
2 はファブリック A に設定されている他の VLAN にマッピングできます。

ネームド VSAN のファイバチャネルアップリンクトラン
キング

各ファブリック インターコネクトのネームド VSAN にファイバ チャネル アップリンク トランキ

ングを設定できます。ファブリック インターコネクトのトランキングをイネーブルにすると、そ

のファブリック インターコネクトのすべてのファイバ チャネル アップリンク ポートで、Cisco
UCS ドメインのすべてのネームド VSAN が許可されます。

VSAN に関するガイドラインおよび推奨事項
次のガイドラインと推奨事項は、ストレージVSANを含め、すべてのネームドVSANに適用され

ます。

VSAN 4079 は予約済み VSAN ID です。

VSAN を 4079 に設定しないでください。この VSAN は予約されており、FC スイッチ モードや

FC エンドホスト モードでは使用できません。
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ID 4079でネームドVSANを作成すると、Cisco UCSManagerはそのVSANをエラーと見なし、障

害を生成します。

FC スイッチモードのネームド VSAN 用に予約された VSAN 範囲

Cisco UCS ドメイン FC スイッチ モードを使用する予定の場合は、ID が 3040 ～ 4078 の範囲にあ

る VSAN を設定しないでください。

この範囲のVSANは、ファブリック インターコネクトが FCスイッチ モードで動作するように設

定されている場合は動作しません。Cisco UCS Manager はその VSAN をエラーとしてマークし、

障害を生成します。

FC エンドホストモードのネームド VSAN 用に予約された VSAN 範囲

Cisco UCS ドメイン FC エンドホスト モードを使用する予定の場合は、ID が 3840 ～ 4079 の範囲

にある VSAN を設定しないでください。

Cisco UCS ドメイン内に次の状況が存在する場合、その範囲内の VSAN は動作しません。

• ファブリック インターコネクトが FC エンドホスト モードで動作するように設定されてい

る。

• Cisco UCS ドメインにファイバ チャネル トランキングまたは SAN ポート チャネルが設定さ

れている。

これらの設定が存在する場合、Cisco UCS Manager は次の操作を実行します。

1 3840 ～ 4079 の ID を持つすべての VSAN を使用不能にします。

2 動作しない VSAN に対して障害を生成します。

3 デフォルトの VSAN にすべての非動作 VSAN を転送します。

4 非動作 VSAN に関連付けられたすべての vHBA をデフォルトの VSAN に転送します。

ファイバ チャネル トランキングを無効にして、既存の SAN ポート チャネルのいずれかを削除す

ると、Cisco UCS Manager は 3840 ～ 4078 の範囲の VSAN を動作状態に戻し、関連付けられてい

る vHBA をそれらの VSAN に復元します。

FC スイッチモードのネームド VSAN ID の範囲に関する制約事項

Cisco UCS ドメインで FC スイッチ モードの使用を計画している場合は、3040 ～ 4078 の範囲に

VSAN を設定しないでください。

FC スイッチ モードで動作するファブリック インターコネクトがアップストリーム スイッチとし

て MDS に接続されている場合、Cisco UCS Manager で 3040 ～ 4078 の範囲に設定され、ポート

VSAN として割り当てられた VSAN は、MDS で作成できません。この設定では、ポート VSAN
の不一致が発生する可能性があります。
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FCoE VLAN ID に関するガイドライン

SAN クラウドの FCoE VLAN と LAN クラウドの VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の FCoE VLAN と VLAN で同じ ID を使用すると、その FCoE VLAN を使用している

すべての vNICとアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。

FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネット トラフィックがド

ロップされます。

（注）

VLAN 4048 はユーザが設定可能です。 ただし、Cisco UCS Manager では、VLAN 4048 が次のデ

フォルト値に使用されます。 4048 を VLAN に割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要

があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージ ポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048 を使用します。 デフォルト FCoE VSAN が、アップグレード

前に VLAN 1 を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
ID に変更する必要があります。 たとえば、デフォルトを 4049 に変更することを検討します

（その VLAN ID が使用されていない場合）。

• Cisco UCS リリース 2.0 の新規インストール後：デフォルト VSAN 用の FCoE VLAN は、デ

フォルトで VLAN 4048 を使用します。 FCoE ストレージ ポート ネイティブ VLAN は VLAN
4049 を使用します。

ネームド VSAN の作成

SAN クラウドの FCoE VLAN と LAN クラウドの VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の FCoE VLAN と VLAN で同じ ID を使用すると、その FCoE VLAN を使用している

すべての vNICとアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。

FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネット トラフィックがド

ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[VSANs] タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN] ダイアログボックスで、必須情報を入力します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。
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Cisco UCS Manager GUI で、次の [VSANs] ノードの 1 つに VSAN が追加されます。

• 両方のファブリック インターコネクトにアクセス可能なストレージ VSAN の場合は、[SAN
Cloud] > [VSANs] ノード。

• 1 つのファブリック インターコネクトのみにアクセス可能な VSAN の場合は、[SAN Cloud]
> [Fabric_Name] > [VSANs] ノード。

ストレージ VSAN の作成

SAN クラウドの FCoE VLAN と LAN クラウドの VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の FCoE VLAN と VLAN で同じ ID を使用すると、その FCoE VLAN を使用している

すべての vNICとアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。

FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネット トラフィックがド

ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Storage Cloud] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[VSANs] タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN] ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI で、次の [VSANs] ノードの 1 つに VSAN が追加されます。

• 両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージVSANの場合は、[Storage
Cloud] > [VSANs] ノード

• 1つのファブリック インターコネクトのみにアクセス可能なVSANの場合は、[StorageCloud]
> [Fabric_Name] > [VSANs] ノード
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VSAN の削除
Cisco UCSManagerに、削除する VSANと同じ VSAN IDを持つネームド VLANが含まれている場

合、この ID を持つネームド VSAN がすべて削除されるまで、この VSAN はファブリック イン

ターコネクト設定から削除されません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[VSANs] タブをクリックします。

ステップ 4 削除する VSAN のタイプに応じて、次のサブタブのいずれかをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCS ドメインのすべての VSAN を表示します。すべて（All）

両方のファブリック インターコネクトにアクセスできる VSAN を

表示します。

Dual Mode

ファブリック インターコネクトAだけにアクセスできるVSANを

表示します。

Switch A

ファブリック インターコネクト B だけにアクセスできる VSAN を

表示します。

スイッチ B

ステップ 5 テーブルで、削除する VSAN をクリックします。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示された VSAN を右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ストレージ VSAN の FCoE VLAN の VLAN ID の変更

ストレージ VSAN の FCoE VLAN の VLAN ID を変更すると、トラフィックが短時間中断しま

す。

注意
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SAN クラウドの FCoE VLAN と LAN クラウドの VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の FCoE VLAN と VLAN で同じ ID を使用すると、その FCoE VLAN を使用している

すべての vNICとアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。

FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネット トラフィックがド

ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Storage Cloud] > [VSANs] を展開します。

ステップ 3 FCoE VLAN ID を変更する VSAN を選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [FCoE VLAN] フィールドで、目的の VLAN ID を入力します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ファイバチャネルアップリンクトランキングのイネー

ブル化

ファブリック インターコネクトがファイバ チャネル エンドホスト モードに設定されている場

合、ファイバ チャネル アップリンク トランキングを有効にすると、IDが 3840～ 4079の範囲

にあるすべての VSAN が動作不能になります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 FC アップリンク トランキングをイネーブルにするファブリックのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Enable FC Uplink Trunking] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセー

ブル化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [SAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 ファイバ チャネル アップリンク トランキングをディセーブルにするファブリックのノードをク

リックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Disable FC Uplink Trunking] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 24 章

SAN ピングループの設定

この章は、次の項で構成されています。

• SAN ピン グループ, 389 ページ

• SAN ピン グループの作成, 390 ページ

• SAN ピン グループの削除, 390 ページ

SAN ピングループ
Cisco UCS では、SAN ピン グループを使用して、サーバ上の vHBA からのファイバ チャネル ト

ラフィックがファブリック インターコネクト上のアップリンク ファイバ チャネル ポートへピン

接続されます。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。

ファイバ チャネル スイッチ モードでは、SAN ピン グループは不適切です。既存の SAN ピン

グループはすべて無視されます。

（注）

ピン接続をサーバに設定するには、SAN ピン グループを vHBA ポリシーに含める必要がありま

す。その後、vHBA ポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービス プロファイルに取り込ま

れます。vHBAからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して、指定されたアップリ

ンク ファイバ チャネルへ移動します。

同じピン グループを複数の vHBA ポリシーに割り当てられます。したがって、vHBA ごとに手動

でトラフィックをピン接続する必要はありません。

既存の SAN ピン グループのターゲット インターフェイスを変更すると、そのピン グループ

を使用するすべての vHBA のトラフィックが中断されます。ファイバ チャネル プロトコルで

トラフィックを再びピン接続するために、ファブリック インターコネクトからログインとロ

グアウトが実行されます。

重要
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SAN ピングループの作成
2 つのファブリック インターコネクトを持つシステムでピン グループとの関連付けができるのは

のは、1 つのファブリック インターコネクト、または両方のファブリック インターコネクトだけ

です。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [SAN Cloud] を展開します。

ステップ 3 [SAN Pin Groups] を右クリックし、[Create SAN Pin Group] を選択します。

ステップ 4 ピン グループの一意の名前および説明を入力します。

ステップ 5 ファブリック インターコネクト A のトラフィックをピン接続するには、[Targets] 領域で次の手順

を実行します。

a) [Fabric A] チェックボックスをオンにします。

b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、

ピン グループに関連付けるアップリンク ファイバ チャネル ポートを選択します。

ステップ 6 ファブリック インターコネクト B のトラフィックをピン接続するには、[Targets] 領域で次の手順

を実行します。

a) [Fabric B] チェックボックスをオンにします。

b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、

ピン グループに関連付けるアップリンク ファイバ チャネル ポートを選択します。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

次の作業

ピン グループを vHBA テンプレートに含めます。

SAN ピングループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [SAN Pin Groups] を展開します。

ステップ 3 削除する SAN ピン グループを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 25 章

WWN プールの設定

この章は、次の項で構成されています。

• WWN プール, 391 ページ

• WWNN プールの設定, 392 ページ

• WWPN プールの設定, 398 ページ

• WWxN プールの設定, 403 ページ

WWN プール
ワールド ワイド名（WWN）のプールは、Cisco UCS ドメイン内のファイバ チャネル vHBA で使

用される WWN のコレクションです。次の独立したプールを作成します。

• vHBA に割り当てられる WW ノード名

• vHBA に割り当てられる WW ポート名

• WW ノード名と WW ポート名の両方

WWN プールは、20:00:00:00:00:00:00:00 ～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または

50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含

めることができます。 その他の WWN 範囲はすべて予約されています。 SAN ファブリックで

Cisco UCS WWNN と WWPN を確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに

20:00:00:25:B5:XX:XX:XX の WWN プレフィックスを使用することをお勧めします

重要

サービス プロファイルでWWNプールを使用する場合は、サービス プロファイルに関連付けられ

たサーバで使用される WWN を手動で設定する必要はありません。複数のテナントを実装するシ

ステムでは、WWN プールを使用して、各組織で使用される WWN を制御できます。

WWN をブロック単位でプールに割り当てます。
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WWNN プール

WWNNプールは、WWノード名だけを含むWWNプールです。サービス プロファイルにWWNN
のプールを含める場合、関連付けられたサーバには、そのプールから WWNN が割り当てられま

す。

WWPN プール

WWPN プールは、WW ポート名だけを含む WWN プールです。サービス プロファイルに WWPN
のプールを含める場合、関連付けられたサーバの各vHBA上のポートには、そのプールからWWPN
が割り当てられます。

WWxN プール

WWxN プールは、WW ノード名および WW ポート名の両方を含む WWN プールです。ノードご

とにWWxNプールで作成されるポート数を指定できます。プール サイズは、ports-per-node+ 1の

倍数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7 つのポートを指定する場合、プール サイ

ズは 8 の倍数である必要があります。ノードごとに 63 のポートを指定する場合、プール サイズ

は 64 の倍数である必要があります。

WWNN または WWPN プールを選択するたびに WWxN プールを使用できます。WWxN プールを

割り当てるには、その前に WWxN プールを作成する必要があります。

• WWNN プールの場合、WWxN プールは [WWNN Assignment] ドロップダウン リストにオプ

ションとして表示されます。

• WWPN プールの場合は、[WWPN Assignment] ドロップダウン リストから [Derived] を選択し

ます。

WWNN プールの設定

WWNN プールの作成

WWN プールは、20:00:00:00:00:00:00:00 ～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または

50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含

めることができます。 その他の WWN 範囲はすべて予約されています。 SAN ファブリックで

Cisco UCS WWNN と WWPN を確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに

20:00:00:25:B5:XX:XX:XX の WWN プレフィックスを使用することをお勧めします

重要

最後の 4 桁が 00:01 の WWNN プールでは、vHBA は初期化されず、lunlist コマンドからの出力は

なく、[Waiting for Flogi]エラーが表示されます。このエラーは、WWPNが 00:01で終わるWWNN
と同じブロック内にある場合に発生します。WWNN と WWPN のアドレスが重複しないようにす

るには、一意の WWN アドレスを使用することを推奨します。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [WWNN Pools] を右クリックし、[Create WWNN Pool] を選択します。

ステップ 5 [CreateWWNNPool]ウィザードの [DefineName andDescription]ダイアログボックスで、次のフィー

ルドに値を入力します。

説明名前

ワールド ワイド ノード名プールの名前。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name] フィールド

プールの説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Manager はプールからランダム ID を

選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Manager はプールから最も小さい

使用可能 ID を選択します。

[Assignment Order] フィールド

ステップ 6 [Next] をクリックします。

ステップ 7 [Create WWNN Pool] ウィザードの [Add WWN Blocks] ページで、[Add] をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の WWN。[From] フィールド
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説明名前

ブロック内の WWN の数。

WWxN プールの場合、プール サイズは ports-per-node + 1 の倍

数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7 つのポー

トがある場合、プール サイズは 8 の倍数である必要がありま

す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、

64 の倍数である必要があります。

[Size] フィールド

ステップ 9 [OK] をクリックします。

ステップ 10 [Finish] をクリックします。

次の作業

WWNN プールをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

WWNN プールへの WWN ブロックの追加

WWN プールは、20:00:00:00:00:00:00:00 ～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または

50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含

めることができます。 その他の WWN 範囲はすべて予約されています。 SAN ファブリックで

Cisco UCS WWNN と WWPN を確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに

20:00:00:25:B5:XX:XX:XX の WWN プレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [WWNN Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 WWNブロックを追加するWWNNプールを右クリックして、[CreateWWNBlock]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の WWN。[From] フィールド

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
394

WWN プールの設定
WWNN プールへの WWN ブロックの追加



説明名前

ブロック内の WWN の数。

WWxN プールの場合、プール サイズは ports-per-node + 1 の倍

数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7 つのポー

トがある場合、プール サイズは 8 の倍数である必要がありま

す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、

64 の倍数である必要があります。

[Size] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

WWNN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレス ブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた

は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。 削除されたブロックのすべての割り

当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残りま

す。

• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWNN Pools] > [WWNN_Pool_Name] を展

開します。

ステップ 3 削除する WWN ブロックを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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WWNN プールへの WWNN イニシエータの追加

WWN プールは、20:00:00:00:00:00:00:00 ～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または

50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含

めることができます。 その他の WWN 範囲はすべて予約されています。 SAN ファブリックで

Cisco UCS WWNN と WWPN を確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに

20:00:00:25:B5:XX:XX:XX の WWN プレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [WWNN Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 WWNN イニシエータを追加する WWNN プールを右クリックして、[Create WWNN Initiator] を選

択します。

ステップ 5 [Create WWNN Initiator] ダイアログボックスで、次のフィールドに情報を入力します。

説明名前

WWN。[World Wide Name] フィールド

WWNN イニシエータの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

WWNN イニシエータのユーザ定義による説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。
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WWNN プールからの WWNN イニシエータの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 WWNN イニシエータを削除する WWNN プールを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで [Initiators] タブをクリックします。

ステップ 6 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

WWNN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、 でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら

れたアドレスを再割り当てしません。 削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残ります。

• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [WWNN Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 削除する WWNN プールを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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WWPN プールの設定

WWPN プールの作成

WWN プールは、20:00:00:00:00:00:00:00 ～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または

50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含

めることができます。 その他の WWN 範囲はすべて予約されています。 SAN ファブリックで

Cisco UCS WWNN と WWPN を確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに

20:00:00:25:B5:XX:XX:XX の WWN プレフィックスを使用することをお勧めします

重要

最後の 4 桁が 00:01 の WWNN プールでは、vHBA は初期化されず、lunlist コマンドからの出力は

なく、[Waiting for Flogi]エラーが表示されます。このエラーは、WWPNが 00:01で終わるWWNN
と同じブロック内にある場合に発生します。WWNN と WWPN のアドレスが重複しないようにす

るには、一意の WWN アドレスを使用することを推奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [WWPN Pools] を右クリックし、[Create WWPN Pool] を選択します。

ステップ 5 [Create WWPN Pool] ウィザードの [Define Name and Description] ページで、次のフィールドに値を

入力します。

説明名前

ワールド ワイド ポート名（WWPN）プールの名前。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name] フィールド

プールの説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Manager はプールからランダム ID を

選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Manager はプールから最も小さい

使用可能 ID を選択します。

[Assignment Order] フィールド

ステップ 6 [Next] をクリックします。

ステップ 7 [Create WWPN Pool] ウィザードの [Add WWN Blocks] ページで、[Add] をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の WWN。[From] フィールド

ブロック内の WWN の数。

WWxN プールの場合、プール サイズは ports-per-node + 1 の倍

数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7 つのポー

トがある場合、プール サイズは 8 の倍数である必要がありま

す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、

64 の倍数である必要があります。

[Size] フィールド

ステップ 9 [OK] をクリックします。

ステップ 10 [Finish] をクリックします。

次の作業

WWPN プールを vHBA テンプレートに含めます。

WWPN プールへの WWN ブロックの追加

WWN プールは、20:00:00:00:00:00:00:00 ～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または

50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含

めることができます。 その他の WWN 範囲はすべて予約されています。 SAN ファブリックで

Cisco UCS WWNN と WWPN を確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに

20:00:00:25:B5:XX:XX:XX の WWN プレフィックスを使用することをお勧めします

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 WWNブロックを追加するWWPNプールを右クリックして、[CreateWWNBlock]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の WWN。[From] フィールド

ブロック内の WWN の数。

WWxN プールの場合、プール サイズは ports-per-node + 1 の倍

数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7 つのポー

トがある場合、プール サイズは 8 の倍数である必要がありま

す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、

64 の倍数である必要があります。

[Size] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

WWPN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレス ブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた

は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。 削除されたブロックのすべての割り

当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残りま

す。

• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWPN Pools] > [WWPN_Pool_Name] を展

開します。

ステップ 3 削除する WWN ブロックを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

WWPN プールへの WWPN イニシエータの追加

WWN プールは、20:00:00:00:00:00:00:00 ～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または

50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含

めることができます。 その他の WWN 範囲はすべて予約されています。 SAN ファブリックで

Cisco UCS WWNN と WWPN を確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに

20:00:00:25:B5:XX:XX:XX の WWN プレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 WWPNイニシエータを追加するWWPNプールを右クリックして、[CreateWWPN Initiator]を選択

します。

ステップ 5 [Create WWPN Initiator] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

WWN。[World Wide Name] フィールド

WWPN イニシエータの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド
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説明名前

WWPN イニシエータのユーザ定義による説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

ステップ 6 SAN ブート ターゲットを追加する場合は、[Boot Target] 領域を展開し、次のフィールドに値を入

力します。

説明名前

ブート イメージの場所に対応する WWPN。[Boot TargetWWPN]フィールド

ブート イメージの場所に対応する LUN。[Boot Target LUN] フィールド

ステップ 7 [OK] をクリックします。

WWPN プールからの WWPN イニシエータの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 WWPN イニシエータを削除する WWPN プールを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで [Initiators] タブをクリックします。

ステップ 6 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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WWPN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、 でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら

れたアドレスを再割り当てしません。 削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残ります。

• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 削除する WWPN プールを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

WWxN プールの設定

WWxN プールの作成

WWN プールは、20:00:00:00:00:00:00:00 ～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または

50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含

めることができます。 その他の WWN 範囲はすべて予約されています。 SAN ファブリックで

Cisco UCS WWNN と WWPN を確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに

20:00:00:25:B5:XX:XX:XX の WWN プレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。
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ステップ 4 [WWxN Pools] を右クリックし、[Create WWxN Pool] を選択します。

ステップ 5 [Create WWxN Pool] ウィザードの [Define Name and Description] ページで、次のフィールドに値を

入力します。

説明名前

ワールド ワイド ポート名（WWPN）プールの名前。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name] フィールド

プールの説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

このプール内の各ノード名に割り当てることができるポートの

最大数。

オブジェクトの保存後は、この値を変更できません。

[Max Ports per Node]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Manager はプールからランダム ID を

選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Manager はプールから最も小さい

使用可能 ID を選択します。

[Assignment Order] フィールド

ステップ 6 [Next] をクリックします。

ステップ 7 [Create WWxN Pool] ウィザードの [Add WWN Blocks] ページで、[Add] をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の WWN。[From] フィールド
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説明名前

ブロック内の WWN の数。

WWxN プールの場合、プール サイズは ports-per-node + 1 の倍

数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7 つのポー

トがある場合、プール サイズは 8 の倍数である必要がありま

す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、

64 の倍数である必要があります。

[Size] フィールド

ステップ 9 [OK] をクリックします。

ステップ 10 [Finish] をクリックします。

次の作業

WWxN プールをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

WWxN プールへの WWN ブロックの追加

WWN プールは、20:00:00:00:00:00:00:00 ～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または

50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含

めることができます。 その他の WWN 範囲はすべて予約されています。 SAN ファブリックで

Cisco UCS WWNN と WWPN を確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに

20:00:00:25:B5:XX:XX:XX の WWN プレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [WWxN Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 WWNブロックを追加するWWxNプールを右クリックして、[CreateWWNBlock]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の WWN。[From] フィールド
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説明名前

ブロック内の WWN の数。

WWxN プールの場合、プール サイズは ports-per-node + 1 の倍

数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7 つのポー

トがある場合、プール サイズは 8 の倍数である必要がありま

す。ノードごとに63個のポートがある場合、プールサイズは、

64 の倍数である必要があります。

[Size] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

WWxN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレス ブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた

は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。 削除されたブロックのすべての割り

当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残りま

す。

• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWxN Pools] > [WWxN_Pool_Name] を展

開します。

ステップ 3 削除する WWN ブロックを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

WWxN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、 でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら

れたアドレスを再割り当てしません。 削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残ります。
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• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [WWxN Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 削除する WWxN プールを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 26 章

ストレージ関連ポリシーの設定

この章は、次の項で構成されています。

• vHBA テンプレートの設定, 409 ページ

• ファイバ チャネル アダプタ ポリシーの設定, 415 ページ

• デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定, 423 ページ

• SAN 接続ポリシーの設定, 424 ページ

vHBA テンプレートの設定

vHBA テンプレート
このテンプレートは、サーバ上のvHBAによるSANへの接続方法を定義するポリシーです。これ

は、vHBA SAN 接続テンプレートとも呼ばれます。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービス プロファイルに含める必要がありま

す。

vHBA テンプレートの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1 つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい

ます。

• ネームド VSAN

• WWNN プール、または WWPN プール

• SAN ピン グループ
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• 統計情報しきい値ポリシー

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [vHBA Templates] ノードを右クリックし、[Create vHBA Template] を選択します。

ステップ 5 [Create vHBA Template] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想ホスト バス アダプタ（vHBA）テンプレートの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

このテンプレートで作成された vHBA が関連付けられている

ファブリック インターコネクトの名前。

[Fabric ID] フィールド

このテンプレートから作成された vHBA と関連付ける VSAN。[Select VSAN] ドロップダウン

リスト

VSAN を作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN] リンク

次のいずれかになります。

• [Initial Template]：テンプレートが変更されても、このテン

プレートから作成された vHBA はアップデートされませ

ん。

• [Updating Template]：テンプレートが変更されると、この

テンプレートから作成されたvHBAがアップデートされま

す。

[Template Type] フィールド

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
410

ストレージ関連ポリシーの設定

vHBA テンプレートの作成



説明名前

vHBAがサポートするファイバ チャネル フレームのペイロード

バイトの最大サイズ。

256 ～ 2112 の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048 で

す。

[MaxData Field Size]フィールド

このテンプレートから作成されたvHBAによって、WWPNアド

レスを導出するために使用される WWPN プール。

[WWPN Pool] ドロップダウン

リスト

このテンプレートから作成された vHBA に関連付けられている

Quality of Service（QoS）ポリシー。

[QoS Policy] ドロップダウン リ

スト

このテンプレートから作成された vHBA に関連付けられている

SAN ピン グループ。

[Pin Group] ドロップダウン リ

スト

このテンプレートから作成された vHBA に関連付けられている

統計情報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy]ドロップ

ダウン リスト

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

vHBA テンプレートをサービス プロファイルに含めます。
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vHBA テンプレートペアの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。[SAN] タブで、[SAN] > [Policies] を展開しま

す。

ステップ 2 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。システムにマルチテナント機能が備えられてい

ない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 3 [vHBA Templates] ノードを右クリックし、[Create vHBA Template] を選択します。[Create vHBA
Template]ダイアログボックスで、[Name]と [Description]を入力し、テンプレートの [Fabric ID] を

選択します。

ステップ 4 [Redundancy Type] として、[Primary]、[Secondary]、または [No Redundancy] を選択します。 以下

の冗長タイプの説明を参照してください。

ステップ 5 [Peer Redundancy Template] を選択して、対応する [Primary] または [Secondary] 冗長性テンプレー

トの名前を選択し、[Primary] または [Secondary] 冗長性テンプレートを使用してテンプレート ペ

アリングを実行します。

• [Primary]：セカンダリテンプレートと共有可能な構成を作成します。プライマリテンプレー

トでのその他の共有される変更は、セカンダリ テンプレートに自動的に同期されます。

次に、共有される構成を示します。（注）

• VSANS

• Template Type

• 最大データ フィールド サイズ

• QoS ポリシー

• 統計しきい値ポリシー

次に、共有されない構成を示します。

• ファブリック ID

ファブリック ID は相互に排他的である必要があります。プライマ

リ テンプレートをファブリック A に割り当てると、プライマリ テ

ンプレートとの同期の一環として、ファブリック B がセカンダリ

テンプレートに自動的に割り当てられます。

（注）

• 説明

• WWPN プール

• ピン グループ ポリシー

• [Secondary]：
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すべての共有される構成は、プライマリ テンプレートから継承されます。

• [No Redundancy]：

レガシー vNIC テンプレートの動作です。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

vHBA冗長性テンプレート ペアを作成したら、冗長性テンプレート ペアを使用し、同じ組織また

は下部組織内でサービス プロファイルの冗長性 vHBA ペアを作成できます。

vHBA テンプレートペアの取り消し
[Primary] または [Secondary] テンプレートにピア テンプレートが設定されないように、[Peer
Redundancy Template] を変更して vHBA テンプレート ペアを取り消すことができます。vHBA テ

ンプレート ペアを取り消すと、対応する vHBA ペアも取り消されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ペアの 1 つのテンプレートを削

除すると、そのペアのもう一方

のテンプレートも削除するよう

に要求されます。このペアのも

う一方のテンプレートを削除し

ないと、そのテンプレートはピ

ア参照をリセットし、冗長性タ

イプを保持します。

（注）[Peer Redundancy Template]ドロップダウン リ

ストから [not set] を選択し、テンプレート ペ

アリングの実行に使用される [Primary]または

[Secondary]冗長性テンプレート間のペアリン

グを取り消します。また、[Redundancy Type]
で [None]を選択し、ペアリングを取り消すこ

ともできます。

ステッ

プ 1   

vHBA テンプレートへの vHBA のバインディング
サービス プロファイルと関連付けられた vHBAを vHBAテンプレートにバインドすることができ

ます。 vHBAを vHBAテンプレートにバインドした場合、Cisco UCSManagerによって、vHBAテ

ンプレートで定義された値を使って vHBA が設定されます。 既存の vHBA 設定が vHBA テンプ

レートと一致しない場合、Cisco UCS Manager によって vHBA が再設定されます。 バインドされ

た vHBA の設定は、関連付けられた vHBA テンプレートを使用してのみ変更できます。 vHBA を

含むサービス プロファイルがすでにサービス プロファイル テンプレートにバインドされている

場合、vHBA を vHBA テンプレートにバインドできません。
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再設定されているvHBAをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー

ビス プロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vHBA とバインドする サービス プロファイル が含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs] を展開します。

ステップ 5 テンプレートにバインドする vHBA をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions] 領域で、[Bind to a Template] をクリックします。

ステップ 8 [Bind to a vHBA Template] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [vHBA Template] ドロップダウン リストから、vHBA をバインドするテンプレートを選択しま

す。

b) [OK] をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスで [Yes] をクリックして、バインディングによって vHBA の再設定が生

じた場合に Cisco UCS Manager でサーバのリブートが必要になる場合があることを確認します。

vHBA テンプレートからの vHBA のバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 バインドを解除する vHBA を備えた サービス プロファイル が含まれている組織のノードを展開

します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。
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ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs] を展開します。

ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vHBA をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions] 領域で [Unbind from a Template] をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

vHBA テンプレートの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [vHBA Templates] ノードを展開します。

ステップ 4 削除する vHBA テンプレートを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ファイバチャネルアダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

• キュー

• 割り込み処理

• パフォーマンス拡張

• RSS ハッシュ

• 2 つのファブリック インターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバ チャネル アダプタ ポリシーの場合は、Cisco UCS Manager で表示される値が QLogic
SANsurfer などのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、

次の値は、SANsurfer と Cisco UCS Manager で明らかに異なる場合があります。

（注）

• ターゲットごとの最大 LUN：SANsurfer の最大 LUN は 256 であり、この数値を超える値

は表示されません。Cisco UCS Manager では、より大きな最大 LUN の値をサポートして

います。

• リンク ダウン タイムアウト：SANsurfer では、リンク ダウンのタイムアウトしきい値を

秒単位で設定します。Cisco UCS Manager では、この値をミリ秒単位で設定します。した

がって、Cisco UCS Manager で 5500 ミリ秒と設定された値は、SANsurfer では 5 秒として

表示されます。

• 最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可された最大値は512、1024、および2048
です。Cisco UCS Manager では、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Manager で 900 と設定された値は、SANsurfer では 512 として表示されます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCS には、イーサネット アダプタ ポリシーとファイバ チャネル アダプ

タ ポリシーのセットが用意されています。これらのポリシーには、サポートされている各サーバ

オペレーティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこ

れらのポリシーに影響されます。通常、ストレージ ベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を

要求します。ベンダーが提供しているサポート リストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティング システムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカル サポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトの Windows のアダプタ ポリシーを使用する代わりに）Windows OS の

イーサネット アダプタ ポリシーを作成する場合は、次の式を使用して Windows で動作する値

を計算します。

重要

完了キュー = 送信キュー + 受信キュー

割り込み回数 = (完了キュー + 2) 以上である 2 のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1 で受信キューが 8 の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2) 以上の 2 のべき乗の最小値 = 16
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ファイバチャネルアダプタポリシーの作成

この領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の展開アイコンをクリックしま

す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Fibre Channel Policies] を右クリックし、[Create Fibre Channel Adapter Policy] を選択します。

ステップ 5 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCS ドメイン内のサービ

ス プロファイルとサービス プロファイル テンプレートで

のみ使用できます。

• [Pending Global]：このポリシーの制御は Cisco UCS Central
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCiscoUCSドメイン

で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは Cisco UCS Central によって管理

されます。このポリシーを変更する場合は、必ずCiscoUCS
Central を使用して変更してください。

[Owner] フィールド

ステップ 6 （任意） [Resources] 領域で、次の値を調整します。

説明名前

割り当てる送信キュー リソースの数。

この値は変更できません。

[Transmit Queues] フィールド

各送信キュー内の記述子の数。このパラメータは、汎用サービ

スの Extended Link Services（ELS）および Common Transport
（CT）ファイバ チャネル フレームに適用されます。アダプタ

のパフォーマンスには影響しません。

64 ～ 128 の整数を入力します。デフォルトは 64 です。

[Ring Size] フィールド

割り当てる受信キュー リソースの数。

この値は変更できません。

[Receive Queues] フィールド

各受信キュー内の記述子の数。このパラメータは、汎用サービ

スの Extended Link Services（ELS）および Common Transport
（CT）ファイバ チャネル フレームに適用されます。アダプタ

のパフォーマンスには影響しません。

64 ～ 128 の整数を入力します。デフォルトは 64 です。

[Ring Size] フィールド

システムで割り当てる SCSI IO キュー リソースの数。

1 ～ 8 の整数を入力します。デフォルトは 1 です。

現時点では、Cisco UCS M81KR 仮想インターフェイ

ス カード アダプタは 1 つの SCSI I/O キューのみをサ

ポートしています。

（注）

[SCSI I/O Queues] フィールド
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説明名前

各 SCSI I/O キュー内の記述子の数。

64 ～ 512 の整数を入力します。デフォルトは 512 です。

記述子の数はアダプタのパフォーマンスに影響を与え

る可能性があるため、デフォルト値を変更しないこと

を推奨します。

（注）

[Ring Size] フィールド

ステップ 7 （任意） [Options] 領域で、次の値を調整します。

説明名前

テープ デバイスによるシーケンス レベル エラーの修復に FCP
Sequence Level Error Recovery（FC-TAPE）プロトコルを使用す

るかどうかを選択します。これにより、VIC ファームウェアの

Read Exchange Concise（REC）および Sequence Retransmission
Request（SRR）機能を有効または無効にできます。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：デフォルトです。

• [Enabled]：システムが 1 つ以上のテープ ドライブ ライブ

ラリに接続している場合は、このオプションを選択しま

す。

このパラメータは、Cisco UCS M81KR 仮想インター

フェイス カードなどの仮想インターフェイス カード

（VIC）アダプタを搭載したサーバにのみ適用されま

す。

（注）

[FCPError Recovery]フィールド

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再

試行する回数。

任意の整数を入力します。システムが無限に試行し続けるよう

に指定するには、このフィールドに「infinite」と入力します。

ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VIC アダプタを搭載したサーバ

や、 Cisco UCSM71KR-E Emulex統合型ネットワーク

アダプタ などの統合型ネットワーク アダプタを搭載

したサーバにのみ適用されます。

（注）

[Flogi Retries] フィールド
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説明名前

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000 ～ 255000 の整数を入力します。デフォルト値は 4,000 で

す。ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適

な値を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたは統合型ネット

ワーク アダプタを搭載したサーバにのみ適用されま

す。

ブート vHBA で Flogi タイムアウト値を 20 秒以上に

設定すると、アダプタが最初の Flogi に対する承認を

受信しなかった場合に SAN ブート障害が発生する可

能性があります。ブート可能なvHBAの場合、推奨さ

れるタイムアウト値は 5 秒以下です。

（注）

[Flogi Timeout] フィールド

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

0～255の整数を入力します。デフォルト値は8です。ストレー

ジアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認す

ることをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバに

のみ適用されます。

（注）

[Plogi Retries] フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000 ～ 255000 の整数を入力します。デフォルト値は 20,000 で

す。ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適

な値を確認することをお勧めします。

SAN から Windows OS をブートするために使用される HBA の

場合、このフィールドの推奨値は 4,000 ミリ秒です。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバに

のみ適用されます。

ブート vHBA で Plogi タイムアウト値を 20 秒以上に

設定すると、アダプタが最初の Plogi に対する承認を

受信しなかった場合に SAN ブート障害が発生する可

能性があります。ブート可能なvHBAの場合、推奨さ

れるタイムアウト値は 5 秒以下です。

（注）

[Plogi Timeout] フィールド

エラーが発生したと見なす前にシステムが待機するミリ秒数。

この値は変更できません。

[Error Detect Timeout] フィール

ド
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説明名前

リモート ファイバ チャネル ポートが使用不可能であることを

SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになって

いなければならないミリ秒数。このパラメータはホストマルチ

パスドライバにとって重要であり、エラー処理に使用される主

要指標の 1 つとなります。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルト値は 30,000です。

ESXを実行しているVICアダプタ搭載のサーバの場合、推奨値

は 10,000 です。

SAN から Windows OS をブートするために使用されるポートが

あるサーバの場合、このフィールドの推奨値は 5,000 ミリ秒で

す。

ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバに

のみ適用されます。

（注）

[Port Down Timeout]フィールド

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポー

トへの IO 要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～255の整数を入力します。デフォルト値は8です。ストレー

ジアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認す

ることをお勧めします。

このパラメータは、Windows を実行している VIC ア

ダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[Port Down IORetry]フィールド

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われて

いることをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオ

フラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルト値は 30,000です。

ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

このパラメータは、Windows を実行している VIC ア

ダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[LinkDownTimeout]フィールド

リソースを適切に割り当てることができないと見なす前にシス

テムが待機するミリ秒数。

この値は変更できません。

[Resource Allocation Timeout]
フィールド
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説明名前

vHBA 内で同時に保留可能なデータまたは制御 I/O 操作の最大

数。この値を超えると、保留中の I/O 操作の数が減り、追加の

操作が処理できるようになるまで、キューで I/O 操作が待機し

ます。

このパラメータは LUN キューの長さと同じではあり

ません。LUN キューの長さは、サーバにインストー

ルされているオペレーティングシステムに基づいて、

Cisco UCS Manager により管理されます。

（注）

256～ 1024の整数を入力します。デフォルトは 256です。スト

レージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確

認することをお勧めします。

[IO Throttle Count] フィールド

ファイバチャネルドライバがエクスポートまたは表示するLUN
の最大数。LUN の最大数は、通常、サーバで実行されている

OS により管理されます。

1 ～ 1024 の整数を入力します。デフォルト値は 256 です。ESX
または Linux を実行しているサーバの場合、推奨値は 1024 で

す。

オペレーティングシステムのドキュメントでこのパラメータの

最適な値を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたはネットワーク

アダプタを搭載したサーバにのみ適用されます。

（注）

[Max LUNs Per Target] フィール

ド

ドライバからオペレーティングシステムに割り込みを送信する

方法。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張された Message Signaled Interrupts
（MSI）。サーバのオペレーティングシステムがこれに対

応している場合には、このオプションを選択することをお

勧めします。

• [MSI]：MSI だけ。

• [INTx]：PCI INTx 割り込み。

このパラメータは、VICアダプタを搭載しているサー

バや、Window 以外の OS を実行しているネットワー

ク アダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

Windows OS では、このパラメータは無視されます。

（注）

[Interrupt Mode] フィールド
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ステップ 8 [OK] をクリックします。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ファイバチャネルアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Fibre Channel Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定

デフォルトの vHBA 動作ポリシー
デフォルトの vHBA動作ポリシーにより、サービス プロファイルに対する vHBAの作成方法を設

定できます。vHBAs を手動で作成するか、自動的に作成されるようにするかを選択できます。

デフォルトの vHBA 動作ポリシーを設定して、vHBA の作成方法を定義することができます。次

のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCS Manager サービス プロファイルにデフォルトの vHBA を作成しません。

すべての vHBA を明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービス プロファイルが vHBA を必要とし、何も明示的に定義されていない

場合、Cisco UCS Manager はサービス プロファイルに関連付けられたサーバにインストール

されたアダプタに基づいて必要な vHBA を作成します。

vHBA のデフォルト動作ポリシーを指定しない場合、[none] がデフォルトで使用されます。（注）
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デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 [root] ノードを展開します。

ルート組織内のデフォルトの vHBA 動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォルト

の vHBA 動作ポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vHBA Behavior] をクリックします。

ステップ 5 [General] タブの、[Properties] 領域で、[Action] フィールドにある次のオプション ボタンの内の 1
つをクリックします。

• [None]：Cisco UCS Manager サービス プロファイルにデフォルトの vHBA を作成しません。

すべての vHBA を明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービス プロファイルが vHBA を必要とし、何も明示的に定義されていない

場合、Cisco UCS Manager はサービス プロファイルに関連付けられたサーバにインストール

されたアダプタに基づいて必要な vHBA を作成します。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

SAN 接続ポリシーの設定

LAN および SAN 接続ポリシー
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LAN または SAN 間の接続およびネットワーク通信

リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、

およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別

します。

これらの接続ポリシーは、サービス プロファイルおよびサービス プロファイル テンプレート

に含まれ、複数のサーバを設定するために使用できるので、静的 ID を接続ポリシーで使用す

ることはお勧めしません。

（注）
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LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワークまたはストレージ権限のないユーザがネットワークおよびス

トレージ接続をしているサービス プロファイルおよびサービス プロファイル テンプレートを作

成および変更することが可能になります。ただし、ユーザは接続ポリシーを作成するための適切

なネットワークおよびストレージの権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークおよびストレージ構成と同じ権限を必要とします。たとえば、

接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも 1 つを有している必要があります。

• [admin]：LAN および SAN 接続ポリシーを作成できます

• [ls-server]：LAN および SAN 接続ポリシーを作成できます

• [ls-network]：LAN 接続ポリシーを作成できます

• [ls-storage]：SAN 接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute 権限を持つユーザは、そのポリシーをサービス プロファイル

またはサービス プロファイル テンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute 権限

しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービス プロファイルに LAN および SAN の接続を設定できます。

• サービス プロファイルで参照される LAN および SAN 接続ポリシー

• サービス プロファイルで作成されるローカル vNIC および vHBA

• ローカル vNIC および SAN 接続ポリシー

• ローカル vHBA および LAN 接続ポリシー

Cisco UCS では、サービス プロファイルのローカル vNIC および vHBA 設定と接続ポリシー間の

相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNIC または vHBA を組み合わ

せて使用することはできません。サービス プロファイルに LAN 接続ポリシーを含めると、既存

の vNIC 設定がすべて消去されます。SAN 接続ポリシーを含めた場合は、そのサービス プロファ

イル内の既存の vHBA 設定がすべて消去されます。
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SAN 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [SAN Connectivity Policies] を右クリックし、[Create SAN Connectivity Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create SAN Connectivity Policy] ダイアログボックスで、名前と任意の説明を入力します。

ステップ 6 [World Wide Node Name] 領域の [WWNN Assignment] ドロップダウン リストから次のいずれかを

選択します。

• デフォルトの WWN プールを使用するには、[Select (pool default used by default)] を選択しま

す。

• [ManualUsingOUI]に一覧表示されるオプションのいずれかを選択し、[WorldWideNodeName]
フィールドに WWN を入力します。

WWNNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは 50:00:00:00:00:00:00:00
～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定できます。 [here]リンクをクリックして、指定し

た WWNN が使用可能であることを確認できます。

• 指定したプールからWWNを割り当てるには、リストからWWNプール名を選択します。各

プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、括弧に

囲まれた 2 つの数字が表示されます。

ステップ 7 [vHBAs] テーブルで、[Add] をクリックします。

ステップ 8 [Create vHBAs] ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 9 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data] の順に選択します。

この領域から VSAN または SAN ピン グループを作成することもできます。

ステップ 10 [Operational Parameters] 領域で、[Stats Threshold Policy] を選択します。

ステップ 11 [Adapter Performance Profile] 領域で、[Adapter Policy] と [QoS Policy] を選択します。

この領域からファイバ チャネル アダプタ ポリシーまたは QoS ポリシーを作成することもできま

す。

ステップ 12 ポリシーに必要なすべての vHBA を作成したら、[OK] をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに含めます。
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SAN 接続ポリシー用の vHBA の作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name] > [San Connectivity Policies]を展開します。

ステップ 3 vHBA を作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 テーブル アイコン バーの [+] ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Create vHBAs] ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 7 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data] の順に選択します。

この領域から VSAN または SAN ピン グループを作成することもできます。

ステップ 8 [Operational Parameters] 領域で、[Stats Threshold Policy] を選択します。

ステップ 9 [Adapter Performance Profile] 領域で、[Adapter Policy] と [QoS Policy] を選択します。

この領域からファイバ チャネル アダプタ ポリシーまたは QoS ポリシーを作成することもできま

す。

ステップ 10 [Save Changes] をクリックします。

SAN 接続ポリシーからの vHBA の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 vHBA を削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [vHBAs] テーブルで、次の手順を実行します。

a) 削除する vHBA をクリックします。

b) アイコン バーで [Delete] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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SAN 接続ポリシー用のイニシエータグループの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 イニシエータ グループを作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[vHBA Initiator Groups] タブをクリックします。

ステップ 5 テーブル アイコン バーの [+] ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vHBA イニシエータ グループの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

グループの説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

使用する各vHBAに対応する、[Select]カラムのチェックボック

スをオンにします。

[Select vHBA Initiators]テーブル
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説明名前

この vHBA イニシエータ グループに関連付けられているスト

レージ接続ポリシー項目

• 既存のストレージ接続ポリシーを使用して、ドロップダウ

ン リストからそのポリシーを選択します。Cisco UCS
Manager GUI では、[Global Storage Connection Policy] 領域

に、ポリシーとその FCターゲット エンドポイントに関す

る情報が表示されます。

グローバルに利用できる新しいストレージ接続ポリシーを

作成し、[Create Storage Connection Policy] リンクをクリッ

クします。

• この vHBA イニシエータ グループでのみ利用できるロー

カル ストレージ接続ポリシーを作成し、[Specific Storage
Connection Policy] オプションを選択します。Cisco UCS
ManagerGUIに表示される [Specific StorageConnection Policy]
領域を使って、ローカルストレージ接続ポリシーを設定で

きます。

ドロップダウン リスト

すべてのサービス プロファイルとサービス プロファイル テン

プレートで使用可能な新しいストレージ接続ポリシーを作成す

るには、このリンクをクリックします。

[Create Storage Connection Policy]
リンク

ステップ 7 [OK] をクリックします。

SAN 接続ポリシーからのイニシエータグループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 イニシエータ グループを削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[vHBA Initiator Groups] タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルで、次の手順を実行します

a) 削除するイニシエータ グループをクリックします。
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b) アイコン バーで [Delete] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

SAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれるSAN接続ポリシーを削除する場合、すべてのvHBAをそのサー

ビス プロファイルから削除し、そのサービス プロファイルに関連付けられているサーバの SAN
データ トラフィックを中断します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [SAN Connectivity Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 27 章

ファイバチャネルゾーン分割の設定

この章は、次の項で構成されています。

• ファイバ チャネル ゾーン分割に関する情報, 431 ページ

• Cisco UCS Manager でのファイバ チャネル ゾーン分割のサポート, 432 ページ

• Cisco UCS Manager ベースのファイバ チャネル ゾーン分割に関するガイドラインおよび推奨

事項, 435 ページ

• Cisco UCS でのファイバ チャネルのゾーン分割の設定, 435 ページ

• ファイバ チャネル ゾーン分割用の VSAN の作成, 437 ページ

• ファイバ チャネル ストレージ接続ポリシーの設定, 440 ページ

ファイバチャネルゾーン分割に関する情報
ファイバ チャネル ゾーン分割によって、ファイバ チャネル ファブリックを 1 つ以上のゾーンに

区切ることができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できるファイバ チャネル イニシエータ

とファイバチャネルターゲットのセットが定義されます。ゾーン分割により、ホストとストレー

ジ デバイスまたはユーザ グループ間のアクセス制御を設定することができます。

ゾーン分割がもたらすアクセス制御とデータ トラフィック制御によって以下が可能になります。

• SAN ネットワーク セキュリティの強化

• データの損失や破損の防止

• パフォーマンス問題の軽減

ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーン メンバから構成されており、次のような特性を備えています。
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• ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできませ

ん。

• ゾーンのサイズを変更できます。

• デバイスは複数のゾーンに所属できます。

• 1 つの物理ファブリックに最大 8,000 ゾーンを収容できます。

ゾーンセットに関する情報

各ゾーン セットは、1 つまたは複数のゾーンから構成されます。ゾーン セットを使用して、ファ

イバ チャネル ファブリック内でアクセス制御を実行することができます。また、ゾーン セット

には次のような利点があります。

• アクティブにできるのは、常に 1 つのゾーン セットだけです。

• ゾーンセット内のすべてのゾーンは、ファブリック内のスイッチ全体で単一のエンティティ

としてアクティブまたは非アクティブにできます。

• 1 つのゾーンを 複数のゾーン セットのメンバにできます。

• ゾーン内の各スイッチは最大 500 のゾーン セットを持つことができます。

Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割の
サポート

Cisco UCSManagerは、スイッチベースのファイバ チャネル ゾーン分割とCisco UCSManagerベー

スのファイバ チャネル ゾーン分割をサポートしています。同じ Cisco UCS ドメイン 内ではゾー

ン分割タイプを組み合わせて設定できません。次のゾーン分割タイプのいずれかを使って Cisco
UCS ドメイン を設定できます。

• Cisco UCS Manager ベースのファイバ チャネル ゾーン分割：この設定は、直接接続ストレー

ジとローカル ゾーン分割の組み合わせです。ファイバ チャネルまたはFCoEのストレージは

ファブリック インターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco UCSローカル ゾーン

分割を使用して Cisco UCS Manager で実行されます。既存のファイバ チャネルまたは FCoE
のアップリンク接続を無効にする必要があります。現時点では、Cisco UCS は、UCS ローカ

ルゾーン分割機能の利用において、アクティブなファイバチャネル/FCoEアップリンク接続

をサポートしていません。

• スイッチベースのファイバ チャネル ゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとアッ

プリンク ゾーン分割の組み合わせです。ファイバ チャネルまたはFCoEのストレージはファ

ブリック インターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、MDS または Nexus 5000 スイッ

チを介して Cisco UCS ドメイン の外部から実行されます。この設定では、Cisco UCS ドメイ

ンでのローカル ゾーン分割はサポートされません。
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ゾーン分割は VSAN 単位で設定されます。ファブリック レベルでゾーン分割を有効にするこ

とはできません。

（注）

Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割
Cisco UCS Manager ベースのゾーン分割の場合、Cisco UCS Manager は、このタイプのゾーン分割

で設定されたすべての VSAN のゾーンの作成やアクティブ化など、Cisco UCS ドメインのファイ

バチャネルゾーン分割の設定を制御します。このタイプのゾーン分割は、ローカルゾーン分割、

または直接接続ストレージとローカル ゾーン分割の組み合わせとも呼ばれます。

VSAN がアップストリーム スイッチの VSAN と通信するよう設定され、ファイバ チャネル

ポートまたはFCoEアップリンク ポートを含んでいる場合は、CiscoUCSManagerベースのゾー

ン分割を実行できません。

（注）

サポートされているファイバチャネルゾーン分割モード

Cisco UCS Manager ベースのゾーン分割は、次のタイプのゾーン分割をサポートしています。

• 単一のイニシエータと単一のターゲット：Cisco UCS Manager は、vHBA とストレージ ポー

トの組み合わせごとに 1 つのゾーンを自動作成します。各ゾーンには 2 つのメンバが含まれ

ます。ゾーンの数がサポートされる最大数を超える見込みがない場合は、このタイプのゾー

ン分割を設定することをお勧めします。

• 単一のイニシエータと複数のターゲット：Cisco UCSManagerは、vHBAごとに 1つゾーンを

自動作成します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想

される場合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

vHBA イニシエータグループ
vHBA イニシエータ グループによって、サービス プロファイル内のすべての vHBA のファイバ

チャネル ゾーン分割設定を決定します。Cisco UCS Manager にはデフォルトの vHBA イニシエー

タ グループが含まれていません。ゾーン内のサーバに割り当てるサービス プロファイルで vHBA
イニシエータ グループを作成する必要があります。

vHBA イニシエータ グループでの設定により、以下が決定されます。

• イニシエータ グループに含める vHBA（vHBA イニシエータとも呼ばれる）。

• ファイバ チャネル ストレージ接続ポリシー。これには、関連する VSAN およびストレージ

アレイ上のファイバ チャネル ターゲット ポートが含まれます。

• グループに含める vHBA に対して設定するファイバ チャネル ゾーン分割のタイプ。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバ チャネル ストレージ接続ポリシーには、Cisco UCS Manager ベースのファイバ チャネル

ゾーン分割の設定に使用される、ストレージ アレイ上の一連のターゲット ストレージ ポートが

含まれています。このポリシーは、組織またはイニシエータ グループの下に作成できます。

これらのゾーン内のストレージアレイは、ファブリックインターコネクトに直接接続している必

要があります。ファイバチャネルストレージ接続ポリシーに組み込むこれらのアレイのターゲッ

ト ストレージ ポートには、ファイバ チャネル ストレージ ポートまたは FCoE ストレージ ポート

を使用できます。ポートの WWN を使用して、ポートをポリシーに追加し、ファイバ チャネル

ゾーンのポートを識別します。

Cisco UCS Manager はデフォルトのファイバ チャネル ストレージを作成しません。（注）

ファイバチャネルアクティブゾーンセット設定

ファイバ チャネル ゾーン分割が有効になっている各 VSAN では、Cisco UCS Manager は自動的に

1 つのゾーン セットと複数のゾーンを設定します。ゾーン メンバーシップは、相互通信が許可さ

れたイニシエータとターゲットのセットを指定します。CiscoUCSManagerは自動的にそのゾーン

セットをアクティブにします。

Cisco UCS Manager は、ユーザ設定の vHBA イニシエータ グループとそれらの関連したファイバ

チャネル ストレージ接続ポリシーを処理し、ファイバ チャネル イニシエータとターゲット間の

必要な接続を決定します。CiscoUCSManagerは、次の情報を使用し、イニシエータとターゲット

間のペアワイズ ゾーン メンバーシップを構築します。

• vHBA イニシエータのポート WWN は、vHBA イニシエータ グループから作成されます。

• ストレージ アレイのポート WWN は、ストレージ接続ポリシーから作成されます。

スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割

スイッチベースのゾーン分割の場合、Cisco UCS ドメイン はアップストリーム スイッチからゾー

ン分割設定を継承します。CiscoUCSManagerでは、ゾーン分割の設定に関する情報を設定したり

表示したりできません。VSANに対してスイッチベースのゾーン分割を適用するには、CiscoUCS
Manager でその VSAN のゾーン分割を無効にする必要があります。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
434

ファイバチャネルゾーン分割の設定

スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割



Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分
割に関するガイドラインおよび推奨事項

ファイバチャネルゾーン分割の設定を計画する際は、次のガイドラインおよび推奨事項を考慮し

てください。

ファイバチャネルスイッチングモードは Cisco UCS Manager設定用のスイッチモードでなければ
ならない

Cisco UCS Manager にファイバ チャネル ゾーン分割を処理させる場合は、ファブリック インター

コネクトがファイバ チャネル スイッチ モードである必要があります。エンドホスト モードでは

ファイバ チャネル ゾーン分割を設定できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCS ドメインが 2 つのファブリック インターコネクトによるハイ アベイラビリティ構成で

ある場合は、両方のファブリック インターコネクトに同一のVSANセットを設定することを推奨

します。

Cisco UCSでのファイバチャネルのゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCS Manager により制御されるファイバ チャネル ゾーン分割に対し Cisco
UCSドメインを設定するのに必要な手順の概要を示します。次のすべてのステップを完了する

必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、Cisco UCS ド

メイン内のファブリックインターコネク

ステップ 1   

トの接続を、外付けファイバ チャネル

スイッチ（MDS など）から切り離して

ください。

この機能は現在、CiscoUCSManagerGUIで
は使用できません。このステップは、Cisco

Cisco UCS ドメインにまだ外部ファイバ

チャネル スイッチによって管理された

ステップ 2   

UCS Manager CLI で実行する必要がありま

す。

ゾーンが含まれる場合は、これらのゾー

ンを削除するために、影響を受けたすべ

てのVSANで clear-unmanaged-fc-zone-all
コマンドを実行します。
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目的コマンドまたはアクション

エンドホストモードではファイバチャネル

ゾーン分割を設定できません。

ファイバ チャネル スイッチ モードの両

方のファブリック インターコネクトで

ステップ 3   

ファイバ チャネル スイッチング モード

を設定します。
ファイバ チャネル スイッチング モードの

設定, （87 ページ）を参照してください。

ポートおよびポート チャネルの設定, （91
ページ）を参照してください。

ファイバ チャネル ゾーンのトラフィッ

ク転送に必要なファイバ チャネルと

FCoE ストレージ ポートを設定します。

ステップ 4   

クラスタ設定では、SAN アップリンク マ

ネージャのファイバチャネルゾーンに含め

1 つ以上の VSAN を作成し、ファイバ

チャネルゾーンのトラフィック転送に必

ステップ 5   

る予定のVSANを作成し、共通/グローバル要なすべての VSAN で、ファイバ チャ

ネルのゾーン分割を有効にします。 コンフィギュレーションを使用して、両方

のファブリック インターコネクトにアクセ

スできるようにすることを推奨します。

ファイバ チャネル ゾーン分割用の VSAN
の作成, （437 ページ）を参照してくださ

い。

必要に応じて、この手順を実行してサービ

ス プロファイルにファイバ チャネル ゾー

ン分割を設定することができます。

1つ以上のファイバチャネルストレージ

接続ポリシーを作成します。

ステップ 6   

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

の作成, （440 ページ）を参照してくださ

い。

この設定を完了するには、次の手順を完了

します。

ファイバ チャネル ゾーン経由で通信す

る必要があるサーバに対してサービスプ

ステップ 7   

ロファイルまたはサービスプロファイル • VHBAに割り当てられたVSAN（複数

の場合あり）のゾーン分割を有効にし

ます。

テンプレートにゾーン分割を設定しま

す。

• 1つ以上の vHBAイニシエータ グルー

プを設定します。

サービス プロファイルの設定, （669 ペー

ジ）を参照してください。
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ファイバチャネルゾーン分割用の VSAN の作成

SAN クラウドの FCoE VLAN と LAN クラウドの VLAN の ID が同じであってはなりません。

VSAN 内の FCoE VLAN と VLAN で同じ ID を使用すると、その FCoE VLAN を使用している

すべての vNICとアップリンク ポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。

FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネット トラフィックがド

ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインの [SAN Uplinks] タブの [SAN Uplinks Manager] リンクをクリックします。

別のウィンドウに [SAN Uplinks Manager] が開きます。

ステップ 4 [SAN Uplinks Manager] で [VSAN] タブをクリックします。

VSAN は、どのサブタブでも作成できます。ただし、[All] サブタブを使用すれば、設定済みのす

べての VSAN をテーブルに表示できます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VSAN] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name] フィールド
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説明名前

CiscoUCSManagerがCiscoUCSドメインに対してファイバ チャ

ネルゾーン分割を設定するかどうかを決定するためのオプショ

ン ボタンをクリックします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：アップストリーム スイッチがファイバ チャネ

ルゾーン分割を処理します。またはファイバチャネルゾー

ン分割は、Cisco UCS ドメインに対して実行されません。

Cisco UCSManagerはファイバ チャネル ゾーン分割を設定

しません。

• [Enabled]：Cisco UCS Manager は Cisco UCS ドメインに対

してファイバチャネルゾーン分割を設定し、制御します。

CiscoUCSManagerを介してファイバ チャネル ゾーン

分割をイネーブルにする場合は、ファイバ チャネル

ゾーン分割に使用されているVSANでアップストリー

ム スイッチを設定しないでください。

（注）

[FC Zoning] フィールド

オプション ボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定し

ます。次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSAN は、すべての使用可能なファブ

リック内で同じ VSAN ID にマッピングされます。

• [Fabric A]：VSAN は、ファブリック A にだけ存在する

VSAN ID にマッピングされます。

• [Fabric B]：VSAN は、ファブリック B にだけ存在する

VSAN ID にマッピングされます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：VSANは、使用可能な

ファブリックごとに異なる VSAN ID にマッピングされま

す。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerGUI
に、各ファブリックの [VSAN ID] フィールドと [FCoE
VLAN] フィールドが表示されます。

[Type] オプション ボタン

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設定できます。4079
は予約済みVSAN IDです。また、FCエンドホスト モードを使

用する場合は、3840 ～ 4079 も予約済みの VSAN ID 範囲です。

[VSAN ID] フィールド
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説明名前

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた固

有識別情報。

VLAN 4048 はユーザが設定可能です。 ただし、Cisco UCS
Manager では、VLAN 4048 が次のデフォルト値に使用されま

す。 4048 を VLAN に割り当てる場合は、これらの値を再設定

する必要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEスト

レージポートのネイティブVLANは、デフォルトでVLAN
4048を使用します。 デフォルトFCoEVSANが、アップグ

レード前にVLAN 1を使用するように設定されていた場合

は、使用または予約されていない VLAN ID に変更する必

要があります。 たとえば、デフォルトを 4049 に変更する

ことを検討します（その VLAN ID が使用されていない場

合）。

• Cisco UCS リリース 2.0 の新規インストール後：デフォル

ト VSAN 用の FCoE VLAN は、デフォルトで VLAN 4048
を使用します。FCoEストレージ ポート ネイティブVLAN
は VLAN 4049 を使用します。

Cisco UCS CNA M72KR-Q や Cisco UCS CNA M72KR-E などの

FIP 対応統合型ネットワーク アダプタの場合は、FCoE VLAN
ID のネイティブ VLAN ではないネームド VLAN を使ってネー

ムドVSANを設定する必要があります。この設定により、FCoE
トラフィックが確実にこれらのアダプタを通過できるようにな

ります。

[FCoE VLAN] フィールド

ステップ 7 [OK] をクリックします。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの設定

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Storage Connection Policies] ノードを右クリックし、[Create Storage Connection Policy] を選択しま

す。

ステップ 5 [Create Storage Connection Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドを入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき

ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき

ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタ

イミングに関する情報を含めることをお勧めし

ます。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文

字またはスペースを使用できます。`（アクセン

ト記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二

重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できま

せん。

[Description] フィールド

ステップ 6 [Zoning Type] フィールドで、次のオプション ボタンのいずれかをクリックします。

• [None]：Cisco UCS Manager はファイバ チャネル ゾーン分割を設定しません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCS Manager は、vHBA とストレージ ポートの組み合わ

せごとに 1 つのゾーンを自動作成します。各ゾーンには 2 つのメンバが含まれます。ゾーン
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の数がサポートされる最大数を超える見込みがない場合は、このタイプのゾーン分割を設定

することをお勧めします。

• [Single Initiator Multiple Targets]：Cisco UCS Manager は、vHBA ごとに 1 つゾーンを自動作成

します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想される場

合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

ステップ 7 [FC Target Endpoints]テーブル で、テーブルの右側にあるアイコン バーで [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 8 [Create FC Target Endpoint] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力し、[OK] をクリッ

クします。

説明名前

ファイバ チャネルまたは FCoEストレージ アレイ上の物理ター

ゲット ポートに割り当てられたWWPN（WWN）です。サーバ

は、このWWPN（WWN）を使用して、ストレージ アレイに設

定された LUN にアクセスします。

[WWPN] フィールド

ターゲットエンドポイントの説明。ターゲットエンドポイント

が接続するポート、LUN、またはストレージアレイに関する情

報を含めることを推奨します。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

ターゲットエンドポイントとの通信に使用するファブリックイ

ンターコネクト。

[Path] フィールド

ターゲット エンドポイントとの通信に使用する VSAN。[Select VSAN] ドロップダウン

リスト

VSAN を作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN] リンク

ポリシーの対象となるすべてのターゲット エンドポイントを作成するまでこの手順を繰り返し行

います。

ステップ 9 ポリシーの対象となるすべてのターゲット エンドポイントを作成したら、[OK] をクリックしま

す。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Storage Connection Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 28 章

サーバ関連プールの設定

この章は、次の項で構成されています。

• サーバ プールの設定, 443 ページ

• UUID 接尾辞プールの設定, 446 ページ

• IP プールの設定, 448 ページ

サーバプールの設定

サーバプール

サーバ プールは複数のサーバで構成されています。これらのサーバは通常、同じ特性を持ってい

ます。これらの特性は、シャーシ内の位置であったり、サーバタイプ、メモリ容量、ローカルス

トレージ、CPU のタイプ、ローカル ドライブ設定などの属性だったりします。サーバを手動で

サーバ プールに割り当てることも、サーバ プール ポリシーとサーバ プール ポリシー資格情報を

使用して割り当てを自動化することもできます。

システムが組織を通じて、マルチテナント機能を実装している場合、特定の組織で使用されるサー

バ プールを 1つ以上、指定できます。たとえば、CPUを 2個搭載したサーバをすべて含むプール

をマーケティング組織に割り当て、メモリのサイズが 64GB のサーバをすべて、財務組織に割り

当てることができます。

サーバ プールには、システム内のどのシャーシにあるサーバでも入れることができます。1 つの

サーバは複数のサーバ プールに属することができます。
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サーバプールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pools] ノードを右クリックし、[Create Server Pool] を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool] ウィザードの [Set Name and Description] ページで、次のフィールドに値を入力

します。

説明名前

サーバ プールの名前。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name] フィールド

サーバ プールのユーザ定義による説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

ステップ 6 [Next] をクリックします。

ステップ 7 [Create Server Pool] ウィザードの [Add Servers] ページで、次の手順を実行します。

a) [Available Servers] テーブルで、1 つ以上のサーバを選択します。

b) [>>] ボタンをクリックして、サーバ プールにサーバを追加します。

c) 適切なサーバをすべてプールに追加したら、[Finish] をクリックします。
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サーバプールの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Server Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバプールへのサーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 1つまたは複数のサーバを追加するプールを右クリックして、[Add Servers to Server Pool]を選択し

ます。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Servers] テーブル で、サーバ プールに追加するサーバを選択します。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [>>] ボタン をクリックして、それらのサーバを [Pooled Servers] テーブル に移動し、サーバ

プールに追加します。

c) [OK] をクリックします。
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サーバプールからのサーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 1つまたは複数のサーバを削除するプールを右クリックし、[Add Servers to Server Pool]を選択しま

す。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Pooled Servers] テーブルで、サーバ プールから削除するサーバを選択します。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [<<] ボタンをクリックして、選択したサーバを [Servers] テーブルに移動し、サーバ プールか

ら削除します。

c) [OK] をクリックします。

UUID 接尾辞プールの設定

UUID 接尾辞プール
UUID接尾辞プールは、サーバへの割り当てに使用できる SMBIOSUUIDの集まりです。UUIDの

接頭辞を構成する先頭の桁の数字は固定です。残りの桁で構成される UUID 接尾辞は変数です。

UUID 接尾辞プールは、競合を避けるため、その特定のプールを使用するサービス プロファイル

に関連付けられたサーバごとに、これらの変数値が固有であることを保証します。

サービス プロファイルでUUID接尾辞プールを使用する場合は、サービス プロファイルに関連付

けられたサーバの UUID を手動で設定する必要はありません。

UUID 接尾辞プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。
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ステップ 4 [UUID Suffix Pools] を右クリックし、[Create UUID Suffix Pool] を選択します。

ステップ 5 [Create UUID Suffix Pool] ウィザードの [Define Name and Description] ページで、次のフィールドに

値を入力します。

説明名前

UUID プールの名前。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name] フィールド

プールのユーザ定義による説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

次のいずれかになります。

• [Derived]：システムによって接尾辞が作成されます。

• [other]：任意の接尾辞を指定します。このオプションを選

択すると、任意の接尾辞を XXXXXXXX-XXXX-XXXX の形式

で入力できるテキスト フィールドが Cisco UCS Manager
GUI に表示されます。

[Prefix] フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Manager はプールからランダム ID を

選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Manager はプールから最も小さい

使用可能 ID を選択します。

[Assignment Order] フィールド

ステップ 6 [Next] をクリックします。

ステップ 7 [Create UUID Suffix Pool] ウィザードの [Add UUID Blocks] ページで、[Add] をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of UUID Suffixes] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の UUID。[From] フィールド

ブロック内の UUID の数。[Size] フィールド
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ステップ 9 [OK] をクリックします。

ステップ 10 [Finish] をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

UUID接尾辞プールをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

UUID 接尾辞プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、 でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら

れたアドレスを再割り当てしません。 削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残ります。

• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [UUID Suffix Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

IP プールの設定

IP プール
IP プールは、用途が初期設定されていない IP アドレスの集合です。Cisco UCSManager で IPv4 ま

たは IPv6 アドレス プールを作成して以下を行うことができます。

•
• サービス プロファイルが関連付けられているサーバのデフォルトの管理 IP プール ext-mgmt

の置き換え。CiscoUCSManagerは、サーバ上のCisco IntegratedManagementController（CIMC）

で終端する外部アクセス用に、IP プールの各 IP アドレス ブロックを予約します。サービス
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プロファイルが関連付けられていない場合は、CIMC 用の ext-mgmt IP プールを使用して IP
アドレスを取得する必要があります。

• CIMC 用の管理インバンドまたはアウトオブバンド IP アドレスの置き換え。

Cisco UCS Manager では iSCSI ブート IPv6 プールを作成できません。（注）

Cisco UCS Manager で IPv4 アドレス プールを作成して以下を行うことができます。

• デフォルトの iSCSI ブート IP プール iscsi-initiator-pool の置き換え。Cisco UCS Manager は、

指定された IP プールの各 IP アドレス ブロックを予約します。

• 管理 IP アドレスと iSCSI ブート IP アドレス両方の置き換え。

サーバまたはサービス プロファイルのスタティック IP アドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、IP プールに含まれていてはなりません。

（注）

IP プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [IP Pools] を右クリックし、[Create IP Pool] を選択します。

ステップ 4 [Create IP Pool] ウィザードの [Define Name and Description] ページで、次のフィールドに入力しま

す。

説明名前

IP アドレス プールの名前。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name] フィールド
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説明名前

ユーザ定義による IP アドレス プールの説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Manager はプールからランダム ID を

選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Manager はプールから最も小さい

使用可能 ID を選択します。

[Assignment Order] フィールド

ステップ 5 [Next] をクリックします。

ステップ 6 [Create IP Pool] ウィザードの [Add IPv4 Blocks] ページで、[Add] をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of IPv4 Addresses] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPv4 アドレス。[From] フィールド

プール内の IP アドレスの数。[Size] フィールド

ブロック内の IPv4 アドレスと関連付けられたサブネット マス

ク。

[Subnet Mask] フィールド

ブロック内の IPv4 アドレスと関連付けられたデフォルト ゲー

トウェイ。

[Default Gateway] フィールド

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプライ

マリ DNS サーバ。

[Primary DNS] フィールド

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカン

ダリ DNS サーバ。

[Secondary DNS] フィールド

ステップ 8

ステップ 9 [Next] をクリックします。

ステップ 10 [Create IP Pool] ウィザードの [Add IPv6 Blocks] ページで、[Add] をクリックします。

ステップ 11 [Create a Block of IPv6 Addresses] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

ブロック内の最初の IPv6 アドレス。[From] フィールド

ブロック内の最後の IPv6 アドレス。[Size] フィールド

ブロック内の IPv6 アドレスと関連付けられた

デフォルト ゲートウェイ。

[Default Gateway] フィールド

ブロック内の IPv6 アドレスと関連付けられた

ネットワーク アドレス プレフィクス。

Prefix

IPv6アドレスのこのブロックがアクセスする必

要のあるプライマリ DNS サーバ。

[Primary DNS] フィールド

IPv6アドレスのこのブロックがアクセスする必

要のあるセカンダリ DNS サーバ。

[Secondary DNS] フィールド

ステップ 12 [OK] をクリックします。

ステップ 13 [Finish] をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

IP プールをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

IP プールへのブロックの追加
IP プールに IPv4 または IPv6 のアドレスのブロックを追加できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [IP Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 目的の IP プールを右クリックし、次のうちの 1 つを選択します。

• Create Block of IPv4 Addresses

• Create Block of IPv6 Addresses

ステップ 5 適切なダイアログ ボックスのフィールドに入力します。

a) [Create a Block of IPv4 Addresses] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4 アドレスの範囲。[Name] カラム

ブロック内の最初の IPv4 アドレス。[From] カラム

ブロック内の最後の IPv4 アドレス。[To] カラム

ブロック内の IPv4 アドレスと関連付けられたサブネット マ

スク。

[Subnet] カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー

トウェイ。

[Default Gateway] カラム

IPv4 アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプラ

イマリ DNS サーバ。

[Primary DNS] カラム

IPv4 アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカ

ンダリ DNS サーバ。

[Secondary DNS] カラム

b) [Create a Block of IPv6 Addresses] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv6 アドレスの範囲。[Name] カラム

ブロック内の最初の IPv6 アドレス。[From] カラム

ブロック内の最後の IPv6 アドレス。[To] カラム

ブロック内の IPv6 アドレスと関連付けられたネットワーク

アドレス プレフィクス。

[Prefix] カラム

ブロック内の IPv6アドレスと関連付けられたデフォルトゲー

トウェイ。

[Default Gateway] カラム

IPv6 アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプラ

イマリ DNS サーバ。

[Primary DNS] カラム

IPv6 アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカ

ンダリ DNS サーバ。

[Secondary DNS] カラム

ステップ 6 [OK] をクリックします。
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IP プールからのブロックの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Pools] > [Root] を展開します。

ステップ 3 [IP Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 IP アドレスのブロックを削除するプールを展開します。

ステップ 5 削除する IP アドレス ブロックを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

IP プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、 でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら

れたアドレスを再割り当てしません。 削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残ります。

• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [IP Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 削除する IP プールを右クリックし、[Delete] を選択します。

デフォルト プールである [ext-mgmt] および [iscsi-initiator-pool] は削除できませ

ん。

（注）

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 29 章

管理 IP アドレスの設定

この章は、次の項で構成されています。

• 管理 IP アドレス, 455 ページ

• ブレード サーバの管理 IP アドレスの設定, 456 ページ

• ラック サーバの管理 IP アドレスの設定, 461 ページ

• サービス プロファイルの管理 IP アドレスの設定, 466 ページ

• サービス プロファイル テンプレートの管理 IP アドレスの設定, 470 ページ

• 管理 IP プールの設定, 471 ページ

管理 IP アドレス
Cisco UCSドメインの各サーバには 1つ以上の管理 IPアドレスが必要です。これらの IPアドレス

は、Cisco IntegratedManagementController（CIMC）や、サーバに関連付けられたサービス プロファ

イルに割り当てられます。Cisco UCS Manager は、これらの IP アドレスを CIMC で終端する外部

アクセス用に使用します。この外部アクセスは、次のいずれかのサービスを経由することが可能

です。

• KVM コンソール

• Serial over LAN

• IPMI ツール

サーバのCIMCにアクセスするための管理 IPアドレスとして、アウトオブバンド（OOB）アドレ

ス（このアドレスから管理ポート経由で、トラフィックがファブリック インターコネクトを通

過）、またはインバンドアドレス（このアドレスからファブリックアップリンクポート経由で、

トラフィックがファブリック インターコネクトを通過）を使用できます。サーバの CIMCにアク

セスする最大 6 つの IP アドレスを設定できます（2 つはアウトオブバンド（OOB）アドレス、他

の 4 つはインバンド アドレス）。
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以下の管理 IP アドレスを設定できます。

• サーバに直接割り当てられるスタティック OOB IPv4 アドレス

• グローバル ext-mgmt プールからサーバに割り当てられる OOB IPv4 アドレス

• サーバに関連付けられたサービス プロファイルから取得するインバンド IPv4 アドレス

• 管理 IP プールから取り込まれ、サービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプ

レートに割り当てられるインバンド IPv4 アドレス

• サーバに直接割り当てられるスタティック インバンド IPv6 アドレス

• サーバに関連付けられたサービス プロファイルから取得するインバンド IPv6 アドレス

サーバの各CIMCおよびサーバに関連付けられたサービス プロファイルに、複数の管理 IPアドレ

スを割り当てることができます。その場合は、それぞれ異なる IPアドレスを使用する必要があり

ます。

サービス プロファイルに関連付けられた管理 IP アドレスはそのサービス プロファイルとともに

移動します。別のサーバにサービス プロファイルを移行するときに KVM または SoL セッション

がアクティブな場合、CiscoUCSManagerはセッションを終了させ、移行完了後もそのセッション

を再開しません。管理 IPアドレスは、サービスプロファイルを作成または変更するときに設定し

ます。

Cisco UCS ドメイン内のサーバまたはサービス プロファイルにすでにスタティック IP アドレ

スが割り当てられている場合、サーバまたはサービス プロファイルにそのスタティック IP ア

ドレスを割り当てることはできません。そのような設定を試みると、Cisco UCS Manager は IP
アドレスがすでに使用中であることを警告し、設定を拒否します。

（注）

ARP 要求は、インバンド IP アドレスが設定された各サーバからゲートウェイ IP アドレスに毎秒

送信されます。これは、現在のファブリックインターコネクトを使用したインバンドトラフィッ

ク用の接続が動作しているかを確認し、動作していない場合は他のファブリック インターコネク

トに対してフェールオーバーを開始するためです。インバンド用に選択されたパスとフェールオー

バー処理は、サーバのデータ トラフィックから完全に独立しています。

ブレードサーバの管理 IP アドレスの設定

ブレードサーバでスタティック IP アドレスを使用するための設定
このアクションがグレー表示されている場合、サーバにはすでにスタティック IPアドレスが割り

当てられています。

サーバ 1 台あたり合計 3 つのスタティック管理アドレスを設定できます。

• アウトバンド IPv4

• インバンド IPv4
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• インバンド IPv6

3 つをすべて設定する必要はありません。（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 IP アドレスを設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC] サブタブをクリックします。

[Actions] 領域では、管理 IP アドレスに関して 2 つの選択肢があります。

• [Modify Outband Static Management IP]

• [Change Inband Management IP]

ステップ 6 アウトバンド スタティック管理 IP アドレスを変更するには、[Actions] 領域で [Modify Outband
Static Management IP] をクリックします。

ステップ 7 [Modify Outband Static Management IP] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

サーバに割り当てられるスタティック IPv4 ア

ドレス。

IP Address

IP アドレスのサブネット マスク。Subnet Mask

IP アドレスで使用するデフォルト ゲートウェ

イ。

デフォルト ゲートウェイ

ステップ 8 [OK] をクリックします。

ステップ 9 インバンド管理 IP アドレスを変更するには、[Change Inband Management IP] をクリックします。

[Change Management IP Address] ダイアログ ボックスには、2 つのタブがあります。

• [Inband IPv4]

• [Inband IPv6]

a) スタティック インバンド管理 IPv4アドレスを変更するには、[In-Band IPv4]サブタブをクリッ

クします。

b) [Change Management IP Address] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明フィールド

[Static] をクリックします。[Management IPAddress Policy]ドロップダウン

サーバに割り当てられるスタティック IPv4ア

ドレス。

IP Address

IP アドレスのサブネット マスク。Subnet Mask

IPアドレスで使用するデフォルトゲートウェ

イ。

デフォルト ゲートウェイ

c) [OK] をクリックします。

d) スタティック インバンド管理 IPv6アドレスを変更するには、[In-Band IPv6]サブタブをクリッ

クします。

e) [Change Management IP Address] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

[Static] をクリックします。[Management IPAddress Policy]ドロップダウン

サーバに割り当てられるスタティック IPv6ア

ドレス。

IP Address

IPアドレスのネットワークプレフィックス。Prefix

IPアドレスで使用するデフォルトゲートウェ

イ。

デフォルト ゲートウェイ

ステップ 10 [OK] をクリックします。

ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ブレードサーバで管理 IP プールを使用する設定
この手順のなかのどれかのアクションがグレー表示されている場合、設定がすでに完了している

ことを示します。

サーバ 1 台あたりに合計 3 つの管理 IP プールを設定できます。

• アウトバンド IPv4

• インバンド IPv4
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• インバンド IPv6

3 つをすべて設定する必要はありません。（注）

はじめる前に

管理 IP プールを使用するサーバを設定する前に、管理 IP プールを設定します。インバウンド管

理および vLAN グループの詳細については、インバンド管理サポート, （29 ページ）を参照して

ください。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 管理 IP プールを使用するように設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC] サブタブをクリックします。

• アウトバンド IP プール管理 IP アドレス ポリシーを設定するには、ステップ 6 に進みます。

• インバンド IPv4、IPv6 管理 IP アドレス ポリシーを設定するには、ステップ 8 に進みます。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Use Outband Pooled Management IP] をクリックします。

ステップ 7 [Use Outband Pooled Management IP] の確認ダイアログ ボックスで [Yes] をクリックし、[OK] をク

リックします。

これで管理 IP アドレス ポリシーが、アウトバンド管理 IP プールの OOB IP アドレスを使用する

ように設定されます。

ステップ 8 [Actions] 領域で、[Change Inband Management IP] をクリックします。

ステップ 9 [Change Management IP] ダイアログ ボックスには、2 つのタブがあります。

• [Inband IPv4]

• [Inband IPv6]

a) インバンド IPv4 管理 IP プールを変更するには、[Inband IPv4] タブをクリックし、次のフィー

ルドに入力します。

説明フィールド

関連付けられているVLANグループから選択

された VLAN。VLAN グループの設定方法に

ついては、「Configure a VLAN and VLAN
Group」を参照してください。

[Network] ドロップダウン リスト
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説明フィールド

サーバに割り当てる管理 IPプール。使用可能

なプールが 2 種類あります。

• Domain Pools

• Global Pools

[Domain Pools] のエントリ、または [Global
Pools] のエントリから使用可能なプールを 1
つ選択します。

[Management IPAddress Policy]ドロップダウン

リスト

b) インバンド IPv6 管理 IP プールを変更するには、[Inband IPv6] タブをクリックし、次のフィー

ルドに入力します。

説明フィールド

関連付けられているVLANグループから選択

された VLAN。VLAN グループの設定方法に

ついては、「Configure a VLAN and VLAN
Group」を参照してください。

[Network] ドロップダウン リスト

サーバに割り当てる管理 IPプール。使用可能

なプールが 2 種類あります。

• Domain Pools

• Global Pools

[Domain Pools] のエントリ、または [Global
Pools] のエントリから使用可能なプールを 1
つ選択します。

[Management IPAddress Policy]ドロップダウン

リスト

ステップ 10 [OK] をクリックします。

ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ブレードサーバからのインバンド設定の削除

この手順では、ブレード サーバからインバンド管理 IP アドレスの設定を削除します。このアク

ションがグレー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Name] の順に展

開します。

ステップ 3 [Work] 領域の [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Delete Inband Configuration] をクリックします。

ステップ 6 [Delete] の確認ダイアログボックスで [Yes] をクリックします。

サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Manager でインバンド サービス プロファイルがデフォルト VLAN とプール

名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約 1分後、サーバCIMCが

自動的にインバンド プロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ラックサーバの管理 IP アドレスの設定

ラックサーバでスタティック IP アドレスを使用するための設定
このアクションがグレー表示されている場合、サーバにはすでにスタティック IPアドレスが割り

当てられています。

サーバ 1 台あたり合計 3 つのスタティック管理アドレスを設定できます。

• アウトバンド IPv4

• インバンド IPv4

• インバンド IPv6

3 つをすべて設定する必要はありません。（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 IP アドレスを設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC] サブタブをクリックします。

[Actions] 領域では、管理 IP アドレスに関して 2 つの選択肢があります。

• [Modify Outband Static Management IP]

• [Change Inband Management IP]

ステップ 6 アウトバンドのスタティック管理 IPアドレスを変更するには、[Actions]領域で、[Modify Outband
Static Management IP] をクリックします。

ステップ 7 [Modify Outband Static Management IP] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

サーバに割り当てられるスタティック IPv4 ア

ドレス。

IP Address

IP アドレスのサブネット マスク。Subnet Mask

IP アドレスで使用するデフォルト ゲートウェ

イ。

デフォルト ゲートウェイ

ステップ 8 [OK] をクリックします。

ステップ 9 インバンド管理 IP アドレスを変更するには、[Change Inband Management IP] をクリックします。

[Change Management IP Address] ダイアログ ボックスには、2 つのタブがあります。

• [Inband IPv4]

• [Inband IPv6]

ステップ 10 スタティック インバンド IPv4 管理アドレスを変更するには、[Inband IPv4] タブをクリックしま

す。

ステップ 11 [Change Management IP Address] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

[Static] をクリックします。[Management IP Address Policy] ドロップダウン

サーバに割り当てられるスタティック IPv4 ア

ドレス。

IP Address
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説明フィールド

IP アドレスのサブネット マスク。Subnet Mask

IP アドレスで使用するデフォルト ゲートウェ

イ。

デフォルト ゲートウェイ

ステップ 12 [OK] をクリックします。

ステップ 13 スタティック インバンド IPv6 管理アドレスを変更するには、[Inband IPv6] タブをクリックしま

す。

ステップ 14 [Change Management IP Address] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

[Static] をクリックします。[Management IP Address Policy] ドロップダウン

サーバに割り当てられるスタティック IPv6 ア

ドレス。

IP Address

IP アドレスのプレフィックス。Prefix

IP アドレスで使用するデフォルト ゲートウェ

イ。

デフォルト ゲートウェイ

ステップ 15 [OK] をクリックします。

ステップ 16 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ラックサーバで管理 IP プールを使用する設定
この手順のなかのどれかのアクションがグレー表示されている場合、設定がすでに完了している

ことを示します。

サーバ 1 台あたりに合計 3 つの管理 IP プールを設定できます。

• アウトバンド IPv4

• インバンド IPv4

• インバンド IPv6
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3 つをすべて設定する必要はありません。（注）

はじめる前に

サーバで管理 IP プールを使用するように設定する前に、管理 IP プールを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 管理 IP プールを使用するように設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC] サブタブをクリックします。

• アウトバンド IP プール管理 IP アドレス ポリシーを設定するには、ステップ 6 に進みます。

• インバンド IPv4、IPv6 管理 IP アドレス ポリシーを設定するには、ステップ 8 に進みます。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Use Outband Pooled Management IP] をクリックします。

ステップ 7 [Use Outband Pooled Management IP] の確認ダイアログ ボックスで [Yes] をクリックし、[OK] をク

リックします。

これで管理 IP アドレス ポリシーが、アウトバンド管理 IP プールの OOB IP アドレスを使用する

ように設定されます。

ステップ 8 [Actions] 領域で、[Change Inband Management IP] をクリックします。

ステップ 9 [Change Management IP] ダイアログ ボックスには、2 つのタブがあります。

• [Inband IPv4]

• [Inband IPv6]

a) インバンド IPv4 管理 IP プールを変更するには、[Inband IPv4] タブをクリックし、次のフィー

ルドに入力します。

説明フィールド

サーバに使用させるネットワーク（VLAN）。

VLAN グループの設定方法については、

「Configure a VLAN and VLAN Group」を参照

してください。

[Network] ドロップダウン リスト
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説明フィールド

サーバに割り当てる管理 IPプール。使用可能

なプールが 2 種類あります。

• Domain Pools

• Global Pools

[Domain Pools] のエントリ、または [Global
Pools] のエントリから使用可能なプールを 1
つ選択します。

[Management IPAddress Policy]ドロップダウン

リスト

b) インバンド IPv6 管理 IP プールを変更するには、[Inband IPv6] タブをクリックし、次のフィー

ルドに入力します。

説明フィールド

サーバに使用させるネットワーク（VLAN）。

VLAN グループの設定方法については、

「Configure a VLAN and VLAN Group」を参照

してください。

[Network] ドロップダウン リスト

サーバに割り当てる管理 IPプール。使用可能

なプールが 2 種類あります。

• Domain Pools

• Global Pools

[Domain Pools] のエントリ、または [Global
Pools] のエントリから使用可能なプールを 1
つ選択します。

[Management IPAddress Policy]ドロップダウン

リスト

ステップ 10 [OK] をクリックします。

ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ラックサーバからのインバンド設定の削除

この手順では、ラックサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアクショ

ンがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name] の順に展開します。

ステップ 3 [Work] 領域の [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Delete Inband Configuration] をクリックします。

ステップ 6 [Delete] の確認ダイアログボックスで [Yes] をクリックします。

サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Manager でインバンド サービス プロファイルがデフォルト VLAN とプール

名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除してから約 1 分後に、サーバ

CIMC が自動的にインバンド プロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

サービスプロファイルの管理 IP アドレスの設定
サービス プロファイルで次の管理 IP アドレスを設定できます。

• アウトオブバンド（OOB）IPv4 アドレス

• インバンド IPv4 アドレス

• インバンド IPv6 アドレス

この手順では、サービス プロファイルの管理 IP アドレスを設定するプロセスを説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 管理 IP アドレスを設定するサービス プロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 管理 IP アドレスを設定するサービス プロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Change Management IP Address] をクリックします。

ステップ 7 アウトオブバンド IPv4 アドレスを変更するには、[Outband IPv4] タブをクリックして次のフィー

ルドに入力します。
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説明名前

このサービス プロファイルに関連付けられたサーバ用の OOB
管理 IPv4 アドレスの取得方法。次のいずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルによってサーバに割り当て

られた管理 IPアドレスはありません。管理 IPアドレスは、

サーバで定義されるCIMC管理 IPアドレスに基づきます。

• [Static]：サービスプロファイルは、関連するサーバにスタ

ティック管理 IP アドレスを割り当てます。サービス プロ

ファイルを新しいサーバに移行すると、この管理 IP アド

レスも一緒に移動します。

• [Domain Pools]：サービス プロファイルは、プール リスト

から選択されたプールから IP管理アドレスを関連するサー

バに割り当てます。サービスプロファイルを新しいサーバ

に移行すると、この管理 IPアドレスも一緒に移動します。

[Management IP Address Policy]
ドロップダウン

サービス プロファイルを介してサーバに割り当てられた OOB
管理 IPv4 アドレス。

IP アドレス フィールドは、[Management IP Address
Policy] を [Static] に設定した場合、または、[Domain
Pools]の IPアドレス プールのいずれかを [Management
IPAddressPolicy]フィールドのドロップダウン リスト

から選択した場合にのみ表示されます。

（注）

[IP Address] フィールド

OOB 管理 IPv4 アドレスのサブネット マスク。[Subnet Mask] フィールド

OOB 管理 IPv4 アドレスのデフォルトのゲートウェイ。[Default Gateway] フィールド

a) [Management IP Address Policy] ドロップダウン リストから [Static] を選択した場合は、次の

フィールドに入力します。

説明名前

サービスプロファイルを介してサーバに割り当てられた管理

IP アドレス。

[IP Address] フィールド

管理 IP アドレスのサブネット マスク。[Subnet Mask] フィールド

管理 IP アドレスのデフォルトのゲートウェイ。[Default Gateway] フィールド

ステップ 8 インバンド IPv4 アドレスを変更するには、[Inband] タブをクリックし、[Inband IPv4] サブタブを

クリックして次のフィールドに入力します。
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説明名前

関連付けられている VLAN グループから選択された VLAN。

サービス プロファイルが [LAN] タブで最初に設定さ

れるまで、サービス プロファイルに [Network]ドロッ

プダウンは表示されません。VLANグループの設定方

法については、「Configure aVLANandVLANGroup」
を参照してください。

（注）

[Network] ドロップダウン

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバ用のインバ

ンド管理 IPv4アドレスの取得方法。次のいずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルによってサーバに割り当て

られた管理 IPアドレスはありません。管理 IPアドレスは、

サーバで定義されるCIMC管理 IPアドレスに基づきます。

• [Static]：サービスプロファイルは、関連するサーバにスタ

ティック管理 IP アドレスを割り当てます。サービス プロ

ファイルを新しいサーバに移行すると、この管理 IP アド

レスも一緒に移動します。

• [Domain Pools]：サービス プロファイルは、プール リスト

から選択されたプールから IP管理アドレスを関連するサー

バに割り当てます。サービスプロファイルを新しいサーバ

に移行すると、この管理 IPアドレスも一緒に移動します。

[Management IP Address Policy]
ドロップダウン

サービスプロファイルを介してサーバに割り当てられたインバ

ンド管理 IPv4 アドレス。

IP アドレス フィールドは、[Management IP Address
Policy] を [Static] に設定した場合、または、[Domain
Pools]の IPアドレス プールのいずれかを [Management
IPAddressPolicy]フィールドのドロップダウン リスト

から選択した場合にのみ表示されます。

（注）

[IP Address] フィールド

インバンド管理 IPv4 アドレスのサブネット マスク。[Subnet Mask] フィールド

インバンド管理 IPv4 アドレスのデフォルトのゲートウェイ。[Default Gateway] フィールド

a) [Management IP Address Policy] ドロップダウン リストから [Static] を選択した場合は、次の

フィールドに入力します。

説明名前

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバのインバ

ンド管理 IPv4 アドレス。

[IP Address] フィールド
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説明名前

OOB 管理 IPv4 アドレスのサブネット マスク。[Subnet Mask] フィールド

OOB 管理 IPv4 アドレスのデフォルトのゲートウェイ。[Default Gateway] フィールド

ステップ 9 インバンド IPv6 アドレスを変更するには、[Inband] タブをクリックし、[Inband IPv6] サブタブを

クリックして次のフィールドに入力します。

説明名前

関連付けられている VLAN グループから選択された VLAN。

サービス プロファイルが [LAN] タブで最初に設定さ

れるまで、サービス プロファイルに [Network]ドロッ

プダウンは表示されません。VLANグループの設定方

法については、「Configure aVLANandVLANGroup」
を参照してください。

（注）

[Network] ドロップダウン

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバ用のインバ

ンド管理 IPv6アドレスの取得方法。次のいずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルによってサーバに割り当て

られた管理 IPアドレスはありません。管理 IPアドレスは、

サーバで定義されるCIMC管理 IPアドレスに基づきます。

• [Static]：サービスプロファイルは、関連するサーバにスタ

ティック管理 IP アドレスを割り当てます。サービス プロ

ファイルを新しいサーバに移行すると、この管理 IP アド

レスも一緒に移動します。

• [Domain Pools]：サービス プロファイルは、プール リスト

から選択されたプールから IP管理アドレスを関連するサー

バに割り当てます。サービスプロファイルを新しいサーバ

に移行すると、この管理 IPアドレスも一緒に移動します。

[Management IP Address Policy]
ドロップダウン

サービスプロファイルを介してサーバに割り当てられたインバ

ンド管理 IPv6 アドレス。

IP アドレス フィールドは、[Management IP Address
Policy] を [Static] に設定した場合、または、[Domain
Pools]の IPアドレス プールのいずれかを [Management
IPAddressPolicy]フィールドのドロップダウン リスト

から選択した場合にのみ表示されます。

（注）

[IP Address] フィールド

インバンド管理 IPv6 アドレスのプレフィックス。[Prefix] フィールド

インバンド管理 IPv6 アドレスのデフォルト ゲートウェイ。[Default Gateway] フィールド
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a) [Management IP Address Policy] ドロップダウン リストから [Static] を選択した場合は、次の

フィールドに入力します。

説明名前

サービス プロファイルを介してサーバに割り

当てられたインバンド管理 IPv6 アドレス。

[IP Address] フィールド

インバンド管理 IPv6アドレスのプレフィック

ス。

[Prefix] フィールド

インバンド管理 IPv6 アドレスのデフォルト

ゲートウェイ。

[Default Gateway] フィールド

ステップ 10 [Save Changes] をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートの管理 IP アドレス
の設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profile Templates] を展開します。

ステップ 3 管理 IP アドレスを設定するサービス プロファイル テンプレートを含む組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 管理 IP アドレスを設定するサービス プロファイル テンプレートをクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Management IP Address] 領域を展開します。

ステップ 7 [Actions] 領域で、[Change Management IP Address] をクリックします。

ステップ 8 [Change Management IP Address] ダイアログボックスのフィールドに入力します。

ステップ 9 [Save Changes] をクリックします。
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管理 IP プールの設定

管理 IP プール
デフォルトの管理 IP プールである IP Pool ext-mgmt は、外部 IPv4 および IPv6 アドレスの集まり

です。Cisco UCS Manager は、サーバの CIMC で終端する外部アクセスのために、管理 IP プール

に IP アドレスの各ブロックを予約しています。

デフォルトでは、IP Pool ext-mgmt を使用して CIMC アウトバウンド管理 IP アドレスを設定しま

す。静的 IP アドレスがこのプールからサーバに割り当てられてしまうと、この IP プールを変更

できません。静的 IP アドレスから CIMC のアウトバウンド管理 IP アドレスを設定する場合は、

デフォルトの管理 IP プールから IP アドレスを削除できます。

個別のアウトオブバンド IPv4アドレス プール、およびインバンド IPv4または IPv6アドレス プー

ルを設定できます。IPv4 と IPv6 アドレス ブロックの両方を含むインバンド プールを設定できま

す。

サーバ CIMC に IPv4 アドレスのみを含む IP プールをインバンド IPv6 ポリシーとして割り当

てたり、IPv6アドレスのみを含む IPプールをインバンド IPv4ポリシーとして割り当てること

を回避するために、それぞれが IPv4または IPv6アドレスのみを持つ個別のインバンド アドレ

ス プールを設定することを推奨します。

ヒント

管理 IPプールの IPアドレスを使用するようにサービス プロファイルとサービス プロファイル テ

ンプレートを設定できます。管理 IPプールを使用するようサーバを設定することはできません。

管理 IP プール内のすべての IP アドレスは、同じ IPv4 サブネットに含まれるか、ファブリック イ

ンターコネクトの IPアドレスと同じ IPv6 ネットワーク プレフィックスが付けられている必要が

あります。

サーバまたはサービス プロファイルのスタティック IP アドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、管理 IP プールに含まれていてはなりません。

（注）

管理 IP プールでの IPv4 アドレスブロックの作成
サーバまたはサービス プロファイルのスタティック IP アドレスとして割り当てられている IP ア

ドレスが、管理 IP プールに含まれていてはなりません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [IP Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pool ext-mgmt] を右クリックし、[Create Block of IP Addresses] を選択します。

ステップ 5 [Create a Block of IPv4 Addresses] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4 アドレスの範囲。[Name] カラム

ブロック内の最初の IPv4 アドレス。[From] カラム

ブロック内の最後の IPv4 アドレス。[To] カラム

ブロック内の IPv4 アドレスと関連付けられたサブネット マス

ク。

[Subnet] カラム

ブロック内の IPv4 アドレスと関連付けられたデフォルト ゲー

トウェイ。

[Default Gateway] カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプライ

マリ DNS サーバ。

[Primary DNS] カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカン

ダリ DNS サーバ。

[Secondary DNS] カラム

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

1 つ以上のサービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートを設定し、管理 IP
プールから CIMC IP アドレスを取得します。

管理 IP プールでの IPv6 アドレスブロックの作成
サーバまたはサービス プロファイルのスタティック IP アドレスとして割り当てられている IP ア

ドレスが、管理 IP プールに含まれていてはなりません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [IP Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pool ext-mgmt] を右クリックし、[Create Block of IP Addresses] を選択します。

ステップ 5 [Create a Block of IPv6 Addresses] ダイアログボックスで、必要な情報を指定します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

1 つ以上のサービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートを設定し、管理 IP
プールから CIMC IP アドレスを取得します。

管理 IP プールからの IP アドレスブロックの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [IP Pools] ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pool ext-mgmt] を選択します。

ステップ 5 削除する IP アドレス ブロックを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 30 章

サーバ関連ポリシーの設定

この章は、次の項で構成されています。

• BIOS の設定, 475 ページ

• 一貫したデバイスの命名, 527 ページ

• CIMC セキュリティ ポリシー, 531 ページ

• ローカル ディスク設定ポリシーの設定, 534 ページ

• スクラブ ポリシーの設定, 547 ページ

• DIMM エラー管理の設定, 550 ページ

• Serial over LAN ポリシーの設定, 552 ページ

• サーバ自動構成ポリシーの設定, 554 ページ

• サーバ ディスカバリ ポリシーの設定, 557 ページ

• サーバ継承ポリシーの設定, 559 ページ

• サーバ プール ポリシーの設定, 561 ページ

• サーバ プール ポリシーの資格情報の設定, 562 ページ

• vNIC/vHBA 配置ポリシーの設定, 569 ページ

• CIMC マウント vMedia, 585 ページ

BIOS の設定

サーバ BIOS 設定
Cisco UCS では、Cisco UCS ドメイン内のサーバ上の BIOS の設定をグローバルに変更する方法が

2通り用意されています。サーバまたはサーバの集合のニーズに合う特定のBIOS設定グループを
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含む BIOS ポリシーを 1 つ以上作成するか、特定のサーバ プラットフォームに対するデフォルト

の BIOS 設定を使用できます。

BIOSポリシーおよびサーバ プラットフォームのデフォルトのBIOS設定のいずれを使用しても、

Cisco UCS Manager によって管理されているサーバの BIOS 設定を微調整できます。

データセンターのニーズに応じて、一部のサービス プロファイルについては BIOS ポリシーを設

定し、同じ Cisco UCS ドメイン内の他のサービス プロファイルについては BIOS のデフォルトを

使用したり、そのいずれかのみを使用したりできます。また、Cisco UCS Manager を使用して、

サーバの実際の BIOS 設定を表示し、それらが現在のニーズを満たしているかどうかを確認でき

ます。

Cisco UCS Manager は、BIOS ポリシーまたはデフォルトの BIOS 設定による BIOS 設定の変更

をCisco IntegratedManagement Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更は

バッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー

リング モードなどの一部の設定は、すべての Cisco UCS サーバでサポートされているわけで

はありません。

（注）

メイン BIOS 設定
次の表に、BIOS ポリシーまたはデフォルト BIOS 設定を介して実行できるメイン サーバ BIOS 設

定の一覧を示します。

説明名前

1 つ以上の BIOS 設定を変更した後、サーバをリブート

するタイミング。

この設定を有効にした場合、サーバのサービスプロファ

イルのメンテナンス ポリシーに従ってリブートされま

す。たとえば、メンテナンスポリシーでユーザの確認応

答が必要な場合、サーバはリブートされず、ユーザが保

留中のアクティビティを確認するまで BIOS の変更は適

用されません。

この設定を有効にしない場合、BIOSの変更は、別のサー

バ設定変更の結果であれ手動リブートであれ、次回の

サーバのリブート時まで適用されません。

[Reboot on BIOS Settings Change]
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説明名前

BIOS が Power On Self-Test（POST）中に表示する内容。

次のいずれかになります。

• [disabled]：BIOS はブート中にすべてのメッセージ

とオプション ROM 情報を表示します。

• [enabled]：BIOS はロゴ画面を表示しますが、ブー

ト中にメッセージやオプション ROM 情報を表示し

ません。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Quiet Boot]

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処理。

次のいずれかになります。

• [disabled]：BIOS は、サーバの起動を試行し続けま

す。

• [enabled]：POST中に重大なエラーが発生した場合、

BIOS はサーバのブート試行を一時停止し、Error
Manager を開きます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Post Error Pause]

予期しない電力損失後に電力が復帰したときにサーバが

どのように動作するかを決定します。次のいずれかにな

ります。

• [stay-off]：手動で電源をオンにするまでサーバの電

源がオフになります。

• [last-state]：サーバの電源がオンになり、システムが

最後の状態を復元しようとします。

• [reset]：サーバの電源がオンになり、自動的にリセッ

トされます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Resume Ac On Power Loss]
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説明名前

前面パネルの電源ボタンとリセット ボタンがサーバに

よって無視されるかどうかを決定します。次のいずれか

になります。

• [disabled]：前面パネルの電源ボタンとリセットボタ

ンはアクティブであり、サーバに影響を与えるため

に使用できます。

• [enabled]：電源ボタンとリセット ボタンはロック

アウトされます。サーバをリセットしたり、電源を

オンにしたりできるのは、CIMC GUI からだけで

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Front Panel Lockout]

一貫したデバイスの命名によって、一貫した方法でイー

サネットインターフェイスに名前を付けることができま

す。これによりイーサネット インターフェイスの名前

は、より統一され、識別しやすくなり、アダプタや他の

設定に変更が加えられても永続的に保持されます。

一貫したデバイスの命名をイネーブルにするかどうか。

次のいずれかになります。

• [disabled]：一貫したデバイスの命名は BIOS ポリ

シーでディセーブルになっています。

• [enabled]：一貫したデバイスの命名はBIOSポリシー

でイネーブルになっています。これにより、イーサ

ネットインターフェイスに一貫した方法で命名でき

ます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Consistent Device Naming]

プロセッサの BIOS 設定
次の表に、BIOS ポリシーまたはデフォルト BIOS 設定を介して実行できるプロセッサ BIOS 設定

の一覧を示します。
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説明名前

プロセッサで Intel Turbo Boost Technology を使用するか

どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり

ません。

• [enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technology が利用されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Turbo Boost]

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technology を使用

するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に

調整しません。

• [enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて

のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティング システムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel Speedstep]
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説明名前

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technology を使用す

るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング

を禁止します。

• [enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行

を許可します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティング システムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Hyper Threading]

CPUあたりのパッケージの論理プロセッサコアの状態を

設定します。この設定を無効にすると、Intel Hyper
Threadingテクノロジーも無効になります。次のいずれか

になります。

• [all]：すべての論理プロセッサ コアの多重処理を有

効にします。

• [1 ～ n]：サーバで実行可能な CPU あたりの論理プ

ロセッサコアの数を指定します。多重処理を無効に

して、サーバで実行される CPU あたりの論理プロ

セッサ コアを 1 個のみにするには、[1] を選択しま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティング システムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Core Multi Processing]

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
480

サーバ関連ポリシーの設定

サーバ BIOS 設定



説明名前

サーバのメモリ領域を分類し、アプリケーションコード

を実行可能な場所を指定します。この分類の結果、悪意

のあるワームがバッファにコードを挿入しようとした場

合、プロセッサでコードの実行をディセーブルにしま

す。この設定は、損害、ワームの増殖、および特定クラ

スの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防止する

のに役立ちます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ

ん。

• [enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティング システムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disabled Bit]

プロセッサで Intel Virtualization Technology を使用するか

どうか。このテクノロジーでは、1 つのプラットフォー

ムで、複数のオペレーティング システムとアプリケー

ションをそれぞれ独立したパーティション内で実行でき

ます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでのバーチャライゼーション

を禁止します。

• [enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング

システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Virtualization Technology (VT)]
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説明名前

プロセッサで、インテル ハードウェア プリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、統合 2 次キャッシュに入れることを許可する

かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェア プリフェッチャは使用し

ません。

• [Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検出

されたときにプリフェッチャを使用します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

この値を指定するには、[CPU Performance] を

[Custom]に設定する必要があります。[Custom]
以外の値の場合は、このオプションよりも、選

択されたCPUパフォーマンス プロファイルの

設定が優先されます。

（注）

[Hardware Pre-fetcher]

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶数

または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどうか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得しま

す。

• [Enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行の

両方を取得します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

この値を指定するには、[CPU Performance] を

[Custom]に設定する必要があります。[Custom]
以外の値の場合は、このオプションよりも、選

択されたCPUパフォーマンス プロファイルの

設定が優先されます。

（注）

[Adjacent Cache Line Pre-fetcher]
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説明名前

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴

キャッシュ アクセス パターンを分析し、L1 キャッシュ

内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求を

予測しようとせず、明示的に要求された行のみを取

得します。

• [Enabled]：DCU Prefetcher でキャッシュ読み取りパ

ターンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ

内の次の行を事前に取得します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[DCU Streamer Pre-fetch]

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴

キャッシュ アクセス パターンを分析し、L1 キャッシュ

内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサでキャッシュ データをプリ

ロードしません。

• [Enabled]：DCU IP Prefetcher で最も関連性が高いと

判断されたデータを含む L1 キャッシュをプリロー

ドします。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[DCU IP Pre-fetcher]

プロセッサで、データを I/O デバイスから直接プロセッ

サ キャッシュに入れることにより、I/O パフォーマンス

を向上させることができます。この設定はキャッシュミ

スを減らすのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [disabled]：データは I/O デバイスから直接プロセッ

サ キャッシュには入れられません。

• [enabled]：データは I/O デバイスから直接プロセッ

サ キャッシュに入れられます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Direct Cache Access]
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説明名前

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ることが

できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：システムは、アイドル時にも高パフォー

マンス状態を維持します。

• [enabled]：システムは DIMM や CPU などのシステ

ム コンポーネントへの電力を低減できます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティング システムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Processor C State]

C1に入ってプロセッサが最低周波数に遷移できるように

します。この設定は、サーバをリブートするまで有効に

なりません。次のいずれかになります。

• [disabled]：CPU は C1 状態でも引き続き最大周波数

で動作します。

• [enabled]：CPUは最小周波数に移行します。このオ

プションでは、C1 状態での最大電力量が削減され

ます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Processor C1E]
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説明名前

プロセッサからオペレーティング システムに C3 レポー

トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C3 レポートを送信しま

せん。

• [acpi-c2]：プロセッサは Advanced Configuration and
Power Interface（ACPI）C2フォーマットを使用して

C3 レポートを送信します。

• [acpi-c3]：ACPIC3フォーマットを使用してプロセッ

サから C3 レポートを送信します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

Cisco UCS B440 Server の場合、[BIOS Setup] メニューで

これらのオプションに対して [enabled] と [disabled] が使

用されます。[acpi-c2] または [acpi-c2] を指定すると、こ

のサーバではそのオプションの BIOS 値に [enabled] が設

定されます。

[Processor C3 Report]

プロセッサからオペレーティング システムに C6 レポー

トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C6 レポートを送信しま

せん。

• [enabled]：プロセッサから C6 レポートを送信しま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Processor C6 Report]

プロセッサからオペレーティング システムに C7 レポー

トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C7 レポートを送信しま

せん。

• [enabled]：プロセッサから C7 レポートを送信しま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

Processor C7 Report
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説明名前

サーバの CPU パフォーマンス プロファイルを設定しま

す。次のいずれかになります。

• [enterprise]：M3 サーバに対して、すべてのプリ

フェッチャとデータの再利用がイネーブルになりま

す。M1 および M2 サーバについては、データの再

利用とDCUIPプリフェッチャはイネーブルになり、

他のすべてのプリフェッチャはディセーブルになり

ます。

• [high-throughput]：データの再利用と DCU IP プリ

フェッチャはイネーブルになり、他のすべてのプリ

フェッチャはディセーブルになります。

• [hpc]：プリフェッチャはすべてイネーブルになり、

データの再利用はディセーブルになります。この設

定はハイ パフォーマンス コンピューティングとも

呼ばれます。

[CPU Performance]

平均修復時間（MTRR）変数の数を選択できます。次の

いずれかになります。

• [auto-max]：BIOSはプロセッサのデフォルト値を使

用します。

• [8]：BIOSはMTRR変数に指定された数を使用しま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Max Variable MTRR Setting]
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説明名前

Application Policy Infrastructure Controller（APIC）アーキ

テクチャタイプを設定できます。次のいずれかになりま

す。

• [xapic]：標準の xAPIC アーキテクチャを使用しま

す。

• [x2apic]：拡張 x2APICアーキテクチャを使用してプ

ロセッサの 32 ビット アドレス指定能力をサポート

します。

• [auto]：検出された xAPIC アーキテクチャを自動的

に使用します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Local X2 APIC]

次のオプションの CPU 電源管理設定を指定できます。

• Enhanced Intel Speedstep Technology

• Intel Turbo Boost Technology

• Processor Power State C6

[Power Technology] は次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバで CPU 電源管理は実行されず、

前述の BIOS パラメータの設定が無視されます。

• [EnergyEfficient]：前述のBIOSパラメータに最適な

設定が決定され、これらのパラメータの個々の設定

は無視されます。

• [Performance]：サーバは前述の BIOS パラメータの

パフォーマンスを自動的に最適化します。

• [Custom]：前述の BIOS パラメータの個々の設定が

使用されます。これらの BIOS パラメータのいずれ

かを変更する場合は、このオプションを選択する必

要があります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Power Technology]
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説明名前

システム パフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれかに

なります。

• performance

• balanced-performance

• balanced-energy

• energy-efficient

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要

があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Energy Performance]

アイドル時に、CPUがターボを除く最大周波数よりも低

い周波数にできるようにするかどうか。次のいずれかに

なります。

• [Disabled]：アイドル中に CPU をターボを除く最大

周波数よりも低くできます。このオプションでは電

力消費が低下しますが、システムパフォーマンスが

低下する可能性があります。

• [Enabled]：アイドル中に CPU をターボを除く最大

周波数よりも低くできません。このオプションでは

システムパフォーマンスが向上しますが、消費電力

が増加することがあります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Frequency Floor Override]
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説明名前

BIOSがオペレーティング システムに P-stateサポート モ

デルを通信する方法を定義できます。Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様で定義され

る 3 つのモデルがあります。

• [HW_ALL]：プロセッサハードウェアが、依存性の

ある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論理

プロセッサ）間の P-state を調整します。

• [SW_ALL]：OSPowerManager（OSPM）が、依存性

のある論理プロセッサ（物理パッケージ内のすべて

の論理プロセッサ）間のP-stateを調整します。すべ

ての論理プロセッサで遷移を開始する必要がありま

す。

• [SW_ANY]：OS Power Manager（OSPM）が、依存

性のある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての

論理プロセッサ）間のP-stateを調整します。ドメイ

ン内の任意の論理プロセッサで遷移を開始する場合

があります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要

があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[P-STATE Coordination]

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整で

きます。次のいずれかになります。

• [Balanced]：DRAMクロック スロットリングを低下

させ、パフォーマンスと電力のバランスをとりま

す。

• [Performance]：DRAM クロック スロットリングは

ディセーブルです。追加の電力をかけてメモリ帯域

幅を増やします。

• [Energy Efficient][Energy_Efficient]：DRAMのクロッ

クスロットリングを上げてエネルギー効率を向上さ

せます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[DRAM Clock Throttling]
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説明名前

CPUがメモリブロックを分割して、データの隣接部分を

インターリーブされたチャネル間に分散し、同時読み取

り動作をイネーブルにするかどうか。次のいずれかにな

ります。

• [Auto]：実行するインターリーブを、CPUが決定し

ます。

• [1-way]：何らかのチャネル インターリーブが使用

されます。

• 2 方向

• 3 方向

• [4-way]：最大量のチャネル インターリーブが使用

されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Channel Interleaving]

1 つのランクを更新中に別のランクにアクセスできるよ

う、CPUがメモリの物理ランクをインターリーブするか

どうか。次のいずれかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブを、CPUが決定し

ます。

• [1-way]：何らかのランク インターリーブが使用さ

れます。

• 2 方向

• 4 方向

• [8-way]：最大量のランク インターリーブが使用さ

れます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Rank Interleaving]
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説明名前

CPU または I/O が読み取りを要求した場合に検出された

1 ビットのメモリ エラーを、システムが修正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：1 ビット メモリ エラーは修正されませ

ん。

• [Enabled]：1ビット メモリ エラーがメモリ内部で修

正され、修正されたデータが、読み取り要求に対す

る応答に設定されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Demand Scrub]

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

ト メモリ エラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPU がメモリ アドレスの読み取りまた

は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECC エラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし

て ECC エラーを探します。エラーが見つかると、

システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビット エラーは複数ビット エラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Patrol Scrub]
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説明名前

物理サーバがインストールされているおおよその海抜

（m）。次のいずれかになります。

• [Auto]：物理的な高度をCPUによって判別します。

• [300 M]：サーバは、海抜約 300 m です。

• [900 M]：サーバは、海抜約 900 m です。

• [1500 M]：サーバは、海抜約 1500 m です。

• [3000 M]：サーバは、海抜約 3000 m です。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Altitude]
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説明名前

[Package C State Limit]
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説明名前

アイドル時にサーバ コンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

• [No Limit]：サーバは、使用可能な任意の C ステー

トに入ることがあります。

• [C0 state]：サーバはすべてのサーバ コンポーネント

に常にフルパワーを提供します。このオプションで

は、最高レベルのパフォーマンスが維持され、最大

量の電力が必要となります。

• [C1 state]：CPUのアイドル時に、システムは電力消

費を少し減らします。このオプションでは、必要な

電力がC0よりも少なく、サーバはすばやくハイ パ

フォーマンス モードに戻ることができます。

• [C3 state]：CPU のアイドル時に、システムは C1 オ

プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。この場合、必要な電力は C1 または C0 よりも

少なくなりますが、サーバがハイ パフォーマンス

モードに戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [C6 state]：CPU のアイドル時に、システムは C3 オ

プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。このオプションを使用すると、C0、C1、また

は C3 よりも電力量が節約されますが、サーバがフ

ルパワーに戻るまでにパフォーマンス上の問題が発

生する可能性があります。

• [C2 state]：CPU のアイドル時に、システムは C1 オ

プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。この場合、必要な電力は C1 または C0 よりも

少なくなりますが、サーバがハイ パフォーマンス

モードに戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [C7 state]：CPUのアイドル時に、サーバはコンポー

ネントが使用できる電力量を最小にします。このオ

プションでは、節約される電力量が最大になります

が、サーバがハイ パフォーマンス モードに戻るの

に要する時間も最も長くなります。

• [C7s state]：CPUのアイドル時に、サーバはコンポー

ネントが使用できる電力量を最小にします。このオ

プションでは、C7 よりも多い電力を節約できます

が、サーバがハイ パフォーマンス モードに戻るの

に要する時間も最も長くなります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン
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説明名前

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

Intel Directed I/O BIOS 設定
次の表に、BIOS ポリシーまたはデフォルト BIOS 設定を介して実行できる Intel Directed I/O BIOS
設定の一覧を示します。

説明名前

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を

プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：プロセッサでバーチャライゼーションテ

クノロジーを使用しません。

• [enabled]：プロセッサでバーチャライゼーション テ

クノロジーを使用します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

他の Intel Directed I/O BIOS 設定を変更する場

合は、このオプションをイネーブルにする必要

があります。

（注）

[VT for Directed IO]

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポートす

るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでリマッピングをサポートし

ません。

• [enabled]：プロセッサでVT-d Interrupt Remappingを

必要に応じて使用します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Interrupt Remap]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう

か。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし

ません。

• [enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応

じて使用します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Coherency Support]

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [enabled]：プロセッサで VT-d ATS を必要に応じて

使用します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[ATS Support]

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMA をサポートす

るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでパススルー DMA をサポー

トしません。

• [enabled]：プロセッサで VT-d Pass-through DMA を

必要に応じて使用します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Pass Through DMA Support]

RAS メモリの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる RASメモリの BIOS設

定の一覧を示します。
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説明名前

サーバに対するメモリの Reliability, Availability, and
Serviceability（RAS）の設定方法。次のいずれかになり

ます。

• [maximumperformance]：システムのパフォーマンス

が最適化されます。

• [mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ

プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [lockstep]：サーバ内の DIMM ペアが、同一のタイ

プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルにま

たがって装着されている場合、ロックステップモー

ドをイネーブルにして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。

B440サーバでは [lockstep]がデフォルトでイネーブ

ルになっています。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Memory RAS Config]

BIOSで NUMA をサポートするかどうか。次のいずれか

になります。

• [disabled]：BIOS で NUMA をサポートしません。

• [enabled]：BIOS は NUMA に対応したオペレーティ

ング システムに必要なACPIテーブルを含みます。

このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[NUMA]
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説明名前

メモリ ミラーリングは、メモリに 2 個の同じデータ イ

メージを保存することにより、システムの信頼性を向上

します。

このオプションは、[Memory RAS Config] で [mirroring]
オプションを選択したときのみ使用可能です。次のいず

れかを指定できます。

• [inter-socket]：メモリは、CPU ソケットをまたいで

2 台の Integrated Memory Controller（IMC）間でミ

ラーリングされます。

• [intra-socket]：1台の IMCが同じソケットの別の IMC
とミラーリングされます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Mirroring Mode]

スペアリングはメモリを予備に保持することで信頼性を

最適化し、別のDIMMの障害発生時に使用できるように

します。このオプションは、メモリの冗長性を実現しま

すが、ミラーリングほどの冗長性は提供されません。使

用可能なスペアリングのモードは、現在のメモリの数に

よって異なります。

このオプションは、[Memory RAS Config] で [sparing] オ

プションを選択したときのみ使用可能です。次のいずれ

かを指定できます。

• [dimm-sparing]：1 枚の DIMM が予備に保持されま

す。DIMM に障害が発生すると、その DIMM の内

容はスペア DIMM に移されます。

• [rank-sparing]：DIMMのスペア ランクが予備に保持

されます。あるランクの DIMM に障害が発生した

場合、そのランクの内容がスペアランクに移されま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Sparing Mode]
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説明名前

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [power-saving-mode]：低電圧のメモリ動作が高周波

数のメモリ動作よりも優先されます。このモードで

は、電圧を低く維持するために、メモリの周波数が

低下する可能性があります。

• [performance-mode]：高周波数の動作が低電圧の動

作よりも優先されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[LV DDR Mode]

内部メモリ用の更新間隔レート。次のいずれかになりま

す。

• 1x

• 2x

• 3x

• 4x

• auto

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[DRAM Refresh Rate]

デュアル電圧 RAM に使用される電圧。次のいずれかに

なります。

• DDR3-1500mv

• DDR3-1350mv

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[DDR3 Voltage Selection]

シリアルポートの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるシリアルポートのBIOS
設定の一覧を示します。
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説明名前

シリアルポートAがイネーブルかディセーブルか。次の

いずれかになります。

• [disabled]：シリアルポートはディセーブルになりま

す。

• [enabled]：シリアル ポートはイネーブルになりま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Serial Port A]

USB の BIOS 設定
次の表に、BIOS ポリシーまたはデフォルト BIOS 設定を介して実行できる USB BIOS 設定の一覧

を示します。

説明名前

サーバがUSBデバイスからブートできるかどうか。次の

いずれかになります。

• [disabled]：サーバは USB デバイスからブートでき

ます。

• [enabled]：サーバはUSBデバイスからブートできま

せん。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Make Device Non Bootable]
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説明名前

システムでレガシーUSBデバイスをサポートするかどう

か。次のいずれかになります。

• [disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーション

でのみ使用できます。

• [enabled]：レガシーUSBのサポートは常に使用でき

ます。

• [auto]：USB デバイスが接続されていない場合、レ

ガシーUSBのサポートがディセーブルになります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Legacy USB Support]

USB EHCIのアイドル時電力消費を減らすためにUSBシ

ステムにアイドル時電力最適化設定を使用するかどう

か。この設定で選択した値によって、パフォーマンスが

影響を受けることがあります。次のいずれかになりま

す。

• [high-performance]：最適なパフォーマンスを電力節

約より優先するため、USBシステムのアイドル時電

力最適化設定はディセーブルにされます。

このオプションを選択すると、パフォーマンスが大

幅に向上します。サイトにサーバの電源制限がない

場合はこのオプションを選択することを推奨しま

す。

• [lower-idle-power]：電力節約を最適なパフォーマン

スより優先するため、USBシステムのアイドル時電

力最適化設定はイネーブルにされます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[USB System Idle Power Optimizing
Setting]
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説明名前

USB 前面パネル ロックは、USB ポートへの前面パネル

アクセスをイネーブルまたはディセーブルにするために

設定されます。次のいずれかになります。

• disabled

• enabled

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[USB Front Panel Access Lock]

完全な USB キーボード レガシー サポートのために

60h/64h エミュレーションをシステムでサポートするか

どうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：60h/64エミュレーションはサポートされ

ません。

• [Enabled]：60h/64エミュレーションはサポートされ

ます。

サーバで USB 非対応オペレーティング システムを

使用する場合は、このオプションを選択する必要が

あります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Port 60/64 Emulation]

前面パネルのUSBデバイスがイネーブルかディセーブル

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：前面パネルの USB ポートをディセーブ

ルにします。これらのポートに接続されるデバイス

は、BIOS およびオペレーティング システムによっ

て検出されません。

• [Enabled]：前面パネルの USB ポートをイネーブル

にします。これらのポートに接続されるデバイス

は、BIOS およびオペレーティング システムによっ

て検出されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[USB Port:Front]
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説明名前

内部USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。次の

いずれかになります。

• [Disabled]：内部 USB ポートをディセーブルにしま

す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOS
およびオペレーティングシステムによって検出され

ません。

• [Enabled]：内部USBポートをイネーブルにします。

これらのポートに接続されるデバイスは、BIOS お

よびオペレーティングシステムによって検出されま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[USB Port:Internal]

KVM ポートがイネーブルかディセーブルか。次のいず

れかになります。

• [Disabled]： KVM キーボードおよびマウス デバイ

スをディセーブルにします。キーボードとマウスは

KVM ウィンドウで機能しなくなります。

• [Enabled]：KVMキーボードおよびマウス デバイス

をイネーブルにします。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[USB Port:KVM]

背面パネルのUSBデバイスがイネーブルかディセーブル

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：背面パネルの USB ポートをディセーブ

ルにします。これらのポートに接続されるデバイス

は、BIOS およびオペレーティング システムによっ

て検出されません。

• [Enabled]：背面パネルの USB ポートをイネーブル

にします。これらのポートに接続されるデバイス

は、BIOS およびオペレーティング システムによっ

て検出されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[USB Port:Rear]
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説明名前

SD カード ドライブがイネーブルかディセーブルか。次

のいずれかになります。

• [Disabled]：SDカードドライブをディセーブルにし

ます。SDカードドライブは、BIOSおよびオペレー

ティング システムによって検出されません。

• [Enabled]：SD カード ドライブをイネーブルにしま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[USB Port:SD Card]

仮想メディアデバイスがイネーブルかディセーブルか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：vMedia デバイスをディセーブルにしま

す。

• [Enabled]：vMediaデバイスをイネーブルにします。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[USB Port:VMedia]

すべての物理および仮想USBデバイスがイネーブルであ

るか、ディセーブルであるか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：すべての USB デバイスがディセーブル

です。

• [Enabled]：すべての USB デバイスがイネーブルで

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[All USB Devices]

PCI 設定の BIOS 設定
次の表に、BIOS ポリシーまたはデフォルト BIOS 設定を介して実行できる PCI 設定の BIOS 設定

の一覧を示します。
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説明名前

PAEサポートなしで動作しているオペレーティングシス

テムのメモリ使用率を、BIOS がシステム設定に応じて

4GB以下で最大化するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：メモリ使用率を最大化しません。 PAE
をサポートするオペレーティングシステムすべてに

このオプションを選択します。

• [enabled]：PAEをサポートしないオペレーティング

システムについて 4GB 以下でメモリ使用率を最大

化します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Max Memory Below 4G]

64 ビット PCI デバイスの 4 GB 以上のアドレス空間に対

するメモリ マップド I/O をイネーブルにするか、ディ

セーブルにするか。レガシーなオプション ROMは 4 GB
を超えるアドレスにアクセスできません。PCI デバイス

が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使

用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [disabled]：64 ビット PCI デバイスを 4 GB 以上のア

ドレス空間にマッピングしません。

• [enabled]：64 ビット PCI デバイスを 4 GB 以上のア

ドレス空間にマッピングします。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Memory Mapped IO Above 4Gb Config]
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説明名前

システムに複数の VGA デバイスがある場合は、VGA グ

ラフィックス デバイスのプライオリティを設定できま

す。次のいずれかになります。

• [onboard]：プライオリティがオンボード VGA デバ

イスに与えられます。BIOS ポスト画面および OS
ブートはオンボード VGA ポート経由で駆動されま

す。

• [offboard]：プライオリティが PCIE グラフィックス

アダプタに与えられます。BIOS ポスト画面および

OSブートは外部グラフィックス アダプタ ポート経

由で駆動されます。

• [onboard-vga-disabled]：プライオリティが PCIEグラ

フィックス アダプタに与えられ、オンボード VGA
デバイスはディセーブルになります。

オンボードVGAがディセーブルの場合、

vKVM は機能しません。

（注）

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

オンボード VGA デバイスのみが Cisco UCS B
シリーズ サーバでサポートされます。

（注）

[VGA Priority]

BIOS での ASPM （アクティブ電源状態管理）サポート

のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [disabled]：ASPM サポートは、BIOS でディセーブ

ルです。

• [auto]：電力状態を CPU によって判別します。

• [force l0]：すべてのリンクを強制的に L0 スタンバ

イ（L0s）状態にします。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[ASPM Support]
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QPI の BIOS 設定
次の表は、BIOS ポリシーまたはデフォルトの BIOS 設定を介して行うことができる QPI の BIOS
設定を示しています。

説明名前

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガトランス

ファー/秒（MT/s）単位）。次のいずれかになります。

• 6400

• 7200

• 8000

• [Auto]：QPIリンク周波数は CPUによって決定されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベンダーの

BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[QPI Link Frequency]

次のいずれかになります。

• [home-snoop]：スヌープは、常に、メモリ コントローラの

ホームエージェント（集中型リング停止）によって起動さ

れます。このモードは、早期スヌープよりローカル遅延が

多いですが、未処理トランザクションが増えた場合に予備

のリソースを使用できます。

• [cluster-on-die]：このモードは、コアが 10以上のプロセッ

サでのみ使用できます。高度に NUMA 最適化されたワー

クロードに最適なモードです。

• [early-snoop]：分散キャッシュ リング停止で、別のキャッ

シング エージェントにスヌープ プローブまたは要求を直

接送信できます。このモードは、遅延が少なく、スレッド

全体でデータセットを共有しているためにキャッシュ間転

送からメリットが得られるワークロードや NUMA 最適化

されていないワークロードに最適です。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベンダーの

BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[QPI Snoop Mode]

LOM および PCIe スロットの BIOS 設定
次の表に、BIOS ポリシーまたはデフォルト BIOS 設定を介して実行できる USB BIOS 設定の一覧

を示します。
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説明名前

オプション ROM が SAS ポートで使用できる

かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロットを使用できませ

ん。

• [Enabled]：拡張スロットを使用できま

す。

• [UEFI-Only]：拡張スロットは UEFIでの

み使用できます。

• [Legacy-Only]：拡張スロットはレガシー

でのみ使用できます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot:SAS OptionROM]

このオプションを使用すると、PCIe スロット

n に装着されているアダプタ カードの最大速

度を制限できます。次のいずれかになります。

• [gen1]：最大速度が 2.5 GT/s（ギガ転送/
秒）になります。

• [gen2]：最大速度が 5 GT/s になります。

• [gen3]：最大速度が 8 GT/s になります。

• [auto]：最高速度は自動的に設定されま

す。

• [Disabled]：最大速度は制限されません。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot:n Link Speed]
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説明名前

オプション ROM がポートで使用できるかど

うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：スロットは使用できません。

• [Enabled]：スロットは使用できます。

• [UEFI Only]：スロットは UEFI にのみ使

用できます。

• [Legacy Only]：スロットはレガシーにの

み使用できます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot:n OptionROM]

オプション ROMがHBAポートで使用できる

かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロットを使用できませ

ん。

• [Enabled]：拡張スロットを使用できま

す。

• [UEFI-Only]：拡張スロットは UEFIでの

み使用できます。

• [Legacy-Only]：拡張スロットはレガシー

でのみ使用できます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot:HBA OptionROM]
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説明名前

オプション ROMがMLOMポートで使用でき

るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロットを使用できませ

ん。

• [Enabled]：拡張スロットを使用できま

す。

• [UEFI-Only]：拡張スロットは UEFIでの

み使用できます。

• [Legacy-Only]：拡張スロットはレガシー

でのみ使用できます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot:MLOM OptionROM]

オプション ROM がポートで使用できるかど

うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロットを使用できませ

ん。

• [Enabled]：拡張スロットを使用できま

す。

• [UEFI-Only]：拡張スロットは UEFIでの

み使用できます。

• [Legacy-Only]：拡張スロットはレガシー

でのみ使用できます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot:N1 OptionROM]
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説明名前

オプション ROM がポートで使用できるかど

うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロットを使用できませ

ん。

• [Enabled]：拡張スロットを使用できま

す。

• [UEFI-Only]：拡張スロットは UEFIでの

み使用できます。

• [Legacy-Only]：拡張スロットはレガシー

でのみ使用できます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Slot:N2 OptionROM]

オプション ROM がすべての拡張ポートで使

用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロットは使用できませ

ん。

• [Enabled]：拡張スロットを使用できま

す。

• [UEFI-Only]：拡張スロットは UEFI にの

み使用できます。

• [Legacy Only]：拡張スロットはレガシー

にのみ使用できます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe OptionROMs]
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説明名前

すべてのメザニンPCIeポートがイネーブルか

ディセーブルか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての LOM ポートがディ

セーブルです。

• [Enabled]：すべてのLOMポートがイネー

ブルです。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe Mezz OptionRom]

すべてのLOMポートがイネーブルであるか、

ディセーブルであるか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：すべての LOM ポートがディ

セーブルです。

• [Enabled]：すべてのLOMポートがイネー

ブルです。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[All PCI Onboard LOM Ports]

オプション ROM が 1G LOM ポートで使用で

きるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロットを使用できませ

ん。

• [Enabled]：拡張スロットを使用できま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe 1G LOM 1 Link]
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説明名前

オプション ROMが 10G LOMポートで使用で

きるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロットを使用できませ

ん。

• [Enabled]：拡張スロットを使用できま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイ

プとベンダーのBIOS デフォルト値に含

まれるこの属性の値を使用します。

[PCIe 10G LOM 2 Link]

ブートオプションの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるブートオプションBIOS
設定の一覧を示します。

説明名前

BIOS でユーザ入力を待機せずに非 EFI ベースのブート

オプションを再試行するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [disabled]：ユーザ入力を待機してから非EFIベース

のブート オプションを再試行します。

• [enabled]：ユーザ入力を待機せずに非 EFI ベースの

ブート オプションを継続的に再試行します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Boot Option Retry]

Intel SASEntryRAIDモジュールがイネーブルかどうか。

次のいずれかになります。

• [disabled]：Intel SAS Entry RAID モジュールはディ

セーブルです。

• [enabled]：Intel SASEntryRAIDモジュールはイネー

ブルです。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Intel Entry SAS RAID]
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説明名前

Intel SASEntryRAIDモジュールがどのように設定される

か。次のいずれかになります。

• [it-ir-raid]：Intel IT/IRRAIDを使用するようRAIDモ

ジュールを設定します。

• [intel-esrtii]：Intel Embedded Server RAID Technology
II を使用するよう RAID モジュールを設定します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Intel Entry SAS RAID Module]

オンボード ソフトウェアRAIDコントローラをサーバで

使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：ソフトウェアRAIDコントローラを使用

できません。

• [enabled]：ソフトウェア RAID コントローラを使用

できます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Onboard SCU Storage Support]

サーバ管理 BIOS 設定
次の表に、BIOS ポリシーまたはデフォルト BIOS 設定を介して実行できるサーバ管理 BIOS 設定

の一覧を示します。
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General Settings

説明名前

システム エラー（SERR）の発生時に、BIOSがマスク不

能割り込み（NMI）を生成し、エラーをログに記録する

かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：SERR の発生時に、BIOS は NMI を生成

することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [enabled]：SERR の発生時に、BIOS は NMI を生成

し、エラーをログに記録します。[AssertNmionPerr]
をイネーブルにするには、この設定をイネーブルに

する必要があります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Assert Nmi on Serr]

プロセッサ バス パリティ エラー（PERR）の発生時に、

BIOSがマスク不能割り込み（NMI）を生成し、エラーを

ログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：PERR の発生時に、BIOS は NMI を生成

することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [enabled]：PERR の発生時に、BIOS は NMI を生成

し、エラーをログに記録します。この設定を使用す

るには、[Assert Nmi on Serr] をイネーブルにする必

要があります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Assert Nmi on Perr]
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説明名前

BIOS が定義済みのタイム アウト値を持つウォッチドッ

グタイマーをプログラムするかどうか。タイマーが切れ

る前にオペレーティングシステムのブートを完了しない

場合、CIMC はシステムをリセットし、エラーがログに

記録されます。次のいずれかになります。

• [disabled]：サーバブートにかかる時間を追跡するた

めのウォッチドッグ タイマーを使用しません。

• [enabled]：サーバ ブートにかかる時間をウォッチ

ドッグタイマーで追跡します。サーバが事前に定義

した時間内にブートしない場合、CIMCはシステム

をリセットし、エラーを記録します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

この機能には、オペレーティングシステムのサポートま

たは Intel 管理ソフトウェアが必要です。

[OS Boot Watchdog Timer]

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [power-off]：OSブート中にウォッチドッグタイマー

が期限切れになった場合、サーバは電源オフになり

ます。

• [reset]：OS ブート中にウォッチドッグ タイマーが

期限切れになった場合、サーバはリセットされま

す。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

このオプションは、[OSBootWatchdogTimer]をイネーブ

ルにした場合にだけ利用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Timeout
Policy]
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説明名前

BIOS でウォッチドッグ タイマーの設定に使用されるタ

イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5-minutes]：ウォッチドッグ タイマーは OS ブート

開始から 5 分後に期限切れになります。

• [10-minutes]：ウォッチドッグ タイマーはOSブート

開始から 10 分後に期限切れになります。

• [15-minutes]：ウォッチドッグ タイマーはOSブート

開始から 15 分後に期限切れになります。

• [20-minutes]：ウォッチドッグ タイマーはOSブート

開始から 20 分後に期限切れになります。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

このオプションは、[OSBootWatchdogTimer]をイネーブ

ルにした場合にだけ利用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]

POST 中にシステムがハングした場合に、システムを回

復するためにFRB-2タイマーが使用されるかどうか。次

のいずれかになります。

• [Disabled]：FRB-2 タイマーは使用されません。

• [Enabled]：POST 中に FRB-2 タイマーが開始され、

必要に応じてシステムの回復に使用されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[FRB-2 Timer]
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コンソールリダイレクション設定

説明名前

POST および BIOS のブート中に、シリアル ポートをコ

ンソールリダイレクションに使用できるようにします。

BIOS のブートが完了し、オペレーティング システムが

サーバを担当すると、コンソールリダイレクションは関

連がなくなり、無効になります。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：POST中にコンソール リダイレクション

は発生しません。

• [serial-port-a]：POST中のコンソール リダイレクショ

ンのためシリアルポートAをイネーブルにします。

このオプションはブレードサーバおよびラックマウ

ント サーバに対して有効です。

• [serial-port-b]：POST中のコンソールリダイレクショ

ンのためシリアルポートBをイネーブルにし、サー

バ管理タスク実行を許可します。このオプション

は、ラックマウント サーバでのみ有効です。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

このオプションをイネーブルにする場合は、

POST 中に表示される Quiet Boot のロゴ画面も

ディセーブルにします。

（注）

[Console Redirection]

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかど

うか。送信要求/クリア ツー センド（RTS/CTS）を使用

すると、隠れた端末問題が原因で発生する可能性がある

フレームコリジョンを減らすことができます。次のいず

れかになります。

• [none]：フロー制御は使用されません。

• [rts-cts]：フロー制御に RTS/CTS が使用されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

この設定は、リモート ターミナル アプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Flow Control]
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説明名前

シリアル ポートの伝送速度として使用されるボー レー

ト。[Console Redirection]をディセーブルにした場合は、

このオプションを使用できません。次のいずれかになり

ます。

• [9600]：9600 ボー レートが使用されます。

• [19200]：19200 ボー レートが使用されます。

• [38400]：38400 ボー レートが使用されます。

• [57600]：57600 ボー レートが使用されます。

• [115200]：115200 ボー レートが使用されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

この設定は、リモート ターミナル アプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[BAUD Rate]

コンソール リダイレクションに使用される文字フォー

マットのタイプ。次のいずれかになります。

• [pc-ansi]：PC-ANSI 端末フォントが使用されます。

• [vt100]：サポートされている vt100 ビデオ端末とそ

の文字セットが使用されます。

• [vt100-plus]：サポートされている vt100-plus ビデオ

端末とその文字セットが使用されます。

• [vt-utf8]：UTF-8 文字セットのビデオ端末が使用さ

れます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

この設定は、リモート ターミナル アプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Terminal Type]
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説明名前

シリアル ポートでレガシーなオペレーティング システ

ム（DOSなど）からのリダイレクションをイネーブルに

するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：コンソールリダイレクションがイネーブ

ルになっているシリアルポートはレガシーオペレー

ティング システムから非表示になります。

• [enabled]：コンソール リダイレクションがイネーブ

ルになっているシリアルポートはレガシーオペレー

ティング システムに表示されます。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Legacy OS Redirect]

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
520

サーバ関連ポリシーの設定

サーバ BIOS 設定



説明名前

PuTTY ファンクション キーおよびテンキーの最上段の

キーのアクションを変更できます。次のいずれかになり

ます。

• [VT100]：ファンクション キーが ESC OP～ ESC O[
を生成します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファ

ンクション キー F6～ F12はデフォルト モードと同

様に動作しますが、F1 ～ F5 は ESC [[A ～ ESC [[E
を生成します。

• [XTERMR6]：ファンクション キー F5 ～ F12 がデ

フォルトモードと同様に動作します。ファンクショ

ン キー F1 ～ F4 が ESC OP ～ ESC OS を生成しま

す。これはデジタル端末のキーパッドの上段によっ

て生成されるシーケンスです。

• [SCO]：ファンクション キー F1 ～ F12 が ESC [M
～ ESC [X を生成します。ファンクションおよび

Shift キーが ESC [Y ～ ESC [j を生成します。Ctrl お

よびファンクション キーが ESC [k～ ESC [vを生成

します。Shift、Ctrl およびファンクション キーが

ESC [w ～ ESC [{ を生成します。

• [ESCN]：デフォルト モードです。ファンクション

キーはデジタル端末の一般的な動作と一致します。

ファンクション キーが ESC [11~や ESC [12~などの

シーケンスを生成します。

• [VT400]：ファンクションキーがデフォルトモード

と同様に動作します。テンキーの最上段のキーが

ESC OP ～ ESC OS を生成します。

• [platform-default]：BIOS は、サーバ タイプとベン

ダーのBIOS デフォルト値に含まれるこの属性の値

を使用します。

[Putty KeyPad]

set PuttyFunctionKeyPad

BIOS ポリシー
BIOSポリシーは、サーバまたはサーバ グループに対するBIOS設定の設定を自動化するポリシー

です。ルート組織内のすべてのサーバに対して使用可能なグローバル BIOS ポリシーを作成する

か、サブ組織の階層に対してだけ使用可能な BIOS ポリシーを作成できます。

BIOS ポリシーを使用するには、次の手順を実行します。
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1 Cisco UCS Manager で BIOS ポリシーを作成します。

2 BIOS ポリシーを 1 つ以上のサービス プロファイルに割り当てます。

3 サービス プロファイルをサーバと関連付けます。

サービス プロファイルの関連付け時に、Cisco UCS Manager はサーバ上の BIOS 設定を BIOS ポリ

シー内の設定と一致するよう変更します。BIOS ポリシーを作成せず、BIOS ポリシーをサービス

プロファイルに割り当てていない場合は、サーバの BIOS 設定にそのサーバ プラットフォームの

デフォルトが使用されます。

デフォルトの BIOS 設定
Cisco UCS Manager には、Cisco UCS がサポートするサーバの各タイプのための 1 セットのデフォ

ルトBIOS設定が含まれます。デフォルトBIOS設定は、ルート組織だけで使用でき、グローバル

です。Cisco UCS でサポートされている各サーバ プラットフォームには、1 セットのデフォルト

BIOS 設定だけを適用できます。デフォルト BIOS 設定は変更できますが、デフォルト BIOS 設定

の追加セットの作成はできません。

デフォルト BIOS 設定の各セットは、サポートされているサーバの特定のタイプに合わせて設計

されており、サービス プロファイルに BIOS ポリシーが含まれていない、特定のタイプのすべて

のサーバに適用されます。

Cisco UCS実装にサーバ特定の設定によって満たされない特定の要件がない限り、Cisco UCSドメ

インのサーバの各タイプ用に設計されたデフォルト BIOS 設定を使用することを推奨します。

Cisco UCSManagerにより、これらのサーバ プラットフォーム固有のBIOS設定が次のように適用

されます。

• サーバに関連付けられたサービス プロファイルには、BIOS ポリシーはインクルードされま

せん。

• BIOS ポリシーには、特定の設定に対するプラットフォーム デフォルトのオプションが設定

されます。

Cisco UCS Manager によって提供されるデフォルト BIOS 設定は変更できます。ただし、デフォル

トの BIOS 設定に対する変更は、その特定のタイプまたはプラットフォームのすべてのサーバに

適用されます。特定のサーバの BIOS設定だけを変更する場合は、BIOSポリシーを使用すること

を推奨します。
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BIOS ポリシーの作成

Cisco UCS Manager は、BIOS ポリシーまたはデフォルトの BIOS 設定による BIOS 設定の変更

をCisco IntegratedManagement Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更は

バッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー

リング モードなどの一部の設定は、すべての Cisco UCS サーバでサポートされているわけで

はありません。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies] を右クリックして [Create BIOS Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create BIOS Policy] ウィザードの [Main] ページで [Name] フィールド の BIOS ポリシーの名前を

入力します。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 [Create BIOS Policy] ウィザードで、次の手順を実行して BIOS 設定を実行します。

a) BIOS 設定を変更する場合は、該当するオプション ボタンをクリックするか、ドロップダウン

リストから適切な項目を選択します。

各 BIOS 設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照してくだ

さい。

• [Main] ページ： メイン BIOS 設定, （476 ページ）

• [Processor] ページ： プロセッサの BIOS 設定, （478 ページ）

• [Intel Directed IO] ページ： Intel Directed I/O BIOS 設定, （495 ページ）

• [RAS Memory] ページ： RAS メモリの BIOS 設定, （496 ページ）

• [Serial Port] ページ： シリアル ポートの BIOS 設定, （499 ページ）

• [USB] ページ： USB の BIOS 設定, （500 ページ）

• [PCI Configuration] ページ： PCI 設定の BIOS 設定, （504 ページ）

• [Boot Options] ページ： ブート オプションの BIOS 設定, （513 ページ）
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• [Server Management] ページ： サーバ管理 BIOS 設定, （514 ページ）

b) 各ページの後に [Next] をクリックします。

ステップ 7 ポリシーの BIOS 設定すべてが完了したら、[Finish] をクリックします。

BIOS のデフォルトの修正
設定するサーバで BIOS 設定のサポートを確認することをお勧めします。RAS メモリのミラーリ

ング モードなどの一部の設定は、すべての Cisco UCS サーバでサポートされているわけではあり

ません。

Cisco UCS実装にサーバ特定の設定によって満たされない特定の要件がない限り、Cisco UCSドメ

インのサーバの各タイプ用に設計されたデフォルト BIOS 設定を使用することを推奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Defaults] を展開して、デフォルトの BIOS 設定を変更するサーバのモデル番号を選択しま

す。

ステップ 5 [Work]ペインで該当するタブをクリックしてから、必要なオプション ボタンをクリックするか、

ドロップダウン リストから選択してデフォルトの BIOS 設定を変更します。

各 BIOS 設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照してくださ

い。すべての BIOS 設定がサーバの各タイプに使用できるわけではありません。

• [Main] タブ： メイン BIOS 設定, （476 ページ）

• [Advanced] タブ：

◦ [Processor] サブタブ： プロセッサの BIOS 設定, （478 ページ）

◦ [Intel Directed IO] サブタブ： Intel Directed I/O BIOS 設定, （495 ページ）

◦ [RAS Memory] サブタブ： RAS メモリの BIOS 設定, （496 ページ）

◦ [Serial Port] サブタブ： シリアル ポートの BIOS 設定, （499 ページ）

◦ [USB] サブタブ： USB の BIOS 設定, （500 ページ）

◦ [PCI Configuration] サブタブ： PCI 設定の BIOS 設定, （504 ページ）

• [Boot Options] タブ： ブート オプションの BIOS 設定, （513 ページ）
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• [Server Management] タブ： サーバ管理 BIOS 設定, （514 ページ）

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

サーバの実際の BIOS 設定の表示
サーバの実際の BIOS 設定を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 実際の BIOS 設定を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard] サブタブをクリックします。

ステップ 6 [BIOS Settings] 領域で、見出しの右側にある [Expand] アイコンをクリックして領域を開きます。

[BIOS Settings] 領域の各タブに、そのサーバ プラットフォームの設定が表示されます。いくつか

のタブには追加情報を含むサブタブがあります。

トラステッドプラットフォームモジュールの設定

トラステッドプラットフォームモジュール

トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、サーバの認証に使用するアーティファク

トを安全に保存できるコンポーネントです。これらのアーティファクトには、パスワード、証明

書、または暗号キーを収録できます。プラットフォームが信頼性を維持していることを確認する

うえで効果的なプラットフォームの尺度の保存でも、TPMを使用できます。すべての環境で安全

なコンピューティングを実現するうえで、認証（プラットフォームがその表明どおりのものであ

ることを証明すること）および立証（プラットフォームが信頼でき、セキュリティを維持してい

ることを証明するプロセス）は必須の手順です。これは IntelのTrustedExecutionTechnology（TXT）

セキュリティ機能の要件であり、TPM を搭載したサーバの BIOS 設定でイネーブルにする必要が

あります。Cisco UCSM4 ブレード サーバおよびラックマウント サーバには TPM のサポートが含

まれています。これらのサーバでは TPM がデフォルトで有効になっています。
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重要 • Cisco UCSManagerをリリース 2.2(4)にアップグレードする場合は、TPMが有効になりま

す。

• TPM が有効な状態で Cisco UCS Manager をリリース 2.2(4) からダウングレードすると、

TPM が無効になります。

Intel Trusted Execution Technology
Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、ビジネス サーバ上で使用および保管され

る情報の保護機能が強化されます。この保護の主要な特徴は、隔離された実行環境および付随メ

モリ領域の提供にあり、機密データに対する操作をシステムの他の部分から見えない状態で実行

することが可能になります。Intel TXTは、暗号キーなどの機密データを保管できる封印されたス

トレージ領域を提供し、悪意のあるコードからの攻撃時に機密データが漏洩するのを防ぐために

利用できます。Cisco UCS M4 ブレード サーバおよびラックマウント サーバには TXT のサポート

が含まれています。デフォルトでは、TXT はこれらのサーバで無効になっています。

TXTはTPM、Intel Virtualization Technology（VT）、および Intel Virtualization Technology for Directed
I/O（VT-d）が有効になっている場合にだけ、有効にできます。TXTだけを有効にすると、暗黙的

に TPM、VT、および VT-d も有効になります。

トラステッドプラットフォームの設定

Cisco UCS M4 ブレードおよびラックマウント サーバは、TPM および TXT をサポートしていま

す。UCS Manager リリース 2.2(4) では、TPM および TXT に対して次の操作を実行できます。

• トラステッド プラットフォームの設定, （527 ページ）

• ブレード サーバの TPMのクリア, （792ページ） または ラックマウント サーバの TPMのク

リア, （808 ページ）

Cisco UCSM3 ブレード サーバの場合は、F2 を押して BIOS セットアップ メニューを表示し、

設定を変更します。

（注）
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トラステッドプラットフォームの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 TPM を設定する組織のノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies] を展開し、TPM を設定する BIOS ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで [Advanced] タブをクリックします。

ステップ 6 [Trusted Platform] サブタブをクリックします。

ステップ 7 TPM を設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TPM を無効にするdisabled

TPM を有効にするイネーブル化

TPM を有効にするプラットフォームのデフォルト

ステップ 8 TPM を設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TXT を無効にするdisabled

TXT を有効にするイネーブル化

TXT を無効にするプラットフォームのデフォルト

ステップ 9 [Save Changes] をクリックします。

一貫したデバイスの命名
オペレーティングシステムが一貫した方法でイーサネットインターフェイスに命名できるメカニ

ズムがない場合は、サーバの構成が変更されたネットワーク接続の管理は困難になります。Cisco
UCS Manager リリース 2.2(4) で導入された一貫したデバイスの命名（CDN）を使用すると、イー

サネット インターフェイスに一貫した方法で名前を付けることができます。これにより、アダプ

タまたは他の設定が変更された場合でも、イーサネット インターフェイスの名前がより永続的に

なります。

vNIC の CDN を設定するには、次の手順を実行します。
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• BIOS ポリシーで一貫したデバイスの命名を有効にします。

• BIOS ポリシーとサービス プロファイルを関連付けます。

• vNIC の一貫した命名を設定します。

一貫したデバイスの命名の注意事項と制約事項

• 一貫したデバイスの命名（CDN）は Windows 2012 R2 でのみサポートされます。その他のオ

ペレーティング システムではサポートされません。

• CDNは、M3以降のすべてのブレードサーバとラックマウントサーバでサポートされます。

• CDN をサポートするには、BIOS とアダプタ ファームウェアがリリース 2.2(4) バンドルに組

み込まれている必要があります。

• Cisco UCS Manager リリース 2.2(4) では、CDN は次のアダプタでのみサポートされます。

◦ Cisco UCS VIC 1225（UCSC-PCIE-CSC-02）

◦ Cisco UCS MLOM 1227（UCSC-MLOM-CSC-02）

◦ Cisco UCS VIC 1225T（UCSC-PCIE-C10T-02）

◦ Cisco UCS MLOM 1227T（UCSC-MLOM-C10T-02）

◦ Cisco UCS VIC 1240（UCSB-MLOM-40G-01）

◦ Cisco UCS VIC 1280（UCS-VIC-M82-8P）

◦ Cisco UCS VIC 1340（UCSB-MLOM-40G-03）

◦ Cisco UCS VIC 1380（UCSB-VIC-M83-8P）

• CDN は vNIC テンプレートおよびダイナミック vNIC ではサポートされません。

• 同じサービス プロファイル内の複数の vNIC に同じ CDN 名を指定することはできません。

• CDN 名が vNIC に指定されていない場合は、vNIC 名が CDN 名として使用されます。

• vNICに設定する CDN名は、[Admin CDN Name]として表示されます。vNICに最後に適用さ

れた CDN 名前は、[Oper CDN Name] として表示されます。たとえば、「vnic0」という名前

の vNIC の [Admin CDN Name] が cdn0 の場合、この vNIC の [Oper CDN Name] は cdn0 になり

ますが、同じ vNIC でも [Admin CDN Name] が指定されていない場合は [Oper CDN Name] は

vnic0 になります。

• Cisco UCS Manager リリース 2.2(4) では、CDN が関連付けられたサーバに割り当てられた

BIOS ポリシーで有効な場合、Cisco UCS Manager のダウングレードは禁止されています。

• Cisco UCS Manager リリース 2.2(4) では、CDN 対応 BIOS ポリシーがサーバに割り当てられ

ている場合は、BIOS ファームウェアのダウングレードは禁止されています。

• Cisco UCS Manager リリース 2.2(4) では、CDN 対応 BIOS ポリシーがサーバに割り当てられ

ている場合は、アダプタ ファームウェアのダウングレードは禁止されています。
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• 適用された BIOS ポリシーが CDN 非対応から CDN 対応に、または CDN 対応から CDN 非

対応に変更された場合は、BIOS 更新プログラムのリブートが有効かどうかに関係なく、警

告が表示されホストがリブートします。

• Windowsオペレーティング システムをインストールする前に、BIOSポリシーでCDNを有効

にし、vNIC に CDN 名を追加しておくことを推奨します。

• Windowsオペレーティング システムがすでにサーバにインストールされ、CDN が BIOS ポ

リシーで有効な場合は、次の手順を実行します。

1 ネットワーク ドライバをアンインストールします。

2 システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらをアンインストールします。

3 システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワーク ドライバを再インストー

ルします。

これを行わないと、vNIC が設定された CDN 名で認識されません。

• サービス プロファイルで、適用された BIOS ポリシーが CDN 非対応から CDN 対応に、ま

たは CDN 対応から CDN 非対応に変更された場合は、次の手順を実行します。

1 ネットワーク ドライバをアンインストールします。

2 システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらを削除します。

3 システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワーク ドライバを再インストー

ルします。

BIOS ポリシーが CDN 対応から CDN 非対応に変更された場合は、CDN 名が

システム上のすべての vNIC から削除されたことを確認します。

（注）

• vNIC に変更が加えられた場合、システム上のすべてのデバイスの BDF も変更されます。次

に、システムに存在するすべての vNICの BDFの変更をトリガするいくつかのシナリオを示

します。

◦ vNIC が追加または削除された場合

◦ vNIC がシステム上のあるアダプタからシステム上の別のアダプタに移動された場合

これらの変更がシステムに加えられた場合は、次の手順を実行します。

1 存在するすべてのネットワーク インターフェイスからネットワーク ドライバをアンイン

ストールします。

2 システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらをアンインストールします。

3 システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワークコントローラにネットワー

ク ドライバを再インストールします。
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非表示のデバイスが削除されないと、ネットワーク アダプタのCDN名はCisco UCSManager
に設定されたとおりに表示されません。

各種アダプタが混在する場合の CDN

CDN 名が CDN がサポートされているアダプタと CDN がサポートされていないアダプタが混在

するシステム内のvNICに設定されると、システム配置において、CDNが設定されたvNICがCDN
をサポートするアダプタに配置されない場合があります。

CDN が BIOS ポリシーで有効であり、システム配置によって、CDN が設定された vNIC（Admin
CDN 設定済み）が CDN をサポートしていないアダプタに配置された場合は、情報エラーが発生

しますが、サービス プロファイルの設定問題は無視されます。

CDNがBIOSポリシーで有効であり、システム配置によって、vNIC（AdminCDN未設定）がCDN
をサポートしていないアダプタに配置された場合は、情報エラーが発生しますが、サービス プロ

ファイルの設定問題は無視されます。この場合、[Oper CDNName]は空になり、vNIC名から派生

されません。

CDN 名をサーバのホスト ネットワーク インターフェイス名として展開する場合は、サポートさ

れるアダプタに手動で vNIC を配置する必要があります。

BIOSポリシーでの一貫したデバイスの命名の設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 一貫したデバイスの命名（CDN）を設定する組織のノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies] を展開し、CDN を設定する BIOS ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインの [Main] タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties] 領域の [Consistent Device Naming] フィールドで次のいずれかをクリックして、CDN を

設定します。

説明オプション

BIOS ポリシーで CDN を無効にします。disabled

BIOS ポリシーで CDN を有効にします。イネーブル化

BIOSは、サーバ タイプとベンダーに関する BIOSのデフォルト

設定に含まれるこの属性の値を使用します。

Platform Default

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。
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vNIC の CDN 名の設定
CDN 名が vNIC に指定されていない場合は、vNIC 名が CDN 名として使用されます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 CDN 名を設定する vNIC を含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 CDN 名を設定する vNIC を含むサービス プロファイルと [vNICs] ノードを展開します。

ステップ 5 vNIC を選択します。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Properties] 領域の [Admin CDN Name] フィールドに CDN 名を入力します。

vNIC に設定する CDN 名は [Admin CDN Name] として表示されます。vNIC に最後に適

用された CDN 名前は、[Oper CDN Name] として表示されます。たとえば、「vnic0」と

いう名前の vNIC の [Admin CDN Name] が cdn0 の場合、この vNIC の [Oper CDN Name]
は cdn0 になりますが、同じ vNIC でも [Admin CDN Name] が指定されていない場合は

[Oper CDN Name] は vnic0 になります。

（注）

ステップ 8 [Save Changes] をクリックします。

CIMC セキュリティポリシー
Cisco UCS Manager は、セキュリティを強化するために次のポリシーを提供しています。

• KVM 管理ポリシー

• IPMI アクセス プロファイル

IPMI アクセスプロファイル
このポリシーでは、IPアドレスを使用して、IPMIコマンドを直接サーバに送信できるかどうかを

決定することができます。たとえば、CIMC からセンサー データを取得するためのコマンドを送

信することができます。このポリシーは、サーバでローカルに認証可能なユーザ名とパスワード

を含む IPMIアクセス、およびこのアクセスが読み取り専用か、読み取りと書き込みであるかを定

義します。

また、IPMIアクセス プロファイルで IPMI over LANをディセーブルまたはイネーブルにして、リ

モート接続を制限することもできます。IPMIoverLANは、関連しないすべてのサーバおよび IPMI
アクセスポリシーのないすべてのサーバでデフォルトによりディセーブルになります。IPMIアク

セス ポリシーを作成すると、IPMI over LAN はデフォルトでイネーブルに設定されます。値を変
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更してディセーブルにしない場合、IPMIoverLANは関連するすべてのサーバでイネーブルになり

ます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

IPMI アクセスプロファイルの作成

はじめる前に

IPMIプロファイルは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にし

ています。

• 適切な権限があり、サーバのオペレーティング システムによる認証が可能なユーザ名

• このユーザ名のパスワード

• ユーザ名と関連付けられている権限

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [IPMI Access Profiles] を右クリックし、[Create IPMI Access Profile] を選択します。

ステップ 5 [Create IPMI Access Profile] ダイアログボックスで次の手順を実行します。

a) プロファイルの一意の名前および説明を入力します。

b) [IPMI Over LAN] フィールドで、リモート接続を許可するか、禁止するかを選択します。

c) [OK] をクリックします。

ステップ 6 ナビゲータの [IPMI Users] 領域で、[+] をクリックします。

ステップ 7 [Create IPMI User] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この IPMI プロファイルと関連付けるユーザ名。

1～16文字の英数字を入力します。「@」（アットマーク）、

「_」（アンダースコア）、「-」（ハイフン）も使用できま

す。プロファイルの保存後は、この名前を変更できません。

[Name] フィールド
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説明名前

このユーザ名に関連付けられるパスワード。

1 ～ 20 文字の標準 ASCII 文字を入力します（ただし、「=」

（等号）、「$」（ドル記号）、「|」（縦棒）は除く）。

[Password] フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ユーザ ロール。次のいずれかになります。

• Admin

• Read Only

[Role] フィールド

b) [OK] をクリックします。

ステップ 8 別のユーザを追加するには、ステップ 6 および 7 を繰り返します。

ステップ 9 [OK] をクリックして、[Work] ペインの IPMI プロファイルに戻ります。

次の作業

IPMIプロファイルをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

IPMI アクセスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [IPMI Profiles] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプロファイルを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

KVM 管理ポリシー
このポリシーを使用して、KVM 経由でサーバにアクセスするときに vMedia 暗号化を有効にする

かどうかを指定できます。
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このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

KVM 仮想メディア（vMedia）セッションがマッピングされた後、KVM 管理ポリシーを変更

すると、仮想メディア（vMedia）セッションは失われます。KVM仮想メディア（vMedia）セッ

ションを再度マッピングする必要があります。

（注）

KVM 管理ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [KVM Management Policies] を右クリックし、[Create KVM Management Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create KVM Management Policy] ダイアログ ボックスで次の手順を実行します。

a) ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

b) [vMedia Encryption]フィールドで、vMedia暗号化をイネーブルにするかどうかを選択します。

c) [OK] をクリックします。

KVM仮想メディア（vMedia）セッションがマッピングされた後、KVM管理ポリシーを

変更すると、仮想メディア（vMedia）セッションは失われます。KVM 仮想メディア

（vMedia）セッションを再度マッピングする必要があります。

（注）

ローカルディスク設定ポリシーの設定

ローカルディスク設定ポリシー

このポリシーは、ローカル ドライブのオンボード RAID コントローラを通じて、サーバ上にイン

ストールされているオプションのSASローカルドライブを設定します。このポリシーでは、ロー

カルディスク設定ポリシーをインクルードしているサービスプロファイルに関連付けられたすべ

てのサーバに対してローカル ディスク モードを設定できます。

ローカル ディスク モードには次のものがあります。
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• No Local Storage：ディスクレス サーバまたは SAN 専用の設定で使用します。このオプショ

ンを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービスプロファイルを、ローカルディ

スクを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループッ

トを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべて

のデータが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2 つのディスクに書き込まれ、1 つのディスクで障害が発生した

場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイ サイズは、2 つのドライブの小さい方

の空き容量に等しくなります。

• Any Configuration：変更なしのローカル ディスク設定を転送するサーバ設定で使用します。

• NoRAID：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロードを変更しない状態のままにする

サーバ設定で使用します。

No RAID を選択し、このポリシーをすでに RAID ストレージが設定されているオペレーティ

ングシステムを使用するサーバに適用した場合、システムによってディスクの内容が削除さ

れません。そのため、[No RAID] モードの適用後にサーバでの違いがわからないことがあり

ます。よって、ポリシーの RAID 設定と、サーバの [Inventory] > [Storage] タブに表示される

実際のディスク設定とが一致しない場合があります。

以前のすべての RAID 設定情報をディスクから削除させるには、No RAID コンフィギュレー

ションモードの適用後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各ディ

スクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ情報が

格納されます。RAID 5 は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ

スループットを提供します。

• [RAID 6 Striped Dual Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、2 つ

のパリティ ディスクを使用して、最大 2 つの物理ディスクの障害に対する保護を提供しま

す。データ ブロックの各行に、2 セットのパリティ データが格納されます。

• [RAID 10 Mirrored and Striped]：RAID 10 はミラー化されたディスクのペアを使用して、完全

なデータ冗長性と高いスループット レートを提供します。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティ ディスク

セットにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク障害耐性を提供します。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたデュアル パリ

ティ ディスク セットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク障害耐性を

提供します。

このポリシーはサービス プロファイルに組み込む必要があります。また。このポリシーを有効に

するには、サーバに関連付ける必要があります。
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組み込みオンボードRAIDコントローラを搭載したCiscoUCSManagerと統合されたCiscoUCS
C シリーズ サーバの場合、ローカル ディスク モードは常に [Any Configuration] でなければな

らず、RAID はコントローラ上で直接設定する必要があります。

（注）

すべてのローカルディスク設定ポリシーに関するガイドライン

ローカル ディスク設定ポリシーを作成する前に、次のガイドラインを考慮してください。

HDD と SSD を混合しない

1 台のサーバや RAID 設定に、HDD と SSD を使用しないでください。

B200 M1 または M2 のデフォルトローカルディスク設定ポリシーを使用して、B200 M3 にサービス
プロファイルを割り当てないでください。

B200M1およびM2サーバとB200M3サーバのストレージ コントローラで提供されるRAID/JBOD
サポートは異なっているため、B200M1 または M2 サーバのデフォルト ローカル ディスク設定ポ

リシーを含むサービス プロファイルをB200M3サーバに割り当てたり、再割り当てを行ったりす

ることはできません。デフォルトのローカル ディスク設定ポリシーには、[AnyConfiguration]モー

ドまたは JBOD 設定が含まれます。

JBOD モードのサポート

ローカル ディスクの JBOD モードをサポートしているのは、B200 M1、B200 M2、B200 M3、

B250 M1、B250 M2、B22 M3 ブレード サーバのみです。

（注）

RAID 用に設定されているローカルディスク設定ポリシーに関するガ
イドライン

MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ用のローカルディスク設定ポリシーに RAID
設定を設定する

ブレード サーバまたは統合されたラックマウント サーバに MegaRAID コントローラが搭載され

ている場合、そのサーバのサービスプロファイルに含まれるローカルディスク設定ポリシーでド

ライブの RAID 設定を設定する必要があります。これを実行するには、そのサーバに定義されて

いる RAID モードのいずれかを使用して、サービス プロファイルのローカル ディスク設定ポリ

シーを設定するか、[Any Configuration] モードと LSI ユーティリティ ツールセットを使用して、

RAID ボリュームを作成します。
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OS をインストールする前に RAID LUN を設定していないと、インストール時にディスク検出エ

ラーが発生し、「NoDevice Found」といったエラー メッセージが表示される可能性があります。

サーバプロファイルで [Any Configuration] モードが指定されている場合、RAID 1 クラスタ移行後に
サーバが起動しない

RAID1クラスタの移行後、サービスプロファイルをサーバに関連付ける必要があります。サービ

ス プロファイル内のローカル ディスク設定ポリシーに RAID 1 ではなく [Any Configuration] モー

ドが設定されていると、RAID LUN は、関連付け中およびその後も「非アクティブ」状態のまま

になります。その結果、サーバは起動できなくなります。

この問題を回避するには、サーバに関連付けるサービス プロファイルに、移行前の元のサービス

プロファイルとまったく同じローカル ディスク設定ポリシーが含まれるようにし、[Any
Configuration] モードは含まれないようにします。

MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ上で JBOD モードを使用しない

MegaRAIDストレージコントローラが搭載されたブレードサーバまたは統合ラックマウントサー

バ上で JBOD モードまたは JBOD 操作を設定または使用しないでください。JBOD モードと操作

は、このサーバで完全に機能するよう設計されていません。

統合されたラックマウントサーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

Cisco UCS Manager と統合されているラックマウント サーバは、サーバ上に存在するハード ドラ

イブの数とは関係なく、RAID ボリュームを 1 つしか設定できません。

統合されたラックマウント サーバ内のローカル ハード ドライブは、1つの RAIDコントローラの

みにすべて接続される必要があります。Cisco UCS Manager との統合では、ローカル ハード ドラ

イブが単一のラックマウント サーバ内の複数の RAID コントローラに接続することはサポートさ

れていません。そのため、Cisco UCS Manager と統合されるラックマウント サーバを発注する際

は、単一の RAID コントローラ構成を要求することを推奨します。

また、サードパーティ製ツールを使用して、ラックマウント サーバ上に複数のRAIDLUNを作成

しないでください。Cisco UCS Manager は、そのような設定をサポートしていません。

ブレードサーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

ブレード サーバは、サーバ内に存在するドライブの数とは関係なく、RAID ボリュームを 1 つま

でしか設定できません。ローカル ハード ドライブは、1 つの RAID コントローラのみにすべて接

続される必要があります。たとえば、B200 M3 に LSI コントローラと Intel Patsburg コントローラ

が搭載されていても、LSI コントローラだけが RAID コントローラして使用できます。

また、サードパーティ製のツールを使用して、ブレード サーバ上に複数のRAIDLUNを作成しな

いでください。Cisco UCS Manager では、そのような設定はサポートされていません。

ミラー RAID で選択されるディスクの数は 2 つまでにする

ミラー RAID で選択されたディスクの数が 2 つを超えると、RAID 1 は RAID 10 LUN として作成

されます。この問題は、Cisco UCS B440 M1 サーバと B440 M2 サーバで発生する可能性がありま

す。
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一部のサーバの特定の RAID 設定オプションでは、ライセンスが必要

一部の Cisco UCS サーバには、特定の RAID 設定オプションのライセンスが必要です。Cisco UCS
Managerで、このローカル ディスク ポリシーを含むサービス プロファイルとサーバを関連付ける

と、Cisco UCSManagerによって選択されたRAIDオプションに適切なライセンスが備わっている

かが確認されます。問題がある場合は、サービス プロファイルを関連付ける際に、Cisco UCS
Manager に設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

B420 M3 サーバでは全コンフィギュレーションモードはサポートされていない

B420 M3サーバでは、ローカル ディスク設定ポリシーで、次のような設定オプションはサポート

されていません。

• RAID なし

• RAID 6 ストライプ化デュアルパリティ

また、B420 M3 では JBOD モードや操作はサポートされていません。

シングルディスク RAID 0 設定は、一部のブレードサーバではサポートされていない

シングル ディスク RAID 0 設定は、次のブレード サーバではサポートされていません。

• Cisco UCS B200 M1

• Cisco UCS B200 M2

• Cisco UCS B250 M1

• Cisco UCS B250 M2

ローカルディスク設定ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を右クリックし、[Create Local Disk Configuration Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create LocalDiskConfiguration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド
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説明名前

次のローカル ディスク ポリシー モードのいずれかを選択でき

ます。

• [No Local Storage]

• [RAID 0 Striped]

• [RAID 1 Mirrored]

• [Any Configuration]

• [No RAID]

No RAIDを選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー

ジが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、システムによってディスクの内容

が削除されません。そのため、[No RAID] モードの適用後

にサーバでの違いがわからないことがあります。よって、

ポリシーの RAID 設定と、サーバの [Inventory] > [Storage]
タブに表示される実際のディスク設定とが一致しない場合

があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させる

には、No RAID コンフィギュレーション モードの適用後

にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適

用します。

• [RAID 5 Striped Parity]

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

• [RAID 10 Mirrored and Striped]

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]

一部の Cisco UCS サーバでは、特定の RAID 設定オプ

ションにライセンスが必要です。Cisco UCS Manager
で、このローカル ディスク ポリシーを含むサービス

プロファイルとサーバを関連付けると、Cisco UCS
Manager によって選択された RAID オプションに適切

なライセンスが備わっているかが確認されます。問題

がある場合は、サービスプロファイルを関連付ける際

に、CiscoUCSManagerに設定エラーが表示されます。

特定の Cisco UCS サーバの RAID ライセンス情報につ

いては、そのサーバの『Hardware Installation Guide』

を参照してください。

（注）

[Mode] ドロップダウン リスト
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説明名前

オンにすると、サーバは、サービスプロファイルとの関連付け

が解除されても、ローカルディスク設定ポリシー内の設定を保

持します。

サーバ内の 1 つ以上のディスクに障害が発生すると、

[Protect Configuration] は機能しなくなります。

注意

このプロパティは、デフォルトでオンになっています。

サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新し

いサービスプロファイルが関連付けられると、新しいサービス

プロファイルの Protect Configurationプロパティの設定が優先さ

れ、前のサービス プロファイルの設定が上書きされます。

このオプションが有効になっていると、サーバが稼働停止して

再稼働された後でもディスク上のデータは保護されます。した

がって、サーバとサービスプロファイルの再関連付けは失敗し

ます。

このオプションがイネーブルの状態でサーバとサービ

ス プロファイルの関連付けを解除した後、そのサー

バに新しいサービス プロファイルを関連付け、その

サービス プロファイル内のローカル ディスク設定ポ

リシーに前とは異なるプロパティが含まれていると、

サーバから設定不一致のエラーが返され、関連付けは

失敗します。

（注）

[Protect Configuration] チェック

ボックス

SD カードの FlexFlash コントローラを有効化または無効化にす

るには、該当するボタンをクリックしてください。

このパラメータは、SDカード モジュールのあるサー

バのみ該当します。

（注）

[FlexFlashステータス]オプショ

ン ボタン

RAID レポートを有効化または無効化にするには、該当するボ

タンをクリックしてください。RAIDレポートを有効にすると、

RAIDステータスがモニタリングされ、障害が有効化されます。

1枚のSDカードのみが装着されている場合は、RAID
レポートが有効な場合でも、RAIDステータスは「無

効化」と表示され、RAID の状態は「NA」と表示さ

れます。

（注）

[FlexFlashRAIDレポートステー

タス] オプション ボタン

ステップ 6 [OK] をクリックします。
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ローカルディスク設定ポリシーの変更

この手順は、関連付けられた サービス プロファイル からローカル ディスク設定ポリシーを変更

する方法を示しています。[Servers]タブの [Policies]ノードからローカル ディスク設定ポリシーを

変更することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 変更するローカルディスク設定ポリシーを持つサービスプロファイルを含む組織を展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 変更するローカル ディスク設定ポリシーを含む サービス プロファイル をクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[Storage] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Change Local Disk Configuration Policy] をクリックします。

ステップ 7 [Change Local Disk Configuration Policy] ダイアログボックスで、[Select the Local Disk Configuration
Policy] ドロップダウン リストから次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

このオプションの下のリストから既存のローカルディスク設定ポリシー

を選択します。Cisco UCS Manager は、このポリシーを サービス プロ

ファイル に割り当てます。

Use a Disk Policy

選択された サービス プロファイル だけがアクセスできるローカル ディ

スク設定ポリシーを作成できます。

Create a Local Disk
Policy

デフォルトのローカル ディスク ポリシーを選択します。

UCS サーバが Cisco UCS Manager に接続されており、デフォ

ルトの RAID 設定が接続されたサーバでサポートされていな

い場合は、[No Disk Policy] を選択すると、RAID を消去し、

個々の RAID 0 ディスクで置き換えることができます。

（注）

No Disk Policy

ステップ 8 [OK] をクリックします。

ステップ 9 （任意） [Local Disk Configuration Policy] 領域を展開し、変更が行われたことを確認します。
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ローカルディスク設定ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Local Disk Config Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

FlexFlash のサポート

概要

Cisco UCS B シリーズおよび C シリーズ M3 および M4 サーバは内部セキュア デジタル（SD）メ

モリ カードをサポートします。SD カードは、Cisco Flexible Flash ストレージ コントローラ（SD
カード用スロットが2つあるPCIベースのコントローラ）によってホストされます。カードには、

HV と呼ばれる単一のパーティションが含まれます。FlexFlash が有効な場合、Cisco UCS Manager
には、BIOS とホスト オペレーティング システムの両方に対する USB ドライブとして HV パー

ティションが表示されます。

FlexFlashはデフォルトでディセーブルになっています。サービスプロファイルで使用されるロー

カル ディスク ポリシーで FlexFlashをイネーブルにできます。FlexFlashがローカル ディスク ポリ

シーでイネーブルと定義され、サーバがSDカードをサポートしている場合、FlexFlashコントロー

ラはサービスプロファイルを関連付ける際にイネーブルになります。サーバがSDカードをサポー

トしていない場合や CIMC バージョンが古い場合は、構成エラーメッセージが表示されます。

サポートされるサーバの FlexFlashを無効にすると、ハイパーバイザまたはHVパーティションは

ホストからすぐに切断されます。FlexFlashコントローラは、関連サービスプロファイルの関連付

け解除の一環としてもディセーブルになります。

FlexFlash コントローラはデュアル SD カード用の RAID-1 をサポートします。FlexFlash スクラブ

ポリシーを作成しサーバを再認識することで RAID ペアに新しい SD カードを設定できます。

FlexFlashスクラブ ポリシーは、両方のカードのHVパーティションを削除し、そのカードを正常

な RAID 状態にすることができます。

ペアリングが完了したらすぐにスクラブ ポリシーをディセーブルにします。（注）

HV パーティションから起動するには、SD カードがサービス プロファイルで使用されるブート

ポリシーで定義されている必要があります。
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FlexFlash ファームウェア管理

FlexFlashコントローラファームウェアは、CIMCイメージの一部としてバンドルされます。CIMC
をアップグレードする際に、最新のファームウェアバージョンがFlexFlashコントローラで使用可

能な場合、コントローラは管理されなくなり、FlexFlash インベントリには、[Controller State] が

[Waiting For User Action] として、[Controller Health] が [Old Firmware Running] として表示されま

す。FlexFlashコントローラのファームウェアをアップグレードするには、ボードコントローラの

更新を行う必要があります。詳細については、次の URL で入手できます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html該当する『Cisco UCS
B-Series Firmware Management Guide』を参照してください。

Cisco Flexible Flash ストレージコントローラの制約事項：

• Cisco Flexible Flash ストレージ コントローラは 16 GB、32 GB および 64 GB の SD カードのみ

をサポートしています。

16 GB および 32 GB カードは B200-M3 ブレード サーバでのみサポートされ、

64 GB SDカードは B200-M4 ブレード サーバでのみサポートされます。

（注）

• ラック サーバの SDカードをブレード サーバで使用したり、ブレード サーバの SDカードを

ラック サーバで使用することは推奨されません。サーバ タイプ間での SD カードの交換は

SD カードのデータ損失につながる可能性があります。

• 一部の Cisco UCS C シリーズ ラックマウント サーバには、4 つのパーティション（HV、

HUU、SCU、ドライバ）を持つ SD カードが搭載されています。Cisco UCS Manager では HV
パーティションのみが表示されます。FlexFlash スクラブ ポリシーを使用して、4 つのパー

ティションを持つ SD カードを単一 HV パーティション カードに移行できます。

• FlexFlash コントローラは RAID-1 同期（ミラー再構築）をサポートしません。SD カードが

RAID デグレード状態である場合、あるいはメタデータ エラーがコントローラによって報告

された場合は、FlexFlashスクラブ ポリシーを実行してRAIDのためのカードを組み合わせる

必要があります。FlexFlash スクラブ ポリシーの詳細については、スクラブ ポリシー, （547
ページ）を参照してください。次の条件によってRAIDデグレードやメタデータエラーが引

き起こされる可能性があります。

◦ サーバの 1 つのスロットにすでに SD カードが装着されているときに、別のスロットに

新しいまたは使用されていた SD カードを挿入する。

◦ 異なるサーバの 2 つの SD カードを挿入する。

• サーバのファームウェア バージョンは、2.2(1a) 以上が必要です。

FlexFlash FX3S のサポート
リリース 2.2(3) 以降、Cisco UCS Manager では FX3S コントローラによる追加の FlexFlash サポー

トが可能になりました。FX3S コントローラは次のサーバ上に存在します。
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• Cisco UCS B200 M4 ブレード サーバ

• Cisco UCS C220 M4 ラック サーバ

• Cisco UCS C240 M4 ラック サーバ

FX3S 制御を使用した FlexFlash 操作は、Cisco Flexible Flash ストレージ コントローラでの操作と

同じです。FlexFlashはデフォルトでは無効で、ローカルディスクポリシーを使用して有効化され

ます。また、コントローラをリセットし、SDカードをフォーマットして、一対の SDカードを自

動同期させることもできます。

FX3Sコントローラの SDカードには、ハイパーバイザと呼ばれる単一のパーティションが含まれ

ています。

Cisco FX3S コントローラの制約事項:

• FX3S コントローラは、32 GB および 64 GB の SDカードのみをサポートします。16 GB の

カードはサポートされません。

• ラック サーバの SDカードをブレード サーバで使用したり、ブレード サーバの SDカードを

ラック サーバで使用することは推奨されません。サーバ タイプ間での SD カードの交換は

SD カードのデータ損失につながる可能性があります。

• サーバのファームウェア バージョンは、2.2(3a) 以上が必要です。

FlexFlash SD カードのサポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies] を展開し、FlexFlash サポートをイネーブルにするローカル ディスク設

定ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [FlexFlash State] フィールドで、[Enable] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 7 [FlexFlash RAID Reporting State] フィールドで、[Enable] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 8 [Save Changes] をクリックします。
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自動同期の有効化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 自動同期を有効にするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage] サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Enable Auto-sync] をクリックします。

ステップ 7 [Enable Auto-sync] ダイアログボックスで、プライマリとして使用するSDカードの [Admin Slot
Number] を選択します。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

SD カードのフォーマット

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 SD カードをフォーマットするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage] サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で [Format SD Cards] をクリックします。

ステップ 7 [Yes] をクリックして、SD カードをフォーマットします。
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FlexFlash コントローラのリセット

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 FlexFlash コントローラをリセットするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインの [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage] サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で [Reset FlexFlash Controller] をクリックします。

ステップ 7 FlexFlash コントローラをリセットするには [Yes] をクリックします。

スクラブポリシーの設定

スクラブポリシー

このポリシーは、ディスカバリ プロセス中にサーバのローカル データおよび BIOS 設定に何が起

こるか、サーバがいつ再認識されるか、またはサーバとサービス プロファイルの関連付けがいつ

解除されるかを決定します。

ローカル ディスク スクラブ ポリシーは、Cisco UCS Manager によって管理されるハード ドラ

イブにのみ適用され、USB ドライブなど他のデバイスには適用されません。

（注）

スクラブ ポリシーの設定によっては、そのようなときに次の処理が行われます。

ディスクスクラブ

ローカル ドライブのデータに対しては、アソシエーションが解除されるときに、次のいずれかが

発生します。

• イネーブルの場合、ローカル ドライブ上のすべてのデータが破棄されます。

• ディセーブルの場合、ローカル ドライブ上のすべてのデータが保持されます（ローカル ス

トレージ設定を含む）。

BIOS 設定スクラブ

BIOS 設定に対しては、スクラブ ポリシーを含むサービス プロファイルがサーバからアソシエー

ション解除されるときに、次のいずれかが発生します。
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• イネーブルの場合、サーバのすべての BIOS 設定が消去され、そのサーバ タイプとベンダー

に合わせた BIOS のデフォルトにリセットされます。

• ディセーブルの場合、サーバの既存の BIOS 設定が保持されます。

FlexFlash スクラブ

FlexFlash スクラブにより、新規またはデグレード SD カードの組み合わせ、FlexFlash メタデータ

の設定エラーの解決、およびパーティションが 4 つの旧式 SD カードから単一パーティション SD
カードへの移行が可能になります。SD カードに対しては、スクラブ ポリシーを含むサービス プ

ロファイルがサーバからアソシエーション解除されるとき、またはサーバが再認識されるときに、

次のいずれかが発生します。

• イネーブルの場合、SDカードのHVパーティションはPNUOSフォーマット ユーティリティ

によりフォーマットされます。SDカードが 2つある場合、そのカードはRAID-1ペアされて

おり、両方のカードの HV パーティションは有効とマークされます。スロット 1 のカードは

プライマリとマークされ、スロット 2 のカードはセカンダリとしてマークされます。

• ディセーブルの場合、既存の SD カード設定が保持されます。

（注） • FlexFlashスクラブを行うと SDカードのHVパーティションが消去されるため、FlexFlash
スクラブを実行する前に、適切なホスト オペレーティング システム ユーティリティを使

用して SD カードの完全バックアップを行うことを推奨します。

• サービス プロファイルのメタデータ設定不具合を解決するには、FlexFlash スクラブを実

行する前にローカル ディスク設定ポリシーの FlexFlashをディセーブルにし、サーバが再

認識された後に FlexFlash をイネーブルにする必要があります。

• ペアリングが完了、またはメタデータ不具合が解決したらすぐにスクラブポリシーをディ

セーブルにします。

スクラブポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Scrub Policies] を右クリックし、[Create Scrub Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Scrub Policy] ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

このフィールドを [Yes] に設定すると、このスクラブ ポリシー

を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除され

たときに、サーバのローカルドライブにあるすべてのデータが

完全に消去されます。このフィールドを [No]に設定すると、す

べてのローカル ストレージ設定を含むローカル ドライブ上の

データは保存されます。

[Disk Scrub] フィールド

このフィールドを [Yes] に設定すると、このスクラブ ポリシー

を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除され

たときに、そのサーバの BIOS 設定が消去され、そのサーバ タ

イプとベンダーのデフォルトにリセットされます。このフィー

ルドを [No] に設定すると、BIOS 設定は保存されます。

[BIOS Settings Scrub] フィール

ド

フィールドを [Yes] に設定すると、サーバが再認識されたとき

に、SD カードの HV パーティションは PNUOS フォーマット

ユーティリティを使用してフォーマットされます。このフィー

ルドを [No] に設定すると、SD カードは保存されます。

[FlexFlash Scrub] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。
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スクラブポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Scrub Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

DIMM エラー管理の設定

DIMM の修正可能なエラー処理
CiscoUCSManagerでは、DIMMが事前定義されたウィンドウにおいて修正可能な重大エラーに遭

遇した場合、ステータスが Degraded と表され、機能しないデバイスと見なされます。

DIMMの修正可能なエラー処理機能により、サーバ内のすべてのDIMMに関する修正可能および

修正不可能なメモリエラーをすべてリセットできます。エラー設定をリセットすると、当該DIMM
のエラー数はクリアされ、ステータスは操作可能に変わり、DIMM のセンサー状態がリセットさ

れます。

メモリエラーのリセット

Cisco UCS Manager とベースボード管理コントローラ（BMC）で発生したすべての修正可能およ

び修正不可能なメモリ エラーをリセットするには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 エラー設定をリセットするサーバを右クリックし、[ResetAllMemoryErrors]を選択します。また、

[Actions] 領域から [Reset All Memory Errors] を選択することもできます。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUI に確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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DIMM のブラックリスト化
Cisco UCS Manager で、デュアル インライン メモリ モジュール（DIMM）の状態は、SEL イベン

ト レコードに基づいています。メモリ テストの実行中にBIOSで修正不可能なメモリ エラーに遭

遇した場合、DIMMは不良としてマークされます。不良なDIMMは機能しないデバイスと見なさ

れます。

DIMM のブラックリスト化を有効にすると、Cisco UCS Manager はメモリ テスト実行メッセージ

をモニタし、DIMM SPD データ内でメモリ エラーに遭遇した DIMM をブラックリストに載せま

す。これにより、ホストは修正不可能な ECC エラーに遭遇した DIMM をマップから外すことが

できます。

DIMM のブラックリストのイネーブル化
メモリ ポリシーは、Cisco UCS ドメインの既存のサーバ、およびメモリ ポリシーを設定した後で

追加されたサーバに適用できるグローバル ポリシーです。

（注） • この機能は、Cisco UCS Bシリーズ ブレード サーバおよび UCS C シリーズ ラック サーバ

の両方でサポートされています。

Cisco UCS C シリーズ 420 M3 ラック サーバはこの機能をサポートしていませ

ん。

（注）

• このグローバル ポリシーをサービス プロファイルに追加することはできません。

はじめる前に

• Cisco B シリーズ ブレード サーバの場合、サーバ ファームウェアはリリース 2.2(1) 以降のリ

リースである必要があります。

• シスコ C シリーズ ラック サーバの場合、サーバ ファームウェアはリリース 2.2(3) である必

要があります。

• 次の権限のいずれかでログインする必要があります。

◦ Admin

◦ サーバ ポリシー

◦ サーバ プロファイルのサーバ ポリシー
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ブラックリストをイネーブルにする組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Memory Policy] を展開して [default] を選択します。

ステップ 5 [Blacklisting] 領域で、[enabled] オプション ボタンをクリックします。

DIMMのブラックリストは、ドメインレベルポリシーでイネーブルにされ、これらの変更は、そ

の特定のドメイン内のすべてのサーバに適用されます。

サーバの Cisco IMC が DIMM のブラックリストをサポートしない場合、情報レベルのエラー

が生成されます。

（注）

Serial over LAN ポリシーの設定

Serial over LAN ポリシー
このポリシーは、このポリシーを使用するサービス プロファイルと関連付けられているすべての

サーバに対する Serial over LAN 接続の設定を行います。デフォルトでは、Serial over LAN 接続は

ディセーブルにされています。

Serial over LAN ポリシーを実装する場合、IPMI プロファイルを作成することも推奨します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

Serial over LAN ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。
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ステップ 4 [Serial over LAN Policies] を右クリックし、[Create Serial over LAN Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Serial over LAN Policy] ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCS ドメイン内のサービ

ス プロファイルとサービス プロファイル テンプレートで

のみ使用できます。

• [PendingGlobal]：このポリシーの制御は、CiscoUCSCentral
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCiscoUCSドメイン

で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは、CiscoUCSCentralで管理されま

す。このポリシーを変更する場合は、必ずCiscoUCSCentral
を使用して変更してください。

[Owner] フィールド

次のいずれかになります。

• [Disable]：Serial over LAN アクセスはブロックされます。

• [Enable]：Serial over LAN アクセスは許可されます。

[Serial over LAN State]フィール

ド
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説明名前

次のいずれかになります。

• 9600

• 19200

• 38400

• 57600

• 115200

[Speed] ドロップダウン リスト

ステップ 6 [OK] をクリックします。

Serial over LAN ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Serial over LAN Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバ自動構成ポリシーの設定

サーバ自動構成ポリシー

CiscoUCSManagerでは、このポリシーを使用して、新しいサーバの設定方法を決定します。サー

バ自動構成ポリシーを作成すると、新しいサーバの起動時に次の処理が行われます。

1 サーバに対してサーバ自動構成ポリシーの資格認定が実行されます。

2 必要な資格を満たしている場合、サーバは、サーバ自動構成ポリシーで設定されたサービスプ

ロファイルテンプレートから作成されたサービスプロファイルと関連付けられます。そのサー

ビス プロファイルの名前は、Cisco UCS Manager によって付与されるサーバの名前に基づきま

す。
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3 サービス プロファイルは、サーバ自動構成ポリシーで設定された組織に割り当てられます。

自動構成ポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1 つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい

ます。

• サーバ プール ポリシー資格情報

• サービス プロファイル テンプレート

• 組織（システムによりマルチテナント機能が実装されている場合）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Autoconfiguration Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド
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説明名前

この自動設定ポリシーに関連付けられているサーバプールポリ

シー資格情報。

サーバプールポリシー資格情報で指定された基準に合致する新

しいサーバが検出されると、Cisco UCS は、[Service Profile
TemplateName]ドロップダウン リスト フィールドで選択された

サービスプロファイルテンプレートに基づいて、自動的にサー

ビス プロファイルを作成し、それをサーバに関連付けます。

[Qualification] ドロップダウン

リスト

この自動構成ポリシーに関連付けられた組織。

Cisco UCS が自動的にサービス プロファイルを作成してサーバ

に関連付ける場合、サービスプロファイルはこのフィールドで

選択された組織に配置されます。

[Org] ドロップダウン リスト

このポリシーに関連付けられたサービス プロファイル テンプ

レート。

[Service Profile Template Name]
ドロップダウン リスト

ステップ 7 [OK] をクリックします。

自動構成ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除する自動構成ポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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サーバディスカバリポリシーの設定

サーバディスカバリポリシー

このディスカバリ ポリシーは、新しいサーバが追加されたときのシステムの反応を決定します。

サーバディスカバリポリシーを作成する場合、サーバがシャーシに追加されたときに、システム

により詳細なディスカバリを行うのか、または、ユーザがまず新しいサーバを確認する必要があ

るのかどうかを制御できます。デフォルトでは、システムにより完全なディスカバリが実行され

ます。

サーバディスカバリポリシーを作成した場合は、新しいサーバを起動すると次の処理が行われま

す。

1 サーバに対してサーバ ディスカバリ ポリシーの資格認定が行われます。

2 サーバが必要な資格を満たしている場合、Cisco UCS Manager はサーバに次の処理を適用しま

す。

• この処理に関して選択されたオプションに応じて、新しいサーバをただちに検出するか、

またはユーザが新しいサーバを確認するまで待機する

• サーバにスクラブ ポリシーを適用する

Cisco UCS Manager リリース 2.2(4) では、ブレード サーバはブロック サイズが 4 K のドライブ

をサポートしませんが、ラックマウント サーバはこのようなドライブをサポートします。ブ

ロック サイズが 4 K のドライブがブレード サーバに挿入された場合、検出は失敗し、次のエ

ラー メッセージが表示されます。

Unable to get Scsi Device Information from the system（システムからSCSI

デバイス情報を取得できません）

このエラーが発生した場合は、次の手順を実行します。

重要

1 4 K のドライブを取り外します。

2 サーバを再認識します。

注：サーバを再認識すると、サーバはリブートし、その結果、サービスは失われます。

サーバディスカバリポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーとサーバ プールを関連付ける予定がある場合は、サーバ プール ポリシー資格情報

を作成します。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Discovery Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブル アイコン バーの [+] アイコンをクリックして、[Create Server Discovery Policy] ダイアロ

グボックスを開きます。

ステップ 6 [Description] フィールドに、ディカバリ ポリシーの説明を入力します。

ステップ 7 [Action] フィールドで、次のオプションのいずれかを選択します。

• [Immediate]：Cisco UCS Manager は、自動的に新しいサーバの検出を試みます。

• [UserAcknowledged]：CiscoUCSManagerは、新しいサーバの検索が指示されるまで待機しま

す。

ステップ 8 （任意） このポリシーをサーバ プールに関連付けるには、[Qualification] ドロップダウン リスト

でサーバ プール ポリシーの資格情報を選択します。

ステップ 9 （任意） スクラブ ポリシーを含めるには、[Scrub Policy] ドロップダウン リストでポリシーを選

択します。

ステップ 10 [OK] をクリックします。

次の作業

サーバ ディスカバリ ポリシーをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方

に含めます。

サーバディスカバリポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Discovery Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除するサーバ ディスカバリ ポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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サーバ継承ポリシーの設定

サーバ継承ポリシー

このポリシーは、サーバ用のサービス プロファイルを作成するために、サーバ ディスカバリ プ

ロセス中に呼び出されます。このポリシーから作成されたサービス プロファイルはすべて、製造

元でブレードに設定された値を使用します。このポリシーは次の機能を実行します。

• サーバのインベントリの分析

• 選択された組織へのサーバの割り当て（設定されている場合）

• 製造元でサーバに設定された ID を使って、このサーバのサービス プロファイルを作成

このポリシーを使って作成したサービス プロファイルは他のサーバに移行できません。

サーバ継承ポリシーの作成

VIC アダプタが搭載されたブレード サーバまたはラックマウント サーバ（Cisco UCS M81KR 仮

想インターフェイスカードなど）、サーバのアイデンティティ値が製造時にサーバハードウェア

に書き込まれていません。その結果、アダプタのアイデンティティは、デフォルトプールから取

得する必要があります。デフォルトプールに、サーバに割り当てるのに十分なエントリが格納さ

れていない場合、サービス プロファイルの関連付けが設定エラーで失敗します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Inheritance Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Server Inheritance Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバ プールに関連付けるに

は、それらのプールを識別するサーバプール資格ポリシーを選

択します。

[Qualification] ドロップダウン

リスト

このポリシーに組織を関連付ける場合、または現在のアソシエー

ションを変更する場合は、ドロップダウンリストから組織を選

択します。

[Org] ドロップダウン リスト

ステップ 7 [OK] をクリックします。

サーバ継承ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Inheritance Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除するサーバ継承ポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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サーバプールポリシーの設定

サーバプールポリシー

このポリシーはサーバ ディスカバリ プロセス中に呼び出されます。これは、サーバ プール ポリ

シー資格情報により、サーバと、ポリシーで指定されたターゲット プールが一致した場合にどの

ような処理が行われるかを定義します。

サーバが複数のプールに適合したときに、これらのプールにサーバ プール ポリシーがあった場

合、このサーバはこれらすべてのプールに追加されます。

サーバプールポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1 つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい

ます。

• 少なくとも 1 つのサーバ プール

• サーバ プール ポリシー資格情報（サーバをプールに自動的に追加する場合）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pool Policies] を右クリックし、[Create Server Pool Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

このポリシーをサーバプールに関連付ける場合は、ドロップダ

ウン リストから該当のプールを選択します。

[Target Pool] ドロップダウン リ

スト

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバ プールに関連付けるに

は、それらのプールを識別するサーバプール資格ポリシーを選

択します。

[Qualification] ドロップダウン

リスト

ステップ 6 [OK] をクリックします。

サーバプールポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Server Pool Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報の設定

サーバプールポリシー資格情報

このポリシーは、ディスカバリ プロセス中に実行されたサーバのインベントリに基づいて、サー

バを資格認定します。資格情報は、サーバが選択基準を満たすかどうかを判断するために、ポリ
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シーで設定されたルールです。たとえば、データセンター プールのサーバの最小メモリ容量を指

定するルールを作成できます。

資格情報は、サーバプールポリシーだけではなく、その他のポリシーでも、サーバを配置するた

めに使用されます。たとえば、サーバがある資格ポリシーの基準を満たしている場合、このサー

バを 1つ以上のサーバ プールに追加したり、自動的にサービス プロファイルと関連付けたりでき

ます。

サーバ プール ポリシー資格情報を使用すると、次の基準に従ってサーバを資格認定できます。

• アダプタのタイプ

• シャーシの場所

• メモリのタイプと設定

• 電源グループ

• CPU のコア数、タイプ、および設定

• ストレージの設定と容量

• サーバのモデル

実装によっては、サーバプールポリシー資格情報を使用して、次を含む複数のポリシーを設定す

る必要があります。

• 自動構成ポリシー

• シャーシ ディスカバリ ポリシー

• サーバ ディスカバリ ポリシー

• サーバ継承ポリシー

• サーバ プール ポリシー

サーバプールポリシーの資格情報の作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。
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ステップ 4 [Server Pool Policy Qualifications] ノードを右クリックし、[Create Server Pool Policy Qualification] を

選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy Qualification] ダイアログボックスに、ポリシーの一意の名前および説明

を入力します。

ステップ 6 （任意） このポリシーを使用して、アダプタ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、

次の手順を実行します。

a) [Create Adapter Qualifications] をクリックします。

b) [Create Adapter Qualifications] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

アダプタ タイプ

アダプタの資格を保存すると、このタイプは変更できなくな

ります。

[Type] ドロップダウン リスト

アダプタ PID が一致する必要のある正規表現。[PID] フィールド

選択されたタイプの最大容量

容量を指定するには、[Select]を選択し、必要な最大容量を入

力します。1 ～ 65535 の整数を入力できます。

[Maximum Capacity] フィール

ド

c) [OK] をクリックします。

ステップ 7 （任意） このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシに基づいたサーバの資格

認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications] をクリックします。

b) [Create Chassis and Server Qualifications] ダイアログボックスの 領域で次のフィールドに値を入

力して、使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID] フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバ プールが使用できる

最初のシャーシ ID。

• [Number ofChassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[FirstChassis ID]フィー

ルドで指定されたシャーシから始まります）。

例：

たとえば、シャーシ 5、6、7、および 8を使用する場合、[First Chassis ID]フィールドに 5を入

力し、[Number ofChassis]フィールドに 4を入力します。シャーシ 3だけを使用する場合、[First
Chassis ID] フィールドに 3 を入力し、[Number of Chassis] フィールドに 1 を入力します。

シャーシ 5、6、および 9 を使用する場合、5 ～ 6 の範囲のシャーシ/サーバ資格を作

成し、シャーシ 9 には別の資格を作成します。必要に応じた数のシャーシ/サーバ資

格を作成できます。

ヒント
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c) [Finish] をクリックします。

ステップ 8 （任意） このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシとスロットの両方に基づ

いたサーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications] をクリックします。

b) [Create Chassis and Server Qualifications] ダイアログボックスの 領域で次のフィールドに値を入

力して、使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID] フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバ プールが使用できる

最初のシャーシ ID。

• [Number ofChassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[FirstChassis ID]フィー

ルドで指定されたシャーシから始まります）。

c) テーブルで、[Add] をクリックします。

d) [Create Server Qualifications] ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力して、使用する

範囲のサーバの範囲を指定します。

• [First Slot ID] フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバ プールから取得で

きる最初のスロット ID。

• [Number of Slots]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバ プールから取得

できるスロットの合計数。

e) [Finish Stage] をクリックします。

f) 別のスロットの範囲を追加するには、[Add] をクリックし、ステップ d および e を繰り返しま

す。

g) スロット範囲の指定を終了したら、[Finish] をクリックします。

ステップ 9 （任意） このポリシーを使用して、メモリ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、次

の手順を実行します。

a) [Create Memory Qualifications] をクリックします。

b) [Create Memory Qualifications] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

必要な最小クロック速度（MHz）。[Clock] フィールド

許容される最大遅延（ナノ秒）。[Latency] フィールド

最小限必要なメモリ容量（MB 単位）。[Min Cap] フィールド

メモリの許容最大容量（MB 単位）。[Max Cap] フィールド

データ バスの最小幅。[Width] フィールド

[Width] フィールドの値と関連付けられる測定単位。[Units] フィールド

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
565

サーバ関連ポリシーの設定

サーバプールポリシーの資格情報の作成



c) [OK] をクリックします。

ステップ 10 （任意） このポリシーを使用して、CPU/コア構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、

次の手順を実行します。

a) [Create CPU/Cores Qualifications] をクリックします。

b) [Create CPU/Cores Qualifications] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このポリシーが適用される CPU アーキテクチャ。[Processor Architecture] ドロッ

プダウン リスト

プロセッサ PID が一致する必要のある正規表現。[PID] フィールド

最小限必要な CPU コアの数。

容量を指定するには、[select] を選択し、関連するテキスト

フィールドに 1 ～ 65535 の整数を入力します。

[Min Number of Cores] フィー

ルド

CPU コアの許容最大数。

容量を指定するには、[select] を選択し、関連するテキスト

フィールドに 1 ～ 65535 の整数を入力します。

[Max Number of Cores] フィー

ルド

最小限必要な CPU スレッドの数。

容量を指定するには、[select] を選択し、関連するテキスト

フィールドに 1 ～ 65535 の整数を入力します。

[MinNumber of Threads]フィー

ルド

CPU スレッドの許容最大数。

容量を指定するには、[select] を選択し、関連するテキスト

フィールドに 1 ～ 65535 の整数を入力します。

[MaxNumber of Threads]フィー

ルド

最小限必要な CPU 速度。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最小速度を入

力します。

[CPU Speed] フィールド

最小限必要な CPU バージョン。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最大速度を入

力します。

[CPU Stepping] フィールド

c) [OK] をクリックします。

ステップ 11 （任意） このポリシーを使用して、ストレージ構成および容量に基づいたサーバの資格認定を実

行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Storage Qualifications] をクリックします。
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b) [Create Storage Qualifications] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用可能なストレージをディスクレスにする必要があるかど

うか。次のいずれかになります。

• [Unspecified]：どのストレージ タイプも受け入れ可能で

す。

• [Yes]：ストレージをディスクレスにする必要がありま

す。

• [No]：ストレージをディスクレスにできません。

[Diskless] フィールド

最小限必要なブロック数。

容量を指定するには、[select]を選択し、ブロックの数を入力

します。

[Number of Blocks]フィールド

最小限必要なブロック サイズ（バイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ブロックのサイズを

入力します。

[Block Size] フィールド

サーバ内のすべてのディスクの最小ストレージ容量（MB 単

位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ストレージの最小容

量を入力します。

[Min Cap] フィールド

ストレージの許容最大容量（メガバイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ストレージの最大容

量を入力します。

[Max Cap] フィールド

最小限必要なディスクあたりのストレージ容量（ギガバイト

単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、各ディスクの最小容

量を入力します。

[Per Disk Cap] フィールド

ユニット数。

容量を指定するには、[select]を選択し、必要なユニットを入

力します。

[Units] フィールド

FlexFlash カードの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、必要なユニットを入

力します。

[Number of Flex Flash Cards]
フィールド
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説明名前

ディスク タイプ。次のいずれかになります。

• [Unspecified]：どのディスクタイプも受け入れ可能です。

• [HDD]：ディスクは HDD にする必要があります。

• [SSD]：ディスクは SSD （SATA または SAS）にする必

要があります。

[Disk Type] フィールド

c) [OK] をクリックします。

ステップ 12 このポリシーを使用して、サーバのモデルに基づいたサーバの資格認定を実行するには、次の手

順を実行します。

a) [Create Server Model Qualifications] をクリックします。

b) [Create Server PID Qualifications] ダイアログボックスで、[PID] ドロップダウン リストからサー

バ モデルの PID を選択します。

c) [OK] をクリックします。

ステップ 13 （任意） このポリシーを使用して、電源グループに基づいたサーバの資格認定を実行するには、

次の手順を実行します。

a) [Create Group Power Qualifications] をクリックします。

b) [Create Group Power Qualifications] ダイアログボックスで、[Power Group] ドロップダウン リス

トから電源グループを選択します。

c) [OK] をクリックします。

ステップ 14 （任意） このポリシーを使用して、関連付けられたサーバ プールに追加できるラックマウント

サーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Rack Qualifications] をクリックします。

b) [Create Storage Qualifications] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得に使

用できる最初のラックマウント サーバ スロット ID。

[First Slot ID] フィールド

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得に使

用できるラックマウント サーバ スロットの合計数。

[Number of Slots] フィールド

ステップ 15 テーブル内の資格を確認し、必要に応じて修正します。

ステップ 16 [OK] をクリックします。
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サーバプールポリシーの資格情報の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシー資格情報を右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報からの資格の削除

1 つまたは複数の資格のセットを削除してサーバ プール ポリシーの資格情報を変更するには、こ

の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications] ノードを展開します。

ステップ 4 変更するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[Qualifications] タブを選択します。

ステップ 6 資格のセットを削除するには、次の手順を実行します。

a) テーブルで、資格のセットを示す行を選択します。

b) この行を右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。

vNIC/vHBA 配置ポリシーの設定

vNIC/vHBA 配置ポリシー
vNIC/vHBA 配置ポリシーは、次のことを決定するために使用されます。
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• 仮想ネットワークインターフェイス接続（vCon）をサーバ上の物理アダプタにマッピングす

る方法。

• 各 vCon に割り当てることのできる vNIC または vHBA のタイプ。

各vNIC/vHBA配置ポリシーには、物理アダプタの仮想表現であるvConが含まれます。vNIC/vHBA
配置ポリシーがサービスプロファイルに割り当てられ、サービスプロファイルがサーバに関連付

けられると、vNIC/vHBA 配置ポリシー内の vCon が物理アダプタに割り当てられ、vNIC および

vHBA がそれらの vCon に割り当てられます。

1つのアダプタを持つブレード サーバやラック サーバの場合は、Cisco UCSはすべての vConをそ

のアダプタに割り当てます。4つのアダプタを持つサーバの場合は、CiscoUCSは vCon1をアダプ

タ 1 に、vCon2 をアダプタ 2 に、vCon3 をアダプタ 3 に、vCon4 をアダプタ 4 に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを搭載したブレード サーバまたはラック サーバの場合、CiscoUCSは、

サーバのタイプと選択された仮想スロット マッピング スキーム（[Round Robin] または [Linear
Ordered]）に基づいてvConを割り当てます。使用可能なマッピング スキームの詳細については、

vCon のアダプタへの配置, （571 ページ）を参照してください。

Cisco UCS は、vCon の割り当て後、vNIC と vHBA を各 vCon の [Selection Preference] に基づいて

割り当てます。これは、次のいずれかになります。

vHBA の PCI 順序を指定できますが、任意の順序は、vNIC または vHBA など、相互間ではな

く、デバイスのクラス内で機能します。アダプタ内で、vNIC は vHBA よりも常に前に配置さ

れます。

（注）

• [All]：設定されたすべての vNIC と vHBA は、明示的な割り当て、割り当て解除、動的のい

ずれかで vCon に割り当てられます。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNIC と vHBA を vCon に明示的に割り当てる必要があります。サービス プ

ロファイルやvNICまたはvHBAのプロパティにより、明示的に割り当てることができます。

• [Exclude Dynamic]：動的な vNIC や vHBA を vCon に割り当てることはできません。vCon は

静的な vNIC と vHBA に使用可能で、割り当て解除または明示的な割り当てを行います。

• [Exclude Unassigned]：割り当て解除された vNICや vHBAを vConに割り当てることはできま

せん。vCon は動的な vNIC や vHBA の他、明示的に割り当てられた静的な vNIC や vHBA に

使用できます。

• [Exclude usNIC]：Cisco usNICを vConに割り当てることはできません。vConは、明示的に割

り当てられている、割り当てられていない、または動的であっても、その他すべての設定さ

れた vNIC と vHBA に使用できます。

[Exclude usNIC]に設定されている vConに明示的に割り当てられているSRIOV
usNIC は、引き続きその vCon に割り当てられたままになります。

（注）
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サービス プロファイルにvNIC/vHBA 配置ポリシーを含めない場合、Cisco UCS Manager はデフォ

ルトの [Round Robin] の vCon マッピング方式と [All] の vNIC/vHBA 選択プリファレンスに従い、

各アダプタの機能と相対容量に基づいてアダプタ間で vNIC と vHBA を配布します。

vCon のアダプタへの配置
CiscoUCSは、サービス プロファイル内のすべての vConをサーバ上の物理アダプタにマッピング

します。マッピングの実行方法、およびサーバ内の特定のアダプタへのvConの割り当て方法は、

次の条件によって決まります。

• サーバのタイプ。2 つのアダプタ カードを搭載した N20-B6620-2 および N20-B6625-2 ブレー

ド サーバは、他のサポートされるラック サーバまたはブレード サーバとは異なるマッピン

グ スキームを使用します。

• サーバ内のアダプタの数。

• vNIC/vHBA 配置ポリシー内の仮想スロット マッピング スキームの設定（該当する場合）。

vNIC および vHBA を vCon に割り当てるための vNIC/vHBA 選択環境設定を設定するときは、こ

の配置を検討する必要があります。

vCon のアダプタへの配置は、アダプタの PCIE スロット番号とは関係ありません。vCon の配

置のために使用されるアダプタ番号は、アダプタの PCIE スロット番号ではなく、サーバ検出

中にそれらに割り当てられる ID です。

（注）

N20-B6620-2 および N20-B6625-2 ブレードサーバでの vCon のアダプタへの配置
N20-B6620-2 および N20-B6625-2 ブレード サーバの場合は、2 つのアダプタを左から右に、vCon
を右から左に数えます。これらのブレード サーバの 1 台が単一のアダプタを持つ場合は、Cisco
UCS がすべての vCon をそのアダプタに割り当てます。サーバが 2 つのアダプタを持つ場合は、

vCon の割り当ては仮想スロット マッピング スキームに基づいて行われます。

• [Round Robin]：Cisco UCS は vCon2 と vCon4 をアダプタ 1 に、vCon1 と vCon3 をアダプタ 2
に割り当てます。これはデフォルトです。

• [Linear Ordered]：Cisco UCS は vCon3 と vCon4 をアダプタ 1 に、vCon1 と vCon2 をアダプタ

2 に割り当てます。

vCon のアダプタへの配置（他のすべてのサポート対象サーバの場合）
N20-B6620-2 および N20-B6625-2 ブレード サーバに加え、Cisco UCS によりサポートされるその

他すべてのサーバでは、vConの割り当ては、サーバに搭載されるアダプタ数と仮想スロットマッ

ピング スキームに応じて異なります。
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1つのアダプタを持つブレード サーバやラック サーバの場合は、Cisco UCSはすべての vConをそ

のアダプタに割り当てます。4つのアダプタを持つサーバの場合は、CiscoUCSは vCon1をアダプ

タ 1 に、vCon2 をアダプタ 2 に、vCon3 をアダプタ 3 に、vCon4 をアダプタ 4 に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを搭載したブレード サーバまたはラック サーバの場合、CiscoUCSは、

選択した仮想スロット マッピング スキーム（ラウンド ロビンまたは線形順序）に基づいて vCons
を割り当てます。

表 13：ラウンドロビンマッピングスキームを使用した vCon のアダプタへの配置

vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ1アダプタ2アダプタ12

アダプタ2アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

ラウンド ロビンはデフォルトのマッピング スキームです。

表 14：線形順序マッピングスキームを使用した vCon のアダプタへの配置

vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ2アダプタ1アダプタ12

アダプタ3アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

Cisco UCS B440 M2 ブレード サーバに搭載された 2 つのアダプタで vCon ポリシーを使用して

いる場合は、次のマッピングに注意してください。

（注）

• 最初に vCon 2 からアダプタ 1 へのマッピング

• 2 番目に vCon 1 からアダプタ 2 へのマッピング
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vNIC/vHBA の vCon への割り当て
Cisco UCS Manager には、vNIC/vHBA 配置ポリシーを使用して vNIC および vHBA を vCon に割り

当てるオプションが 2 つあります。つまり、明示的割り当てと暗黙的割り当てです。

vNIC および vHBA の明示的割り当て

明示的割り当てでは、vCon を指定してから、vNIC または vHBA を割り当てるアダプタを指定し

ます。この割り当てオプションは、サーバ上のアダプタ間への vNIC および vHBA の配布方法を

決定する必要がある場合に使用します。

明示的割り当ての場合に、vCon と関連付けられる vNIC および vHBA を設定するには、次の手順

を実行します。

• vCon設定を任意の使用可能なオプションに設定します。vConは、vNIC/vHBA配置ポリシー

を使用して設定するか、サーバに関連付けられているサービス プロファイルで設定できま

す。vCon で [All] が設定されている場合でも、vNIC または vHBA をその vCon に明示的に割

り当てることができます。

• vNIC および vHBA を vCon に割り当てます。この割り当ては、vNIC または vHBA の仮想ホ

スト インターフェイス配置プロパティ、またはサーバに関連付けられたサービス プロファ

イルで実行できます。

vNIC や vHBA をそれらのタイプに設定されていないvCon に割り当てようとすると、Cisco UCS
Manager によって設定エラーが発生したことを示すメッセージが表示されます。

サービス プロファイルの関連付け中に、Cisco UCSManagerは、設定済みの vNICおよび vHBAの

割り当てを、サーバ内の物理的なアダプタ数および機能と比較して検証し、その後でポリシー内

の設定に従ってvNICおよびvHBAを割り当てます。負荷分散は、このポリシーで設定されたvCon
およびアダプタへの明示的な割り当てに基づいています。

アダプタが 1 つ以上の vNIC または vHBA の割り当てをサポートしていない場合は、Cisco UCS
Manager によってサービス プロファイルに対するエラーが生成されます。

vHBA の PCI 順序を指定できますが、任意の順序は、vNIC または vHBA など、相互間ではな

く、デバイスのクラス内で機能します。アダプタ内で、vNIC は vHBA よりも常に前に配置さ

れます。

（注）

vNIC および vHBA の暗黙的割り当て

暗黙的割り当てでは、Cisco UCS Manager は vCon を決定した後で、アダプタの機能とそれらの相

対的な処理能力に基づいて vNIC または vHBA を割り当てるアダプタを決定します。この割り当

てオプションは、vNICまたはvHBAが割り当てられるアダプタがシステム設定で重要ではない場

合に使用します。

暗黙的割り当ての場合に vCon を設定するには、次の手順を実行します。
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• vCon設定を [All]、[Exclude Dynamic]、または [Exclude Unassigned]に設定します。vConは、

vNIC/vHBA 配置ポリシーを使用して設定するか、サーバに関連付けられているサービス プ

ロファイルで設定できます。

• vCon を [Assigned Only] に設定しないでください。この設定を使用して暗黙的割り当てを実

行することはできません。

• vNIC または vHBA を vCon に割り当てないでください。

サービス プロファイルの関連付け中に、Cisco UCS Manager は、サーバ内の物理的なアダプタ数

および機能を検証し、必要に応じて vNIC および vHBA を割り当てます。負荷分散はアダプタの

機能に基づいており、vNIC および vHBA の配置は、システムによって決定される実際の順番に

従って実行されます。たとえば、あるアダプタが他のアダプタより多くの vNIC に対応できる場

合、そのアダプタにはより多くの vNIC が割り当てられます。

サーバに設定されている数の vNIC および vHBA をアダプタでサポートできない場合、Cisco UCS
Manager は、サービス プロファイルに対する障害を生成します。

デュアルアダプタ環境での vNIC の暗黙的割り当て

各スロットにアダプタ カードが搭載されたデュアル スロット サーバで暗黙的な vNIC割り当てを

使用する場合、Cisco UCS Manager は通常 vNIC/vHBA を次のように割り当てます。

• サーバの両方のスロットに同じアダプタがある場合、Cisco UCS Manager は vNIC の半分と

vHBA の半分を各アダプタに割り当てます。

• サーバに 1 つの 非 VIC アダプタと 1 つの VIC アダプタがある場合、Cisco UCS Manager は、

2 つの vNIC と 2 つの vHBA を非 VIC アダプタに割り当て、残りの vNIC と vHBA を VIC ア

ダプタに割り当てます。

• サーバに 2 つの異なる VIC アダプタがある場合、Cisco UCS Manager は、2 つのアダプタの

相対的な処理能力に基づいて、vNIC と vHBA を比例的に割り当てます。

次の例は、サポートされるアダプタ カードのさまざまな組み合わせに対して、CiscoUCSManager
が vNIC と vHBA をどのように割り当てるのか、その一般的な方法を示しています。

• 4 つ の vNIC と、2 つの Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタ（それぞれ 2 つの

vNIC）を搭載したサーバを設定する場合、Cisco UCSManagerは 2つの vNICを各アダプタに

割り当てます。

• 50 の vNIC と、Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタ（2 つの vNIC）および Cisco UCS M81KR
仮想インターフェイス カードアダプタ（128 の vNIC）を搭載したサーバを設定する場合、

Cisco UCS Manager は、2 つの vNIC を Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタに割り当て、48 の

vNIC を Cisco UCS M81KR 仮想インターフェイス カードアダプタに割り当てます。

• 150 の vNIC と、Cisco UCS M81KR 仮想インターフェイス カードアダプタ（128 の vNIC）お

よび Cisco UCS VIC-1240 仮想インターフェイス カードアダプタ（256 の vNIC）を搭載した

サーバを設定する場合、Cisco UCS Manager は、50 の vNIC を Cisco UCS M81KR 仮想イン

ターフェイス カードアダプタに割り当て、100 の vNIC を Cisco UCS VIC-1240 仮想インター

フェイス カードアダプタに割り当てます。
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vNIC をファブリック フェールオーバー用に設定し、ダイナミック vNIC をサーバ用に設定し

た場合に、この暗黙的な割り当てに対する例外が発生します。

（注）

vNICファブリックのフェールオーバーが含まれる設定で、1つのアダプタがvNICのフェールオー

バーをサポートしない場合、Cisco UCS Manager は、ファブリックのフェールオーバーが有効に

なっているすべての vNIC を、それらをサポートするアダプタに割り当てます。ファブリックの

フェールオーバー用に設定された vNIC のみが設定に含まれる場合、それらをサポートしないア

ダプタに割り当てられる vNIC はありません。ファブリックのフェールオーバー用に設定された

vNIC と設定されていない vNIC がある場合、Cisco UCS Manager は、すべてのフェールオーバー

vNICを、それらをサポートするアダプタに割り当て、上記の比率に従って、少なくとも 1つの非

フェールオーバー vNIC を、それらをサポートしないアダプタに割り当てます。

ダイナミック vNIC が含まれる設定では、同様の暗黙的な割り当てが発生します。Cisco UCS
Managerは、すべてのダイナミックvNICをそれらをサポートするアダプタに割り当てます。ただ

し、ダイナミック vNICとスタティック vNICの組み合わせでは、少なくとも 1つのスタティック

vNIC がダイナミック vNIC をサポートしていないアダプタに割り当てられます。

vNIC/vHBA 配置ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC/vHBA Placement Policies] を右クリックし、[Create Placement Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Placement Policy] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この配置ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ

オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name] フィールド
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説明名前

[仮想スロットマッピングス

キーム] フィールド
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説明名前

Cisco UCSは、サーバの PCIeアダプタ カードに、仮想ネット

ワーク インターフェイス接続（vCon）を割り当てます。各

vConは、vNICsや vHBAに割り当て可能な物理アダプタとし

て仮想表示されます。

1つのアダプタを持つブレード サーバやラック サーバの場合

は、Cisco UCSはすべての vConをそのアダプタに割り当てま

す。4つのアダプタを持つサーバの場合は、CiscoUCSはvCon1
をアダプタ 1 に、vCon2 をアダプタ 2 に、vCon3 をアダプタ

3 に、vCon4 をアダプタ 4 に割り当てます。

2 つまたは 3 つのアダプタを持つブレード サーバやラック

サーバの場合は、Cisco UCS は選択された仮想スロット マッ

ピング スキームに基づいて、vCon を割り当てます。次のい

ずれかになります。

• [Round Robin]：2つのアダプタ カードを持つサーバの場

合は、Cisco UCS は vCon1 と vCon3 をアダプタ 1 に、

vCon2 と vCon4 をアダプタ 2 に割り当てます。

3つのアダプタカードを持つサーバの場合は、CiscoUCS
は vCon1 をアダプタ 1 に、vCon2 と vCon4 をアダプタ 2
に、vCon3 をアダプタ 3 に割り当てます。

これがデフォルトのスキームです。

• [Linear Ordered]：Cisco UCS は vCon1 と vCon2 をアダプ

タ 1 に、vCon3 と vCon4 をアダプタ 2 に割り当てます。

3つのアダプタカードを持つサーバの場合は、CiscoUCS
は vCon1 をアダプタ 1 に、vCon2 をアダプタ 2 に割り当

て、vCon3 と vCon4 をアダプタ 3 に割り当てます。

N20-B6620-2およびN20-B6625-2ブレード サーバの

場合は、2つのアダプタを左から右に、vConを右か

（注）

ら左に数えます。これらのブレード サーバの1台が

単一のアダプタを持つ場合は、Cisco UCS がすべて

の vCon をそのアダプタに割り当てます。サーバが

2つのアダプタを持つ場合は、vConの割り当ては仮

想スロット マッピング スキームに基づいて行われ

ます。

• [Round Robin]：Cisco UCSは vCon2と vCon4を

アダプタ 1に、vCon1と vCon3をアダプタ 2に

割り当てます。これはデフォルトです。

• [Linear Ordered]：Cisco UCS は vCon3 と vCon4
をアダプタ 1 に、vCon1 と vCon2 をアダプタ 2
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説明名前

に割り当てます。

Cisco UCS は、vCon の割り当て後、vNIC と vHBA を各 vCon
の [Selection Preference] に基づいて割り当てます。

b) 各 [Virtual Slot] の [Selection Preference] カラムで、ドロップダウン リストから次のいずれかを

選択します。

• [All]：設定されたすべての vNICと vHBAは、明示的な割り当て、割り当て解除、動的の

いずれかで vCon に割り当てられます。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNICと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービス

プロファイルや vNICまたは vHBAのプロパティにより、明示的に割り当てることができ

ます。

• [Exclude Dynamic]：動的な vNIC や vHBA を vCon に割り当てることはできません。vCon
は静的な vNIC と vHBA に使用可能で、割り当て解除または明示的な割り当てを行いま

す。

• [Exclude Unassigned]：割り当て解除された vNIC や vHBA を vCon に割り当てることはで

きません。vCon は動的な vNIC や vHBA の他、明示的に割り当てられた静的な vNIC や

vHBA に使用できます。

• [Exclude usNIC]：Cisco usNIC を vCon に割り当てることはできません。vCon は、明示的

に割り当てられている、割り当てられていない、または動的であっても、その他すべての

設定された vNIC と vHBA に使用できます。

[Exclude usNIC] に設定されている vCon に明示的に割り当てられている SRIOV
usNIC は、引き続きその vCon に割り当てられたままになります。

（注）

c) [OK] をクリックします。
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vNIC/vHBA 配置ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [NIC/vHBA Placement Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

vCon への vNIC の明示的割り当て

はじめる前に

vNIC/vHBA 配置ポリシーまたはサービス プロファイルで次のいずれかの値を使用して、vCon を

設定します。

• Assigned Only

• Exclude Dynamic

• Exclude Unassigned

vCon で [All] が設定されている場合でも、vNIC または vHBA をその vCon に明示的に割り当てる

ことができます。 しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vNICを、明示的に vConに割り当てるサービス プロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs] の順に展開します。

ステップ 5 明示的に vCon に割り当てる vNIC をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement] セクションで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

vNIC 用のユーザ指定仮想ネットワーク インターフェイス

（vCon）配置。次のいずれかになります。

• [Any]：Cisco UCSManager が vNIC の割り当てられる vCon
を決定できます。

• [1]：vNIC を vCon1 に明示的に割り当てます。

• [2]：vNIC を vCon2 に明示的に割り当てます。

• [3]：vNIC を vCon3 に明示的に割り当てます。

• [4]：vNIC を vCon4 に明示的に割り当てます。

[Desired Placement] ドロップダ

ウン リスト

サーバの vNIC の実際の vCon 割り当て。[Actual Assignment] フィールド

vNICをその vNICタイプ用に設定されていない vConに割り当てようとすると、CiscoUCSManager
は設定エラーを知らせるメッセージ ボックスを表示します。別の vConに vNICを割り当てるか、

サービス プロファイルの vCon 設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order] セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vNIC のユーザ指定の PCI 順序。

0～ 128の整数を入力します。サーバには 128を超える vNICを

作成できません。

[Desired Order] フィールド

サーバの vNIC の実際の PCI 順序。[Actual Order] フィールド

ステップ 9 [Save Changes] をクリックします。

vCon への vHBA の明示的割り当て

はじめる前に

vNIC/vHBA 配置ポリシーまたはサービス プロファイルで次のいずれかの値を使用して、vCon を

設定します。

• Assigned Only

• Exclude Dynamic
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• Exclude Unassigned

vCon で [All] が設定されている場合でも、vNIC または vHBA をその vCon に明示的に割り当てる

ことができます。 しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vHBA を明示的に vCon に割り当てるサービス プロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 明示的に vCon に割り当てる vHBA をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement] セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vHBA 用のユーザ指定仮想ネットワーク イン

ターフェイス（vCon）配置。次のいずれかにな

ります。

• [Any]：Cisco UCSManager が、vHBA を割

り当てる vCon を決定できるようにしま

す。

• [1]：vHBA を vCon1 に明示的に割り当て

ます。

• [2]：vHBA を vCon2 に明示的に割り当て

ます。

• [3]：vHBA を vCon3 に明示的に割り当て

ます。

• [4]：vHBA を vCon4 に明示的に割り当て

ます。

[Desired Placement] フィールド

サーバの vHBA の実際の vCon 割り当て。[Actual Assignment] フィールド

vHBAをそのvHBAタイプ用に設定されていないvConに割り当てようとすると、CiscoUCSManager
は設定エラーを知らせるメッセージボックスを表示します。別のvConにvHBAを割り当てるか、

サービス プロファイルの vCon 設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order] セクションで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

vHBA のユーザ指定の PCI 順序。

0 ～ 128 の整数を入力します。サーバには 128
を超える vHBA を作成できません。

[Desired Order] フィールド

サーバの vHBA の実際の PCI 順序。[Actual Order] フィールド

ステップ 9 [Save Changes] をクリックします。

ダイナミック vNIC の前にスタティック vNIC を配置
最適なパフォーマンスを得るために、スタティック vNIC とスタティック vHBA は、PCIe バス上

のダイナミックvNICの前に配置する必要があります。スタティックvNICは、スタティックvNIC
および vHBA の両方を参照します。Cisco UCS Manager リリース 2.1 は、スタティックおよびダイ

ナミック vNIC の順序に関する次の機能を備えています。

• Cisco UCS Manager リリース 2.1 にアップグレードした後、既存のサービス プロファイル

（Cisco UCSManagerリリース 2.1以前のリリースで定義されたプロファイル）に変更がない

場合は、vNIC の順序は変更されません。

• Cisco UCSManagerリリース 2.1へのアップグレード後、vNIC関連の変更によって vNICマッ

プの順序が変更される場合があります。その場合、結果としてすべてのダイナミック vNIC
がスタティック vNIC の後に配置されます。

• CiscoUCSManagerリリース 2.1で新しく作成されたサービス プロファイルでは、スタティッ

ク vNIC が常にダイナミック vNIC の前に順序付けられます。

• 上記の動作は、スタティックvNICまたはダイナミックvNICの作成または削除の順番に依存

しません。

• SRIOV 対応のサービス プロファイルの場合は、UCSM によって対応する仮想関数（VF）の

前に vNIC物理関数（PF）が挿入されます。この方式では、VFが PCIeバスおよび BDF上の

親 PF vNIC の近くに配置され、VF の継続的な増分順序になることが保証されます。

例

Cisco UCS Manager リリース 2.0 での当初のデバイス順序
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2

Cisco UCS Manager リリース 2.0 での新たなデバイス順序（2 つのスタティック vNIC を追加）
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4
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Cisco UCS Manager リリース 2.1 へのアップグレード後（vNIC 関連の変更がサービス プロファイ

ルで行われる前）
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

Cisco UCS Manager リリース 2.1 での新たなデバイス順序（ポリシー数を 2 から 4 に変更すること

によって 2 つのダイナミック vNIC を追加）
dyn-vNIC-1 3
dyn-vNIC-2 4
eth-vNIC-1 1
eth-vNIC-2 2
dyn-vNIC-3 5
dyn-vNIC-4 6

多機能 PCIe デバイスとしてのダイナミック vNIC

Cisco UCS Manager バージョン 2.1 は、0 機能デバイス（すべてのスタティック vNIC に対応する

新しい BUS）としてスタティック vNIC をプロビジョニングします。多機能ダイナミック vNIC
は、新しいバス スロットから最後のスタティック vNIC/vHBA の後に配置されます。

Cisco UCS Manager バージョン 2.1 は、新しい StaticZero モードをサポートしています。（注）

表 15：バージョンの互換性

Cisco UCS Manager

バージョン 2.1
方式：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

バージョン 2.0
方式：ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4
方式：ZeroFunction

スタティック vNIC または PF
は、バス [0-57]、関数 [0] 上に

あります。SRIOV：対応する

VF が同一バスおよび関数

[1-255] 上にあります。

No-SRIOV：ダイナミックvNIC
は、バス [0-57]、関数 [0-7] 上

にあります。

< StaticZero モード>

スタティック vNIC およびダイ

ナミック vNIC は、バス

[0-57]、関数 [0-7]上にあります

バス 0、関数 0
バス 0、関数 7

バス 1、関数 0

< MultiFunction モード >

スタティックおよびダイナミッ

ク vNIC はすべて、バス

[0-57]、関数 [0]上にあります。

< ZeroFunction モード >
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Cisco UCS Manager

バージョン 2.1
方式：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

バージョン 2.0
方式：ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4
方式：ZeroFunction

Balboaからのアップグレードで

は、バスが <= 57 になるまで

BDF の番号の付け直しは行わ

れません（ZeroFunction モード

のまま）。デバイスが 58 台ま

たはプラットフォーム固有の最

大 PCIe バス数を超えるか、

SRIOV 設定に変更されると、

StaticZero モードに切り替わり

ます。

Balboaからのアップグレードで

は、バスが <= 57 になるまで

BDF の番号の付け直しは行わ

れません（ZeroFunction モード

のまま）。

デバイスが 58 台を超えると、

MultiFunctionモードに切り替わ

ります。

Cisco UCS Manager バージョン

2.0 からのアップグレードで

は、BDF の番号の付け直しは

行われません

（ZeroFunction/MultiFunction
モードのまま）。デバイスが

58 台またはプラットフォーム

固有の最大 PCIe バス数を超え

るか、SRIOV 設定に変更され

ると、StaticZero モードに切り

替わります。

vNIC/vHBA のホストポートの配置
vNIC/vHBA を vCon に割り当てた後、それを特定のアダプタのホスト ポートのいずれかに配置で

きます。配置先のホスト ポートは明示的に指定するか、または Cisco UCS Manager により自動的

にホスト ポートに vNICs/vHBA を割り当てることができます。

Cisco UCS VIC 1340 および VIC 1380 アダプタをサポートするサーバへの vNIC/vHBA ホスト

ポート配置を実行できます。

（注）

vNIC/vHBA のホスト ポート配置により、アダプタの vNIC/vHBA の順序が決まります。最初のホ

スト ポートに配置された vNIC/vHBAは最初に列挙され、2番目のホスト ポートの vNIC/vHBAが

それに続きます。
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ホストポート配置の設定

Cisco UCS VIC 1340 および VIC 1380 アダプタをサポートするサーバへの vNIC のホスト ポート配

置を実行できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 ホスト ポートに配置する vNIC と関連付けるサービス プロファイルを選択します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs] > [vNIC_Name] の順に展開します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域の [Host Port]セクションで、[AdminHost Port]として次のいずれかを選択します。

• [Any]：Cisco UCS Manager が vNIC の割り当てられるホスト ポートを決定できます。

• [1]：ホスト ポート 1 に vNIC を明示的に割り当てます。

• [2]：ホスト ポート 2 に vNIC を明示的に割り当てます。

[Actual Host Port] には、ホスト ポートの vNIC の実際の割り当てが表示されます。この機能がサ

ポートされていない場合は、[None] と表示されます。

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。

CIMC マウント vMedia

スクリプト可能な vMedia の使用

Cisco UCSManagerでは、リモートUCSサーバの vMediaデバイス ISOイメージをプロビジョニン

グできます。スクリプト可能な vMedia を使用して、リモート サーバに IMG または ISO イメージ

をマウントするようにプログラミングできます。CIMCマウント vMediaを使用すると、メディア

接続を追加することなく、データセンター内の他のマウント メディア間で通信できるようになり

ます。スクリプト可能な vMedia を使用すると、ブラウザを使用せずに仮想メディア デバイスを

制御して、手動で各 UCS サーバを個別にマッピングできます。

スクリプト可能な vMedia は、NFS、CIFS、HTTP、および HTTPS の共有など、複数の共有タイ

プをサポートします。スクリプト可能な仮想メディア（vMedia）は BIOS 設定によって有効にな

り、Web GUI および CLI インターフェイスを介して設定されます。

Cisco UCS Manager のスクリプト可能な vMedia は次の機能をサポートしています。

• 特定の vMedia デバイスからのブート
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• マウントされた共有からローカル ディスクへのファイルのコピー

• OS ドライバのインストールおよび更新

Cisco UCSManager によるスクリプト可能な vMedia のサポートは、CIMC にマッピングされて

いるデバイスにのみ適用されます。既存の KVM ベースの vMedia デバイスはサポートされま

せん。

（注）

次の条件に合致する場合、仮想メディア（vMedia）のマウントは失敗します。

1 vMediaポリシー内のリモート vMediaイメージ ファイル名が [Service-Profile-Name]に設定され

ている。

2 サービス プロファイルの名前が変更されている。

これは、サービスプロファイルの名前を変更しても、vMediaポリシー内のリモートvMediaイメー

ジ ファイル名は変更されないためです。イメージ ファイル名は引き続き、リモート デバイス上

の古いイメージをポイントするため、検出できません。

Cisco UCS B200M2 ブレード サーバおよび Cisco UCS B230 M2 ブレード サーバでは、vMedia
ポリシーがこれらのブレードサーバでサポートされていないため使用することはできません。

（注）

vMedia ポリシーの作成
リモートの vMedia デバイスのマッピング情報を設定するために、vMedia ポリシーが使用されま

す。1 つの vMedia ポリシーで、CD 用と HDD 用の 2 つの vMedia デバイスとマッピングを使用で

きます。同時に、1 つの ISO と 1 つの IMG を設定できます。ISO 構成は CD ドライブに、IMG 構

成は HDD デバイスにマッピングします。

デバイスをリモート フォルダにマッピングする場合、IMG を作成し、HDD デバイスとして

マッピングします。

（注）

はじめる前に

次にアクセスできることを確認します。

• リモート vMedia サーバ

• vMedia デバイス
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [vMedia Policies] ポリシーを右クリックし、[Create vMedia Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create vMedia Policy] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vMedia ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場所や条件についての

情報を含めることを推奨します。

説明

障害の発生時にvMediaがマウントを続行するかどうかを指定し

ます。ここに表示される値は次のとおりです。

• Yes

• No

デフォルト設定は、[Yes]です。[Yes]を選択すると、

マウントに成功するか、このオプションが無効化され

るまで、リモート サーバはvMediaマウント プロセス

のマウントを試行し続けます。[No] を選択すると、

警告メッセージが表示され、マウントが失敗した場合

にはリトライが機能しないことが示されます。

（注）

[Retry on Mount Failure]

ステップ 6 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

ステップ 7 [Create vMedia Mount] ダイアログ ボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vMedia マウント ポリシーの名前。名前
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説明名前

マウントするリモートvMediaのタイプ。ここに表示される値は

次のとおりです。

• [CDD]：スクリプト可能 vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能 vMedia HDD。

[Device Type]

リモート サーバとの通信時に使用するプロトコル。次のオプ

ション ボタンのいずれかをクリックして、マウントされたリ

モートサーバとの通信に使用するプロトコルを指定します。こ

こに表示される値は次のとおりです。

• [NFS]：Network Files System。

• [CIFS]：Common Internet File System。

• [HTTP]：Hypertext Transfer Protocol。

• [HTTPS]：Hypertext Transfer Protocol over Secure。

[Protocol]
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説明名前

リモート サーバと通信するためのプロトコルとして CIFS を使

用する場合に、認証に使用するプロトコル。CIFS以外のプロト

コルを使用する場合、このフィールドは使用できません。認証

プロトコルを指定するには、ドロップダウンリストから次のい

ずれかを選択します。

• [Default]：NT LAN Managerのセキュリティ サポート プロ

バイダー（NTLMSSP）プロトコル。このオプションは、

Windows 2008 R2 および Windows 2012 R2 でのみ使用しま

す。

• [None]：認証は使用されません。

• [Ntlm]：NTLANManager（NTLM）セキュリティ プロトコ

ル。このオプションは、Windows 2008 R2 および Windows
2012 R2 でのみ使用します。

• [Ntlmi]：NTLMiのセキュリティプロトコル。このオプショ

ンは、CIFS Windows サーバでデジタル署名が有効な場合

のみ使用します。

• [Ntlmssp]：NT LANManagerのセキュリティ サポート プロ

バイダー（NTLMSSP）プロトコル。このオプションは、

Windows 2008 R2 および Windows 2012 R2 でのみ使用しま

す。

• [Ntlmsspi]：NTLMSSPi プロトコル。このオプションは、

CIFS Windows サーバでデジタル署名が有効な場合のみ使

用します。

• [Ntlmv2]：NTLMv2 セキュリティ プロトコル。このオプ

ションは、Samba Linux でのみ使用します。

• [Ntlmv2i]：NTLMv2i のセキュリティ プロトコル。このオ

プションは、Samba Linux でのみ使用します。

認証プロトコル オプションは、プロトコルとして

[CIFS]を選択した場合のみ使用可能です。他のすべて

のプロトコルでは、[Authentication Protocol] フィール

ドは無効になります。

（注）

Authentication Protocol
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説明名前

バックアップ ファイルを格納する場所の IP アドレスまたはホ

スト名を入力します。これは、サーバ、ストレージ アレイ、

ローカル ドライブ、またはファブリック インターコネクトが

ネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き込みメ

ディアなどがあります。

ホスト名を使用する場合は、DNS サーバを使用するよう Cisco
UCS Manager を設定する必要があります。[Inband] ネットワー

クがそのサーバに設定されている場合、ホスト名（DNS）を使

用できます。

[Hostname/IPAddress]

イメージに使用される名前。ここに表示される値は次のとおり

です。

• [None]：ファイル名を [Remote File] フィールドに入力する

必要があります。

• [Service ProfileName]：ファイル名は自動的に、仮想メディ

ア（vMedia）ポリシーが関連付けられているサービスプロ

ファイルの名前になります。

（注） • [Service Profile Name]を [ImageName]変数として

選択した場合、[RemoteFile]フィールドは無効に

なります。

• [Service Profile Name]を [ImageName]変数として

選択した場合は、サービス プロファイルの名前

を変更しないでください。サービス プロファイ

ルの名前を変更すると、仮想メディア（vMedia）
のマウントが失敗することがあります。

[Image Name Variable]

バックアップ コンフィギュレーション ファイルのフル パスを

入力します。このフィールドにはファイル名（ファイル拡張子

付き）だけを含めることができます。

[Remote File]

リモートの vMedia コンフィギュレーション ファイルのフル パ

スを入力します。

Remote Path

Cisco UCS Manager がリモート サーバへのログインに使用する

必要のあるユーザ名を入力します。

プロトコルがNFSの場合、このフィールドは適用されません。

プロトコルがHTTPの場合、このフィールドの選択は任意です。

[Username]
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説明名前

ユーザ名に関連付けるパスワードを入力します。

プロトコルがNFSの場合、このフィールドは適用されません。

プロトコルがHTTPの場合、このフィールドの選択は任意です。

[Password]

ステップ 8 [OK] をクリックします。

リモート サーバの詳細は、[Create vMedia Mount] ダイアログ ボックスの [vMedia Mounts] 領域に

一覧表示されます。

次の作業

vMedia ブート ポリシーを作成します。

サービスプロファイルへの vMedia ポリシーの追加
Scriptable vMediaを使用する前に、vMediaおよびBootポリシーをサービス プロファイルに追加す

る必要があります。vMediaポリシーとブートポリシーがサービスプロファイルに追加された後、

そのサービスプロファイルをCiscoUCSサーバに関連付けることができます。次の手順に、vMedia
ポリシーをサービス プロファイルに追加する方法を示します。

はじめる前に

サービス プロファイルに追加する vMedia ポリシーを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)] を選択します。

[Unified Computing System Manager] ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name] フィールドに、サービス プロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。

この名前には、2 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロファイル

テンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービス プロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要がありま

す。
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ステップ 6 [UUID Assignment] ドロップダウン リストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID 接尾辞プールから

UUID を割り当てます。

ステップ 8 に進みます。

Select (pool default used by default)

製造元によってサーバに割り当てられた

UUID を使用します。

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと関連

付けられるまで割り当てられません。こ

の時点で、UUID は製造元によってサー

バに割り当てられたUUID値に設定され

ます。サービスプロファイルを後で別の

サーバに移動すると、UUIDは新しいサー

バに一致するように変更されます。

ステップ 8 に進みます。

Hardware Default

手動で割り当てるUUIDを使用します。

ステップ 7 に進みます。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX

ドロップダウンリストの下部のリストか

ら選択するUUID接尾辞プールからUUID
を割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可

能な UUID の数および UUID の合計数を

示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示

されます。

既存のプールを使用するのではなく、す

べてのサービスプロファイルがアクセス

できるプールを作成する場合は、ステッ

プ 4 に進みます。それ以外の場合はス

テップ 8 に進みます。

[Pools][Pool_Name]

ステップ 7 （任意） XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXオプションを選択した場合は、

次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。
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b) 選択した UUID が使用可能であることを確認するには、[here] リンクをクリックします。

ステップ 8 （任意） このサービス プロファイルで使用する新しい UUID 接尾辞プールを作成する場合は、

[Create UUID Suffix Pool] をクリックし、[Create UUID Suffix Pool] ウィザードのフィールドに値を

入力します。

詳細については、UUID 接尾辞プールの作成, （446 ページ）を参照してください。

ステップ 9 （任意） テキスト ボックスに、このサービス プロファイルの説明を入力します。

このサービス プロファイルのユーザ定義による説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペースを使用できます。`（アクセント

記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小な

り）、または '（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next] をクリックします。

ステップ 11 [vMedia] ドロップダウン リストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにvMediaポリシーを割り当てられるよう

にします。

ステップ 12 に進みます。

[Select vMedia Policy to use]

このサービス プロファイル テンプレートだけがアクセスできるロー

カル vMedia ポリシーを作成できます。

[Create a Specific vMedia
Policy]

サービスプロファイルに既存のvMediaポリシーを割り当てます。こ

のオプションを選択した場合、Cisco UCSManagerでポリシーの詳細

が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービス プロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create vMedia
Policy] をクリックします。それ以外の場合は、リストでポリシーを

選択し、ステップ 13 に進みます。

[vMedia
Policies][Policy_Name]

ステップ 12 すべてのサービス プロファイルおよびテンプレートにアクセスできる新しい vMedia ポリシーを

作成したら、[vMedia] ドロップダウン リストからそのポリシーを選択します。

ステップ 13 [Next] をクリックします。

CIMC vMedia ポリシーの表示

はじめる前に

vMedia ポリシーを設定しておきます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Policies] > [vMedia Policies] の順に展開します。

ステップ 3 [vMedia Policies] ノードを展開して、[vMedia Policies] のリストを表示します。

ステップ 4 vMedia ポリシーの名前をダブルクリックし、選択した [vMedia Mount] のプロパティを表示しま

す。

[Properties] ページで、[vMedia Mounts] で使用されるプロパティを変更できます。
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第 31 章

サーバブートの設定

この章は、次の項で構成されています。

• ブート ポリシー, 595 ページ

• UEFI ブート モード, 596 ページ

• UEFI セキュア ブート, 597 ページ

• CIMC セキュア ブート, 598 ページ

• ブート ポリシーの作成, 599 ページ

• SAN ブート, 601 ページ

• iSCSI ブート, 602 ページ

• LAN ブート, 631 ページ

• ローカル デバイス ブート, 632 ページ

• ブート ポリシーの EFI シェル ブートの設定, 639 ページ

• ブート ポリシーの削除, 640 ページ

• UEFI ブート パラメータ, 640 ページ

ブートポリシー
Cisco UCS Manager ブート ポリシーは、BIOS 設定メニューのブート順序をオーバーライドし、次

を決定します。

• ブート デバイスの選択

• サーバのブート元である場所

• ブート デバイスの起動順序
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たとえば、ローカル ディスクや CD-ROM（vMedia）などのローカル デバイスから関連するサー

バをブートするか、SANブートや LAN（PXE）ブートを選択するか、または EFIシェルからブー

トすることができます。

1 つ以上のサービス プロファイルに関連付けることができる名前付きブート ポリシーを作成する

か、特定のサービス プロファイルに対するブート ポリシーを作成できます。ブート ポリシーを

有効にするには、ブート ポリシーをサービス プロファイルに含め、このサービス プロファイル

をサーバに関連付ける必要があります。サービス プロファイルにブート ポリシーを含めない場

合、Cisco UCS Manager によってデフォルトのブート ポリシーが適用されます。

ブート ポリシーに対する変更は、そのブート ポリシーを含んでいる、更新中のサービス プロ

ファイル テンプレートを使って作成されたすべてのサーバに伝播されます。BIOSにブート順

序情報を再書き込みするためのサービス プロファイルとサーバとの再アソシエーションは自

動的にトリガーされます。

（注）

UEFI ブートモード
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）は、オペレーティング システムとプラットフォーム

ファームウェア間のソフトウェア インターフェイスを定義する仕様です。Cisco UCS Manager は

UEFI を使用して BIOS ファームウェアのインターフェイスを置換します。これにより、BIOS は

レガシー サポートを提供する一方で UEFI で動作できるようになります。

ブート ポリシーを作成する場合、レガシーまたは UEFI ブート モードのいずれかを選択できま

す。レガシー ブート モードは、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされます。UEFIブート モー

ドは M3 および M4 サーバでのみサポートされており、UEFI セキュア ブート モードを有効化で

きます。

次の制限は、UEFI ブート モードに適用されます。

• UEFIブート モードはCiscoUCSBシリーズM3およびM4ブレード サーバ、ならびに、Cisco
UCS C シリーズ M3 および M4 ラック サーバでのみサポートされています。

• UEFI ブート モードは、次の組み合わせではサポートされません。

◦ Cisco UCS Manager と統合された Cisco UCS ブレードおよびラック サーバ上の Gen-3
Emulex および QLogic アダプタ。

◦ Cisco UCS Manager と統合された Cisco UCS ラック サーバ上のすべてのアダプタに対す

る PXE ブート。

◦ Cisco UCS Manager と統合された Cisco UCS ラック サーバ上のすべてのアダプタに対す

る iSCSI ブート。

• 2 つの iSCSI LUN で UEFI ブート モードを使用する場合は、Cisco UCS Manager に IQN 接尾

辞プールからの名前の選択を許可するのではなく、基礎となる両方の iSCSI eNICに適用され

るサービス プロファイルに共通の iSCSIイニシエータ名を手動で指定する必要があります。
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共通の名前を指定しなかった場合は、Cisco UCS Manager は 2 番目の iSCSI LUN を検出でき

ません。

• 同じサーバで UEFI とレガシー ブート モードを混在させることはできません。

• ブート ポリシーに設定されているブート デバイスにUEFI対応オペレーティング システムが

インストールされている場合にのみ、サーバは UEFI モードで正常に起動します。互換性の

ある OS が存在しない場合、ブート デバイスは [Boot Order Details] 領域の [Actual Boot Order]
タブに表示されません。

• UEFIブート マネージャのエントリがBIOSNVRAMに正しく保存されなかったため、まれに

UEFI のブートに成功しない場合もあります。UEFI シェルを使用して、UEFI ブート マネー

ジャのエントリを手動で入力することができます。これは、次の状況で発生することがあり

ます。

◦ UEFIブートモードが有効なブレードサーバがサービスプロファイルから関連付けを解

除され、[Equipment] タブまたは前面パネルを使用してブレードの電源を手動でオンに

する場合。

◦ UEFIブートモードが有効なブレードサーバがサービスプロファイルから関連付けを解

除され、直接の VIC ファームウェア アップグレードが試行される場合。

◦ UEFIブート モードが有効なブレード サーバまたはラック サーバが SAN LUNからブー

トされ、サービス プロファイルが移行される場合。

UEFI セキュアブート
Cisco UCSManagerは、Cisco UCS BシリーズM3およびM4ブレード サーバとCisco UCS Cシリー

ズ M3 および M4 ラック サーバ上での UEFI セキュア ブートをサポートします。UEFI セキュア

ブートがイネーブルの場合、すべての実行可能ファイル（ブート ローダ、アダプタ ドライバな

ど）はロードされる前にBIOSによって認証されます。認証されるには、イメージがCisco認証局

（CA）または Microsoft CA によって署名される必要があります。

次の制限は、UEFI セキュア ブートに適用されます。

• UEFI ブート モードは、ブート ポリシーでイネーブルにする必要があります。

• Cisco UCS Manager ソフトウェアと BIOS ファームウェアは、リリース 2.2 以上である必要が

あります。

UEFI ブート モードは、リリース 2.2(3a) 以降の Cisco UCS C シリーズ ラック

サーバでサポートされます。

（注）

• ユーザ生成された暗号キーはサポートされません。

• UEFI セキュア ブートは、Cisco UCS Manager でのみ制御することができます。
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• サーバがセキュア ブート モードである状態で Cisco UCSManagerを以前のバージョンにダウ

ングレードする場合は、ダウングレードする前に、サーバの関連付けを解除してから、再度

関連付けする必要があります。これを行わないと、サーバ ディスカバリは失敗します。

CIMC セキュアブート
CIMC セキュア ブートでは、署名済みのシスコ ファームウェア イメージのみをサーバにインス

トールし、実行できます。CIMC が更新されると、イメージは、ファームウェアがフラッシュさ

れる前に認証されます。認証に失敗すると、ファームウェアはフラッシュされません。これによ

り、CIMC ファームウェアへの不正アクセスを防止します。

CIMC セキュアブートの注意事項と制約事項

• CIMC セキュア ブートは、Cisco UCS M3 ラック サーバでサポートされます。

CIMC セキュア ブートは Cisco UCS C220 M4 および C240 M4 ラック サーバ

で、デフォルトでイネーブルになっており、Cisco UCSC460M4ラック サーバ

では、CIMCファームウェアリリース2.2(3)以降にアップグレードした後に自

動的にイネーブルになります。

（注）

• CIMC セキュア ブートがイネーブルになると、それをディセーブルにすることはできませ

ん。

• CIMCセキュア ブートがサーバ上でイネーブルになると、2.1(3)より前のCIMCファームウェ

ア イメージにダウングレードすることはできません。

CIMCセキュアブートのステータスの判別

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name] の順に展開します。

ステップ 3 [Work] 領域の [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC] 領域の [Secure Boot Operational State] フィールドをメモします。

次のいずれかになります。

• [Unsupported]：CIMC セキュア ブートはサーバでサポートされていません。

• [Disabled]：CIMCセキュア ブートはサーバでサポートされていますが、ディセーブルになっ

ています。
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• [Enabling]：CIMC セキュア ブートはイネーブルで、操作は進行中です。

• [Enabled]：CIMC セキュア ブートはサーバでイネーブルになっています。

ラックサーバの CIMC セキュアブートの有効化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name] の順に展開します。

ステップ 3 [Work] 領域の [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Enable Secure Boot] をクリックします。

CIMCセキュア ブートは、Cisco UCSM3ラック サーバでのみサポートされます。CIMCセキュア

ブートがサポートされていないか、またはすでにイネーブルの場合は、このアクションはグレー

表示されます。

ステップ 6 [Enable Secure Boot] の確認ダイアログボックスで [Yes] をクリックします。

イネーブルにした後に、CIMC セキュア ブートをディセーブルにすることはできませ

ん。

（注）

ブートポリシーの作成
サービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに制限されたローカル ブート

ポリシーを作成することもできます。 しかし、複数のサービス プロファイルまたはサービス プ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies] を右クリックし、[Create Boot Policy] を選択します。

[Create Boot Policy] ウィザードが表示されます。
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ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） ブート順序を変更した後、[Reboot on Boot Order Change] チェックボックスをオンにし

て、このブート ポリシーを使用するすべてのサーバをリブートします。

シスコ以外の VIC アダプタがあるサーバに適用されるブート ポリシーの場合、[Reboot on Boot
Order Change]チェックボックスがオフでも、SANデバイスが追加、削除または順序の変更がなさ

れると、ブート ポリシーの変更の保存時にサーバは常にリブートします。

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name] チェックボックスをオンにします。

• オンにした場合、Cisco UCS Manager は設定エラーを表示し、[Boot Order] テーブルにリスト

された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバ プロファイル内のサーバ設定に一致

するかどうかをレポートします。

• オフにした場合、Cisco UCS Manager は、サービス プロファイルから（ブート オプションに

応じて）vNIC または vHBA を使用します。

ステップ 8 [Boot Mode] フィールドで [Legacy] または [UEFI] オプション ボタンをオンにします。

ステップ 9 [UEFI]を選択した場合、UEFIブート セキュリティを有効にするには [Boot Security]チェックボッ

クスをオンにします。

ステップ 10 次の 1 つ以上のオプションをブート ポリシーに設定し、ブート順序を設定します。

• [Local Devices boot]：サーバのローカル ディスクなどのローカル デバイスから、仮想メディ

アまたはリモート仮想ディスクを起動するには、ブート ポリシー用ローカル ディスク ブー

ト ポリシー設定, （633 ページ） に進みます。

• [SANboot]：SANのオペレーティング システム イメージから起動するには、ブート ポリシー

用 SAN ブート ポリシー設定, （601 ページ） に進みます。

プライマリおよびセカンダリ SAN ブートを指定できます。プライマリ ブートが失敗した場

合、サーバはセカンダリからのブートを試行します。

• [LANboot]：集中型プロビジョニングサーバから起動するには、ブートポリシー用LANブー

ト ポリシー設定, （631 ページ） に進みます。

• [iSCSI boot]：iSCSI LUNから起動するには、iSCSIブート ポリシーの作成, （613ページ） に

進みます。

次の作業

ブート ポリシーをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられると、サーバの [General]
タブの [Boot Order Details] 領域でブート順序を確認できます。
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SAN ブート
SAN 上のオペレーティング システム イメージから 1 つ以上のサーバがブートするように、ブー

ト ポリシーを設定できます。ブート ポリシーにはプライマリとセカンダリの SAN ブート含める

ことができます。プライマリ ブートが失敗した場合、サーバはセカンダリからのブートを試行し

ます。

シスコでは、システム内で最高のサービス プロファイル モビリティを提供する SAN ブートの使

用を推奨しています。SANからブートした場合、あるサーバから別のサーバにサービスプロファ

イルを移動すると、新しいサーバは、同じオペレーティング システム イメージからブートしま

す。したがって、ネットワークからは、新しいサーバは同じサーバと認識されます。

SAN ブートを使用するには、次の項目が設定されていることを確認してください。

• CiscoUCSドメインが、オペレーティングシステムイメージをホストしているSANストレー

ジ デバイスと通信できること。

• オペレーティング システム イメージが置かれているデバイス上のブート ターゲット LUN
（論理ユニット番号）。

SANブートは、CiscoUCSブレードおよびラック サーバ上のGen-3Emulexアダプタではサポー

トされていません。

（注）

ブートポリシー用 SAN ブートポリシー設定
サービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに制限されたローカル ブート

ポリシーを作成することもできます。 しかし、複数のサービス プロファイルまたはサービス プ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ローカル ディスクと SAN LUN の両方がブート順序のストレージ タイプに設定されていて、

オペレーティング システムまたは論理ボリューム マネージャ（LVM）の設定が誤っている場

合、サーバが SAN LUN ではなくローカル ディスクからブートする場合があります。

たとえば、Red Hat Linux がインストールされているサーバで、LVM にデフォルトの LVM が

設定されていて、ブート順序に SAN LUN とローカル ディスクが設定されている場合、Linux
は同じ名前の LV が 2 つあるという通知を生成し、SCSI ID の値が最も小さい LV（ローカル

ディスクの可能性があります）からブートします。

ヒント

この手順は、ブート ポリシーの作成, （599 ページ） から直接続いています。
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はじめる前に

SAN LUN からサーバをブートするブート ポリシーを作成し、安定した SAN ブート操作が必

要な場合は、ブート ポリシーを含むサービス プロファイルに関連付けられたサーバからすべ

てのローカル ディスクを最初に削除する必要があります。

これは、Cisco UCS M3 および M4 サーバには適用されません。

（注）

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vHBAs] 領域を展開します。

ステップ 2 [Add SAN Boot] リンクをクリックします。

ステップ 3 [Add San Boot] ダイアログ ボックスで、vHBA とタイプを指定して、[OK] をクリックします。

ステップ 4 この vHBA がブート可能な SAN イメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target] リンク をク

リックし、[Add SAN Boot Target] ダイアログボックス で、ブート ターゲット LUN、ブート ター

ゲット WWPN、およびタイプを指定して、[OK] をクリックします。

ステップ 5 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order] テーブルに別のブート デバイスを追加します。

• [OK] をクリックして終了します。

次の作業

ブート ポリシーをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブート ポリシーを含むサービス プロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General] タブの [Boot Order Details] 領域で実際のブート順序を確認できます。

iSCSI ブート
iSCSI ブートは、サーバがネットワークにリモートに配置されている iSCSI ターゲット マシンか

らオペレーティング システムを起動できるようにします。

iSCSI ブートは次の Cisco UCS ハードウェアでサポートされます。

• Cisco UCSM51KR-B Broadcom BCM57711ネットワーク アダプタを持ち、Broadcomから提供

されるデフォルトの MAC アドレスを使用する、Cisco UCS ブレード サーバ。

• Cisco UCS M81KR 仮想インターフェイス カード

• Cisco UCS VIC-1240 仮想インターフェイス カード

• Cisco UCS VIC-1280 仮想インターフェイス カード
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• Cisco UCS M61KR-B Broadcom BCM57712 のネットワーク アダプタを持つ Cisco UCS ラック

サーバ。

• Cisco UCS P81E 仮想インターフェイス カード

• Cisco UCS VIC 1225 仮想インターフェイス カード

iSCSIブートを設定する前に満たさなければならない前提条件があります。これらの前提条件のリ

ストについては、iSCSI ブートのガイドラインと前提条件, （604 ページ）を参照してください。

iSCSIブートを実装するための高度な手順については、iSCSIブートの設定, （607ページ）を参照

してください。

iSCSI ブートプロセス
CiscoUCSManagerは、サーバにあるアダプタをプログラムするための関連付けプロセスでサービ

ス プロファイル用に作成された iSCSI vNICと iSCSIのブート情報を使用します。アダプタのプロ

グラミング後に、サーバは最新のサービスプロファイル値で再起動します。電源投入時セルフテ

スト（POST）の後、アダプタは、次のサービスプロファイル値を使用して初期化を試みます。ア

ダプタが値を使用して指定されたターゲットにログインできる場合、アダプタは iSCSIBootFirmware
Table（iBFT）を初期化してホスト メモリに、有効なブート可能 LUN をシステム BIOS にポスト

します。ホスト メモリにポストされる iBFTには、プライマリ iSCSI VNICにプログラミングされ

た、イニシエータとターゲットの設定が含まれています。

以前は、ホストは LUN 検出が最初に終了したパスに応じて、設定されたブート パスのうち 1
つだけを参照し、そのパスから起動していました。現在は、設定された iSCSI ブート vNIC が

2つある場合、ホストは両方のブートパスを参照するようになりました。そのため、マルチパ

ス構成では、両方のブート vNICに単一の IQNを設定する必要があります。ホスト上のブート

vNIC に設定された異なる IQN が存在する場合、ホストは PCI 順序が低いブート vNIC に設定

された IQN を使用して起動します。

（注）

次の手順であるオペレーティングシステム（OS）のインストールでは、iBFT対応のOSが必要で

す。OSのインストール時に、OSインストーラは iBFTテーブルのホストのメモリをスキャンし、

iBFT テーブルの情報を使用してブートデバイスの検出とターゲット LUN への iSCSI パス作成を

行います。OS によっては、このパスを完了するために NIC ドライバが必要です。このステップ

が成功した場合、OS インストーラが OS をインストールする iSCSI ターゲット LUN を検出しま

す。
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iBFT は OS インストールのソフトウェア レベルで動作し、HBA モード（別名 TCP オフロー

ド）では動作しない場合があります。iBFTがHBAモードで動作するかどうかは、インストー

ル中の OS の機能によって異なります。また、Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711 アダ

プタを含むサーバについては、iBFTはMTUジャンボ設定に関係なく、最大伝送単位（MTU）

サイズ 1500 で正常に動作します。OS が HBA モードをサポートする場合、iSCSI インストー

ル プロセスの後に HBA モード、デュアル ファブリックのサポートおよびジャンボ MTU サイ

ズの設定が必要な場合があります。

（注）

iSCSI ブートのガイドラインと前提条件
iSCSI ブートを設定する前に、これらのガイドラインと前提条件を満たす必要があります。

• iSCSI ブート ポリシーの作成後、ls-compute 権限を持つユーザは、そのポリシーをサービス

プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに組み込むことができます。ただ

し、ls-compute 権限しかないユーザは iSCSI ブート ポリシーを作成できません。

• セカンド vNIC（フェールオーバー vNIC）が iSCSI LUN から起動する必要がある Windows
2008 サーバからの iSCSI ブートを設定するには、Microsoft Knowledge Base Article 976042 を

参照してください。Microsoft には、ネットワーキング ハードウェアが変更されたときに、

Windows が iSCSI ドライブからの起動に失敗するか、bugcheck エラーが発生する可能性があ

る、という既知の問題があります。この問題を回避するには、Microsoftが推奨する解決方法

に従ってください。

• ストレージ アレイは、iSCSI ブートのライセンスが付与され、アレイ サイド LUN マスキン

グが正しく設定されている必要があります。

• 各 iSCSI イニシエータに 1 つずつ、2 つの IP アドレスを決定する必要があります。可能であ

れば、IP アドレスは、ストレージ アレイと同じサブネット上にある必要があります。IP ア

ドレスは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）を使用してスタティックまたはダイ

ナミックに割り当てられます。

• グローバル ブート ポリシーのブート パラメータは設定できません。代わりに、ブート パラ

メータを設定した後、ブート ポリシーを適切なサービス プロファイルに含めます。

• オペレーティング システム（OS）は iSCSI Boot Firmware Table（iBFT）互換である必要があ

ります。

• Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711 ネットワーク アダプタの場合：

◦ iSCSIブートを使用するサーバは、CiscoUCSM51KR-BBroadcomBCM57711ネットワー

ク アダプタを含んでいる必要があります。アダプタ カードを取り付けまたは交換する

方法については、『Cisco UCS B250 Extended Memory Blade Server Installation and Service
Note』 を参照してください。サービス ノートは、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-doc の 『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』 からアクセスでき

ます。
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◦ iSCSI デバイスの MAC アドレスを設定します。

◦ DHCP Vendor ID（オプション 43）を使用している場合は、iSCSI デバイスの MAC アド

レスを /etc/dhcpd.conf に設定します。

◦ HBA モード（別名 TCP オフロード）および Boot to Target 設定がサポートされます。た

だし、インストール中の HBA モードは Windows OS だけがサポートします。

◦ OS をインストールする前に、iSCSI のアダプタ ポリシーで Boot to Target 設定を無効に

し、OS をインストールした後で、Boot to Target 設定を再度有効にします。

アダプタ ポリシーの設定を変更するたびに、アダプタはリブートして新しい

設定を適用します。

（注）

◦ OS を iSCSI ターゲットにインストールする場合、iSCSI ターゲットは OS イメージが存

在するデバイスの前の順番にしておく必要があります。たとえば、CD から iSCSI ター

ゲットに OS をインストールする場合、ブート順序は最初に iSCSI ターゲット、その後

CD とする必要があります。

◦ サーバが iSCSI ブートされた後は、イニシエータ名、ターゲット名、LUN、iSCSI デバ

イス IP、ネット マスクやゲートウェイを Broadcom ツールで変更しないでください。

◦ POST（電源投入時自己診断テスト）プロセスを中断しないでください。中断すると、

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711 ネットワーク アダプタは初期化に失敗しま

す。

• Cisco UCS M81KR 仮想インターフェイス カード および Cisco UCS VIC-1240 仮想インター

フェイス カード の場合：

◦ iSCSI デバイスの MAC アドレスを設定しないでください。

◦ HBA モードおよび Boot to Target 設定はサポートされていません。

◦ OS を iSCSI ターゲットにインストールする場合、iSCSI ターゲットは OS イメージが存

在するデバイスより後の順番にしておく必要があります。たとえば、CDから iSCSIター

ゲットにOSをインストールする場合、ブート順序は最初にCD、その後 iSCSIターゲッ

トとする必要があります。

◦ DHCP Vendor ID（オプション 43）を使用している場合、オーバーレイ vNIC の MAC ア

ドレスを /etc/dhcpd.conf に設定する必要があります。

◦ サーバの iSCSI ブート後は、オーバーレイ vNIC の IP 詳細を変更しないでください。

• VMware ESX/ESXiオペレーティング システムは、iSCSIブート ターゲット LUNへのコア ダ

ンプ ファイルの保存をサポートしていません。ダンプ ファイルはローカル ディスクに書き

込む必要があります。
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イニシエータ IQN の設定
Cisco UCS は、サービス プロファイルが物理サーバに関連付けられた時点で、以下のルールを使

用してアダプタ iSCSI vNIC のイニシエータ IQN を決定します。

• サービス プロファイル レベルのイニシエータ IQN と iSCSI vNIC レベルのイニシエータ IQN
を、1 つのサービス プロファイルで一緒に使用することはできません。

• イニシエータ IQN をサービス プロファイル レベルで指定すると、DHCP オプション 43 の場

合（イニシエータ IQN はアダプタ iSCSI vNIC で空に設定される）を除き、すべてのアダプ

タ iSCSI vNIC が同じイニシエータ IQN を使用するように設定されます。

• イニシエータ IQN を iSCSI vNIC レベルで設定すると、サービス プロファイル レベルのイニ

シエータ IQN は削除されます（存在する場合）。

• サービス プロファイルに 2 つの iSCSI vNIC があり、一方にだけイニシエータ IQN が設定さ

れている場合、もう一方にはデフォルトの IQNプールが設定されます。この設定は後で変更

できます。唯一の例外は、DHCPオプション43が設定されている場合です。その場合、もう

一方の iSCSI vNIC のイニシエータ IQN は、サービス プロファイルを関連付けるときに削除

されます。

ベンダー ID を設定して、DHCP Option 43 を使用するように iSCSI vNIC を変

更した場合、サービス プロファイル レベルで設定したイニシエータ IQNは削

除されません。サービス プロファイル レベルのイニシエータ IQN は、DHCP
オプション 43 を使用しない別の iSCSI vNIC で使用できます。

（注）

Windows での MPIO のイネーブル化
ストレージ アレイで接続を最適化するには、MPIOをイネーブルにします。

ネットワーク ハードウェアを変更すると、Windows が iSCSI ドライブからの起動に失敗する

場合があります。詳細については、『Microsoft support Article ID: 976042』を参照してくださ

い。

（注）

はじめる前に

MicrosoftMultipath I/O（MPIO）をイネーブル化するサーバには、CiscoVICドライバが必要です。

ブート LUN に設定されたパスが複数ある場合、LUN がインストールされるときにイネーブルに

するパスは 1 つのみです。
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手順

ステップ 1 サーバに関連付けられたサービス プロファイルで、プライマリ iSCSI vNIC を設定します。

詳細については、サービス プロファイルに iSCSI vNIC を作成, （615 ページ）を参照してくださ

い。

ステップ 2 プライマリ iSCSI vNIC を使用して、iSCSI ターゲット LUN に Windows オペレーティング システ

ムをインストールします。

ステップ 3 Windows のインストールが完了したら、ホスト上で MPIO をイネーブルにします。

ステップ 4 サーバに関連付けられたサービス プロファイルで、ブート ポリシーにセカンダリ iSCSI vNIC を

追加します。

詳細については、iSCSI ブート ポリシーの作成, （613 ページ）を参照してください。

iSCSI ブートの設定
LUNターゲットから iSCSIブートするようCiscoUCSでアダプタまたはブレードを設定する場合、

次のすべてのステップを完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

詳細については、次のサイトを参照してく

ださい。 iSCSI アダプタ ポリシーの作成,
（609 ページ）

iSCSIブートのアダプタポリシーを設定

します。

ステップ 1   

（任意）

詳細については、次のサイトを参照してく

ださい。 iSCSI 認証プロファイルの作成,
（611 ページ）

イニシエータとターゲットの認証プロ

ファイルを設定します。

ステップ 2   

（任意）

詳細については、次のサイトを参照してく

ださい。 iSCSIイニシエータ IPプールの作

成, （612 ページ）

IPアドレス プールの IPアドレスを使用

するよう iSCSIイニシエータを設定する

には、iSCSI イニシエータ プールに IP
アドレスのブロックを追加します。

ステップ 3   

すべてのサービスプロファイルで使用でき

るブート ポリシーの作成の詳細について

すべてのサービス プロファイルで使用

できるブート ポリシーを作成します。

ステップ 4   

は、iSCSI ブート ポリシーの作成, （613
ページ）を参照してください。

または、特定のサービス ポリシーに対

してのみローカル ブート ポリシーを作

成できます。ただし、複数のサービス
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目的コマンドまたはアクション

プロファイルと共有できるブート ポリ

シーを作成することを推奨します。

ステップ 7において、サービス プロファイ

ルで iSCSI ブートおよび vNIC パラメータ

すべてのサービス プロファイルで使用

できるブート ポリシーを作成した場合

ステップ 5   

を設定するときに、サービスプロファイルは、それをサービス プロファイルに割

にブートポリシーを割り当てることができ

ます。

り当てます。それ以外の場合は、次の

ステップに進みます。

詳細については、次のサイトを参照してく

ださい。 サービス プロファイルに iSCSI
vNIC を作成, （615 ページ）

サービス プロファイルで iSCSI vNICを

作成します。

ステップ 6   

詳細については、[Expert] ウィザードを使

用したサービスプロファイルの作成, （672
expert モードでサービス プロファイル

において、またはサービス プロファイ

ステップ 7   

ページ）またはサービスプロファイルテンルテンプレートにおいて、iSCSIブート

プレートの作成, （676ページ）を参照して

ください。

パラメータ（iSCSI 修飾子名（IQN）、

イニシエータ、ターゲットインターフェ

イスなど）および iSCSI vNIC パラメー

タを設定します。

詳細については、「Verifying iSCSI Boot」を

参照してください。

iSCSI ブート動作を確認します。ステップ 8   

詳細については、次のいずれかのドキュメ

ントを参照してください。

サーバに OS をインストールします。ステップ 9   

• Cisco UCS B シリーズ ブレード サーバ

VMware インストレーション ガイド

• Cisco UCS B シリーズ ブレード サーバ

Linux インストレーション ガイド

• Cisco UCS B シリーズ ブレード サーバ

Windows インストレーション ガイド

サーバをブートします。ステップ 10   
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iSCSI アダプタポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies] を右クリックし、[Create iSCSI Adapter Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create iSCSI Adapter Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

最初のログインに失敗し、iSCSIアダプタが使用できないとCisco
UCS が判断するまで待機する秒数。

0 ～ 255 の整数を入力します。0 を入力すると、Cisco UCS はア

ダプタファームウェアに設定された値（デフォルト：15秒）を

使用します。

[ConnectionTimeout]フィールド

iSCSI LUN の検出中に障害が発生した場合に接続を再試行する

回数。

0 ～ 60 の整数を入力します。0 を入力すると、Cisco UCS はア

ダプタファームウェアに設定された値（デフォルト：15秒）を

使用します。

[LUN Busy Retry Count] フィー

ルド

DHCP サーバが使用できないとイニシエータが判断するまで待

機する秒数。

60 ～ 300 の整数を入力します（デフォルト：60 秒）。

[DHCP Timeout] フィールド
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説明名前

TCP タイムスタンプを使用する場合は、このボックスをオンに

します。この設定では、必要に応じてパケットのラウンドトリッ

プ時間を計算できるように、送信パケットにはパケット送信時

のタイムスタンプが付きます。

このオプションは Cisco UCS NIC M51KR-B のアダプ

タを備えたサーバにのみ適用されます。

（注）

[Enable TCP Timestamp] チェッ

クボックス

HBAモード（別名TCPオフロード）をイネーブルにするには、

このボックスをオンにします。

このオプションは、Windows オペレーティング システ

ムを実行する Cisco UCS NIC M51KR-B のアダプタを備

えるサーバに対してのみ有効にする必要があります。

重要

[HBA Mode] チェックボックス

iSCSI ターゲットから起動する場合は、このボックスをオンに

します。

このオプションは Cisco UCS NIC M51KR-B のアダプ

タを備えたサーバにのみ適用されます。また、サーバ

にオペレーティング システムをインストールするま

ではディセーブルにしておく必要があります。

（注）

[Boot to Target] チェックボック

ス

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCS ドメイン内のサービ

ス プロファイルとサービス プロファイル テンプレートで

のみ使用できます。

• [PendingGlobal]：このポリシーの制御は、CiscoUCSCentral
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCiscoUCSドメイン

で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは、CiscoUCSCentralで管理されま

す。このポリシーを変更する場合は、必ずCiscoUCSCentral
を使用して変更してください。

[Owner] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

アダプタポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
610

サーバブートの設定

iSCSI アダプタポリシーの作成



iSCSI アダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies] ノードを展開します。

ステップ 5 アダプタ ポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

iSCSI 認証プロファイルの作成
iSCSIブートの場合、発信側およびターゲットの iSCSI認証プロファイルを作成する必要がありま

す。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles] を右クリックし、[iSCSI Authentication Profile] を選択します。

ステップ 5 [Create Authentication Profile] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

認証プロファイルの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

このプロファイルに関連付けられたユーザ ID。

1 ～ 128 文字の文字、スペース、特殊文字を入力します。

[User ID] フィールド
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説明名前

このプロファイルに関連付けられたパスワード。

特殊文字を含む 12 ～ 16 文字で入力します。

[Password] フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

認証プロファイルをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

iSCSI 認証プロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles] ノードを展開します。

ステップ 5 削除する IP プールを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

iSCSI イニシエータ IP プールの作成
iSCSI ブートに使用する IP アドレスのグループを作成できます。Cisco UCS Manager は指定した

IPv4 アドレスのブロックを予約します。

サーバまたはサービス プロファイルのスタティック IP アドレスとして割り当てられている IP ア

ドレスが、IP プールに含まれていてはなりません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [LAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pools] ノードを展開します。

ステップ 5 [IP Pool iscsi-initiator-pool] を右クリックし、[Create Block of IPv4 Addresses] を選択します。

ステップ 6 [Create a Block of IPv4 Addresses] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4 アドレスの範囲。[Name] カラム

ブロック内の最初の IPv4 アドレス。[From] カラム

ブロック内の最後の IPv4 アドレス。[To] カラム

ブロック内の IPv4 アドレスと関連付けられたサブネット マス

ク。

[Subnet] カラム

ブロック内の IPv4 アドレスと関連付けられたデフォルト ゲー

トウェイ。

[Default Gateway] カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプライ

マリ DNS サーバ。

[Primary DNS] カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカン

ダリ DNS サーバ。

[Secondary DNS] カラム

ステップ 7 [OK] をクリックします。

次の作業

1 つ以上のサービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートを設定し、iSCSI イ

ニシエータ IP プールから iSCSI イニシエータ IP アドレスを取得します。

iSCSI ブートポリシーの作成
ブート ポリシーあたり最大 2 つの iSCSI vNIC を追加できます。 一方の vNIC はプライマリ iSCSI
ブート ソースとして動作し、もう一方はセカンダリ iSCSI ブート ソースとして動作します。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies] を右クリックし、[Create Boot Policy] を選択します。

[Create Boot Policy] ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） ブート順序の変更後にこのブート ポリシーを使用するサーバをリブートするには、

[Reboot on Boot Order Change] チェックボックス をオンにします。

Cisco UCS Manager GUI で、[Reboot on Boot Order Change] チェックボックスがブート ポリシーに

ついて選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順の最後のデバイスの場合に、デバ

イスを取り外すか、装着すると、ブート順に直接効力がなく、サーバがリブートされません。

これは、標準のブート順序を使用しているサーバにのみ適用されま

す。

（注）

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name] チェックボックスをオンにします。

• オンにした場合、Cisco UCS Manager は設定エラーを表示し、[Boot Order] テーブルにリスト

された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバ プロファイル内のサーバ設定に一致

するかどうかをレポートします。

• オフにした場合、Cisco UCS Manager は、サービス プロファイルから（ブート オプションに

応じて）vNIC または vHBA を使用します。

ステップ 8 iSCSI ブートをブート ポリシーに追加するには、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [iSCSI vNICs] 領域を展開します。

b) [Add iSCSI Boot] リンクをクリックします。

c) [Add iSCSI Boot] ダイアログボックスで、iSCSI vNIC の名前を入力し、[OK] をクリックしま

す。

d) 別の iSCSI vNIC を作成するには、ステップ b、c を繰り返します。

次の作業

ブート ポリシーをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブート ポリシーを含むサービス プロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General] タブの [Boot Order Details] 領域で実際のブート順序を確認できます。
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サービスプロファイルに iSCSI vNIC を作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 iSCSI vNIC を作成するサービス プロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNIC を作成するサービス プロファイルを展開します。

ステップ 5 [iSCSI vNICs] ノードを右クリックし、[Create vNICs] を選択します。

ステップ 6 [Create iSCSI vNIC] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNIC の名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

この iSCSIvNICと関連付けられたLANvNIC（存在する場合）。[Overlay vNIC] ドロップダウン

リスト

この iSCSI vNICと関連付けられた iSCSIアダプタ ポリシー（存

在する場合）。

[iSCSI Adapter Policy] ドロップ

ダウン リスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作成

するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy] リ

ンク

この iSCSI vNIC と関連付けられた MAC アドレス（存在する場

合）。MAC アドレスが設定されていない場合、Cisco UCS
Manager GUI に [Derived] が表示されます。

[MAC Address] フィールド

この iSCSI vNIC と関連付けられた MAC プール（存在する場

合）。

[MAC Pool] フィールド
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説明名前

この iSCSI vNIC に関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの

VLAN は、default です。

Cisco UCS M81KR 仮想インターフェイス カードおよ

び Cisco UCS VIC-1240 仮想インターフェイス カード

の場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICのネイ

ティブ VLAN と同じである必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711の場合、指

定したVLANは、オーバーレイ vNICに割り当てられ

たどの VLAN でも設定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウン リスト

ステップ 7 [iSCSIMACAddress]領域の [MACAddress Assignment]ドロップダウン リストで、次のいずれかを

選択します。

• MAC アドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)] を選択しま

す。このサービス プロファイルに関連付けられるサーバが Cisco UCS M81KR 仮想インター

フェイス カード または Cisco UCS VIC-1240 仮想インターフェイス カードを含む場合、この

オプションを選択します。

このサービス プロファイルに関連付けられたサーバに Cisco UCS NIC M51KR-Bが含

まれる場合、MAC アドレスを指定する必要があります。

重要

• 特定の MAC アドレスを使用する場合は、[0:25:B5:XX:XX:XX] を選択し、アドレスを [MAC
Address] フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するには、対

応するリンクをクリックします。

• プール内の MAC アドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プール

名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能な

MAC アドレスの数であり、2 番めの数字はそのプール内の MAC アドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、プール カテゴリが 2つ

存在することがあります。ドメイン プールはCisco UCSドメインでローカルに定義され、グ

ローバル プールは Cisco UCS Central で定義されます。

ステップ 8 （任意） すべてのサービス プロファイルで使用できる MAC プールを作成する場合は、[Create
MAC Pool] をクリックし、[Create MAC Pool] ウィザードでフィールドに値を入力します。

詳細については、MAC プールの作成, （308 ページ）を参照してください。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

ステップ 10 （任意） イニシエータ名を設定または変更する場合は、[iSCSI vNICs] タブから [Reset Initiator
Name] または [Change Initiator Name] をクリックし、[Change Initiator Name] ダイアログボックスの

フィールドを入力するかクリックします。詳細については、サービスプロファイルレベルでのイ

ニシエータ IQNの設定, （617ページ）またはサービス プロファイル レベルでのイニシエータ IQN
の設定, （617 ページ）を参照してください。
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サービスプロファイルからの iSCSI vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 iSCSI vNIC を削除するサービス プロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNIC を削除するサービス プロファイルを展開します。

ステップ 5 [iSCSI vNICs] ノードを展開します。

ステップ 6 削除する iSCSI vNIC を右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQN の設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 編成の対象となるノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNIC が含まれるサービス プロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、 [iSCSI vNICs] タブをクリックします。

ステップ 6 [Reset Initiator Name] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 編成の対象となるノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNIC が含まれるサービス プロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[iSCSI vNICs] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Change Initiator Name] をクリックします。

ステップ 7 [Change Initiator Name] ダイアログ ボックスで、次のフィールドの値を変更します。

説明名前

ドロップダウン リストから、使用する IQN イ

ニシエータ名を選択します。

[Initiator Name Assignment]ドロップダウン リス

ト

手動によるイニシエータ名の割り当てを選択し

た場合は、イニシエータ名を入力します。

[Initiator Name] フィールド

これをクリックして、新しい IQN接尾辞プール

を作成します。

[Create IQN Suffix Pool] リンク

ステップ 8 [OK] をクリックします。

iSCSI ブートパラメータの設定
iSCSI vNIC のブート順序、ブート ポリシー、iSCSI 認証プロファイル、イニシエータ インター

フェイス、ターゲット インターフェイスなど、iSCSI ブート パラメータを設定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 iSCSI ブート パラメータを作成するサービス プロファイルを含む組織のノードを展開します。シ

ステムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI ブート パラメータを作成するサービス プロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order] タブをクリックします。

ステップ 6 [Specific Boot Policy] 領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs] 領域を展開します。

ステップ 7 [iSCSIvNICs]領域で、サーバのブート元の iSCSIvNICをダブルクリックしてそれらを [BootOrder]
テーブルに追加します。

ステップ 8 [iSCSI vNICs] 領域で、[Set Boot Parameters] リンクをクリックします。

2 つの iSCSI vNIC がある場合は、ブート パラメータを設定する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSI Boot Parameters] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブート パラメータを設定している iSCSI vNIC の名前。[Name] フィールド

関連する iSCSI 認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ

ダウン リスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ

ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile] リ

ンク

ステップ 10 [Initiator Name] 領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSI ブート イニシエータ名の割り当て方法を選択します。次

の方法の中から 1 つを選択してください。

• [Manual]：[InitiatorName]フィールドに名前を入力します。

イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用できます。

• [Pools]：IQN接尾辞プールを選択します。このプールから

名前が割り当てられます。

[Set iSCSI Boot Parameters] ダイアログボックスでイニ

シエータ名を設定すると、サービス プロファイル レ

ベルではなく、iSCSIvNICレベルでイニシエータ IQN
が設定されます。複数のパスが設定されている場合

は、[iSCSIvNICs]タブから、またはサービスプロファ

イルの作成時に、イニシエータ IQN を設定する必要

があります。

（注）

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセットできます。

[Initiator Name Assignment] ド

ロップダウン リスト

すべての iSCSI vNIC で使用可能な新しい IQN 接尾辞プールを

作成するには、このリンクをクリックします。

[Create IQN Suffix Pool] リンク

iSCSI イニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

• ：（コロン）

• -（ダッシュ）

[Initiator Name] フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

システムが DHCP を使用してインターフェイスを自動的に選択しま

す。

ステップ 13 に進みます。

[Select (DHCP used by
default)]

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づい

て iSCSI ブート vNIC に割り当てられます。

ステップ 12 に進みます。

スタティック
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説明オプション

IPv4 アドレスが管理 IP アドレス プールから iSCSI ブート vNIC に割

り当てられます。

ステップ 13 に進みます。

Pool

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy] ドロップダウン リストから [Static] を選択した場合は、次のフィールド

に入力します。

説明名前

iSCSI ブート vNIC に割り当てられた IPv4 アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IP Address Policy]
ドロップダウン リストで [Static] を選択する必要がありま

す。

[IPv4 Address] フィールド

IPv4 アドレスに関連付けられたサブネット マスク。[Subnet Mask] フィールド

IPv4 アドレスに関連付けられたデフォルト ゲートウェイ。[Default Gateway] フィールド

プライマリ DNS サーバのアドレス。[Primary DNS] フィールド

セカンダリ DNS サーバのアドレス。[Secondary DNS] フィールド

ステップ 13 iSCSI ターゲット インターフェイスでは、次のいずれかのラジオ ボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティック ターゲット イ

ンターフェイスが作成されます。

ステップ 14 に進みます。

[iSCSI Static Target Interface]

システムにより、自動ターゲット インターフェイスが作成されま

す。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのどちら

を使用するか指定する必要があります。

ステップ 16 に進みます。

[iSCSI Auto Target Interface]

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface] を選択した場合、[Static Target Interface] テーブルで [Add] をクリック

します。

ステップ 15 [Create iSCSI Static Target] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSI ターゲットの iSCSI Qualified Name（IQN）または拡張固

有識別子（EUI）の名前を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

• ：（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準 IQN または EUI のガイドラインを使

用して正しい形式にする必要があります。

重要

次に、正しい形式の iSCSI ターゲット名の例を示します。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name] フィールド

iSCSI ターゲットに対してシステムが割り当てるプライオリ

ティ。

[Priority] フィールド

iSCSI ターゲットに関連付けられたポート。

1 ～ 65535 の整数を入力します。デフォルト値は 3260 です。

[Port] フィールド

関連付けられた iSCSI 認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ

ダウン リスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ

ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile] リンク

iSCSI ターゲットに割り当てられた IPv4 アドレス。[IPv4 Address] フィールド

iSCSI ターゲットの LUN 識別子です。[LUN Id] フィールド

ステップ 16 [iSCSI Auto Target Interface] を選択した場合、[DHCP Vendor Id] フィールドにイニシエータ名また

は DHCP ベンダー ID を入力します。イニシエータがすでに設定済みである必要があります。ベ

ンダー ID には、最大 32 文字の英数字を指定できます。

ステップ 17 [OK] をクリックします。
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iSCSI ブートパラメータの変更
iSCSI vNIC のブート順序、ブート ポリシー、iSCSI 認証プロファイル、イニシエータ インター

フェイス、ターゲット インターフェイスなど、iSCSI ブート パラメータを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 iSCSI ブート パラメータを変更するサービス プロファイルを含む組織のノードを展開します。シ

ステムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI ブート パラメータを変更するサービス プロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order] タブをクリックします。

ステップ 6 [Specific Boot Policy] 領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs] 領域を展開します。

ステップ 7 ブート順序の iSCSI vNICを追加または削除する、またはブート順序を変更するには、次のいずれ

かを実行します。

• iSCSI vNIC を追加するには、[iSCSI vNICs] 領域で、iSCSI vNIC をダブルクリックして [Boot
Order] テーブルに追加します。

• ブート順序から iSCSI vNIC を削除するには、[Boot Order] テーブルで、iSCSI vNIC を選択し

て [Delete] をクリックします。

• iSCSI vNIC のブート順序を変更するには、[Boot Order] テーブルで、iSCSI vNIC を選択して

[Move Up] または [Move Down] をクリックします。

ステップ 8 ブート パラメータを変更するには、[iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリック

します。

2 つの iSCSI vNIC がある場合は、ブート パラメータを変更する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSIBoot Parameters]ダイアログボックスで、次のいずれかのフィールドの値を変更します。

説明名前

ブート パラメータを設定している iSCSI vNIC の名前。[Name] フィールド

関連する iSCSI 認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ

ダウン リスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ

ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile] リ

ンク

ステップ 10 [Initiator Name] 領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSI ブート イニシエータ名の割り当て方法を選択します。次

の方法の中から 1 つを選択してください。

• [Manual]：[InitiatorName]フィールドに名前を入力します。

イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用できます。

• [Pools]：IQN接尾辞プールを選択します。このプールから

名前が割り当てられます。

[Set iSCSI Boot Parameters] ダイアログボックスでイニ

シエータ名を設定すると、サービス プロファイル レ

ベルではなく、iSCSIvNICレベルでイニシエータ IQN
が設定されます。複数のパスが設定されている場合

は、[iSCSIvNICs]タブから、またはサービスプロファ

イルの作成時に、イニシエータ IQN を設定する必要

があります。

（注）

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセットできます。

[Initiator Name Assignment] ド

ロップダウン リスト

すべての iSCSI vNIC で使用可能な新しい IQN 接尾辞プールを

作成するには、このリンクをクリックします。

[Create IQN Suffix Pool] リンク

iSCSI イニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

• ：（コロン）

• -（ダッシュ）

[Initiator Name] フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy] ドロップダウン リストの選択を、次のいずれかに変更します。

説明オプション

システムが DHCP を使用してインターフェイスを自動的に選択しま

す。

ステップ 13 に進みます。

[Select (DHCP used by
default)]

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づい

て iSCSI ブート vNIC に割り当てられます。

ステップ 12 に進みます。

スタティック
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説明オプション

IPv4 アドレスが管理 IP アドレス プールから iSCSI ブート vNIC に割

り当てられます。

ステップ 13 に進みます。

Pool

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy] ドロップダウン リストで [Static] を選択した場合、次のフィールドを入

力するか変更してください。

説明名前

iSCSI ブート vNIC に割り当てられた IPv4 アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IP Address Policy]
ドロップダウン リストで [Static] を選択する必要がありま

す。

[IPv4 Address] フィールド

IPv4 アドレスに関連付けられたサブネット マスク。[Subnet Mask] フィールド

IPv4 アドレスに関連付けられたデフォルト ゲートウェイ。[Default Gateway] フィールド

プライマリ DNS サーバのアドレス。[Primary DNS] フィールド

セカンダリ DNS サーバのアドレス。[Secondary DNS] フィールド

ステップ 13 iSCSI ターゲット インターフェイスでは、次のいずれかのラジオ ボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティック ターゲット イ

ンターフェイスが作成されます。

ステップ 14 に進みます。

[iSCSI Static Target Interface]

システムにより、自動ターゲット インターフェイスが作成されま

す。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのどちら

を使用するか指定する必要があります。

ステップ 15 に進みます。

[iSCSI Auto Target Interface]

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface] を選択した場合は、[Static Target Interface] テーブルで次のいずれかを

実行します。

• iSCSIスタティックターゲットインターフェイスを追加するには、[Add]をクリックします。

iSCSI ターゲット インターフェイスを変更するには、変更する iSCSI ターゲット インター

フェイスを選択して [Modify] をクリックします。次に、[Create iSCSI Static Target] ダイアロ

グボックスで、次のフィールドを入力または変更します。
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説明名前

iSCSI ターゲットの iSCSI Qualified Name（IQN）または拡張

固有識別子（EUI）の名前を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができま

す。

• .（ピリオド）

• ：（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準 IQNまたはEUIのガイドラインを

使用して正しい形式にする必要があります。

重要

次に、正しい形式の iSCSI ターゲット名の例を示します。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name] フィール

ド

iSCSIターゲットに対してシステムが割り当てるプライオリ

ティ。

[Priority] フィールド

iSCSI ターゲットに関連付けられたポート。

1～65535の整数を入力します。デフォルト値は3260です。

[Port] フィールド

関連付けられた iSCSI 認証プロファイルの名前。[Authentication Profile] ドロッ

プダウン リスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファ

イルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile] リンク

iSCSI ターゲットに割り当てられた IPv4 アドレス。[IPv4 Address] フィールド

iSCSI ターゲットの LUN 識別子です。[LUN Id] フィールド

• iSCSI ターゲット インターフェイスを削除するには、削除する iSCSI ターゲット インター

フェイスを選択して [Delete] をクリックします。
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2 つの iSCSI スタティック ターゲットがあり、優先順位 1 位のターゲットを削除する

と、優先順位 2位のターゲットが優先順位 1位のターゲットになります。ただし、この

ターゲットは、Cisco UCS Manager では、引き続き優先順位 2 位のターゲットとして表

示されます。

（注）

ステップ 15 [iSCSIAuto Target Interface]を選択した場合、[DHCPVendor Id]フィールドのエントリをイニシエー

タ名または DHCP ベンダー ID に変更します。イニシエータがすでに設定済みである必要があり

ます。ベンダー ID には、最大 32 文字の英数字を指定できます。

ステップ 16 [OK] をクリックします。

IQN プール
IQN プールは、Cisco UCS ドメイン内の iSCSI vNIC によってイニシエータ ID として使用される

iSCSI 修飾名（IQN）の集合です。

IQNプール メンバーの形式は、prefix:suffix:numberであり、接頭辞、接尾辞、および番号のブロッ

ク（範囲）を指定できます。

IQNプールは、番号の範囲と接尾辞は異なるものの、同じ接頭辞を共有する複数の IQNブロック

を含むことができます。

IQN プールの作成

ほとんどの場合、最大 IQN サイズ（プレフィックス + サフィックス + 追加文字）は 223 文字

です。 Cisco UCS NIC M51KR-B アダプタを使用する場合、IQN サイズを 128 文字に制限する

必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools] を右クリックし、[Create IQN Suffix Pool] を選択します。

ステップ 5 [Create IQN Suffix Pool] ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値

を入力します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
627

サーバブートの設定

IQN プール



説明フィールド

iSCSI 修飾名（IQN）プールの名前。

この名前には、1 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

名前

プールのユーザ定義による説明。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

説明

このプール用に作成された任意の IQN ブロックのプレフィク

ス。

1 ～ 150 文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特

殊文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイ

フン）。たとえば、iqn1.alpha.com を使用できます。

Prefix

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Manager はプールからランダム ID を

選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Manager はプールから最も小さい

使用可能 ID を選択します。

[Assignment Order] フィールド

ステップ 6 [Next] をクリックします。

ステップ 7 [Create IQN Suffix Pool] ウィザードの [Add IQN Blocks] ページで、[Add] をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of IQN Suffixes] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI 修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～ 64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特殊

文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイフ

ン）。たとえば、alphadc-1 を使用できます。

[Suffix] フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From] フィールド

ブロック内の接尾辞の数。[Size] フィールド
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ステップ 9 [OK] をクリックします。

ステップ 10 [Finish] をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

IQNサフィックス プールをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含め

ます。

IQN プールへのブロックの追加

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools] ノードを展開します。

ステップ 5 目的の IQN プールを右クリックし、[Create a Block of IQN Suffixes] を選択します。

ステップ 6 [Create a Block of IQN Suffixes] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI 修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～ 64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特殊

文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイフ

ン）。たとえば、alphadc-1 を使用できます。

[Suffix] フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From] フィールド

ブロック内の接尾辞の数。[Size] フィールド

ステップ 7 [OK] をクリックします。
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IQN プールからのブロックの削除
プールからアドレス ブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた

は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。 削除されたブロックのすべての割り

当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残りま

す。

• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools] ノードを展開します。

ステップ 5 IQN 接尾辞のブロックを削除する IQN プールを選択します。

ステップ 6 [Work] ペインで、[IQN Blocks] タブをクリックします。

ステップ 7 削除するブロックを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 8 [Yes] をクリックして削除を確認します。

ステップ 9 [Save Changes] をクリックします。

IQN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、 でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら

れたアドレスを再割り当てしません。 削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNIC または vHBA に残ります。

• 関連付けられたサービス プロファイルが削除された場合。

• アドレスが割り当てられた vNIC または vHBA が削除された場合。

• vNIC または vHBA が異なるプールに割り当てられた場合。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [SAN] タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN] タブの [SAN] > [Pools] を展開します。

ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools] ノードを展開します。

ステップ 5 削除するプールを右クリックして、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

LAN ブート
LAN の集中プロビジョニング サーバから 1 つまたは複数のサーバをブートするブート ポリシー

を設定できます。LAN（または PXE）ブートは、その LANサーバからサーバにOSをインストー

ルする際に頻繁に使用されます。

LAN ブート ポリシーには、複数のタイプのブート デバイスを追加できます。たとえば、ローカ

ル ディスクや仮想メディア ブートをセカンダリ ブート デバイスとして追加できます。

ブートポリシー用 LAN ブートポリシー設定
サービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに制限されたローカル ブート

ポリシーを作成することもできます。 しかし、複数のサービス プロファイルまたはサービス プ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリブー

ト デバイスとして、ローカル ディスクや仮想メディア ブートを追加できます。

この手順は、ブート ポリシーの作成, （599 ページ） から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vNICs] 領域を展開します。

ステップ 2 [Add LAN Boot] リンクをクリックします。

ステップ 3 [Add LAN Boot] ダイアログボックス で、LAN ブートに使用する vNIC の名前を [vNIC] フィール

ドに入力して、[OK] をクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order] テーブルに別のブート デバイスを追加します。
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• [OK] をクリックして終了します。

次の作業

ブート ポリシーをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブート ポリシーを含むサービス プロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General] タブの [Boot Order Details] 領域で実際のブート順序を確認できます。

ローカルデバイスブート
Cisco UCS Manager では、異なるローカル デバイスから起動することができます。

Cisco UCS M3 および M4 ブレード/ラック サーバで拡張ブート順序を使用する場合は、最上位

と第2レベルの両方のブートデバイスを選択できます。標準のブート順序を使用しているCisco
UCS M1 と M2 のブレード サーバとラック サーバの場合、トップレベルのブート デバイスの

みを選択できます。

（注）

ローカルディスクブート

サーバにローカル ドライブがある場合、ブート ポリシーを設定して、トップレベルのローカル

ディスク デバイスまたは第 2 レベルのデバイスのいずれかからサーバを起動できます。

• ローカル LUN

• SD カード

• 内部 USB

• 外部 USB

第 2 レベルのデバイスは、Cisco UCS M3 および M4 ブレード/ラック サーバで拡張ブート順序

を使用する場合にのみ使用できます。標準のブート順序を使用している Cisco UCS M1 と M2
のブレード サーバとラック サーバの場合、トップレベルの [Add Local Disk]のみを選択できま

す。

（注）

仮想メディアブート

ブート ポリシーを設定して、サーバからアクセスできる仮想メディア デバイスから 1 つ以上の

サーバを起動できます。仮想メディアデバイスは、物理CD/DVDディスク（読み取り専用）また

はフロッピー ディスク（読み取り書き込み）のサーバへの挿入を疑似的に実行します。このタイ
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プのサーバブートは、通常サーバに手動でオペレーティングシステムをインストールするために

使用されます。

第 2 レベルのデバイスは、Cisco UCS M3 および M4 ブレード/ラック サーバで拡張ブート順序

を使用する場合にのみ使用できます。標準のブート順序を使用している Cisco UCS M1 と M2
のブレード サーバとラック サーバの場合、トップレベルの [Add CD/DVD]または [Add Floppy]
のみを選択できます。

（注）

リモート仮想ドライブのブート

ブート ポリシーを設定して、サーバからアクセスできるリモート仮想ドライブから 1 つ以上の

サーバを起動できます。

ブートポリシー用ローカルディスクブートポリシー設定

サービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに制限されたローカル ブート

ポリシーを作成することもできます。 しかし、複数のサービス プロファイルまたはサービス プ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリブー

ト デバイスとして SD カードのブートを追加できます。

この手順は、ブート ポリシーの作成, （599 ページ） から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices] 領域を展開します。

ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order] テーブルに追加します。

• [Add Local Disk] または

◦ Add Local LUN

◦ Add SD Card

◦ Add Internal USB

◦ Add External USB

Cisco UCS M3 および M4 ブレード/ラック サーバで拡張ブート順序を使用する場合は、

最上位と第 2 レベルの両方のブート デバイスを選択できます。標準のブート順序を使

用している Cisco UCSM1 と M2 のブレード サーバとラック サーバの場合、トップレベ

ルのブート デバイスのみを選択できます。

（注）

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order] テーブルに別のブート デバイスを追加します。
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• [OK] をクリックして終了します。

次の作業

ブート ポリシーをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブート ポリシーを含むサービス プロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General] タブの [Boot Order Details] 領域で実際のブート順序を確認できます。

ブートポリシー用仮想メディアブートポリシー設定

サービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに制限されたローカル ブート

ポリシーを作成することもできます。 しかし、複数のサービス プロファイルまたはサービス プ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブート ポリシーには複数のタイプのブート デバイスを追加できます。ローカル ディスク ブート

をセカンダリ ブート デバイスとして追加できます。

仮想メディアでは、USB を有効にする必要があります。 USB の機能に影響する BIOS 設定を

変更した場合は、仮想メディアにも影響します。 したがって、最適なパフォーマンスを実現

するためには、次の USB BIOS をデフォルト設定のままにしておくことをお勧めします。

（注）

• [Make Device Non Bootable]：[disabled] に設定します。

• [USB Idle Power Optimizing Setting]：[high-performance] に設定します。

この手順は、ブート ポリシーの作成, （599 ページ） から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices] 領域を展開します。

ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order] テーブルに追加します。

• [ADD CD/DVD] または

◦ Add Local CD/DVD

◦ [Add Remote CD/DVD]

• [Add Floppy] または

◦ Add Local Floppy

◦ Add Remote Floppy

• Add Remote Virtual Drive
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Cisco UCS M3 および M4 ブレード/ラック サーバで拡張ブート順序を使用する場合は、

最上位と第 2 レベルの両方のブート デバイスを選択できます。標準のブート順序を使

用している Cisco UCSM1 と M2 のブレード サーバとラック サーバの場合、トップレベ

ルのブート デバイスのみを選択できます。

（注）

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order] テーブルに別のブート デバイスを追加します。

• [OK] をクリックして終了します。

次の作業

ブート ポリシーをサービス プロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブート ポリシーを含むサービス プロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General] タブの [Boot Order Details] 領域で実際のブート順序を確認できます。

vMedia ブートポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 [Boot Policies] を右クリックし、[Create Boot Policy] を選択します。

ステップ 4 [Create Boot Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド
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説明名前

このチェックボックスをオンにすると、ブート順序を変更した

場合にサーバがリブートされます。このオプションが選択され

ると、次のアクションが実行されます。

• CDD/HDD のデバイスが vMedia ポリシーに存在し、同じ

デバイスがブートポリシーにある場合、そのデバイスに対

する vmedia ポリシーを変更すると、サーバが再起動され

ます。この再起動は、マウントされた最新のイメージから

起動することが目的です。

• CDD/HDD のデバイスが vMedia ポリシーに存在し、同じ

デバイスがブートポリシーにある場合、そのデバイスに対

する vmedia ポリシーを変更すると、サーバが再起動され

ます。

このオプションが選ばれなければ、vMedia ポリシー

を変更してもホストは再起動されません。非仮想化ア

ダプタのブート デバイスを追加または変更すると、

常にサーバがリブートされます。

（注）

[Reboot on Boot Order Change]
チェックボックス

有効なブート モードのタイプ。次のいずれかになります。

• [Legacy]：システムがUEFI対応でない場合に選択します。

• [Uefi]：システムが UEFI 対応の場合に選択します。

UEFIブートモードを使用するには、アダプタファー

ムウェアがUEFI対応であること、ブートデバイスが

UEFI対応のオペレーティング システムを備えている

こと、サービス プロファイルが Cisco UCSM3ブレー

ドまたはラック サーバに関連付けられていることが

必要です。

（注）

[Boot Mode] フィールド

ステップ 5 ブート順序に仮想リモート vMediaデバイスを追加するために [CIMCMounted vMedia]を展開しま

す。

ステップ 6 [Add Remote vMedia HDD or Add Remote vMedia CD/DVD] リンクをクリックします。

選択する vMedia デバイスに応じて [Add Remote vMedia] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 ドロップダウン リストから [CIMCMounted CD/DVD]または [CIMCMountedHDD]を追加します。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

vMedia ブート ポリシーが [Boot Order] ペインに追加されます。
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次の作業

vMedia およびブート ポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。

vMedia サービスプロファイルへのブートポリシーの追加
この手順では、[Create Service Profile (expert)] ウィザードの [Server Boot Order] ページで、vMedia
のブート ポリシーのオプションを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)] を選択します。

[Unified Computing System Manager] ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name] フィールドに、サービス プロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。

この名前には、2 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロファイル

テンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービス プロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要がありま

す。

ステップ 6 [UUID Assignment] ドロップダウン リストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID 接尾辞プールから

UUID を割り当てます。

ステップ 8 に進みます。

Select (pool default used by default)
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説明オプション

製造元によってサーバに割り当てられた

UUID を使用します。

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと関連

付けられるまで割り当てられません。こ

の時点で、UUID は製造元によってサー

バに割り当てられたUUID値に設定され

ます。サービスプロファイルを後で別の

サーバに移動すると、UUIDは新しいサー

バに一致するように変更されます。

ステップ 8 に進みます。

Hardware Default

手動で割り当てるUUIDを使用します。

ステップ 7 に進みます。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX

ドロップダウンリストの下部のリストか

ら選択するUUID接尾辞プールからUUID
を割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可

能な UUID の数および UUID の合計数を

示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示

されます。

既存のプールを使用するのではなく、す

べてのサービスプロファイルがアクセス

できるプールを作成する場合は、ステッ

プ 4 に進みます。それ以外の場合はス

テップ 8 に進みます。

[Pools][Pool_Name]

ステップ 7 （任意） XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXオプションを選択した場合は、

次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。

b) 選択した UUID が使用可能であることを確認するには、[here] リンクをクリックします。

ステップ 8 （任意） このサービス プロファイルで使用する新しい UUID 接尾辞プールを作成する場合は、

[Create UUID Suffix Pool] をクリックし、[Create UUID Suffix Pool] ウィザードのフィールドに値を

入力します。

詳細については、UUID 接尾辞プールの作成, （446 ページ）を参照してください。

ステップ 9 （任意） テキスト ボックスに、このサービス プロファイルの説明を入力します。

このサービス プロファイルのユーザ定義による説明。
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256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペースを使用できます。`（アクセント

記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小な

り）、または '（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next] をクリックします。

ステップ 11 [Create Service Profile (expert)] に移動し、[Server Boot Order] をクリックします。

[Boot Policy] ペインが表示されます。

ステップ 12 [Boot Policy] ドロップダウン リストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービス プロファイルにデフォルトのブート ポリシーを割り当

てます。

ステップ 13 に進みます。

Select Boot Policy to use

このサービス プロファイル テンプレートだけがアクセスできるロー

カル ブート ポリシーを作成できます。

Create a Specific Boot
Policy

サービス プロファイルに既存のブート ポリシーを割り当てます。こ

のオプションを選択した場合、Cisco UCS Manager でポリシーの詳細

が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービス プロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[CreateBootPolicy]
をクリックします。それ以外の場合は、リストでポリシーを選択し、

ステップ 13 に進みます。

[Boot
Policies][Policy_Name]

ステップ 13 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートにアクセスできる新しいブートポリシーを作

成したら、[Boot Policy] ドロップダウン リストからそのポリシーを選択します。

ステップ 14 [Next] をクリックします。

次の作業

サービス プロファイルを Cisco UCS サーバに関連付けます。

ブートポリシーの EFI シェルブートの設定
ブート デバイスとして EFI シェルのブート ポリシーを作成できます。EFI シェルからブートする

と、データ損失が抑制され、さまざまなブート シナリオのスクリプト作成、デバッグ、および管

理に関するオプションが増えます。EFI シェルは、[Uefi] ブート モードでのみブート デバイスと

してサポートされます。

この手順は、ブート ポリシーの作成, （599 ページ） から直接続いています。
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はじめる前に

EFI シェルをブート デバイスとして設定するには、ブート モードが [Uefi] に設定されていること

を確認します。

EFI シェル ブート ポリシーで、ブート モードを [Legacy] に編集する場合、Cisco UCS Manager
は EFI シェル ブート デバイスを削除し、ブート ポリシーをデフォルトに設定します。

重要

手順

ステップ 1 [Boot Mode] として [Uefi] を選択します。

ステップ 2 下矢印をクリックして [EFI Shell] 領域を展開します。

ステップ 3 [Add EFI Shell] リンクをクリックします。

EFI シェルが [Boot Order] テーブルにブート デバイスとして表示されます。

ステップ 4 [OK] をクリックして終了します。

次の作業

ブート ポリシーをサービス プロファイルとテンプレートに含めます。

ブートポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Boot Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

UEFI ブートパラメータ
サーバの UEFI ブート モードは、プラットフォーム ハードウェアに保存されている情報によって

決まります。UEFI OS ブート ローダに関する情報を含むブート エントリは、サーバの BIOS フ

ラッシュに保存されます。2.2(4) より前の Cisco UCS Manager リリースでは、サービス プロファ
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イルがあるサーバから別のサーバに移行されると、ブートローダ情報は宛先サーバで使用できな

くなります。そのため、BIOS は、サーバを UEFI ブート モードでブートするためのブート ロー

ダ情報をロードできません。

Cisco UCSM リリース 2.2(4) では、宛先サーバ上の UEFI OS ブート ローダの位置に関する情報を

BIOSに提供するUEFIブート パラメータが導入され、BIOS はその位置からブート ローダをロー

ドできます。サーバは、そのブート ローダ情報を使用して、UEFI ブート モードでブートできま

す。

UEFI ブートパラメータに関する注意事項と制約事項
• ブート モードが UEFI の場合のみ、UEFI ブート パラメータを設定できます。

• Cisco UCS Manager をリリース 2.2(4) にアップグレードする場合は、サービス プロファイル

の移行中に UEFI ブートが失敗しても自動的に処理されません。UEFI 対応 OS で正常にブー

トするには、ターゲット デバイスでUEFIブート パラメータを明示的に作成しておく必要が

あります。

• UEFIブートパラメータは、セカンドレベルのブート順序をサポートする、M3以降のすべて

のサーバでサポートされています。

• 次のデバイス タイプの UEFI ブート パラメータを指定できます。

◦ SAN LUN

◦ ISCSI LUN

◦ ローカル LUN

• UEFIブートパラメータは各オペレーティングシステム固有のパラメータです。次のオペレー

ティング システムの UEFI ブート パラメータを指定できます。

◦ VMware ESX

◦ SUSE Linux

◦ Microsoft Windows

◦ Red Hat Enterprise Linux 7

UEFI ブートパラメータの設定

はじめる前に

ブート ポリシーの [Boot Mode] が [Uefi] であることを確認します。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 [Boot Policies] を展開し、UEFI ブート パラメータを設定するブート ポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 LUNのUEFIブート パラメータを設定するには、[BootOrder]領域のLUNを選択し、[SetUefi Boot
Parameters] をクリックします。

ローカル LUN、SAN LUN、iSCSI LUN に対してのみ UEFI ブート パラメータを設定でき

ます。

重要

ステップ 6 [Set Uefi Boot Parameters] ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明フィールド

ブートローダの名前を指定します。これは必須フィールド

です。

[Boot Loader Name]

ブートローダがある場所のパスを指定します。これは必須

フィールドです。

[Boot Loader Path]

ブート ローダの詳細です。[Boot Loader Description]

ステップ 7 [OK] をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes] をクリックします。

UEFI ブートパラメータの変更

はじめる前に

ブート ポリシーの [Boot Mode] が [Uefi] であることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 [Boot Policies] を展開し、UEFI ブート パラメータを変更するブート ポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 UEFIブート パラメータを使用して、LUNのUEFIブート パラメータを変更するには、[BootOrder]
領域で LUN を選択し、[Modify Uefi Boot Parameters] をクリックします。
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ローカル LUN、SAN LUN、および iSCSI LUN に対してのみ UEFI ブート パラメータを設

定できます。

重要

ステップ 6 [Modify Uefi Boot Parameters] ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明フィールド

ブートローダの名前を指定します。これは必須フィールド

です。

[Boot Loader Name]

ブートローダがある場所のパスを指定します。これは必須

フィールドです。

[Boot Loader Path]

ブート ローダの詳細です。[Boot Loader Description]

ステップ 7 [OK] をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes] をクリックします。
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第 32 章

サービスプロファイル更新の遅延展開

この章は、次の項で構成されています。

• サービス プロファイルの遅延展開, 645 ページ

• スケジュールの設定, 649 ページ

• メンテナンス ポリシーの設定, 662 ページ

• 保留アクティビティの管理, 665 ページ

サービスプロファイルの遅延展開
サービス プロファイルの変更の一部、またはサービス プロファイル テンプレートの更新は、中

断をともなうことや、サーバのリブートが必要になることがあります。ただし、これらの中断を

ともなう設定変更をいつ実行するかを、遅延展開によって制御できます。たとえば、サービス プ

ロファイルの変更をすぐに展開するか、指定されたメンテナンス時間帯に展開するかを選択でき

ます。また、サービス プロファイルの展開にユーザの明示的な確認応答が必要かどうかを選択で

きます。

遅延展開は、サーバとサービス プロファイルとの関連付けによって発生するすべての設定変更に

使用できます。これらの設定変更は、サービスプロファイルへの変更、サービスプロファイルに

含まれるポリシーへの変更、更新サービスプロファイルテンプレートへの変更によってプロンプ

ト表示される場合があります。たとえば、サーバBIOS、RAIDコントローラ、ホストHBA、ネッ

トワーク アダプタなどのホスト ファームウェア パッケージや管理ファームウェア パッケージに

よって、ファームウェアのアップグレードおよびアクティブ化を延期することもできます。ただ

し、Cisco UCS Manager、ファブリック インターコネクト、I/O モジュールなど、ファームウェア

パッケージを使用しないコンポーネントのファームウェア イメージの直接展開を遅延させること

はできません。

遅延展開は、サーバのリブートを必要とする次のアクションに使用できません。

• サーバのサービス プロファイルの最初の関連付け
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• サービス プロファイルと別のサーバを関連付けない、サービス プロファイルのサーバから

の関連付けの最終解除

• サーバの解放

• サーバの再認識

• サーバのリセット

サービス プロファイル変更の展開を遅延させる場合、1 つ以上のメンテナンス ポリシーを設定

し、各サービスプロファイルにメンテナンスポリシーを設定する必要があります。展開が発生す

る時間帯を指定する場合、1 つ以上の繰り返しオカレンスまたはワンタイム オカレンスを持つス

ケジュールを少なくとも 1 つ作成し、そのスケジュールをメンテナンス ポリシーに含める必要が

あります。

遅延展開のスケジュール

スケジュールには、一連のオカレンスが含まれます。これらのオカレンスは、1 回だけ発生させ

るか、または毎週指定した日時に繰り返し発生させることができます。オカレンスの時間長や実

行されるタスクの最大数といった、オカレンスで定義されるオプションにより、あるサービス プ

ロファイルの変更が展開されるかどうかが決まります。たとえば、最大時間長またはタスク数に

達したため特定のメンテナンス時間帯に変更を展開できない場合、この展開は次のメンテナンス

時間に持ち越されます。

各スケジュールは、Cisco UCS ドメインが 1 つまたは複数のメンテナンス時間に入っているかど

うか、定期的に確認します。入っている場合、スケジュールはメンテナンス ポリシーで指定され

た制限に対し適切な展開を実行します。

スケジュールには、スケジュールに関連付けられたメンテナンス時間を決定する 1 つ以上のオカ

レンスが含まれています。オカレンスは次のいずれかになります。

ワンタイムオカレンス

ワンタイム オカレンスは、単一のメンテナンス時間を定義します。これらの時間帯は、そ

の時間帯の最大時間長まで、または時間帯の中で実行可能なタスクの最大数に達するまで継

続されます。

繰り返しオカレンス

繰り返しオカレンスは、一連のメンテナンス時間を定義します。これらの時間帯は、タスク

の最大数に達するまで、またはオカレンスに指定された日の終わりに達するまで継続しま

す。

メンテナンスポリシー

メンテナンス ポリシーは、サーバに関連付けられたサービス プロファイル、または 1 つ以上の

サービス プロファイルに関連付けられた更新中のサービス プロファイルに対して、サーバのリ

ブートが必要になるような変更が加えられた場合のCiscoUCSManagerの対処方法を定義します。
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メンテナンス ポリシーは、Cisco UCS Manager でのサービス プロファイルの変更の展開方法を指

定します。展開は、次のいずれかの方法で実行されます。

• 即時

• ユーザが管理者権限で承認したときに実行する

• スケジュールで指定された時間に自動的に実行する

• ユーザによる確認応答の待機またはタイマー スケジュール オプションを伴わない次回のリ

ブートまたはシャットダウン時

メンテナンス ポリシーで [On Next Boot] オプションが有効で、Cisco UCS
Manager リリース 2.2(8) よりも前のリリースにダウングレードしている場合

は、ファームウェアのダウングレードに失敗します。ダウングレードを継続

するには、メンテナンス ポリシーから [On Next Boot] を無効にします。

（注）

メンテナンス ポリシーでソフト シャットダウン タイマーを使用すると、ハード シャットダウン

を実行するまでの待機時間を設定できます。ソフトシャットダウンタイマーは、次のようにサー

バを再起動するときに適用されます。

• [Gracefully Restart OS] オプションを使用してサーバをリセットします。

• [In case of graceful shutdown failure, a hard shutdown will be issued after X seconds] オプションを

使用してサーバをシャットダウンします。

• サーバの再起動が必要なサービス プロファイルを変更します。

スケジュール済みのメンテナンス ウィンドウ中に変更を展開するように設定されているメンテナ

ンス ポリシーでは、ポリシーに有効なスケジュールが含まれていることが必要です。この場合、

最初に使用可能なメンテナンス ウィンドウ中に変更が展開されます。

メンテナンス ポリシーでは、関連付けられたサービス プロファイルに設定変更が加えられた

場合に、サーバの即時リブートは回避できますが、次のアクションの即時実行は回避されませ

ん。

（注）

• 関連付けられたサービス プロファイルのシステムからの削除

• サーバ プロファイルのサーバからの関連付けの解除

• サービス ポリシーを使用しないファームウェア アップグレードの直接インストール

• サーバのリセット
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遅延展開のための保留アクティビティ

Cisco UCS ドメインで遅延展開を設定すると、Cisco UCS Manager を使用して保留中のアクティビ

ティすべてを表示することができます。ユーザの確認応答を待っているアクティビティと、スケ

ジュールされたアクティビティを表示できます。

Cisco UCS ドメインに保留アクティビティがある場合、Cisco UCS Manager GUI は管理者権限を持

つユーザがログインしたときに通知します。

Cisco UCS Manager は、すべての保留アクティビティについて次のような情報を表示します。

• 展開され、サーバと関連付けられるサービス プロファイルの名前

• 展開の影響を受けるサーバ

• 展開により発生する中断

• 展開によって実行される変更

特定の保留中アクティビティがサーバに適用されるメンテナンス時間を指定することはできま

せん。メンテナンス期間は、保留中のアクティビティの数およびサービス プロファイルに割

り当てられたメンテナンス ポリシーに依存します。ただし、保留アクティビティがユーザの

確認応答またはメンテナンス時間帯のいずれを待っているかにかかわらず、管理者権限を持つ

ユーザは、手動で保留アクティビティを開始して、ただちにサーバをリブートできます。

（注）

遅延展開に関するガイドラインおよび制限事項

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートへのすべての変更を元に戻すこ

とはできない

保留中の変更をキャンセルする場合、Cisco UCS Manager はサーバを再起動せずに変更のロール

バックを試みます。ただし、複雑な変更を行った場合、Cisco UCS Manager は変更のロール バッ

クのためサーバを 2度目にリブートする必要がある場合があります。たとえば、vNICを削除する

と、Cisco UCS Manager はサービス プロファイルに含まれているメンテナンス ポリシーに従って

サーバをリブートします。サービス プロファイルで元の vNIC を復元しても、この再起動および

変更はキャンセルできません。代わりに、Cisco UCSManagerは 2回目の展開とサーバのリブート

をスケジュールします。

サービスプロファイルの関連付けはメンテナンス時間の境界を超えてもよい

Cisco UCS Manager がサービス プロファイルの関連付けを開始した後、スケジューラとメンテナ

ンスポリシーには手順を制御する方法がありません。サービスプロファイルの関連付けが割り当

てられたメンテナンス時間に完了しない場合、プロセスが完了するまで続行されます。たとえば、

いくつかの段階の再試行やその他の問題のため、関連付けが完了しなかった場合に発生すること

があります。
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保留中のアクティビティの順序を指定できない

スケジュールされた展開は、独立して並行実行されます。展開が発生する順序は指定できません。

また、あるサービス プロファイルの変更を他のものの完了を条件として実行することもできませ

ん。

保留中のアクティビティの部分的な展開を実行できない

Cisco UCS Manager は、サーバ プロファイルに加えられたすべての変更をスケジュールされたメ

ンテナンス時間に適用します。サービス プロファイルに複数の変更を加えた後にそれらの変更を

別々のメンテナンス時間に振り分けることはできません。サービス プロファイルの変更を展開す

るとき、Cisco UCS Manager はデータベース内の最新の設定に一致するよう、サービス プロファ

イルを更新します。

スケジュールの設定

スケジュールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[スケジュール] をクリックし、[Create Schedule] を選択します。

ステップ 3 [Create Schedule] ウィザードの [Identify Schedule] ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

スケジュールの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

スケジュールの説明。スケジュールを使用すべき場所や条件に

関する情報を含めることを推奨します。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド
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説明名前

スケジュールのオーナー。次のいずれかになります。

• [Local]：Cisco UCSManagerがこのCisco UCSドメインで設

定されたスケジュールを所有しています。

• [Pending Global]：Cisco UCS Manager は Cisco UCS Central
にこのスケジュールを転送中です。

• [Global]：Cisco UCS Central がリモート サーバで設定され

たスケジュールを所有しています。

[Owner] フィールド

ステップ 4 [Next] をクリックします。

ステップ 5 [One Time Occurrences] ページで、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

次のページに移動します。このスケジュールのワンタイムオカレンスを作成

しない場合は、このオプションを選択します。

このオプションを選択した場合は、ステップ 8 に進みます。

Next

[Create a One Time Occurrence] ダイアログボックスを開き、このスケジュール

を実行する単一の時間を指定できます。

このオプションを選択した場合は、ステップ 6 に進みます。

Add

ステップ 6 （任意） [Create a One Time Occurrence] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このスケジュールの 1 回のオカレンスの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ

オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name] フィールド

オカレンスが実行される日時。

フィールドの端にある下矢印をクリックして、カレンダーか

ら日付を選択します。

[Start Time] フィールド

b) 下矢印をクリックして [Options] 領域を展開します。
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c) [Options] 領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

スケジュールされたオカレンスを実行できる時間の最大長。

次のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実

行されます。

• [other]：Cisco UCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィー

ルドが表示され、オカレンスを実行できる最長時間を指

定できます。Cisco UCS は、指定された時間内にできる

だけ多くのスケジュール設定されたタスクを完了しま

す。

デフォルトで、最長時間は [none] に設定されます。この設定

を変更せずに最大タスク数を設定しなければ、保留中のすべ

てのアクティビティが完了するまでメンテナンスウィンドウ

が続きます。

[Max Duration] フィールド

このオカレンスの間に実行可能な、スケジュール設定された

タスクの最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCS によって、[Max Duration] フィー

ルドで指定された最長時間を超えない限り、スケジュー

ルされたすべてのタスクが実行されます。 [MaxDuration]
が [none]に設定されている場合にこのオプションを選択

すると、保留中のすべてのアクティビティが完了するま

でメンテナンス ウィンドウが続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUI にテキスト フィールド

が表示され、このオカレンスのときに実行できるタスク

の最大数を指定できます。1 ～ 65535 の整数を入力しま

す。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks] フィー

ルド
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説明名前

このオカレンスの間に同時実行可能なタスクの最大数。次の

いずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCS はシステムで処理が可能な限り

の数の同時実行タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUI にテキスト フィールド

が表示され、このオカレンスの間に同時に実行できるタ

スクの最大数を指定できます。1 ～ 65535 の整数を入力

します。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks] フィールド

システムが新しいタスクを開始するまで待機する時間の最小

長。この設定は、同時に実行できるタスクの最大数が [None]
以外の値に設定されている場合にだけ有効です。次のいずれ

かになります。

• [None]：Cisco UCS は次のタスクを可能な限り早く実行

します。

• [other]：Cisco UCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィー

ルドが表示され、Cisco UCS がタスク間で待機する最短

時間を指定できます。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between
Tasks] フィールド

d) [OK] をクリックします。

ステップ 7 もう 1 つワン タイム オカレンスを追加するには、[Add] をクリックし、ステップ 6 を繰り返しま

す。それ以外の場合は、[Next] をクリックします。

ステップ 8 （任意） このスケジュールの繰り返しオカレンスを定義する場合は、[RecurringOccurrences]ペー

ジで [Add] をクリックします。

a) [Create a Recurring Occurrence] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの繰り返しオカレンスの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ

オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name] フィールド
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説明名前

CiscoUCSがこのスケジュールのオカレンスを実行する曜日。

次のいずれかになります。

• 毎日

• 月曜日

• 火曜日

• 水曜日

• 木曜日

• 金曜日

• 土曜日

• 日曜日

• 奇数日

• 偶数日

[Day] フィールド

スケジュールのこのオカレンスが開始される指定した曜日の

時刻。0～ 24の整数で指定します。0と 24は両方とも深夜を

指します。

Cisco UCS は、最長期間に到達していない場合で

も、すべての繰り返しオカレンスを開始されたその

日のうちに終了します。たとえば、開始時刻を午後

11 時、最長継続時間を 3 時間に指定すると、Cisco
UCS はこのオカレンスを午後 11 時に開始します

が、59 分しか経過していない午後 11 時 59 分に終

了します。

（注）

午後 11:59 までに繰り返しオカレンスが完了するように、開

始時刻として早めの時刻を設定してください。

[Hour] フィールド

スケジュール オカレンスを開始する時刻（分単位）。0～ 60
の整数を指定できます。

[Minute] フィールド

b) 下矢印をクリックして [Options] 領域を展開します。

c) [Options] 領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このスケジュールの各オカレンスを実行できる最大時間長。

次のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実

行されます。

• [other]：Cisco UCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィー

ルドが表示され、オカレンスを実行できる最長時間を指

定できます。Cisco UCS は、指定された時間内にできる

だけ多くのスケジュール設定されたタスクを完了しま

す。

[Max Duration] フィールド

各オカレンス中に実行可能な、スケジュール設定されたタス

クの最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCS によって、[Max Duration] フィー

ルドで指定された最長時間を超えない限り、スケジュー

ルされたすべてのタスクが実行されます。 [MaxDuration]
が [none]に設定されている場合にこのオプションを選択

すると、保留中のすべてのアクティビティが完了するま

でメンテナンス ウィンドウが続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUI にテキスト フィールド

が表示され、このオカレンスのときに実行できるタスク

の最大数を指定できます。1 ～ 65535 の整数を入力しま

す。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks] フィー

ルド

各オカレンス中に同時に実行可能なタスクの最大数。次のい

ずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCS はシステムで処理が可能な限り

の数の同時実行タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUI にテキスト フィールド

が表示され、このオカレンスの間に同時に実行できるタ

スクの最大数を指定できます。1 ～ 65535 の整数を入力

します。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks] フィールド
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説明名前

システムが新しいタスクを開始するまで待機する時間の最小

長。この設定は、同時に実行できるタスクの最大数が [None]
以外の値に設定されている場合にだけ有効です。次のいずれ

かになります。

• [None]：Cisco UCS は次のタスクを可能な限り早く実行

します。

• [other]：Cisco UCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィー

ルドが表示され、Cisco UCS がタスク間で待機する最短

時間を指定できます。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between
Tasks] フィールド

d) [OK] をクリックします。

e) 別の繰り返しオカレンスを追加するには、[Add]をクリックし、このステップを繰り返します。

ステップ 9 [Finish] をクリックします。

スケジュールのワンタイムオカレンスの作成

デフォルトでは、タスクの最大期間と最大数は [none] に設定されています。 これらのデフォ

ルトをどちらも変更しない場合、Cisco UCS Manager は、メンテナンス ウィンドウが続く期間

に対する制限は課せられません。 保留中のすべてのアクティビティは、スケジュールされた

メンテナンス ウィンドウが開始されるとすぐに適用され、Cisco UCS Manager は、これらすべ

てのタスクが完了するまで、保留中のアクティビティによる影響を受けるサーバのリブートを

続行します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Schedules] を展開します。

ステップ 3 オカレンスを追加するスケジュールを右クリックし、[Create a One Time Occurrence] を選択しま

す。

ステップ 4 [Create a One Time Occurrence] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このスケジュールの 1 回のオカレンスの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

オカレンスが実行される日時。

フィールドの端にある下矢印をクリックして、カレンダーから

日付を選択します。

[Start Time] フィールド

ステップ 5 下矢印をクリックして [Options] 領域を展開します。

ステップ 6 [Options] 領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

スケジュールされたオカレンスを実行できる時間の最大長。次

のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実行

されます。

• [other]：CiscoUCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィール

ドが表示され、オカレンスを実行できる最長時間を指定で

きます。Cisco UCS は、指定された時間内にできるだけ多

くのスケジュール設定されたタスクを完了します。

デフォルトで、最長時間は [none] に設定されます。この設定を

変更せずに最大タスク数を設定しなければ、保留中のすべての

アクティビティが完了するまでメンテナンスウィンドウが続き

ます。

[Max Duration] フィールド
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説明名前

このオカレンスの間に実行可能な、スケジュール設定されたタ

スクの最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCS によって、[Max Duration]フィール

ドで指定された最長時間を超えない限り、スケジュールさ

れたすべてのタスクが実行されます。 [Max Duration] が

[none] に設定されている場合にこのオプションを選択する

と、保留中のすべてのアクティビティが完了するまでメン

テナンス ウィンドウが続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUI にテキスト フィールドが

表示され、このオカレンスのときに実行できるタスクの最

大数を指定できます。1 ～ 65535 の整数を入力します。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられて

いる場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィール

ド

このオカレンスの間に同時実行可能なタスクの最大数。次のい

ずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCS はシステムで処理が可能な限りの

数の同時実行タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUI にテキスト フィールドが

表示され、このオカレンスの間に同時に実行できるタスク

の最大数を指定できます。1～65535の整数を入力します。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられて

いる場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks] フィールド

システムが新しいタスクを開始するまで待機する時間の最小長。

この設定は、同時に実行できるタスクの最大数が [None]以外の

値に設定されている場合にだけ有効です。次のいずれかになり

ます。

• [None]：Cisco UCS は次のタスクを可能な限り早く実行し

ます。

• [other]：CiscoUCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィール

ドが表示され、Cisco UCS がタスク間で待機する最短時間

を指定できます。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられて

いる場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between Tasks]
フィールド
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ステップ 7 [OK] をクリックします。

スケジュールの繰り返しオカレンスの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Schedules] を展開します。

ステップ 3 オカレンスを追加するスケジュールを右クリックし、[Create a Recurring Occurrence] を選択しま

す。

ステップ 4 [Create a Recurring Occurrence] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの繰り返しオカレンスの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

Cisco UCS がこのスケジュールのオカレンスを実行する曜日。

次のいずれかになります。

• 毎日

• 月曜日

• 火曜日

• 水曜日

• 木曜日

• 金曜日

• 土曜日

• 日曜日

• 奇数日

• 偶数日

[Day] フィールド
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説明名前

スケジュールのこのオカレンスが開始される指定した曜日の時

刻。0～ 24の整数で指定します。0と 24は両方とも深夜を指し

ます。

Cisco UCSは、最長期間に到達していない場合でも、

すべての繰り返しオカレンスを開始されたその日のう

ちに終了します。たとえば、開始時刻を午後 11 時、

最長継続時間を 3 時間に指定すると、Cisco UCS はこ

のオカレンスを午後 11 時に開始しますが、59 分しか

経過していない午後 11 時 59 分に終了します。

（注）

午後 11:59 までに繰り返しオカレンスが完了するように、開始

時刻として早めの時刻を設定してください。

[Hour] フィールド

スケジュール オカレンスを開始する時刻（分単位）。0～60の

整数を指定できます。

[Minute] フィールド

ステップ 5 下矢印をクリックして [Options] 領域を展開します。

ステップ 6 [Options] 領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの各オカレンスを実行できる最大時間長。次

のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実行

されます。

• [other]：CiscoUCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィール

ドが表示され、オカレンスを実行できる最長時間を指定で

きます。Cisco UCS は、指定された時間内にできるだけ多

くのスケジュール設定されたタスクを完了します。

[Max Duration] フィールド
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説明名前

各オカレンス中に実行可能な、スケジュール設定されたタスク

の最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCS によって、[Max Duration]フィール

ドで指定された最長時間を超えない限り、スケジュールさ

れたすべてのタスクが実行されます。 [Max Duration] が

[none] に設定されている場合にこのオプションを選択する

と、保留中のすべてのアクティビティが完了するまでメン

テナンス ウィンドウが続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUI にテキスト フィールドが

表示され、このオカレンスのときに実行できるタスクの最

大数を指定できます。1 ～ 65535 の整数を入力します。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられて

いる場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィール

ド

各オカレンス中に同時に実行可能なタスクの最大数。次のいず

れかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCS はシステムで処理が可能な限りの

数の同時実行タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUI にテキスト フィールドが

表示され、このオカレンスの間に同時に実行できるタスク

の最大数を指定できます。1～65535の整数を入力します。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられて

いる場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks] フィールド

システムが新しいタスクを開始するまで待機する時間の最小長。

この設定は、同時に実行できるタスクの最大数が [None]以外の

値に設定されている場合にだけ有効です。次のいずれかになり

ます。

• [None]：Cisco UCS は次のタスクを可能な限り早く実行し

ます。

• [other]：CiscoUCSManager GUIに、[dd:hh:mm:ss]フィール

ドが表示され、Cisco UCS がタスク間で待機する最短時間

を指定できます。

このスケジュールが障害抑制タスクと関連付けられて

いる場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between Tasks]
フィールド
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ステップ 7 [OK] をクリックします。

スケジュールからのワンタイムオカレンスの削除

これがスケジュールにおける唯一の実行である場合には、そのスケジュールは実行なしで再設定

されます。 スケジュールがメンテナンス ポリシーに含まれており、そのポリシーがサービス プ

ロファイルに割り当てられている場合、サービス プロファイルに関連付けられているサーバに関

連する保留中のアクティビティは展開できません。 保留中のアクティビティを展開するには、1
回限りの実行か繰り返し実行をスケジュールに追加する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Schedules] > [Schedule_Name] を展開します。

ステップ 3 [One Time Occurrences] を展開します。

ステップ 4 削除するオカレンスを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

スケジュールからの繰り返しオカレンスの削除

これがスケジュールにおける唯一の実行である場合には、そのスケジュールは実行なしで再設定

されます。 スケジュールがメンテナンス ポリシーに含まれており、そのポリシーがサービス プ

ロファイルに割り当てられている場合、サービス プロファイルに関連付けられているサーバに関

連する保留中のアクティビティは展開できません。 保留中のアクティビティを展開するには、1
回限りの実行か繰り返し実行をスケジュールに追加する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Schedules] > [Schedule_Name] を展開します。

ステップ 3 [Recurring Occurrences] を展開します。

ステップ 4 削除するオカレンスを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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スケジュールの削除

このスケジュールがメンテナンス ポリシーに含まれている場合、ポリシーはスケジュールなしで

再設定されます。 そのポリシーがサービス プロファイルに割り当てられている場合、サービス

プロファイルに関連付けられているサーバに関連する保留中のアクティビティは展開できません。

保留中のアクティビティを展開するには、スケジュールをメンテナンス ポリシーに追加する必要

があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Schedules] を展開します。

ステップ 3 削除するスケジュールを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

メンテナンスポリシーの設定

メンテナンスポリシーの作成

はじめる前に

このメンテナンス ポリシーを自動遅延展開用に設定する予定の場合は、スケジュールを作成しま

す。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Maintenance Policies] を右クリックし、[Create Maintenance Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Maintenance Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき

ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき

ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタ

イミングに関する情報を含めることをお勧めし

ます。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文

字またはスペースを使用できます。`（アクセン

ト記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二

重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できま

せん。

[Description] フィールド

このタイマーにより、CiscoUCSManagerがサー

バをシャットダウンおよびリブートするときの

時間を秒単位で指定できます。Cisco UCS
Managerは、ハード シャットダウンを実行する

前にメンテナンスポリシーで指定された時間が

経過するまで待機します。次のいずれかになり

ます。

• [150 Secs]：Cisco UCSManager は、サーバ

のハード シャットダウンおよびリブート

を実行するまで 150 秒間待機します。

• [300 Secs]：Cisco UCSManager は、サーバ

のハード シャットダウンおよびリブート

を実行するまで 300 秒間待機します。

• [600 Secs]：Cisco UCSManager は、サーバ

のハード シャットダウンおよびリブート

を実行するまで 600 秒間待機します。

• [Never]：Cisco UCS Manager はサーバの

シャットダウンを実行しません。

[Soft Shutdown Timer] ドロップダウン リスト
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説明名前

サービスプロファイルがサーバに関連付けられ

たとき、またはサーバにすでに関連付けられて

いるサービスプロファイルに変更を加えたとき

は、プロセスを完了するためにサーバをリブー

トする必要があります。[Reboot Policy] フィー

ルドは、このメンテナンスポリシーを含むサー

ビスプロファイルのいずれかに関連付けられた

サーバでリブートがいつ発生するかを決定しま

す。次のいずれかになります。

• [Immediate]：サービス プロファイルの関

連付けが完了するか、サービス プロファ

イルの変更を保存するとすぐに、サーバが

自動的にリブートされます。

• [User Ack]：関連サーバに適用されるサー

ビス プロファイルの変更に対する保留中

の作業を明示的に確認します。

• [Timer Automatic]：Cisco UCS によって、

すべてのサービス プロファイルの関連付

けや変更は、[Schedule] フィールドに表示

されるスケジュールで定義されているメン

テナンス ウィンドウまで延期されます。

• [On Next Boot]：このオプションは、[User
Ack] または [Timer Automatic] のいずれか

と組み合わせて使用します。[OnNextBoot]
オプションが有効な場合、ホストOSのリ

ブート、シャットダウン、リセット、また

はサーバ リセットとシャットダウンによ

り、[User Ack] を待っている変更を適用す

る関連 FSM または [Timer Automatic] メン

テナンスウィンドウもトリガーされます。

[OnNext Boot]オプションを選択

解除すると、BMCのメンテナン

ス ポリシーは無効になります。

（注）

[Reboot Policy] フィールド

[Reboot Policy] が [Timer Automatic] に設定され

ている場合、メンテナンス操作をいつサーバに

適用できるかをスケジュールが指定します。

Cisco UCS によって、スケジュールされた時間

にサーバがリブートされ、サーバプロファイル

の変更が完了します。

[Schedule] ドロップダウン リスト
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説明名前

この Cisco UCS ドメイン内のすべてのオブジェ

クトで使用可能な新しいスケジュールを作成し

ます。

[Create Schedule] リンク

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに含めます。

メンテナンスポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Maintenance Policies] を展開します。

ステップ 4 削除するメンテナンス ポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

保留アクティビティの管理

保留アクティビティの表示

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities] をクリックします。

ステップ 2 次のいずれかのタブをクリックします。

• [User Acknowledged Activities]：完了する前にユーザ確認が必要なタスクを表示する [Service
Profiles] タブと [Fabric Interconnects] タブが含まれています。
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• [ScheduledActivities]：関連するメンテナンススケジュールに基づいて実行されるタスクを表

示します。

ステップ 3 表の行をクリックし、保留アクティビティの詳細を表示します。

[Server] 列のリンクをクリックすると、Cisco UCS Manager によってサーバのプロパティが表示さ

れます。

ユーザの確認応答待ちサービスプロファイル変更の展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Manager が影響のあるサーバをリブートす

ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities] をクリックします。

ステップ 2 [PendingActivities]ダイアログボックスで、[User AcknowledgedActivities]タブをクリックしてから

[Service Profiles] タブをクリックします。

ステップ 3 即時展開する保留中の各アクティビティの [Reboot Now] 列のチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

CiscoUCSManagerによって保留中のアクティビティの影響を受けるサーバがただちに再起動され

ます。

ユーザの確認応答待ちのすべてのサービスプロファイル変更の展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Manager が影響のあるサーバをリブートす

ることは禁止できません。

重要
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手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities] をクリックします。

ステップ 2 [PendingActivities]ダイアログボックスで、[User AcknowledgedActivities]タブをクリックしてから

[Service Profiles] タブをクリックします。

ステップ 3 ツールバーの [Acknowledge All] チェックボックスをオンにします。

Cisco UCSManager GUIが、テーブル内のすべての保留中のアクティビティに対して [Reboot Now]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

CiscoUCSManagerによって、テーブル内にリストされている保留中のアクティビティに影響され

るすべてのサーバがただちに再起動されます。

スケジュールされたサービスプロファイル変更の即時展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Manager が影響のあるサーバをリブートす

ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities] をクリックします。

ステップ 2 [Pending Activities] ダイアログボックスの [Scheduled Activities] タブをクリックします。

ステップ 3 即時展開する保留中の各アクティビティの [Reboot Now] 列のチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

CiscoUCSManagerによって保留中のアクティビティの影響を受けるサーバがただちに再起動され

ます。

スケジュールされたすべてのサービスプロファイル変更の即時展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Manager が影響のあるサーバをリブートす

ることは禁止できません。

重要
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手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities] をクリックします。

ステップ 2 [Pending Activities] ダイアログボックスの [Scheduled Activities] タブをクリックします。

ステップ 3 ツールバーの [Acknowledge All] チェックボックスをオンにします。

Cisco UCSManager GUIが、テーブル内のすべての保留中のアクティビティに対して [Reboot Now]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

CiscoUCSManagerによって、テーブル内にリストされている保留中のアクティビティに影響され

るすべてのサーバがただちに再起動されます。
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第 33 章

サービスプロファイルの設定

この章は、次の項で構成されています。

• サーバ ID を上書きするサービス プロファイル, 669 ページ

• サーバ ID を継承するサービス プロファイル, 670 ページ

• Service Profile Templates, 671 ページ

• サービス プロファイルに関するガイドラインおよび推奨事項, 672 ページ

• サービス プロファイルの作成, 672 ページ

• サービス プロファイル テンプレートの使用, 676 ページ

• サービス プロファイルの管理, 680 ページ

• サービス プロファイル テンプレートの管理, 696 ページ

サーバ ID を上書きするサービスプロファイル
このタイプのサービス プロファイルにより、柔軟性と制御性が最大化されます。このプロファイ

ルを使用すると、アソシエーション時にサーバに設定された ID値を上書きし、CiscoUCSManager
で設定されたリソース プールとポリシーを使用して一部の管理タスクを自動化できます。

このサービス プロファイルは、あるサーバとの関連付けを解除して、別のサーバに関連付けるこ

とができます。この再アソシエーションは手動で行うこともできますし、自動サーバプールポリ

シーを通じて行うこともできます。UUIDやMACアドレスなど、新しいサーバの工場出荷時の設

定は、サービス プロファイルでの設定で上書きされます。その結果、サーバでの変更はネット

ワークに対して透過的です。新しいサーバの使用を開始するために、ネットワークでコンポーネ

ントやアプリケーションを再設定する必要はありません。

このプロファイルにより、次のようなリソースプールやポリシーを通じて、システムリソースを

利用し、管理できるようになります。

• MAC アドレスのプール、WWN アドレス、UUID などの仮想 ID 情報
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• イーサネットおよびファイバ チャネル アダプタ プロファイル ポリシー

• ファームウェア パッケージ ポリシー

• オペレーティング システム ブート順序ポリシー

サービスプロファイルに電源管理ポリシー、サーバプール資格情報ポリシー、または特定のハー

ドウェア設定が必要な別のポリシーが含まれていない場合は、そのサービスプロファイルをCisco
UCS ドメインのどのタイプのサーバにも使用できます。

これらのサービス プロファイルは、ラックマウント サーバまたはブレード サーバのどちらかに

関連付けることができます。サービスプロファイルの移行の可否は、サービスプロファイルの移

行制限を選択するかどうかによって決まります。

移行を制限しない場合、既存のサービス プロファイルを移行する前に、Cisco UCS Manager に

よる新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない

場合、関連付けが失敗することがあります。

（注）

サーバ ID を継承するサービスプロファイル
このハードウェアベースのサービス プロファイルは使用も作成も簡単です。このプロファイル

は、サーバのデフォルト値を使用して、ラックマウント型サーバの管理を模倣します。これは特

定のサーバに関連付けられているため、別のサーバへの移動や移行はできません。

このサービス プロファイルを使用するために、プールや設定ポリシーを作成する必要はありませ

ん。

このサービス プロファイルは、アソシエーション時に存在する次のような ID 情報および設定情

報を継承し、適用します。

• 2 つの NIC の MAC アドレス

• 統合ネットワーク アダプタまたは仮想インターフェイス カードについては、2 つの HBA の

WWN アドレス

• BIOS バージョン

• サーバの UUID

このプロファイルをサーバに関連付ける前に、製造元でサーバのハードウェアに設定された値

が変更された場合、このサービス プロファイルを通じて継承されたサーバの IDおよび設定情

報は、この値とは異なる可能性があります。

重要
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Service Profile Templates
サービス プロファイル テンプレートを使用して、vNIC や vHBA の個数などの同じ基本パラメー

タ、および同じプールから取得された ID 情報を使ってすばやく複数のサービス プロファイルを

作成できます。

既存のサービス プロファイルに類似した値を持つ 1 つのサービス プロファイルだけが必要な

場合は、Cisco UCS Manager GUI でサービス プロファイルを複製できます。

ヒント

たとえば、データベース ソフトウェアをホストするサーバの設定に、類似した値を持つ数個の

サービスプロファイルが必要である場合、手動、または既存のサービスプロファイルから、サー

ビスプロファイルテンプレートを作成できます。その後、このテンプレートを使用して、サービ

ス プロファイルを作成します。

Cisco UCS は、次のタイプのサービス プロファイル テンプレートをサポートしています。

初期テンプレート

初期テンプレートから作成されたサービス プロファイルはテンプレートのプロパティをす

べて継承します。初期のサービス プロファイル テンプレートから作成されたサービス プロ

ファイルはテンプレートにバインドされます。ただし、初期のテンプレートに対して行われ

た変更は、バインドされたサービス プロファイルに自動的に伝播されません。バインドさ

れたサービス プロファイルに変更を伝播したい場合は、そのサービス プロファイルをアン

バインドしてから、再び初期テンプレートにバインドします。

アップデートテンプレート

アップデート テンプレートから作成されたサービス プロファイルはテンプレートのプロパ

ティをすべて継承し、そのテンプレートへの接続をそのまま保持します。アップデート テ

ンプレートを変更すると、このテンプレートから作成されたサービス プロファイルが自動

的にアップデートされます。

初期テンプレートと標準のサービス プロファイルから作成されたサービス プロファイルは、

[Reset] がクリックされると、順次プール内で使用可能な最小の ID を取得します。

アップデート テンプレートから作成されたサービス プロファイルは、[Reset] がクリックされ

ると、順次プール内のより小さい ID が未使用の場合でも、同じ ID を保持します。

（注）
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サービスプロファイルに関するガイドラインおよび推奨

事項
サービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに含まれるポリシー（ローカ

ルディスク設定ポリシーなど）やプールに固有のガイドラインと推奨事項に加え、サービスプロ

ファイルとサーバを関連付ける機能に影響する以下のガイドラインと推奨事項も順守してくださ

い。

ラックマウントサーバで設定できる vNIC 数の制限

CiscoUCSManagerと統合されているラックマウントサーバでは、サポート対象のアダプタ（Cisco
UCS P81E 仮想インターフェイスカード（N2XX-ACPCI01）など）ごとに最大 56 の vNIC を設定

できます。

ラックマウントサーバの電力制限はサポート対象外

電力制限はラックサーバではサポートされません。ラックマウントサーバに関連付けられている

サービス プロファイルに電力制御ポリシーを含めた場合、そのポリシーは実行されません。

vNIC に関する QoS ポリシーのガイドライン

QoS ポリシーのプライオリティ設定が fc（ファイバ チャネル システム クラス）ではない場合に

のみ、そのポリシーを vNIC に割り当てることができます。QoS ポリシーのプライオリティに他

のシステム クラスを設定できます。

vHBA に関する QoS ポリシーのガイドライン

QoS ポリシーのプライオリティ設定が fc（ファイバ チャネル システム クラス）である場合にの

み、そのポリシーを vHBA に割り当てることができます。

QoS ポリシーのホスト制御設定は vNIC にのみ適用されます。vHBA には影響しません。

サービスプロファイルの作成

[Expert] ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。
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ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)] を選択します。

ステップ 5 [Identify Service Profile] パネルで、サービス プロファイルの [Name]、[UUID assignment] を指定し

て、[Next] をクリックします。

このサービス プロファイルに任意で説明を指定できます。UUID が使用できない場合、このパネ

ルから UUID 接尾辞プールを作成することもできます。

サービス プロファイルをすばやく作成するには、名前を指定した後に [Finish]をクリッ

クします。Cisco UCS Manager は、指定された名前とすべてのシステム デフォルト値を

使用して新しいサービス プロファイルを作成します。

（注）

ステップ 6 （任意）[Networking]パネルで、[Dynamic vNICConnection Policy]と [LANConnectivity]のセクショ

ンに必要な情報を指定して、[Next] をクリックします。

このパネルからダイナミック vNIC 接続ポリシーおよび LAN 接続ポリシーを作成できます。

ステップ 7 （任意）[Storage]パネルで、SAN設定情報（[Local Storage Policy]、[SANConnectivity]、[WWNN]、
[VSAN] など）を指定して、[Next] をクリックします。

このパネルからローカル ディスク設定ポリシーおよび SAN 接続ポリシーを作成できます。

ステップ 8 （任意）[Zoning] パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [Next] をクリックします。

このパネルから vHBA イニシエータ グループを作成できます。

ステップ 9 （任意）[vNIC/vHBAPlacement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をクリックしま

す。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。

ステップ 10 （任意）[Server Boot Order] パネルで、ドロップダウン リストから [Boot Policy] を選択して [Next]
をクリックします。

このパネルからブート ポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[Maintenance Policy] パネルで、メンテナンス ポリシーを指定して [Next] をクリックしま

す。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定でき

ます。

ステップ 12 （任意）[Server Assignment]パネルで、ドロップダウン リストから [Server Assignment]を指定し、

割り当てに適用する電源状態を指定して、[Next] をクリックします。

このパネルからサーバ プールまたはホスト ファームウェア パッケージを作成できます。

ステップ 13 （任意）[Operational Policies] パネルでシステム動作情報（[BIOS Configuration]、[External IPMI
Management Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power
Control Policy Configuration]、[Scrub Policy] など）を指定して、[Finish] をクリックします。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンド IPv4または IPv6アドレスをセットアッ

プするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに入力します。

（注）

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。
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サーバ ID を継承するサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile] を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Naming]領域で、次のフィールドに値を入力します。

a) [Name] フィールドに、サービス プロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービス プロファイルおよびサービス プロ

ファイル テンプレートで一意であることが必要です。

b) [Description] フィールドに、このサービス プロファイルの説明を入力します。

ステップ 6 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vNICs]領域で、プライマリおよびセカンダリの vNIC
を選択します。

ステップ 7 [Create Service Profile] ダイアログボックスの [vHBAs] 領域で、プライマリおよびセカンダリの

vHBA を選択します。

ステップ 8 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Boot Order]領域で、プライマリおよびセカンダリの

ブート デバイスを選択します。

ステップ 9 （任意） [Server Association (optional)] 領域の [Select] カラムで、サーバのオプション ボタンをク

リックして、このサービスとこのサーバを関連付けます。

ステップ 10 [OK] をクリックします。

ブレードサーバのハードウェアベースのサービスプロファイルの作

成

ハードウェア ベースの サービス プロファイルを別のサーバに移動することはできません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 ハードウェア ベースのサービス プロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [Create Service Profile] をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Create Service Profile in Organization] ドロップダウン リスト から、サービス プロファイルを作

成する組織を選択します。

b) ラジオ ボタンをクリックします。

c) [Name] フィールドに、サービス プロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービス プロファイルおよびサービス プロ

ファイル テンプレートで一意であることが必要です。

d) Cisco UCS Manager でサービス プロファイルの vNIC を作成する場合、[Create Default vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Manager でサービス プロファイルの vHBA を作成する場合、[Create Default vHBAs]
チェックボックスをオンにします。

f) [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager がサーバの ID および設定情報を継承して自動的に適用し、サービス プロファ

イルを作成してから、それをサーバに関連付けます。

ラックマウントサーバのハードウェアベースのサービスプロファイ

ルの作成

ハードウェア ベースの サービス プロファイルを別のサーバに移動することはできません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 ハードウェア ベースのサービス プロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [Create Service Profile] をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Create Service Profile in Organization] ドロップダウン リスト から、サービス プロファイルを作

成する組織を選択します。

b) ラジオ ボタンをクリックします。

c) [Name] フィールドに、サービス プロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービス プロファイルおよびサービス プロ

ファイル テンプレートで一意であることが必要です。

d) Cisco UCS Manager でサービス プロファイルの vNIC を作成する場合、[Create Default vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Manager でサービス プロファイルの vHBA を作成する場合、[Create Default vHBAs]
チェックボックスをオンにします。

f) [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager がサーバの ID および設定情報を継承して自動的に適用し、サービス プロファ

イルを作成してから、それをサーバに関連付けます。

サービスプロファイルテンプレートの使用

サービスプロファイルテンプレートの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profile Templates] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイル テンプレートを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。
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ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile Template] を選択します。

ステップ 5 [Identify Service Profile Template] パネルで、サービス プロファイルの [Name]、[Type]、[UUID
Assignment] を指定し、[Next] をクリックします。

このサービス プロファイル テンプレートの説明（任意）を入力できます。

サービス プロファイル テンプレートをすばやく作成するには、名前を指定した後に

[Finish]をクリックします。Cisco UCSManagerは、指定された名前とすべてのシステム

デフォルト値を使用して、新しいサービス プロファイル テンプレートを作成します。

（注）

ステップ 6 （任意）[Networking] パネルで、[Dynamic vNIC Connection Policy] と [LAN Connectivity] セクショ

ンに必要な情報を指定して、[Next] をクリックします。

このパネルからダイナミック vNIC 接続ポリシーおよび LAN 接続ポリシーを作成できます。

ステップ 7 （任意）[Storage]パネルで、SAN設定情報（[Local Storage Policy]、[SANConnectivity]、[WWNN]、
[vHBAs] など）を指定して、[Next] をクリックします。

このパネルからローカル ディスク設定ポリシーおよび SAN 接続ポリシーを作成できます。

ステップ 8 （任意）[Zoning] パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [Next] をクリックします。

このパネルから vHBA イニシエータ グループを作成できます。

ステップ 9 （任意）[vNIC/vHBAPlacement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をクリックしま

す。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。

ステップ 10 （任意）[Server Boot Order] パネルで、ドロップダウン リストから [Boot Policy] を選択して [Next]
をクリックします。

このパネルからブート ポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[Maintenance Policy] パネルで、メンテナンス ポリシーを指定して [Next] をクリックしま

す。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定でき

ます。

ステップ 12 （任意）[Server Assignment] パネルで、ドロップダウン リストから [Pool Assignment] を指定し、

割り当てに適用する電源状態を指定して、[Next] をクリックします。

このパネルからサーバ プールまたはホスト ファームウェア パッケージを作成できます。

ステップ 13 （任意）[Operational Policies] パネルでシステム動作情報（[BIOS Configuration]、[External IPMI
Management Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power
Control Policy Configuration]、[Scrub Policy] など）を指定して、[Finish] をクリックします。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンド IPv4または IPv6アドレスをセットアッ

プするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに入力します。

（注）

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。
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サービスプロファイルテンプレートから 1 つ以上のサービスプロファ
イルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profile Templates] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイルのベースとして使用するサービス プロファイル テンプレートを含む組織

のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 プロファイルの作成元となるサービス プロファイル テンプレートを右クリックし、[CreateService
Profiles From Template] を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profiles From Template] ダイアログボックスで、必要なフィールドに値を入力しま

す。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

ブレードサーバのテンプレートベースのサービスプロファイルの作

成

はじめる前に

Cisco UCS Manager には、適切な値が設定された正規のサービス プロファイル テンプレートが存

在している必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 テンプレート ベースのサービス プロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [Create Service Profile] をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ラジオ ボタンをクリックします。

b) [Name] フィールドに、サービス プロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
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できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービス プロファイルおよびサービス プロ

ファイル テンプレートで一意であることが必要です。

c) ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファイルの作成元となるテン

プレートを選択します。

ドロップダウンリストには、選択したブレードサーバと互換性のあるサービスプロ

ファイル テンプレートだけが表示されます。

（注）

d) [OK] をクリックします。

ラックマウントサーバのテンプレートベースのサービスプロファイ

ルの作成

はじめる前に

Cisco UCS Manager には、適切な値が設定された正規のサービス プロファイル テンプレートが存

在している必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 テンプレート ベースのサービス プロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [Create Service Profile] をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ラジオ ボタンをクリックします。

b) [Name] フィールドに、サービス プロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービス プロファイルおよびサービス プロ

ファイル テンプレートで一意であることが必要です。

c) ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファイルの作成元となるテン

プレートを選択します。

d) [OK] をクリックします。
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サービスプロファイルからのサービスプロファイルテンプレートの

作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 テンプレートのベースとして使用するサービス プロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 テンプレートの作成元となるサービス プロファイルを右クリックし、[Create a Service Profile
Template] を選択します。

ステップ 5 [Create Template From Service Profile] ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

サービスプロファイルの管理

サービスプロファイルのクローン化

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 クローンするサービス プロファイルを右クリックし、[Create a Clone] を選択します。

ステップ 5 [Create Clone From Service Profile] ダイアログボックスで次の作業を行います。

a) 新しいプロファイルに使用する名前を [Clone Name] フィールドに入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービス プロファイルおよびサービス プロ

ファイル テンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要があり

ます。
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b) [OK] をクリックします。

ステップ 6 作成したサービス プロファイルに移動し、すべてのオプションが正しいことを確認します。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場合、

またはサービス プロファイルを関連付けるブレード サーバまたはサーバ プールを変更する場合

には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 新しいサーバまたはサーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 サーバに関連付けるサービス プロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile] をします。

ステップ 5 [Associate Service Profile] ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ドロップダウン リストからサーバ プールを選択します。CiscoUCSManager
は、このプールから取得したサーバをサービス プロファイルに割り当てま

す。

ステップ 7 に進みます。

サーバ プール

ナビゲーション ツリーで適切な使用可能サーバに移動し、サービス プロ

ファイルに割り当てるサーバを選択します。

ステップ 7 に進みます。

[Server]

サービス プロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシおよび

スロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、またはそ

れ以外の理由で使用できない場合、サービス プロファイルは、サーバが使

用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6 に進みます。

Custom Server

ステップ 6 [Custom Server] を選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [Chassis Id] フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
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b) [Server Id] フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サーバに関連付けられた後にサービス プロファイルの移行を制限する場合は、[Restrict Migration]
チェックボックスをオンにします。

移行を制限しない場合、既存のサービス プロファイルを移行する前に、Cisco UCS Manager によ

る新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない場合、

関連付けが失敗することがあります。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け解除

サービス プロファイルの関連付けを解除すると、Cisco UCS Manager はサーバのオペレーティン

グ システムのシャットダウンを試みます。 ある程度の時間が経過してもオペレーティング シス

テムがシャットダウンされない場合は、CiscoUCSManagerにより、サーバが強制的にシャットダ

ウンされます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 サーバまたはサーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織のノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 サーバとの関連付けを解除するサービス プロファイルを右クリックし、[DisassociateServiceProfile]
を選択します。

ステップ 5 [Disassociate Service Profile] ダイアログボックスで、[Yes] をクリックしてサービス プロファイル

の関連付けを解除することを確認します。

ステップ 6 （任意） サーバのステータスおよび有限状態マシン（FSM）をモニタして、アソシエーションの

解除が完了したことを確認します。

サービスプロファイルからのインバンド設定の削除

この手順では、サービスプロファイルからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。この

アクションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域で、[Delete Inband Configuration] をクリックします。

ステップ 5 [Delete] の確認ダイアログボックスで [Yes] をクリックします。

サービス プロファイルのインバンド管理 IP アドレスの設定が削除されます。

サービスプロファイルの名前の変更

サービス プロファイルの名前を変更すると、次のことが起こります。

• サービス プロファイルの以前の名前を参照するイベント ログと監査ログは、その名前のま

ま保持されます。

• 名前変更の操作を記録する、新しい監査データが作成されます。

• サービス プロファイルの以前の名前で生じたすべての障害データは、新しいサービス プロ

ファイル名に転送されます。

保留中の変更があるサービス プロファイルの名前は変更できません。（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 名前を変更するサービス プロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 名前を変更するサービス プロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Rename Service Profile] をクリックします。

ステップ 7 [Rename Service Profile] ダイアログボックスで、[New Name] フィールドにサービス プロファイル

の新しい名前を入力します。

この名前には、2 ～ 32 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
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ません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロファイル

テンプレートで一意であることが必要です。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

サービスプロファイルの UUID の変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 UUID を変更したいサービス プロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバの UUID を変更する必要のあるサービス プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Change UUID] をクリックします。

ステップ 7 [UUID Assignment] ドロップダウン リストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID 接尾辞プールから

UUID を割り当てます。

ステップ 9 に進みます。

Select (pool default used by default)

製造元によってサーバに割り当てられた

UUID を使用します。

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと関連

付けられるまで割り当てられません。こ

の時点で、UUID は製造元によってサー

バに割り当てられたUUID値に設定され

ます。サービスプロファイルを後で別の

サーバに移動すると、UUIDは新しいサー

バに一致するように変更されます。

ステップ 9 に進みます。

Hardware Default

手動で割り当てるUUIDを使用します。

ステップ 8 に進みます。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX
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説明オプション

ドロップダウンリストの下部のリストか

ら選択するUUID接尾辞プールからUUID
を割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可

能な UUID の数および UUID の合計数を

示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示

されます。

ステップ 9 に進みます。

[Pools][Pool_Name]

ステップ 8 （任意） XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXオプションを選択した場合は、

次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。

b) 選択した UUID が使用可能であることを確認するには、[here] リンクをクリックします。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

サービスプロファイルのブート順序の変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 ブート順序を変更するサービス プロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 ブート順序を変更するサービス プロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで [Boot Order] タブをクリックします。

ステップ 6 [Modify Boot Policy] をクリックして既存のブート ポリシーを変更します。

ステップ 7 [Modify Boot Policy] ダイアログボックスで、[Boot Policy] ドロップダウン リストから次のいずれ

かを選択します。

説明オプション

このサービス プロファイルにデフォルトのブート ポリシーを割り当

てます。

ステップ 14 に進みます。

Select Boot Policy to use
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説明オプション

このサービス プロファイル テンプレートだけがアクセスできるロー

カル ブート ポリシーを作成できます。

ステップ 8 に進みます。

Create a Specific Boot
Policy

サービス プロファイルに既存のブート ポリシーを割り当てます。こ

のオプションを選択した場合、Cisco UCS Manager でポリシーの詳細

が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイ

ルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create Boot Policy]
をクリックし、ステップ2に進みます。それ以外の場合はステップ14
に進みます。

[Boot Policies] >
Policy_Name

ステップ 8 ブート ポリシーの作成を選択した場合は、[Create Boot Policy] ダイアログボックスにポリシーの

一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 9 （任意） ブート順序の変更後にこのブート ポリシーを使用するすべてのサーバをリブートする

には、[Reboot on Boot Order Change] チェックボックスをオンにします。

Cisco UCS Manager GUI で、[Reboot on Boot Order Change] チェックボックスがブート ポリシーに

ついて選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順の最後のデバイスの場合に、デバ

イスを取り外すか、装着すると、ブート順に直接効力がなく、サーバがリブートされません。

ステップ 10 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name] チェックボックスをオンにします。

• オンにした場合、Cisco UCS Manager は設定エラーを表示し、[Boot Order] テーブルにリスト

された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバ プロファイル内のサーバ設定に一致

するかどうかをレポートします。

• オフにした場合、Cisco UCS Manager は、サービス プロファイルから（ブート オプションに

応じて）vNIC または vHBA を使用します。

ステップ 11 ローカルディスク、仮想CD-ROM、または仮想フロッピーをブート順序に追加するには、次の手

順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [Local Devices] 領域を展開します。

b) 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order] テーブルに追加します。

• [Add Local Disk] または

• Add Local LUN

• Add SD Card

• Add Internal USB
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• Add External USB

• [Add CD/DVD] または

• Add Local CD/DVD

• Add Local Remote CD/DVD

c) 別のブート デバイスを [Boot Order] テーブルに追加するか、[OK] をクリックして作業を終了

します。

ステップ 12 LAN ブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [vNICs] 領域を展開します。

b) [Add LAN Boot] リンクをクリックします。

c) [Add LAN Boot] ダイアログボックス で、LAN ブートに使用する vNIC の名前を [vNIC] フィー

ルドに入力して、[OK] をクリックします。

d) 別のデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了します。

ステップ 13 SAN ブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [vHBAs] 領域を展開します。

b) [Add SAN Boot] リンクをクリックします。

c) [Add San Boot]ダイアログ ボックスで、vHBAとタイプを指定して、[OK]をクリックします。

d) この vHBA がブート可能な SAN イメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target] リンク を

クリックし、[Add SAN Boot Target] ダイアログボックス で、ブート ターゲット LUN、ブート

ターゲット WWPN、およびタイプを指定して、[OK] をクリックします。

e) 別のブート デバイスを [Boot Order] テーブルに追加するか、[OK] をクリックして作業を終了

します。

ステップ 14 [OK] をクリックします。

サービスプロファイル用の vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vNIC を作成するサービス プロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNIC を作成するサービス プロファイルを展開します。

ステップ 5 [vNICs] ノードを右クリックし、[Create vNICs] を選択します。

ステップ 6 既存の vNIC テンプレートを使用するには、[Create vNIC] ダイアログボックスで名前を入力し、

[MAC Address Assignment] を選択して [Use vNIC Template] チェックボックスをオンにします。
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この領域では MAC プールを作成することもできます。

ステップ 7 [Redundancy Pair] チェックボックスを選択して、vNIC 冗長ペアを作成し、[Primary] または

[Secondary] テンプレートの名前を入力します。

ステップ 8 ドロップダウン リストから [vNIC Template] を選択します。

また、[Create vNIC Template] を選択すると、[Create vNIC Template] ダイアログボックスを表示す

ることもできます。

ステップ 9 [Fabric ID]を選択し、使用する [VLANs]を選択し、[MTU]を入力してから [Pin Group]を選択しま

す。

この領域から VLAN および LAN ピン グループを作成することもできます。

ステップ 10 [Operational Parameters] 領域で、[Stats Threshold Policy] を選択します。

ステップ 11 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control Policy]
を選択します。

この領域では、イーサネット アダプタ ポリシー、QoSポリシー、ネットワーク制御ポリシーも作

成できます。

ステップ 12 [Connection Policy]領域で、[Dynamic vNIC]、[usNIC]または [VMQ] ラジオ ボタンを選択して、対

応するポリシーを選択します。

この領域では、ダイナミック vNIC、usNIC、または VMQ の接続ポリシーも作成できます。

ステップ 13 [OK] をクリックします。

サービスプロファイル用の vNIC ペアの作成
vNIC テンプレート ペアを使用すると、同じ組織または下部組織内でサービス プロファイルの

vNIC ペアを作成できます。これにより、1 つ以上のテンプレートを使用して vNIC ペアを個別に

設定する必要がなくなります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vNIC を作成するサービス プロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNIC を作成するサービス プロファイルを展開します。

ステップ 5 [vNICs] ノードを右クリックし、[Create vNICs] を選択します。

ステップ 6 vNIC の名前を入力します。また、[MAC Address Assignment] も選択できます。

ステップ 7 1 つ以上の vNIC テンプレートがシステム内に存在する場合のみ、[Use vNIC Template] チェック

ボックスを選択します。

この領域では MAC プールを作成することもできます。
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ステップ 8 [Redundancy Pair]チェックボックスを選択し、vNICテンプレート ペアを使用して特定のサーバに

属する vNIC をグループ化します。

ステップ 9 vNIC ペアのピア vNIC である、プライマリ vNIC およびセカンダリ vNIC の名前を入力します。

ステップ 10 ドロップダウン リストから [vNIC Template] を選択します。

また、[Create vNIC Template] をクリックして [Create vNIC Template] ダイアログボックスを表示

し、vNIC ペアで使用する別の vNIC テンプレートを作成することもできます。

ステップ 11 [OK] をクリックします。

サービスプロファイルからの vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vNIC を削除するサービス プロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNIC を削除するサービス プロファイルを展開します。

ステップ 5 vNIC ノードを展開します。

ステップ 6 削除する vNIC を右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サービスプロファイル用の vHBA の作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vHBA を作成するサービス プロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBA を作成するサービス プロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs] ノードを右クリックし、[Create vHBAs] を選択します。

ステップ 6 [Create vHBAs] ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 7 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data] の順に選択します。

この領域から VSAN または SAN ピン グループを作成することもできます。
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ステップ 8 [Operational Parameters] 領域で、[Stats Threshold Policy] を選択します。

ステップ 9 [Adapter Performance Profile] 領域で、[Adapter Policy] と [QoS Policy] を選択します。

この領域から、ファイバ チャネル アダプタ ポリシーまたは QoS ポリシーを作成することもでき

ます。

ステップ 10 [OK] をクリックします。

サービスプロファイル用の vHBA ペアの作成
vHBA テンプレートを使用すると、同じ組織または下部組織内のサービス プロファイルに vHBA
ペアを作成できます。これにより、1 つ以上のテンプレートを使用して vHBA ペアを個別に設定

する必要がなくなります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vHBA を作成するサービス プロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBA を作成するサービス プロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs] ノードを右クリックし、[Create vHBAs] を選択します。

ステップ 6 vHBA の名前を入力します。

ステップ 7 1 つ以上の vHBA テンプレートがシステム内に存在する場合のみ、[Use vHBA Template] チェック

ボックスを選択します。

また、この領域の [World Wide Port Name] も選択できます。

ステップ 8 特定のサーバに属する vHBAをグループ化するために vHBAテンプレート ペアを使用するには、

[Redundancy Pair] チェックボックスを選択します。

ステップ 9 [Primary]テンプレートおよび [Secondary]テンプレートの名前を入力します。これは vHBAペアを

作成するためのピア テンプレートです。

ステップ 10 ドロップダウン リストから [vHBA Template] を選択します。

また、[Create vHBA Template] をクリックして [Create vHBA Template] ダイアログボックスを表示

し、vHBA ペアで使用するための異なる vHBA テンプレートを作成することもできます。

ステップ 11 [Fabric ID] を選択し、使用する [VSANs] を選択して、[Persistent Binding] を有効または無効にし、

[Max Data Field Size] を入力します。

この領域から VSAN および SAN ピン グループを作成することもできます。

ステップ 12 [Operational Parameters] 領域で、[Stats Threshold Policy] を選択します。

ステップ 13 [Adapter Performance Profile] 領域で、[Adapter Policy] と [QoS Policy] を選択します。

また、ファイバ チャネル アダプタ ポリシーおよび QoS ポリシーを作成することもできます。
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ステップ 14 [OK] をクリックします。

vHBA に対する WWPN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 WWPN を変更する サービス プロファイル を含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs] の順に展開します。

ステップ 5 WWPN を変更する vHBA をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions] 領域で、[Change World Wide Name] をクリックします。

ステップ 8 [Change World Wide Port Name] ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

vHBA の永続的なバインディングのクリア

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vHBA を変更する サービス プロファイル を含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs] の順に展開します。

ステップ 5 永続的なバインディングをクリアする vHBA をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions] 領域で、[Clear Persistent Binding] をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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サービスプロファイルからの vHBA の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 vHBA を削除するサービス プロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBA を削除するサービス プロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs] ノードを展開します。

ステップ 6 削除する vHBA を右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サービスプロファイルへの vHBA イニシエータグループの追加

手順

ステップ 1 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 2 vHBA イニシエータ グループを追加するサービス プロファイルを含む組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 3 vHBA イニシエータ グループを追加するサービス プロファイルを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[Storage] > [vHBA Initiator Groups] をクリックします。

ステップ 5 テーブルの右のアイコン バーで、[+] をクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group] ダイアログ ボックスで、名前と説明を設定するには、次のフィール

ドに入力します。

説明名前

vHBA イニシエータ グループの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ

オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name] フィールド
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説明名前

グループの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

ステップ 7 [Select vHBA Initiators] テーブルで、vHBA イニシエータ グループに含める各 vHBA の [Select] 列

のチェック ボックスをオンにします。

ステップ 8 イニシエータ グループにストレージ接続ポリシーを追加するには、次のオプションの 1 つを選択

します。

• ドロップダウン リストから既存のストレージ接続ポリシーを選択します。ステップ 10 に進

みます。

• Cisco UCS ドメイン内の他の vHBA のイニシエータ グループで使用可能な新しいストレージ

接続ポリシーを作成する場合は、リンクをクリックします。詳細については、ファイバチャ

ネルストレージ接続ポリシーの作成, （440ページ）を参照してください。ストレージ接続ポ

リシーを作成した後、ステップ 10 に進みます。

• このvHBAのイニシエータグループにのみ利用可能なストレージ接続ポリシーを作成するに

は、 オプションを選択します。ステップ 9 に進みます。

ステップ 9 この vHBAのイニシエータ グループにのみ利用可能なストレージ接続ポリシーを作成するには、

領域で、次のフィールドを入力します。

説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCS Manager はファイバ チャネル ゾーン分

割を設定しません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCSManagerは、vHBA
とストレージポートの組み合わせごとに1つのゾーンを自

動作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれます。

ゾーンの数がサポートされる最大数を超える見込みがない

場合は、このタイプのゾーン分割を設定することをお勧め

します。

• [Single Initiator Multiple Targets]：Cisco UCS Manager は、

vHBA ごとに 1 つゾーンを自動作成します。ゾーンの数が

サポートされている最大値に到達またはそれを超えると予

想される場合は、このタイプのゾーン分割を設定すること

を推奨します。

[Zoning Type] フィールド

このポリシーに関連付けられたファイバ チャネル ターゲット

エンドポイントこのテーブルには、次のカラムとボタンがあり

ます。

• [WWPN]カラム：エンドポイントに関連付けられたワール

ド ワイド ポート名。

• [Path] カラム：エンドポイントへのパス。

• [VSAN]カラム：エンドポイントに関連付けられたVSAN。

• [Add] ボタン：新しい FC ターゲット エンドポイントを作

成します。

• [Delete] ボタン：選択したエンドポイントを削除します。

• [Properties]ボタン：選択したエンドポイントのすべてのプ

ロパティを表示します。

[FC Target Endpoints] テーブル

ステップ 10 [OK] をクリックします。

ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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サービスプロファイルテンプレートへのサービスプロファイルのバ

インディング

サービス プロファイルをサービス プロファイル テンプレートにバインドすることができます。

サービス プロファイルをテンプレートにバインドした場合、Cisco UCS Manager により、サービ

ス プロファイル テンプレートで定義された値を使ってサービス プロファイルが設定されます。

既存のサービス プロファイル設定がテンプレートと一致しない場合、CiscoUCSManagerにより、

サービス プロファイルが再設定されます。 バインドされたサービス プロファイルの設定は、関

連付けられたテンプレートを使用してのみ変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 バインドする サービス プロファイル が含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 バインドする サービス プロファイル をクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Bind to a Template] をクリックします。

ステップ 7 [Bind to a Service Profile Template] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Service Profile Template] ドロップダウン リストから、サービス プロファイル にバインドする

テンプレートを選択します。

b) [OK] をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートからのサービスプロファイルの

バインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 バインドを解除する サービス プロファイル を含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
695

サービスプロファイルの設定

サービスプロファイルテンプレートへのサービスプロファイルのバインディング



ステップ 4 バインドを解除する サービス プロファイル をクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で [Unbind from the Template] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サービスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [Service Profiles] > [Organization_Name] の順に展開します。

ステップ 3 削除するサービス プロファイルを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 5 [OK] をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートの管理

サービスプロファイルテンプレートとサーバプールの関連付け

作成時にサービス プロファイル テンプレートとサーバ プールを関連付けなかった場合、または

このテンプレートから作成されたサービスプロファイルに関連付けるサーバプールを変更する場

合には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profile Templates] を展開します。

ステップ 3 サーバ プールに関連付けるサービス プロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルテンプレートを右クリックして、[Associatewith
Server Pool] を選択します。
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[Associate with Server Pool] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Pool Assignment] ドロップダウン リストの [Server Pool] セクションから、サーバ プールを選択し

ます。

[Assign Later] を選択すると、サービス プロファイル テンプレートはサーバ プールに関連付けら

れません。

ステップ 6 （任意） [SelectQualification]ドロップダウン リストから、このテンプレートで作成したサービス

プロファイルに関連付けられているサーバに適用するサーバプールポリシー資格情報を選択しま

す。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

サーバプールからのサービスプロファイルテンプレートの関連付け

解除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profile Templates] を展開します。

ステップ 3 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 サーバ プールとの関連付けを解除するサービス プロファイル テンプレートを右クリックし、

[Disassociate Template] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートの UUID の変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profile Templates] を展開します。

ステップ 3 UUID を変更するサービス プロファイル テンプレートを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。
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ステップ 4 UUID 割り当てを変更するサービス プロファイル テンプレートを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Change UUID] をクリックします。

ステップ 7 [UUID Assignment] ドロップダウン リストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

デフォルトの UUID 接尾辞プールから UUID を割り当てます。Select (pool default used
by default)

製造元によってサーバに割り当てられた UUID を使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサー

バと関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUID は製

造元によってサーバに割り当てられたUUID値に設定されます。サービ

スプロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサーバ

に一致するように変更されます。

Hardware Default

ドロップダウン リストの下部のリストから選択する UUID 接尾辞プー

ルから UUID を割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可能なUUIDの数およびUUIDの

合計数を示す、括弧に囲まれた 2 つの数字が表示されます。

Pools Pool_Name

ステップ 8 [OK] をクリックします。

サービスプロファイルに割り当てられた UUID の、サービスプロファ
イルテンプレートのプールからのリセット

更新中のサービス プロファイル テンプレートに割り当てられている UUID サフィックス プール

を変更しても、CiscoUCSManagerにより、そのテンプレートにより作成されたサービス プロファ

イルに割り当てられているUUIDは変更されません。CiscoUCSManagerを使用して、新しくサー

ビス プロファイルに割り当てられたプールから UUID を割り当て、これを関連付けられたサーバ

に反映させるには、UUID をリセットする必要があります。 サービス プロファイルおよび関連付

けられたサーバに割り当てられている UUID は、次の状況でのみリセットできます。

• サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、

UUID 接尾辞プールから割り当てられた UUID が含まれている。

• UUID接尾辞プール名がサービス プロファイルで指定されている。 たとえば、プール名が空

でない場合です。

• UUID の値が 0 でない（サーバ ハードウェアに由来しない）。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
698

サービスプロファイルの設定

サービスプロファイルに割り当てられた UUID の、サービスプロファイルテンプレートのプールからの
リセット



手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 UUID をリセットするサービス プロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展開

します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバの UUID を別の UUID 接尾辞プールにリセットする必要があるサービス プ

ロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で [Reset UUID] をクリックします。

この処理が表示されない場合、そのサービス プロファイルの UUID 設定は UUID のリセット要件

を満たしていません。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

vNIC に割り当てられた MAC アドレスの、サービスプロファイルテン
プレートのプールからのリセット

更新中のサービス プロファイル テンプレートに割り当てられている MAC プールを変更しても、

Cisco UCS Manager より、そのテンプレートにより作成されたサービス プロファイルに割り当て

られている MAC アドレスは変更されません。 Cisco UCS Manager を使用して、新しくサービス

プロファイルに割り当てられたプールからMACアドレスを割り当て、これを関連付けられたサー

バに反映させるには、MAC アドレスをリセットする必要があります。 サービス プロファイルお

よび関連付けられたサーバに割り当てられている MAC アドレスは、次の状況でのみリセットで

きます。

• サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、

MAC プールから MAC アドレスが割り当てられている。

• MAC プール名がサービス プロファイルで指定されている。 たとえば、プール名が空でない

場合です。

• MAC アドレスの値が 0 でない（サーバ ハードウェアに由来しない）。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 MAC アドレスをリセットするサービス プロファイル がインクルードされた組織に対応するノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs] を展開します。

ステップ 5 リセットする MAC アドレスに対応する vNIC をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions] 領域で [Reset MAC Address] をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

vHBA に割り当てられた WWPN の、サービスプロファイルテンプレー
トのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているWWPNプールを変更しても、

Cisco UCS Manager により、そのテンプレートにより作成されたサービス プロファイルに割り当

てられている WWPN は変更されません。 Cisco UCS Manager を使用して、新しくサービス プロ

ファイルに割り当てられたプールからWWPNを割り当て、これを関連付けられたサーバに反映さ

せるには、WWPN をリセットする必要があります。 サービス プロファイルおよび関連付けられ

たサーバに割り当てられている WWPN は、次の状況でのみリセットできます。

• サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、

WWPN プールから WWPN が割り当てられている。

• WWPN プール名がサービス プロファイルで指定されている。 たとえば、プール名が空でな

い場合です。

• WWPN の値が 0 でない（サーバ ハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 WWPNをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展開

します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs] を展開します。

ステップ 5 リセットする WWPN に対応する vHBA をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions] 領域で [Reset WWPN] をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートからのインバンド設定の削除

この手順では、サービス プロファイル テンプレートからインバンド管理 IP アドレスの設定を削

除します。このアクションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [Service Profile Template] > [Service_Profile_Template_Name] の順に展開

します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域で、[Delete Inband Configuration] をクリックします。

ステップ 5 [Delete] の確認ダイアログボックスで [Yes] をクリックします。

サービス プロファイル テンプレートのインバンド管理 IP アドレスの設定が削除されます。

次の作業
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第 34 章

ストレージプロファイルの設定

このパートの構成は、次のとおりです。

• ストレージ プロファイル, 703 ページ

• ディスク グループおよびディスク グループ設定ポリシー, 704 ページ

• RAID レベル, 706 ページ

• 自動ディスク選択, 707 ページ

• サポートされている LUN の変更, 708 ページ

• サポートされていない LUN の変更, 708 ページ

• ディスク挿入の処理, 709 ページ

• 仮想ドライブの命名, 711 ページ

• LUN の参照解除, 711 ページ

• コントローラの制限と制約事項, 712 ページ

• ストレージ プロファイルの設定, 712 ページ

ストレージプロファイル
ストレージプロファイルを作成して使用することで、ストレージディスクの数、これらのディス

クのロールと用途、およびその他のストレージパラメータを柔軟に定義できます。ストレージプ

ロファイルには、1 つ以上のサービス プロファイルのストレージ要件がカプセル化されます。ス

トレージ プロファイルで設定された LUN は、ブート LUN またはデータ LUN として使用でき、

また特定のサーバ専用にすることができます。さらに、ローカル LUN をブート デバイスとして

指定することも可能です。ただし、LUNのサイズ変更はサポートされていません。ストレージプ

ロファイルを導入すると、次の利点があります。

• 複数の仮想ドライブを設定し、仮想ドライブによって使用される物理ドライブを選択できま

す。仮想ドライブのストレージ容量も設定できます。
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• ディスク グループに含まれるディスクの数、タイプ、ロールを設定できます。

• ストレージ プロファイルをサービス プロファイルに関連付けることができます。

ストレージプロファイルは、組織レベルでも、サービスプロファイルレベルでも作成できます。

サービス プロファイルには、専用ストレージ プロファイルおよび組織レベルのストレージ プロ

ファイルを関連付けることができます。

ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー
ストレージに使用するディスクは、ユーザが選択して設定できます。これらの物理ディスクの論

理集合をディスク グループと言います。ディスク グループを使用すれば、ローカル ディスクを

整理できます。ストレージ コントローラがディスク グループの作成と設定を制御します。

ディスクグループ設定ポリシーはディスクグループの作成方法と設定方法を定義したものです。

このポリシーで、ディスク グループに使用する RAID レベルを指定します。また、ディスク グ

ループのディスク、およびディスクのロールを手動で選択するか、自動で選択するかどうかも指

定します。1つのディスク グループ ポリシーを使用して、複数のディスク グループを管理できま

す。ただし、1つのディスク グループを複数のディスク グループ ポリシーで管理することはでき

ません。

ホット スペアとは、ディスク グループに含まれるディスクで障害が発生した場合にディスク グ

ループで使用できる、未使用の予備ディスクのことです。ホットスペアを使用できるのは、フォー

ルトトラレント RAID レベルをサポートするディスク グループのみです。また、ディスクは、グ

ローバル ホット スペアとして割り当てることができます。つまり、どのディスク グループでも

使用できます。

仮想ドライブ

1 つのディスク グループは、複数の仮想ドライブにパーティション分割できます。その場合、オ

ペレーティング システムには各仮想ドライブが個別の物理デバイスとして表されます。

ディスク グループのすべての仮想ドライブは、同じ 1 つのディスク グループ ポリシーを使用し

て管理する必要があります。

設定状態

[Configuration States] には、仮想ドライブの設定状態が示されます。仮想ドライブの設定状態は次

のいずれかになります。

• [Applying]：仮想ドライブを作成中です。

• [Applied]：仮想ドライブの作成が完了したか、仮想ディスク ポリシーの変更が設定されて正

常に適用されました。

• [Failed to apply]：基礎となるストレージ サブシステムで発生したエラーにより、仮想ドライ

ブの作成、削除、または名前変更が失敗しました。
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• [Orphaned]：この仮想ドライブを含むサービス プロファイルが削除されたか、サービス プロ

ファイルとストレージ プロファイルとの関連付けが解除されています。

展開状態

[Deployment States]には、仮想ドライブで実行中のアクションが示されます。仮想ドライブの展開

状態は次のいずれかになります。

• [No action]：仮想ドライブに対して保留中の作業項目はありません。

• [Creating]：仮想ドライブを作成中です。

• [Deleting]：仮想ドライブを削除中です。

• [Modifying]：仮想ドライブを変更中です。

動作状態

[Operability States] には、仮想ドライブの動作状態が示されます。仮想ドライブの動作状態は次の

いずれかになります。

• [Optimal]：仮想ドライブの動作状態は正常です。設定されているすべてのドライブがオンラ

インです。

• [Degraded]：仮想ドライブの動作状態は最適ではありません。設定されたドライブのいずれ

かに障害が発生したか、オフラインの状態です。

• [Cache-degraded]：仮想ドライブは write back モードの書き込みポリシーを使用して作成され

ましたが、BBU に障害が発生したか、BBU がありません。

always write back モードを選択した場合は、この状態になりません。（注）

• [Partially degraded]：RAID6仮想ドライブの動作状態が最適ではありません。設定されたドラ

イブのいずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。RAID6は、最大2つのドライ

ブ障害を許容できます。

• [Offline]：仮想ドライブが、RAIDコントローラで使用できません。これは基本的に障害状態

です。

• [Unknown]：仮想ドライブの状態は不明です。

プレゼンスステータス

[Presence States]には、仮想ドライブ コンポーネントのプレゼンスが示されます。仮想ドライブの

プレゼンス ステータスは次のいずれになります。

• [Equipped]：仮想ドライブを利用できます。

• [Mismatched]：仮想ドライブの展開状態が、その仮想ドライブに設定されている状態と異な

ります。
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• [Missing]：仮想ドライブがありません。

RAID レベル
ディスク グループの RAID レベルは、可用性、データの冗長性、および I/O パフォーマンスの確

保を目的とした、ディスク グループでのデータの編成方法を表します。

RAID により、次の機能が提供されます。

• ストライピング：複数の物理デバイスでデータをセグメント化します。これにより、デバイ

スの同時アクセスが可能になり、スループットが向上するため、パフォーマンスが向上しま

す。

• ミラーリング：同じデータを複数のデバイスに書き込んで、データの冗長性を実現します。

• パリティ：デバイスで障害が発生した場合にエラーを修正できるよう、追加のデバイスに冗

長データを保管します。パリティによって完全な冗長性が実現されることはありませんが、

シナリオによってはエラー リカバリが可能になります。

• スパニング：複数のドライブが 1 つの大きなドライブであるかのように機能できます。たと

えば、4 台の 20 GB ドライブを結合して、1 台の 80 GB ドライブのようにすることができま

す。

サポートされている RAID レベルは次のとおりです。

• RAID0Striped：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループット

を提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2 つのディスクに書き込まれ、1 つのディスクで障害が発生した

場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイ サイズは、2 つのドライブの小さい方

の空き容量に等しくなります。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各ディ

スクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ情報が

格納されます。RAID 5 は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ

スループットを提供します。

RAID5は、RAID-5グループに属する複数のディスクにパリティ データ ブロックを配分しま

す。RAID 5 には、3 台以上のディスクが必要です。

• RAID 6 Striped Dual Parity：アレイのすべてのディスクにデータをストライプ化し、2 つのパ

リティ データ セットを使用して、最大 2 台の物理ディスクの障害に対する保護を提供しま

す。データ ブロックの各行に、2 セットのパリティ データが格納されます。

2 つ目のパリティ ブロックが追加される点を除けば、RAID 6 は RAID 5 と同じです。RAID
6 には 4 台以上のディスクが必要です。

• RAID 10Mirrored and Striped：RAID 10はミラーリングされたディスクのペアを使用して完全

なデータ冗長性を提供し、ブロック レベルのストライピングによって高度なスループット
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レートを実現します。RAID 10は、パリティおよびブロック レベルのストライピングを使用

しないミラーリングを行います。RAID 10 には 4 台以上のディスクが必要です。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティ ディスク

セットにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク故障耐性を提供します。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティ ディス

クセットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供します。

自動ディスク選択
ディスク グループ設定を指定して、そのディスク グループに含まれるローカル ディスクを指定

しないと、Cisco UCS Manager はディスク グループ設定ポリシーで指定された基準に従って、使

用するディスクを決定します。この場合、CiscoUCSManagerは複数の方法でディスクを選択でき

ます。

一連のディスクのすべての修飾子が一致すると、それらのディスクはスロット番号に従って順番

に選択されます。通常のディスクおよび専用ホット スペアは、スロット番号が小さい順に選択さ

れます。

ディスク選択プロセスは次のとおりです。

1 新しい仮想ドライブの作成が必要なすべてのローカル LUN について処理が繰り返されます。

繰り返し処理は、次の基準に、記載する順で従います。

a ディスクの種類

b 降順の最小ディスク サイズ

c 降順のスペース要件

d アルファベット順のディスク グループ修飾子名

e アルファベット順のローカル LUN 名

2 最小ディスク数および最小ディスクサイズに応じて、通常のディスクを選択します。検索基準

を満たすディスクのうち、スロット番号が最も小さい順にディスクが選択されます。

ドライブタイプとして [Any]を指定すると、使用可能な最初のドライブが選択されます。最初

のドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互換性のあるタイプになりま

す。たとえば、最初のドライブが SATA である場合、後続のすべてのドライブも SATA とな

ります。

（注）

3 専用ホット スペアの選択方法も、通常のディスクを選択する場合と同じです。[Unconfigured
Good] 状態のディスクのみが選択されます。
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4 プロビジョニング済みLUNに、展開済み仮想ドライブと同じディスク グループ ポリシーが設

定されている場合は、同じディスクグループへの新しい仮想ドライブの展開を試みます。そう

でない場合は、展開する新しいディスクの検索を試みます。

サポートされている LUN の変更
LUNが関連付けられたサーバにすでに展開されているとしても、LUN設定に対する一部の変更は

サポートされます。

次のタイプの変更を行うことができます。

• 新しい仮想ドライブの作成。

• 孤立した状態にある既存の仮想ドライブの削除。

• 既存の仮想ドライブに対する、再構成を伴わない変更。次の変更は、データ損失やパフォー

マンスの低下を伴わずに既存の仮想ドライブに対して行うことができます。

• ポリシーの変更。たとえば、キャッシュ書き込みポリシーを変更するなどです。

• ブート パラメータの変更

LUNを削除すると、警告が表示されます。データ損失を回避するための措置を取ってください。

サポートされていない LUN の変更
既存のLUNに対する変更の中には、元の仮想ドライブを破棄して新しい仮想ドライブを作成しな

ければ適用できない変更があります。その場合、すべてのデータが失われるため、そのような変

更はサポートされていません。

再構成を伴う既存の仮想ドライブに対する変更はサポートされていません。サポートされていな

い、再構成を伴う変更は次のとおりです。

• 再構成を通して可能となる、サポートされている任意の RAID レベルの変更。たとえば、

RAID0 から RAID1 への変更です。

• 再構成を通した仮想ドライブのサイズ増加。

• 再構成を通したディスクの追加および削除。

破壊的変更もサポートされていません。サポートされていない破壊的変更は次のとおりです。

• 再構成をサポートしないRAIDレベルの変更。たとえば、RAID5からRAID1への変更です。

• 仮想ドライブのサイズ縮小。

• 同じドライブグループに他の仮想ドライブが存在する状況における、再構成をサポートする

RAID レベルの変更。
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• ディスクドライブに仮想ドライブを収容するだけのスペースが残っていない場合のディスク

の削除。

• 仮想ドライブで使用しているディスク セットの明示的変更。

ディスク挿入の処理
次の一連のイベントが発生する場合があります。

1 LUN が、次のいずれかの方法で作成されます。

1 ユーザがローカル ディスク参照を使用して、明示的にスロットを指定します。

2 ユーザが指定した基準に従って、システムがスロットを選択します。

2 LUNが正常に展開されます。つまり、そのスロットを使用する仮想ドライブが作成されます。

3 ディスクをスロットから取り外します（おそらくディスクで障害が発生したため）。

4 同じスロットに新しい有効なディスクを挿入します。

次のシナリオが可能です。

• 非冗長仮想ドライブ, （709 ページ）

• ホット スペア ドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ, （709 ページ）

• ホット スペア ドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ, （710 ページ）

• ホット スペア ドライブの交換, （710 ページ）

• 未使用スロットへの物理ドライブの挿入, （710 ページ）

非冗長仮想ドライブ

非冗長仮想ドライブ（RAID0）は、物理ドライブが除去されると [Inoperable]状態になります。新

しい有効なドライブが挿入されると、新しい物理ドライブは [UnconfiguredGood]状態になります。

非冗長仮想ドライブの場合、仮想ドライブの回復手段はありません。仮想ドライブを削除してか

ら再作成する必要があります。

ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、RAID 60）にホット スペア

ドライブが割り当てられていないと、古い物理ドライブを取り除いたスロットに有効な物理ドラ

イブを挿入するまでは、仮想ドライブの不一致、仮想ドライブのメンバ欠如、ローカル ディスク

の欠如といった障害状態になります。
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物理ドライブのサイズが古いドライブのサイズ以上である場合、ストレージ コントローラは自動

的にその新しいドライブを仮想ドライブ用に使用します。新しいドライブは [Rebuilding]状態にな

ります。再ビルドが完了すると、仮想ドライブは [Online] 状態に戻ります。

ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、RAID 60）にホット スペア

ドライブが割り当てられている場合、ドライブで障害が発生したり、ドライブを取り除いたりす

ると、仮想ドライブが [Degraded] 状態になった時点で、専用ホット スペア ドライブ（使用可能

な場合）が [Rebuilding] 状態になります。再ビルドが完了すると、そのドライブが [Online] 状態

になります。

仮想ドライブが運用可能であっても、仮想ドライブは Cisco UCSM が期待する物理設定と一致し

ないため、ディスク欠如および仮想ドライブ不一致の障害が発生します。

ディスクが欠如しているスロットに新しいディスクを挿入すると、前のホットスペアディスクか

ら、新しく挿入されたディスクへの自動コピーバックが開始されます。コピーバックの後、ホッ

ト スペア ディスクが復元されます。復元された時点で、すべてのエラーがクリアされます。

自動コピー バックが開始されず、新しく挿入したディスクの状態が [Unconfigured Good]、[JBOD]
または [Foreign Configuration] のままになっている場合は、新しいディスクをスロットから取り除

き、前のホットスペアディスクをスロットに再挿入して、外部設定をインポートしてください。

これにより再ビルド プロセスが開始され、ドライブの状態が [Online] になります。その時点で、

新しいディスクをホットスペアスロットに挿入し、ホットスペアとしてマークして、CiscoUCSM
で使用可能な情報と完全に一致させます。

ホットスペアドライブの交換

ホット スペア ドライブを交換すると、新しいホット スペア ドライブは [Unconfigured Good]、
[Unconfigured Bad]、[JBOD]、または [Foreign Configuration] 状態になります。

ホット スペア ドライブの状態が Cisco UCSM で設定されている状態と異なることから、仮想ドラ

イブの不一致または仮想ドライブ メンバの不一致による障害が発生します。

このエラーは、手動でクリアする必要があります。それには、次の操作を実行します。

1 新しく挿入されたドライブの状態を [Unconfigured Good] に戻します。

2 新しく挿入されたドライブを、CiscoUCSMが期待するホット スペア ドライブとなるように設

定します。

未使用スロットへの物理ドライブの挿入

未使用のスロットに新しい物理ドライブを挿入した場合、そのドライブが [Unconfigured Good] 状

態であっても、正常な物理ドライブが欠如している仮想ドライブがあると、ストレージ コント

ローラも Cisco UCSM もその新しいドライブを利用しません。
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その場合、ドライブは [UnconfiguredGood]状態になるだけです。新しいドライブを利用するには、

新しく挿入されたドライブを参照するように LUN を変更するか、そのドライブを参照する LUN
を作成する必要があります。

仮想ドライブの命名
UCSM を使用して仮想ドライブを作成すると、UCSM がその仮想ドライブに固有 ID を割り当て

ます。以降の操作では、この ID を使用して確実に仮想ドライブを識別できます。UCSM では、

サービス プロファイルを関連付ける時点で仮想ドライブに柔軟に名前を付けられるようにもなっ

ています。サービス プロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブは、いず

れも孤立した仮想ドライブとしてマークされます。

固有 IDに加え、名前がドライブに割り当てられます。名前は、次の 2つの方法で割り当てられま

す。

• 仮想ドライブを設定する際に、ストレージプロファイルで参照できる名前を、ユーザが明示

的に割り当てることができます。

• ユーザが仮想ドライブの名前をプロビジョニングしなかった場合、UCSMが仮想ドライブの

一意の名前を生成します。

サービス プロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブの名前は変更するこ

とができます。

LUN の参照解除
LUN を使用するサービス プロファイルがなくなると、LUN の参照は解除されます。LUN の参照

解除は、次のシナリオの一環として行われる場合があります。

• LUN がストレージ プロファイルから参照されなくなった。

• ストレージ プロファイルがサービス プロファイルから参照されなくなった。

• サーバの関連付けがサービス プロファイルから解除された。

• サーバが稼働停止された。

LUNが参照されなくなっても、サーバがまだ関連付けられている場合は、再関連付けが行われま

す。

LUN が含まれていたサービス プロファイルが削除されると、LUN の状態は [Orphaned] に変更さ

れます。
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コントローラの制限と制約事項
• Cisco UCS C240、C220、C24、および C22 サーバの場合、ストレージ コントローラはサーバ

あたり 24 台の仮想ドライブを制御できます。他のすべてのサーバの場合、ストレージ コン

トローラはサーバあたり 16 台の仮想ドライブを制御できます。

• Cisco UCS Manager リリース 2.2(4) では、ブロック サイズが 4K のドライブはブレード サー

バではサポートされませんが、ラックマウント サーバではサポートされます。ブロック サ

イズが4Kのドライブをブレードサーバに挿入した場合、検出に失敗し、「Unable to get
Scsi Device Information from the system」というエラー メッセージが表示され

ます。

ストレージプロファイルの設定

ディスクグループポリシーの設定

ディスク グループを設定するには、次の作業を行う必要があります。

1 RAID レベルの設定

2 ディスク グループ ポリシーに含めるディスクの自動または手動設定

3 仮想ドライブのプロパティの設定

ディスクグループポリシーの設定

ディスク グループ ポリシーに、自動または手動でディスクを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Storage] タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage] タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Policies] を展開します。

ステップ 3 ディスク グループ ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

ステップ 4 組織の [Disk Group Policies] を右クリックし、[Create Disk Group Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Disk Group Policy] ダイアログボックスで、次の情報を指定します。
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説明名前

ポリシーの名前

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_
（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できます

が、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オブジェ

クトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての情報を含

めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できます。

ただし、`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二重引

用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または'（一重引用符）

は使用できません。

[Description]フィール

ド

次のいずれかになります。

• RAID 0 Striped

• RAID 1 ミラー

• RAID 5 ストライプ パリティ

• RAID 6 Striped Dual Parity

• RAID 10 Mirrored and Striped

• RAID 50 ストライプ パリティ と ストライプ

• RAID 60 ストライプ デュアル パリティ と ストライプ

[RAIDLevel]ドロップ

ダウン リスト

ステップ 6 ディスク グループ ポリシーに自動的にディスクを設定するには、[Disk Group Configuration
(Automatic)] を選択し、次の情報を指定します。

説明名前

ディスク グループのドライブの数を指定します。

Cisco UCS C240、C220、C24、および C22 サーバの場合、ドライブの範

囲は 0 ～ 24 です。他のすべてのサーバの場合、1 サーバ当たりの制限は

最大 16ドライブです。デフォルトのドライブ数は、[Unspecified]です。

ドライブ数を [Unspecified] として選択すると、ディスクの選択プロセス

に応じたディスク数が選択されます。

[Number of drives]
フィールド
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説明名前

ディスク グループのドライブのタイプ。次のオプションを選択できま

す。

• Unspecified

• HDD

• SSD

デフォルトのドライブ タイプは [Unspecified]です。ドライブ タイプを選

択すると、そのタイプから最初に利用可能な未設定の良好なドライブが

自動選択されます。システムがドライブタイプを選択したら、以降のド

ライブはすべて同じタイプになります。たとえば、選択した最初の未設

定の良好なドライブがSATAである場合、以降のドライブはすべてSATA
になります。

[Drive Type] フィール

ド

ディスク グループの専用ホット スペアの数。

専用ホット スペア数の範囲は 0 ～ 24 です。デフォルトの専用ホット ス

ペア数は [Unspecified]です。専用ホット スペア数を [Unspecified]として

選択すると、ディスクの選択プロセスに応じたホットスペア数が選択さ

れます。

[Number of Hot Spares]
フィールド

ディスク グループのグローバル ホット スペアの数。

専用ホットスペア数の範囲は0～24です。デフォルトのグローバルホッ

ト スペア数は [Unspecified] です。グローバル ホット スペア数を

[Unspecified] として選択すると、ディスクの選択プロセスに応じたホッ

ト スペア数が選択されます。

[Number of Global Hot
Spares] フィールド

ディスクグループの最小ドライブサイズ。この基準を満たすディスクの

みが選択可能になります。

最小ドライブ サイズの範囲は 0 ～ 10240 GB です。デフォルトの最小ド

ライブ サイズは [Unspecified]です。最小ドライブ サイズを [Unspecified]
として選択すると、すべてのサイズのディスクが選択可能になります。

[MinDrive Size]フィー

ルド

ディスクグループの残りのディスクが使用されるかどうかを示します。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

[Use Remaining Disks]
チェックボックス

ステップ 7 ディスク グループ ポリシーに手動でディスクを設定するには、[DiskGroupConfiguration (Manual)]
を選択してから、次の手順に従います。

a) テーブル右側のアイコン バーにある [+] をクリックします。

b) [Create Local Disk Configuration Reference] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力

します。
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説明名前

ローカル ディスク参照を設定するスロット。[Slot] フィールド

ディスク グループでのローカル ディスクのロール。次のオプションを

選択できます。

• 専用ホット スペア

• 標準

[Role] フィールド

ディスクが属しているスパン グループのスパン ID。単一のスパン グ

ループに属している複数のディスクは、大容量の単一ディスクとして扱

うことができます。値の範囲は0～8です。スパニング情報が必要ない

場合は、スパン ID を Unspecified として設定することもできます。

ローカル ディスクのデフォルト スパン ID は [Unspecified] です。

[Span ID] フィールド

ステップ 8 [Virtual Drive Configuration] 領域に、次の情報を指定します。

説明名前

仮想ドライブのストライプ サイズ。許容される値は [Platform
Default] のみです。

[Strip Size (KB)] フィールド

仮想ドライブのアクセス ポリシー。次のいずれかになります。

• [Platform Default]

• Read Write

• Read Only

• ブロック

[Access Policy] フィールド

仮想ドライブの読み取りポリシー。次のいずれかになります。

• [Platform Default]

• Read Ahead

• 標準

[Read Policy] フィールド

仮想ドライブのキャッシュ書き込みポリシー。次のいずれかに

なります。

• [Platform Default]

• Write Through

• Write Back Good Bbu

• Always Write Back

[Write Cache Policy] フィールド
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説明名前

仮想ドライブの I/O ポリシー。次のいずれかになります。

• [Platform Default]

• 直接

• Cached

[IO Policy] フィールド

ドライブ キャッシュの状態。次のいずれかになります。

• [Platform Default]

• No Change

• Enable

• Disable

[Drive Cache] フィールド

ディスク グループ内のすべての仮想ドライブは、同じ 1 つのディスク グループ ポリシーを使用

して管理する必要があります。

これらのプロパティをサポートしないサーバに関連付けようとすると、設定エラーが生成されま

す。

次のストレージ コントローラだけがこれらのプロパティをサポートします。

• LSI 6G MegaRAID SAS 9266-8i

• LSI 6G MegaRAID SAS 9271-8i

• LSI 6G MegaRAID 9265-8i

• LSI MegaRAID SAS 2208 ROMB

• LSI MegaRAID SAS 9361-8i

LSI MegaRAID SAS 2208 ROMB コントローラの場合、これらのプロパティは、B420-M3 ブレード

サーバだけでサポートされます。他のコントローラでは、これらのプロパティは複数のラック

サーバでサポートされます。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

ストレージプロファイルの作成

ストレージ プロファイル ポリシーは、[Navigation] ペインの [Storage] タブで作成できます。さら

に、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレージプロファイルを設定

することもできます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Storage] タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage] タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles] を展開します。

ステップ 3 ストレージ プロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Storage Profile] を選択します。

ステップ 5 [Create Storage Profile] ダイアログボックスで、ストレージ プロファイルの名前を指定します。

[Description] に、このストレージ プロファイルの説明を任意で入力できます。

ステップ 6 （任意） [Storage Items] 領域で、ローカル LUN を作成し、このストレージ プロファイルに追加

します。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

特定のストレージプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 2 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開

します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 3 特定のストレージ プロファイルを作成するサービス プロファイルを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[Storage] > [LUN Configuration] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Modify Storage Profile] をクリックします。

ステップ 6 [Modify Storage Profile] ダイアログボックスで、[Specific Storage Profile] タブをクリックします。

ステップ 7 [Create Specific Storage Profile] をクリックします。

ステップ 8 （任意） [Specific Storage Profile] 領域で、[Description] フィールドに入力して、ストレージ プロ

ファイルの説明を設定します。

各サービス プロファイルには、特定のストレージ プロファイルを 1 つだけ含めることができま

す。そのため、このストレージ プロファイルの名前はデフォルトで提供されます。

ステップ 9 [Storage Items] 領域で、ローカル LUN を作成し、このストレージ プロファイルに追加します。

ステップ 10 [OK] をクリックします。

ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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ストレージプロファイルの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Storage] タブをクリックします。ステップ 1   

[Storage] タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage
Profiles] を展開します。

ステップ 2   

削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展

開します。

ステップ 3   

削除するストレージ プロファイルを右クリックし、[Delete] を

選択します。

ステップ 4   

表示される確認ダイアログで、[Yes] をクリックします。ステップ 5   

ローカル LUN の設定
[Navigation] ペインの [Storage] タブで、ストレージ プロファイル ポリシーに含めるローカル LUN
を作成できます。さらに、[Servers]タブで、サービス プロファイルに固有のデフォルト ストレー

ジ プロファイルに含めるローカル LUN を作成することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Storage] タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage] タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles] を展開します。

ステップ 3 ローカルLUNを作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Create Local LUN] をクリックします。

ステップ 6 [Create Local LUN] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

新しいローカル LUN の名前。[Name] フィールド

この LUN のサイズ（GB 単位）。サイズの許容範囲は 1 ～

10240 GB です。

孤立した LUN を要求する場合は、LUN サイズを指

定する必要はありません。

（注）

[Size (GB)] フィールド
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説明名前

このLUNが使用可能なディスクグループ全体を使用して展開

できるように指定します。

サービス プロファイルごとに、このオプションを使用できる

LUN は 1 つだけです。

[Expand To Available] フィールド

ローカル LUN を自動的に展開するかどうかを指定します。[Auto Deploy] フィールド

このローカル LUN に適用するディスク グループ設定。[Select Disk Group Configuration]
フィールド

ステップ 7 （任意） このローカル LUNに新しいディスク グループ ポリシーを作成する場合は、[Create Disk
Group Policy] をクリックします。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

ローカル LUN の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。ステップ 1   

[Storage] タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] >
[Storage Profiles] を展開します。

ステップ 2   

ローカル LUN を削除するストレージ プロファイルが

含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 3   

目的のストレージ プロファイルの [Local LUNs]を展開

し、削除するローカル LUN を選択します。

ステップ 4   

確認用のダイアロ

グボックスが表示

されます。

削除する LUN を右クリックして、[Delete] を選択しま

す。

ステップ 5   

[Yes] をクリックします。ステップ 6   
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PCH SSD コントローラ定義
Cisco UCS Manager プラットフォーム コントローラ ハブ（PCH）ソリッド ステート ドライブ

（SSD）コントローラ定義によって提供されるストレージ プロファイル内のローカル ストレージ

設定で、単一 RAID または JBOD ディスク アレイ内にあるすべてのディスクを設定できます。

PCH コントローラ定義を設定することで、次の機能がサポートされます。

• オンボード PCH コントローラに接続された 2 台の内蔵 SSD 間で単一の LUN RAID を構成す

る機能

• コントローラを AHCI（JBOD）および SWRAID（RAID）の 2 つのモードで構成する方法

• 組み込みのローカル LUN および組み込みのローカル ディスク ブート ポリシーで PCH スト

レージ デバイスを構成する機能。これにより、サーバ内にその他のブート可能なローカル

ストレージ デバイスが存在していても、ブート順序を正確に制御できます。ローカル LUN
またはローカル JBOD オプションを使用して PCH ディスクから起動しないでください。

• 内蔵 SSD ドライブでのスクラブ ポリシーのサポート。これは SWRAID モードにのみ適用さ

れます。これは PCH コントローラ モードの AHCI と NORAID には適用されません。

• 内蔵SSDドライブでのファームウェアアップグレードのサポート。ディスクのファームウェ

アアップグレードは、PCHコントローラがSWRAIDモードの場合にのみサポートされます。

AHCI モードではサポートされていません。

PCH コントローラ SSD は、ストレージ プロファイル ポリシーで設定します。サービス プロファ

イルの関連付けが解除された後もLUN設定が保存される保護設定を有効または無効にします。コ

ントローラ モードを選択します。PCH コントローラ コンフィギュレーションでは、RAID0 と

RAID1 の 2 つの RAID オプションのみをサポートしています。コントローラに接続されたすべて

のディスクが JBOD ディスクとして構成された AHCI モードでは、[No RAID] 設定オプションを

使用してください。設定の導入は、ストレージプロファイルをサービスプロファイルへ関連付け

るプロセスの一環として実行されます。

Cisco UCS Manager では次の内蔵 SSD をサポートしています。

• UCSC-C240-M4L - 12 SFF ディスク

• UCSC-C240-M4SX - 24 SFF ディスク

組み込み RAID ハブ コントローラは、SATA と sSATA（セカンダリ SATA）の 2 つのコントロー

ラに分かれています。CiscoUCSManagerでサポートされる PCHコントローラ定義は最初の SATA
コントローラのみに制限されており、ライザーに組み込まれた 2 台の内蔵 SSD は最初の SATA コ

ントローラに接続されます。最初の SATA コントローラは、内部ライザーの 2 台の SSD と、ス

ロット 1 ～ 4 の前面パネル ドライブを制御します。sSATA コントローラは、スロット 5 ～ 8 の前

面パネル ドライブのみを制御します。CPUはこれらのコントローラを 2つの独立したデバイスと

して認識します。SATA および sSATA コントローラには、2 つの異なる PCI 定義セットがありま

す。Cisco UCS Manager によるサポートは、内蔵 SSD を管理する最初の SATA コントローラのみ

に追加されます。
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Cisco UCS Manager のブート ポリシーで PCH コントローラ定義を設定するために、PCH LUN お

よび PCH Disk という 2 つの新しいデバイスを選択できます。EmbeddedLocalLunは SWRAID モー

ドのブート デバイスを表し、EmbeddedLocalDisk は AHCI モードのブート デバイスを表します。

システムは、サポートされているSSDのスクラビング処理を行うために同じスクラブポリシーを

使用します。スクラブがYesの場合、設定されたLUNは関連付けの解除または再検出の一環とし

て破棄されます。スクラブが No の場合、設定された LUN は関連付けの解除および再検出の間に

保存されます。

Cisco UCSManagerは、PCHコントローラが SWRAIDモードの場合にのみ、内蔵 SSDのファーム

ウェア アップグレードをサポートします。AHCI モードではサポートされていません。

ストレージプロファイル PCH コントローラ定義の作成
PCHコントローラ定義によって提供されるストレージ プロファイル内のストレージ設定で、PCH
コントローラに接続された内蔵 SSD を設定できます。コントローラ定義の名前を作成し、スト

レージ プロファイルとサービス プロファイルの関連付けが解除された場合でもストレージ プロ

ファイルで設定を保持するかどうかを指定し、RAID レベルを選択してコントローラ モードを指

定します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Storage] タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles] を右クリックします。

ステップ 3 ポップアップ メニューから [Create Storage Profile] を選択するか、[Storage Profile] をクリックする

か、または [Getting Started] タブの [Storage Profile] リンクをクリックします。

ステップ 4 [Navigation] ペインで、特定のストレージ プロファイルを右クリックし、ポップアップ メニュー

から [Show Navigator] を選択します。

ステップ 5 [Create Storage Profile]ダイアログボックスで、[Controller Definitions]タブをクリックし、次の情報

を設定します。

ステップ 6 ストレージ プロファイルの [Name] に入力します。

名前の長さは 32 文字以下にする必要があります。

ステップ 7 （任意）このストレージ プロファイルの [Description] に入力します。

ステップ 8 ダイアログボックスの右側にある [+] をクリックすると、[Create PCH Controller Definition] が表示

されます。

ステップ 9 [Create PCH Controller Definition] ダイアログボックスで、次の情報を設定します。
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説明名前

ストレージ コントローラの名前。

PCH コントローラ定義を保存すると、[General Tab
Properties] 領域から名前を変更することはできませ

ん。

（注）

最大16文字まで入力できます。任意の英数字を使用できます。

特殊文字と空白はサポートされていません。

[Name] フィールド

オンにすると、ストレージプロファイルとサービスプロファイ

ルの関連付けが解除されても、ストレージプロファイルの設定

が保持されます。

このオプションが有効な状態でストレージ プロファ

イルとサービス プロファイルの関連付けを解除した

後、そのストレージ プロファイルに新しいサービス

プロファイルを関連付け、そのサービス プロファイ

ル内のローカル ディスク設定ポリシーに前とは異な

るプロパティが含まれていると、サーバから設定不一

致のエラーが返され、関連付けは失敗します。

（注）

[Protect Configuration] チェック

ボックス
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説明名前

[RAIDLevel]ドロップダウン リ

スト
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説明名前

次のいずれかのディスク ポリシー モードを選択できます。

• [No Local Storage]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー

ト）ディスクレス サーバまたは SAN 専用の設定で使用し

ます。このオプションを選択する場合、このポリシーを使

用する任意のサービス プロファイルを、ローカル ディス

クを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：（PCH SSD コントローラ定義でサポー

ト）データはアレイ内のすべてのディスクにストライプ化

され、高速スループットを提供します。データの冗長性は

なく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• [RAID 1Mirrored]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー

ト）データは 2 つのディスクに書き込まれ、1 つのディス

クで障害が発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供し

ます。最大アレイ サイズは、2つのドライブの小さい方の

空き容量に等しくなります。

• Any Configuration：変更なしのローカル ディスク設定を転

送するサーバ設定で使用します。

• NoRAID：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロー

ドを変更しない状態のままにするサーバ設定で使用しま

す。

[NoRAID]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー

ジが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されませ

ん。そのため、[No RAID] モードの適用後にサーバ上で違

いがわからないことがあります。これにより、ポリシーの

RAID 設定と、サーバの [Inventory] > [Storage] タブに表示

される実際のディスク設定が一致しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除するに

は、[NoRAID]コンフィギュレーション モードの適用後に

すべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用

します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスク

にストライプ化されます。各ディスクの容量の一部に、

ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリ

ティ情報が格納されます。RAID 5 は、高い読み取り要求

レートで、アプリケーションに適切なデータスループット

を提供します。

• [RAID 6 Striped Dual
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説明名前

Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ

化され、2つのパリティ ディスクを使用して、最大 2つの

物理ディスクの障害に対する保護を提供します。データブ

ロックの各行に、2セットのパリティ データが格納されま

す。

• [RAID 10 Mirrored and Striped]：RAID 10 はミラー化された

ディスクのペアを使用して、完全なデータ冗長性と高いス

ループット レートを提供します。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストラ

イプ化されたパリティ ディスク セットにストライプ化さ

れ、高いスループットと複数のディスク障害耐性を提供し

ます。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のス

トライプ化されたデュアル パリティ ディスク セットにス

トライプ化され、高いスループットと優れたディスク障害

耐性を提供します。

一部のCisco UCSサーバでは、特定のRAID設定

オプションにライセンスが必要です。Cisco UCS
Manager で、このローカル ディスク ポリシーを

含むサービス プロファイルをサーバに関連付け

ると、選択されたRAIDオプションに適切なライ

センスが備わっているかが Cisco UCSManager に

よって確認されます。問題がある場合は、サービ

ス プロファイルを関連付ける際に Cisco UCS
Manager に設定エラーが表示されます。

特定のCisco UCSサーバのRAIDライセンス情報

については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

（注）

ステップ 10 [OK] をクリックします。

新しい PCH コントローラ定義が、ナビゲーション ウィンドウに表示されます。
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サービスプロファイル PCH コントローラ定義の変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Storage] タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles] を展開して、特定のストレージ プロファイル名を選択します。

ステップ 3 [Controller Definitions] を展開して、特定のコントローラ定義をクリックします。

ステップ 4 [General] タブで、次の情報を変更します。

説明名前

ストレージ コントローラの名前。

PCH コントローラ定義を保存すると、[General Tab
Properties] 領域から名前を変更することはできませ

ん。

（注）

最大16文字まで入力できます。任意の英数字を使用できます。

特殊文字と空白はサポートされていません。

[Name] フィールド

オンにすると、ストレージプロファイルとサービスプロファイ

ルの関連付けが解除されても、ストレージプロファイルの設定

が保持されます。

このオプションが有効な状態でストレージ プロファ

イルとサービス プロファイルの関連付けを解除した

後、そのストレージ プロファイルに新しいサービス

プロファイルを関連付け、そのサービス プロファイ

ル内のローカル ディスク設定ポリシーに前とは異な

るプロパティが含まれていると、サーバから設定不一

致のエラーが返され、関連付けは失敗します。

（注）

[Protect Configuration] チェック

ボックス
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説明名前

[RAIDLevel]ドロップダウン リ

スト
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説明名前

次のいずれかのディスク ポリシー モードを選択できます。

• [No Local Storage]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー

ト）ディスクレス サーバまたは SAN 専用の設定で使用し

ます。このオプションを選択する場合、このポリシーを使

用する任意のサービス プロファイルを、ローカル ディス

クを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：（PCH SSD コントローラ定義でサポー

ト）データはアレイ内のすべてのディスクにストライプ化

され、高速スループットを提供します。データの冗長性は

なく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• [RAID 1Mirrored]：（PCH SSDコントローラ定義でサポー

ト）データは 2 つのディスクに書き込まれ、1 つのディス

クで障害が発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供し

ます。最大アレイ サイズは、2つのドライブの小さい方の

空き容量に等しくなります。

• Any Configuration：変更なしのローカル ディスク設定を転

送するサーバ設定で使用します。

• NoRAID：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロー

ドを変更しない状態のままにするサーバ設定で使用しま

す。

[NoRAID]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー

ジが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されませ

ん。そのため、[No RAID] モードの適用後にサーバ上で違

いがわからないことがあります。これにより、ポリシーの

RAID 設定と、サーバの [Inventory] > [Storage] タブに表示

される実際のディスク設定が一致しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除するに

は、[NoRAID]コンフィギュレーション モードの適用後に

すべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用

します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスク

にストライプ化されます。各ディスクの容量の一部に、

ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリ

ティ情報が格納されます。RAID 5 は、高い読み取り要求

レートで、アプリケーションに適切なデータスループット

を提供します。

• [RAID 6 Striped Dual
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説明名前

Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ

化され、2つのパリティ ディスクを使用して、最大 2つの

物理ディスクの障害に対する保護を提供します。データブ

ロックの各行に、2セットのパリティ データが格納されま

す。

• [RAID 10 Mirrored and Striped]：RAID 10 はミラー化された

ディスクのペアを使用して、完全なデータ冗長性と高いス

ループット レートを提供します。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストラ

イプ化されたパリティ ディスク セットにストライプ化さ

れ、高いスループットと複数のディスク障害耐性を提供し

ます。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のス

トライプ化されたデュアル パリティ ディスク セットにス

トライプ化され、高いスループットと優れたディスク障害

耐性を提供します。

一部のCisco UCSサーバでは、特定のRAID設定

オプションにライセンスが必要です。Cisco UCS
Manager で、このローカル ディスク ポリシーを

含むサービス プロファイルをサーバに関連付け

ると、選択されたRAIDオプションに適切なライ

センスが備わっているかが Cisco UCSManager に

よって確認されます。問題がある場合は、サービ

ス プロファイルを関連付ける際に Cisco UCS
Manager に設定エラーが表示されます。

特定のCisco UCSサーバのRAIDライセンス情報

については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

（注）

ステップ 5 [OK] をクリックします。

変更した PCH コントローラ定義が正常に保存されたかどうかが表示されます。
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ストレージプロファイル PCH コントローラ定義の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Storage] タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles] を展開します。

ステップ 3 [PCH Controller Definitions] を展開します。

ステップ 4 [Navigation] ペインで、削除する特定のコントローラ定義をクリックします。

ステップ 5 [General] タブの [Actions] 領域で、[Delete] をクリックします。

ステップ 6 定義を削除するかどうかを確認します。

定義が正常に削除されたかどうかが表示されます。削除されない場合は次を参照してください：

PCH コントローラ定義の設定のトラブルシューティング , （730 ページ）

ステップ 7 正常に削除されたら、[OK] をクリックします。

PCH コントローラ定義の設定のトラブルシューティング
PCHコントローラ定義の作成

次のような状況では、PCH コントローラ定義の設定に失敗します。

• サポートされていないサーバ モデルのコントローラ定義を設定しようとする

• レガシーのローカル ディスク設定ポリシーを使用して、ストレージ プロファイル内の PCH
ストレージを設定しようとする

• ストレージ プロファイル コントローラ定義とストレージ プロファイル ローカル LUN 設定

インターフェイスを使用して、同じコントローラを設定しようとする

• [Protect Configuration] チェックボックスがオンになっており、SWRAID モードで展開された

設定とは異なる RAID タイプを設定した場合

• [Protect Configuration] チェックボックスがオンになっており、RAID タイプが現在のコント

ローラ モードと一致しない場合

すでに関連付けられたサーバの PCH ストレージ設定を変更すると（コントローラ モードの変

更、RAID レベルの変更、コントローラ修飾子の変更など）、PNUOS ブートがトリガーされ

て、ホスト OS のダウンタイムが発生します。

警告

ブートポリシー

次のいずれかの場合に設定エラーが発生します。
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• ブート ポリシーで PCHDiskを選択しましたが、プライマリまたはセカンダリ ターゲット パ

スのスロット番号が、格納されている内蔵SSDスロット番号のいずれにも一致しませんでし

た。

• ブート ポリシーで PCH LUN と PCH Disk の両方を同時に選択しました。

ファームウェア

互換性のないソフトウェアの組み合わせに対しては、関連付けを行うときに設定エラーは発生し

ません。ただし、サポート対象のソフトウェアの組み合わせを使用していない場合、関連付けの

実行中にPCHSSDコントローラのストレージ設定が失敗したり、展開されなかったりすることが

あります。また、互換性のないソフトウェアの組み合わせに対する関連付けの最後にPCHSSDコ

ントローラからブートすると、内蔵 SSD で障害が発生することがあります。

ストレージプロファイルと既存のサービスプロファイルとの関連付

け

ストレージ プロファイルを既存または新規のサービス プロファイルに関連付けることができま

す。ストレージ プロファイルを新しいサービス プロファイルに関連付ける方法について詳しく

は、Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーション ガイド リリース 2.2 の「[Expert] ウィザード

を使用したサービス プロファイルの作成」を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

ステップ 4 ストレージ プロファイルに関連付けるサービス プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[Storage] タブをクリックします。

ステップ 6 [LUN Configuration] サブタブをクリックします。

ステップ 7 [Actions] 領域で、[Modify Storage Profile] をクリックします。[Modify Storage Profile] ダイアログ

ボックスが表示されます。

ステップ 8 [Storage Profile Policy] タブをクリックします。

ステップ 9 このサービス プロファイルに既存のストレージ プロファイルを関連付けるには、[Storage Profile]
ドロップダウンリストから関連付けるストレージ プロファイルを選択し、[OK] をクリックしま

す。[Storage Items] 領域に、ストレージ プロファイルの詳細が表示されます。

ステップ 10 新しいストレージを作成して、そのストレージをこのサービス プロファイルに関連付けるには、

[Create Storage Profile]をクリックし、必須フィールドに入力してから [OK]をクリックします。 ス
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トレージ プロファイルの作成, （716 ページ） で、新しいストレージ プロファイルの作成方法に

ついて詳しく説明しています。

ステップ 11 （任意） ストレージプロファイルとサービスプロファイルとの関連付けを解除するには、[Storage
Profile] ドロップダウンリストから [No Storage Profile] を選択し、[OK] をクリックします。

サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUN の詳細の表
示

ストレージ プロファイルは、組織レベルで定義することも、サービス プロファイルの専用スト

レージプロファイルとして定義することもできます。したがって、組織のストレージプロファイ

ルと専用ストレージプロファイルの両方がある場合、サービスプロファイルはその両方から有効

なローカル LUN を継承します。サービス プロファイルは、最大 2 つのローカル LUN を継承でき

ます。次のコマンドを使用することで、サービス プロファイルに継承されたすべてのローカル

LUN の詳細を表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 表示対象のサービス プロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 継承されたローカル LUN を表示するサービス プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[Storage] タブをクリックします。

ステップ 6 [LUN Configuration] サブタブをクリックし、[Local LUNs] タブをクリックします。

指定したサービス プロファイルに継承されたすべてのローカル LUN に関する次の詳細情報が表

示されます。

• [Name]：ストレージ プロファイルでの LUN の名前。

• [Admin State]：ローカル LUN が展開されるかどうかを指定します。管理状態は、[Online] ま

たは [Undeployed] のいずれかになります。

ローカル LUN がサービス プロファイルによって参照されている場合、自動展開状態が

[no-auto-deploy] であれば、管理状態は [Undeployed] となり、それ以外の場合は [Online] とな

ります。ローカルLUNがサービス プロファイルで参照された後、そのローカルLUNの自動

展開のステータスが変更されたとしても、サービス プロファイルに継承された LUN の管理

状態には反映されません。

• [RAID Level]：使用されているディスク・グループの RAID レベルの要約。

• [Provisioned Size (GB)]：ストレージ プロファイルに指定されている LUN のサイズ（GB 単

位）。

• [Assigned Size (MB)]：UCSM によって割り当てられたサイズ（MB 単位）。
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• [Config State]：LUN 設定の状態。状態は次のいずれかになります。

• [Applying]：管理状態は [Online] です。LUN はサーバに関連付けられていて、仮想ドラ

イブが作成されているところです。

• [Applyed]：管理状態は [Online] です。LUN はサーバに関連付けられていて、仮想ドラ

イブが作成されました。

• [Apply Failed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていますが、仮

想ドライブの作成が失敗しました。

• [NotApplied]：LUNがサーバに関連付けられていないか、サーバに関連付けられていて

も、管理状態が [Undeployed] になっています。

• [Referenced LUN Name]：事前プロビジョニングされた仮想ドライブ名、または UCSM が生

成した仮想デバイス名。

• [Deploy Name]：展開後の仮想ドライブの名前。

• [ID]：LUN ID。

• [Order]：サーバに対する LUN 可視性の順序。

• [Bootable]：LUN がブート可能であるかどうかを示します。

• [LUN New Name]：LUN の新しい名前。

• [Drive State]：仮想ドライブの状態。以下の状態があります。

•不明（Unknown）

• Optimal

• Degraded

• Inoperable

• Partially Degraded

ブレードサーバの RAID コントローラの外部設定のインポート

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。ステップ 1   

[Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] >
[Servers] を展開します。

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

外部設定をインポートするRAIDコントローラが搭載されたサー

バを選択します。

ステップ 3   

[Work] ペインで、[Inventory] タブをクリックし、[Storage] サブ

タブをクリックします。

ステップ 4   

[Controller] サブタブをクリックします。ステップ 5   

[Actions] 領域で、[Import Foreign Configuration] をクリックしま

す。

ステップ 6   

ラックサーバの RAID コントローラの外部設定のインポート

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。ステップ 1   

[Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展

開します。

ステップ 2   

外部設定をインポートする RAID コントローラが搭載された

サーバを選択します。

ステップ 3   

[Work] ペインで、[Inventory] タブをクリックし、[Storage] サブ

タブをクリックします。

ステップ 4   

[Controller] サブタブをクリックします。ステップ 5   

[Actions] 領域で、[Import Foreign Configuration] をクリックしま

す。

ステップ 6   

ブレードサーバのローカルディスク操作の設定

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。ステップ 1   
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目

的

コマンドまたはアクション

[Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を

展開します。

ステップ 2   

ローカル ディスク操作を設定するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work] ペインで、[Inventory] タブをクリックし、[Storage] サブタブをク

リックします。

ステップ 4   

[Disks] サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。ステップ 6   

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカル ディスク

の導入時に、そのローカル ディスクに存在する外部設定をクリアし

ます。

• [Set Unconfigured Good]：ローカル ディスクを設定可能として指定し

ます。

• [Set Prepare For Removal]：ローカル ディスクをシャーシから除去す

る対象として指定します。

• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカル ディスクがシャーシから除

去する対象でなくなったことを指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカル ディスクを専用ホット スペ

アとして指定します。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを

選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカル ディスクがホット スペアでなくなっ

たことを指定します。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカル ディスクを

[Unconfigured Good] としてマークして、設定可能にすることを指定

します。

ラックサーバのローカルディスク操作の設定

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。ステップ 1   
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目

的

コマンドまたはアクション

[Equipment]タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。ステップ 2   

ローカル ディスク操作を設定するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work] ペインで、[Inventory] タブをクリックし、[Storage] サブタブをク

リックします。

ステップ 4   

[Disks] サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。ステップ 6   

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカル ディスク

の導入時に、そのローカルディスクに存在する外部設定をクリアし

ます。

• [SetUnconfiguredGood]：ローカル ディスクを設定可能として指定し

ます。

• [Set Prepare For Removal]：ローカル ディスクを除去する対象として

指定します。

• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカル ディスクが除去する対象で

なくなったことを指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカル ディスクを専用ホット スペ

アとして指定します。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを

選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカル ディスクがホット スペアでなくなっ

たことを指定します。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカル ディスクを

[Unconfigured Good] としてマークして、設定可能にすることを指定

します。

仮想ドライブの設定操作

次の操作は、孤立した仮想ドライブに対してのみ実行できます。

• 孤立した仮想ドライブの削除

• 孤立した仮想ドライブの名前変更
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ブレードサーバの孤立した仮想ドライブの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックしま

す。

ステップ 1   

[Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis
Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 2   

孤立した仮想ドライブを削除するサーバを選択しま

す。

ステップ 3   

[Work] ペインで、[Inventory] タブをクリックし、

[Storage] サブタブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs] サブタブをクリックします。ステップ 5   

確認用のダイアロ

グボックスが表示

されます。

目的の仮想ドライブを右クリックし、[DeleteOrphaned
LUN] を選択します。

ステップ 6   

[Yes] をクリックします。ステップ 7   

ラックサーバの孤立した仮想ドライブの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックしま

す。

ステップ 1   

[Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] >
[Servers] を展開します。

ステップ 2   

孤立した仮想ドライブを削除するサーバを選択しま

す。

ステップ 3   

[Work] ペインで、[Inventory] タブをクリックし、

[Storage] サブタブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs] サブタブをクリックします。ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

確認用のダイアロ

グボックスが表示

されます。

目的の仮想ドライブを右クリックし、[DeleteOrphaned
LUN] を選択します。

ステップ 6   

[Yes] をクリックします。ステップ 7   

ブレードサーバの孤立した仮想ドライブの名前変更

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。ステップ 1   

[Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] >
[Servers] を展開します。

ステップ 2   

孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work] ペインで、[Inventory] タブをクリックし、[Storage] サブ

タブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs] サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的の仮想ドライブを右クリックし、[Rename Referenced LUN]
を選択します。

ステップ 6   

表示される [Rename Referenced LUN] ダイアログボックスで、

新しい LUN 名を入力します。

ステップ 7   

[OK] をクリックします。ステップ 8   

ラックサーバの孤立した仮想ドライブの名前変更

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。ステップ 1   

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
738

ストレージプロファイルの設定

仮想ドライブの設定操作



目

的

コマンドまたはアクション

[Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展

開します。

ステップ 2   

孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。ステップ 3   

[Work] ペインで、[Inventory] タブをクリックし、[Storage] サブ

タブをクリックします。

ステップ 4   

[LUNs] サブタブをクリックします。ステップ 5   

目的の仮想ドライブを右クリックし、[RenameReferencedLUN]
を選択します。

ステップ 6   

表示される [Rename Referenced LUN] ダイアログボックスで、

新しい LUN 名を入力します。

ステップ 7   

[OK] をクリックします。ステップ 8   

ローカルストレージのブートポリシー

ストレージ コントローラのプライマリ ブート デバイスを、ローカル LUN または JBOD ディスク

として指定できます。各ストレージ コントローラには、1つのプライマリ ブート デバイスを設定

できます。ただし、ストレージ プロファイルでは、プライマリ ブート LUN として 1 つのデバイ

スのみを設定できます。

ローカルデバイスのブートポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックしま

す。

ステップ 1   

[Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。ステップ 2   

システムにマルチテ

ナント機能が備えら

ポリシーを作成する組織のノードを展開します。ステップ 3   

れていない場合は、

[root] ノードを展開

します。

設定するブート ポリシーを選択します。ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

[Work]ペインで、[General]タブをクリックします。ステップ 5   

下矢印をクリックして、[Local Devices] 領域を展開

します。

ステップ 6   

[Add Local LUN] をクリックして、ローカル LUN の

ブート順序を設定します。

ステップ 7   

ローカル LUN をプライマリ ブート デバイスとして

設定するには、[Primary] を選択します。

ステップ 8   

[LUN Name] フィールドに、プライマリ ブート デバ

イスとして設定する LUN の名前を入力します。

ステップ 9   

[OK] をクリックします。ステップ 10   

ローカル JBod デバイスのブートポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Servers] タブをク

リックします。

ステップ 1   

[Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展

開します。

ステップ 2   

システムにマルチテナント機能が備

えられていない場合は、[root] ノー

ドを展開します。

ポリシーを作成する組織のノードを展開

します。

ステップ 3   

設定するブート ポリシーを選択します。ステップ 4   

[Work] ペインで、[General] タブをクリッ

クします。

ステップ 5   

下矢印をクリックして、[LocalDevices]領
域を展開します。

ステップ 6   

BOD は次のサーバでのみサポート

されます。

[Add Local JBod] をクリックして、ローカ

ル JBod デバイスをプライマリ ブート デ

バイスとして設定します。

ステップ 7   

• Cisco UCS B200 M3 ブレード

サーバ

• Cisco UCS B260 M4 ブレード

サーバ
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目的コマンドまたはアクション

• Cisco UCS B460 M4 ブレード

サーバ

• Cisco UCS B200 M4 ブレード

サーバ

• CiscoUCSC220M4ラックマウ

ント サーバ

• CiscoUCSC240M4ラックマウ

ント サーバ

• CiscoUCSC460M4ラックマウ

ント サーバ

[Disk Slot Number] フィールドに、プライ

マリブートデバイスとして設定する JBod
ディスクのスロット番号を入力します。

ステップ 8   

[OK] をクリックします。ステップ 9   

サービスプロファイル内のローカル LUN 操作

LUN 名の事前プロビジョニング
LUN名を事前にプロビジョニングできるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている場合

のみです。事前プロビジョニングする LUN 名がすでに存在し、その LUN が孤立している場合、

その LUN はサービス プロファイルによって要求されます。名前を事前にプロビジョニングする

LUN が存在しない場合、指定した名前の LUN が新規に作成されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。ステップ 1   

[Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] >
[Service_Profile_Name] を展開します。

ステップ 2   

[Work] ペインで、[Storage] タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration] タブをクリックします。ステップ 4   

[LocalLUNs]サブタブで、LUN名を事前プロビジョニングする

LUNを右クリックし、[Pre-ProvisionLUNName]を選択します。

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

[Set Pre-Provision LUNName]ダイアログボックスで、LUNの名

前を入力します。

ステップ 6   

[OK] をクリックします。ステップ 7   

孤立した LUN の要求
孤立した LUN を要求できるのは、LUN の管理状態が [Undeployed] となっている場合のみです。

LUN の管理状態を明示的に [Undeployed] に変更すると、孤立した LUN を要求できます。

LUN 名が空の場合は、要求する前に LUN 名を設定します。

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。ステップ 1   

[Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] >
[Service_Profile_Name] を展開します。

ステップ 2   

[Work] ペインで、[Storage] タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration] タブをクリックします。ステップ 4   

[LocalLUNs]サブタブで、要求するLUNを右クリックし、[Claim
Orphan LUN] を選択します。

ステップ 5   

[Claim Orphan LUN] ダイアログボックスで、所有権を要求する

対象とする孤立した LUN を選択します。

ステップ 6   

LUN を右クリックし、[Set Admin State] を選択します。ステップ 7   

表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで [Undeployed]
を選択して、LUN を展開解除し、所有者を要求します。

ステップ 8   

[OK] をクリックします。ステップ 9   

LUN の展開および展開解除
LUN を展開または展開解除できます。ローカル LUN の管理状態が [Undeployed] の場合、LUN の

参照は削除されていて、LUN は展開されていません。
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手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。ステップ 1   

[Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] >
[Service_Profile_Name] を展開します。

ステップ 2   

[Work] ペインで、[Storage] タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration] タブをクリックします。ステップ 4   

[Local LUNs] サブタブで、展開または展開解除する LUN を右ク

リックし、[Set Admin State] を選択します。

ステップ 5   

表示される [Set Admin State] ダイアログボックスで、LUN を展

開する場合は [Online] を選択し、LUN を展開解除する場合は

[Undeployed] を選択します。

ステップ 6   

[OK] をクリックします。ステップ 7   

サービスプロファイルで参照されている LUN の名前変更

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。ステップ 1   

[Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] >
[Service_Profile_Name] を展開します。

ステップ 2   

[Work] ペインで、[Storage] タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration] タブをクリックします。ステップ 4   

[Local LUNs]サブタブで、参照されているLUNの名前を変更す

る LUN を右クリックし、[Rename Referenced LUN] を選択しま

す。

ステップ 5   

[Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、参照されてい

る LUN の新しい名前を入力します。

ステップ 6   

[OK] をクリックします。ステップ 7   
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第 35 章

Cisco UCS での電源管理

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS での電源管理, 745 ページ

• ラック サーバの電源管理, 746 ページ

• 電源管理の注意事項, 746 ページ

• 電源ポリシーの設定, 746 ページ

• グローバル電力割り当てポリシーの設定, 747 ページ

• ポリシー方式のシャーシ グループの電力制限の設定, 748 ページ

• 手動によるブレード レベル電力制限の設定, 756 ページ

• 電源同期ポリシー, 758 ページ

• 電源同期の動作, 758 ページ

• 電源同期ポリシーの作成, 759 ページ

• 電源同期ポリシーの変更, 761 ページ

• 電源同期ポリシーの削除, 761 ページ

Cisco UCSでの電源管理
次の機能のいずれかを設定することで、Cisco UCS Manager で電源を管理できます。

• Cisco UCS ドメイン内のすべてのシャーシの電源冗長性

• ポリシー方式のシャーシ レベルの電力制限

• 手動によるブレード レベルの電力制限
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ラックサーバの電源管理
電力制限はラック サーバではサポートされません。

電源管理の注意事項
CIMC をリセットすると、CIMC がリブートするまでの間、Cisco UCS の電力モニタリング機能が

短時間使用不能になります。 通常は 20 秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超え

る可能性があります。 非常に低い電力制限が設定された環境で、設定された電力制限を超えない

ようにするには、CIMC のリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してくださ

い。

電源ポリシーの設定

電源ポリシー

電源ポリシーは、Cisco UCS ドメイン内のすべてのシャーシに電源冗長性を指定するグローバル

ポリシーです。このポリシーは PSU ポリシーとも呼ばれます。

電源の冗長性の詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』を

参照してください。

電源ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Power Policy]領域で、[Redundancy]フィールドの次のオプション ボタンのいずれかをクリックし

ます。

• [Non Redundant]：Cisco UCSManager必要最小数の電源装置（PSU）をオンに設定し、それら

のPSU間のロード バランシングを行います。追加のPSUが設置されると、CiscoUCSManager
は追加された装置を「オフ」状態に設定します。いずれかのPSUへの電源が切断されると、

CiscoUCSManagerが新しいPSUをアクティブ化して負荷の再調整ができるようになるまで、

システムでサービスの中断が発生することがあります。
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一般に、Cisco UCS シャーシには、非冗長動作のために少なくとも 2 台の PSU が必要です。

小規模構成（必要電力 2500 W 未満）の場合にのみ、単一 PSU で電力を供給できます。

• [N+1]：非冗長性を満たす合計数の PSU に加えて、冗長性を与える 1 台の追加 PSU がオンに

なり、シャーシの電力負荷が均等に分担されます。追加の PSU が設置されると、Cisco UCS
Managerは追加された装置を「オフ」状態に設定します。いずれかの PSUへの電源が切断さ

れても、Cisco UCS Manager はサービスの中断なしでリカバリできます。

一般に、N+1 動作のためには、1 つの Cisco UCS シャーシに、少なくとも 3 台の PSU が必要

です。

• [Grid]：2 つの電源がオンにされます。そうでなければ、シャーシに N+1 よりも高い冗長性

が要求されます。1 つの電源に障害が発生し、そのため 1 台または 2 台の PSU に電源障害が

発生した場合、別の電源回路に接続され機能が存続しているPSUがシャーシに電力を供給し

続けます。

電源の冗長性の詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』を

参照してください。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

グローバル電力割り当てポリシーの設定

グローバル電力割り当てポリシー

グローバル電力割り当てポリシーは、ポリシー方式のシャーシ グループ電力制限または手動によ

るブレード レベル電力制限のいずれを、シャーシ内のすべてのサーバに適用するか指定するグ

ローバル ポリシーです。

デフォルトの電力割り当て方法である、ポリシー方式のシャーシ グループ電力制限を使用するこ

とを推奨します。

手動によるブレード レベル電力割り当ての設定に変更を加えると、ポリシー方式のシャーシ

グループ電力割り当てで設定されたグループや設定オプションが失われます。

重要
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グローバル電力割り当てポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Global Power Allocation Policy]領域で、Cisco UCSドメインで使用される電力制限管理モードを判

別するために [Allocation Method] フィールド フィールドで次のラジオ ボタンのいずれかをクリッ

クします。

• [Manual Blade Level Cap]：電力割り当ては、すべてのシャーシの個々のブレード サーバに設

定されます。このオプションを選択する場合、電力グループは作成できません。

• [PolicyDrivenChassisGroupCap]：電源割り当ては、関連付けられたサービス プロファイルに

含まれる電力制御ポリシーによって、シャーシレベルで設定されます。このオプションを選

択すると、Cisco UCS ドメインに 1 つ以上のシャーシを含む電力グループも作成できます。

デフォルトでは、電力割り当ては電力制御ポリシーによって各シャーシで実行されます。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限

グローバル制限ポリシーでポリシー方式の電源シャーシ グループ電力制限を選択すると、費用の

かかる電力障害のリスクを冒すことなく、Cisco UCS でサーバのオーバーサブスクリプションを

維持できます。これは、二重のプロセスによって実現されます。シャーシレベルでは、CiscoUCS
は使用可能な電力量を電源グループのメンバに分配します。ブレード レベルでは、シャーシに割

り当てられた電力量が優先順位に基づいてブレードに分配されます。

サービス プロファイルの関連付けや関連付け解除が実行されるたびに、Cisco UCS Manager は

シャーシ内の各ブレード サーバへの電力割り当てを再計算します。必要に応じて、優先順位の低

いサービス プロファイルの電力が優先順位の高いサービス プロファイルに再分配されます。

データセンターの回路ブレーカーを保護するために、UCS 電源グループは 1 秒未満で電力を制限

します。ブレードは、シャーシの電力配分が最適化されるまで20秒間その上限にとどまる必要が

あります。これは、必要とされる一時的なスパイクに反応することがないよう、意図的によりゆっ

くりとしたタイムスケールで実行されます。
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システムは、各スロットのサーバを起動するのに十分な電力をリザーブしています。これは、

スロットが空の場合でも同様です。このリザーブ電力が、より多くの電力を必要とするサーバ

で使用されることはありません。電力制限に準拠しないブレードはペナルティを課されるか、

シャットダウンされます。

（注）

電源グループの設定

電源グループ

電源グループは、すべてが同じ配電ユニット（PDU）から電源を得ているシャーシのセットです。

Cisco UCS Manager では、1 つ以上のシャーシを含む電源グループを作成し、その電源グループに

AC ワット単位でピーク電力制限を設定することができます。

シャーシ レベルの電力制限を設定するには、以下が必要です。

• IOM、CIMC、および BIOS バージョン 1.4 以上

• 2 台の PSU

ピーク電力キャップは、特定の電源グループ内のすべてのブレード サーバで使用可能な最大電力

を表すスタティック値です。電源グループにブレードを追加、または電源グループからブレード

を除外し、手動でピーク電力キャップを変更しなかった場合、電源グループはピーク電力キャッ

プを調整して、その電源グループ内のすべてのブレードの基本的な電源投入要件をサポートしま

す。

最低 AC 1556 ワットが各シャーシに設定されます。これは、満載したシャーシに電源を供給する

ために必要な最低電力量である DC 電力 1400 ワットに変換されます。

シャーシが電源グループに追加されると、シャーシ内のブレードに関連付けられているすべての

サービス プロファイルもその電源グループの一部になります。同様に、シャーシに新規ブレード

を追加すると、そのブレードは、当然のこととして、シャーシの電源グループの一部になります。

電源グループの作成は、サーバ プールの作成とは異なります。ただし、電源修飾子を作成し

てサーバ プール ポリシーに追加することで、サーバ プールに同じ電源グループのメンバを組

み入れることができます。

（注）

シャーシを除外または削除すると、そのシャーシは電源グループから削除されます。

次の表は、電源バジェットの割り当て時および電源グループとの連動時に、表示される可能性の

あるエラー メッセージを示しています。
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推奨処置原因エラーメッセージ

電力制限を AC 1556 ワット

（DC1400ワット）以上に増加

します。

このメッセージは、シャーシに

電力制限を割り当てる際に最低

要件を満たしていない場合に表

示されます。

Insufficient budget for
power group
POWERGROUP_NAME

次のいずれかを実行して、電源

バジェットを再度割り当てるこ

とができます。

• 電源グループ内のシャー

シまたはブレードを削除

または解放します。

• グループの電源バジェッ

トを増加します。

• グループのブレードに関

連付けられている優先順

位を下げます。

このメッセージは、新しいブ

レードの導入時にブレードの検

出に使用可能なブート電力が不

十分な場合に表示されます。

Insufficient power
available to discover
server Chassis
ID/BladeID

電源グループの作成

はじめる前に

グローバル電力割り当てポリシーが [Global Policies] タブで [Policy Driven Chassis Group Cap] に設

定されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 4 [Power Groups] サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコン バーの [+] をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Power Group] ウィザードの最初のページで、次のフィールドに値を入力します。

a) 電源グループの一意の名前および説明を入力します。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。
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b) [Next] をクリックします。

ステップ 7 [Create Power Group] ウィザードの [Add Chassis Members] ページで、次の手順を実行します。

a) [Chassis] テーブルで、電源グループに含める 1 つ以上のシャーシを選択します。

b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected Chassis] テーブルにシャーシを

追加するには、[>>] ボタンをクリックします。

電源グループから 1 つ以上のシャーシを除外するには、[<<] ボタンを使用します。

c) [Next] をクリックします。

ステップ 8 [Create Group Wizard] の [Power Group Attributes] ページで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

電源グループで使用可能な最大ピーク時電力（W）。

0 ～ 10000000 の整数を入力します。

[Power Cap] フィールド

次のいずれかになります。

• [Chassis]：Cisco UCS は電力消費量をモニタし、電力使

用量の最大化に適合するようにブレードの割り当てを変

更します。

• [None]：ブレードの割り当ては動的に調整されません。

[Enable Dynamic Reallocation]
フィールド

b) [Finish] をクリックします。

電源グループへのシャーシの追加

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[Power Groups] タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを追加する電源グループを右クリックし、[Add Chassis Members] を選択します。

ステップ 5 [Add Members Chassis] ダイアログ ボックスで、次のようにします。

a) [Chassis] テーブルで、電源グループに含める 1 つ以上のシャーシを選択します。

b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected Chassis] テーブルにシャーシを

追加するには、[>>] ボタンをクリックします。

電源グループから 1 つ以上のシャーシを除外するには、[<<] ボタンを使用します。
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c) [OK] をクリックします。

電源グループからのシャーシの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[Power Groups] タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを削除する電源グループを展開します。

ステップ 5 電源グループから削除するシャーシを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

電源グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[Power Groups] タブをクリックします。

ステップ 4 削除する電源グループを右クリックして、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

電源制御ポリシーの設定

電源制御ポリシー

CiscoUCSは、電力制御ポリシーの優先順位設定をブレードタイプおよび設定とともに使用して、

シャーシ内の各ブレードへの初期電力割り当てを計算します。通常の動作中、シャーシ内のアク

ティブなブレードは、同じシャーシ内のアイドル ブレードから電力を借りることができます。す

べてのブレードがアクティブで、電力制限に到達すると、高優先順位の電力制御ポリシーのサー

ビスプロファイルが、優先順位の低い電力制御ポリシーのサービスプロファイルより優先されま

す。
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優先順位は 1～ 10の段階にランク付けされ、1が優先順位最高、10が優先順位最低を表します。

デフォルトのプライオリティは 5 です。

ミッション クリティカル アプリケーションには、no-capという特殊な優先順位も使用できます。

優先順位を no-cap に設定すると、Cisco UCS がその特定のサーバの未使用電力を利用するのを回

避できます。この設定により、サーバにはそのサーバ タイプに可能な電力の最大容量が割り当て

られます。

電力制御ポリシーはサービス プロファイルに含める必要があります。また、このサービス プ

ロファイルをイネーブルにするには、サーバに関連付ける必要があります。

（注）

電力制御ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Power Control Policies] を右クリックし、[Create Power Control Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Network Control Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド
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説明名前

ファン速度は、ラックサーバのみに対応します。次のいずれか

になります。

• [LowPower]：ファンはサーバを冷却し続けるために必要な

最低速度で稼働します。

• [Balanced]：ファンはサーバによって生じた熱に基づき、

必要に応じてより高速で稼働します。可能な場合、ファン

は必要な最低速度に戻ります。

• [Performance]：ファンは、より高度なサーバ パフォーマン

スに必要な速度で維持されます。これにはより多くの電力

が使用されますが、サーバが加熱し始めた場合にファンが

すでに高速で稼働していることを意味しています。

• [High Power]：ファンは電力消費量よりパフォーマンスを

重視した、より高い速度で維持されます。

• [MaxPower]：ファンは常に最高速度で維持されます。この

オプションは最大の冷却効果をもたらしますが、最大の電

力を使用します。

• [Any]：サーバが最適なファンの速度を決定します。

[Fan Speed Policy]ドロップダウ

ン

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCS ドメイン内のサービ

ス プロファイルとサービス プロファイル テンプレートで

のみ使用できます。

• [Pending Global]：このポリシーの制御は Cisco UCS Central
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCiscoUCSドメイン

で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは Cisco UCS Central によって管理

されます。このポリシーを変更する場合は、必ずCiscoUCS
Central を使用して変更してください。

[Owner] フィールド
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説明名前

電源グループ内の電力需要が電源装置を超えた場合のサーバの

挙動。次のいずれかになります。

• [No Cap]：電源グループ内の他のサーバの電力要求にかか

わらず、サーバはフル キャパシティで動作します。

• [Cap]：サーバは、サーバ グループ内での他のサーバとの

相対的な優先順位に基づいて、最低限の電力容量を割り当

てられます。より多くの電力が使用可能になると、Cisco
UCSによって、制限されたサーバが元の割り当て量を超過

できるようになります。電源グループで使用可能な総電力

にドロップが発生したときのみ割り当てを減らします。

[Cap]を選択した場合、CiscoUCSManagerGUIに [Priority]フィー

ルドが表示されます。

[Power Capping] フィールド

電力制限が有効になったときの、サーバの電力グループ内での

優先順位。

1 ～ 10 の整数を入力し、1 が優先順位最高になります。

[Priority] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに含めます。

電力制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Power Control Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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手動によるブレードレベル電力制限の設定

手動によるブレードレベルの電力制限

手動によるブレードレベルの電力制限がグローバル制限ポリシーで設定されている場合は、Cisco
UCS ドメインの各ブレード サーバに対して電力制限を設定できます。

次の設定オプションを使用できます。

イネーブル

サーバが一度に消費可能な最大電力量を指定できます。この最大値には、0 ～ 1100 W の任

意の量を指定できます。

ディセーブル

サーバに対して電力使用制限を課しません。サーバは、必要なだけ電力を使用できます。

サーバの電力使用量が瞬間的に上昇し、設定されている最大値以上になった場合でも、CiscoUCS
Manager によってサーバが切断またはシャットダウンされることはありません。代わりに、Cisco
UCS Manager は、サーバにとって適切な量まで電力を低減します。この削減により、サーバの速

度（CPU 速度など）が低下する可能性があります。

手動によるブレード レベル電力制限は、[Equipment] > [Policies] > [Global Policies] > [Global Power
Allocation Policy] の順に設定します。電力制御ポリシーで設定された優先順位は関係ありませ

ん。

（注）

サーバのブレードレベル電力制限の設定

はじめる前に

グローバル電力割り当てポリシーが [Global Policies]タブで [Manual Blade Level Cap]に設定されて

いることを確認してください。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 電力使用量を設定するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Power Budget] 領域で次の手順を実行します。
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a) 見出しの右側の [Expand] アイコンをクリックしてフィールドを表示します。

b) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このサーバが電力制限されているかどうか。次のいずれかに

なります。

• [Unbounded]：どのような場合でもサーバは電力制限され

ません。

• [Enabled]：Cisco UCS Manager GUI に [Watts] フィールド

が表示されます。

電力制限は、要求を満たす十分な電力がシャーシに

ない場合にのみ有効になります。十分な電力がある

場合、サーバは必要なだけ電力を使用できます。

（注）

[Admin Status] フィールド

要求を満たす十分な電力がシャーシにない場合に、サーバが

使用できる最大ワット数です。

値の範囲は 0 ～ 10000000 です。

[Watts] フィールド

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ブレードレベルの電力制限の表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] を展開します。

ステップ 3 サーバ電力使用量を表示するシャーシを選択します。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

• シャーシ内のすべてのサーバの電力使用量を表示するには、[Work] ペインの [Power] タブを

クリックします。

• シャーシ内の 1 台のサーバの電力使用量を表示するには、シャーシを展開して目的のサーバ

をクリックします。その後、[Work] ペインの [Power] タブをクリックします。

ステップ 5 必要に応じて [Motherboards] ノードを展開し、電力カウンタを表示します。
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電源同期ポリシー
Cisco UCS Manager には、関連するサービス プロファイルとサーバ間の電源同期の問題に対処す

るためにグローバルな（デフォルト）電源同期ポリシーが含まれます。サービス プロファイルの

任意の電源状態が、サーバの実際の電源状態と異なる場合、電源同期ポリシーを使用すると、電

源状態を同期することができます。電源同期ポリシーにより、Mシリーズモジュラサーバ、ラッ

クマウント サーバ、およびブレード サーバに関連するサービス プロファイルの任意の電源状態

を同期するタイミングを制御できます。電源同期ポリシーは他の電源関連ポリシーに影響しませ

ん。

電源同期ポリシーは、すべてのサービス プロファイルにデフォルトで適用されます。デフォルト

の電源同期ポリシーを削除できませんが、デフォルトのポリシーは編集できます。独自の電源同

期ポリシーを作成し、サービスプロファイルに適用できます。また、サービスプロファイルに固

有の電源同期ポリシーを作成することもできます。作成したポリシーはデフォルトのポリシーよ

りも常に優先されます。

Cisco UCS Manager では、サービス プロファイルで参照される電源同期ポリシーがない場合、関

連するサービスプロファイルにエラーが発生します。指定したサービスプロファイルの電源同期

ポリシーを作成するか、またはサービス プロファイルの既存のポリシーへの参照を変更すると、

Cisco UCS Managerではエラーが自動的にクリアされます。

電源同期の動作
Cisco UCS Manager は、サーバの実際の電源状態が OFF の場合のみ電源状態を同期します。現在

の電源同期の動作は、シャロー アソシエーションの後の実際の電源状態と目的の電源状態に基づ

いています。

たとえば、次のイベントによりシャロー アソシエーションが行われます。

• ファブリック インターコネクト（FI）と IOM との接続切断。

• IOM のリセット

• FI の停電または再起動

• シャーシの再認識

• シャーシの停電

• サービス プロファイルの変更

次の表では、現在の電源同期動作について説明します。

イベント後の実際の電

源状態

イベント前の実際の電

源状態

目的の電源状態イベント

ON消灯ONシャロー アソシエー

ション
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イベント後の実際の電

源状態

イベント前の実際の電

源状態

目的の電源状態イベント

消灯消灯消灯シャロー アソシエー

ション

ONONONシャロー アソシエー

ション

ONON消灯シャロー アソシエー

ション

電源同期ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [Power Sync Policies] を右クリックし、[Create Power Sync Policy] を選択します。

ステップ 5 [Create Power Sync Policy] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1 ～ 16 文字の英数字を使用できます。-（ハイ

フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ

ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name] フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCS ドメイン内のサービ

ス プロファイルとサービス プロファイル テンプレートで

のみ使用できます。

• [Pending Global]：このポリシーの制御は Cisco UCS Central
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCiscoUCSドメイン

で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは Cisco UCS Central によって管理

されます。このポリシーを変更する場合は、必ずCiscoUCS
Central を使用して変更してください。

[Owner] フィールド

物理サーバに関連付けられたサービスプロファイルの目的の電

源状態を同期できるオプション。次のいずれかになります。

• [Default]：これはデフォルトで有効な現在の電源同期の動

作です。 通常の動作状況ではこのオプションを推奨しま

す。

• [Always Sync]：このオプションにより、シャロー アソシ

エーション中の物理サーバに関連付けられたサービスプロ

ファイルの目的の電源状態が常に同期されます。シャロー

アソシエーションをトリガーするイベントは、サービスプ

ロファイルの目的の電源状態に基づいてサーバのオンとオ

フを切り替えます。このオプションを使用すると、前面パ

ネルで誤ってオンにしたサーバをオフにできます。

• [Initial Only Sync]：このオプションにより、ディープ アソ

シエーション中に関連するサービスプロファイルの目的の

電源状態が同期されます。サービスプロファイルと新しい

サーバを初めて関連付けるときに、このオプションを使用

できます。このオプションにより、シャロー アソシエー

ション中の物理サーバに関連付けられたサービスプロファ

イルの目的の電源状態が同期されることはありません。

[Sync-Option] フィールド

ステップ 6 [OK] をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービス プロファイルまたはサービス プロファイル テンプレートに含めます。
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電源同期ポリシーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 [root] ノードからサービス プロファイル ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインの [Policies] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域から [Change Power Sync Policy] をクリックします。

表示される情報は、[Select the Power Sync Policy] ドロップダウン リストの選択内容により異なり

ます。次のオプションを選択できます。

• [No Power Sync Policy]：このサービス プロファイルを電源同期ポリシーと関連付けない場

合。Cisco UCS Manager GUI に他の情報は表示されません。

• [Use an Existing Power Sync Policy]：グローバル ポリシーを選択する場合。Cisco UCSManager
GUI に既存のポリシーを選択できる [Power Sync Policy] ドロップダウン リストが表示されま

す。

• [Create a Local Power Sync Policy]：このサービス プロファイルでのみアクセスできる電源同

期ポリシーを作成する場合。また、[Power Sync Policy] 領域の [Create Power Sync Policy] リン

クを使用して電源同期ポリシーを作成することもできます。

電源同期ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [Power Sync Policies] ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 36 章

タイムゾーンの管理

この章は、次の項で構成されています。

• タイム ゾーン, 763 ページ

• タイム ゾーンの設定, 763 ページ

• NTP サーバの追加, 764 ページ

• NTP サーバの削除, 764 ページ

タイムゾーン
Cisco UCS では、Cisco UCS Manager で正しい時刻を表示するために、ドメイン固有のタイムゾー

ン設定と NTP サーバが必要です。これらの両方を Cisco UCS ドメインに設定しないと、時間が正

確に表示されません。

タイムゾーンの設定

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] を展開します。

ステップ 3 [Time Zone Management] をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Time zone] ドロップダウン リストから、Cisco UCS ドメインに使用するタイム ゾーンを選択しま

す。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
763



NTP サーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] を展開します。

ステップ 3 [Time Zone Management] をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [NTP Servers] 領域のテーブル アイコン バーにある [+] ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Add NTP Server] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [NTP Server] フィールドに、ユーザがこの Cisco UCS ドメインに使用する NTP サーバの IPv4
または IPv6 のアドレス、またはホスト名を入力します。

b) [OK] をクリックします。

NTP サーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[All] を展開します。

ステップ 3 [Time Zone Management] をクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [NTP Servers] 領域で、削除するサーバを右クリックし、[Delete] を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes] をクリックします。
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第 37 章

シャーシの管理

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Manager GUI のシャーシ管理, 765 ページ

• シャーシの削除および解放に関するガイドライン, 765 ページ

• シャーシの確認, 766 ページ

• シャーシの稼働中止, 767 ページ

• シャーシの削除, 767 ページ

• 単一シャーシの再稼動, 767 ページ

• 複数のシャーシの再稼動, 768 ページ

• シャーシの番号付け直し, 769 ページ

• ロケータ LED の切り替え, 770 ページ

• ヘルス LED アラーム, 773 ページ

• シャーシの POST 結果の表示, 775 ページ

Cisco UCS Manager GUIのシャーシ管理
Cisco UCSManager GUIによって Cisco UCSドメインのすべてのシャーシを管理および監視できま

す。

シャーシの削除および解放に関するガイドライン
CiscoUCSManagerを使ってシャーシの削除や解除を実行するかを決定するときは、次のガイドラ

インを考慮します。
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シャーシの稼働中止

物理的に存在し接続されているシャーシを、一時的に Cisco UCS Manager 設定から削除する場合

は、シャーシの稼働停止を実行します。解放されたシャーシは最終的に再稼働することが予測さ

れるので、シャーシ情報部分は Cisco UCS Manager によって、将来使用するために残されていま

す。

シャーシの削除

削除は、システムから物理的にシャーシを取り外すときに実行されます。シャーシの物理的な削

除が完了すると、そのシャーシの設定は、Cisco UCS Manager で削除できます。

現在物理的に存在し接続されている場合、CiscoUCSManagerからシャーシを削除できません。（注）

削除されたシャーシを設定に追加し直す必要がある場合、再接続し、再検出する必要があります。

再検出中、Cisco UCS Manager は以前シャーシが持っていた ID と異なる新しい ID を割り当てま

す。

シャーシの確認
シャーシをファブリック インターコネクトに接続するリンクの数を増減させた場合は、次の手順

を実行します。 シャーシを確認することにより、Cisco UCS Manager がリンク数の変化を認識し

ていること、および使用可能なリンクすべてでトラフィックがフローしていることを確認できま

す。

ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってからシャー

シを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバトラフィッ

クのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されないことがあり

ます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] を展開します。

ステップ 3 確認するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Acknowledge Chassis] をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager に確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

CiscoUCSManagerによって、シャーシの接続が解除され、システム内にシャーシとファブリック

インターコネクトとの接続が再確立されます。
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シャーシの稼働中止

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] を展開します。

ステップ 3 稼働を停止するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Decommission Chassis] をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI に確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

稼働が停止するまでには、数分間かかります。シャーシが設定から削除されると、Cisco UCS
Manager はシャーシを [Decommissioned] タブに追加します。

シャーシの削除

はじめる前に

次の手順を実行する前に、シャーシを物理的に取り外します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] を展開します。

ステップ 3 削除するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [Remove Chassis] をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager に確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

削除が完了するまでに数分かかる場合があります。

単一シャーシの再稼動
この手順により、シャーシがコンフィギュレーションに再度追加され、このシャーシにシャーシ

ディスカバリポリシーが適用されます。この手順を実行すると、シャーシおよびシャーシ内のす

べてのサーバにアクセスできるようになります。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Chassis] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで [Decommissioned] タブをクリックします。

ステップ 5 再稼動するシャーシに対して、次の手順を実行します。

a) シャーシを右クリックし、[Re-commission Chassis] を選択します。

b) [Re-commission Chassis]ダイアログボックスの [Chassis ID]フィールドで、文字を入力するか矢

印を使用してシャーシに割り当てる ID を選択します。

c) [OK] をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI に確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

この手順が終 了するまでに数分かかる場合があります。シャーシが再稼働すると、Cisco UCS
Manager はシャーシ検出ポリシーを実行し、シャーシを [Navigation] ペインのリストに追加しま

す。

複数のシャーシの再稼動
この手順により、シャーシがコンフィギュレーションに再度追加され、このシャーシにシャーシ

ディスカバリポリシーが適用されます。この手順を実行すると、シャーシおよびシャーシ内のす

べてのサーバにアクセスできるようになります。

複数のシャーシを同時に再稼動する際に、シャーシの番号を付け直すことはできません。Cisco
UCS Manager がシャーシに前と同じ ID を割り当てます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで [Equipment] ノードを展開します。

ステップ 3 [Chassis] ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで [Decommissioned] タブをクリックします。

ステップ 5 再稼動する各シャーシの行で、[Re-commission] チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI に確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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この手順が終 了するまでに数分かかる場合があります。シャーシが再稼働すると、Cisco UCS
Manager はシャーシ検出ポリシーを実行し、シャーシを [Navigation] ペインのリストに追加しま

す。

シャーシの番号付け直し

Cisco UCS Manager を通じたブレード サーバの番号の再設定はできません。 ブレード サーバ

に割り当てられる IDは、シャーシ内のその物理スロットで決まります。 ブレード サーバの番

号を再設定するには、サーバをシャーシ内の別のスロットに物理的に移動する必要がありま

す。

（注）

はじめる前に

シャーシ間で ID を交換する場合は、まず両方のシャーシを解放し、シャーシ解放 FSM が完了す

るのを待ってから、番号の再設定手順に進みます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] を展開します。

ステップ 3 [Chassis] ノードに以下が含まれていないことを確認してください。

• 番号を付け直すシャーシ

• 使用する番号を持つシャーシ

これらのシャーシのいずれかが [Chassis] ノードにリストされている場合は、それらのシャーシの

稼働を停止します。続行する前に、稼働停止 FSM が完了し、シャーシが [Chassis] ノードにリス

トされなくなるまで待機する必要があります。これには数分かかる場合があります。

ステップ 4 [Equipment] タブで [Chassis] ノードをクリックします。

ステップ 5 [Work] ペインで [Decommissioned] タブをクリックします。

ステップ 6 番号を付け直すシャーシについて、次の手順を実行します。

a) シャーシを右クリックし、[Re-commission Chassis] を選択します。

b) [Re-commission Chassis]ダイアログボックスの [Chassis ID]フィールドで、文字を入力するか矢

印を使用してシャーシに割り当てる ID を選択します。

c) [OK] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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ロケータ LED の切り替え

ローカルディスクロケータ LED のステータス
ローカル ディスク ロケータ LED は、ローカル ディスクを挿入するスロットにあり、特定のディ

スクがブレードサーバまたはラックサーバに挿入されている場所を識別します。サーバ内の多数

のディスクの中からメンテナンスのために特定のディスクを削除する必要がある場合に、ロケー

タ LED が役立ちます。

次の場合に、ローカル ディスク ロケータ LED を正常にオンまたはオフにできます。

• サーバの電源がオンになっている。サーバの電源がオフになっているときに、ロケータLED
をオンまたはオフにしようとすると、UCS Manager はエラーを生成します。

• CIMC バージョンは 2.7 以降です。

• RAIDコントローラがアウトオブバンド（OOB）ストレージ インターフェイスをサポートす

る。

シャーシのロケータ LED の電源投入

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] を展開します。

ステップ 3 位置を特定する必要があるシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [Turn on Locator LED] をクリックします。

ロケータ LED の電源がすでにオンになっている場合、この処理は実行できません。

シャーシの LED が点滅を開始します。
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シャーシのロケータ LED の電源切断

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] を展開します。

ステップ 3 ロケータ LED の電源をオフにするシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [Turn off Locator LED] をクリックします。

ロケータ LED の電源がすでにオフになっている場合、この処理は実行できません。

シャーシの LED の点滅が停止します。

ローカルディスクロケータ LED のオンとオフの切り替え

はじめる前に

オンとオフ

• ディスクが配置されているサーバの電源がオンになっていることを確認します。サーバの電

源がオフの場合、ローカル ディスク ロケータ LED をオンまたはオフにすることはできませ

ん。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] > [Server Number] を展開します。

ステップ 3 [Work] 領域で、[Inventory] > [Storage] > [Disks] タブを順にクリックします。

ストレージ コントローラ インベントリが表示されます。

ステップ 4 ディスクをクリックします。

ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Turn on Locator LED] または [Turn off Locator LED] をクリックします。

[Locator LED] の状態が、[Properties] 領域に表示されます。

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。
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NVMe PCIe SSD インベントリ
CiscoUCSManagerGUIは、Non-VolatileMemory Express（NVMe）Peripheral Component Interconnect
Express（PCIe）SSDストレージ デバイスのインベントリを検出、識別、および表示します。サー

バ内のストレージデバイスの状態を表示できます。NVMe対応PCIeSSDストレージデバイスは、

SAS または SATA の SSD と比較して、遅延を短縮し、1 秒あたりの入出力操作数（IOPS）を増加

させ、電力消費を削減できます。

NVMe PCIe SSD ストレージインベントリの表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

a) [Storage] タブをクリックします。

[Storage Controller NVME ID number] という名前の NVMe PCIe SSD ストレージ デバイスの一覧

が表示されます。名前、サイズ、シリアル番号、動作ステータス、状態、その他の詳細が表示

されます。

b) NVMe PCIe SSD ストレージ デバイスをクリックします。

次のインベントリ詳細が表示されます。

説明名前

サーバで設定されている

NVMePCIeSSDストレージ デ

バイス。

ID

NVMePCIeSSDストレージ デ

バイスのモデル。

モデル

NVMePCIeSSDストレージ デ

バイスのリビジョン。

リビジョン

NVMePCIeSSDストレージ デ

バイスが RAID 対応かどう

か。

RAID Support
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説明名前

NVMePCIeSSDストレージ デ

バイスがアウトオブバンド管

理をサポートしているかどう

か。

OOB Interface Support

仮想インターフェイス カード

（VIC）上の NVMe PCIe SSD
ストレージ デバイス。

PCIe Address

NVMePCIeSSDストレージ デ

バイスに含まれているディス

ク数。

Number of Local Disks

NVMePCIeSSDストレージ デ

バイスには適用されません。

Rebuild Rate

NVMePCIeSSDストレージ デ

バイスを製造したベンダー。

ベンダー

NVMePCIeSSDストレージ デ

バイスの製品 ID（製品名、モ

デル名、製品番号とも呼ばれ

ます）。

PID

ストレージ デバイスのシリア

ル番号。

シリアル（Serial）

ヘルス LED アラーム
ブレード ヘルス LEDは、各 Cisco UCS Bシリーズ ブレード サーバの前面にあります。Cisco UCS
Managerでは、センサー故障が発生すると、ブレード ヘルスLEDが緑色からオレンジ色またはオ

レンジ色の点滅に変化します。

ヘルス LED アラームには次の情報が表示されます。
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説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

• [Critical]：ブレード ヘルスLEDがオレンジで点滅します。

これは赤色のドットで示されます。

• [Minor]：ブレード ヘルス LED がオレンジに点灯します。

これはオレンジ色のドットで示されます。

[Severity] カラム

アラームの簡単な説明。[Description] カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[Sensor ID] カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name] カラム

ヘルス LED アラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 ヘルス LED アラームを表示する対象のサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[View Health LED Alarms] をクリックします。

[View Health LED Alarms] ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LED アラームが一覧

表示されます。

ステップ 6 [OK] をクリックして、[View Health LED Alarms] ダイアログボックスを閉じます。

ヘルス LED ステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシ サーバ モードを開

始します。

UCS-A# scope serverchassis-id/blade-idステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

選択したサーバのヘルスLEDおよびセン

サー アラームを表示します。

UCS-A /chassis/server # show
health-led expand

ステップ 2   

次の例では、シャーシ 1サーバ 1のヘルスLEDステータスとセンサー アラームを表示する方法を

示します。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A /chassis/server # show health-led
Health LED:

Severity: Minor
Reason:: P0V75_STBY:Voltage Threshold Crossed;TEMP_SENS_FRONT:Temperature Threshold

Crossed;
Color: Amber
Oper State:: On

Sensor Alarm:
Severity: Minor
Sensor ID: 7
Sensor Name: P0V75_STBY
Alarm Desc: Voltage Threshold Crossed

Severity: Minor
Sensor ID: 76
Sensor Name: TEMP_SENS_FRONT
Alarm Desc: Temperature Threshold Crossed

Severity: Minor
Sensor ID: 91
Sensor Name: DDR3_P1_D2_TMP
Alarm Desc: Temperature Threshold Crossed

UCS-A /chassis/server #

シャーシの POST 結果の表示
シャーシ内のすべてのサーバおよびアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集されたす

べてのエラーを表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] を展開します。

ステップ 3 Power On Self-Test（POST）の結果を表示するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [View POST Results] をクリックします。
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[POSTResults]ダイアログボックスに、シャーシ内の各サーバとそのアダプタに対する POSTの結

果が一覧表示されます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object] カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックして [POST Results] ダイアログボックスを閉じます。
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第 38 章

ブレードサーバの管理

この章は、次の項で構成されています。

• ブレード サーバ管理, 778 ページ

• ブレード サーバの削除および解放に関するガイドライン, 780 ページ

• 予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項, 780 ページ

• ブレード サーバのブート, 781 ページ

• ブレード サーバのシャット ダウン, 783 ページ

• ブレード サーバのリセット, 785 ページ

• ブレード サーバの出荷時のデフォルト設定へのリセット, 785 ページ

• ブレード サーバの再確認, 786 ページ

• シャーシからのサーバの削除, 787 ページ

• ブレード サーバからのインバンド設定の削除, 788 ページ

• ブレード サーバの解放, 788 ページ

• ブレード サーバの再稼動, 789 ページ

• シャーシ内のサーバ スロットの再確認, 789 ページ

• 存在しないブレード サーバの設定データベースからの削除, 790 ページ

• ブレード サーバのロケータ LED の切り替え, 791 ページ

• ブレード サーバの CMOS のリセット, 791 ページ

• ブレード サーバの CIMC のリセット, 792 ページ

• ブレード サーバの TPM のクリア, 792 ページ

• ブレード サーバの破損した BIOS の復旧, 793 ページ

• ブレード サーバの POST 結果の表示, 794 ページ

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
777



• ブレード サーバからの NMI の発行, 795 ページ

• ヘルス LED アラーム, 795 ページ

• ヘルス LED アラームの表示, 796 ページ

ブレードサーバ管理
Cisco UCS Manager を使用して Cisco UCS ドメインのすべてのブレード サーバを管理およびモニ

タできます。電源状態の変更など一部のブレードサーバ管理タスクは、サーバおよびサービスプ

ロファイルから実行できます。

残りの管理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

シャーシ内のブレードサーバスロットが空の場合、そのスロットに関する情報、エラー、および

障害が Cisco UCS Manager から提供されます。サーバ ミスマッチ エラーを解決し、そのスロット

内のブレード サーバを Cisco UCS Manager で再検出するために、スロットを再認識させることも

できます。

Cisco UCS B460 M4 ブレードサーバの管理
Cisco UCS B460 M4 ブレード サーバは、Cisco UCS 拡張コネクタで接続された 2 台の Cisco UCS
B260 最大幅ブレード サーバから構成されています。各ブレード サーバはノードと呼ばれ、マス

ター ノードまたはスレーブ ノードになることができます。

各 Cisco UCS B460 M4 ブレード サーバには 2 つの異なるノードが存在するため、以下について注

意する必要があります。

• マスター ノードは常に、最も大きな番号が付いたスロットのノードです。

• Cisco UCS B460 ブレード サーバが Cisco UCS Manager で参照される際は、マスターのスロッ

ト番号が参照されます。

• Cisco UCS B460 M4 ブレード サーバから Cisco UCS 拡張コネクタを取り外すと、Cisco UCS
Manager GUIの [Physical Display]領域には、両方のマスター ノード スロットと両方のスレー

ブ ノード スロットで [Needs Resolution] が表示されます。

• ヘルス LED には、マスター ノードとスレーブ ノードの個々の状態、および両方のノードを

組み合せた状態が表示されます。複合ヘルスLEDには常に、最も状態が悪いノードのステー

タスが表示されます。ヘルス LED アラームは個別に表示されます。

• Cisco UCS Manager GUI では、マスターまたはスレーブ ノードのロケータ LED のオン/オフ

を切り替えることができます。Cisco UCS Manager CLI では、ロケータ LED のオン/オフを

個々に切り替えるか、両方のロケータLEDのオン/オフを同時に切り替えることができます。

• Cisco UCS B460M4ブレード サーバに対する電力制限は、サーバ レベルで適用されます。各

ノードの制限値は合計値の半分です。

• ファームウェアを更新すると、マスターとスレーブ ノードの両方が同時に更新されます。

個々のノードのファームウェアは更新できません。
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• ローカル ディスクの設定は、マスター ノードでのみサポートされます。

• CiscoUCSB460ブレードサーバは、マスターまたはスレーブノードによって生成されたSEL
ログを区別しません。ログは同じページに表示され、スロット番号で区別されます。

• Cisco UCS Manager GUI では、[Storage] タブの [Local Disk Configuration Policy] と [Actual Disk
Configurations]領域に、Cisco UCS B460ブレード サーバのマスター ノードのデータだけが表

示されます。スレーブ ノード用のフィールドは表示されません。

Cisco UCS B460 M4 ブレードサーバへのアップグレード
Cisco UCS B260 M4 ブレード サーバがある場合、アップグレード キットを購入して Cisco UCS
B460 M4 ブレード サーバにすることができます。詳細については、該当の『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

はじめる前に

2 台の Cisco UCS B260 M4 ブレード サーバと Cisco UCS スケーラビリティ コネクタが必要です。

手順

ステップ 1 既存の Cisco UCS B260M4ブレード サーバがサービス プロファイルに関連付けられていないこと

を確認します。

ステップ 2 1 台目のブレード サーバの上か下のシャーシに 2 台目の Cisco UCS B260 M4 ブレード サーバを挿

入します。

2台目のブレード サーバにCiscoUCSスケーラビリティ ターミネータが付いていない場

合は、1 台目のブレード サーバのターミネータを使用します。

（注）

ステップ 3 両方の Cisco UCS B260 M4 ブレード サーバを停止させます。

ステップ 4 ファームウェアを同期します。

自動的に新しいサーバを更新するには、UCSCisco UCS Manager の [Firmware Auto Sync Server] ポ

リシーを使用します。詳細については、該当する『Cisco UCS B-Series Firmware Management Guide』

を参照してください。

ステップ 5 Cisco UCS スケーラビリティ コネクタを Cisco UCS スケーラビリティ ターミネータで置き換えま

す。

スロットのプレゼンスはミスマッチに変わりますが、検出はトリガーされません。

ステップ 6 新しい Cisco UCS B460 M4 ブレード サーバを再認識します。
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ブレードサーバの削除および解放に関するガイドライン
Cisco UCS Manager を使ってブレード サーバを削除するか開放するかを決定する場合は、次のガ

イドラインを考慮してください。

ブレードサーバの解放

解放は、ブレード サーバが物理的に存在し接続しているときに、一時的に設定から削除する場合

に実行します。解放されたブレード サーバは最終的に再稼働することが予測されるので、サーバ

の情報部分は、将来の使用に備え、Cisco UCS Manager によって保持されます。

ブレードサーバの削除

削除は、ブレード サーバをシャーシから接続解除して、Cisco UCS Manager から物理的に削除す

る（取り外す）場合に実行します。ブレード サーバが物理的に存在し、シャーシに接続している

ときは、CiscoUCSManagerから削除できません。ブレード サーバの物理的な削除が完了すると、

そのブレード サーバの設定を Cisco UCS Manager で削除できます。

削除時、そのブレード サーバへのアクティブ リンクは無効化され、すべてのエントリがデータ

ベースから削除されます。サーバは検出時に割り当てられたすべてのサーバ プールから自動的に

削除されます。

自動的に削除されるのは、ディスカバリ中に自動的にサーバ プールへ追加されたサーバだけ

です。サーバ プールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）

削除したブレード サーバを再び設定に追加するには、それを再び接続して検出する必要がありま

す。CiscoUCSManagerに再導入したサーバは、新しいサーバとして処理され、詳細なディスカバ

リ プロセスが実施されます。このため、Cisco UCS Manager によって以前とは異なる新しい ID が

サーバに割り当てられることがあります。

予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項
サーバがサービス プロファイルに関連付けられていない場合は、サーバの物理的な [Power] また

は [Reset] ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用できま

す。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当てられ

ている場合は、サーバの電源状態の変更は次の方法でのみ行う必要があります。

• Cisco UCS Manager GUI で、サーバに関連付けられたサーバまたはサービス プロファイルの

[General] タブに移動し、[Actions] 領域で [Boot Server] または [Shutdown Server] を選択しま

す。

• Cisco UCS Manager CLI で、サーバ、またはサーバに関連付けられたサービス プロファイル

に対して power up または power down コマンドを使用します。
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電源がオフになっている関連サーバには、次のオプションのいずれも使用しないでください。重要

• GUI の [Reset]

• CLI の cycle cycle-immediate または reset hard-reset-immediate

• サーバの物理的な [Power] または [Reset] ボタン

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーバの

物理的な [Power] ボタンを使用すると、サーバの実際の電力状態がサービス プロファイルで必要

とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバと Cisco UCS Manager 間の

通信が中断したり、サービス プロファイルの設定が変更されると、CiscoUCSManagerによって、

必要とされる電源の状態がサービス プロファイルからサーバに適用される場合があり、この結果

予期しない電力変化が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があり

ます。

通信が中断された後のサーバの

電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オンPowered OffUp

電源オン

実行中のサーバは、

サービス プロファイ

ルに必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンDown

ブレードサーバのブート

ブレードサーバのブート

[Actions] 領域で [Boot Server] リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ

ウンする必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Boot Server] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ

れます。

サービスプロファイルからのサーバのブート

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービス プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域の [Boot Server] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server] ダイアログボックスで [OK] をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

ブレードサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービス プロファイルの [General] タブからもブート順序タブを

表示できます。

ヒント
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details] 領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand] アイコンをクリッ

クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order] タブをクリック

します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order] タブをクリックします。

[Actual Boot Order] では、[Internal EFI Shell] は常にブート順リストの最下部に表示され

ます。

（注）

ブレードサーバのシャットダウン

ブレードサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティング システムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Manager により、この OS のグレースフル シャットダウン シーケ

ンスがトリガーされます。

[Actions] 領域の [Shutdown Server] リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい

ません。

サービス プロファイルに関連付けられたブレード サーバをシャットダウンすると、VIF ダウ

ン アラート F0283 および F0479 が自動的に制限されます。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Shutdown Server] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General] タブの [Overall Status] フィールドに電源オフ

状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティング システムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Manager により、この OS のグレースフル シャットダウン シーケ

ンスがトリガーされます。

[Actions] 領域の [Shutdown Server] リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい

ません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービス プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Shutdown Server] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General] タブの [Overall Status] フィールドに [down] ス

テータスまたは [power-off] ステータスが表示されます。
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ブレードサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Manager により、リセット ライン上にパルスが送信されま

す。 オペレーティング システムのグレースフル シャットダウンを選択することができます。 オ

ペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンがサポートされていない場合、サーバ電

源の再投入が行われます。 Cisco UCS Manager に、サーバをリセットする前にすべての管理操作

を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証さ

れていません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset] を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。 選択したサーバを

電源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel] をクリックし、[Boot Server] アクション

を選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [Reset] をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle] オプションをクリックします。

b) （任意） Cisco UCS Manager に、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合

は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK] をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General] タ

ブの [Overall Status] フィールドに OK ステータスが表示されます。

ブレードサーバの出荷時のデフォルト設定へのリセット
ブレード サーバを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォルトでは、出荷時へ

のリセット操作は、ストレージ ドライブおよび flexflash ドライブに影響しません。これはデータ

の損失を防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の状態にリセットすることもでき

ます。
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ストレージ デバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要

サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Reset to Factory Default] をクリックします。

b) [OK] をクリックします。

ステップ 7 表示される [Maintenance Server] ダイアログ ボックスから適切なオプションを選択します。

• すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage] チェックボックスを選択します。

• すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes] チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage] チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択できま

す。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODをサポー

トしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一R0ボリュー

ムで初期化されます。

ストレージ プロファイルを使用するには、[Create Initial Volumes] を選択しないでく

ださい。ストレージ プロファイルを使用しているときに初期ボリュームを作成する

と、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

• すべての flexflashストレージを削除するには、[ScrubFlexFlash]チェックボックスを選択しま

す。

Cisco UCS Manager は、サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

ブレードサーバの再確認
CiscoUCSManagerにサーバ、およびそのサーバのすべてのエンドポイントを再検出させる必要が

ある場合は、次の手順を実行します。 たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していな

かった状態から抜け出せなくなっている場合に、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance] ダイアログボックスで、[Re-acknowledge] をクリックし、次に [OK] をクリックしま

す。

Cisco UCSManagerはサーバを接続解除してから、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ

リック インターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合がありま

す。サーバが確認されると、[General] タブの [Overall Status] フィールドに OK ステータスが表示

されます。

シャーシからのサーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 シャーシから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance] ダイアログボックスで、[Decommission] をクリックし、[OK] をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ステップ 7 シャーシの物理的な配置場所で、スロットからサーバ ハードウェアを取り外します。

サーバ ハードウェアの取り外し方法については、お使いのシャーシの『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

次の作業

ブレード サーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、Cisco UCS Manager
にこのサーバを再検出させる必要があります。

詳細については、シャーシ内のサーバ スロットの再確認, （789 ページ）を参照してください。
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ブレードサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ブレード サーバからインバンド管理 IP アドレスの設定を削除します。このアク

ションがグレー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Name] の順に展

開します。

ステップ 3 [Work] 領域の [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Delete Inband Configuration] をクリックします。

ステップ 6 [Delete] の確認ダイアログボックスで [Yes] をクリックします。

サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Manager でインバンド サービス プロファイルがデフォルト VLAN とプール

名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約 1分後、サーバCIMCが

自動的にインバンド プロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ブレードサーバの解放

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Decommission] をクリックします。

b) [OK] をクリックします。

サーバが Cisco UCS の設定から削除されます。
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次の作業

ブレード サーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、Cisco UCS Manager
にこのサーバを再検出させる必要があります。

詳細については、シャーシ内のサーバ スロットの再確認, （789 ページ）を参照してください。

ブレードサーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで [Chassis] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで [Decommissioned] タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各ブレード サーバの行で、[Recommission] カラムのチェックボックスをオンにしてか

ら、[Save Changes] をクリックします。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 6 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM] タブでモニタします。

次の作業

•

シャーシ内のサーバスロットの再確認
物理ハードウェアをシャーシから取り外さずにブレードサーバを解放した場合、CiscoUCSManager
にサーバを再検出させ、再稼働させるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 スロットを再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Managerに [Resolve Slot Issue] ダイアログボックスが表示された場合は、次のいずれか

の手順を実行します。

説明オプション

このリンクをクリックして、確認ダイアログボックスで [Yes]をクリッ

クします。Cisco UCS Manager がスロットを再認識し、スロット内の

サーバを検出します。

[Situation] 領域の [here]
リンク
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説明オプション

[General]タブに移動するには、このボタンをクリックします。[Actions]
領域の [Reacknowledge Slot]リンクを使用すると、CiscoUCSManagerに

スロットを再確認させ、スロット内のサーバを検出させることができ

ます。

OK

存在しないブレードサーバの設定データベースからの削

除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。サー

バが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

サーバを物理的に削除する場合は、シャーシからのサーバの削除, （787ページ）を参照してくだ

さい。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance] ダイアログボックスで、[Remove] をクリックし、[OK] をクリックします。

CiscoUCSManagerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除します。

サーバ スロットは、新しいサーバ ハードウェアの挿入に使用できます。
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ブレードサーバのロケータ LED の切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 ロケータ LED のオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LED を点灯します。

• [Turn off Locator LED]：選択したサーバの LED を消灯します。

• [Turn onMaster Locator LED]：CiscoUCSB460M4ブレード サーバで、マスター ノードのLED
を点灯します。

• [Turn off Master Locator LED]：Cisco UCS B460 M4 ブレード サーバで、マスター ノードの

LED を消灯します。

• [Turn on Slave Locator LED]：Cisco UCS B460 M4 ブレード サーバで、スレーブ ノードの LED
を点灯します。

• [Turn off Locator LED]：Cisco UCS B460 M4 ブレード サーバで、スレーブ ノードの LED を消

灯します。

ブレードサーバの CMOS のリセット
非常に珍しいケースですが、サーバのトラブルシューティング時に、CMOS のリセットが必要に

なることがあります。 この手順は、通常のサーバ メンテナンスには含まれません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 CMOS をリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Recover Server] をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server] ダイアログボックスで、[Reset CMOS] をクリックし、[OK] をクリックします。

ブレードサーバの CIMC のリセット
現在実行されているファームウェアで問題が発生した場合など、非常に珍しいケースですが、サー

バのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になることがあります。この手順は、

通常のサーバ メンテナンスには含まれません。 CIMCのリセット後、サーバは、そのサーバで実

行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。

CIMC をリセットすると、CIMC がリブートするまでの間、Cisco UCS の電力モニタリング機能が

短時間使用不能になります。 通常は 20 秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超え

る可能性があります。 非常に低い電力制限が設定された環境で、設定された電力制限を超えない

ようにするには、CIMC のリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してくださ

い。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 CIMC をリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Recover Server] をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server] ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)] をクリックし、[OK] をク

リックします。

ブレードサーバの TPM のクリア
TPM のサポートが含まれている Cisco UCSM4 ブレード サーバおよびラックマウント サーバでの

み、TPM をクリアできます。
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TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データ

を損失する可能性もあります。

注意

はじめる前に

TPM が有効である必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 TPM をクリアするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Recover Server] をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server] ダイアログボックスで、[Clear TPM] をクリックし、[OK] をクリックします。

ブレードサーバの破損した BIOS の復旧
非常に珍しいケースですが、サーバの問題により、破損した BIOS の復旧が必要になることがあ

ります。 この手順は、通常のサーバ メンテナンスには含まれません。 BIOS の復旧後、サーバ

は、そのサーバで実行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。 BIOS
が復旧を必要としていない場合、またはそのサーバではこのオプションが使用できない場合は、

このオプション ボタンが淡色表示されることがあります。

はじめる前に

サーバ上で破損している BIOSの復旧を試行する前に、そのサーバに接続またはマップされて

いる USB ストレージをすべて取り外します。 外部 USB ドライブが vMedia からサーバに取り

付けられた、またはマップされている場合、BIOS の回復に失敗します。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 BIOS を回復させるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Recover Server] をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Recover Corrupt BIOS] をクリックします。

このオプションが特定のサーバで使用できない場合、サーバのBIOSを更新および起

動する手順を実行してください。

（注）

b) [OK] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [Recover Corrupt BIOS] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

ドロップダウンリストからアクティブにするファームウェア

バージョンを選択します。

[Version To Be Activated] ド

ロップダウン リスト

b) [OK] をクリックします。

ブレードサーバの POST 結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示でき

ます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 POST の結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [View POST Results] をクリックします。
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[POSTResults]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表示さ

れます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object] カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックして [POST Results] ダイアログボックスを閉じます。

ブレードサーバからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、CiscoUCSManagerで、CIMCからNonMaskable Interrupt
（NMI）を BIOS またはオペレーティング システムに発行する必要がある場合は、次の手順を実

行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コア ダンプまたはスタック トレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 NMI を発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Diagnostic Interrupt] をクリックします。

b) [OK] をクリックします。

Cisco UCS Manager は BIOS またはオペレーティング システムに NMI を送信します。

ヘルス LED アラーム
ブレード ヘルス LEDは、各 Cisco UCS Bシリーズ ブレード サーバの前面にあります。Cisco UCS
Managerでは、センサー故障が発生すると、ブレード ヘルスLEDが緑色からオレンジ色またはオ

レンジ色の点滅に変化します。

ヘルス LED アラームには次の情報が表示されます。
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説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

• [Critical]：ブレード ヘルスLEDがオレンジで点滅します。

これは赤色のドットで示されます。

• [Minor]：ブレード ヘルス LED がオレンジに点灯します。

これはオレンジ色のドットで示されます。

[Severity] カラム

アラームの簡単な説明。[Description] カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[Sensor ID] カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name] カラム

ヘルス LED アラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 ヘルス LED アラームを表示する対象のサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[View Health LED Alarms] をクリックします。

[View Health LED Alarms] ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LED アラームが一覧

表示されます。

ステップ 6 [OK] をクリックして、[View Health LED Alarms] ダイアログボックスを閉じます。
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第 39 章

ラックマウントサーバの管理

この章は、次の項で構成されています。

• ラックマウント サーバ管理, 798 ページ

• ラックマウント サーバの削除および解放に関するガイドライン, 798 ページ

• 予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項, 799 ページ

• ラックマウント サーバのブート, 800 ページ

• ラックマウント サーバのシャット ダウン, 802 ページ

• ラックマウント サーバのリセット, 803 ページ

• ラックマウント サーバの再確認, 804 ページ

• ラック サーバからのインバンド設定の削除, 804 ページ

• ラックマウント サーバの解放, 805 ページ

• ラックマウント サーバの再稼動, 805 ページ

• ラックマウント サーバの番号付け直し, 806 ページ

• 存在しないラックマウント サーバの設定データベースからの削除, 806 ページ

• ラックマウント サーバのロケータ LED の切り替え, 807 ページ

• ラックマウント サーバの CMOS のリセット, 807 ページ

• ラックマウント サーバの CIMC のリセット, 808 ページ

• ラックマウント サーバの TPM のクリア, 808 ページ

• ラックマウント サーバの破損した BIOS の復旧, 809 ページ

• ラックマウント サーバの POST 結果の表示, 810 ページ

• ラックマウント サーバからの NMI の発行, 810 ページ
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ラックマウントサーバ管理
Cisco UCS Manager を使用して、Cisco UCS ドメインに統合されているすべてのラックマウント

サーバを管理およびモニタすることができます。電力制限を除くすべての管理およびモニタリン

グ機能がラックマウント サーバでサポートされます。電源状態の変更など一部のラックマウント

サーバ管理タスクは、サーバとサービス プロファイルの両方から行うことができます。残りの管

理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

Cisco UCS Manager は、検出した各ラックマウント サーバの情報、エラー、および障害を提供し

ます。

サポート対象の Cisco UCSラックマウント サーバを Cisco UCSManagerに統合する方法につい

ては、使用している Cisco UCS Manager のリリースに応じた Cisco UCS C シリーズ サーバの統

合ガイドを参照してください。

ヒント

ラックマウントサーバの削除および解放に関するガイド

ライン
Cisco UCS Manager を使ってラックマウント サーバを削除するか解放するかを決定する場合は、

次のガイドラインを考慮してください。

ラックマウントサーバの解放

解放は、ラックマウント サーバが物理的に存在し接続しているときに、一時的に設定から削除す

る場合に実行します。解放されたラックマウント サーバは最終的に再稼働することが予測される

ので、サーバの情報部分は、将来の使用に備え、Cisco UCS Manager によって保持されます。

ラックマウントサーバの削除

削除は、ラックマントサーバをファブリックエクステンダから接続解除して、システムから物理

的に削除する（取り外す）場合に実行します。ラックマウント サーバが物理的に存在し、ファブ

リック エクステンダに接続しているときは、Cisco UCS Manager から削除できません。ラックマ

ウント サーバの接続を解除した後、その設定を Cisco UCS Manager から削除できます。

削除時、管理インターフェイスは接続解除され、すべてのエントリがデータベースから削除され

ます。サーバは検出時に割り当てられたすべてのサーバ プールから自動的に削除されます。

自動的に削除されるのは、検出時に自動的にサーバプールに追加されたサーバだけです。サー

バ プールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）
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削除したラックマウント サーバを再び設定に追加する場合は、それを再び接続して検出する必要

があります。CiscoUCSManagerに再導入したサーバは新規サーバとみなされ、詳細なディスカバ

リ プロセスが実施されます。このため、Cisco UCS Manager によって以前とは異なる新しい ID が

サーバに割り当てられることがあります。

予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項
サーバがサービス プロファイルに関連付けられていない場合は、サーバの物理的な [Power] また

は [Reset] ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用できま

す。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当てられ

ている場合は、サーバの電源状態の変更は次の方法でのみ行う必要があります。

• Cisco UCS Manager GUI で、サーバに関連付けられたサーバまたはサービス プロファイルの

[General] タブに移動し、[Actions] 領域で [Boot Server] または [Shutdown Server] を選択しま

す。

• Cisco UCS Manager CLI で、サーバ、またはサーバに関連付けられたサービス プロファイル

に対して power up または power down コマンドを使用します。

電源がオフになっている関連サーバには、次のオプションのいずれも使用しないでください。重要

• GUI の [Reset]

• CLI の cycle cycle-immediate または reset hard-reset-immediate

• サーバの物理的な [Power] または [Reset] ボタン

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーバの

物理的な [Power] ボタンを使用すると、サーバの実際の電力状態がサービス プロファイルで必要

とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバと Cisco UCS Manager 間の

通信が中断したり、サービス プロファイルの設定が変更されると、CiscoUCSManagerによって、

必要とされる電源の状態がサービス プロファイルからサーバに適用される場合があり、この結果

予期しない電力変化が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があり

ます。

通信が中断された後のサーバの

電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オンPowered OffUp

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
799

ラックマウントサーバの管理

予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項



通信が中断された後のサーバの

電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オン

実行中のサーバは、

サービス プロファイ

ルに必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンDown

ラックマウントサーバのブート

ラックマウントサーバのブート

[Actions] 領域で [Boot Server] リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ

ウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Boot Server] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ

れます。

サービスプロファイルからのサーバのブート

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイルを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービス プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域の [Boot Server] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server] ダイアログボックスで [OK] をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービス プロファイルの [General] タブからもブート順序タブを

表示できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details] 領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand] アイコンをクリッ

クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order] タブをクリック

します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order] タブをクリックします。

[Actual Boot Order] では、[Internal EFI Shell] は常にブート順リストの最下部に表示され

ます。

（注）
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ラックマウントサーバのシャットダウン

ラックマウントサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティング システムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Manager により、この OS のグレースフル シャットダウン シーケ

ンスがトリガーされます。

[Actions] 領域の [Shutdown server] リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい

ません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Shutdown Server] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General] タブの [Overall Status] フィールドに電源オフ

状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティング システムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Manager により、この OS のグレースフル シャットダウン シーケ

ンスがトリガーされます。

[Actions] 領域の [Shutdown Server] リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい

ません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 サービス プロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2
802

ラックマウントサーバの管理

ラックマウントサーバのシャットダウン



ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービス プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Shutdown Server] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General] タブの [Overall Status] フィールドに [down] ス

テータスまたは [power-off] ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Manager により、リセット ライン上にパルスが送信されま

す。 オペレーティング システムのグレースフル シャットダウンを選択することができます。 オ

ペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンがサポートされていない場合、サーバ電

源の再投入が行われます。 Cisco UCS Manager に、サーバをリセットする前にすべての管理操作

を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証さ

れていません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset] を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。 選択したサーバを

電源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel] をクリックし、[Boot Server] アクション

を選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [Reset] をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle] オプションをクリックします。

b) （任意） Cisco UCS Manager に、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合

は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK] をクリックします。
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リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General] タ

ブの [Overall Status] フィールドに OK ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバの再確認
CiscoUCSManagerにサーバ、およびそのサーバのすべてのエンドポイントを再検出させる必要が

ある場合は、次の手順を実行します。 たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していな

かった状態から抜け出せなくなっている場合に、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance] ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Re-acknowledge] をクリックします。

b) [OK] をクリックします。

Cisco UCSManagerはサーバを接続解除してから、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ

リック インターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合がありま

す。サーバが認識されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示

されます。

ラックサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ラックサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアクショ

ンがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name] の順に展開します。

ステップ 3 [Work] 領域の [Inventory] タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC] サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Delete Inband Configuration] をクリックします。

ステップ 6 [Delete] の確認ダイアログボックスで [Yes] をクリックします。
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サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Manager でインバンド サービス プロファイルがデフォルト VLAN とプール

名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除してから約 1 分後に、サーバ

CIMC が自動的にインバンド プロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ラックマウントサーバの解放

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance] ダイアログボックスで、[Decommission] をクリックし、[OK] をクリックします。

サーバが Cisco UCS の設定から削除されます。

ラックマウントサーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで [Rack-Mounts] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで [Decommissioned] タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各ラックマウント サーバの行で、次の手順を実行します。

a) [Recommission] カラムでチェックボックスをオンにします。

b) [Save Changes] をクリックします

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 6 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM] タブでモニタします。
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ラックマウントサーバの番号付け直し

はじめる前に

サーバ間で ID を交換する場合は、まず両方のサーバを解放し、サーバ解放 FSM が完了するのを

待ってから、番号の再設定手順に進みます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 [Servers] ノードを展開し、以下が含まれていないことを確認します。

• 番号を付け直すラックマウント サーバ

• 使用する番号を持つラックマウント サーバ

これらのサーバのいずれかが [Servers] ノードに表示されている場合は、それらのサーバを解放し

ます。続行前に、解放FSMが完了し、サーバがノードにリストされなくなるまで待機する必要が

あります。これには数分かかる場合があります。

ステップ 4 番号を付け直すラックマウント サーバを選択します。

ステップ 5 [Equipment] タブで [Rack-Mounts] ノードをクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで [Decommissioned] タブをクリックします。

ステップ 7 番号を付け直す各ラックマウント サーバの行で、次の手順を実行します。

a) [ID]フィールド内でダブルクリックし、ラックマウントサーバに割り当てる新しい番号を入力

します。

b) [Recommission] カラムでチェックボックスをオンにします。

c) [Save Changes] をクリックします

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 9 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM] タブでモニタします。

存在しないラックマウントサーバの設定データベースか

らの削除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。サー

バが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance] ダイアログボックスで、[Remove] をクリックし、[OK] をクリックします。

CiscoUCSManagerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除します。

サーバ スロットは、新しいサーバ ハードウェアの挿入に使用できます。

ラックマウントサーバのロケータ LED の切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 ロケータ LED のオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、次のいずれかをクリックします。

• Turn on Locator LED

• Turn off Locator LED

ラックマウントサーバの CMOS のリセット
非常に珍しいケースですが、サーバのトラブルシューティング時に、CMOS のリセットが必要に

なることがあります。 この手順は、通常のサーバ メンテナンスには含まれません。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 CMOS をリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Recover Server] をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server] ダイアログボックスで、[Reset CMOS] をクリックし、[OK] をクリックします。

ラックマウントサーバの CIMC のリセット
現在実行されているファームウェアで問題が発生した場合など、非常に珍しいケースですが、サー

バのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になることがあります。この手順は、

通常のサーバ メンテナンスには含まれません。 CIMCのリセット後、サーバは、そのサーバで実

行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 CIMC をリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Recover Server] をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server] ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)] をクリックし、[OK] をク

リックします。

ラックマウントサーバの TPM のクリア
TPM のサポートが含まれている Cisco UCSM4 ブレード サーバおよびラックマウント サーバでの

み、TPM をクリアできます。

TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データ

を損失する可能性もあります。

注意
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はじめる前に

TPM が有効である必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 TPM をクリアするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Recover Server] をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server] ダイアログボックスで、[Clear TPM] をクリックし、[OK] をクリックします。

ラックマウントサーバの破損した BIOS の復旧
非常に珍しいケースですが、サーバの問題により、破損した BIOS の復旧が必要になることがあ

ります。 この手順は、通常のサーバ メンテナンスには含まれません。 BIOS の復旧後、サーバ

は、そのサーバで実行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。 BIOS
が復旧を必要としていない場合、またはそのサーバではこのオプションが使用できない場合は、

このオプション ボタンが淡色表示されることがあります。

はじめる前に

サーバ上で破損している BIOSの復旧を試行する前に、そのサーバに接続またはマップされて

いる USB ストレージをすべて取り外します。 外部 USB ドライブが vMedia からサーバに取り

付けられた、またはマップされている場合、BIOS の回復に失敗します。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 BIOS を回復させるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域の [Recover Server] をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Recover Corrupt BIOS]をクリックし、[OK]をクリックし

ます。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [Recover Corrupt BIOS]ダイアログボックスで、アクティブにするバージョンを指定し、[OK]をク

リックします。

ラックマウントサーバの POST 結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示でき

ます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 POST の結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [View POST Results] をクリックします。

[POSTResults]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表示さ

れます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object] カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックして [POST Results] ダイアログボックスを閉じます。

ラックマウントサーバからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、CiscoUCSManagerで、CIMCからNonMaskable Interrupt
（NMI）を BIOS またはオペレーティング システムに発行する必要がある場合は、次の手順を実
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行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コア ダンプまたはスタック トレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 NMI を発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで [Diagnostic Interrupt]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager は BIOS またはオペレーティング システムに NMI を送信します。
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第 40 章

KVM コンソールの起動

この章は、次の項で構成されています。

• KVM コンソール, 813 ページ

• サーバからの KVM コンソールの起動, 820 ページ

• サービス プロファイルからの KVM コンソールの起動, 821 ページ

• KVM Launch Manager からの KVM コンソールの起動, 822 ページ

• [Cisco UCS KVM Direct] Web ページからの KVM コンソールの起動, 823 ページ

KVM コンソール
KVM コンソールは、Cisco UCS Manager GUI または KVM の直接接続をエミュレートする KVM
Launch Manager からアクセスできるインターフェイスです。サーバに物理的に接続する必要があ

るKVMドングルとは異なり、KVMコンソールを使用すると、ネットワーク上のリモートロケー

ションからサーバに接続できます。

KVMコンソールを使用してサーバにアクセスする場合は、サーバまたはサーバに関連付けられて

いるサービス プロファイルのいずれかにCIMC IPアドレスが設定されていることを確認する必要

があります。KVM コンソールは、サーバまたはサービス プロファイルに割り当てられた CIMC
IP アドレスを使用して、Cisco UCSCisco UCS ドメイン内の正しいサーバを識別および接続しま

す。

CD、DVD、またはフロッピー ドライブを使用してサーバに直接接続する代わりに、KVM コン

ソールでは仮想メディアを使用します。仮想メディアは、仮想 CD、DVD、またはフロッピー ド

ライブにマップされた実際のディスク ドライブまたはディスク イメージ ファイルです。次に示

す任意の仮想ドライブをマップできます。

• お使いのコンピュータ上の CD/DVD またはフロッピー ドライブ

• コンピュータ上のディスク イメージ ファイル

• ネットワーク上の CD/DVD またはフロッピー ドライブ
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• ネットワーク上のディスク イメージ ファイル

物理サーバからKVMコンソールを起動すると、そのサーバがサービスプロファイルに関連付

けられているか否かがチェックされます。関連付けられている管理 IP アドレスによってサー

バがサービス プロファイルに関連付けられている場合は、その管理 IP アドレスを使用して

KVM コンソールが起動されます。管理 IP アドレスがサービス プロファイルで関連付けられ

ていない場合は、物理サーバを使用して KVM コンソールが起動されます。

（注）

サーバ OS のインストールに KVM コンソールを使用する場合の推奨事項

仮想CD/DVDまたはフロッピー ドライブからOSをインストールするには、その仮想CD/DVDま

たはフロッピー ドライブがサービス プロファイルで最初のブート デバイスとして設定されてい

る必要があります。

KVM コンソールを使用した OS のインストールは、KVM ドングルを使用する場合よりも時間が

かかることがあります。これは、ネットワークを介してインストール ファイルをサーバにダウン

ロードする必要があるためです。ディスク ドライブまたはディスク イメージ ファイルをネット

ワーク共有から仮想ドライブにマップする場合は、インストールにさらに時間がかかることがあ

ります。これは、インストール ファイルをネットワークから KVM コンソール（お使いのコン

ピュータ）にダウンロードした後、KVMコンソールからサーバにダウンロードする必要があるか

らです。このインストール方式を使用する場合は、KVMコンソールを搭載したシステムのできる

限り近くにインストール メディアを配置することを推奨します。

仮想 KVM コンソール
KVMコンソールはCIMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボード、

ビデオ、マウス（KVM）の直接接続をエミュレートします。遠隔地のサーバから接続して制御

し、この KVM セッション中にアクセスできる仮想ドライブに物理ロケーションをマッピングす

ることができます。

KVM コンソールには、Java Runtime Environment（JRE）バージョン 1.5.0 以降が必要です。重要

[KVM Console]タブ

このタブは、サーバへのコマンドライン アクセスを提供します。このタブで使用可能なメニュー

オプションは以下のとおりです。
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[File]メニュー

説明メニュー項目

現在の画面を JPG画像として保存できる [Save]ダイアログ ボッ

クスを開きます。

[Capture to File] ボタン

KVM コンソールを閉じます。[Exit] ボタン

[View]メニュー

説明メニュー項目

サーバの現在のビデオ出力を使用してコンソー

ル表示を更新します。

[Refresh] ボタン

サーバからのビデオ映像を表示するために必要

な最小サイズにコンソールウィンドウのサイズ

を変更します。

このオプションは、コンソールが [Windowed]
モードの場合にのみ使用できます。

[Fit] ボタン

コンソールウィンドウ内に全体が収まるように

ビデオ映像のサイズを決定します。

[Video Scaling] ボタン

画面全体になるように KVM コンソールを拡大

します。

[Full Screen] ボタン

ホスト サーバのサムネイル ビューを表示し、

キーボード、マウスの入力を無効にします。

[Mini Mode] ボタン

[Macros]メニュー

リモート システムで実行するキーボード ショートカットを選択します。

説明メニュー項目

Cisco IMC からダウンロードされたサーバ サイド マクロがある

場合、表示します。サーバサイドマクロがダウンロードされて

いない場合、このメニュー項目は無効になります。

[Server Macros] メニュー

マクロの定義済みのセットを表示します。[Static Macros] メニュー

作成済みのユーザ定義マクロを表示します。[User Defined Macros] メニュー
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説明メニュー項目

マクロの作成および管理ができる [ConfigureUserDefinedMacros]
ダイアログ ボックスを開きます。

システム定義されたマクロは削除できません。

[Manage] ボタン

[Tools]メニュー

説明メニュー項目

[Session Options] ダイアログボックスの [General] タブにより、

コンソールが [Windowed]モードのときにすべてのキーストロー

クがターゲットシステムに送られるかどうかを指定できます。

デフォルトは no です。

[Session Options] ボタン、

[General] タブ

[Session Options]ダイアログボックスの [Mouse]タブにより、次

の項目を指定できます。

• [Termination Key]：シングル カーソル モードを終了するた

めに使用するキー。デフォルトは F12 です。

• [Mouse Acceleration]：USBマウスの位置決めを変更できま

す。デフォルトは [Absolute Positioning] です。

使用中のシステムとリモートシステムの間でマウスの

動きに問題がある場合は、マウスアクセラレーション

モードを変更してください。

どのモードでも問題が解決しない場合は、[Single
Cursor] ツールを使用して、リモート マウスの代わり

にローカル マウスを使用できます。

これでも機能しない場合は、このオプションを [No
Acceleration] に設定し、リモート サーバのオペレー

ティングシステムに切り替え、システム設定のマウス

アクセラレーションを [None] に設定します。

（注）

[Session Options] ボタン、

[Mouse] タブ

[Session Options] ダイアログボックスの [Security] タブにより、

ユーザが一致しなくても許可されるセキュアでない接続のタイ

プを指定し、以前に許可された接続をクリアにできます。

[Session Options] ボタン、

[Security] タブ

[SessionOptions]ダイアログボックスの [Scaling]タブにより、コ

ンソールが [windowed mode] または [full screen mode] のときに

アスペクト比メンテナンスが有効になるかどうかを指定できま

す。デフォルトは、[Windowed Mode] です。

[Session Options] ボタン、

[Scaling] タブ
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説明メニュー項目

[Session Options] ダイアログボックスの [Mini-Mode] タブによ

り、[Mini-Mode] のときに KVM/vMedia クライアントのサイズ

を指定できます。

[Session Options] ボタン、

[Mini-Mode] タブ

[Session Options] ダイアログボックスの [Certificate] タブでは、

現在のセッションで使用される証明書の詳細を表示し、エクス

ポートされる証明書ファイルの名前とパスを設定できます。

[Session Options] ボタン、

[Certificate] タブ

一部のリモートオペレーティングシステムで検出されたマウス

の位置決めの問題を補正するシングルカーソル機能をオンにし

ます。この機能をオンにすると、マウスポインタの位置がビュー

ワ ウィンドウ内に制限されます。

機能をオフにするには、[Session Options] ダイアログ ボックス

で指定された終了キーを押します。デフォルトは F12 です。

[Single Cursor] ボタン

以下の項目を表示する [Stats]ダイアログ ボックスを開きます。

• KVM セッションの統計情報

• フレーム レート。単位は、フレーム数/秒です。

• 帯域幅。単位は、KB/秒です。

• 圧縮率。単位は、使用される圧縮パーセンテージです。

• パケット レート。単位は、パケット/秒です。

vMediaがアクティヴになると、[Stats]ダイアログボックスに以

下の項目が表示されます。

• vMedia の転送速度。1 秒間に転送されたデータ量です。

• ホストサーバのデバイスがマッピングされているローカル

のデバイスまたはイメージ ファイルの種類。

• マッピングするデバイスの経過時間。

• サーバで送受信されたバイト数。

• サーバに接続されたすべての USB デバイスをリセットす

るための [USB Reset] ボタン

[Stats] ボタン

アクティブKVMセッションを持つすべてのユーザ IDを表示す

る [Session User List] ダイアログ ボックスを開きます。

[Session User List] ボタン
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説明メニュー項目

仮想コンソールビューワで使用できるチャットインターフェイ

スを通じて、他の仮想コンソールユーザと通信します。チャッ

トはすべての Cisco UCS サーバでサポートされているわけでは

ありません。

チャット ウィンドウは最小化できず、ウィンドウを

閉じるとチャット履歴は保存されません。サーバの電

源をオフにしてもチャットはできます。

（注）

[Chat] ボタン

[Virtual Media]メニュー

説明名前

[Create Image from Folder] ダイアログ ボックス

が開き、ユーザがローカルフォルダにマップす

るサーバのフォルダのイメージを作成できま

す。

システムはイメージを作成すると、ユーザのシ

ステム上に IMG ファイルを保存します。

Create Image

vMediaセッションをアクティブにし、ユーザが

ローカル コンピュータまたはネットワークか

ら、ドライブまたはイメージファイルをアタッ

チできるようにします。

セキュアでない接続を許可していな

い場合は、セッションを受け入れる

ためのプロンプトが表示されます。

セッションを拒否すると、その仮想

メディア セッションは終了します。

（注）

[Activate Virtual Devices]

ユーザがアクセスするCD/DVDを選択し、[Map
Device]ボタンをクリックしてそれをホストサー

バのデバイスにマップします。

[Read Only] チェックボックスがオン

の場合、デバイスに書き込み機能が

あってもサーバはその vMediaデバイ

スに書き込むことができません。

（注）

[Map CD/DVD]
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説明名前

ユーザがアクセスするリムーバブルディスクを

選択し、[Map Device] ボタンをクリックしてそ

れをホストサーバのデバイスにマップします。

[Read Only] チェックボックスがオン

の場合、デバイスに書き込み機能が

あってもサーバはその vMediaデバイ

スに書き込むことができません。

（注）

[Map Removable Disk]

ユーザがアクセスするフロッピーを選択し、

[Map Device] ボタンをクリックしてそれをホス

ト サーバのデバイスにマップします。

[Read Only] チェックボックスがオン

の場合、デバイスに書き込み機能が

あってもサーバはその vMediaデバイ

スに書き込むことができません。

（注）

[Map Floppy]

KVM ダイレクトアクセス
KVMダイレクト アクセスにより、ユーザのCisco UCSManagerドメイン内のブレードおよびラッ

ク サーバを管理する管理者は、Web ブラウザを使用してサーバの KVM に直接アクセスすること

ができます。この機能により、管理者に彼らが管理するサーバの KVM コンソールへのアクセス

を許可する一方で、ファブリックインターコネクトの IPアドレスへのアクセスを制限することが

できます。

アウトオブバンド IPv4 管理インターフェイス アドレスのみが KVM ダイレクト アクセスに対

してサポートされます。

（注）

KVM ダイレクト アクセスは、ユーザが Cisco UCS Manager GUI インターフェイスまたは KVM
LaunchManagerを使用せずにサーバの管理 IPアドレスに移動できるカスタム アプリケーションも

サポートします。

KVMダイレクト アクセスは、サーバに直接割り当てられた管理 IPアドレス、またはサービス プ

ロファイルによってサーバに関連付けられた管理 IPアドレスをサーバの管理者に提供することで

サポートされます。サーバ管理者は、ブラウザに IPアドレスを入力し、Cisco UCS KVMDirectロ
グインページに移動します。ログインページで、ユーザはユーザ名とパスワードを入力し、認証

ドメインを選択します。Cisco UCS KVMDirectを起動すると、Cisco UCSManager GUIからサーバ

にアクセスした場合と同様に、サーバのコンソールが表示されます。

KVM ダイレクト アクセスは、認証に自己署名証明書を使用します。ユーザがサーバの管理 IP ア

ドレスまたはサービスプロファイルの IPアドレスに初めてアクセスしたときに、警告ダイアログ
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ボックスが表示され、ブラウザのキャッシュに証明書の例外を追加する必要があることが告げら

れます。

Cisco UCS KVM ダイレクト アクセスをサポートするデフォルトの通信サービスは HTTPS です。

これは無効化できません。ユーザがアドレスの一部としてHTTPを使用してブラウザで管理 IPを

入力すると、HTTPS サービスに自動的にリダイレクトされます。

KVM ダイレクト アクセスに対応するには、Cisco UCSManagerで CIMCWeb サービス（通信サー

ビス）が有効になっていることを確認してください。

CIMC Web サービスは、Cisco UCS Manager ではデフォルトで有効になっています。（注）

サーバからの KVM コンソールの起動
サーバに割り当てられたアドレスを使用して複数のKVMコンソールセッションを起動できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 KVMコンソールからアクセスするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[KVM Console] の右にある [>>] ボタンをクリックします。

別のウィンドウで KVMコンソールが開き、サーバに関連付けられている使用可能なアウトオブ

バンド アドレスおよびインバンド アドレスのリストが表示されます。

[KVM Console] をクリックし、[>>] ボタンをクリックしない場合、セッションは、最初

にインバンドの IPv6、2番目にインバンドの IPv4、3番目にアウトオブバンドの IPv4の

優先順序で、サーバ アドレスを使用して起動されます。

（注）

ステップ 6 [Select IP Address] リストからアドレスを選択します。

[(Inband)] として表示されるアドレスは、アップリンク ポート経由でサーバにアクセスし、

[(Outband)]として表示されるアドレスは、管理インターフェイス ポート経由でサーバにアクセス

します。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

KVM コンソールは、選択したアドレスを使用して起動されます。

KVM セッションを開いたときにキーボードの Caps Lock キーがオンになっており、そ

の後に続いて Caps Lock キーをオフにすると、KVMコンソールは Caps Lock キーがオ

ンのときのように動作する場合があります。KVM コンソールとキーボードを同期させ

るには、KVMコンソールにフォーカスがない状態で Caps Lock キーを 1 度押し、次に

KVMコンソールにフォーカスを置いて Caps Lock キーをもう一度押します。

ヒント

ステップ 8 同じサーバの別の KVM セッションを起動するには、ステップ 5 ～ 7 を繰り返します。
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別の KVM セッションが起動されます。設定したアドレスの数に応じて、サーバに対して最大 6
セッションを起動できます。

サービスプロファイルからの KVM コンソールの起動

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブの [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 KVM コンソールを起動するサービス プロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root] ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられているサーバへの KVM のアクセスが必要なサービス プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[KVM Console] の右にある [>>] ボタンをクリックします。

別のウィンドウで KVMコンソールが開き、サーバに関連付けられている使用可能なアウトオブ

バンド アドレスおよびインバンド アドレスのリストが表示されます。

[>>]ボタンではなく [KVMConsole]をクリックすると、セッションは、最初がインバン

ド IPv6、2番目がインバンド IPv4、3番目がアウトオブバンド IPv4の優先順序でサーバ

アドレスを使用して自動的に起動します。

（注）

ステップ 7 [Select IP Address] リストからアドレスを選択します。

[(Inband)] として表示されるアドレスは、アップリンク ポート経由でサーバにアクセスし、

[(Outband)]として表示されるアドレスは、管理インターフェイス ポート経由でサーバにアクセス

します。

ステップ 8 [OK] をクリックします。

KVM コンソールは、選択したアドレスを使用して起動されます。

KVM セッションを開いたときにキーボードの Caps Lock キーがオンになっており、そ

の後に続いて Caps Lock キーをオフにすると、KVMコンソールは Caps Lock キーがオ

ンのときのように動作する場合があります。KVM コンソールとキーボードを同期させ

るには、KVMコンソールにフォーカスがない状態で Caps Lock キーを 1 度押し、次に

KVMコンソールにフォーカスを置いて Caps Lock キーをもう一度押します。

ヒント

ステップ 9 同じサーバの別のセッションを開始するには、ステップ 6 ～ 8 を繰り返します。

別の KVM セッションが開始されます。設定したアドレスの数に応じて、サーバに対して最大 6
セッションを起動できます。
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KVM Launch Manager からの KVM コンソールの起動
KVM Launch Manager では、Cisco UCS Manager にログインせずに KVM コンソールからサーバに

アクセスできます。

はじめる前に

KVMLaunchManagerからサーバのKVMコンソールにアクセスするには、次の情報が必要です。

• Cisco UCS のユーザ名およびパスワード。

• アクセスする KVM のサーバに関連付けられたサーバ プロファイル名。

手順

ステップ 1 Web ブラウザで、Cisco UCS Manager GUI の Web リンクを入力または選択します。

例：

HTTPアクセスのデフォルトのWebリンクは、IPv4アドレスの場合はhttp://UCSManager_IP、

IPv6 アドレスの場合は http://UCSManager_IP6 です。HTTPS アクセスのデフォルトの Web
リンクは、IPv4 アドレスの場合は https://UCSManager_IP、IPv6 アドレスの場合は

https://UCSManager_IP6 です。スタンドアロン設定では、UCSManager_IP または

UCSManager_IP6 はそれぞれ、ファブリック インターコネクトの管理ポートの IPv4 アドレスま

たは IPv6 アドレスです。クラスタ設定では、UCSManager_IP または UCSManager_IP6 はそれ

ぞれ、Cisco UCS Manager に割り当てられた IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスです。

ステップ 2 Cisco UCS Manager の起動ページ で、[Launch KVMManager] をクリックします。

ステップ 3 [Security Alert] ダイアログボックスが表示された場合は、[Yes] をクリックしてセキュリティ証明

書を受け入れ、続行します。

ステップ 4 [UCS - KVM Launch Manager Login] ページで、次の手順を実行します。

a) Cisco UCS のユーザ名およびパスワードを入力します。

b) （任意） Cisco UCS 実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain] ドロップダウン

リストから適切なドメインを選択します。

c) [OK] をクリックします。

ステップ 5 KVM Launch Manager の [Service Profiles] テーブルで、次の手順を実行します。

a) サービス プロファイルと、KVM アクセスが必要な関連するサーバを含む行を探します。

b) そのサーバの [Launch KVM] 列の [Launch] をクリックします。

別ウィンドウに KVM コンソールが表示されます。
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KVM セッションを開いたときにキーボードの Caps Lock キーがオンになっており、

その後に続いて Caps Lock キーをオフにすると、KVMコンソールは Caps Lock キー

がオンのときのように動作する場合があります。KVMコンソールとキーボードを同

期させるには、KVMコンソールにフォーカスがない状態で Caps Lock キーを 1 度押

し、次に KVMコンソールにフォーカスを置いて Caps Lock キーをもう一度押しま

す。

ヒント

[Cisco UCS KVM Direct] Web ページからの KVM コンソール
の起動

[Cisco UCS KVM Direct] のログイン ページでは、Cisco UCS Manager にログインせずに Web ブラ

ウザから直接サーバにアクセスできます。

はじめる前に

[Cisco UCS KVM Direct] のログイン ページを使用してサーバの KVM コンソールにアクセスする

には、次の情報が必要です。

• Cisco UCS のユーザ名とパスワード。

• アクセスするサーバのサーバ CIMC またはサービス プロファイル IPv4 管理アドレス。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、アクセスするサーバの管理 IPアドレスのWebリンクを入力または選択します。

ステップ 2 [Security Alert] ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックしてセキュリティ例外を作

成します。

セキュリティ例外はブラウザのキャッシュに永続的に保存されます。

ステップ 3 Cisco UCS [KVM Direct] ダイアログボックスで、名前、パスワード、およびドメインを指定しま

す。

ステップ 4 [Lauch KVM] をクリックします。

KVM コンソールが起動します。
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第 41 章

CIMC セッション管理

この章は、次の項で構成されています。

• CIMC セッション管理の設定, 825 ページ

CIMC セッション管理の設定
Cisco UCS Manager 内の KVM、vMedia、および SoL セッションを表示および終了できます。管理

者権限を持つユーザは、任意のユーザのKVM、vMedia、およびSoLセッションを切断できます。

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）により、セッション情報が Cisco UCS Manager に

提供されます。Cisco UCS Manager は CIMC からイベントを取得すると、そのセッション テーブ

ルを更新し、すべてのユーザに情報を表示します。

セッション情報は次のとおりです。

• 名前：セッションを開始したユーザの名前。

• セッション ID：セッションに関連付けられた ID。ブレードのセッション IDの形式は [unique
identifier] _ [chassis id] _ [Blade id] です。ラックのセッション ID の形式は [unique identifier] _
0 _ [Rack id] です。

• セッション タイプ：KVM、vMedia、または SoL。

• ユーザの権限レベル：読み取り/書き込み、読み取り専用、または付与。

• 管理状態：アクティブまたは非アクティブ。値は、セッションがアクティブの場合はアク

ティブです。値は、セッション終了コマンドが発行されたが、セッションが終了していない

場合は非アクティブとなります。この状況は、サーバの FSM が別の操作で進行中である場

合、または CIMC への接続が失われた場合に発生します。

• 送信元アドレス：セッションが開かれたコンピュータの IP アドレス。

• サービス プロファイル：セッションに関連付けられたサービス プロファイル。CIMC セッ

ションのサービス プロファイルの属性値は、セッションがサービス プロファイルから提供

された IP アドレスで開くときにだけ表示されます。
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• サーバ：セッションに関連付けられたサーバの名前。

• ログイン時刻：セッションが開始された日時。

• 最終更新時刻：セッション情報が CIMC により更新された最終時刻。

新しいセッションは通常、ユーザがKVM、vMedia、またはSOLに接続するときに追加されます。

Pnuos vMedia セッションは、ユーザ名 __vmediausr__ を用いたサーバ検出時にセッション テーブ

ルに表示されます。

CIMC セッション データは Cisco UCS Manager GUI の [CIMC Sessions] タブで使用できます。ユー

ザによって終了された CIMC セッションは、適切な詳細とともにログに記録された監査です。

このガイドに記載されている GUI および CLI タスクを実行するには、2.1(2a) 以上の CIMC イ

メージ バージョンがブレード サーバのセッション管理サポートに必要です。1.5(1l) 以上の最

新の CIMC イメージ バージョンが、ラック サーバに必要です。

（注）

すべての CIMC セッションの表示
ここでは、Cisco UCSManagerでグローバルに開かれているCIMCセッションの表示方法を 1つ説

明します。ローカル ユーザ、リモート ユーザ、IPMI ユーザによって開かれたすべてのサーバの

CIMC セッションを表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[User Management] > [User Services] の順にクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインの [CIMC Sessions] タブをクリックします。

サーバの CIMC セッションの表示
ここでは、特定のサーバの CIMC セッションの表示方法について説明します。サーバおよびサー

ビス プロファイルで開かれている CIMC セッションを表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Number] の順に展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [CIMC Sessions] タブをクリックします。
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サービスプロファイルの CIMC セッションの表示
ここでは、特定のサービス プロファイルの CIMC セッションの表示方法について説明します。

サービス プロファイルの下に CIMC セッションが表示されるのは、そのサービス プロファイ

ルで指定された IP アドレスで CIMC セッションが開かれた場合だけです。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [Service Profiles] > [Root] > [Service Profile Name] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [CIMC Sessions] タブをクリックします。

ローカルユーザによって開かれた CIMC セッションの表示
ここでは、ローカル ユーザによって開かれた CIMCセッションの表示方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users] > [User Name] の

順に展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [CIMC Sessions] タブをクリックします。

リモートユーザによって開かれた CIMC セッションの表示
ここでは、リモート ユーザによって開かれた CIMCセッションの表示方法について説明します。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[User Management] > [User Services] > [Remotely Authenticated Users] > [User Name]
の順に展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [CIMC Sessions] タブをクリックします。

開いているすべての CIMC セッションのクリア
このタスクでは、開いているすべてのCIMCセッションをクリアする方法を示します。ローカル、

リモート、および IPMIユーザが開いているすべてのサーバとサービスプロファイルのCIMCセッ

ションをクリアできます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブの [User Management] をクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインの [CIMC Sessions] タブをクリックします。

ステップ 4 クリアする CIMC セッションを選択して右クリックし [Clear CIMC Session] を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUI に確認ダイアログ ボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

サーバの CIMC セッションのクリア
このタスクでは、サーバの CIMC セッションをクリアする方法について説明します。サーバ上で

開いている 1 つ以上の CIMC セッションをクリアできます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Servers] > [Server Name] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [CIMC Sessions] タブをクリックします。

ステップ 4 クリアする CIMC セッションを選択して右クリックし、[Clear CIMC Session] を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUI に確認ダイアログ ボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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サービスプロファイルの CIMC セッションのクリア
このタスクは、サービス プロファイルの CIMC セッションをクリアする方法について説明しま

す。サービス プロファイルで提供されている IPアドレスで開いている 1つ以上のCIMCセッショ

ンをクリアできます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Servers] タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] タブで、[Servers] > [Service Profiles] > [root] > [Service Profile Name] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインの [CIMC Sessions] タブをクリックします。

ステップ 4 クリアする CIMC セッションを選択して右クリックし、[Clear CIMC Session] を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUI に確認ダイアログ ボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ローカルユーザの CIMC セッションのクリア
このタスクは、ローカル ユーザの CIMCセッションをクリアする方法について説明します。ロー

カル ユーザが開いている、1 つ以上の CIMC セッションをクリアすることができます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[User Services] > [Locally Authenticated Users] > [User Name] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [General] タブ下で、[CIMC Sessions] セクションを展開します。

ステップ 5 クリアする CIMC セッションを選択して右クリックし [Clear CIMC Session] を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI に確認ダイアログ ボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

リモートユーザの CIMC セッションのクリア
このタスクでは、リモート ユーザの CIMCセッションをクリアする方法について説明します。リ

モート ユーザによって開かれている、1 つ以上の CIMC セッションをクリアできます。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin] タブで、[User Services] > [Remotely Authenticated Users] > [User Name] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [General] タブ下で、[CIMC Sessions] セクションを展開します。

ステップ 5 クリアする CIMC セッションを選択して右クリックし、[Clear CIMC Session] を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI に確認ダイアログ ボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。
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第 42 章

I/O モジュールの管理

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Manager GUI の I/O モジュール管理, 831 ページ

• IO モジュールの認識, 831 ページ

• I/O モジュールのリセット, 832 ページ

• ピア I/O モジュールからの I/O モジュールのリセット, 832 ページ

• I/O モジュールの POST 結果の表示, 833 ページ

Cisco UCS Manager GUIの I/O モジュール管理
Cisco UCS Manager GUI を使用して、Cisco UCS ドメインのすべての I/O モジュールを管理および

モニタできます。

IO モジュールの認識
Cisco UCS Manager Release 2.2(4) には、シャーシ内の特定の IO モジュールを認識する機能が導入

されました。

この操作では、IO モジュールとその接続先ファブリックとの間に、ネットワーク接続が再構

築されます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

[Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] >
[IO Modules] を展開します。

ステップ 2   

認識させる I/O モジュールを選択します。ステップ 3   

[Work] ペインで、[General] タブをクリックします。ステップ 4   

[Actions] 領域で [Acknowledge IO Module] をクリックします。ステップ 5   

[Acknowledge IO Module] 確認ボックスで、[Yes] をクリックし

ます。

ステップ 6   

I/O モジュールのリセット

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules] を展開します。

ステップ 3 リセットする I/O モジュールをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [Reset IO Module] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ピア I/O モジュールからの I/O モジュールのリセット
I/O モジュールのアップグレードが失敗したり、メモリ リークにより Cisco UCS Manager から I/O
モジュールにアクセスできなくなったりする場合があります。このような場合でも、アクセスで

きない I/O モジュールをそのピア I/O モジュールからリブートできるようになりました。

I/Oモジュールをリセットすると、I/Oモジュールが工場出荷時の設定に復元され、すべてのキャッ

シュ ファイルと一時ファイルが削除されますが、サイズ制限付きのOBFLファイルは保持されま

す。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules] を展開します。

ステップ 3 リセットする I/O モジュールのピア I/O モジュールを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Reset Peer IO Module] をクリックします。

I/O モジュールの POST 結果の表示
I/O モジュールに対する Power On Self-Test プロセスで収集された任意のエラーを表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules] を展開します。

ステップ 3 POST の結果を表示する I/O モジュールを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で [View POST Results] をクリックします。

[POST Results] ダイアログボックスに、I/O モジュールの POST の結果が一覧表示されます。

ステップ 6 [OK] をクリックして [POST Results] ダイアログボックスを閉じます。
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第 43 章

設定のバックアップと復元

この章は、次の項で構成されています。

• バックアップおよびエクスポートの設定, 835 ページ

• バックアップ タイプ, 836 ページ

• バックアップ操作の考慮事項と推奨事項, 836 ページ

• スケジュール バックアップ, 837 ページ

• Import Configuration, 838 ページ

• インポート方法, 839 ページ

• システムの復元, 839 ページ

• バックアップ操作とインポート操作に必要なユーザ ロール, 839 ページ

• バックアップ操作の設定, 840 ページ

• スケジュール バックアップの設定, 847 ページ

• インポート操作の設定, 852 ページ

• ファブリック インターコネクトの設定の復元, 857 ページ

バックアップおよびエクスポートの設定
Cisco UCS Manager からバックアップを実行する場合は、システム設定全体またはその一部のス

ナップショットを作成し、そのファイルをネットワーク上の場所にエクスポートします。Cisco
UCS Manager を使用してサーバにデータをバックアップすることはできません。

バックアップは、システムが起動されて動作している間に実行できます。バックアップ操作では、

管理プレーンからの情報だけが保存されます。バックアップは、サーバまたはネットワーク トラ

フィックには影響しません。
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バックアップタイプ
Cisco UCSManagerおよびCisco UCS Centralで、次のバックアップのタイプのうちの 1つ以上を実

行できます。

• [Full state]：システム全体のスナップショットが含まれるバイナリファイル。このバックアッ

プにより生成されたファイルを使用して、ディザスタ リカバリ時にシステムを復元できま

す。このファイルにより、元のファブリックインターコネクト上で設定を復元または再構築

できます。また、別のファブリックインターコネクト上で設定を再現することもできます。

このファイルは、インポートには使用できません。

Full State バックアップ ファイルを使用した場合にのみ、バックアップ ファイ

ルのエクスポート元のシステムと同じバージョンを実行しているシステムを

復元できます。

（注）

• [All configuration]：すべてのシステム設定と論理設定が含まれるXMLファイル。このバック

アップにより生成されたファイルを使用して、これらの設定を元のファブリックインターコ

ネクトまたは別のファブリックインターコネクトにインポートできます。このファイルは、

システムの復元には使用できません。このファイルには、ローカル認証されたユーザのパス

ワードは含まれません。

• [Systemconfiguration]：ユーザ名、ロール、ロケールなどのすべてのシステム設定が含まれる

XMLファイル。このバックアップにより生成されたファイルを使用して、これらの設定を元

のファブリック インターコネクトまたは別のファブリック インターコネクトにインポート

できます。このファイルは、システムの復元には使用できません。

• [Logical configuration]：サービス プロファイル、VLAN、VSAN、プール、ポリシーなどのす

べての論理設定が含まれる XML ファイル。このバックアップにより生成されたファイルを

使用して、これらの設定を元のファブリック インターコネクトまたは別のファブリック イ

ンターコネクトにインポートできます。このファイルは、システムの復元には使用できませ

ん。

バックアップ操作の考慮事項と推奨事項
バックアップ操作を作成する前に、次のことを考慮してください。

バックアップの場所

バックアップ場所とは、Cisco UCS Manager でバックアップ ファイルをエクスポートする

ネットワーク上の宛先またはフォルダのことです。バックアップ操作は、バックアップファ

イルを保存する場所ごとに 1 つしか保持できません。
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バックアップファイル上書きの可能性

ファイル名を変更しないでバックアップ操作を再実行すると、サーバ上にすでに存在する

ファイルがCiscoUCSManagerによって上書きされます。既存のバックアップ ファイルが上

書きされるのを回避するには、バックアップ操作内のファイル名を変更するか、既存のファ

イルを別の場所にコピーします。

バックアップの複数のタイプ

同じ場所に対して複数種類のバックアップを実行し、エクスポートできます。バックアップ

操作を再実行する前に、バックアップ タイプを変更する必要があります。バックアップ タ

イプの識別を容易にし、また既存のバックアップ ファイルが上書きされるのを回避するた

めに、ファイル名を変更することを推奨します。

スケジュールバックアップ

事前にバックアップ操作を作成して、バックアップを実行できるようになるまで管理状態を

ディセーブルにしておくことができます。Cisco UCS Manager は、バックアップ操作の管理

状態がイネーブルに設定されるまで、バックアップ操作を実行したり、コンフィギュレー

ション ファイルを保存またはエクスポートしたりしません。

増分バックアップ

Cisco UCS Manager の増分バックアップは実行できません。

完全な状態のバックアップの暗号化

パスワードなどの機密情報がクリア テキストでエクスポートされることがないように、完

全な状態のバックアップは暗号化されます。

スケジュールバックアップ
次のタイプのバックアップをスケジュールするように Cisco UCS にポリシーを設定できます。

• Full state

• All configuration

他のタイプのバックアップはスケジュールできません。

Full State バックアップポリシー
Full State バックアップ ポリシーを使用すると、システム全体のスナップショットの定期的な Full
Stateバックアップをスケジュールすることができます。Full Stateバックアップを行う間隔は、日

単位、週単位、または隔週単位で設定できます。

CiscoUCSManagerは、リモートサーバ上のバックアップファイルの最大数を維持します。maxfiles
パラメータは、Cisco UCS Manager を Cisco UCS Central に登録するときに使用されます。maxfiles
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パラメータは Cisco UCS Central でユーザが設定できるパラメータで、Cisco UCS Central に保存す

るバックアップ ファイルの数を制御します。

CiscoUCSManagerがCiscoUCSCentralに登録されておらず、ユーザがリモート バックアップ サー

バにバックアップ ファイルを保存している場合、バックアップ ファイルは Cisco UCS Manager に

よって管理されません。リモート マシンのサーバ管理者は、ディスク使用率を監視してバック

アップファイルのローテンションを行い、新しいバックアップファイル用の領域を確保する必要

があります。

All Configuration エクスポートポリシー
AllConfigurationバックアップ ポリシーでは、定期的なバックアップをスケジュールし、すべての

システム設定と論理設定をエクスポートできます。このバックアップには、ローカル認証された

ユーザのパスワードは含まれません。AllConfigurationバックアップを行う間隔は、日単位、週単

位、または隔週単位で設定できます。

Cisco UCS は、リモート サーバ上のバックアップ ファイルの最大数を維持します。この数を超え

ると、Cisco UCS は最も古いバックアップ ファイルを上書きします。

Import Configuration
CiscoUCSからエクスポートされたコンフィギュレーションファイルをインポートできます。ファ

イルは、同じ Cisco UCS からエクスポートされたものである必要はありません。

上位のリリースから下位のリリースに設定をインポートすることはできません。（注）

インポート機能は、すべてのコンフィギュレーションファイル、システムコンフィギュレーショ

ンファイル、および論理コンフィギュレーションファイルで使用できます。インポートは、シス

テムがアップ状態で、稼働中に実行できます。インポート操作によって情報が変更されるのは、

管理プレーンだけです。インポート操作によって行われる一部の変更（サーバに割り当てられた

vNICに対する変更など）により、サーバのリブートまたはトラフィックを中断する他の動作が行

われることがあります。

インポート操作はスケジュールできません。ただし、インポート操作を前もって作成し、そのイ

ンポートの実行準備が整うまで管理状態をディセーブルのままにしておくことはできます。Cisco
UCSは、管理状態がイネーブルに設定されるまで、コンフィギュレーションファイルに対してイ

ンポート操作を実行しません。

インポート操作は、コンフィギュレーション バックアップ ファイルを保存する場所ごとに 1つし

か保持できません。
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インポート方法
次のいずれかの方法を使用して、Cisco UCS によるシステム設定のインポートおよびアップデー

トを実行できます。

• [Merge]：インポートされたコンフィギュレーション ファイルの情報は、既存の設定情報と

比較されます。 情報が一致しない場合は、インポートしたコンフィギュレーション ファイ

ルの情報によって Cisco UCS ドメインの情報が上書きされます。

• [Replace]：現在の設定情報が、インポートされたコンフィギュレーション ファイルの情報で

一度に 1 つのオブジェクトについて置き換えられます。

システムの復元
この復元機能は、ディザスタ リカバリに使用できます。

Cisco UCS からエクスポートされた任意の完全な状態のバックアップ ファイルからシステム設定

を復元できます。このファイルは、復元するシステム上の Cisco UCS からエクスポートされたも

のでなくてもかまいません。別のシステムからエクスポートされたバックアップ ファイルを使用

して復元する場合、ファブリック インターコネクト、サーバ、アダプタ、および I/O モジュール

またはFEX接続を含めて、同じまたは同様のシステム設定およびハードウェアを持つシステムを

使用することを強く推奨します。ハードウェアまたはシステム設定が一致しない場合、復元され

たシステムが完全には機能しないことがあります。2 つのシステムの I/O モジュール リンク間ま

たはサーバ間に不一致がある場合、復元操作後にシャーシまたはサーバまたはその両方を承認し

ます。

この復元機能は、完全な状態のバックアップ ファイルにだけ使用できます。完全な状態のバック

アップファイルはインポートできません。復元は、初期システムセットアップで実行します。詳

細については、該当する『Cisco UCS Central Installation and Upgrade Guide』を参照してください。

Full State バックアップ ファイルを使用した場合にのみ、バックアップ ファイルのエクスポー

ト元のシステムと同じバージョンを実行しているシステムを復元できます。

（注）

バックアップ操作とインポート操作に必要なユーザロー

ル
バックアップ操作とインポート操作を作成し、実行するには、管理ロールを持つユーザ アカウン

トが必要です。
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バックアップ操作の設定

バックアップ操作の作成

はじめる前に

バックアップ サーバの IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスおよび認証クレデンシャルを取得しま

す。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [All] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域の [Backup Configuration] をクリックします。

ステップ 5 [Backup Configuration] ダイアログボックスで、[Create Backup Operation] をクリックします。

ステップ 6 [Create Backup Operation] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [Enabled]：[OK] をクリックするとただちに、Cisco UCS
Manager によってバックアップ操作が実行されます。

• [Disabled]：[OK]をクリックしても、Cisco UCSManagerに

よってバックアップ操作は実行されません。このオプショ

ンを選択すると、ダイアログボックスのすべてのフィール

ドが表示されたままになります。ただし、[Backup
Configuration]ダイアログボックスからバックアップを手動

で実行する必要があります。

[Admin State] フィールド
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説明名前

バックアップコンフィギュレーションファイルに保存された情

報。次のいずれかになります。

• [Full state]：システム全体のスナップショットが含まれる

バイナリ ファイル。このバックアップにより生成された

ファイルを使用して、ディザスタリカバリ時にシステムを

復元できます。このファイルにより、元のファブリックイ

ンターコネクト上で設定を復元または再構築できます。ま

た、別のファブリックインターコネクト上で設定を再現す

ることもできます。このファイルは、インポートには使用

できません。

Full State バックアップ ファイルを使用した場合

にのみ、バックアップ ファイルのエクスポート

元のシステムと同じバージョンを実行している

システムを復元できます。

（注）

• [All configuration]：すべてのシステム設定と論理設定が含

まれる XML ファイル。このバックアップにより生成され

たファイルを使用して、これらの設定を元のファブリック

インターコネクトまたは別のファブリックインターコネク

トにインポートできます。このファイルは、システムの復

元には使用できません。このファイルには、ローカル認証

されたユーザのパスワードは含まれません。

• [Systemconfiguration]：ユーザ名、ロール、ロケールなどの

すべてのシステム設定が含まれるXMLファイル。このバッ

クアップにより生成されたファイルを使用して、これらの

設定を元のファブリックインターコネクトまたは別のファ

ブリック インターコネクトにインポートできます。この

ファイルは、システムの復元には使用できません。

• [Logical configuration]：サービス プロファイル、VLAN、

VSAN、プール、ポリシーなどのすべての論理設定が含ま

れる XML ファイル。このバックアップにより生成された

ファイルを使用して、これらの設定を元のファブリックイ

ンターコネクトまたは別のファブリックインターコネクト

にインポートできます。このファイルは、システムの復元

には使用できません。

[Type] フィールド
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説明名前

このチェックボックスは、バックアップ操作の [AllConfiguration]
および [System Configuration] タイプで選択されたままになり、

次の機能が提供されます。

• [All Configuration]：vHBA、WWPN、WWNN、vNIC、

MAC、UUIDなどのプールから取得したすべての IDがバッ

クアップファイルに保持されます。また、シャーシ、FEX、

ラック サーバの ID と、シャーシ、FEX、ラック サーバ、

IOM、ブレード サーバのユーザ ラベルも保持されます。

このチェックボックスが選択されていない場合、

IDは再び割り当てられ、ユーザ ラベルは復旧後

に失われます。

（注）

• [System Configuration]：シャーシ、FEX、ラック サーバの

ID と、シャーシ、FEX、ラック サーバ、IOM、ブレード

サーバのユーザ ラベルがバックアップ ファイルに保持さ

れます。

このチェックボックスが選択されていない場合、

IDは再び割り当てられ、ユーザ ラベルは復旧後

に失われます。

（注）

このチェックボックスがバックアップ操作の [Logical
Configuration] で選択されている場合は、vHBA、WWPN、

WWNN、vNIC、MAC、UUID などのプールから取得したすべ

ての ID がバックアップ ファイルに保持されます。

このチェックボックスが選択されていない場合、ID
は再び割り当てられ、ユーザ ラベルは復旧後に失わ

れます。

（注）

[Preserve Identities]チェックボッ

クス

バックアップファイルの保存場所。次のいずれかになります。

• [Remote File System]：バックアップXMLファイルはリモー

ト サーバに保存されます。Cisco UCS Manager GUI によっ

て次に示すフィールドが表示され、リモートシステムのプ

ロトコル、ホスト、ファイル名、ユーザ名、パスワードを

指定できます。

• [Local File System]：バックアップ XML ファイルはローカ

ルに保存されます。Cisco UCS Manager GUI に [Filename]
フィールドとそれに関連付けられている [Browse]ボタンが

表示され、バックアップファイルの名前と場所を指定でき

ます。

[OK] をクリックした後、場所は変更できませ

ん。

（注）

[Location of the Backup File]
フィールド
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説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

• USB A：ファブリック インターコネクト A に挿入された

USB ドライブ。

このオプションは特定のシステム設定でしか使用できませ

ん。

• USB B：ファブリック インターコネクト B に挿入された

USB ドライブ。

このオプションは特定のシステム設定でしか使用できませ

ん。

[Protocol] フィールド

バックアップファイルが格納されている場所のホスト名または

IPアドレス（IPv4または IPv6）。これは、サーバ、ストレージ

アレイ、ローカルドライブ、またはファブリックインターコネ

クトがネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き

込みメディアなどがあります。

IPv4 または IPv6 アドレスではなくホスト名を使用す

る場合、 でDNSサーバを設定する必要があります。

Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて

いないか、DNS 管理が [Local] に設定されている場合

は、CiscoUCSManagerでDNSサーバを設定します。

Cisco UCSドメイン Cisco UCS Centralに登録されてい

ないか、DNS 管理が [Global] に設定されている場合

は、Cisco UCS Central で DNS サーバを設定します。

（注）

[Hostname] フィールド

バックアップ コンフィギュレーション ファイルのフル パス。

このフィールドには、ファイル名とパスを含めることができま

す。ファイル名を省略すると、バックアップ手順によって、ファ

イルに名前が割り当てられます。

[Remote File] フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTP または USB
の場合は適用されません。

[User] フィールド
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説明名前

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTP または USB の場合は適用されません。

CiscoUCSManagerではこのパスワードは保存されません。その

ため、バックアップ操作をすぐにイネーブルにして、実行する

予定がない限り、このパスワードを入力する必要はありません。

[Password] フィールド

ステップ 7 [OK] をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager に確認ダイアログボックスが表示されたら、[OK] をクリックします。

[Admin State] フィールド をイネーブルに設定すると、Cisco UCS Manager によって、選択した設

定タイプのスナップショットが取得され、ファイルがネットワークの場所にエクスポートされま

す。[BackupConfiguration]ダイアログボックスの [BackupOperations]テーブルに、バックアップ操

作が表示されます。

ステップ 9 （任意） バックアップ操作の進行状況を表示するには、次の操作を実行します。

a) [Properties] 領域に操作が表示されない場合、[Backup Operations] テーブルの操作をクリックし

ます。

b) [Properties] 領域で、[FSM Details] バーの下矢印をクリックします。

[FSM Details] 領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 10 [OK] をクリックし、[Backup Configuration] ダイアログボックスを閉じます。

バックアップ操作は完了するまで実行し続けます。進捗を表示するには、[Backup Configuration]
ダイアログボックスを再度開きます。

バックアップ操作の実行

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [All] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域の [Backup Configuration] をクリックします。

ステップ 5 [BackupConfiguration]ダイアログボックスの [BackupOperations]テーブルで、実行するバックアッ

プ操作をクリックします。

選択されたバックアップ操作の詳細が [Properties] 領域に表示されます。

ステップ 6 [Properties] 領域で、次のフィールドに値を入力します。
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a) [Admin State] フィールドで、[Enabled] オプション ボタンをクリックします。

b) TFTPを除くすべてのプロトコルについて、ユーザ名に対応するパスワードを [Password]フィー

ルドに入力します。

c) （任意） その他の使用可能なフィールドでコンテンツを変更します。

スケジュール バックアップを毎週から毎日にリセットするなど、他のフィールドを変

更する場合は、ユーザ名とパスワードを再入力する必要があります。これを行わない

と、FI のバックアップは失敗します。

（注）

ステップ 7 [Apply] をクリックします。

Cisco UCS Manager は、選択された設定タイプのスナップショットを作成し、ファイルをネット

ワークの場所にエクスポートします。[Backup Configuration] ダイアログボックスの [Backup
Operations] テーブルに、バックアップ操作が表示されます。

ステップ 8 （任意） バックアップ操作の進捗状況を確認するには、[FSMDetails]バーの下矢印をクリックし

ます。

[FSM Details] 領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 9 [OK] をクリックし、[Backup Configuration] ダイアログボックスを閉じます。

バックアップ操作は完了するまで実行し続けます。進捗を表示するには、[Backup Configuration]
ダイアログボックスを再度開きます。

バックアップ操作の変更

バックアップ操作を修正して、別のバックアップ タイプのファイルをその場所に保存したり、前

のバックアップ ファイルが上書きされないようにファイル名を変更したりすることができます。

Full State バックアップ ファイルを使用した場合にのみ、バックアップ ファイルのエクスポー

ト元のシステムと同じバージョンを実行しているシステムを復元できます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [All] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域の [Backup Configuration] をクリックします。

ステップ 5 [BackupConfiguration]ダイアログボックスの [BackupOperations]領域で、変更するバックアップ操

作をクリックします。
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選択されたバックアップ操作の詳細が [Properties] 領域に表示されます。バックアップ操作がディ

セーブル状態の場合、このフィールドはグレー表示されています。

ステップ 6 [Admin State] フィールドで、[enabled] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 7 該当するフィールドを変更します。

バックアップ操作をただちに実行する場合を除き、パスワードを入力する必要はありません。

ステップ 8 （任意） バックアップ操作を今すぐに実行しない場合は、[Admin State] フィールドの [disabled]
オプション ボタンをクリックします。

ステップ 9 [OK] をクリックします。

1 つまたは複数のバックアップ操作の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [All] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域の [Backup Configuration] をクリックします。

ステップ 5 [BackupConfiguration]ダイアログボックスの [BackupOperations]テーブルで、削除するバックアッ

プ操作をクリックします。

操作の管理状態が [Enabled] に設定されている場合、テーブルでバックアップ操作をク

リックすることはできません。

ヒント

ステップ 6 [Backup Operations] テーブルのアイコン バーの [Delete] アイコンをクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [Backup Configuration] ダイアログボックスで、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

ダイアログボックスを閉じずに、選択したバックアップ操作を削除し

ます。

Apply

選択したバックアップ操作を削除し、ダイアログボックスを閉じま

す。

OK
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スケジュールバックアップの設定

Full State バックアップポリシーの設定

はじめる前に

バックアップ サーバの IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスおよび認証クレデンシャルを取得しま

す。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [All] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[Backup and Export Policy] タブをクリックします。

ステップ 4 [Full State Backup Policy] 領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

ポリシーのバックアップファイルが格納されている場所のホス

ト名または IPアドレス（IPv4または IPv6）。これは、サーバ、

ストレージ アレイ、ローカル ドライブ、またはファブリック

インターコネクトがネットワーク経由でアクセス可能な任意の

読み取り/書き込みメディアなどがあります。

IPv4 または IPv6 アドレスではなくホスト名を使用す

る場合、 でDNSサーバを設定する必要があります。

Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて

いないか、DNS 管理が [Local] に設定されている場合

は、CiscoUCSManagerでDNSサーバを設定します。

Cisco UCSドメイン Cisco UCS Centralに登録されてい

ないか、DNS 管理が [Global] に設定されている場合

は、Cisco UCS Central で DNS サーバを設定します。

（注）

[Hostname] フィールド
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説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

• USB A：ファブリック インターコネクト A に挿入された

USB ドライブ。

このオプションは特定のシステム設定でしか使用できませ

ん。

• USB B：ファブリック インターコネクト B に挿入された

USB ドライブ。

このオプションは特定のシステム設定でしか使用できませ

ん。

[Protocol] フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTP または USB
の場合は適用されません。

[User] フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTP または USB の場合は適用されません。

[Password] フィールド

ポリシーのバックアップファイルのフルパス。このフィールド

には、ファイル名とパスを含めることができます。ファイル名

を省略すると、バックアップ手順によって、ファイルに名前が

割り当てられます。

[Remote File] フィールド

次のいずれかになります。

• [Enabled]：CiscoUCSManagerは [Schedule]フィールドで指

定されたスケジュールを使用して、すべてのポリシー情報

をバックアップします。

• [Disabled]：CiscoUCSManagerはポリシー情報をバックアッ

プしません。

[Admin State] フィールド

Cisco UCS Manager がポリシー情報をバックアップする頻度。[Schedule] フィールド

CiscoUCSManagerが保持するバックアップ ファイルの最大数。

この値は変更できません。

[Max Files] フィールド
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説明名前

バックアップ ポリシーの説明。 デフォルトの説明は [Database
Backup Policy] です。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

ステップ 5 （任意） [Backup/Export Config Reminder] 領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [Enabled]：指定時間内にバックアップが実行されない場

合、Cisco UCS Manager はエラーを発生させます。

• [Disable]：指定時間内にバックアップが実行されない場合、

Cisco UCS Manager はエラーを発生させません。

[Admin State] カラム

バックアップの実行に関するリマインダ通知を受け取るまでの

日数。1 ～ 365 の整数を入力します。

デフォルト値は 30 日間です。

[Remind Me After (days)] 列

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

All Configuration エクスポートポリシーの設定

はじめる前に

バックアップ サーバの IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスおよび認証クレデンシャルを取得しま

す。
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手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [All] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[Policy Backup & Export] タブをクリックします。

ステップ 4 [Config Export Policy] 領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

設定のバックアップファイルが格納されている場所のホスト名

または IP アドレス（IPv4 または IPv6）。これは、サーバ、ス

トレージ アレイ、ローカル ドライブ、またはファブリック イ

ンターコネクトがネットワーク経由でアクセス可能な任意の読

み取り/書き込みメディアなどがあります。

IPv4 または IPv6 アドレスではなくホスト名を使用す

る場合、 でDNSサーバを設定する必要があります。

Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて

いないか、DNS 管理が [Local] に設定されている場合

は、CiscoUCSManagerでDNSサーバを設定します。

Cisco UCSドメイン Cisco UCS Centralに登録されてい

ないか、DNS 管理が [Global] に設定されている場合

は、Cisco UCS Central で DNS サーバを設定します。

（注）

[Hostname] フィールド

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

• USB A：ファブリック インターコネクト A に挿入された

USB ドライブ。

このオプションは特定のシステム設定でしか使用できませ

ん。

• USB B：ファブリック インターコネクト B に挿入された

USB ドライブ。

このオプションは特定のシステム設定でしか使用できませ

ん。

[Protocol] フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTP または USB
の場合は適用されません。

[User] フィールド
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説明名前

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTP または USB の場合は適用されません。

[Password] フィールド

バックアップ コンフィギュレーション ファイルのフル パス。

このフィールドには、ファイル名とパスを含めることができま

す。ファイル名を省略すると、バックアップ手順によって、ファ

イルに名前が割り当てられます。

[Remote File] フィールド

次のいずれかになります。

• [Enabled]：CiscoUCSManagerは [Schedule]フィールドで指

定されたスケジュールを使用して、すべてのポリシー情報

をバックアップします。

• [Disabled]：CiscoUCSManagerはポリシー情報をバックアッ

プしません。

[Admin State] フィールド

Cisco UCS Manager がポリシー情報をバックアップする頻度。[Schedule] フィールド

Cisco UCS Manager が保持する設定のバックアップ ファイルの

最大数。

この値は変更できません。

[Max Files] フィールド

設定のエクスポート ポリシーの説明。デフォルトの説明は

[Configuration Export Policy] です。

256 文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー

スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ

ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小

なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description] フィールド

ステップ 5 （任意） [Backup/Export Config Reminder] 領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [Enabled]：指定時間内にバックアップが実行されない場

合、Cisco UCS Manager はエラーを発生させます。

• [Disable]：指定時間内にバックアップが実行されない場合、

Cisco UCS Manager はエラーを発生させません。

[Admin State] カラム
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説明名前

バックアップの実行に関するリマインダ通知を受け取るまでの

日数。1 ～ 365 の整数を入力します。

デフォルト値は 30 日間です。

[Remind Me After (days)] 列

ステップ 6 [Save Changes] をクリックします。

インポート操作の設定

インポート操作の作成

Full Stateコンフィギュレーション ファイルはインポートできません。 次のコンフィギュレーショ

ン ファイルのいずれもインポートできます。

• All コンフィギュレーション

• システム設定

• Logical コンフィギュレーション

はじめる前に

コンフィギュレーション ファイルのインポートに必要な次の情報を収集します。

• バックアップ サーバの IP アドレスおよび認証クレデンシャル

• バックアップ ファイルの完全修飾名

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [All] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域で、[Import Configuration] をクリックします。

ステップ 5 [Import Configuration] ダイアログボックスで、[Create Import Operation] をクリックします。

ステップ 6 [Create Import Operation] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Enabled]：[OK] をクリックするとただちに、Cisco UCS
Manager によってバックアップ操作が実行されます。

• [Disabled]：[OK]をクリックしても、Cisco UCSManagerに

よってバックアップ操作が実行されません。このオプショ

ンを選択すると、ダイアログボックスのすべてのフィール

ドが表示されたままになります。ただし、インポートは

[Import Configuration] ダイアログボックスから手動で実行

する必要があります。

[Admin State] フィールド

次のいずれかになります。

• [Merge]：設定情報が既存の情報とマージされます。 競合

する場合、現在のシステム上の情報が、インポート設定

ファイル内の情報に置き換えられます。

• [Replace]：インポート設定ファイル内の各オブジェクトが

採用され、現在の設定内の対応するオブジェクトは上書き

されます。

[Action] フィールド

インポートするバックアップファイルが置かれている場所。次

のいずれかになります。

• [Remote File System]：バックアップXMLファイルをリモー

ト サーバに保存します。Cisco UCS Manager GUI によって

次のフィールドが表示され、リモートシステムのプロトコ

ル、ホスト、ファイル名、ユーザ名とパスワードを指定で

きます。

• [Local File System]：バックアップ XML ファイルをローカ

ルの場所に保存します。CiscoUCSManagerGUIによって、

インポートするバックアップファイルの名前と場所を指定

できる [Filename]フィールドと [Browse]ボタンが表示され

ます。

[Location of the Import File]
フィールド
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説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

• USB A：ファブリック インターコネクト A に挿入された

USB ドライブ。

このオプションは特定のシステム設定でしか使用できませ

ん。

• USB B：ファブリック インターコネクト B に挿入された

USB ドライブ。

このオプションは特定のシステム設定でしか使用できませ

ん。

[Protocol] フィールド

コンフィギュレーションファイルのインポート元のホスト名、

IPv4 または IPv6 アドレス。

IPv4 または IPv6 アドレスではなくホスト名を使用す

る場合、 でDNSサーバを設定する必要があります。

Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて

いないか、DNS 管理が [Local] に設定されている場合

は、CiscoUCSManagerでDNSサーバを設定します。

Cisco UCSドメイン Cisco UCS Centralに登録されてい

ないか、DNS 管理が [Global] に設定されている場合

は、Cisco UCS Central で DNS サーバを設定します。

（注）

[Hostname] フィールド

XML コンフィギュレーション ファイルの名前。[Remote File] フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTP または USB
の場合は適用されません。

[User] フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTP または USB の場合は適用されません。

CiscoUCSManagerではこのパスワードは保存されません。した

がって、インポート操作をイネーブルにしてただちに実行する

場合を除き、このパスワードを入力する必要はありません。

[Password] フィールド
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ステップ 7 [OK] をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスで、[OK] をクリックします。

[Admin State]をイネーブルに設定した場合、Cisco UCSManagerは、ネットワークの場所から設定

ファイルをインポートします。選択した処理に応じて、ファイル内の情報が既存の設定と結合さ

れるか、既存の設定と置き換えられます。インポート操作は、[Import Configuration] ダイアログ

ボックスの [Import Operations] テーブルに表示されます。

ステップ 9 （任意） インポート操作の進捗状況を表示するには、次の手順を実行します。

a) [Properties]領域にインポート操作が自動的に表示されない場合は、[ImportOperations]テーブル

でインポート操作をクリックします。

b) [Properties] 領域で、[FSM Details] バーの下矢印をクリックします。

[FSM Details] 領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 10 [OK] をクリックして、[Import Configuration] ダイアログボックスを閉じます。

インポート操作は、終了するまで実行されます。進捗状況を表示するには、[Import Configuration]
を再度開きます。

インポート操作の実行

Full Stateコンフィギュレーション ファイルはインポートできません。 次のコンフィギュレーショ

ン ファイルのいずれもインポートできます。

• All コンフィギュレーション

• システム設定

• Logical コンフィギュレーション

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [All] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域で、[Import Configuration] をクリックします。

ステップ 5 [Import Configuration]ダイアログボックスの [ImportOperations]テーブルで、実行する操作をクリッ

クします。

選択されたインポート操作の詳細が [Properties] 領域に表示されます。

ステップ 6 [Properties] 領域で、次のフィールドに値を入力します。

a) [Admin State] フィールドで、[Enabled] オプション ボタンをクリックします。
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b) TFTPを除くすべてのプロトコルについて、ユーザ名に対応するパスワードを [Password]フィー

ルドに入力します。

c) （任意） その他の使用可能なフィールドでコンテンツを変更します。

ステップ 7 [Apply] をクリックします。

Cisco UCS Manager によって、ネットワークの場所からコンフィギュレーション ファイルがイン

ポートされます。選択した処理に応じて、ファイル内の情報が既存の設定と結合されるか、既存

の設定と置き換えられます。インポート操作は、[Import Configuration] ダイアログボックスの

[Import Operations] テーブルに表示されます。

ステップ 8 （任意） インポート操作の進捗状況を確認するには、[FSMDetails]バーの下矢印をクリックしま

す。

[FSM Details] 領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 9 [OK] をクリックして、[Import Configuration] ダイアログボックスを閉じます。

インポート操作は、終了するまで実行されます。進捗状況を表示するには、[Import Configuration]
を再度開きます。

インポート操作の変更

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [All] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域で、[Import Configuration] をクリックします。

ステップ 5 [Import Configuration] ダイアログボックスの [Import Operations] 領域で、変更するインポート操作

をクリックします。

選択されたインポート操作の詳細が [Properties] 領域に表示されます。インポート操作がディセー

ブル状態の場合、このフィールドはグレー表示されています。

ステップ 6 [Admin State] フィールドで、[enabled] オプション ボタンをクリックします。

ステップ 7 該当するフィールドを変更します。

インポート操作をただちに実行する場合を除き、パスワードを入力する必要はありません。

ステップ 8 （任意） インポート操作を今すぐに実行しない場合は、[Admin State] フィールドの [disabled] オ

プション ボタンをクリックします。

ステップ 9 [OK] をクリックします。
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1 つまたは複数のインポート操作の削除

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Admin] タブをクリックします。

ステップ 2 [All] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions] 領域で、[Import Configuration] をクリックします。

ステップ 5 [Backup Configuration] ダイアログボックスの [Import Operations] テーブルで、削除するインポート

操作をクリックします。

操作の管理状態が [Enabled]に設定されている場合、テーブルでインポート操作をクリッ

クすることはできません。

ヒント

ステップ 6 [Import Operations] テーブルのアイコン バーの [Delete] アイコンをクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 8 [Import Configuration] ダイアログボックスで、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

ダイアログボックスを閉じずに、選択したインポート操作を削除しま

す。

Apply

選択したインポート操作を削除し、ダイアログボックスを閉じます。OK

ファブリックインターコネクトの設定の復元
バックアップ ファイルのエクスポート元のシステムと同じバージョンを実行しているシステムを

復元するには、Full Stateバックアップ ファイルを使用することを推奨します。同じリリース トレ

インの場合でも、Full State バックアップを使用してシステムを復元できます。たとえば、リリー

ス 2.1(3a) を実行しているシステムから作成した Full State バックアップを使用して、リリース

2.1(3f) を実行するシステムを復元できます。

VSAN または VLAN 設定の問題を回避するには、バックアップ時にプライマリ ファブリック イ

ンターコネクトであったファブリック インターコネクトでバックアップを復元する必要がありま

す。

はじめる前に

システム コンフィギュレーションを復元するために必要な次の情報を収集します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
857

設定のバックアップと復元

1 つまたは複数のインポート操作の削除



• ファブリック インターコネクト管理ポートの IPv4 アドレスとサブネット マスク、または

IPv6 アドレスとプレフィックス

• デフォルトのゲートウェイの IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス

• バックアップ サーバの IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスと認証クレデンシャル

• Full State バックアップ ファイルの完全修飾名

システムを復元するには、Full State コンフィギュレーション ファイルへのア

クセスが必要です。 その他のタイプのコンフィギュレーション ファイルや

バックアップ ファイルでは、システムを復元できません。

（注）

手順

ステップ 1 コンソール ポートに接続します。

ステップ 2 ファブリック インターコネクトがオフの場合はオンにします。

ファブリック インターコネクトがブートする際、Power On Self-Test のメッセージが表示されま

す。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに gui と入力します。

ステップ 4 システムが DHCP サーバにアクセスできない場合、次の情報を入力するよう求められることがあ

ります。

• ファブリック インターコネクトの管理ポートの IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス

• ファブリック インターコネクトの管理ポートのサブネット マスクまたはプレフィックス

• ファブリック インターコネクトに割り当てられたデフォルト ゲートウェイの IPv4 アドレス

または IPv6 アドレス

ステップ 5 プロンプトから、Web ブラウザに Web リンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI 起動ページに

移動します。

ステップ 6 起動ページで [Express Setup] を選択します。

ステップ 7 [Express Setup] ページで [Restore From Backup] を選択し、[Submit] をクリックします。

ステップ 8 [Cisco UCS Manager Initial Setup] ページの [Protocol] 領域で、完全な状態のバックアップ ファイル

をアップロードするために使用するプロトコルを選択します。

• SCP

• TFTP

• FTP

• SFTP

ステップ 9 [Server Information] 領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

完全な状態のバックアップファイルがあるコン

ピュータの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。

これは、サーバ、ストレージアレイ、ローカル

ドライブ、またはファブリックインターコネク

トがネットワーク経由でアクセス可能な任意の

読み取り/書き込みメディアなどがあります。

Server IP

フォルダ名やファイル名など、完全な状態の

バックアップファイルがあるファイルのパス。

Full State バックアップ ファイルを使

用した場合にのみ、バックアップ

ファイルのエクスポート元のシステ

ムと同じバージョンを実行している

システムを復元できます。

（注）

Backup File Path

システムがリモートサーバへのログインに使用

する必要のあるユーザ名。このフィールドは、

プロトコルがTFTPまたはUSBの場合は適用さ

れません。

ユーザ ID

リモートサーバのユーザ名のパスワード。この

フィールドは、プロトコルが TFTPまたはUSB
の場合は適用されません。

パスワード

ステップ 10 [Submit] をクリックします。

コンソールに戻ってシステム復元の進捗状況を確認できます。

ファブリック インターコネクトはバックアップ サーバにログインし、指定された完全な状態の

バックアップ ファイルのコピーを取得し、システム設定を復元します。

クラスタ設定の場合、セカンダリファブリックインターコネクトを復元する必要はありません。

セカンダリ ファブリック インターコネクトが再起動すると、Cisco UCS Manager はただちにその

設定をプライマリ ファブリック インターコネクトと同期させます。
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第 44 章

失われたパスワードの復旧

この章は、次の項で構成されています。

• amin アカウントのパスワードの復旧, 861 ページ

• ファブリック インターコネクトのリーダーシップ ロールの決定, 862 ページ

• ファブリック インターコネクトのファームウェア バージョンの確認, 862 ページ

• スタンドアロン設定の admin アカウント パスワードの復旧, 863 ページ

• クラスタ設定の admin アカウント パスワードの復旧, 864 ページ

amin アカウントのパスワードの復旧
admin アカウントは、システム アドミニストレータまたはスーパーユーザのアカウントです。ア

ドミニストレータが admin アカウントのパスワードを失うと、重大なセキュリティ上の問題が発

生する可能性があります。その結果、admin アカウントのパスワードを復旧するために、Cisco
UCS ドメインのすべてのファブリック インターコネクトの電源を再投入する必要があります。

admin アカウントのパスワードを復旧する場合、実際にはそのアカウントのパスワードを変更し

ます。admin アカウントに対応する元のパスワードを取得することはできません。

他のすべてのローカル アカウントのパスワードは、Cisco UCS Manager からリセットできます。

ただし、aaa または admin 権限を持つアカウントを使用して Cisco UCS Manager にログインする必

要があります。

この手順では、CiscoUCSドメインのすべてのファブリック インターコネクトの電源を切る必

要があります。したがって、CiscoUCSドメイン内のすべてのデータ送信は、ファブリック イ

ンターコネクトが再起動されるまで停止します。

注意
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ファブリックインターコネクトのリーダーシップロール

の決定

管理者パスワードがわからなくなった場合にクラスタ内のファブリック インターコネクトの

権限を判別するには、両方のファブリック インターコネクトの IP アドレスから Cisco UCS
ManagerGUIを開きます。従属ファブリックインターコネクトは失敗し、次のメッセージが表

示されます。

UCSM GUI is not available on secondary node.

重要

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] を展開します。

ステップ 3 ロールを識別するファブリック インターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work] ペインで、[General] タブをクリックします。

ステップ 5 [General] タブで、[High Availability Details] バーの下矢印をクリックしてこの領域を展開します。

ステップ 6 [Leadership]フィールドを表示して、このファブリックインターコネクトがプライマリファブリッ

ク インターコネクトか、従属ファブリック インターコネクトかを決定します。

ファブリックインターコネクトのファームウェアバー

ジョンの確認
次の手順に従って、CiscoUCSドメイン内すべてのファブリックインターコネクトのファームウェ

ア バージョンを確認できます。ファブリック インターコネクトの [Installed Firmware] タブを使用

すると、単一のファブリック インターコネクトのファームウェアを確認できます。

手順

ステップ 1 [Navigation] ペインの [Equipment] タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment] タブで [Equipment] ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work] ペインの [Firmware Management] タブをクリックします。

ステップ 4 [InstalledFirmware]タブで、次に示す各ファブリック インターコネクトのファームウェア バージョ

ンが、アップデートしたファームウェアのバージョンと一致していることを確認します。
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• カーネル バージョン

• システム バージョン

スタンドアロン設定の admin アカウントパスワードの復
旧

この手順により、ファブリック インターコネクトで初期システム セットアップの実行時に admin
アカウントに設定したパスワードを復旧できます。admin アカウントは、システム アドミニスト

レータまたはスーパーユーザのアカウントです。

はじめる前に

1 ファブリック インターコネクトのコンソール ポートを、コンピュータ ターミナルまたはコン

ソール サーバに物理的に接続します。

2 次のファームウェアの実行中のバージョンを確認します。

• ファブリック インターコネクトのファームウェア カーネル バージョン

• ファームウェア システム バージョン

この情報を検索するには、CiscoUCSドメインで任意のユーザ アカウントを使用してログイン

します。

ヒント

手順

ステップ 1 コンソール ポートに接続します。

ステップ 2 ファブリック インターコネクトの電源を次のように再投入します。

a) ファブリック インターコネクトの電源を切ります。

b) ファブリック インターコネクトの電源を入れます。

ステップ 3 コンソールで次のいずれかのキーの組み合わせを押して、起動時に loader プロンプトを表示さ

せます。

• Ctrl+l

• Ctrl+Shift+r

loader プロンプトを画面に表示するには、選択したキーの組み合わせを複数回押さなければな

らない場合があります。
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ステップ 4 ファブリック インターコネクトのカーネル ファームウェア バージョンをブートします。
loader >
boot /installables/switch/
kernel_firmware_version

例：
loader > boot /installables/switch/ucs-6100-k9-kickstart.4.1.3.N2.1.0.11.gbin

ステップ 5 config ターミナル モードを入力します。
Fabric(boot)#
config terminal

ステップ 6 admin パスワードをリセットします。
Fabric(boot)(config)#
admin-password
password

大文字と数字がそれぞれ 1 つ以上含まれる強力なパスワードを選択します。このパスワードは空

にできません。

新しいパスワードはクリア テキスト モードで表示されます。

ステップ 7 config ターミナル モードを終了し、ブート プロンプトに戻ります。

ステップ 8 ファブリック インターコネクトのシステム ファームウェア バージョンをブートします。
Fabric(boot)#
load /installables/switch/
system_firmware_version

例：
Fabric(boot)# load /installables/switch/ucs-6100-k9-system.4.1.3.N2.1.0.211.bin

ステップ 9 システム イメージがロードされたら、Cisco UCS Manager にログインします。

クラスタ設定の admin アカウントパスワードの復旧
この手順により、ファブリック インターコネクトで初期システム セットアップの実行時に admin
アカウントに設定したパスワードを復旧できます。admin アカウントは、システム アドミニスト

レータまたはスーパーユーザのアカウントです。

はじめる前に

1 ファブリック インターコネクトのコンソール ポートのいずれか 1 つを、コンピュータ ターミ

ナルまたはコンソール サーバに物理的に接続します。

2 次の情報を入手します。

• ファブリック インターコネクトのファームウェア カーネル バージョン
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• ファームウェア システム バージョン

• プライマリ リーダーシップ ロールを持つファブリック インターコネクトと、従属ファブ

リック インターコネクト

この情報を検索するには、CiscoUCSドメインで任意のユーザ アカウントを使用してログイン

します。

ヒント

手順

ステップ 1 コンソール ポートに接続します。

ステップ 2 従属ファブリック インターコネクトの場合は、次の手順を実行します。

a) ファブリック インターコネクトの電源を切ります。

b) ファブリック インターコネクトの電源を入れます。

c) コンソールで次のいずれかのキーの組み合わせを押して、起動時にloaderプロンプトを表示

させます。

• Ctrl+l

• Ctrl+Shift+r

loaderプロンプトを画面に表示するには、選択したキーの組み合わせを複数回押さなければ

ならない場合があります。

ステップ 3 プライマリ ファブリック インターコネクトの電源を次のように再投入します。

a) ファブリック インターコネクトの電源を切ります。

b) ファブリック インターコネクトの電源を入れます。

ステップ 4 コンソールで次のいずれかのキーの組み合わせを押して、起動時に loader プロンプトを表示さ

せます。

• Ctrl+l

• Ctrl+Shift+r

loader プロンプトを画面に表示するには、選択したキーの組み合わせを複数回押さなければな

らない場合があります。

ステップ 5 プライマリ ファブリック インターコネクトのカーネル ファームウェア バージョンをブートしま

す。
loader > boot /installables/switch/
kernel_firmware_version
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例：
loader > boot /installables/switch/ucs-6100-k9-kickstart.4.1.3.N2.1.0.11.gbin

ステップ 6 config ターミナル モードを入力します。
Fabric(boot)# config terminal

ステップ 7 admin パスワードをリセットします。
Fabric(boot)(config)# admin-password password

大文字と数字がそれぞれ 1 つ以上含まれる強力なパスワードを選択します。このパスワードは空

にできません。

新しいパスワードはクリア テキスト モードで表示されます。

ステップ 8 config ターミナル モードを終了し、ブート プロンプトに戻ります。

ステップ 9 プライマリ ファブリック インターコネクトのシステム ファームウェア バージョンをブートしま

す。
Fabric(boot)# load /installables/switch/
system_firmware_version

例：
Fabric(boot)# load /installables/switch/ucs-6100-k9-system.4.1.3.N2.1.0.211.bin

ステップ 10 システム イメージがロードされたら、Cisco UCS Manager にログインします。

ステップ 11 従属ファブリック インターコネクトのコンソールで、次の手順を実行してシステムを起動しま

す。

a) 従属ファブリック インターコネクトのカーネル ファームウェア バージョンをブートします。
loader > boot /installables/switch/
kernel_firmware_version

b) 従属ファブリック インターコネクトのシステム ファームウェア バージョンをブートします。
Fabric(boot)# load /installables/switch/
system_firmware_version
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